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は じ め に 

 

 

 東京大学医学系研究科・医学部年報１３８巻（東京医学２０１９年版）をお

届けします。 

 この年報は医学系研究科・医学部及び東京医学会の１年間の活動報告で、研

究、教育、診療、及び各種事業が記載されています。これは私たちの実績の報

告であり、また、自己評価、外部評価の資料として、毎年 CD-Rom による頒布

及びウエブで公表しています。 

 

 東大医学部は創立以来、１６０年の歴史を持ち、常に医学研究、教育と診療

で我が国を牽引してきましたし、いくつかの分野では世界をリードする成果を

あげています。１０００名を越える大学院生を持つ大きな研究科ですし、また、

１５０名もの外国人研究者、学生を擁する国際教育研究拠点の一つでもありま

す。 

 

 今後も高い教育、研究と高度な医療を実現する中で、明日の医学、医療を切

り開く人材の養成に力を尽くしたいと思います。 

 

 

令和 元 年１０月 

東京大学大学院医学系研究科長・医学部長 齊 藤 延 人 
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沿     革 

 

安政５年 (1858) ５月 江戸市中の蘭医83名の醵金により神田御玉ヶ池に種痘所が設立された。 

   11月 種痘所は、神田相生町からの出火により類焼したが、伊東玄朴の家な

どで業務を継続した。 

安政６年 (1859) ９月 種痘所を下谷和泉通りに新築し移転した。 

万延元年 (1860)  10月 幕府直轄の種痘所となった。 

文久元年 (1861)  10月 種痘所を西洋医学所と改称し、教育・解剖・種痘に分かれ西洋医学を

講習する所となった。 

文久３年 (1863) ２月 西洋医学所は、医学所と改称された． 

明治元年 (1868) ７月 医学所は、横浜にあった軍事病院を下谷藤堂邸に移し、医学所を含め

て，大病院と称することになった。 

明治２年 (1869) ２月 大病院は、医学校兼病院と改称された。 

   12月 医学校兼病院は、大学東校と改称された。 

明治４年 (1871) ７月 文部省が設置され、大学東校は、東校と改称された。 

明治５年 (1872) ８月 学制が布かれ、東校は、第一大学区医学校と改称された。 

明治７年 (1874) ５月 第一大学区医学校は、東京医学校と改称された。 

明治９年 (1876)  11月 東京医学校は、本郷に移転した。 

明治10年 (1877) ４月 東京医学校は、東京開成学校と合併し東京大学となり、東京医学校は、

東京大学医学部となった。 

明治19年 (1886) ３月 東京大学が帝国大学となり東京大学医学部は、帝国大学医科大学とな

った。また、大学院が設置された。 

明治30年 (1897) ６月 帝国大学は、東京帝国大学となった。 

大正６年 (1917) ８月 文部省医師開業試験附属永楽病院が、本学に移管され東京帝国大学医

科大学附属小石川分院となった。 

大正８年 (1919) ４月 学部制が敷かれ、医科大学は医学部となった。 

昭和６年 (1931) ２月 医学部１号館が竣工した。 

昭和11年 (1936) １月 医学部脳研究室が、堀越久三郎氏の寄付により発足した。 

   11月 医学部２号館(本館)が竣工した。 

昭和22年 (1947)  10月 東京帝国大学は、東京大学となった。 

昭和25年 (1950) ４月 看護養成施設が、医学部附属看護学校と改称設置された． 

昭和28年 (1953) ４月 衛生看護学科が、設置された。 

  ７月 東京大学に新制の大学院が設置され、生物系研究科医学専門課程博士

課程が設けられた。 

   医学部脳研究室が、医学部附属脳研究施設として制度化された。 

昭和31年 (1956) ４月 医学部附属助産婦学校が、設置された。 
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昭和33年 (1958) ４月 医学部薬学科が、薬学部として独立の学部となった。 

  ５月 東京大学医学部創立百年記念式典が挙行された。 

昭和36年 (1961) ３月 医学部総合中央館(医学図書館)が、東京大学医学部創立百年記念事業

の一つとして竣工した。 

  ４月 医学部附属医用電子研究施設が、設置された。 

昭和40年 (1965) ４月 医学部附属音声・言語医学研究施設が、設置された。 

   衛生看護学科を改組し，保健学科が設置された。 

   東京大学大学院が改組され、生物系研究科医学専門課程は医学系研究

科となった。 

   医学系研究科に保健学専門課程が、設置された。 

昭和41年 (1966) ９月 医学部３号館が竣工した。 

昭和46年 (1971) ４月 医学部附属動物実験施設が、設置された。 

昭和48年 (1973) ３月 医学部動物実験棟が竣工した。 

昭和58年 (1983) １月 医学部３号館別棟が竣工した。 

昭和60年 (1985) ９月 医学部国際交流室が、設置された。 

平成４年 (1992) ４月 保健学科が、健康科学・看護学科となった。 

   医学系研究科に国際保健学専攻が設置された。 

  ７月 医学部放射線研究施設が設置された。 

平成７年 (1995) ４月 大学院講座制への移行に伴い、第三基礎医学、社会医学、第三臨床医

学、第四臨床医学の４専攻を廃止し、病因・病理学、社会医学、生殖・

発達・加齢医学、外科学の４専攻に改組された。 

平成８年 (1996) ４月 大学院講座制への移行に伴い、第一臨床医学、保健学、国際保健学の

３専攻を廃止し、内科学，健康科学・看護学、国際保健学の３専攻に

改組された。 

平成９年 (1997) ４月 大学院講座制への移行に伴い、第一基礎医学、第二基礎医学、第二臨

床医学の３専攻を廃止し、分子細胞生物学、機能生物学、生体物理医

学、脳神経医学の４専攻に改組された。 

   この改組に伴い、脳研究施設、医用電子研究施設、音声言語医学研究

施設の３施設が廃止された。 

平成11年 (1999) ４月 医学系研究科に医学科・歯学科・獣医学科以外の学部学科卒業者を対

象とする医科学修士課程が設置された。 

平成12年 (2000) ４月 東京大学医学教育国際協力研究センターが設置された(学内共同教育

研究施設)。 

平成13年 (2001) ４月 医学部附属病院分院が医学部附属病院に統合された。 

平成14年 (2002) ３月 医学部附属看護学校、医学部附属助産婦学校が閉校となった。 

平成14年 (2002) ３月 医学部教育研究棟（第１期）が竣工した。 

平成15年 (2003) ４月 疾患生命工学センターが設立され、放射線研究施設と動物実験施設が

統合された。 
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平成16年 (2004) ４月 東京大学は、国立大学法人東京大学となった。 

平成17年 (2005) ３月 医学部教育研究棟（第２期）が竣工した。 

平成19年 (2007) ４月 医学系研究科に公衆衛生の専門職大学院（公共健康医学専攻）が設置

された。 

平成20年 (2008) ５月 東京大学医学部・医学部附属病院創立百五十年記念式典が挙行された。 

平成22年 (2010) ４月 医学部健康科学・看護学科が、健康総合科学科となった。 

平成23年 (2011) １月 医学系研究科に健康と医学の博物館が、設置された。 

平成24年 (2012) ４月 医学系研究科に研究倫理支援室が設置された。 

平成25年 (2013) ４月 東京大学医学教育国際協力研究センター（学内共同研究施設）は、医

学系研究科附属医学教育国際研究センターに改組された。 

平成25年 (2013) 10月 医学系研究科にライフサイエンス研究器機支援室が設置された。 

平成27年 (2015) 10月 医学系研究科に臨床実習・教育支援室が設置された。 

平成28年 (2016) ４月 医学系研究科に利益相反アドバイザリー室が設置された。 

平成29年 (2017) ４月 医学系研究科にグローバルナーシングリサーチセンターが設置され

た。 

平成29年 (2017) ４月 ライフサイエンス連携研究教育拠点（連携研究機構）が設置された。 

平成29年 (2017) ４月 臨床生命医工学連携研究機構（連携研究機構）が設置された。 
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組     織 

 （専攻） （講座） （分野） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H31.3.31 

細胞生物学  

生体構造学 

細胞構築学 

神経細胞生物学 

神経病理学 

神経生化学 

神経生物学 

統合生理学 

細胞分子生理学 

神経生理学 

放射線診断学（臨床） 

放射線治療学（臨床） 

核医学（臨床） 

発達脳科学 

認知・言語神経科学 

システム脳医学 

こころの発達医学 

精神医学（臨床） 

神経内科学（臨床） 

脳神経外科学（臨床）

分子予防医学 

公衆衛生学 

量子環境医学 

分子生物学 

細胞情報学 

代謝生理化学 

免疫学 

臨床免疫学（臨床） 

細胞分子薬理学 

システムズ薬理学 

微生物学 

感染制御学（臨床） 

システム生理学 

生体情報学 

生体機能制御学 

人体病理学・病理診断学 

分子病理学 

外科病理学（臨床） 

法医学 

医療情報学（臨床） 

がん政策科学講座（国立がん研究センター） 

感染病態学講座（国立感染症研究所） 

腫瘍病理学講座（国立がん研究センター） 

分子腫瘍学講座（(公) がん研究会がん研究所） 

生化学・分子生物学

法医学・医療情報経済学

社会予防医学

臨床神経精神医学

基礎神経医学

統合脳医学脳神経医学 

連携講座

社会医学 

生体物理医学 

免疫学

微生物学

病因・病理学 

分子細胞生物学 

機能生物学 

薬理学

細胞生物学・解剖学

生理学

病理学

放射線医学

医用生体工学

連携講座

臨床ゲノム情報学(国立国際医療研究センター) 

脂質医科学(国立国際医療研究センター) 

連携講座

先端構造学 
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臨床病態検査医学 

輸血医学 

老年病学 

老化制御学 

皮膚科学 

形成外科学 

口腔顎顔面外科学 

整形外科学 

眼科学 

耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 

リハビリテーション医学 

麻酔科学 

救急科学 

内分泌病態学 

代謝・栄養病態学 

血液・腫瘍病態学 

アレルギー・リウマチ学 

生体防御感染症学 

ストレス防御・心身医学 

小児科学 

発達発育学 

小児外科学 

小児腫瘍学 

生殖内分泌学 

生殖腫瘍学 

周産期医学 

分子細胞生殖医学 

呼吸器外科学 

心臓外科学 

消化管外科学 

肝胆膵外科学 

泌尿器外科学 

人工臓器・移植外科学 

腫瘍外科学 

血管外科学 

乳腺・内分泌外科学 

感覚・運動機能医学

臓器病態外科学

生体管理医学

健康科学

健康社会学 

精神保健学 

疫学・予防保健学 

健康学習・教育学 

健康増進科学 

生物統計学 

医療倫理学 

看護体系・機能学 

看護管理学 

家族看護学 

地域看護学 

行政看護学 

予防看護学

大学院医学系 
研究科 

生殖・発達・ 

加齢医学 

病態診断医学

産婦人科学

小児医学

生体防御腫瘍内科学

加齢医学

外科学 

健康科学・看護学 

分子糖尿病学講座（国立国際医療研究センター）連携講座

成育政策科学講座（国立成育医療研究センター）連携講座

内科学 

循環器内科学 

血管病態学 

呼吸器内科学 

消化器内科学 

腎臓内科学 

器官病態内科学
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骨・軟骨再生医療 

セル＆ティッシュ・エンジニアリング（富士ソフト） 

免疫細胞治療学 

先端臨床医学開発 

コンピュータ画像診断学／予防医学 

分子神経学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際社会医学 

国際生物医科学 

国際保健学 

国際保健政策学 

国際地域保健学 

人類遺伝学 

発達医科学 

人類生態学 

生物医化学 

生物統計学 

社会予防疫学 

臨床疫学・経済学 

医療コミュニケーション学（臨床） 

精神保健学 

健康教育・社会学 

保健社会行動学 

健康増進科学 

医療倫理学 

健康医療政策学 

医療情報システム学（臨床） 

臨床情報工学 

法医学・医事法学 

国際環境保健学 

公共健康医学 行動社会医学

分子病態医科学部門 

構造生理学部門 

医療材料・機器工学部門 

臨床医工学部門 

健康環境医工学部門 

動物資源学部門 

放射線分子医学部門 

医工情報学部門 

附属疾患生命工学 
センター 

動物資源研究領域 

放射線研究領域 

医工情報研究領域 

研究基盤部門 

医学教育学部門 

医学教育国際協力学部門 

疫学保健学

医療科学

寄付講座 

医科学（修士） 

医学図書館 

国際交流室 

ＭＤ研究者育成プログラム室 

健康と医学の博物館 

研究倫理支援室 

ライフサイエンス研究機器支援室 

臨床実習・教育支援室 

統合医学のための CPC教育推進室（準備室） 

利益相反アドバイザリー室 

附属医学教育国際
研究センター 

研究科内施設 

保健医療科学講座（国立保健医療科学院）連携講座

臨床看護学

高齢者在宅長期ケア看護学 

緩和ケア看護学 

母性看護学・助産学 

精神看護学 

老年看護学 

創傷看護学 

精神保健政策学講座（国立精神医療研究センター）連携講座

ケアイノベーション創生部門 

看護システム開発部門 
附属グローバル 
ナーシングリサーチ 
センター 
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臨床試験データ管理学 

ユビキタス予防医学 

関節機能再建学 

重症心不全治療開発 

分子構造・動態・病態学 

ゲノム医学 

コンチネンス医学 

ライフサポート技術開発学（モルテン） 

在宅医療学 

肺高血圧先進医療研究学 

免疫療法管理学 

先進循環器病学 

運動器疼痛メディカルリサーチ＆マネジメント 

分子糖尿病科学 

統合的分子代謝疾患科学 

骨免疫学 

地域医薬システム学 

医療経済政策学 

生物統計情報学 

ロコモ予防学 

新世代創薬開発 

先進代謝病態学 

医療 AI開発学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康空間情報学 

リピドミクス 

アドバンスト ナーシング テクノロジー 

音声病態分析学 

ヘルスサービスリサーチ 

スキンケアサイエンス 

イメージング看護学 

医療品質評価学 

肥満メタボリックケア 

認知症先進予防治療学 

免疫疾患機能ゲノム学 

糖尿病・生活習慣病予防 

次世代病理情報連携学 

慢性腎臓病（CKD）病態生理学 

社会連携講座 

附属疾患生命工学センター 事務室 

細胞生物学・解剖学 

生化学・分子生物学 

生理学 

薬理学 

病理学 

微生物学 

免疫学 

放射線医学 

医用生体工学 

基礎神経医学 

統合脳医学 

臨床神経精神医学 

社会予防医学 

（学科） 
 
医学科 

事務組織 

医学部 

医学系研究科・ 

医学部 

事務部

総務係 

人事係 

研究支援係 

教務係 

大学院係 

財務係 

契約係 

外部資金係 

経理係 

施設係 

図書受入係 

図書整理係 

情報サービス係 
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老年看護学 

家族看護学 

地域看護学 

基礎看護学 

成人保健・看護学 

精神衛生・看護学 

保健社会学 

保健管理学 

疫学・生物統計学 

人類生態学 

保健栄養学 

母子保健学 

母性看護学・助産学 

健康総合科学科 

一般外科 

胃・食道外科 

大腸・肛門外科 

肝・胆・膵外科 

血管外科 

乳腺・内分泌外科 

人工臓器・移植外科 

心臓外科 

呼吸器外科 

脳神経外科 

麻酔科・痛みセンター 

泌尿器科・男性科 

女性外科 

外科診療部門

内科診療部門

医学部 
附属病院 

皮膚科 

眼科 

整形外科・脊椎外科 

耳鼻咽喉科・頭頸部外科 

リハビリテーション科 

形成外科・美容外科 

口腔顎顔面外科・矯正歯科 

総合内科 

循環器内科 

呼吸器内科 

消化器内科 

腎臓・内分泌内科 

糖尿病・代謝内科 

血液・腫瘍内科 

アレルギー・リウマチ内科 

感染症内科 

神経内科 

老年病科 

心療内科 診療部門 
・診療科 

感覚・運動機能科
診療部門 

医学原論・倫理学 

法医学・医療情報経済学 

器官病態内科学 

生体防御腫瘍内科学 

病態診断医学 

産婦人科学 

小児医学 

加齢医学 

臓器病態外科学 

感覚・運動機能医学 

生体管理医学 
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材料管理部 

集中治療部 

病理部 

角膜移植部 

無菌治療部 

光学医療診療部 

血液浄化療法部 

地域医療連携部 

感染制御部 

企画情報運営部 

大学病院医療情報ネットワーク研究センター 

臓器移植医療部 

環境安全管理室 

こころの発達診療部 

組織バンク 

検診部 

がん相談支援センター 

パブリック・リレーションセンター 

国立大学病院データベースセンター 

外来化学療法部 

病歴管理部 

救命救急センター 

緩和ケア診療部 

小児医療センター 

災害医療マネジメント部 

国際診療部 

病態栄養治療部 

小児・新生児集中治療部 

ゲノム診療部 

臨床研究支援センター 

２２世紀医療センター 

ティッシュ・エンジニアリング部 

医工連携部 

トランスレーショナルリサーチセンター 

ゲノム医学研究支援センター 

早期・探索開発推進室 

薬剤部 

看護部 

事務部 

検査部 

手術部 

放射線部 

救急部 

輸血部 

総合周産期母子医療センター 

リハビリテーション部 

医療機器管理部  

中央施設部門

総務課 

管理課 

経営戦略課 

研究支援課 

医事課 

臨床研究部門

小児科 

小児外科 

女性診療科・産科 

小児・周産・女性科
診療部門 

放射線科 

精神神経科診療部門

放射線科診療部門

精神神経科 
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入退院センター 

キャンサーボード 

 

バスキュラーボード 

周術期管理センター 

てんかんセンター 

免疫疾患治療センター 

入院診療運営部

外来診療運営部

中央診療運営部

診療運営組織

人事部 
地域連携型高度医療人
養成推進センター 

企画経営部

研究支援部

運営支援組織

医療評価室 

医療安全対策センター 

感染対策センター 

患者相談・臨床倫理センター 

医療評価・安全部

教育・研修部 総合研修センター 

接遇向上センター 

 臨床研究ガバナンス部 
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職 員 名 簿 

平成３１年３月１日現在 

大学院医学系研究科 

専攻・講座・分野 教   授 准 教 授 講   師 

分子細胞生物学専攻  

 細胞生物学・解剖学講座  

  細胞生物学 (兼) 吉 川 雅 英  

  生体構造学 吉 川 雅 英 柳 澤 春 明 

  細胞構築学 田 中 庸 介 

  神経細胞生物学 岡 部 繁 男  

 生化学・分子生物学講座  

  分子生物学 水 島  昇 山 本  林 

  細胞情報学 (兼) 村 上  誠 武 富 芳 隆 

  代謝生理化学 栗 原 裕 基 栗 原 由紀子 

  先端構造学 RADOSTIN DANEV  

 連携講座  

  臨床ゲノム情報学 (委嘱) 加藤規弘  

  （国立国際医療研究センター）  

  脂質医科学 (委嘱)進藤英雄  

  （国立国際医療研究センター）  

  がん細胞情報学 (委嘱) 間野博行  

  （国立がん研究センター）    

機能生物学専攻  

 生理学講座  

  統合生理学 大 木 研 一  

  細胞分子生理学 松 崎 政 紀 正 水 芳 人 

  神経生理学 狩 野 方 伸 上 阪 直 史 

 薬理学講座  

  
細胞分子薬理学 廣 瀬 謙 造 大久保 洋 平 

  
システムズ薬理学 上 田 泰 己 洲 崎 悦 生 

 連携講座  

  脳機能動態学 (委嘱) 加藤忠史  

  （理化学研究所）  

病因・病理学専攻  

 病理学講座  

  人体病理学・病理診断学 深 山 正 久 牛 久 哲 男 阿 部 浩 幸 

  分子病理学 宮 園 浩 平 鯉 沼 代 造  

  外科病理学（臨床）  

 微生物学講座  
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専攻・講座・分野 教   授 准 教 授 講   師 

  微生物学 畠 山 昌 則 紙 谷 尚 子 

  感染制御学（臨床） 森 屋 恭 爾  

 免疫学講座  

  免疫学 高 柳  広 新 田  剛  

  臨床免疫学（臨床）  

 連携講座  

  感染病態学講座 (委嘱) 脇田隆字  

  （国立感染症研究所）  

  腫瘍病理学講座 (委嘱) 中釜 斉  

  （国立がん研究センター）    

  分子腫瘍学講座 (客員) 中村卓郎  

  （(公)がん研究会がん研究所）  

生体物理医学専攻  

 放射線医学講座  

  放射線診断学（臨床） 阿 部  修 森 墾  

  放射線治療学（臨床） 中 川 恵 一 山 下 英 臣 

  核医学（臨床） 高 尾 英 正  

 医用生体工学講座  

  システム生理学 (兼) 宮 川  清 山 本 希美子  

  生体情報学 (兼) 浦 野 泰 照 神 谷 真 子 

  生体機能制御学 磯 山  隆 

脳神経医学専攻  

 基礎神経医学講座  

  神経病理学 岩 坪  威  

  神経生化学 尾 藤 晴 彦  

  神経生物学 (兼) 廣 瀬 謙 造 並 木 繁 行 

 統合脳医学講座  

  発達脳科学  

  認知・言語神経科学  

  システム脳医学  

  こころの発達医学 金 生 由紀子  

 臨床神経精神医学講座  

  精神医学（臨床） 笠 井 清 登 神 出 誠 一 郎 安 藤 俊 太 郎 

  神経内科学（臨床） 戸 田 達 史 清 水  潤  

  脳神経外科学（臨床） 齊 藤 延 人 中 冨 浩 文  

 連携講座  

  神経動態医科学講座 (委嘱) 村山正宜  

  （理化学研究所）  
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専攻・講座・分野 教   授 准 教 授 講   師 

社会医学専攻  

 社会予防医学講座  

  分子予防医学 石 川 俊 平  

  公衆衛生学 (兼) 小林廉毅 (兼) 豊川智之 冨 尾  淳 

  量子環境医学  

 法医学・医療情報経済学講座  

  法医学 (兼)岩瀬博太郎 (兼) 槇野陽介  

  医療情報学（臨床） (兼) 大江和彦 田 中 勝 弥 

 連携講座    

  がん政策科学講座 (委嘱) 東 尚弘   

  （国立がん研究センター）    

  がん疫学講座 (委嘱) 井上真奈美   

  （国立がん研究センター）    

  がんコミュニケーション学講座  (委嘱) 高山智子  

  （国立がん研究センター）    

内科学専攻  

 器官病態内科学講座  

  循環器内科学 小 室 一 成 森 田 啓 行 

  血管病態学  

  呼吸器内科学 長 瀬 隆 英 田 中  剛 

   山 内 康 宏 

  消化器内科学 小 池 和 彦 大 塚 基 之 

  腎臓内科学 南 學 正 臣  

 生体防御腫瘍内科学講座  

  内分泌病態学 (兼) 南學正 臣 槙 田 紀 子 

  代謝・栄養病態学 山 内 敏 正 脇  裕 典 

  血液・腫瘍病態学 黒 川 峰 夫 正 本 庸 介 

  アレルギー・リウマチ学 藤 尾 圭 志 庄 田 宏 文 

  生体防御感染症学 (兼) 森 屋 恭 爾 奥 川  周  

  ストレス防御・心身医学 吉 内 一 浩  

 病態診断医学講座  

 

臨床病態検査医学 矢 冨  裕 蔵 野  信 

 

輸血医学 岡 崎  仁  

 

連携講座    

 

分子糖尿病学講座    

 

（国立国際医療研究センター）    

生殖・発達・加齢医学専攻  

 産婦人科学講座  
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専攻・講座・分野 教   授 准 教 授 講   師 

  生殖内分泌学 藤 井 知 行 永 松  健  

  生殖腫瘍学 織 田 克 利  

  周産期医学 甲 賀 か を り  

  分子細胞生殖医学 大 須 賀  穣 平 池  修  

 小児医学講座  

  小児科学 岡   明 張 田  豊  

  発達発育学 平 田 陽一郎 

  小児外科学 藤 代  準  

  小児腫瘍学  

 加齢医学講座  

  老年病学 秋 下 雅 弘 小 川 純 人  

  老化制御学 (兼) 秋下 雅 弘 山 口 泰 弘 

 連携講座    

  成育政策科学講座  (委嘱) 加藤元博  

  （国立成育医療研究センター）    

  健康長寿医学講座 (委嘱) 井上 聡   

  （東京都健康長寿医療センター）    

外科学専攻  

 

臓器病態外科学講座  

  呼吸器外科学 中 島  淳  

  心臓外科学 小 野  稔 平 田 康 隆  

  消化管外科学 瀬 戸 泰 之 野 村 幸 世  

  肝胆膵外科学 長谷川   潔 有 田 淳 一  

  泌尿器外科学 久 米 春 喜 鈴 木 基 文  

  人工臓器・移植外科学 金 子 順 一 

   石 沢 武 彰 

  腫瘍外科学 石 原 聡一郎 野 澤 宏 彰 川 合 一 茂 

  血管外科学 (兼)石原聡一郎 保 科 克 行 

  乳腺・内分泌外科学 田 辺 真 彦 

感覚・運動機能医学講座  

  皮膚科学 佐 藤 伸 一 浅 野 善 英 宮 垣 朝 光 

  形成外科学 岡 崎  睦 飯 田 拓 也  

  口腔顎顔面外科学 星  和 人 西 條 英 人 安 部 貴 大 

  整形外科学 田 中  栄 齋 藤  琢 廣 瀬  旬 

   松 原 全 宏 

  眼科学 相 原  一 加 藤  聡  

   蕪 城 俊 克  

  耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 山 岨 達 也 岩 崎 真 一  

   近 藤 健 二  
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専攻・講座・分野 教   授 准 教 授 講   師 

  リハビリテーション医学 芳 賀 信 彦  

 生体管理医学講座  

  麻酔科学 山 田 芳 嗣 内 田 寬 治 伊 藤 伸 子 

  救急科学 森 村 尚 登  

健康科学・看護学専攻  

 健康科学講座  

  健康社会学 (兼) 近藤 尚 己  

  精神保健学 (兼) 川 上憲人  

  疫学・予防保健学 (兼) 松 山  裕 (兼) 大庭幸 治  

  健康学習・教育学 (兼) 橋本 英樹  

  健康増進科学  

  生物統計学  

  医療倫理学 (兼) 赤林  朗 (兼) 瀧本禎之 中 澤 栄 輔 

 予防看護学講座  

  看護体系・機能学 (兼) 武 村雪絵  

  看護管理学  武 村 雪 絵  

  家族看護学 上別府 圭 子 佐 藤 伊 織 

  地域看護学 (兼) 山 本 則 子 成 瀬  昂 

  行政看護学  

 臨床看護学講座  

  高齢者在宅長期ケア看護学 山 本 則 子 五 十 嵐  歩 

  緩和ケア看護学 (兼) 山 本 則 子  

  母性看護学・助産学 春 名 めぐみ  

  精神看護学 (兼) 川 上憲人 宮 本 有 紀  

  老年看護学 真 田 弘 美 仲 上 豪二朗  

  創傷看護学 (兼) 真 田 弘 美  

 連携講座    

  精神保健政策学講座 (委嘱)金 吉晴   

  （国立精神・神経医療研究センター）     

国際保健学専攻  

 国際社会医学講座  

  国際保健政策学 渋 谷 健 司  

  国際地域保健学 神 馬 征 峰  

 国際生物医科学講座  

  人類遺伝学 徳 永 勝 士 馬 淵 昭 彦  

  発達医科学 水 口  雅 田 中 輝 幸  

  人類生態学 梅 崎 昌 裕 小 西 祥 子  

  生物医化学 野 崎 智 義 渡 邊 洋 一  

公共健康医学専攻  
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 疫学保健学講座  

  生物統計学 松 山  裕 (兼) 大庭幸 治  

  社会予防疫学 佐々木   敏  

  臨床疫学・経済学 康 永 秀 生  

  医療コミュニケーション学（臨床） 木 内 貴 弘  

 行動社会医学講座  

  精神保健学 川 上 憲 人 西  大 輔  

  健康教育・社会学 近 藤 尚 己  

  保健社会行動学 橋 本 英 樹 高 木 大 資 

  健康増進科学 (兼) 瀧本禎之  

  医療倫理学 赤 林  朗 瀧 本 禎 之  

 医療科学講座  

  健康医療政策学 小 林 廉 毅 豊 川 智 之  

  医療情報システム学（臨床） 大 江 和 彦  

  臨床情報工学 小 山 博 史  

  法医学・医事法学 (委嘱)岩瀬博太郎 槇 野 陽 介  

  国際環境保健学 KIM YOONHEE  

 連携講座    

  保健医療科学講座  (委嘱)福田 敬  

  （国立保健医療科学院）    

附属疾患生命工学センター  

 分子病態医科学部門 宮 崎  徹 新 井 郷 子  

 構造生理学部門 河 西 春 郎 柳 下  祥 

 医療材料・機器工学部門 東 隆 伊 藤 大 知  

 臨床医工学部門 (兼) 鄭  雄 一 大 庭 伸 介  

 健康環境医工学部門 村 上  誠 大 迫 誠一郎  

 動物資源学部門 饗 場  篤 中 尾 和 貴  

   葛 西 秀 俊  

 放射線分子医学部門 宮 川  清 榎 本  敦 

   

 医工情報学部門  今 井  健  

 研究基盤部門  

  動物資源研究領域 (兼) 饗場  篤  

  放射線研究領域 (兼) 宮 川  清  

  医工情報研究領域 (兼) 今井  健  

附属医学教育国際研究センター    

  医学教育学部門 江 頭 正 人  孫  大 輔 

  医学教育国際協力学部門   大 西 弘 高 
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研究科内施設  

 医学図書館 (館長・兼)康永秀生  

 国際交流室 (室長・兼)瀬戸泰之 GREEN JOSEPH 

   名 西 恵 子 

 MD 研究者育成プログラム室 (室長・兼)尾藤晴彦  

 健康と医学の博物館 (館長・兼)大江和彦  

 研究倫理支援室 (室長・兼)矢冨 裕 上 竹 勇三郎 

 ライフサイエンス研究機器支援室 (室長)北 芳博  

 臨床実習・教育支援室 (室長・兼)山岨達也  

 総合医学のための CPC教育推進室(準備室) (室長・兼)深山正久  池 村 雅 子 
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診療科・診療部等 教   授 准 教 授 講   師 

内科診療部門  

 総合内科 (兼) 南學正 臣  

 循環器内科 (兼) 小室一 成 (兼) 森 田啓行 

  赤 澤  宏 

  瀧 本 英 樹 

 呼吸器内科 (兼) 長瀬 隆 英 (兼) 田 中  剛 

  (兼) 山 内康宏 

 消化器内科 (兼) 小池和彦 (兼) 大塚基之 

  多 田  稔 

    立 石 敬 介 

 腎臓・内分泌内科 (兼) 南學正 臣 (兼) 槇田 紀 子 

    田 中 哲 洋 

 糖尿病・代謝内科 (兼) 山 内敏正 (兼) 脇  裕典 

 血液・腫瘍内科 (兼) 黒川峰夫 (兼) 正 本 庸 介 

    中 原 史 雄 

 アレルギー・リウマチ内科 (兼) 藤 尾圭志 (兼) 庄田宏文 

    久 保 かなえ 

 感染症内科 (兼) 森 屋 恭 爾 (兼) 奥川  周  

 神経内科 (兼) 戸 田 達 史 (兼) 清 水  潤 岩 田  淳 

  作 石 かおり 

 老年病科 (兼) 秋下 雅 弘 (兼) 小川純人 (兼) 山口泰 弘 

  小 島 太 郎 

  石 井 正 紀 

 心療内科 (兼) 吉 内 一 浩  

  (兼) 瀧本禎之  

外科診療部門  

 一般外科 (兼) 瀬 戸 泰之  

 胃・食道外科 (兼) 瀬 戸 泰之 (兼) 野 村 幸世 山 下 裕 玄 

 大腸・肛門外科 (兼)石原聡一郎 (兼) 野 澤宏彰 (兼) 川 合 一茂 

  田 中 敏 明 

    (兼) 高 山利夫 

 肝・胆・膵外科 (兼)長谷川  潔 (兼) 有田淳一 (兼) 金 子順一 

  (兼) 石沢武彰 

 血管外科 (兼)石原聡一郎 (兼) 保 科克行 

  (兼) 川 合 一茂 

    高 山 利 夫 

 乳腺・内分泌外科 (兼) 田辺真 彦 

 人工臓器・移植外科 (兼)長谷川  潔 (兼) 有田淳一 (兼) 金 子順一 
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診療科・診療部等 教   授 准 教 授 講   師 

  (兼) 石沢武彰 

    赤 松 延 久 

 心臓外科 (兼) 小野  稔 (兼) 平 田康隆 山 内 治 雄 

  木 下  修 

 呼吸器外科 (兼) 中 島  淳 佐 藤 雅 昭 

 脳神経外科 (兼) 齊 藤 延 人 (兼) 中 冨 浩 文 辛  正 廣 

 麻酔科・痛みセンター (兼) 山 田 芳嗣 (兼) 内 田寬治 (兼) 伊藤 伸 子 

  森  芳 映 

    河 村  岳 

 泌尿器科・男性科 (兼) 久米春喜 山 田 大 介 

  佐 藤 悠 佑 

  川 合 剛 人 

 女性外科 (兼) 大須賀  穣 (兼) 織田克利 (兼) 廣 田  泰 

感覚・運動機能科診療部門  

 皮膚科 (兼) 佐藤 伸 一 (兼) 浅野善英  (兼) 宮垣朝光 

  吉 崎  歩 

  菅   析 

    住 田 隼 一 

 眼科 (兼 )相原  一 (兼) 加 藤  聡 本 庄  恵 

  (兼) 蕪城俊克 小 畑  亮 

    澤 村 裕 正 

    (兼) 宮 井尊史 

 整形外科・脊椎外科 (兼) 田 中  栄 (兼) 齋藤  琢 (兼) 廣 瀬  旬 

    (兼) 松 原全宏 

  大 島  寧 

  武 冨 修 治 

    乾  洋 

 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 (兼) 山岨達也 (兼) 岩 崎 真 一 二 藤 隆 春 

  (兼) 近藤健二 安 藤 瑞 生 

  吉 田 昌 史 

  樫 尾 明 憲 

 リハビリテーション科 (兼) 芳賀信彦  

 形成外科・美容外科 (兼) 岡 崎  睦 (兼) 飯田拓也 宮 本 慎 平 

 口腔顎顔面外科・矯正歯科 (兼) 星  和人 (兼) 西條英 人 小笠原   徹 

  大久保 和 美 

  末 永 英 之 

小児・周産・女性科診療部門  

 小児科 (兼) 岡   明 (兼) 張田  豊 (兼)平田陽一郎 
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診療科・診療部等 教   授 准 教 授 講   師 

  犬 塚  亮 

  松 井 彦 郎 

 小児外科 (兼) 藤 代  準 鈴 木  完 

 女性診療科・産科 (兼) 藤 井 知 行 (兼)甲賀かをり 廣 田  泰 

  (兼) 平池  修 原 田 美由紀 

  (兼) 永松  健 松 本 陽 子 

  入 山 高 行 

  (兼) 平 田 哲也 

精神神経科診療部門  

 精神神経科 (兼) 笠 井 清 登 (兼)神出誠一郎 (兼)安藤俊太郎 

  荒 木  剛 

放射線科診療部門  

 放射線科 (兼) 阿 部  修 (兼) 中 川 恵 一 (兼) 山 下 英 臣 

  (兼) 高 尾 英 正 渡 谷 岳 行 

  (兼) 森   墾 古 田 寿 宏 

救急科診療部門  

 救急科 (兼) 森 村 尚 登 (兼) 土井 研 人 

  (兼) 軍神 正 隆 

中央診療施設等  

 薬剤部 鈴 木 洋 史 高 田 龍 平 

    本 間  雅 

 検査部 (兼) 矢冨  裕 髙 井 大 哉 

  湯 本 真 人 

  大 門 雅 夫 

  (兼) 蔵野  信 

 手術部 安 原  洋 深 柄 和 彦 室 屋 充 明 

    村 越  智 

 放射線部 (兼) 阿 部  修  佐 藤 次 郎 

 輸血部 (兼) 岡 崎  仁  

 総合周産期母子医療センター (兼) 藤 井 知 行 坊 垣 昌 彦 

    垣 内 五 月 

 リハビリテーション部 (兼) 芳賀信彦 篠 田 裕 介 

 医療機器管理部 (兼) 土井 研 人 

 材料管理部 (兼) 深柄和彦 (兼) 村越  智 

 集中治療部 (兼) 森 村 尚 登 (兼) 土井 研 人 

 病理部 (兼) 牛 久 哲 男 牛 久  綾 

 角膜移植部 (兼) 相原  一 宮 井 尊 史 

 無菌治療部 (兼) 黒川峰夫 樋 渡 光 輝 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.138, Oct. 2019 21 

診療科・診療部等 教   授 准 教 授 講   師 

  籠 谷 勇 紀 

 光学医療診療部 中 井 陽 介  

 血液浄化療法部 (兼) 南學正 臣 濱 崎 敬 文 

    松 本 明 彦 

 地域医療連携部 (兼) 笠 井 清 登 (兼) 住谷 昌 彦  

 感染制御部 (兼) 森 屋 恭 爾  

 企画情報運営部 (兼) 大江和彦 新  秀 直 

 大学病院医療情報ネットワーク研究センター (兼) 木 内貴弘  

 臓器移植医療部 (兼)長谷川  潔 (兼) 赤松 延 久 

 環境安全管理室 (兼) 山 本 知孝 泉 谷 昌 志 

 こころの発達診療部 (兼)金生由紀子  

 組織バンク (兼) 田 村純人  

 予防医学センター 山 道 信 毅  

 がん相談支援センター (兼) 野 村 幸世  

 パブリック・リレーションセンター (兼) 秋下 雅 弘 (兼) 新  秀直 

 外来化学療法部 (兼) 黒川峰夫  

 病歴管理部 (兼) 大江和彦  

 救命救急センター (兼) 森 村 尚 登 土 井 研 人 

 緩和ケア診療部 住 谷 昌 彦  

 小児医療センター (兼) 岡   明 (兼) 藤 代  準  

 災害医療マネジメント部 (兼) 森 村 尚 登 軍 神 正 隆 

  問 田 千 晶 

 国際診療部 田 村 純 人 山 田 秀 臣 

 病態栄養治療部  窪 田 直 人 伊地知 秀 明 

 小児・新生児集中治療部 高 橋 尚 人   

 （附属病院マネジメント領域）   安 東 治 郎 

 ゲノム診療部 (兼) 南學正 臣   

 臨床研究支援センター 森 豊 隆 志 坂 中 千 恵  

 ２２世紀医療センター (兼) 南學正 臣  

 ティッシュ・エンジニアリング部 (兼) 星  和人  

 医工連携部 (兼) 小野  稔 (兼) 山 内 治 雄 

 トランスレーショナルリサーチセンター (兼) 黒川峰夫 永 井 純 正 

 ゲノム医学研究支援センター (兼) 南學正 臣  

 早期・探索開発推進室 (兼) 岩 坪  威  

 人事部 (兼) 南學正 臣  

 地域連携型高度医療人養成推進センター  

 医療評価・安全部 (兼) 佐藤 伸 一  

 医療評価室 (兼) 山 本 知孝  
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診療科・診療部等 教   授 准 教 授 講   師 

 医療安全対策センター (兼) 山 本 知孝 森 崎  裕 

 感染対策センター (兼) 森 屋 恭 爾  

 患者相談・臨床倫理センター (兼) 瀧本禎之  

 教育・研修部 (兼) 秋下 雅 弘   

 総合研修センター (兼) 秋下 雅 弘  木 村 光 利 

 接遇向上センター (兼) 笠 井 清 登   

 企画経営部 (兼) 田 中  栄  

 研究支援部 (兼) 南學正 臣  

 臨床研究ガバナンス部    

 入院診療運営部 (兼) 黒川峰夫  

 入退院センター  

 キャンサーボード (兼) 宮 川  清  

 外来診療運営部 (兼) 笠 井 清 登  

 中央診療運営部 (兼) 住谷 昌 彦  

 バスキュラーボード (兼) 住谷 昌 彦  

 周術期管理センター (兼) 安 原  洋 

 

 てんかんセンター (兼) 湯本 正 人 

 免疫疾患治療センター  
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寄付講座 

所      属 特 任 教 授 特任准教授 特 任 講 師 

医療ＡＩ開発学講座 河 添 悦 昌  

骨・軟骨再生医療講座 松 本 卓 巳 矢 野 文 子 

セル＆ティッシュエンジニアリング講座 疋 田 温 彦  

免疫細胞治療学講座 垣 見 和 宏  

先端臨床医学開発講座 原 田 睦 生  

コンピュータ画像診断学/予防医学講座 林  直 人 
宇 野 漢 成

吉 川 健 啓 
 

臨床試験データ管理学講座    

ユビキタス予防医学講座 池 田 祐 一  

関節機能再建学講座 茂 呂  徹  

重症心不全治療開発講座  波 多 野  将 細 谷 弓 子 

分子構造・動態・病態学講座 廣 川 信 隆  

ゲノム医学講座 細 谷 紀 子  

コンチネンス医学講座 井 川 靖 彦 相 澤 直 樹 

ライフサポート技術開発学(モルテン)講座 森  武 俊 野 口 博 史 

肺高血圧先進医療研究学講座  東 口 治 弘  

免疫療法管理学講座  神 田 浩 子  

運動器疼痛メディカルリサーチ＆ 

マネジメント講座 
松 平  浩 岡  敬 之  

分子糖尿病科学講座    

骨免疫学講座  岡 本 一 男  

地域医薬システム学講座 今 井 博 久   

医療経済政策学講座 田 倉 智 之   

生物統計情報学講座 小 出 大 介 平 川 晃 弘 坂 巻 顕 太 郎 

ロコモ予防学講座 吉 村 典 子   

新世代創薬開発講座  安 東 英 明  

分子神経学講座 辻  省 次 三 井  純  

先進代謝病態学講座  
岩 部 美 紀

岩 部 真 人 
 

在宅医療学講座  山 中  崇  

先進循環器病学講座  藤 生 克 仁 金 子 英 弘 
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社会連携講座 

所      属 特 任 教 授 特任准教授 特 任 講 師 

健康空間情報学講座 脇  嘉 代  

リピドミクス講座 
清 水 孝 雄

小 田 吉 哉 
徳 舛 富由樹  

アドバンスト ナーシング テクノロジー講座 村 山 陵 子  

音声病態分析学講座  徳 野 慎 一  

ヘルスサービスリサーチ講座  城  大 祐  

スキンケアサイエンス講座  峰 松 健 夫 玉 井 奈 緒 

イメージング看護学講座  藪 中 幸 一 吉 田 美香子 

医療品質評価学講座 宮 田 裕 章 縄 田  寛 隈 丸  拓 

肥満メタボリックケア講座  愛 甲  丞  

認知症先進予防治療学講座  橋 本 唯 史  

次世代病理情報連携学講座 佐 々 木  毅   

糖尿病・生活習慣病予防講座 門 脇  孝 加 藤 秀 樹  

慢性腎臓病(ＣＫＤ)病態生理学講座 稲 城 玲 子   

免疫疾患機能ゲノム学講座  岡 村 僚 久  

 

運営費交付金（精神保健学分野） 

所      属 特 任 教 授 特任准教授 特 任 講 師 

メンタルヘルス専門家養成プログラム   今 村 幸 太 郎 

 

運営費付金（医学部附属病院） 

所      属 特 任 教 授 特任准教授 特 任 講 師 

外来化学療法の安全向上に関する研究 石 神 浩 徳 

 

特定事業費 

所      属 特 任 教 授 特任准教授 特 任 講 師 

大学病院医療情報ネットワーク研究

センターの機能強化 
  岡 田 昌 史 

看護学を基盤にした異分野融合型

イノベーティブ看護学研究を推進す

る若手研究者養成事業（GNRC） 

 大 江 真 琴  
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大学教育再生戦略推進費（文部科学省） 

所      属 特 任 教 授 特任准教授 特 任 講 師 

がん最適化医療を実現する医療人育

成（多様な新ニーズに対応する「がん

専門医療人材（がんプロフェッショナ

ル）」養成プラン） 

  畑  啓 介 

建 石 良 介 

 

大学改革推進等補助金（文部科学省） 

所      属 特 任 教 授 特任准教授 特 任 講 師 

社会構想マネジメントを先導する

グローバルリーダー養成プログラム 
 李  廷 秀  

 

大学病院における医師等の教育研究基盤充実経費（医学部附属病院） 

所      属 特 任 教 授 特任准教授 特 任 講 師 

臨床研究ガバナンス部 

臨床研究の監査体制とガバナンスの

強化 

宇 井 英 明   

 

特別教育研究経費 

所      属 特 任 教 授 特任准教授 特 任 講 師 

東大病院ゲノム医療研究プロジェク

トを加速するための「ゲノム医学研究

支援センター」機能強化に向けた取り

組み 

 庄 島 伸 浩  

 

文部科学省課題解決型高度医療人材養成プログラム 

所      属 特 任 教 授 特任准教授 特 任 講 師 

経営のできる大学病院幹部養成プロ

グラム 
  井 田 有 亮 

 

 

※平成３１年３月１日現在、特任教授、特任准教授、特任講師のいずれかが在職する組織のみ記載した。 
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人事異動（平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日） 

 

 

区 分 氏  名 日 付 新 職 名 等 旧 職 名 等 

委 嘱 間野 博行 H30.4.1 
東京大学大学院医学系研究科 

がん細胞情報学教授 

国立がん研究センター 

研究所長 

委 嘱 加藤 忠史 H30.4.1 
東京大学大学院医学系研究科 

脳機能動態学教授 

理化学研究所脳科学総合研究セン

ター シニア・チームリーダー 

採 用 西  大 輔 H30.4.1 
東京大学大学院医学系研究科 

精神保健学准教授 

国立精神・神経医療研究センター

精神保健研究所室長 

採 用 KIM YOONHEE H30.4.1 
東京大学大学院医学系研究科 

国際環境保健学准教授 

長崎大学熱帯医学研究所 

教育職員 

昇 任 山道 信毅 H30.4.1 
東京大学医学部附属病院 

予防医学センター准教授 

東京大学医学部附属病院 

消化器内科助教 

昇 任 上阪 直史 H30.4.1 
東京大学大学院医学系研究科 

神経生理学講師 

東京大学大学院医学系研究科 

神経生理学助教 

配 置 換 蔵 野  信 H30.4.1 
東京大学大学院医学系研究科 

臨床病態検査医学講師 

東京大学医学部附属病院 

検査部講師 

採 用 石沢 武彰 H30.4.1 
東京大学大学院医学系研究科 

肝胆膵外科学講師 

がん研究会有明病院肝・胆・膵外

科副医長 

昇 任 安部 貴大 H30.4.1 
東京大学大学院医学系研究科 

口腔顎顔面外科学講師 

東京大学医学部附属病院 

口腔顎顔面外科・矯正歯科助教 

昇 任 佐藤 悠佑 H30.4.1 
東京大学医学部附属病院 

泌尿器科・男性科講師 

東京大学医学部附属病院 

泌尿器科・男性科助教 

昇 任 川合 剛人 H30.4.1 
東京大学医学部附属病院 

泌尿器科・男性科講師 

東京大学医学部附属病院 

泌尿器科・男性科助教 

昇 任 樫尾 明憲 H30.4.1 
東京大学医学部附属病院 

耳鼻咽喉科・頭頸部外科講師 

東京大学保健・健康推進本部 

助教 

採 用 宮本 慎平 H30.4.1 
東京大学医学部附属病院 

形成外科・美容外科講師 

国立がん研究センター形成外科 

科長 

昇 任 入山 高行 H30.4.1 
東京大学医学部附属病院 

女性診療科・産科講師 

東京大学医学部附属病院 

女性診療科・産科助教 

昇 任 和 田  明 H30.4.1 
東京大学医学部附属病院 

精神神経科講師 

東京大学医学部附属病院 

精神神経科助教 

所属変更 宮井 尊史 H30.4.1 
東京大学医学部附属病院 

角膜移植部講師 

東京大学医学部附属病院 

眼科講師 

採 用 問田 千晶 H30.4.1 
東京大学医学部附属病院 

災害医療マネジメント部講師 
横浜市立大学医学部助教 
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配 置 換 永井 純正 H30.4.1 

東京大学医学部附属病院 

トランスレーショナルリサーチセ

ンター講師 

東京大学医科学研究所 

講師 

採 用 森豊 隆志 H30.5.1 
東京大学医学部附属病院 

臨床研究支援センター教授 

東京大学大学院医学系研究科 

特任教授 

昇 任 柳 下  祥 H30.5.1 

東京大学大学院医学系研究科 

附属疾患生命工学センター 

構造生理学講師 

東京大学大学院医学系研究科 

附属疾患生命工学センター 

構造生理学助教 

昇 任 小島 太郎 H30.5.16 
東京大学医学部附属病院 

老年病科講師 

東京大学医学部附属病院 

老年病科助教 

昇 任 乾  洋 H30.5.16 
東京大学医学部附属病院 

整形外科・脊椎外科講師 

東京大学医学部附属病院 

整形外科・脊椎外科助教 

辞 職 鈴 木  亮 H30.5.31 
東京医科大学 

糖尿病・代謝・内分泌内科准教授

東京大学大学院医学系研究科 

代謝・栄養病態学講師 

委 嘱 村山 正宜 H30.6.1 
東京大学大学院医学系研究科 

神経動態医科学教授 

理化学研究所脳神経科学研究セン

ター チームリーダー 

昇 任 小西 祥子 H30.6.1 
東京大学大学院医学系研究科 

人類生態学准教授 

国際生物医科学人類生態学 

助教 

昇 任 山本 知孝 H30.6.1 
東京大学医学部附属病院 

医療評価・安全部准教授 

東京大学医学部附属病院 

医療評価・安全部講師 

採 用 籠谷  勇紀 H30.6.16 
東京大学医学部附属病院 

無菌治療部講師 
日本学術振興会海外特別研究員 

辞 職 滝田 順子 H30.6.30 京都大学医学系研究科教授 
東京大学大学院医学系研究科 

小児科学准教授 

分野変更 廣瀬  謙造 H30.7.1 
東京大学大学院医学系研究科 

細胞分子薬理学教授 

東京大学大学院医学系研究科 

神経生物学教授 

兼 務 廣瀬  謙造 H30.7.1 
東京大学大学院医学系研究科 

神経生物学教授 

東京大学大学院医学系研究科 

細胞分子薬理学教授 

委 嘱 石川 俊平 H30.7.1 
東京大学大学院医学系研究科 

分子予防医学教授 

東京医科歯科大学難治疾患研究所

教授 

委 嘱 東  尚 弘 H30.7.1 
東京大学大学院医学系研究科 

がん政策科学教授 

国立がん研究センター 

がん対策情報センターセンター長

委 嘱 井上真奈美 H30.7.1 
東京大学大学院医学系研究科 

がん疫学准教授 

国立がん研究センター 

社会と健康研究センター部長 

委 嘱 高山 智子 H30.7.1 
東京大学大学院医学系研究科 

がんコミュニケーション学准教授

国立がん研究センター 

がん対策情報センター部長 

昇 任 山内 敏正 H30.7.1 
東京大学大学院医学系研究科 

代謝・栄養病態学教授 

東京大学大学院医学系研究科 

代謝・栄養病態学准教授 
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辞 職 和 田  明 H30.7.15   
東京大学医学部附属病院 

精神神経科講師 

辞 職 河添  悦昌 H30.7.31 
東京大学大学院医学系研究科 

特任准教授 

東京大学医学部附属病院 

企画情報運営部講師 

兼 務 村 上  誠 H30.8.1 
東京大学大学院医学系研究科 

細胞情報学教授 

東京大学大学院医学系研究科 

附属疾患生命工学センター 

健康環境医工学教授 

分野変更 石沢 武彰 H30.8.1 
東京大学大学院医学系研究科 

人工臓器・移植外科学講師 

東京大学大学院医学系研究科 

肝胆膵外科学講師 

採 用 中原  史雄 H30.8.1 
東京大学医学部附属病院 

血液・腫瘍外科講師 

アルバート・アインシュタイン医科大学 

ポスドクフェロー 

辞 職 橘田 要一 H30.8.31 帝京大学医療技術学部教授 
東京大学大学院医学系研究科救急

科学准教授 

昇 任 正水  芳人 H30.9.1 
東京大学大学院医学系研究科 

細胞分子生理学講師 

東京大学大学院医学系研究科 

細胞分子生理学助教 

昇 任 阿部 浩幸 H30.9.1 
東京大学大学院医学系研究科 

人体病理学・病理診断学講師 

東京大学医学部附属病院 

病理部助教 

昇 任 並木 繁行 H30.9.1 
東京大学大学院医学系研究科 

神経生物学講師 

東京大学大学院医学系研究科 

神経生物学助教 

昇 任 住田 隼一 H30.9.1 
東京大学医学部附属病院 

皮膚科講師 

東京大学医学部附属病院 

皮膚科助教 

兼 務 宮 川  清 H30.9.16 
東京大学大学院医学系研究科 

システム生理学教授 

東京大学大学院医学系研究科 

附属疾患生命工学センター 

放射線分子医学教授 

早期退職 金井 克光 H30.9.30 
和歌山県立医科大学 

医学部第一解剖学教室教授 

東京大学大学院医学系研究科 

細胞構築学准教授 

早期退職 北中  幸子 H30.9.30 
きたなかこども成長クリニック 

院長 

東京大学大学院医学系研究科 

発達発育学准教授 

採 用 
石原  聡一

郎 
H30.10.1 

東京大学大学院医学系研究科 

腫瘍外科学教授 
国際医療福祉大学教授 

昇 任 張 田  豊 H30.10.1 
東京大学大学院医学系研究科 

小児科学准教授 

東京大学医学部附属病院 

小児科講師 

昇 任 石井 正紀 H30.10.1 
東京大学医学部附属病院 

老年病科講師 

東京大学医学部附属病院 

老年病科助教 

昇 任 有田 淳一 H30.10.16 
東京大学大学院医学系研究科 

肝胆膵外科学准教授 

東京大学医学部附属病院 

肝・胆・膵外科講師 
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昇 任 森 崎  裕 H30.10.16 

東京大学医学部附属病院 

医療評価・安全部 

医療安全対策センター講師 

東京大学医学部附属病院 

整形外科・脊椎外科助教 

採 用 
DANEV RADOSTIN 

STOYANOV 
H30.11.1 

東京大学大学院医学系研究科 

先端構造学教授 

東京大学大学院医学系研究科 

特任研究員 

委 嘱 井 上  聡 H30.11.1 
東京大学大学院医学系研究科 

健康長寿医学教授 

東京都健康長寿医療センター 

研究部長 

採 用 鈴木 基文 H30.11.1 
東京大学大学院医学系研究科 

泌尿器外科学准教授 

東京逓信病院泌尿器科 

部長 

採 用 脇  裕 典 H30.11.1 
東京大学大学院医学系研究科 

代謝・栄養病態学講師 

東京大学大学院医学系研究科 

特任准教授 

辞 職 細谷  紀子 H30.11.16 
東京大学大学院医学系研究科 

特任准教授 

東京大学大学院医学系研究科 

附属疾患生命工学センター 

放射線分子医学講師 

辞 職 岩崎 広英 H30.11.30 
群馬大学大学院医学系研究科 

教授 

東京大学大学院医学系研究科 

神経細胞生物学講師 

採 用 石川 俊平 H30.12.1 
東京大学大学院医学系研究科 

分子予防医学教授 

東京医科歯科大学難治疾患研究所

教授 

委 嘱 加藤 元博 H30.12.1 
東京大学大学院医学系研究科成育

政策科学准教授 

国立成育医療研究センター小児が

んセンター診療部長 

辞 職 藤城  光弘 H30.12.31 
名古屋大学大学院医学系研究科 

教授 

東京大学医学部附属病院 

光学医療診療部准教授 

昇 任 武富  芳隆 H31.1.1 
東京大学大学院医学系研究科 

細胞情報学講師 

東京大学大学院医学系研究科 

附属疾患生命工学センター 

健康環境医工学部門助教 

昇 任 木 下  修 H31.1.1 
東京大学医学部附属病院 

心臓外科講師 

東京大学医学部附属病院 

心臓外科助教 

辞 職 平田 哲也 H31.1.15 
同愛記念病院産婦人科 

部長 

東京大学医学部附属病院 

女性外科講師 

辞 職 中 島  勧 H31.1.31 
埼玉医科大学病院医療安全管理学

教授 

東京大学医学部附属病院 

救急救命センター・ＥＲ准教授 

昇 任 中井 陽介 H31.3.1 
東京大学医学部附属病院 

光学医療診療部准教授 

東京大学医学部附属病院 

消化器内科助教 

定年退職 深山 正久 H31.3.31 

総合病院国保旭中央病院 

遠隔病理診断センター 

センター長 

東京大学大学院医学系研究科 

人体病理学・病理診断学教授 

定年退職 徳永 勝士 H31.3.31 

国立国際医療研究センター 

NCBN中央バイオバンク 

センター長 

東京大学大学院医学系研究科 

人類遺伝学教授 
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早期退職 山田 芳嗣 H31.3.31 
国際医療福祉大学三田病院 

病院長 

東京大学大学院医学系研究科 

麻酔科学教授 

早期退職 安 原  洋 H31.3.31 
関東逓信病院 

病院長 

東京大学医学部附属病院 

手術部教授 

早期退職 渋谷  健司 H31.3.31 
King's College London 

教授 

東京大学大学院医学系研究科 

国際保健政策学教授 

辞 職 東  隆 H31.3.31 
(株)Lily MedTech 

CTO 

東京大学大学院医学系研究科 

附属疾患生命工学センター 

医療材料・機器工学教授 

早期退職 清 水  潤 H31.3.31 
東京工科大学 

医療保健学部理学療法学科教授 

東京大学大学院医学系研究科 

神経内科学准教授 

辞 職 山内 康宏 H31.3.31 
東京外国語大学保健管理センター

特任准教授 

東京大学大学院医学系研究科 

呼吸器内科学講師 

辞 職 田中  勝弥 H31.3.31 

国立がん研究センター 

情報システム企画課 

課長 

東京大学大学院医学系研究科 

医療情報経済学講師 

辞 職 久保かなえ H31.3.31 

東京都健康長寿医療センター 

膠原病・リウマチ科 

部長 

東京大学医学部附属病院 

アレルギー・リウマチ内科講師 

辞 職 吉田 昌史 H31.3.31 
公立昭和病院耳鼻咽喉科 

部長 

東京大学医学部附属病院 

耳鼻咽喉科・頭頸部外科講師 

辞 職 二藤 隆春 H31.3.31 
埼玉医科大学総合医療センター 

准教授 

東京大学医学部附属病院 

耳鼻咽喉科・頭頸部外科講師 

辞 職 松本 陽子 H31.3.31 
東京都立墨東病院産婦人科 

医長 

東京大学医学部附属病院 

女性診療科・産科講師 

辞 職 松本 明彦 H31.3.31 焼津市立総合病院泌尿器科部長 
東京大学医学部附属病院血液浄化

療法部講師 
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平成３０年度外国出張・海外研修 

（延べ人数） 

地   域 国     名 教   授 准 教 授

アジア・大洋州 

中東 

アラブ首長国連邦 

インド 

インドネシア共和国 

オーストラリア連邦 

シンガポール共和国 

スリランカ民主社会主義共和国 

タイ王国 

大韓民国 

台湾 

中華人民共和国 

ドバイ首長国 

トルコ共和国 

ニュージーランド 

ネパール連邦民主共和国 

フィリピン共和国 

ベトナム社会主義共和国 

香港 

マレーシア 

ミャンマー連邦共和国 

モンゴル国 

ラオス人民民主共和国 

１

８ 

１２ 

１１ 

１２ 

１ 

１２ 

３５ 

３８ 

２６ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

５ 

２ 

３ 

１ 

１ 

７ 

０

０ 

１ 

７ 

２ 

０ 

１ 

１０ 

４ 

５ 

０ 

０ 

１ 

１ 

２ 

１ 

３ 

２ 

１ 

０ 

０ 

北米・中南米 アメリカ合衆国 

カナダ 

ブラジル連邦共和国 

メキシコ合衆国 

６６

５ 

１ 

１ 

３５

１ 

０ 

０ 

ヨーロッパ アイスランド共和国 

アイルランド 

英国 

イタリア共和国 

オーストリア共和国 

オランダ王国 

キプロス共和国 

ギリシャ共和国 

クロアチア共和国 

スイス連邦 

スウェーデン王国 

スペイン 

チェコ共和国 

デンマーク王国 

ドイツ連邦共和国 

フランス共和国 

ブルガリア共和国 

ポルトガル共和国 

リトアニア共和国 

ロシア連邦 

０

１ 

１０ 

３ 

２ 

５ 

１ 

５ 

１ 

５ 

２ 

３ 

０ 

４ 

１９ 

２０ 

１ 

３ 

１ 

４ 

１

０ 

６ 

１ 

１ 

３ 

０ 

０ 

１ 

１ 

２ 

４ 

２ 

０ 

２ 

３ 

０ 

１ 

０ 

０ 

アフリカ エジプト・アラブ共和国

チュニジア共和国 

ナイジェリア連邦共和国 

南アフリカ共和国 

２

０ 

１ 

１ 

０

１ 

１ 

１ 
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細胞生物学・細胞構築学  

 

准 教 授  

金井克光 

講 師  

田中庸介 

助 教  

小川覚之 

 

ホ ー ム ペ ー ジ  http://cb.m.u-tokyo.ac. jp/ 

 

 

教 育 

教育は細胞生物学・解剖学大講座が一体となっ

て行っている。教育は、講義と実習ならびにフリ

ークォーターからなる。 

医学部学生及び理学部人類学学生を対象に骨学

（５コマ、16時間）、肉眼解剖学（実習 61コマ、

193時間）、細胞生物学、発生学、組織学総論・各

論（講義、実習 36 コマ、114 時間）合計 323 時

間を大講座全体で協力し一体として行っている。

また健康科学・看護学科生に研究方法論（２コマ、

６時間）、解剖示説（５コマ、16 時間）合計 22

時間の教育を行っている。実習は教授、准教授、

講師の内１名と助手が１名組んで担当している。

なお、他学部（教育学部、理学部、文学部等）生

を対象に肉眼解剖学及び組織学の講義、実習（25

コマ、80時間）も行っている。又大学院共通講義

（分子細胞生物学入門）を 15コマ（23時間）と

実習 40コマ（70時間）行っており、総計 518時

間である。 

講義は、細胞生物学、発生学、組織学総論、組

織学各論を教授、准教授、講師が分担しており、

細胞及び組織の構造を機能と関連づけて、遺伝子、

分子のレベルから理解できるように配慮した研究

の先端を取り入れた魅力あるものにしようと努力

している。 

フリークォーターは、電子顕微鏡の基礎技法、

細胞骨格の細胞生物学、免疫細胞化学、組織培養、

ナノスケールの顕微鏡法、分子生物学、分子遺伝

学など、本人の希望にあわせて実際の研究室の研

究に参加してもらっている。 

 

研 究 

本大講座では細胞生物学の分野の多岐にわたる

研究を行っており特に細胞骨格の分子細胞生物

学；細胞内の物質輸送の機構及び細胞の形作りの

機構の研究を行っている。 

神経細胞や上皮細胞をはじめすべての細胞は、

細胞の機能にとり必須の機能蛋白分子を合成後、

様々な膜小器官あるいは蛋白複合体さらには

mRNA 蛋白複合体として目的地へ適正な速度で

輸送する必要がある。この細胞内の物質輸送は細

胞の重要な機能、形作りそして生存のため必須で

ある。私達は今までにこの輸送機構の主役である

微小管をレールとしたキネシンスーパーファミリ

ーモーター分子群（KIFs）を発見し哺乳類の全遺

伝子４５個を同定した。またこの KIFs が多様な

機能分子を輸送するだけでなく脳の高次機能、神

経回路網形成、左右の決定、腫瘍の抑制等に重要
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な役割を果たす事を明らかにして来た。このよう

にモーター分子群 KIFs は重要な細胞機能の根幹

を担っていると同時に私達の体の様々な基本的生

命現象に深く関わっておりこの研究は分子細胞生

物学、神経科学、発生生物学、生物物理学、臨床

医学等の広範な学問分野に大きな学術的意義を有

すると思われる。私達は今まで遺伝子群の発見、

機能の解析、個体レベルの機能解析、作動原理等

すべての課題について常に世界をリードする研究

を行なって来た。しかしながら未知の多くの課題

が存在しこれらを解く為世界に先駆けて研究を大

きく発展させることを目的としている。本年度は

以下の研究成果を得た。 

 

A) KIF2A は、神経軸索、及び樹状突起の形成、

及び海馬の神経回路形成に基本的役割を持ちそ

の欠損は、回帰性回路を形成し癲癇を起因する。 

マウスの生後の海馬において、歯状回顆粒細胞

に特に多く存在する KIF2A が、細胞骨格である

微小管に働きかけて神経突起の長さと形状を巧み

に調節することによって、その突起が将来軸索と

樹状突起のどちらになるかを決定づけ、さらには

精緻な神経回路の形成と維持に重要な役割を果た

していることを明らかにした（Homma et al. 

eLife, 2018）。 

KIF2Aは、微小管を端から脱重合させることで、

その長さを調節するタンパク質である。KIF2Aは、

哺乳類胎児の脳に多く存在し、胎児の神経系が発

達する時に、神経細胞の軸索分枝の不必要な伸長

を抑制し、神経細胞の移動や伸び縮みに重要な働

きをすることを私たちは、先に明らかにした。こ

の KIF2A は、神経細胞の新生が生後も長く続く

とされる海馬や嗅球で多く見られることから、生

後の脳の成長や機能に重要な役割を果たしている

と考え、さらには、大脳皮質形成異常をもつヒト

乳児において、KIF2Aの遺伝子に異常がみつかっ

たことから、大脳皮質の発達にも関わりがあると

注目した。しかし、既存のKIF2A欠損マウスは、

生後 1日で死んでしまうため、生後の機能解析が

不可能であった。 

そこで今回、タモキシフェンを投与するとその

タイミングで KIF2A を欠損させられる「条件つ

き KIF2A 欠損マウス」を作成し、生後のいくつ

かの時期に KIF2A を欠損させた。その結果、幼

若期に KIF2A を欠損させたマウスは、過活動や

てんかん発作を起こして多くが死亡した。KIF2A

が海馬の中でも特に「歯状回顆粒細胞」に多く存

在したことから、歯状回に注目して解析を進めた

ところ、KIF2Aは、歯状回顆粒細胞の突起が適正

な長さになると、その伸長を抑制することで、軸

索を軸索として、樹状突起を樹状突起として成長

させることを明らかにした。また、条件付き

KIF2A欠損マウスの歯状回には、異常な回帰性神

経回路ができていて海馬全体が興奮しやすくなっ

ていたことから、歯状回顆粒細胞の神経突起が正

常な長さに伸長して適正な軸索や樹状突起に成長

することは、正確な神経回路の形成と維持・再編

に重要であることが示唆された（Homma et al. 

eLife, 2018）。 

ヒトの海馬では、歯状回の顆粒細胞のみが、一

生を通じて作り続けられており、新生した細胞の

突起形成や神経回路の精緻な再構成が、記憶に特

に重要と考えられていることから、KIF2Aは、記

憶や学習の要となる過程に深く関わっていること

が示唆された。また、KIF2Aのさらなる機能の研

究は、神経系疾患の病態解明・創薬にも応用でき

る可能性がある。 

 

B) 分子モーターKIF21B による恐怖記憶の制御

機構の解明 

恐怖の記憶消去の異常は、心的外傷後ストレス

障害（PTSD）などに重要な役割を演じているが、

そのメカニズムはほとんど明らかになっていなか

った。私たちは、KIF21B分子モーターがシナプ
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スの構造を制御する Rac1 タンパク質の制御分子

ELMO1 複合体をダイナミックに輸送して Rac1

タンパク質の「活性サイクル」を終結させ、シナ

プス伝達効率の「長期抑圧」を通して恐怖記憶が

消去されることを解明した（Morikawa Mo. et al. 

Cell Rep, 2018）。Kif21b遺伝子を欠損したノッ

クアウトマウスを作成したところ、Rac1 タンパ

ク質の活性化が長く持続し、場所につながる恐怖

の記憶がほとんど消去できない PTSD 様の症状

を示した。そこで、このノックアウトマウスに

ELMO1複合体の阻害剤 CPYPPを投与してみる

と、野生型マウスとまったく同じように恐怖記憶

を消去できるようになった。この研究により、キ

ネシン分子モーターのかかわるシナプス可塑性の

新しい分子機構が解明されたことは、記憶の書き

換え障害が関与する PTSD 等の難治性精神疾患

の治療に道を開くものである（Morikawa Mo et 

al.Cell Rep, 2018）。 

 

C) KIF1B beta は、IGF1R を輸送し軸索伸長に

基本的な役割を持ち、ヒトでのその結合部位の変

異は、IGF1R輸送を傷害し Charcot-Marie-Tooth 

type 2A1 ( CMT2A1 )の病態の本態をなす。 

私たちは先に、KIF1B beta モーター分子を同

定し、KIF1B betaが、相同性の高いKIf1Aとと

もにその satlk domainが DENN/MADDを介し

てシナップス小胞前駆体に含まれる Rab3A に結

合しシナップス小胞前駆体を軸索内で順行性に輸

送する事を示した。さらにその遺伝子欠損マウス

の解析により、KIF1B beta の欠損により、軸索

の伸長が障害され神経細胞死が起こることを示し

た。 

ホモ個体は、生後すぐに死ぬがヘテロ個体は、

生き残り 1年後には、筋力低下、staggering gate

を示しヒト神経変性症様の症状を呈した。そこで

KIF1B betaの遺伝子座の解析からCMT2A1の家

系の患者のKIF1B betaのモーター領域に、Q98L

変異がありこの為この変異モーターの運動活性は

極めて低くこれが病態の根拠となっていることを

示した。しかしシナップス小胞蛋白の遺伝子欠損

マウスでは、神経細胞死を説明できずに不明な点

が残っていた。 

今回、私たちは、KIF1B betaの stalk domain

が直接 IGF1R betaの細胞内 domainと結合し、

KIF1B betaは、IGF1R を含む小胞を軸索内で順

行性に輸送する事を解明した。これにより KIF1B 

betaが PI3K signalingを介して軸索の伸長を制

御していることも分かった（Xu et al. J. Cell Biol, 

2018）。 

又、米国の CMT2A1 患者の 2 家系で共通に

stalk domainにY1087C変異があり、このKIF1B 

betaは、IGF1Rと結合できずに 1GF1Rを含む小

胞を輸送できず、この為、軸索伸長も障害される

ことが判明した。この解明により CMT2A1 の病

態がより明らかになった。 

 

D) KIF26A による疼痛持続時間の制御機構の解

明。 

私達のあらゆる細胞の中には、微小管の線維に

沿って細胞の中心と周縁を結ぶ物質輸送のシステ

ムが張りめぐらされ、45種類以上のキネシン分子

モーターが、さまざまな種類の積荷複合体を秩序

だって輸送している。一方、それぞれの細胞の状

態は「細胞内シグナル伝達」によってグローバル

に規定されており、ことに細胞表面に提示されて

いる「インテグリン」と呼ばれる受容体群は、細

胞外基質への接着により細胞膜直下の「Src ファ

ミリーキナーゼ」（SFK）を活性化し、これが「接

着斑キナーゼ」（FAK）を活性化することが知ら

れている。また細胞内のカルシウムを速やかに排

出して神経細胞の興奮を収束させる「細胞膜カル

シウムポンプ」（PMCA）は、活性型 FAKによる

リン酸化によってその機能が阻害されることが知

られている。 
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これまで分子モーターは「シグナル伝達」の手

足となり細胞機能を直接的に調節する分子群と信

じられてきたが、ここ数年の私達の研究により、

分子モーターが逆に、レセプター型チロシンキナ

ーゼ等のシグナル伝達分子を細胞内の必要な位置

に配置していくことが明らかとなってきており、

細胞内シグナル伝達を空間的時間的に調節する新

しいパラダイムとして注目をあつめている。 

今回、末梢感覚ニューロンにおいてKIF26A分

子モーターが FAK を感覚神経細胞深部の微小管

に係留することで、細胞膜直下での SFK から

FAKへのシグナル伝達を阻害し、感覚伝達時の興

奮の収束に必須な役割を果たしていることを明ら

かとした。まず私達は Kif26a 遺伝子欠損マウス

の行動を観察したところ、ごく軽く尾をつまんだ

だけで数分間にわたって疼痛反応が遷延すること

を発見した。このマウスの末梢感覚ニューロンを

分散培養して調べると、カプサイシンあるいは電

気刺激によってニューロンが一度興奮すると、そ

の刺激を取り去っても数分間にわたり細胞内カル

シウム上昇が遷延することがわかった。そこで、

これにかかわるシグナル伝達を検索すると、細胞

膜直下での SFK-FAK の結合が強化されて

SFK-FAK シグナル伝達が異常に活性化しており、

その結果として PMCA の活性が落ち、細胞内カ

ルシウムの排出不全が生じていることがわかった。

これらの結果は、SFK 阻害剤である PP2 の投与

によって、細胞レベルでもマウス個体レベルでも

レスキューされ、遷延性の疼痛反応がこの阻害剤

によって実際に治療されることがわかった。 

一方、細胞質における微小管と FAK の関係を

超解像度顕微鏡イメージング等によって調べてみ

ると、KIF26A-FAK複合体の多くは微小管上に存

在し、またKIF26Aの欠損細胞では、微小管上に

存在する FAK が顕著に減少していることがわか

った。したがって、KIF26Aの働きによって FAK

が細胞深部の微小管にトラップされ、その結果と

して細胞膜直下における SFK-FAKシグナル伝達

が阻害されてカルシウムの細胞外排出を促進し、

結果として疼痛反応を早期に収束させるという経

路が明らかとなった（Wang et al. Cell Rep, 

2018）。この研究は、分子モーターによる細胞内

シグナル伝達の新しい動的制御機構を同定すると

ともに、SFK-FAK シグナル伝達が関与する遷延

性の疼痛、がん等の新規治療法の開発に道を開く

ものである。 

 

E) 方向性輸送の分子機構の解明：分子モーター

KIF5が微小管の構造と性質を変える。 

細胞内輸送は、KIF分子モーターが膜小胞など

のカーゴと結合して微小管の上を動くことによっ

て起こる。神経細胞において、主要なKIFのひと

つである KIF5は、軸索をかたち作る材料やシナ

ップス小胞前駆体を、数ある突起のうち軸索のみ

を選んで輸送を行う事を私達は明らかにした。こ

の背景として、KIF5 motor domainには軸索に多

く存在する GTP 微小管の特徴を識別する性質が

あることが示唆されていたが、その分子機構は未

解明であった（Nakata et al. J Cell Biol.194:

245-255, 2011）。 

私達は、X線繊維回折、スペックル顕微鏡、第

2 高調波発生顕微鏡、クライオ電子顕微鏡など、

様々な構造生物学及び生物物理学的な手法を駆使

して、KIF5 motor domainが微小管に結合する現

象を詳細に観察した。その結果、KIF5 motor 

domainの ATP加水分解に応じて、レールである

微小管は性質も変え、KIF5motor domain との親

和性が低い GDP 微小管と似た構造から、親和性

の高い GMPCPP微小管と似た構造へ変化する様

子を、高解像度で可視化することに成功した。こ

のことは、KIF5 motor domainが多く結合した微

小管は、KIF5 との親和性が高くなり、ますます

多くの KIF5が結合する正のフィードバック機構

が存在することを示唆しており、KIF5 が軸索へ
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方向性輸送を行う仕組みが分子構造のレベルで明

らかになった（Shima et al. J.Cell Biol, 2018）。 

KIFによる細胞内輸送から微小管のダイナミク

スの分子機構に繋がる本研究は、軸索輸送の異常

が関係している精神神経疾患のみならず、微小管

関連疾患の病因の解明や創薬に広がることが期待

される。 

 

発表論文 

 

1. Homma, N. R., Zhou, M. I. Naseer, A. G.. 

Chaudhary, M. H. Al-Qahtani, and N. 

Hirokawa. KIF2A regulates the develop-

ment of dentate granule cells and postnatal 

hippocampal wiring. eLife 7: e30935. DOI: 

https://doi.org/10.7554/eLife. 30935, 2018. 

2. Morikawa, Mo.,Y. Tanaka, H. –S. Cho, M. 

Yoshihara, and N. Hirokawa. The 

molecular motor KIF21B mediates synaptic 

plasticity and fear extinction by 

terminating Rac1 activation. Cell Rep. 23: 

3864-3877, 2018. 

3. Xu, F., Takahashi, H., Tanaka, Y., Ichinose, 

S., Niwa, S., M. P. Wicklund, and N. 

Hirokawa. KIF1B beta mutations detected 

in hereditary neuropathy impair IGF1R 

transport and axon growth.  J. Cell Biol.  

217:3480-3496, 2018. 

4. Wang, L., Y. Tanaka, D. Wang, R. Zhou, N. 

Homma, Y. Miyamoto and N. Hirokawa. 

The atypical kinesin KIF26A facilitates 

termination of noticeptive responses by 

sequestering focal adhesion kinase. Cell 

Rep. 24:2894-2907. 2018 

5. Shima, T., M. Morikawa, J. Kaneshiro, T. 

Kambara, S. Kamimura, T. Yagi, H. 

Iwamoto, S. Uemura, H. Shigematsu, M. 

Shiromizu, T. Ichimura, T. Watanabe, R. 

Nitta, Y. Okada, N. Hirokawa.  Kinesin-

binding triggered conformation switching of 

microtubules contributes to polarized 

transport. J. Cell Biol. 217:4164-4183, 2018 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.138, Oct. 2019 37 

 

生体構造学  

 

教 授  

吉川雅英 

講 師  

柳澤春明 

助 教  

牧野司、山口博史 

 

ホ ー ム ペ ー ジ  http://structure.m.u-tokyo.ac. jp/ 

 

 

沿革と組織の概要 

生体構造学分野の前身は、東京大学医学部第二

解剖学教室であり、1997年の大学院講座制への移

行に伴い、細胞生物学・解剖学講座の一部門とし

て、生体構造学分野が設置された。2009 年 5 月

16日に現教授である吉川が着任した。 

生体構造学分野の現在の構成員は、教授（吉川

雅英）、講師（柳澤春明）、助教 2名（牧野司、山

口博史）、特任助教 2名（包明久、福田善之）、大

学院生 2名（佐々木諒平、An Jiancheng）、ＭＤ

研究者育成プログラムの学生 3名（森川源大、小

森雄太、高碩航）、学術支援専門職員（中村一彦）、

技術補佐員 3名（大坂谷章子、千葉光史、坂巻陽

一）、秘書 2名（柳内美香子、柴田愛子）である。 

 

教育 

教育は細胞生物学・解剖学大講座の一部門とし

て他の講座と協力しながら、医学部医学科の組織

学、解剖学の講義と実習を行っている。また、M1、

M2 の学生を対象にフリークオーターを担当して

いる。 

医学部医学科と理学部人類のＭ０（二年生）を

対象に骨学、解剖学１（組織学総論・各論、細胞

生物学）、Ｍ１（三年生）を対象に解剖学２（マク

ロ）、解剖学３（神経）を、他の三分野と協力して

受け持っている。 

大学院向けの講義は、医学部共通講義、細胞生

物学及び解剖学を担当している。医学部共通講義

では、主に電子顕微鏡について講義をしている。 

MD研究者育成プログラムの学生も積極的に研

究に参加しており、鞭毛の中心微小管に局在する

新たなタンパク質を同定し、修了論文で有馬聡記

念賞を受賞しているなどの実績がある。フリーク

オーターの学生にも各自にテーマが与えられ、研

究の面白さを体験して貰えるようにしている。 

 

研究 

我々の研究室では、真核生物の繊毛・鞭毛を主

な研究対象としている。繊毛・鞭毛は「プロペラ」

と「アンテナ」の両方の機能を備えた太さ 260nm

程度、長さ数ミクロンから数十ミクロンの細胞器

官で、最近の研究から様々な生命現象に関わるこ

とが分かってきている。 

 

また、方法論としては、2017年にノーベル賞を

受賞したクライオ電子顕微鏡法を用いている。 
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クライオ電子顕微鏡・クライオ電子線トモグラフィー 

クライオ電子顕微鏡は、生物試料を固定するこ

となく、そのまま急速に凍結し、染色することな

く観察する手法である。この方法で撮影された電

子顕微鏡像には原子レベルでの情報が含まれてお

り、コンピュータによる画像解析により分子複合

体の三次元構造を高解像度で観察することが可能

になる。これまでに、我々は独自の画像解析技術

Asymmetric Helical Reconstructionやソフトウ

エア Ruby-Helix等を開発してきた。また、2013

年には、モデル生物であるクラミドモナスの遺伝

学を用いることで、特定の遺伝子によってコード

されるタンパク質が鞭毛の三次元構造の中でどこ

に位置するのかを調べることが出来るようになっ

た。この方法を用いて、鞭毛の中の繰り返し構造

の長さを決定する「モノサシタンパク質」を同定

した。 

 

2017 年 10 月からは、日本医療研究開発機構

（AMED）の支援を受け、クライオ電子顕微鏡法

を広く生命科学・医学の研究に使って貰うプロジ

ェクトが開始した。年度末までには、新たに最先

端クライオ電子顕微鏡が医学部・教育研究棟一階

に導入される事になっており、今後、国内の共用

施設として貢献することが期待されている。 

 

モデル生物による解析 

鞭毛のモデル生物として、現在我々の研究室で

はクラミドモナス、ゼブラフィッシュ、マウスを

用いている。鞭毛の動きを制御する遺伝子の解明

することを目指しており、鞭毛関連遺伝子の

siRNAに寄る特異的抑制、新たな変異体の同定な

どを行っている。さらに、鞭毛の動きの定量的解

析の為に、東京大学・工学部と共同で、三次元空

間内を泳ぐ細胞を追跡しながら観察することの出

来る 3Dトラッキング顕微鏡を開発している。 
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沿革と組織の概要 

神経細胞生物学部門の前身は、1936 年に発足し

た旧東京帝国大学医学部附属脳研究施設 神経解

剖学分門であり、1997 年の大学院講座制への移行

に伴い、東京大学大学院医学系研究科分子細胞生

物学専攻 細胞生物学・解剖学講座の１部門とな

った。 初代教授は小川鼎三で、草間敏夫、金光 晟、

廣川信隆についで第５代目となる岡部繁男が平成

19 年 9 月 1 日より当部門を主宰している｡ 

神経細胞生物学部門の現在の構成員は、教授

（岡部繁男）、講師 1 名（岩崎広英（平成 28 年 11

月まで））、助教 3 名（田中慎二（平成 29 年 1 月

まで）、大城洋明（平成 28 年 12 月まで）、柏木有

太郎（平成 29 年 1 月より））、特任助教 2 名（飯

田忠恒、柏木有太郎）、特任研究員 3 名（藍澤陽

子、東誉人、小橋一喜）、大学院生 8 名（浦田真

次、水谷俊介、Yang Luan、井口理沙、亀井亮佑、

田宗秀隆、高橋愛、畠山瑛子、寺嶋宙）、学部生 6

名（岩﨑奏子、小松大樹、張琢成、福田裕太、増

田康隆、成家悠太）、技術職員 4 名（佐藤由佳、

西口隆雄、大久保佳奈、村永香織）、秘書 2 名（三

瓶あゆ子、伊能理恵）である。 

 

教 育 

当教室は細胞生物学・解剖学大講座の一部門と

して学部学生教育においては主に医学部医学科学

生を対象とした講義、実習、フリークォーターを

担当する。 

具体的には医学部学生及び理学部人類学学生

を対象に脳マクロ・顕微鏡実習（14 コマ、49 時

間）、肉眼解剖実習、発生学（54 コマ、189 時間）、

細胞生物学、骨学、組織学総論・各論（35 コマ、

122.5 時間）合計 360.5 時間を細胞生物学・生体

構造学・細胞構築学部門と協力して受け持つ。大

学院講義として神経細胞生物学３コマ（5.25 時

間）を当部門単独で、またヒトの構造及び解剖実

習 6 コマ（19.25 時間）、医学共通講義 13 コマ

（22.75 時間）を細胞生物学・生体構造学・細胞

構築学部門と協力して担当する。 

講義は、細胞生物学、組織学総論、組織学各論

を教授、講師が担当しており、細胞及び組織の構

造を機能と関連づけて、遺伝子、分子のレベルか

ら理解できるように配慮した研究の先端を取り入

れ魅力ある講義となるよう努力している。実習は

教授、講師、助教が担当している。 

フリークォーターは、神経細胞の分散培養や脳

組織のスライス培養法、蛍光免疫染色法、蛍光顕
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微鏡観察法、レーザー顕微鏡観察法など参加する

学生の希望を取り入れて、実験手法を理解するこ

とから始まり、研究の面白さまで実感してもらえ

るよう工夫している。 

学部学生教育とは別に大学院生を対象とした

教育として論文紹介セミナーを行うほかに、研究

成果報告セミナーを毎週行っている。また、神経

生理学講座・疾患生命工学研究センター構造生理

学部門との合同セミナーを毎週実施している。 

 

研 究 

脳は多数の神経細胞が相互に情報をやりとり

することによってその機能を発揮する。神経細胞

間での情報のやりとりを行う主要な構造はシナプ

スと呼ばれる。シナプスは発達の初期に多数形成

されるが、不必要なシナプスは“刈り込み”によ

り除去され、安定化していく。シナプスの性質が

長期間安定に維持されることによってヒトの行動

やこころの働きは安定した再現性のあるものとな

る。一方でシナプスの性質が外界の刺激によって

変化することで、ヒトの個性や経験による行動変

化が引き起こされると考えられる。シナプスは従

って「長期間安定に存在する」構造であると同時

に、脳の機能変化の基盤として「急速に変化しう

る」性質を併せ持つ必要がある。このシナプスの

ユニークな特性がどのような分子レベルでの機構

によって成立しているのか、を知ることが当部門

の主要なテーマである。 

＜シナプス後部構造の分子的理解＞ 

シナプス後部に存在するシナプス後肥厚部

（PSD）には、グルタミン酸受容体や足場蛋白と

いったシナプス機能に重要な分子が集積している。

当部門では PSD に存在するいくつかの分子に注

目し、培養神経細胞を用いたイメージング実験等

により、それら分子のシナプス形成、維持への関

与を調べている。 

＜生体内におけるシナプス分子の動態＞ 

近年、二光子励起顕微鏡を使用することによっ

て生きた動物の大脳皮質浅層を観察する事が可能

となっている。蛍光タンパク質を発現する遺伝子

改変マウスや蛍光タンパク質融合型の PSD 蛋白

を発現させたマウスを使用することで、生体内で

のシナプス形成過程の解明にも取り組んでいる。

また、様々な病態モデルマウスを利用することで、

精神疾患に関連するシナプス動態異常の解明にも

着手している。シナプスの構造と機能の理解には

シナプスの動的構造の解析が必須であり、様々な

イメージング手法を活用した研究が当部門では行

われている。 
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沿革と組織の概要 

当教室は、1893年医化学講座として創設された。

1897年に生理学教室より分離独立、1927年には

栄養学教室の創設に伴い生化学講座に、1974年に

は生化学第二講座の創設に伴い生化学第一講座に

改名、更に 1997 年には医学部が医学系研究科に

改組されたのに伴い生化学・分子生物学講座・分

子生物学分野に改名され、現在に至る。当講座は、

これまで日本の生化学の発展に多大な貢献をされ

た７名の歴代教授によって教室の運営がなされて

きた。 

本邦最初の生化学講座である医化学講座を創

設した初代隈川宗雄教授は、明治 15 年東京大学

を卒業後、同 17 年にベルリン大学の Rudolf 

Virchow 教授の病理学教室の化学部に留学、

Ernst Salkowski教授の元で５年間の研鑽を重ね

た。帰国後、帝国大学病理化学の講師を経て、教

授に任ぜられた。1908年、現在ではω酸化や一部

の奇数脂肪酸の例外を除いて常識となっている、

脂肪酸の糖原性欠如の発見、1906年 C. Eijkman

により発見された米糠に含まれる脚気予防因子

（ビタミン B1）の抽出・精製、更に糖及び脂肪

の定量法の考案等の業績を残した。更に、本邦の

生化学を担う幾多の人材を育成した。その中には、

坂口反応として国際的にも広く使用されているア

ルギニン呈色反応を開発した坂口昌洋、化学発癌

の佐々木隆興らがいる。 

第二代の柿内三郎教授は、明治 39 年東京帝国

大学医科大学を卒業後、同大理学部で化学を学び、

隈川教授の元で講師、助教授を歴任し、大正４年

より米国留学、隈川教授の没後教授に昇任、大正

12年欧州留学。医化学の講座名を生化学に改めた。

大正 11年、Journal of Biochemistry を発刊、大

正 14 年日本生化学会を創設した。門下生から第

三代児玉桂三教授、第四代島薗順雄教授等の多数

の人材を輩出した。 
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第三代の児玉桂三教授は、大正７年東京帝国大

学医科大学を卒業後、副手、助手、助教授として

柿内教授を補佐、大正 13 年英国ケンブリッジ大

学に留学、愛知医科大学生化学教授、九州帝国大

学医学部生化学教授を歴任し、昭和 18 年より本

講座を担任した。生体酸化還元、栄養学で多大な

成果を収めた。 

第四代の島薗順雄教授は、昭和３年東京帝国大

学を卒業後、生化学講座助手、講師を経て、前橋

医学専門学校教授、新潟医科大学教授に任ぜられ、

昭和 27年より本講座を担任した。ビタミン B1と

コカルボキシラーゼ、ケト酸代謝、ビタミン Cに

関連した六炭糖の代謝の研究で業績を上げた。 

第五代の山川民夫教授は、昭和 19 年東京帝国

大学医学部を卒業後、東京帝国大学伝染病研究所

化学部に入り、32 年助教授、34 年教授に昇進、

昭和 41年より本講座を担任した。糖鎖研究では、

世界的なパイオニアである。赤血球に糖脂質およ

びシアル酸が存在しそれが ABO 血液型抗原であ

ることの発見等がある。 

第六代の村松正實教授は、昭和 30 年東京大学

医学部を卒業し、第一内科に入局し米国ベイラー

大学H. Busch教授の元に留学、帰国後、癌研究

所生化学部に入り、昭和 46 年徳島大学医学部生

化学教授、昭和 52 年癌研生化学部長を歴任し、

昭和 57 年より、本講座を担任した。留学時に開

始したリボゾーム RNA の研究に業績を残すとと

もにとインターフェロンを初めシトクローム

P-450 の遺伝子クローニングを世界に先駆けて成

功した。 

第七代の岡山博人教授は、昭和 48 年に熊本大

学医学部を卒業後、京都大学大学院医学研究科に

進学、京都大学医学部助手を務め、昭和 53 年ス

タンフォード大学医学部生化学講座 P. Berg教授

の元に留学、56年より米国NIH 客員科学者、63

年大阪大学微生物病研究所分子遺伝学教授を歴任

し、平成 4年より本講座を担任した。スタンフォ

ード大学留学時には、遺伝子クローニング法の根

幹をなす、完全長 cDNAの発現クローニング法を

開発した。帰国後、それを用いて哺乳類の細胞周

期制御遺伝子のクローニングを行い、細胞周期制

御機構の普遍性を明らかにするとともに、細胞周

期制御の観点から、癌化の普遍機構を解明した。 

現在教室を主宰している水島昇教授は、平成 3

年東京医科歯科大学医学部を卒業、平成 8年同医

学研究科を修了した。岡崎国立共同研究機構基礎

生物学研究所の助手などを務め、平成 16 年東京

都臨床医学総合研究所室長、平成 18 年東京医科

歯科大学医歯学総合研究科教授を経て、平成 24

年 10 月より本講座を担任している。基礎生物学

研究所在籍時より細胞内分解系であるオートファ

ジーの研究に従事し、オートファジーの分子機構

と哺乳動物などにおける生理機能に関する研究を

中心に行っている。 

 

研 究 

現在の主たる研究は、オートファジーを中心と

した細胞内分解系の分子機構と生理的意義の解明

である。 

1. オートファジー分子機構の解析 

オートファジーは細胞質の一部がオートファ

ゴソームによって隔離され、それがリソソームと

融合することで分解される一連の細胞機能である。

当教室ではオートファジーの分子機構について、

（１）制御機構、（２）オートファゴソーム形成開

始機構、（３）オートファゴソーム膜伸長機構、（４）

オートファゴソーム閉鎖・融合・分解機構、（５）

選択的基質認識機構などについて研究を行ってい

る。2018年の主要な成果は次の通りである。 

オートファジー司る遺伝子（ATG 遺伝子）はす

でに多数発見されているが、それらの多くは酵母

や線虫などのモデル生物を用いた遺伝学的スクリ

ーニングによって同定されてきた。そこで、当研

究室が開発したオートファジー活性評価蛍光プロ
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ーブと CRISPR-Cas9システムを用いて、哺乳類

のオートファジーに必要な遺伝子を網羅的に探索

した。その結果、新規オートファジー遺伝子とし

て TMEM41Bを同定した（Morita et al. J Cell 

Biol 2018）。TMEM41Bは既知 ATGタンパク質

VMP1 と構造が部分的に類似した多膜貫通小胞

体タンパク質である。TMEM41B 欠損細胞では

VMP1 欠損細胞と同様にオートファゴソーム形

成が初期で阻害される。さらに、TMEM41B は

VMP1 と結合して機能することが明らかとなっ

た。これらの結果は、小胞体がどのようにオート

ファゴソーム形成に関わっているかを知る上での

重要な知見になると考えられる。 

当グループは、オートファゴソームとリソソー

ムの融合にはオートファゴソームに局在する

SNAREタンパク質である syntaxin 17（STX17）

が重要であることを報告した（Itakura et al. Cell 

2012）。しかし、STX17を欠損する細胞でもオー

トファゴソームとリソソームの融合活性が一部残

存する。そこで、オートファゴソームに局在する

SNARE タンパク質をさらに探索した結果、新規

オートファゴソームSNAREとしてYKT6を同定

した（Matsui et al. J Cell Biol 2018）。YKT6は

STX17 とは独立にオートファゴソームとリソソ

ームの融合を仲介しており、両者を欠損させると

融合が著しく阻害される。ほぼ同時期に出芽酵母

のオートファゴソーム融合にも Ykt6 が必要であ

ることが報告され、進化的に保存された仕組みで

あることが示唆された。 

２. オートファジーの生理・病態生理的意義 

これまでのオートファジー関連（ATG）遺伝子

の全身あるいは組織特異的ノックアウトマウスの

解析から、オートファジーの生理的意義が急速に

明らかにされつつある。オートファジーの機能は

二つに大別することができる。一つは、アミノ酸

などの分解産物を調達するための栄養素のリサイ

クルで、この機能は飢餓時のアミノ酸プールの維

持、初期胚発生、内因性抗原提示などにおいて重

要である。二つ目の機能は細胞内の品質管理や浄

化を目的としたもので、変性タンパク質や不良オ

ルガネラの除去、細胞内侵入病原菌の除去などを

行うものである。後者の機能は寿命の長い細胞で

特に重要であり、神経細胞変性抑止や腫瘍抑制の

ような長期的作用をもつことが明らかになってい

る。現在は、新たなマウスモデルの解析を行う一

方で、ゼブラフィッシュの ATG 遺伝子ノックア

ウトシリーズを作製して解析をすすめている。 

３. オートファジーの活性測定方法の開発 

 オートファジーの基礎研究および臨床研究

をするためには、正確なオートファジーの動態や

活性の定量は必須である。これまでのオートファ

ジーの活性測定は比較的困難であった。例えば、

オートファゴソームの蓄積は必ずしもオートファ

ジーの誘導によっておこるだけではなく、リソソ

ームなどの後期ステップのブロックによってもお

こる。最近、オートファジー活性（フラックス）

を簡便かつ定量的に測定できる新規レポーター

GFP-LC3-RFP-LC3ΔGを開発した。現在、本レ

ポーターを発現するマウスを作製して、その解析

を行っている。 

 

教育 

医学部医学科の学生を対象とした、生化学・栄

養学の講義の中で、代謝、タンパク質合成・分解

の講義を担当している。主たる講義内容は、代謝

総論、翻訳、糖代謝、アミノ酸代謝、核酸代謝、

タンパク質分解等である。 

大学院博士課程の学生に対しては、大学院共通

講義 分子生物学実験法の講義および実習を行っ

ている。 
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研究室の概要 

細胞情報学教室は分子細胞生物学専攻の一部門

であり、2018 年 8 月から健康環境医工学部門の

教授である村上が細胞情報学教室を兼務している。

2018年度は教授１名、講師１名の体制であるが、

健康環境医学工学部門と合わせると、助教１名、

特任助教１名、特任研究員 1名、客員研究員１名、

大学院博士課程学生 2名、大学院修士課程学生２

名、卒論研修生３名を含む計 13名の体制となる。 

 

研究内容 

本教室のメインテーマは、「脂質による健康環境

整備機構の解明」である。脂質は生体における最

大のエネルギー源であり、細胞膜を構成する主要

成分であり、シグナル分子としても働く。また脂

質は食品から摂取される環境栄養因子であると同

時に、適宜代謝を受けて時空間的に生体応答を制

御する組織環境調節因子でもある。本部門では、

脂質ならびにその代謝産物が関与する脂質ネット

ワークにフォーカスを当て、脂質代謝に関わる酵

素や受容体の遺伝子改変マウスの解析に脂質の網

羅的分析（リピドミクス）を展開することで、代

謝・免疫疾患等の現代社会で問題となっている疾

患の分子病態を解明する。これを基盤に、Quality 

of Life（QOL）のためのQuality of Lipids（QOL）

の研究を推進し、脂質代謝の変容が関わる疾患の

診断・予防・治療に向けた理論基盤の構築を目指

す。 

 

研究成果 

脂質代謝のボトルネック酵素であるホスホリパ

ーゼ A2（PLA2）分子群ならびにその下流の脂質

代謝酵素・受容体の欠損マウスを網羅的に展開・

解析するとともに、これにリピドミクスを応用す

ることで、健康維持や疾患と関わる新しい脂質パ

スウェイを同定することを研究の中核としている。 

1) 代謝疾患  

分泌性酵素 sPLA2-IIDは脂肪組織のM2マクロ

ファージに構成的に発現しており、全身性および

マクロファージ特異的欠損マウスは肥満・インス

リン抵抗性増悪の表現型を示した。sPLA2-IIDは

脂肪組織において高度不飽和脂肪酸を供給し、

M1 マクロファージ誘導を抑制するとともに、白

色脂肪細胞のベージュ化を促進することが判明し

た。本成果は、熱産生に関わる Thermogenic 

sPLA2の初めての発見である（投稿中）。 

細胞内酵素 PNPLA7（リゾホスホリパーゼ）の

欠損マウスは肝臓変性・筋力減退・脂肪萎縮・短

寿命などの表現型を示すことを発見した。メタボ

ローム解析の結果、PNPLA7欠損マウスの肝臓で

はリゾホスファチジルコリン（LPC）からグリセ

ロホスホコリン（GPC）を介して内因性コリンを
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取り出すことができず、このためコリンのメチル

基がメチオニンに転送されず、メチオニン回路を

通じたメチル基代謝フラックスが乱れるため、メ

チオニン欠乏症に類似した表現型を呈することが

判明した。本研究で発見した PC分解経路は、リ

ン脂質を構成単位まで分解して再利用する「リン

脂質リサイクル経路」と呼ぶことができ、既存概

念であった脂質メディエーターの産生、細胞膜リ

ン脂質の脂肪酸リモデリング（Lands 経路）と並

ぶ PLA2ファミリーの新機能を提示するものであ

る（投稿準備中）。 

3) 皮膚疾患 

これまでの研究で、表皮に分布する sPLA2-IIF

が特殊なリゾリン脂質を動員して表皮肥厚疾患の

増悪に関わること（Yamamoto et al, J Exp Med 

2015）、iPLA2ファミリーの新規酵素 PNPLA1（ヒ

ト魚鱗癬の原因遺伝子）が皮膚バリアに必須の脂

質成分であるアシルセラミドの合成酵素として機

能すること（Hirabayashi et al, Nat Commun 

2017）を報告した。今年度は、皮膚の遺伝子プロ

ファイリングから新たに浮上した機能未知の

PLA2（cPLA2δ, cPLA2ε）について、各種皮膚

疾患（ヒト、マウス）における発現を調べるとと

もに、欠損マウスを用いて各酵素皮膚における機

能解析を進めている。 

3) 免疫アレルギー疾患 

これまでの研究で、アレルギーの中心的役割を

担うマスト細胞の分化や機能を修飾してアレルギ

ー応答に影響を及ぼす新規脂質経路の探索を行っ

てきた（Taketomi et al, Nat Immunol 2013; 

Shimanaka et al, Nat Med 2017）。今年度は、ア

レルギー応答に変容をきたす新たな欠損マウス３

系統について、その作用機序の解明を進めている。

また韓国グループとの共同研究により、脂質栄養

状態をセンスする Srt1-LKB1-AMPK 経路がマス

ト細胞のFcRIシグナルを負に制御してアレルギ

ーを抑えることを昨年度報告したが（Li et al, Sci 

Rep 2017）、今年度はこれをさらに展開し、本経

路を活性化する新規低分子化合物について報告す

るとともに（Li et al, Biochem Pharmacol 2018）、

本経路の調節に関わる核内受容体 NR4A1を同定

した（Jin et al, Allergy 2019）。 

 

教育 

本研究部門は、脂質生物学を基盤とした研究・

教育を行ってきた。 

 

（１）大学院教育 

講義と実習及び修士及び博士課程学生の研究指

導を行ってきた。 

・医科学修士専攻  健康環境医工学各論 

（２）学部教育 

M0 生化学講義において脂質を担当するととも

に、４名のフリークオーター学生を指導した。 
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沿革と組織の概要 

代謝生理化学教室は昭和 27 年に栄養学教室と

して開設され、平成 9年 4月から大学院部局化に

伴い、現在の名称となった。当教室には、上記ス

タッフをはじめ、ポストドクトラルフェロー1名、

大学院生 6名（博士課程 4名、修士課程 2名）、

事務補佐員 1名が在籍している。また、非常勤講

師として広島大学医学部の浅野知一郎教授を招聘

し、研究指導や助言と学部学生への講義をお願い

している。 

 

教 育 

医学部医学科の教育では、医学部医学科（M0）

と理学部人類学科を対象として、分子生物学教

室・細胞情報学教室とともに生化学の講義・実習

を担当している。講義では、主に遺伝子発現制御、

細胞運動、発生・再生、代謝の領域を担当し、実

習では上記教室との合同による基礎篇（核酸・糖

質・脂質・タンパク質）および応用編のうち２テ

ーマ（ホルモン情報伝達機構の解析・マウス発生

学と発生工学の基礎）を担当している。その他、

M1, M2を対象としたフリークォーター、教養学

部１年を対象としたゼミナール「医学に接する」

で学生の受け入れを行っている。 

教室における大学院教育（修士、博士課程）で

は、週１回ずつ研究報告会、輪読会、ジャーナル

クラブを行うとともに、学外の講師を招聘して研

究室内セミナーと研究室内ディスカッションを随

時開催している。また、文部科学省「生命動態シ

ステム科学推進拠点事業：転写の機構解明のため

の動態システム生物医学数理解析拠点

（iBMath）」（代表研究者：東京大学 井原茂男教

授）と科学技術振興機構「戦略的創造研究推進事

業 CREST」 生命動態の理解と制御のための基盤

技術の創出：「細胞動態の多様性・不均一性に基づ

く組織構築原理の解明」の共催により、月１回程

度大学院生、学部生など若手を対象とした生命科

学と数理科学の融合教育「ミニ数理デザイン道場」

を開催している。 

 

研 究 

１．発生学 

発生学は、受精から誕生までのダイナミックな

生命現象を対象とした学問であるが、近年、再生
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医学の基礎として臨床医学にも密接に関わってい

る。当研究室では、頭部顔面、心臓、血管を中心

に、生命の「かたちづくり」の分子メカニズム解

明に取り組んでいる。 

 

(1)  頭部顔面の形成 

顎顔面の原基である鰓弓（咽頭弓）は、脊椎動

物に特有かつ共通の構造であり、その骨格成分は、

主に頭部から遊走する神経堤細胞によって形成さ

れる。当研究室ではこれまで、元来内皮由来血管

収縮ペプチドとして同定されたエンドセリン−１

（ET1）とその受容体（ETAR）シグナルが神経

堤細胞に作用して上顎と下顎の違いを決定するこ

とを、遺伝子改変マウスを用いて明らかにしてき

た。最近、ヒトにおいて顎と耳の形成異常および

先天性無毛症を合併するエンドセリンA型受容体

遺伝子異常が発見され、マウスでも同じ遺伝子変

異により同一の顔面形成異常を呈することからそ

の因果関係が確認された。また、マウス胚ではエ

ンドセリンシグナル欠損によって鼓膜や外耳道が

形成されなくなるのに対し、ニワトリ胚では逆に

重複形成が起こることから、鼓膜が哺乳類と爬虫

類／鳥類で独立に獲得した収斂進化の産物である

ことを明らかにした。 

さらに、頭部顔面形成においてボディープラン

のマスター遺伝子である HOX 遺伝子の改変によ

り、Hoxa2の異所性発現により第１鰓弓の第２鰓

弓化が誘導されることから、Hoxa2 により HOX

陰性と陽性を分ける前後軸方向の領域性が制御さ

れることを直接的に証明するとともに、エンドセ

リンシグナル欠損マウスやその下流の Dlx5/Dlx6

遺伝子欠損マウスとの比較により、鰓弓領域にお

ける腹側要素と背側要素の境界領域がどこでどの

ように定まるかを明らかにした。 

 

(2)  心臓の形成 

心流出路に遊走して心臓形成に寄与する３つ

の細胞群について解析を進めた。①羊膜原基とな

る胚外体壁葉の中胚葉細胞が胚内に流入し、心筋

細胞や血管内皮細胞に分化すること、これらの分

化誘導に BMP、FGFシグナルがそれぞれ関わる

ことを明らかにした。②心臓内に流入する神経堤

細胞のトランスクリプトーム解析により、幹細

胞・前駆細胞様の未分化細胞群、平滑筋様細胞な

どを含む多様な細胞集団を形成していることを明

らかにし、細胞系譜の時間発展予測を行った。③

冠動脈形成において、大動脈起始部周囲の胎生期

毛細脈管網とそこから派生すると思われるリンパ

管細胞が関与しており、Semaphorin シグナルが

関与していることを明らかにした。これらの多様

な細胞群間の相互作用がそれぞれの組織形成を通

して心臓発生にどのように寄与しているか、現在

解析を進めている。 

 

(3)  血管の形成 

血管新生に関しては、これまで in vitro 血管新

生モデルの経時的イメージングにより、特別の形

質を獲得した先端細胞が血管新生を先導し、茎細

胞がそれに後続するという従来の考え方とは異な

り、細胞が追い越しあったり行きつ戻りつしなが

ら相互の位置関係を変えていく複雑な集団運動に

よって、全体的に樹状構造が形成されていくこと

を発見した。さらに、これらの実験データを基盤

とした確率論的数理モデルから、個々の細胞の自

律的運動と細胞間相互作用との組み合わせによっ

て、血管伸長過程での追い越し現象や速度変化な

どを伴う複雑な細胞動態が説明できることを明ら

かにした。また、東京大学大学院数理科学研究科

の時弘哲治博士らとの共同研究により、２細胞間

の相互作用に基づく決定論的数理モデルの確立を

試み、樹枝状構造の形成をシミュレーションによ

って再現した。 

発芽伸長を可能にする血管内皮細胞の集団的

運動特性を明らかにするため、マウス膵ラ氏島微
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小血管由来内皮細胞株 MS-1細胞の動態を解析し

たところ、細胞接触による方向性を持った直線運

動と回転運動の亢進がその基盤となっていること

を見出した。各種阻害剤やゲノム編集による遺伝

子改変により、これらの内皮細胞特有の運動特性

を規定する分子が一部明らかになった。さらに、

和田グループと共同で、同種内皮細胞株で通常培

養とゲル内血管新生モデル形成過程で単一細胞レ

ベルでの遺伝子発現パターンを比較し、血管新生

過程で変動する特定転写因子とその下流候補遺伝

子群を同定するとともに、クラスタリング解析な

どにより血管新生に伴う遺伝子変動のパターンが

明らかになり始めた。現在、遺伝子発現プロファ

イルと細胞表現型を対比させながら、細胞運動と

転写制御の連携機構の解明を進めている。 
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沿革と組織の概要 

統合生理学教室は、学科目担当としては生理

学第一講座であって、1877 年に開設されたわが

国最古の生理学講座である。1997 年の大学院化

によって改組され、大学院講座としては生理学大

講座の一部門となった。2004 年にそれまでの医

学部１号館より、医学部教育研究新棟に移転した。

現在の構成員は、教授 1、助教 2である。そのほ

か、非常勤講師 4が教育に当たっている。 

 

教 育 

医学部医学科学生の教育は生理学講座の他の

部門（細胞分子生理、神経生理）および疾患生命

工学センター・構造生理学部門と一体となって行

なっており、従って当講座としては全体の１／４、

主に動物性生理機能を担当している。教育は講義

と実習、並びにフリークォーターからなる。 

講義は主に教授が担当し、生理学の特徴である

明快な階層的学問体系の構造の理解に主眼を置い

ている。近年、分子細胞生物学をはじめとする学

際的研究の展開にともない、他講座の講義との連

関が重要になった。過度の重複を避けつつ、現代

医科学の統一的理解に導くよう努力している。 

学生実習は、医学部１号館実習室にて生理学講

座の他の部門と協力して、計７つのテーマのうち

２テーマを分担している。学生自身が被験者にな

る人体生理のテーマが 0.5 コマ、動物実験が 1.5

コマ、である。細胞の信号伝達の基本実験は過去

10年ほど継続している。心電図・血圧実験は、学

生自身が施術者・被験者になる部分と動物実験を

組み合わせて、臨床への橋渡しと基礎的細胞生理

学的理解の統合をはかっている。学生実習で各自

が必ず実験動物標本の作成を体験し、また被験者

となる、手技体験重視のやり方は、好評のようで

ある。 

当教室のフリークォーターは、Ｍ0 からＭ4 に

至るまで継続して課題に取り組む学生が多いのが

特徴である。なかには、国際学会への発表・一流

誌への英文論文発表に至る優れた成果を挙げる例

もある。筆頭著者として英文論文を執筆・発表す

る経験は、学部段階からの研究者教育として重要

である。フリークォーター経験者が臨床研修終了

後に大学院生として教室に戻ることも多く、フリ

ークォーター経験者が M2 終了後 Ph-D.-M.D コ

ース大学院生として当教室に入学したり、MD研

究者養成プログラム修了者が臨床研修を経ずに大

学院博士課程へ進学してきたりと、将来の我が国

の研究医・MD研究者育成に、この制度が大きな

役割を果たしていることは東京大学医学部の重要

な特徴であると考えている。 

大学院生を対象とした教育は毎週口頭発表の

研修を行なうほかに、教室内セミナーを実施して

いる。 

 

研 究 

当講座では、脳・中枢神経系の高次機能が研究
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されている。大脳皮質は、外界から情報を受け取

り、それを処理することによって、複雑な反応選

択性を獲得しているが、実際にどのような神経回

路によって、この情報処理がなされているかにつ

いては、依然として不明である。近年、イメージ

ング技術の進歩（二光子励起法）により、生体か

ら数千個の神経細胞の活動を同時に計測すること

が可能になった。他にも、神経回路を調べる技術

が続々と開発されており、神経科学の研究は変革

期を迎えつつある。当講座では、これら最新の手

法を用いて、視覚野の神経回路が情報処理を行う

上での基本構造とその発生のメカニズムを解明し

ようとしている。 

大脳皮質には数百億の神経細胞が存在するが、

その機能によって何十もの領野に分かれている。

各領野も神経細胞の機能によって、さらに細かい

モジュールに分割されている。それでは何が機能

的な神経回路の最小単位なのだろうか？そのよう

な最小単位の存在が解明できれば、大脳皮質は単

位回路が並列に組み合わさったものとして理解さ

れるだろう。このような、単位回路の動作原理の

解明を通して、神経回路の情報処理の原理を知ろ

うとしている。 

当講座では、単一細胞レベルの解像度をもつ in 

vivo二光子イメージング技術を用いて、機能的な

大脳局所回路の解明を目指してる。具体的に、６

つのテーマに取り組んでいる。 

①ミニコラムに対応する機能的構造の解明。大脳

皮質の機能的神経回路に基本単位―ミニコラ

ムに対応する機能的構造―が存在するかどう

かを解明しようとしている。 

②機能的局所回路の発生‐クローン説。単一神経

幹細胞の子孫（クローン）が、同一の方位選択

性の細胞からなる subnetworkになるかどうか

を解明しようとしている。方位選択性が、発生

段階で活動に依存せず、すでに決定されている

のかを検証している。また、げっ歯類と高等哺

乳類の間の機能構築の違いを説明しようとし

ている。 

③機能的局所回路の発生-活動依存説。生後発達の

初期段階の神経活動が、方位選択性の形成に関

与しているかどうかを検証しようとしている。 

④局所神経回路と細胞の反応選択性の関係。同じ

方位選択性をもつ細胞の間に特異的な結合が

存在するかどうかを解明しようとしている。こ

れにより、大脳皮質の神経細胞が、どのような

神経回路によって、反応選択性を獲得している

かを解明しょうとしている。 

⑤情報表現。複数の視覚特徴が、どのように視覚

野の神経細胞の集団によって表現されている

のかを解明しようとしている。細胞レベルでみ

たときの表現のばらつき（scatter）が役立って

いるかどうかを調べている。 

⑥デコーディング。神経細胞の集団の活動から、

複雑な視覚刺激を再構成するための最適なデ

コーディング法を解明しようとしている。それ

とともに、複数の細胞の活動パターンによって

表現される、新しい神経コーディングの可能性

を探求している。 

 

以上のように、大脳皮質における情報処理は、

各領野における局所回路において行われていると

ともに、複数の領野間の相互作用においても行わ

れている。視覚情報処理においては、一次視覚野

から高次視覚野へのボトムアップの相互作用と、

高次視覚野から一次視覚野（V1）へのトップダウ

ンの相互作用が存在し、これらの双方向性の相互

作用を介して情報処理が進められている。このよ

うな領野間の相互作用は巨視的な相互作用として

研究されてきたが、それを担う神経回路の細胞・

シナプスレベルでの機能は研究されていない。 

当講座では、複数の領野への並列的な情報の分

配、複雑な反応選択性の形成、注意による細胞の

反応修飾について、他の領野から入力する軸索と、
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局所の細胞体の活動を、２光子イメージングによ

り同時に調べ、それらの間の相互作用を明らかに

し、領野間相互作用のメカニズムの解明を目指し

ている。 

① 神経細胞の軸索の 2 光子カルシウムイメージ

ングを開発し、軸索の活動の方位選択性を計測

している。これを用いて、V1から複数の高次

視覚野への並列的な情報分配のメカニズムに

ついて、V1からの出力の段階で、既に情報が

分配されているかどうか調べている。 

② ①で開発した軸索の 2 光子カルシウムイメー

ジングを用いて、マウスの外側膝状体から V1

の４層へ方位選択性的な情報が伝えられるか

どうか調べている。 

③ マウスの全脳をマクロレベルで全て同時に機

能マッピングする技術を開発して、高次視覚野

の外にも視覚刺激に反応する領域があるかど

うか調べている。 

④ ③の技術を用いて高次視覚野を全て同時に機

能マッピングし、高次視覚野間の機能的な差異

があるかどうか調べている。 

⑤ マウスの全脳をマクロレベルで機能マッピン

グする方法を用いて、全脳の領野間相互作用を

マクロレベルで調べている。 

⑥ 発達期のマウスの自発活動をマクロレベルと

ミクロレベルの両方で調べている。 

⑦ マウスの高次視覚野に錯視に対応して特異的

に活動する領野があるかどうか調べている。 

以上、ボトムアップとトップダウンの領野間相

互作用の解明を通じて、複数の領野にわたるグロ

ーバルな視覚情報処理のメカニズムを明らかにし

ようとしている。 
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沿革と組織の概要 

細胞分子生理学教室は、旧第二生理学教室を受け

継ぎ、生理学講座の一部門を担当している。大学

院としては、機能生物学専攻に属し、研究室は医

学部教育研究棟７階南にある。平成 28 年 4 月に

現教授である松崎政紀が着任し現在の体制とな

った。現在の構成員は、教授１、助教３、事務補

佐員２、技術支援員４、博士研究員４、大学院生

４（受託大学院生を含む）である。 

 

教育 

細胞分子生理学教室では、学部学生を対象に、生

理学の講義と実習を行っている。また、フリーク

オーターでは、蛍光イメージング、電気生理学的

実験法や動物行動実験、画像処理法や数理統計解

析法を学部学生に教えている。 運動・認知生理学

や脳神経系の細胞分子生理学に興味を持つ大学

院生や学部学生に対しては、研究の実際に即した

講義や指導を行っている。大学院生には、大学院

講義を担当するとともに、セミナー、研究報告、

Journal Club を恒常的に行っている。また大学

院生は、毎月の他研究室との合同セミナー（機能

生物学専攻セミナー等）に参加している。他に、

他分野との合同セミナーを毎週実施している。 

研究 

本研究室は、意志に基づく運動発現に関わる情報

が脳内でどのように生成・維持・記憶され、読み

だされるかを神経回路レベルで明らかにするこ

とを目標としている。この目標を達成するために、

我々は主に生体組織の奥深くからの蛍光シグナ

ルを計測することができる 2光子顕微鏡法を使用

し、また新規の光刺激法や動物行動課題を開発し

ている。最近では、意志に基づく行動選択と適切

な行動発現、およびこれらを実現するための学習

過程に関わる大脳皮質・小脳・大脳基底核の脳回

路作動原理をマウスを用いて明らかにすること

を大きな目的としている。また、霊長類での運動

回路と、より高次な脳機能の情報処理機構を理解

するために、非ヒト霊長類の一種である新世界ザ

ルのコモンマーモセットにおいて、行動課題中の

2 光子イメージング法を適用する研究にも取り組

んでいる。 

 

本年度の具体的な研究項目として以下の４つを

紹介する。 

（1）2光子カルシウムイメージングが可能なマー

モセット前肢運動課題の確立。 

近年のカルシウムイメージングの進歩により、
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げっ歯類、魚類、および無脊椎動物における様々

な脳機能を実現する脳回路機構が明らかにされ

てきている。しかし、カルシウムイメージング法

は、意思決定や運動計画/実行の研究で広く用いら

れている非ヒト霊長類の前肢運動課題に適用す

ることは未だ困難である。本研究室では以前に、

小型の非ヒト霊長類であるコモンマーモセット

での麻酔状態における 2光子カルシウムイメージ

ング法を確立した（Sadakane et al., 2015）。本年

度はこの技術を発展させ、行動中のマーモセット

に適用するための技術を確立した。これまでにマ

ーモセットで報告された行動課題は眼球運動と

舌舐め運動のみであったが、本研究室では、上肢

運動課題を構築した。実際には、新たなマーモセ

ット用チェアとレバー操作装置を開発し、訓練プ

ロトコールを開発した。プロトコールは、装置へ

の馴化、装置内での上肢を用いた摂食行動、頭部

固定状況での上肢運動、刺激提示による上肢運動、

２次元マニピュランダムを用いた上肢運動を含

む。2～5ヶ月の訓練期間の後、頭部固定マーモセ

ットは上肢を用いてマニピュランダムを操作し

て、眼前のスクリーン上の目標にスクリーン上の

カーソルを移動させることができようになった。

さらに、動物は、二つの標的のいずれかが各試行

において無作為に提示された場合でも、カーソル

を適切に標的へ動かすことを学習した。その後、

この運動課題の実行中にマーモセット運動皮質

の 2/3層神経細胞の 2光子カルシウムイメージン

グを行い、細胞体、樹状突起および軸索からの課

題関連活動を検出した。マーモセットは、霊長類

大脳皮質に特徴的な性質を持つ新世界サルであ

りながら、約 1.5-2.0 mm の厚さを有する小さく

平らな大脳皮質を有するため、イメージングにお

いては他のサルに優る利点がある。難度がより高

い運動課題を構築するとともに、より広範囲での

カルシウムイメージングを行い、意思決定、運動

学習、運動企画、運動実行を実現する大脳皮質の

活動ダイナミクスの解明を目指して研究を進め

ている。 

（2）単一シナプス空間解像度を持つ in vivo広視

野カルシウムイメージング法の確立。 

高い時空間分解能を有する神経細胞活動のイ

ンビボ広視野撮像法の開発は、現代の神経科学に

おける課題のひとつである。2 光子イメージング

法は非常に強力であるが、励起レーザーをイメー

ジング領域内で連続してスキャンする必要があ

るため、高解像度のピクセルサイズを必要とする

単一シナプス解像を持つシナプス活動の高速イ

メージングでは、側面で約 200 µmのイメージン

グ領域に制限される。広域の 1光子落射蛍光イメ

ージングは、高速撮像が可能で 1 mm2以上の領域

で神経細胞活動を明らかにすることができるが、

単一のシナプスを解像することはできない。そこ

で本年度は、高い空間-時間分解能を持つイメージ

ングを達成するために、8K超高精細（8K UHD）

カメラとスピニングディスク 1光子共焦点レーザ

ー顕微鏡（SDCLM）を組み合わせた。SDCLMで

は、高速で広い視野を画像化することができ、さ

らに 3次元の解像度を備えている。8K UHDカメ

ラと SDCLMを組み合わせることで、60 fpsで約

0.2 µm のピクセル解像度で 1 mm2の視野のイメ

ージングに成功した。頭部固定したマウスの運動

野 1層をイメージングすると、遺伝的にコードさ

れたカルシウムインジケータを発現する視床皮

質軸索の数千のシナプス前終末でカルシウム上

昇が検出された。個々のシナプス前終末のカルシ

ウム上昇に対する焦点外蛍光変化の影響は最小

限であった。高い相関を持つ活動を示す軸索シナ

プス前終末が、1 mm2の広い視野から検出され、

同一と推定される視床神経細胞に由来する複数

の軸索の枝に分布していた。8K UHDカメラを用

いたこの新しいイメージング法は、広範囲に分布

する大脳皮質シナプスの活動および可塑性を明

らかにするための有用なツールになると期待さ
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れ、現在、産学連携に向けて議論を進めている。 

（3）内発性運動の学習と実行に関与する、小脳と

大脳基底核からの信号を運ぶ視床皮質軸索の機

能の解明。 

動物は運動学習を通して、熟練した運動動作を

獲得し、日々の生活の中での基本的な目標を効率

的に達成する。一次運動野の神経細胞集団による

学習された運動の表現は、運動学習を通じて安定

化されることが知られている。一次運動野へ強く

入力する視床核は、運動学習において重要な役割

を果たす大脳基底核および小脳からのシグナル

を運動野へ伝達するハブであるが、運動学習中お

よび実行中の視床皮質投射軸索の活動の時間的

ダイナミクスは、ほとんど知られていないままで

ある。そこで本年度は、自発的なレバー引き課題

（Hiraら、2013; Masamizuら、2014）の学習中

に、マウス運動野の視床皮質軸索の 2光子カルシ

ウムイメージングを行った。視床皮質軸索活動は、

学習を通じて特定の運動に関連する情報表現を

増加させたが、それらは投射層に依存しており、

様々な時間的ダイナミクスを示した。脳表に近い

１層に入力する軸索ブトンの活動はレバー引き

運動の開始時と終了時に強くなり、より深い３層

に入力する軸索ブトンの活動はレバー引きの開

始時のみに強くなることがわかった。さらに、レ

バー引き時の軸索ブトンの活動は、たくさんの軸

索ブトンが参加して順序良く活動していくシー

クエンスを示すことが分かり、そのシークエンス

の持続時間は１層で長く、３層では短いことが示

された。次に、これらのシグナルが行動とどのよ

うな関係にあるかを調べると、１層に入力する軸

索ブトンのシグナルが強くなるとき、レバーの速

度や軌道が安定になっていること、及び、３層に

入力する軸索ブトンのシグナルが強くなるとき、

レバー引きの成功率が上がっていることが明ら

かになった。さらに、大脳基底核や小脳を損傷し

た状態での神経活動測定を行うことで、これらの

視床皮質軸索ブトンシグナルが現れるには大脳

基底核と小脳の活動の両方が必要であることも

明らかになった。本研究により、運動学習を通し

て視床から運動野へ少なくとも２種類の情報が

入力されていることがわかった。異なった機能を

持つ視床皮質軸索が運動野でどのように統合さ

れるのか、運動のどの側面に関与しているのかに

ついて、現在さらに詳細に研究を進めている。 

（4）対物レンズ下空間に微小回転光学デバイス

を設置した超広域２光子顕微鏡法の確立。 

感覚、記憶、運動などの脳機能は、それぞれの

機能に特化した領野と呼ばれる脳の部分で主に

処理されているが、それぞれ独立したものではな

く、強く関連してネットワークを形成している。

どのようにして脳の複数の領野の個々の細胞が

相互に情報をやり取りし、複雑な情報処理を行っ

ているのかを明らかにすることは脳機能を理解

する上で非常に重要であるが、その為には複数の

領野の神経活動を大規模かつ同時に測定するこ

とが不可欠である。２光子カルシウムイメージン

グによって、生きたマウスの脳神経細胞の活動を

数百から数千個単位で計測することが可能とな

っているが、その観察視野は通常 0.5〜1 mm 程

度と狭く、マウスの脳でも数mm離れた場所に位

置する異なった領野の神経活動を同時に計測す

ることは困難である。そこで本年度、対物レンズ

下の空間に着目した新たなる顕微鏡法を確立し

た。近年脳を透明化する技術の発展により、長い

作動距離を持った対物レンズの開発が進んでお

り、そのような対物レンズの中から、最も長い 8 

mmの作動距離を持つ対物レンズを選択し、その

レンズ下の空間に、視野を移動させる機能を持っ

た小型光学装置を挿入する顕微鏡を開発した。こ

こで開発された装置は、対となった微小ミラーに

よって構成される平行移動光学系と、対物レンズ

の光軸に沿ってミラー対を回転移動させる高速

回転位置決めステージから構成されている。この
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装置によって、顕微鏡の視野を対物レンズや標本

の位置を変えることなく移動させることが可能

となった。この装置は最大 6mm 程度離れた位置

まで視野を移動させることが出来、視野の移動は

0.04〜0.09 秒程の極短時間で完了する為、２つの

離れた視野への移動と撮影を繰り返すことによ

り、ほぼ同時に離れた２視野の連続的な撮影が実

現可能であった。次にこの顕微鏡を用いてマウス

脳の神経活動計測を実施し、その有効性について

検討した。まず、素子を 180度回転させることで

可能となる最大距離での２視野イメージングを 6 

mm 程度離れた左右体性感覚野に対して実施し、

単一細胞解像度でのイメージングが可能である

ことを実証した。また、連続した３視野を取得し、

後で合成することにより 1.5 mm×3 mm という

連続した広視野でのイメージングにも成功し、2 

mm以上程度離れた長距離でも高い類似性を持つ

神経活動を示す細胞ペアが存在することを見出

した。領野間のイメージングは運動課題中の個体

においても可能であり、さらなる詳しい解析によ

り、異なった運動野領野同士で、神経細胞の集団

活動の試行毎のばらつきが同調するという現象

を見出した。現在、この方法を用いて、領野間情

報処理の原理を明らかにすることを目標に研究

を進めるとともに、本顕微鏡については、産学連

携に向けた議論を進めている。 
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沿革と組織の概要 

昭和 28 年に脳研究施設脳生理部門として発足

し、平成 9 年の大学院重点化に伴い機能生物学専

攻・生理学講座・神経生理学分野に改称された。

平成 19 年 9 月に現教授である狩野方伸が着任し

現在の体制になる。教室の現在の構成員は教授、

講師、助教、MD 研究者育成プログラム助教（菅

谷佑樹）、特任研究員 4 名（佐郡和人、高至輝、

Celine Mercier、Beomjong Song）、博士課程大学

院生 10 名（日高直樹、佐野慶和、Michael 

Mahoney、Alvaro Carrier Ruiz、長濱健一郎、

Jianling Zhang、赤松翼、鈴木穂香、Hsiao-Chun 

Lin、藤野修平）、修士課程大学院生 4 名（奥野 優

人、櫛部 恭子、Henry Denny、上岡未来）、技

術専門職員 1 名（松山恭子）、学術支援職員 4 名

（菊池夕子、渡邉街香、鴈金 美穂、加藤 弓希）

の総勢 28 人である。現在の研究スタッフの出身

は医学部 4 名、他学部 18 名となっている。 

 

教育 

大学院講義（博士、修士課程）、医学部医学科

M1 の生理学講義・実習、およびメディカルバイ

オロジー入門コースの講義、ならびにフリークオ

ーターを担当している。 

講義内容は生理学の基本であるイオンチャン

ネル、シナプス伝達、シナプス可塑性、神経回路

の機能発達、脊髄、脳幹、小脳を担当している。 

学生実習は、医学部 1 号館実習室にて 2 つのテ

ーマを担当している。カエルの神経筋標本を用い

た終板電位の実習と、学生自身が被験者となる筋

電図の実習とで構成され、細胞レベルのシナプス

伝達の原理から、生体内における信号伝達までの

広い理解が得られるよう工夫されている。 

フリークォーターでは、学生に研究室で行って

いる脳スライス標本や個体脳の神経細胞からの電

気活動記録やイメージング実験を実際に体験して

もらっている。また、研究室で毎週行っている抄

読会に参加して、最先端の研究に触れることがで

きるよう努めている。 

大学院の教育では、毎週、プログレスレポート

を兼ねた抄読会を研究室で行っている。毎回担当

者が最新の実験データをプレゼンテーションする

か関連の新着論文を紹介し、全員で討論を行って

いる。他に、神経細胞生物学分野、構造生理学部

門、動物資源学部門、細胞分子生理学、統合生理

学との合同セミナーを実施している。 
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研究 

個々のニューロンは樹状突起、細胞体、軸索か

らなる複雑な構造をもち、多数のニューロンが無

数のシナプスによって連絡し合って複雑なネット

ワークを形成している。したがって脳機能の解明

には個々のニューロン機能の研究とシナプス機能

の研究の両方が必要となる。シナプスでは、常に

一定の強さで情報伝達がなされるのではなく、

種々の要因により情報の伝わりやすさ（伝達効率）

が変化する。例えば、生後発達期の脳においては、

初期に過剰なシナプス結合が作られ、発達につれ

て不要なものは除去され、必要なものが強化され

て機能的シナプス結合が作られる。成熟動物の脳

でも、長期増強や長期抑圧などのシナプス可塑性

が知られ、これらが記憶や学習の基礎過程と広く

考えられている。 

当研究室では、様々な機能分子のニューロンや

シナプスにおける動態を、脳スライス、培養神経

細胞、丸ごとの動物脳などの生きた標本を対象に

し、主として電気生理学的および光学的測定法、

行動解析法を駆使して研究を行っている。また、

トランスジェニックマウスや遺伝子ノックアウト

マウスの解析を積極的に行い、正常マウスとの比

較により特定の機能分子の役割を追及している。

現在の主な研究テーマは以下の３つである。 

(1) 発達脳におけるシナプスの刈り込みと機能成

熟： 

生後間もない動物の小脳プルキンエ細胞は複

数の登上線維によって多重支配されている。生後

発達につれて１本の登上線維入力のみが強化され、

過剰な登上線維は除去されて（シナプスの刈り込

み）、マウスでは生後 3 週目の終わりまでにほと

んどのプルキンエ細胞は 1 本の登上線維に支配さ

れるようになる。当研究室では、いかにして 1 本

の登上線維が選択され、過剰な登上線維の刈り込

みが起こるのかを追求している。 

(2) 内因性カンナビノイドによる逆行性シナプス

伝達調節： 

私たちは、2001 年にシナプス後部のニューロン

から活動依存性にマリファナ類似物質（内因性カ

ンナビノイド）が放出され、シナプス前終末のカ

ンナビノイド受容体に逆行性に作用して、伝達物

質放出を抑圧することを発見した。それ以来、そ

のメカニズムを研究してきたが、最近では、記憶・

学習などの脳機能におけるこの現象の生理的役割

について研究している。 

(3) 個体脳におけるシナプス伝達機構と情報統合： 

生体内におけるシナプスの生理的機能を理解

するために、丸ごとの動物からホールセル記録法

および 2光子励起観察法を用いて、生体内におけ

るシナプス伝達機構およびシナプス統合について

研究している。これらの実験を可能にするための

様々な技術開発もあわせて行っている。 
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沿革と組織の概要 

東京大学医学部薬理学教室は、1885 年（明治

18 年）薬物学教室として創設された。1908 年に

第二講座の創設に伴い、本分野の前身は薬物学第

一講座と呼ばれることになった。1927年、薬物学

講座は薬理学講座と呼称変更された。これにより

「-ology」の概念がより強く押し出され、1931年

には医学部一号館に移転した。創設後 100年を経

て、1986年には薬理学教室百周年記念事業が行わ

れた。東京大学が大学院部局化されるのに伴い、

1997 年に薬理学第一講座は薬理学講座細胞分子

薬理学分野と改組された。そして、教室創設 120

周年となる 2005 年、新築された医学部教育研究

棟８階に移転し、現在に至っている。 

2018 年度の構成は、教授以下、講師 2 名、助

教 1名、研究員 1名、大学院生 1名、研究補助員

3 名である。その他に、システムズ薬理学教室と

合わせて 6名の非常勤講師が講義の一部を担当し

ている。 

 

教 育 

医学科の学生に対して、薬理学の講義と実習を

システムズ薬理学分野および神経生物学分野と協

力して行っている。薬理学は、薬物治療の基本原

理を扱う学問であり、基礎医学と臨床医学をつな

ぐ任務を負っている。専任教員による薬理学講義

は、薬理作用の発現機序に関した薬力学を中心に

講義を行っている。この際、薬物の作用を単に羅

列するのではなく、基本的な考え方を重視して、

将来応用することが可能な薬理学の基礎を築くこ

とを念頭に講義を行っている。非常勤講師と専任

教員の講義の一部では、最先端の研究内容の紹介

を行っている。学生実習は、基本的な動物実験を

中心に行っているが、最新の手法を取り入れた実

験も組み込んでいる。 

医学科のM1, M2を対象としたフリークォータ

ー、教養学部 1年を対象とした「全学体験ゼミナ

ール：医学に接する」等にも積極的に取り組んで

いる。カリキュラム以外での学部生の実験参加も

歓迎している。 

大学院教育では、学生一人当り一つのテーマを

担当させ、問題点の発見、実験手技の習得、新た

な方向性への展開、研究成果の取りまとめという

一連の課題を自分でやり遂げることを通して、自

立した研究者を育成することを基本的な目標とし

ている。 
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研 究 

本研究室では、主に中枢神経系のシナプス機能

の制御を担う分子メカニズムの解明を目指して研

究を進めている。当研究室では分子生物学、生化

学、ケミカルバイオロジーなどを駆使して先端的

な技術を独自に開発し、神経科学の問題に取り組

んでいる。現在はシナプス機能の精密な解析を目

指して蛍光イメージング技術や超解像イメージン

グ技術など新規技術の開発を進めつつ、中枢神経

系の機能制御メカニズムについて、主にシナプス

機能に着目した研究に取り組んでいる。 

 

神経伝達物質放出の可視化解析技術の開発 

神経細胞間の情報伝達は、シナプス前部からの

神経伝達物質の放出量や放出されるタイミングに

よって制御されている。神経細胞上に無数にある

シナプスのうち、どのシナプスが、いつ、どれく

らいの量の神経伝達物質を放出しているのかを精

密に理解することはシナプス伝達を理解する上で

重要である。当研究室では、中枢神経系の主要な

神経伝達物質であるグルタミン酸の精密解析のた

めに、グルタミン酸の蛍光イメージング技術の開

発と応用に関する研究を進めてきた。これまでに

多くの高性能なグルタミン酸プローブの開発に成

功し、神経細胞のシナプス前部から放出されたグ

ルタミン酸の可視化を実現した。今後もこれまで

の可視化プローブ開発のノウハウを生かして、グ

ルタミン酸以外の神経伝達物質の可視化解析を実

現していく予定である。 

 

中枢神経シナプスのグルタミン酸放出様式の解明 

高性能グルタミン酸プローブを用いて、中枢神

経系でのグルタミン酸の可視化解析を行ってきた。

これまでに様々な標本においてシナプスからのグ

ルタミン酸放出を高精細に可視化する系を確立し

た。 

培養海馬神経細胞において、活動電位発生に伴

って放出されたグルタミン酸を単一シナプスレベ

ルで精密に可視化し、放出されたグルタミン酸量

をシナプス毎に見積もることによって、シナプス

小胞の開口放出のダイナミクスの解析を実現した。

また脳スライス標本および動物個体の脳において、

シナプス間隙外部でのグルタミン酸動態を可視化

することに成功した。高頻度のシナプス伝達に伴

い、グルタミン酸がシナプス間隙を逃れてシナプ

ス周囲に存在する代謝型グルタミン酸受容体など

を活性化し得ることを明確にした。この成果は、

様々な脳機能に関与するシナプス外グルタミン酸

伝達に関して、基盤となる知見を与えるものであ

る。 

今後はさらに開発と実験を進めて、プレシナプ

ス終末からの開口放出によるグルタミン酸の放出

様式や、シナプス可塑性の制御機構について、動

物個体の脳などにおいて理解を進めることを目指

す。 

 

シナプス関連分子の微細配置の実態とその機能的

意義の解明 

微小領域であるシナプスにおいては、分子のナ

ノメートルスケールの微細な配置がシナプス機能

の調節に重要であることが示唆されている。当研

究室では最先端の超解像顕微鏡技術を駆使するこ

とで、シナプス関連分子の微細な空間配置の実態

を明らかにするとともに、シナプス分子の微細配

置がシナプス機能制御において担う機能的意義の

解明を目指し研究を進めている。また、シナプス

分子の微細配置の異常に伴うシナプス機能の変容

と精神疾患の病態との関連を、精神疾患モデル動

物の解析を通じて明らかにすることを目指して研

究を進めている。 
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沿革と組織の概要 

システムズ薬理学教室の現在の構成員は、教授

（上田 泰己）、講師（洲﨑 悦生）、助教（大出 晃

士、史  蕭逸）、特任助教 1 名（黒田真史：

WPI-IRCN）、特任研究員 3 名（宮脇健行、大野

怜一朗、矢田紗織）、医学系研究科大学院生 10名

（桑島謙、勝俣敬寛、村上達哉、張千惠、小野宏

晃、茂田大地、金子みずほ、須貝秀平、昆一弘、

多月文哉）、工学系研究科大学院生 2 名（真野智

之、本田志温）、卒研生 1 名（三井健太郎：工学

部計数工学）、学術支援職員 2 名（冨田幸子、加

藤美峰）、派遣職員 2名（太田緑、田中莉奈）、客

員研究員 1名（清水知佳：理化学研究所テクニカ

ルスタッフ）である。 

 

教育 

医学部医学科学生の教育は、薬理学の講義と実

習およびフリークオーターからなり、講義と実習

は細胞分子薬理学分野と共同して薬理学大講座が

一体となって行っている。講義は、中枢神経薬理、

濫用薬物・毒物、化学療法薬、免疫抑制薬、血液

作用薬の講義を分担している。非常勤講師は腎臓

薬理、抗がん薬、薬物代謝、臨床薬理、薬剤疫学、

特別講義を分担している。 

学生実習は手法の異なる４つのテーマを取り上

げ、講師・助教が各テーマの責任者となり、教室

全体で実習の指導に当たっている。 

フリークオーターは、研究室で進めている研究

プロジェクトの中から、学生の希望に合わせてそ

の一部を担当する形で行っている。 

大学院生の教育は、教授、講師、助教による実

地の研究指導と研究室全員が参加するプログレス

レポートと文献セミナー、機能生物学専攻の機能

生物学セミナーを行っている。 

 

研究 

本研究室は、哺乳類の睡眠・覚醒リズムをモデ

ル系として、生体の一日の動的恒常性の解明に取

り組んでいる。特に、細胞と個体の階層間のつな

がりをとらえ複数の要素と系全体の振る舞いとの

関係性を調べるためにシステム科学的アプローチ

を採用し、個体レベルのシステム生物学を牽引す

る先進的な研究開発を行っている。本研究室では、

実験計画から変異マウス個体を高速・並列に作製

する技術（高速変異マウス作製技術）、個体レベル

で細胞間ネットワークを効率的に同定する技術

（細胞ネットワーク同定技術）の構築に成功して

おり、これらの技術を用いて、睡眠・覚醒の時間
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分布における平均・分散・総量が環境・履歴に応

じて動的に決定される仕組みの解明に取り組んで

いる。本研究により個体レベルでのシステム生物

学の先導例を実現し、生命科学・医科学研究の次

世代化を図る。 

これまでのゲノム科学・生命科学の進歩により、

「分子」と「細胞」（あるいは細胞集団としての組

織）の階層における体系的な理解が急速に進みつ

つある。一方で、特に医学的により有用な哺乳類

において、個体レベルの高次の生命現象に対し、

分子・細胞の階層との繋がりを詳細にとらえ、複

数の要素と系全体の振る舞いとの関係を調べるシ

ステム科学的アプローチを適用することは、ほと

んど実現されていない。本研究室では、創薬・医

科学分野で強く望まれている個体と細胞の階層に

焦点を絞り、具体的な実験系として哺乳類の睡

眠・覚醒リズムをモデル系として選択し生体の一

日における動的恒常性（睡眠・覚醒の時間分布）

の解明に取り組んでいる。個体レベルでのシステ

ム科学的アプローチを展開するために必要な先進

的技術基盤を確立すると共に、それらを用いて睡

眠・覚醒の一日における時間分布の問題の中でも、

とりわけ平均（睡眠・覚醒の位相）・分散（睡眠・

覚醒の ON/OFF）・総量（睡眠・覚醒の質×量）

が外的な環境や内的な履歴に合わせてどのように

動的に決定されているのかを解明することを目指

している。 

 

個体レベルのシステム生物学を牽引する技術 

①高速変異マウス作製技術 

古典的な方法で遺伝子ノックアウト・ノックイ

ン動物を大量に作製するには通常複数回の交配が

必要なため、個体レベルのシステム生物学を推進

するためのボトルネックとなっていた。そこで本

研究室では、交配を行わずに遺伝子改変マウスを

作出し解析に使用する「次世代マウス遺伝学」の

概念を提唱し、技術開発を進めている。交配無し

で直接遺伝子ノックアウト個体を作るために、

CRISPR-Cas9 法で用いるガイド RNA のデザイ

ンを改良し、3 ヶ所を同時に切断することで、1

世代目で極めて高い確率（ほぼ 100%）の遺伝子

ノックアウトマウスを作製することができる「ト

リプルCRISPR法」を開発した（Sunagawa et al., 

Cell Reports 2016）。この手法をマウスに適用し、

アセチルコリンムスカリン受容体や leak 

potassiumチャネルのノックアウトと第一世代で

の睡眠表現型解析に成功した（Niwa et al., Cell 

Reports 2018; Yoshida et al., PNAS 2018） 

また、交配無しで直接遺伝子ノックイン個体を

作るために、ゲノム改変を施した ES 細胞から直

接 100%ES細胞由来個体（ESマウス）を作製し

実験に使用する技術の確立を進め、インジェクシ

ョン操作なしで ES マウスを作製できるデバイス

の開発に成功した（Sumiyama et al. PLOS ONE 

2018）。 

②細胞ネットワーク同定技術 

睡眠・覚醒状態の表現型と責任細胞を効率的に

結びつけるために睡眠・覚醒の表現型解析と責任

細胞の同定の高速化・並列化を確立する。本研究

室では、これまでに脳波の自動判定法、および高

感度な呼吸測定法を新たに開発し、非侵襲睡眠解

析法と自動解析をリソース化している

（ Sunagawa et al., Cell Reports 2016; 

Sunagawa et al., Genes to Cells 2013）。また、

本研究室では、脳や全身における遺伝子発現の様

子を 1細胞解像度で 3次元イメージとして取得し、

情報科学的な方法を応用した定量的な比較解析が

可能な一連のパイプライン “CUBIC” 法を開発

した（Susaki et al., Cell 2014; Tainaka et al., 

Cell 2014）。CUBIC により全脳・全身レベルで

の細胞活動や細胞種を可視化することで睡眠・覚

醒の時間分布決定に関与する細胞ネットワークの

同定に取り組んでいる。さらに、データ解析リソ

ースとしてマウス脳の 1 細胞解像度アトラス 
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“CUBIC-Atlas” の作製に成功するとともに

（Murakami et al., Nature Neuroscience 2018）、

1600 以上の水溶性化合物から構成されるケミカ

ルライブラリをスクリーニングし、第二世代の

CUBIC 試薬を開発するとともに、組織透明化に

重要な化合物の特徴をプロファイリングすること

に成功した（Tainaka et al., Cell Reports 2018）。

当教室は組織透明化・3 次元イメージング技術の

leading laboratoryの一つとして世界中で認知さ

れ、国内・海外の主要な開発グループとともに最

先端の開発状況をまとめた英文総説を発表した

（Mano et al., J Neurosci. 2018）。また様々な生

物学的アプリケーションの拡張を目指した共同研

究を推進し、特に腎臓の構造を 3次元的に可視化

する取り組みに成功した（Watanabe et al., 

Developmental Biology 2018; Hasegawa et al. 

Kidney International 2019; Puelles et al., 

Kidney International 2019）。 

 

生体の一日の動的恒常性：睡眠・覚醒の総量の問

題の解明 

一日の睡眠時間は恒常的に制御されており、断

眠によって失われた睡眠時間は、翌日の睡眠を深

くあるいは長くすることで補償される。その一方

で、必要な睡眠量は生物種間で大きく異なってお

り、必要睡眠量を規定する要因は明らかでなかっ

た。我々は、各神経イオンチャネルの働きによる

神経膜電位の変動をコンピュータシミュレーショ

ンによって解析し、さらに上記で開発した一連の

技術を用いて、中枢神経細胞におけるカルシウム

依存的な細胞膜電位の過分極に関わる一連の遺伝

子群が、個体の睡眠時間を遺伝学的に規定する一

因となっていることを明らかにした（Sunagawa 

et al., Cell Reports 2016; Tatsuki et al., Neuron 

2016）。この “Ca2+-dependent hyperpolarization

仮説” を英文総説で提唱するとともに（Shi and 

Ueda. BioEssays 2018）、現在覚醒から睡眠への

切り替わりを担う分子の探索を進めている。 

本年度は特に、アセチルコリン・ムスカリン受

容体Chrm1とChrm3のダブルノックアウトマウ

スで REM睡眠がほとんど見られなくなることを

発見し報告した（Niwa et al., Cell Reports 2018）。

本論文は REM睡眠を制御する遺伝子の発見、ま

た REM睡眠が生存に必須でないことを示し、世

界中から注目を集めた。さらに、先のコンピュー

タシミュレーションを簡略化するとともに、leak 

potassium channelが電気生理学的な睡眠脳波波

形の形成に必須であることを Triple-CRISPR ノ

ックアウトとの組み合わせで証明した（Yoshida 

et al., PNAS 2018）。 

今後の展開を見据え、概日リズムやヒトから始

まる遺伝学に関する総括的な英文総説を複数発表

した（ Ode and Ueda, Cold Spring Harb. 

Perspect. Biol. 2018; Ode and Ueda, Mol. Syst. 

Biol. 2018; Ukai et al., Current Opinion in 

Biotechnology 2019; Millius et al., F1000Res. 

2019）。多くの臨床的な睡眠あるいは精神疾患モ

デルが齧歯類を用いて作出されていることを鑑み、

我々の研究成果が睡眠障害、概日リズム障害およ

びそれに付随する精神疾患、神経変性疾患の理解

と治療戦略の探索へ貢献することを期待し、研究

を進めている。 
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沿革と組織の概要 

人体病理学・病理診断学分野は、医学部附属病

院病理部と一体となって診療、教育、研究にあた

っている。幅広い病理学のフィールドをカバーす

るとともに、「臨床医学としての病理学」、「最先端

科学との融合による次世代病理学」の構築を目指

している。 

森川准教授が NTT 東日本関東病院病理診断科

部長として転出した。4 月より牧瀬博士が教室助

教として、山澤博士、三角博士が病理部助教とし

て加わった。 

大学院博士課程では、平成 30 年度の修了者 6

名（大井手、安井、小川、岩崎、美山、河辺）が

学位を取得した。新年度に 4 名の新入生を迎え、

平成 31年度には 20名が在籍する予定である。 

人体病理学・病理診断学分野は、東大医学部附

属病院の病理診断、剖検診断業務を支える一方、

ヒトの病気を対象に形態学を基盤にした研究を行

っている。教育に関しては、M1 の病理学総論、

M2 病理学系統講義、エレクティヴ・クリニカル

クラークシップ（カリキュラム変更によりM3か

らM4へ移行）、M4のクリニカルクラークシップ

に及ぶ医学部病理学教育、さらに大学院教育、臨

床研修医教育を担当している。 
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宮園研究科長を代表者として、文部科学省「基

礎研究医養成活性化プログラム」に福島県立医科

大学、順天堂大学と連携して「福島・関東病理法

医連携プログラム『つなぐ』」を申請し、採択され

た。平成 30年度から 4年間、大学院教育の中で、

循環的地域支援型人材育成により、「死因究明を担

い、遠隔病理診断、ゲノム医学に強い病理医」を

育てていく予定である。 

平成 30 年 2 月に東大病院ががんゲノム医療中

核拠点病院に選定され、8 月より先進医療として

「Todai OncoPanel の臨床性能試験」が開始され、

エキスパートパネルの構成員としてがんゲノム医

療に貢献している。来年度からは複数のパネル検

査が保険収載される見込みである。 

平成 28年度末から日本病理学会による「AI 等

の利活用を見据えた病理組織デジタル画像

（P-WSI）の収集基盤整備と病理支援システム開

発」に協力し、人工知能による病理診断補助シス

テムの開発を目指してwhole slide image1000例

の症例登録を行った。 

 

教育 

M1 に対する病理学総論では、病理形態学的な

内容について講義、実習の一部を担っている。 

M2 の病理学系統講義、ならびに実習は、系統

講義の進行にあわせ、一週間に各 1回、それぞれ

計 19 回行っている。実習での理解を促進するた

め、ハンドアウトを配布し、実習に使用する病理

組織標本は、すべてバーチャルスライドとしてホ

ームページ上に掲載し、閲覧できるようにしてい

る。 

M4 のクリニカルクラークシップは全学生が病

院病理部で 1週間の実習を行う。学生 2名単位で

1 例の剖検症例をまとめる剖検病理演習、種々の

腫瘍切除例を用いた外科病理演習、ならびに病理

部見学、半日の外部病院実習を行っている。 

本年度はカリキュラムの変更に伴い、エレクテ

ィブ・クリニカルクラークシップの受け入れはな

かった。フリークォーターでは病理部も含め、M0

学生 1名、M1学生 4名の計 5名を受け入れた。 

博士課程教育では、医学共通科目「感染・免疫・

腫瘍学Ⅱ」、「腫瘍病理学概論」の講義を行ってい

る。また、医学集中実習として「神経病理・画像・

臨床連関」、「組織化学・免疫組織化学・臨床電子

顕微鏡学」を設けており、好評である。 

 

研究 

研究の第一の柱は、「慢性炎症と腫瘍」の病態

解明であり、Epstein-Barr（EB）ウイルス関連

腫瘍（胃癌）を対象に研究を展開している（牛久

哲男准教授、国田助教、牛久綾講師、阿部講師）。

今年度は、EB ウイルス関連胃癌におけるウイル

ス DNA 量の意義を明らかにし（文献 44）、また

この腫瘍に特徴的な腫瘍免疫について検討を進め

ており、その一端を報告した（文献２）。 

研究の第二の柱は、各専門分野を担当するスタ

ッフが推進している病理学研究である。特に胃癌

を主な研究対象としており、胃腫瘍の早期の遺伝

子異常の解明（文献 33）、新規融合遺伝子

CLDN18-ARHGAPｓのびまん型胃癌における意

義（文献 13）、接合部癌と背景粘膜状態との関連

（文献 27）を報告した。また幽門腺型腺腫につい

て国際多施設共同研究に参加し、その病態解明に

貢献した（文献４）。その他の腫瘍においては胆管

癌（文献 43）、膵過誤腫の亜型（文献 14）、軟部

腫瘍（文献５、16、28）、尿路上皮癌（文献 23）

などの研究を進めた。 
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沿革と組織の概要 

分子病理学分野は100年以上の歴史を持つ教室

で、現在の宮園浩平教授は平成 12年（2000年）

8 月に教授として着任し、以来、分子レベルでの

がんの基礎研究を展開している。平成 31年（2019

年）3 月現在の構成員は教授 1、准教授２（環境

安全研究センター教員を含む）、助教３（MD研究

者育成プログラム教員を含む）で、そのほか 5人

の大学院生、1人の修士学生、5人の特任研究員、

技術専門員、研究補助員、事務補佐員等で構成さ

れている。 

 

教育 

医学部医学科学生の教育は人体病理学分野と共

同で行っているが、病理学の講義のうち病理学総

論を分子病理学分野が中心となって担当している。

また大学院の共通講義、医科学修士や健康総合科

学科の講義などを担当している。 

医学部医学科学生の病理学総論ではとくに腫瘍

学の講義に力を入れて行っている。がん遺伝子や

がん抑制遺伝子の働き、ウィルスによる発がんの

メカニズム、がんの疫学、がんのゲノム解析、が

んの浸潤・転移のメカニズムなどは医学部学生が

学ぶべき重要な問題の一つであり、これらについ

て実例をあげながら集中的に講義を行っている。

実習はアポトーシスに関する実験を指導している。

近年、医学部の講義の中で腫瘍学を系統立てて講

義することの必要性が論じられているが、我々は

病理学総論の講義を通じて「がんの基礎」を医学

部学生が理解してくれることを強く期待している。 

研究室は医学系研究科教育研究棟 11階にある。

一つのフロアーでほとんどすべての実験が行え、

研究の効率が極めてよいことが特徴である。分子

病理学教室では月 2回の教室内のプログレスミー

ティング、月１回のマンデーセミナーのほか、准

教授、助教を中心としたグループミーティングを

頻繁に行い、学生の研究指導を行っている。我々

の研究室はスウェーデンの Uppsala 大学（C-H 

Heldin教授）のグループと平成７年（1995年）

以来、共同研究を行って来た。 

平成 23年（2011年）度より東京大学ライフイ

ノベーション・リーディング大学院（GPLLI）が

スタートした（square.umin.ac.jp/gplli/）。平成

30 年（2018 年）度からは東京大学生命科学技術
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国際卓越大学院プログラム（square.umin.ac.jp/ 

wings-lf/）がスタートし、これらのプログラムに

より分子病理学教室所属の大学院生と他の研究科

の学生、教員との交流も盛んに行われている。 

 

研究 

分子病理学分野は実験病理学を中心とした研究

をこれまで推進してきた。平成 12年（2000年）

以来、こうした基本姿勢はかわらず、分子病理学

的研究によって疾患の分子メカニズムを明らかに

することを目標としている。 

平成 27年（2015年）度以降は日本学術振興会

基盤研究(S)「TGF-β シグナルによる転写調節と

がん悪性化機構」の支援をうけ、TGF-βファミリ

ーのがんとの関わりを中心に研究（課題番号

15H05774）を進めている。また平成 29年（2017

年）度より文部科学省科学研究費新学術領域「細

胞社会ダイバーシティーの統合的解明と制御（領

域代表者：藤田直也）」の支援を受け、研究（課題

番号 17H06326）を開始した。 

以下に平成 30年（2018年）度の研究成果を紹

介する。 

1) 長期TGF-β刺激によるmTOR依存的な上皮間

葉移行、がん幹細胞性と抗がん剤耐性の安定化 

がんはがん幹細胞と多種類の分化したがん細胞、

腫瘍の微小環境を形成する間質の細胞から構成さ

れている。上皮細胞や上皮性腫瘍細胞は、TGF-β

刺激によって部分的あるいは完全な上皮間葉移行

（Epithelial-mesenchymal transition; EMT）を

起こし、がんの進行に寄与する。TGF-βを除去す

ることにより細胞は上皮細胞様の特性を回復する

ため、EMT のプロセスは可逆的であると考えら

れている。しかし我々は、実際のがんで想定され

る長期間の TGF-β刺激を行うことにより、短期間

のTGF-β刺激で誘導される可逆的なEMTと対照

的に、乳腺上皮細胞と乳がん細胞の EMT が安定

化されることを見出した。EMTの安定化に伴い、

がん幹細胞の産生と抗がん剤耐性が安定的に亢進

した。さらに、長期間のTGF-β刺激はmammalian 

target of rapamycin（mTOR）シグナルを活性化

した。新規mTOR阻害剤 RapaLink1により、が

ん細胞の幹細胞性、足場非依存性、生存、抗がん

剤耐性が抑制され、マウスモデルにおいて腫瘍の

増殖が阻害された。これらの結果は、乳がん細胞

の幹細胞性の安定化と抗がん剤耐性における

mTOR の役割を明らかにし、mTOR シグナルの

抑制の乳がん幹細胞を標的とする治療戦略として

の有用性を示唆する（勝野ほか、 Science 

Signaling 2019）。 

2) エストロゲン受容体陽性乳がん細胞のアクチ

ビン誘導性増殖抑制に対する Palbociclibの作用 

サイクリン依存性キナーゼ 4/6（CDK4/6）阻害

剤は、ホルモン受容体陽性、ヒト EGF 受容体 2

型（HER2）陰性の進行乳がん患者において有望

な治療法と考えられている。CDK4/6 阻害剤は主

にサイクリンD-CDK4/6-がん抑制因子RBタンパ

クという経路を標的としているが、RB 以外の

CDK4/6 標的タンパク質のリン酸化を阻害した結

果生じる臨床上の影響については知見に乏しい。

今回我々は、CDK4/6 によりリン酸化調節を受け

るタンパク質として Smad タンパクに注目した。

CDK4/6 阻害剤である Palbociclib とアクチビン- 

Smad2経路が、ルミナール型乳がん細胞株 T47D

で、協調的に細胞周期の進行を阻止した。

Palbociclibは、CDK4/6による Smad2のリンカ

ー部分のリン酸化を抑制し、Smad2 とゲノム

DNA との結合を増強した。また、細胞周期進行

阻止で重要な役割を果たしている Smad2 の標的

遺伝子としてサイクリン G を見出した。さらに、

T47D とトリプルネガティブ乳がん細胞株

Hs578T で Smad2 のゲノム上への結合パターン

を ChIP-seqデータで比較した。Palbociclibは細

胞毎に特徴的なアクチビン-Smad2 の機能を増強

するが、これは Smad2 の既存のゲノム上標的部
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位への結合を増強する結果生じ、Palbociclibの影

響下でも新たな Smad2 標的部位は生じないこと

を明らかにした。従って、Palbociclibは T47D細

胞でアクチビン-Smad2 経路による細胞周期進行

阻害効果を増強するが、一方で悪性度の高い乳が

んではアクチビン-Smad2 経路による腫瘍促進効

果を増強する可能性が示唆された（原田ほか、

Cancer Science 2019）。 

3) Betaglycan/TGFBR3による腎細胞がんの転移

促進機構の研究 

TGF-β は様々な種類のがん細胞の腫瘍形成能

や運動浸潤能を制御することが知られている。し

かしながら腎細胞がんでは TGF-β シグナル伝達

因子にどのような異常が生じ、さらにその異常が

がん細胞の腫瘍形成能や運動浸潤能にどのように

影響するかは、未だ十分に解明されていない。そ

こで本研究では、淡明細胞型腎細胞がん（clear 

cell renal cell carcinoma; ccRCC）細胞において、

TGF-β III 型受容体のひとつである betaglycan

（TGFBR3とも呼ばれる）が有する機能の解析を

行った。データベースを用いた発現解析からは、

ヒト淡明細胞型腎細胞がん組織では betaglycan

発現が低下しており、この発現低下が予後不良と

相関していることが明らかになった。そこで

betaglycan 低発現淡明細胞型腎細胞がん細胞を

樹立し、これを免疫不全マウスに同所性移植を行

ったところ、コントロール細胞に比べ原発腫瘍も

しくは転移性肺腫瘍の形成が促進された。淡明細

胞型腎細胞がん細胞中のアルデヒド脱水素酵素

（ALDH）陽性画分にはがん始原細胞（cancer- 

initiating cell）が濃縮されていることがわかった

が、betaglycan の発現が維持されている場合は、

TGF-β2刺激によってこのALDH陽性画分が減少

することがわかった。同時に betaglycan の発現

低下は TGF-β 非依存的に淡明細胞型腎細胞がん

細胞の運動能を亢進させ、間葉系細胞マーカーの

発現を誘導することが明らかになった。特に

betaglycanの発現低下によって FAK - PI3Kシグ

ナルが活性化し、細胞で葉状仮足が形成されるこ

とが運動能の亢進に寄与していることがわかった。

これらの結果から、淡明細胞型腎細胞がん細胞に

おける betaglycan の発現低下は、TGF-β 依存的

または TGF-β 非依存的に細胞内での様々なシグ

ナル伝達を活性化することで、がん細胞の転移能

を高める作用があることが示唆された（西田ほか、

Oncogene 2018）。 

4) 膵臓がん微小環境による膵臓がん細胞の悪性

化とその分子機序の研究 

がん微小環境はがんの進展に密接に寄与してい

るが、微小環境の違いががん細胞の有する形質に

どのような影響を与えているかについては十分に

明らかとなってはいない。我々はマウスへの膵臓

がん細胞移植モデルを用いて、膵臓がん微小環境

ががん細胞の形質へ与える影響を調べた。ヒト膵

臓がん細胞株 SUIT-2細胞および PANC-1細胞な

どを用いて、ヌードマウスの膵臓への同所性移植

もしくは皮下移植をそれぞれ３回繰り返し、そこ

から悪性度の高い新たな細胞株（高悪性株）を樹

立した。膵臓の原発腫瘍から樹立した細胞株を 3P

細胞、皮下移植の原発腫瘍から樹立した細胞株を

3sc 細胞と名付けてさらなる解析を行った。その

結果、移植前の細胞株と比較して樹立したいずれ

の細胞株においても造腫瘍能の亢進が認められた

が、その程度は 3sc 細胞に比べて 3P 細胞でより

顕著であった。また、3P細胞特異的に E-cadherin

の発現低下、細胞接着能の亢進が認められること

から、3sc細胞に比較して 3P細胞がより悪性度が

高いことがわかった。RNA シークエンスの解析

結果から、それぞれの細胞株で異なるシグナル経

路が活性化されていること、また 3P 細胞ではが

ん幹細胞形質が獲得されていることが示唆された。

3P 細胞特異的に発現しているがん幹細胞形質に

関係する遺伝子の中にはNestinが含まれており、

これらは膵臓がんにおける新たな標的遺伝子とな
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る可能性が示唆された（高橋ほか、Oncogene 

2018）。 
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沿革と組織の概要 

平成 21 年 3 月まで当教室主任であった野本明

男教授の定年退職に伴い、平成 21 年度より新た

に畠山昌則教授が赴任し、新体制でのスタートを

切った。現在、当教室の構成員は、教授 1名（畠

山）、講師 1 名（紙谷）、助教 2 名（髙橋、林）、

特任助教 1名（藤井）に加え、特任研究員 3名（西

川、菊地、大木）、学術支援職員 2 名（中野、小

松）、大学院生 12名（野嶋、Ben、Lu、Knight、

和田、今井、Tahmina、Marrero、武、Suzuki、

呉、氷川）、研究生 2 名（林、Pricillia）の合計

24名であり、日々研究・教育活動に励んでいる。 

 

教育 

当教室は基礎系唯一の感染症関連講座である。

医学科１年生（M1）の学生を対象として細菌学、

ウイルス学を中心に微生物学教育を担当している。

臨床微生物学に関しては平成７年度に新設された

感染制御学教室が一部担当しているが、当教室に

おいても基礎医学にとどまらず、感染症の臨床医

学、社会医学の重要性を考慮した教育をおこなっ

ている。 

系統講義は、微生物学総論（生化学、生理学、

遺伝学、疫学等）と各論からなる。前者は学生が

医微生物学の理解に必要な基礎理論を習得し、医

学領域における微生物学の役割を理解することを

目的とする。各論の講義は、病原微生物の病原性

発現機構、感染症の臨床、ウイルスの分子生物学

などトピック別に行う。学生が医微生物学に対す

る学究的興味を持つ機会が得られるべく、実際の

臨床事例に基づく話題や基礎研究における最新の

知見等を含めて講義を組み立てている。 

実習は、(1) 病原細菌の分離同定法（市販肉か

らの食中毒菌分離、血清凝集反応・PCRによる同

定等を含む）、(2) 微生物遺伝（細菌およびファー

ジの増殖・変異、遺伝子組換え、遺伝子相補試験、

DNA修復経路、DNAの修飾と制限、ラムダファ

ージの溶原化誘導等）、(3) その他（細菌のグラム

染色、接触感染流行モデルの実験室内シミュレー

ション等）からなる。臨床微生物学や基礎研究に

おいて必要な基本的技術と理論的背景の習得を目

的としている。 

大学院教育としては、医学系研究科博士課程の

微生物演習、微生物学実習を担当している。その

他、医科学専攻修士課程の微生物学講義も担当し

ている。 

 



82 東京医学・第 138 巻・令和元年 10 月 

研究 

当教室では胃がんを中心とした感染がん発症

機構の解明ならびにその成果を基にがんの革新的

予防・治療法開発を目指し研究を進めている。胃

がんは部位別がん死亡の第三位を占め、胃がん死

亡者数は全世界がん死亡者総数の 10.4%を占める。

ヘリコバクター・ピロリ（ピロリ菌）の感染は胃

がん発症に深く関与していることが明らかとなり、

なかでも cagA 遺伝子を保有するピロリ菌の持続

感染は胃がん発症に決定的に重要な役割を演ずる。

cagA 陽性ピロリ菌は IV 型分泌機構を介して

CagA タンパク質を胃上皮細胞内に注入する。当

教室ではこれまでの一連の研究を通して、cagA

陽性ピロリ菌が胃上皮細胞をがん化させる分子機

構を明らかにしてきた。 

日本を含む東アジア諸国は胃がんの多発国と

して知られており、ピロリ菌感染を起点とする各

種胃粘膜病変の予防・治療法の確立は急務である。

当教室では、ピロリ菌感染を基盤とする胃発がん

における細菌性がんタンパク質としてのCagAの

役割ならびにCagAを分子標的とした治療開発を

目指し、分子から個体レベルにいたる先端的研究

を進めている。本年度は以下の研究に大きな前進

が得られた。 

 

1. Parafibromin のチロシンリン酸化の有無によ

る転写共役分子 YAP/TAZの選択的制御 

Hippo シグナル経路は個体における臓器の大き

さの決定や組織の恒常性の維持において重要な役

割を担う。Hippo シグナルは細胞の密度を感知す

るというユニークな特徴を有し、細胞が密に接着

すると活性化され接触阻止により細胞増殖を抑制

する。よって、Hippo シグナルはがん抑制的に機

能するシグナル伝達経路として位置づけられる。

哺乳動物では、Hippo シグナルが活性化されると

２つのセリン／スレオニンキナーゼ MST1/2およ

び LATS1/2 が順次に活性化され、Hippo シグナ

ルのエフェクター分子である YAPと TAZをリン

酸化し細胞質に滞留させる。YAP/TAZは転写共役

分子（co-activator）であり、核内に移行すると

TEAD に代表される様々な転写因子に結合し標

的遺伝子を転写活性化する。 

Parafibromin はヒトにおける出芽酵母 Cdc73

のオルソログであり、PAF 複合体の構成タンパク

質の１つである。PAF 複合体の構成因子が欠損あ

るいは変異により機能が破綻すると、遺伝子発現

に異常が生じる。その結果、細胞増殖・分化が脱

制御され、がんを含む様々な疾患を引き起される

と理解されている。これまでに当教室では、

Parafibrominが -cateninシグナルやHedgehog

シグナルといった多細胞生物の形態形成に関わる

複数のシグナル伝達経路を統合的に制御し、転写

のプラットホームとして機能することを明らかに

してきた。さらに、Parafibrominによる形態形成

シグナル活性化は、SHP2 ホスファターゼによる

Parafibromin のチロシン脱リン酸化によって促

進される一方、PTK6 キナーゼによるチロシンリ

ン酸化によって抑制されることを見出している。 

本研究では、Parafibrominが YAPおよび TAZ

に結合し、転写因子 TEAD活性化能を増強するこ

とを見出した。TAZの co-activator活性はチロシ

ン脱リン酸化型の Parafibromin 結合により亢進

した。さらに、TAZと -cateninは協調的に脱リ

ン酸化型 Parafibromin に結合し、それぞれの

co-activator 活性を相乗的に増強することが明ら

かになった。一方、YAPはチロシンリン酸化型の

Parafibromin 選択的に結合した。よって、TAZ

とは異なり、YAPと -cateninには協調的作用は

認められなかった。これらの結 果から、

Parafibromin は自身のチロシンリン酸化の有無

によって、YAP と TAZ の co-activator 活性を選

択的に活性化することが明らかになった。また、

YAPとTAZは相互排他的にParafibrominと結合

することでリダンダント・ノンリダンダントな生
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物活性を発揮すると考えられ、Parafibrominを基

質とするリン酸化酵素と脱リン酸化酵素のバラン

スによって YAPと TAZの co-activator活性が制

御されることが示唆された。 

 

2. 非ヒト霊長類から採取された cagA 陽性ピロリ

菌の病原性 

CagA タンパク質の C 末端側には複数の

Glu-Pro-Ile-Tyr-Ala（EPIYA）モチーフが存在す

る。その EPIYA モチーフを含む領域は EPIYA 配

列周辺のアミノ酸の違いにより４種のセグメント

EPIYA-A、EPIYA-B、EPIYA-C、EPIYA-Dに分

類される。CagA は欧米型 CagA と東アジア型

CagA の２つのサブタイプに大別される。欧米型

CagAは EPIYA-A、EPIYA-Bおよび EPIYA-C セ

グメントを保有する（ABC 型 CagA）。一方、東

アジア型 CagA は EPIYA-A、EPIYA-B および

EPIYA-Dセグメントを保有する（ABD型CagA）。

加えて、CagA の C 末端側には 16 アミノ酸から

成る CagA multimerization（CM）配列が存在す

る。 

CagA は IV 型分泌機構を介して胃上皮細胞内

に侵入した後、Src ファミリーキナーゼや c-Abl

キナーゼにより EPIYA モチーフにチロシンリン

酸化修飾を受ける。CagA はチロシンリン酸化さ

れたEPIYA-CセグメントまたはEPIYA-Dセグメ

ントを介して発がんに深く関わるチロシンホスフ

ァターゼ SHP2に結合し、そのホスファターゼ活

性を異常活性化する。CagA のチロシンリン酸化

依存的なSHP2の脱制御は胃がん発症に重要な役

割を担うと考えられている。これまでに当教室で

は、ABD 型 CagAは ABC 型 CagAに比べ SHP2

結合親和性が100倍以上高いことを見出しており、

CagAの X 線結晶構造解析から EPIYA-C セグメ

ントと EPIYA-D セグメントのリン酸化チロシン

殘基から 5 殘基下流（pTyr+5）に存在する 1 アミ

ノ酸殘基の違いに起因することを明らかにしてい

る。一方、CagAは CM 配列を介してチロシンリ

ン 酸化非 依 存的に partitioning-defective 1b 

(PAR1b)/microtubule affinity-regulating kinase 

2 （MARK2）に結合する。CagAは PAR1bとの

結合を介して PAR1b キナーゼ活性を抑制する結

果、上皮細胞の密着結合（タイトジャンクション）

を破壊し上皮細胞極性を崩壊させる。 

本研究では、非ヒト霊長類マカクの胃に自然感

染したピロリ菌株（Hp_TH2099）を単離した。

ピロリ菌がマカクに自然感染していたという事実

は、ピロリ菌感染症は人獣共通感染症であること

を示唆している。次世代シーケンサーを用いてピ

ロリ菌Hp_TH2099 株の全ゲノム配列を解析した

結果、Hp_TH2099 株は hpAsia2クラスターに属

し、ABC 型の欧米型 CagAを保有することが明ら

かになった。特に、Hp_TH2099 株の CagAは、

これまでに報告されていない異型の EPIYA-C セ

グ メ ントと CM 配 列を保 有していた。

Hp_TH2099 株の CagAは、CM 配列の異型によ

り PAR1b に結合しないことが判明した。また、

従来の ABC 型 CagA と比較して、Hp_TH2099 

CagA は EPIYA-C セグメント内に２つの特徴的

なアミノ酸置換が認められた。１つはリン酸化チ

ロシン殘基から 5 殘基下流（pTyr+5）のアミノ酸

置換であり、これにより Hp_TH2099 CagA の

SHP2 結合能は増強されることを見出した。しか

しながら同時に、リン酸化チロシン殘基から 2 殘

基上流（pTyr-2）のアミノ酸殘基が置換される結

果、Hp_TH2099 CagAはチロシンリン酸化され

ず SHP2 結合能を持たないことが判明した。

Hp_TH2099 株の病原性を解析するため、マウス

ES 細胞由来のオルガノドを作製し、ピロリ菌感

染実験を行った。ABC 型 CagAを保有するピロリ

菌標準株は上皮細胞構造を破壊したのに対し、

Hp_TH2099 株感染による上皮構造破壊は認めら

れなかった。以上の結果から、マカクから採取さ

れたピロリ菌Hp_TH2099 株の病原性は低いと判
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断され、その原因として CagA異型による SHP2

結合能と PAR1b 結合能の喪失が挙げられること

が示唆された。 
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沿革と組織の概要 

感染制御学教室の前身は、1991年 1月 23日に

院内措置として設置した院内感染対策部である。

これが 1993年 9月 1日に感染制御部と改組にな

った後、1994年 6月 24日に感染制御学講座が開

設した。院内措置であった感染制御部も、2002

年に正規の部として承認された。当講座の構成は、

教授 1、助教 5、技術補佐員 1、事務補佐員 1、検

査技師 11である。検査技師は、2001年に細菌検

査室が検査部から感染制御部に移動したのに伴い、

感染制御部所属となっている。講座の実際の業務

運営には、看護部等の協力･援助に頼る所が大きい。 

 

診 療 

当講座の病院内業務は以下の事項である。 

1) 院内で発生したMRSAその他の多剤耐性菌感

染症および各種病院感染症に対する監視、サーベ

イランスの実施と対策の策定･介入ならびにその

評価分離状況調査と各科への定期的報告、保菌者

のスクリーニング（依頼時）、抗MRSA薬などの

抗菌薬適正使用の指導、多発時の警告、介入･指導、

手洗法の指導など。 

2) 病棟ラウンド：毎週病棟ラウンドを行い、現場

の情報を収集する。2000 年 6 月より看護部病院

感染対策委員も加わり、感染対策チーム（ICT）

としてラウンドを行っており、同年 10 月から病

院感染症全体の包括的サーベイランスも開始した。

病院感染対策や感染治療の上での問題点がある場

合には、担当医師･看護師と相談した上で問題解決

を図る。 

3) 病棟･外来の環境調査：感染が多発した病棟に

おいて、病室・処置室などの環境や器具の汚染状

況を調査している。 

4) アウトブレイク発生時の対策と検討：検査部細

菌検査室からの情報をもとに、特定の菌種の分離

が病院内で特定の部署で増加していないか調べて

いる。増加が見られる場合には、部署への情報提

供や分離菌株の遺伝子解析を行い、原因を明らか

にした上、共同で対策を立案する。 

5) その他の伝染性感染症患者に対する治療およ

び病棟での対処法に関する情報提供：結核、麻疹、

水痘など感染力の強い空気感染性感染症発生時、

伝染性角結膜炎や疥癬などの接触感染で感染力の

強いものが発生した時などに、有効な防止法を指

導する、また特殊な菌が分離された場合に、担当

医に治療・対策について情報を提供する。 

6) HIV感染症患者の治療に関する情報提供：HIV

感染症の専門医の立場から、患者の治療および院
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内感染対策についての情報を提供する。 

7) その他感染症全般の診療サポート 

8) 水質検査：無菌室、手術室などの減菌状況のモ

ニタリング、クーリングタワー水のレジオネラの

調査などの依頼に協力、検査を行う。 

9) 針刺し･血液曝露防止針刺し事故や血液･体液

による皮膚･粘膜の曝露による職員の感染を防ぎ、

安全な職場とするために、各種安全器材の導入や

安全手技の指導を行っている。また産業医を中心

に経過観察者確認、ワクチンプログラムの確認に

努めている。 

10) 手指洗浄･消毒法の指導：MRSA や多剤耐性

緑膿菌などの院内伝播による院内感染症を防止す

るために最も有効な方法は職員の手洗い励行であ

るが、なかなか徹底しないのが現状である。この

点を改善するために、各部署でくり返し職員の指

導を行っている。 

 

教 育 

当講座は、医学部医学科のM2で感染制御学の

系統講義と実習を担当している。講義･実習は必ず

しも感染制御学に関する内容だけではなく、臨床

微生物学･感染症学を含めた広いスタンスで行う

ことを目標としている。したがって、病院感染防

止対策に加え、病原微生物の基礎的･臨床的な知

識･各臓器における感染症、抗菌薬・ワクチンの使

用法などの内容についても教育を行っている。卒

後教育としては、大学院生の入学時ガイダンスと

研修医オリエンテーションに際して感染制御に関

する教育を行っている。この他に、病棟から感染

制御および感染症治療に関する質問･依頼等があ

った場合、随時、情報提供・技術指導を行ってい

る。1998 号年 6 月に内科診療科再編によって感

染症内科がスタートしたが、外来･病棟における感

染症内科の診療、研修医の指導などにも積極的に

協力している。 

 

研 究 

当講座の主な研究のテーマは以下の事項であ

る。薬学部、臨床各科との連携研究も行っている。 

1) 医療関連感染制御の組織的方法の確立 

2) 肝炎ウイルスに対する感染制御・治療法の開発 

3) Ｃ型肝炎ウイルスによる肝発がん機構とその

抑制法の開発 

4) HIV感染症の進展に関する研究 

5) ウイルス感染症におけるミトコンドリア機能

障害機構 

6) B 型肝炎ウイルスによる病原性発現機構の解

析 

7) 日和見 CMV 感染症の新規診断法開発と病態

解明 

8) 細菌による血球細胞の活性化機序の解析 

9) 病原体感染時の自然免疫応答機構の解析 

10) 多剤耐性菌出現機構討 

11) Clostridioides difficile感染症の疫学的解析 
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沿革と組織の概要 

当免疫学教室の歴史は 1918 年に溯る。当時は

血清学教室と呼ばれ、歴代、三田定則、緒方富雄、

鈴木鑑教授が主宰した。1977 年に多田富雄教授が

着任、1981 年に免疫学教室と名称を変更し、それ

までの教室の伝統を活かしながら、免疫系の負の

制御に関する研究を重ねた。多田教授は国際免疫

学連合会長を歴任するなど国際的に広く認知され

る教室へと発展させた。1994 年からは谷口維紹教

授（現・東京大学先端科学技術研究センター 炎症

疾患制御分野・社会連携研究部門 特任教授）が

Ⅰ型インターフェロン遺伝子の発現制御、IRF 転

写因子ファミリーによる免疫系と発がんの制御機

構について世界をリードする研究を行った。 

2012 年 5 月に高柳広が教授として東京医科歯

科大学から着任した。自己免疫寛容の破綻による

自己免疫疾患の発症機序という免疫学の根幹的命

題に取り組むとともに、骨をはじめとする多臓器

間ネットワークを対象とした免疫システムの解明

を目指している。 

 

教育 

医学部医学科学生の教育は、講義と実習、なら

びにフリークォーターからなる。講義全体を通し

て免疫学の基礎知識、免疫学研究の歴史、最先端

の研究まで幅広くカバーすることをねらいとし、

全教員が分担して行っている。2018 年度は非常勤

講師として、大阪大学の坂口志文教授、東京医科

歯科大学の烏山一教授、京都大学の河本宏教授、

東京大学の谷口維紹特任教授（前免疫学講座教授）

に各論の一部と研究の最前線についての講義をし

ていただいた。学生実習では、免疫学の基礎的技

術を経験することを趣旨とし、フローサイトメト

リーによるリンパ球亜集団の解析とウェスタンブ

ロットによる抗体の検出を行った。 

当講座では、フリークォーターの特別カリキュ

ラムを用意せず、学生の希望と能力に応じて、進

行中の研究プロジェクトを分担させるようにして

いる。また、医学部 MD 研究者育成プログラムの

学生を受け入れ、独自のテーマを数ヶ月～年単位

で主体的に遂行させることで、基礎医学マインド

を持つ医師・医学研究者の育成に務めている。 

大学院生に対する研究指導としては、基本的に

は週 1回毎に担当を決めて研究報告会を行ってい

るが、そこでは毎回 1 名が順番に約 1 時間の持ち

時間で、各自のプロジェクトの成果と進捗状況を

まとめて発表し、全体的な方向性を討論する。さ

らに 2 ～ 3 名が最新の研究進捗状況を 1人 15 分
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の持ち時間で報告する。同じく週１回行う抄読会

では、最新のトップジャーナルに発表された論文

の紹介や、参加した学会の報告を行っている。こ

のほか第一線で活躍中の外国の研究者が当教室を

訪れる際には、教室内外でセミナーを行うととも

に、当教室構成員との個別の議論を持つ機会を設

けている。 

 

研究 

当研究室では、免疫細胞の分化過程や自然免疫

系・適応免疫系の制御機構を分子レベルで解析し、

免疫反応を統合的に理解することを目指している。

特に、骨髄や胸腺における組織微小環境の形成機

構と、リンパ球の分化と活性化を制御する分子機

構に焦点を当て、分子生物学的アプローチと遺伝

子改変マウスを用いた生体レベルでの検証を重視

し、自己免疫疾患、難治感染症や骨関節疾患に対

する画期的な治療法の開発に繋げることを目標と

している。具体的には、以下の研究課題について

独自の研究を展開している。 

 

1）骨免疫学研究 

当研究室では骨髄を免疫器官として捉え、骨髄

構成細胞と免疫細胞との相互作用を注目し、骨髄

内の免疫細胞分化制御の解明を進めてきた。骨髄

造血における骨構成細胞の役割を検討するため、

骨髄ストロマ細胞サブセットを特異的に欠損する

遺伝子改変マウスを作製した（Terashima et al., 

Immunity. 2016）。その結果、骨芽細胞特異的欠

損マウスにおいて、骨髄のリンパ球共通前駆細胞

および末梢のリンパ球の数が減少することが判明

した。骨芽細胞はサイトカイン IL-7 を産生するこ

とで、骨髄中の共通リンパ球前駆細胞の維持に寄

与することがわかった。さらに、急性炎症時にお

こるリンパ球減少症の原因の中には、骨芽細胞に

よるリンパ球前駆細胞制御の破綻に起因するもの

があることを明らかにした。本成果により、従来

の敗血症治療法と併せて、骨芽細胞を標的として

発症後期の免疫力低下のコントロールを目指す新

しい治療法開発の可能性を提示することができた。 

破骨細胞は単球/マクロファージ系前駆細胞に

由来する多核の巨細胞であり、骨基質上に局在し、

自らと骨の間隙に酸やタンパク質分解酵素を放出

し、骨基質を分解するユニークな細胞である。また、

破骨細胞分化・機能の異常は、関節リウマチで認め

られる炎症性骨破壊や、閉経後骨粗鬆症、がんの骨

転移などの骨量減少、大理石骨病などに深く関わっ

ている。我々はこれまで、破骨細胞分化に関与す

るシグナル伝達機構を解析し、マスター転写因子

nuclear factor of activated T cells c1（NFATc1）

の同定（Takayanagi et al., Dev Cell. 2002; 

Asagiri et al., J Exp Med. 2005）、RANK の共刺

激シグナルの重要性（Koga et al., Nature 2004）

と RANK-ITAM のシグナルを結ぶキナーゼの解

明（Shinohara et al., Cell. 2008; Shinohara et al., 

Bone. 2014）、Semaphorin タンパク質による破

骨細胞と骨芽細胞の制御（Negishi-Koga et al., 

Nature Med., 2011；Hayashi et al., Nature. 

2012；Hayashi et al., Cell Metab. 2019）、血中

の免疫複合体が IgG受容体（FcR）を介して破骨

細胞分化を促進すること（Negishi-Koga et al., 

Nat Commun. 2015）などを報告してきた。また、

マウスの骨折モデル実験系を用いた研究により、

骨損傷箇所においてT細胞が IL-17 を産生し、

骨芽細胞の分化と骨損傷治癒を促進することを明

らかにした（Ono et al., Nat Commun. 2016）。 

また、もっとも罹患率の高い感染症のひとつで

ある歯周炎のメカニズム解明のためマウスモデル

を用いて解析を行い、制御性 T細胞のマスター転

写因子である Foxp3 を発現する T 細胞の一部か

ら分化転換した Th17細胞（exFoxp3Th17細胞）

が、歯周炎における主要な骨破壊誘導性 T細胞で

あることを明らかにした。この骨破壊誘導性 T細

胞は抗菌免疫の誘導と歯の脱落を介して口腔内細
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菌の制御を行うことで感染防御や炎症の終焉に貢

献することを見出した。したがって歯周炎におい

ては、骨破壊誘導性 T細胞が生体防御に寄与する

善玉細胞としての機能をもつことを明らかにした

（Tsukasaki et al., Nat Commun. 2018）。 

近年 RANKL の中和抗体製剤が骨粗鬆症、がん

骨転移による骨病変、関節リウマチの骨破壊の治

療に承認され、骨吸収阻害薬として大きな注目を

集めている。我々は、新規 RANKL低分子阻害剤

がマウスの骨転移モデルを抑えることを実証し、

低分子阻害剤によるRANKL阻害療法の有効性を

示した（Nakai et al., Bone Res. 2019）。これら

は、骨と免疫系の相互作用に関する新たなパラダ

イムを提唱する大きな成果となった。 

 

2）免疫細胞分化と免疫微小環境の制御機構 

本研究室では胸腺における T 細胞分化機構や、

免疫微小環境の成立機構の解明に取り組んでいる。

胸腺は有用 T細胞の選抜（正の選択）と自己反応

性 T細胞の除去（負の選択）に必須の免疫器官で

あり、微小環境を構成する様々なストロマ細胞が

それらの過程に重要な役割を担っている。 

我々はこれまで、胸腺プロテアソーム因子

PSMB11（5t）の変異や多型が胸腺内の MHC

クラス I結合ペプチドを変化させ、CD8 T細胞の

レパトア選択を変化させることを見出した（Nitta 

et al., Sci Immunol. 2017）。特に、日本人に高頻

度に検出される PSMB11 G49S 多型がシェーグ

レン症候群のリスクと有意に関連することがわか

った。これらの成果は、プロテアソーム遺伝子の

多様性がT細胞のレパトア選択と疾患感受性を決

定づけるという画期的な発見となった。 

また、自然免疫と獲得免疫の中間の役割を担う

非典型的 T細胞であるT細胞の胸腺内分化につ

いても研究を進めている。IL-17 産生型T 細胞

の胸腺内分化に Syk—PI3K を介する TCR シグナ

ル経路が必須であることを見出し、Syk-PI3K 経

路が炎症性疾患に対する有効な治療標的となる可

能性を示した（Muro et al., J Clin Invest. 2018）。

また最近、T 細胞制御因子の候補である Skint

ファミリー遺伝子（Skint1-11）を全て欠損するマ

ウス（SKLD）を作製した（Narita et al., Int 

Immunol. 2018）。SKLD マウスでは皮膚の恒常

性維持を担う V5V1 T細胞の分化が著しく障

害されたが、他の免疫細胞の分化に影響はみられ

なかった。T 細胞サブセットを制御する胸腺環

境因子の同定、およびT 研究に有用なマウスモ

デル作製の観点で重要な成果となった。 

我々は胸腺だけでなく、腸管関連リンパ組織を

形成するストロマ細胞の研究にも取り組んできた。

腸管のパイエル板にて抗原の取り込みを担う M

細胞は、その分化誘導に RANKL シグナルを必要

とする。我々は、腸管パイエル板の上皮直下にて

新規間葉系細胞（M cell-inducer (MCi) cells）が

RANKL を発現し、腸管上皮の M細胞への分化を

制御することを明らかにした（Nagashima et al., 

Nat Immunol. 2017）。MCi細胞は IgA の産生を

介して腸内細菌叢の多様性維持に寄与することか

ら、MCi を標的とした炎症性腸疾患の治療やワク

チン開発に繋がる可能性が示された。 

2018 年度には、タンパク質アルギニンメチル化

修飾を介した新たな T 細胞制御機構を見出した。

T 細胞特異的にタンパク質アルギニンメチル基転

移酵素 PRMT5 を欠損させたマウスでは、末梢の

CD4 T細胞、CD8 T細胞、制御性 T細胞が著し

く減少し、さらに胸腺、膵臓、肝臓の iNKT細胞

がほぼ完全に欠失することが判明した。PRMT5

は共通サイトカイン受容体鎖 (c)と JAK3 の発

現に必須であり、そのためPRMT5 が欠損すると、

iNKT細胞の分化や末梢 T細胞の生存維持に重要

な IL-2や IL-7 に対するサイトカイン応答が障害

される。PRMT5 はスプライソソーム構成因子

SmD3 をアルギニンメチル化することで、iNKT

細胞及び末梢 T 細胞におけるc と JAK3 の
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pre-mRNA スプライシングを制御することがわ

かった。近年 Jak シグナル経路は関節リウマチ等

の自己免疫疾患の治療標的として注目を浴びてい

るが、本成果により pre-mRNA スプライシング

を介した新たなサイトカイン-Jak 制御機構を明

らかにすることができた。（Inoue et al., Nature 

Immunol. 2018）。 

 

3）自己免疫疾患と自己寛容の制御機構 

自己免疫疾患の病態解明と治療法開発をめざし、

様々な動物モデルを用いて研究を進めている。関

節リウマチにおいて、IL-17 産生性のヘルパーT

細胞、「Th17細胞」が骨破壊の誘導に寄与するこ

とを証明し（Sato et al., J. Exp. Med., 2006）、

Th17細胞分化に重要な転写制御因子 IκBζを同

定した（Okamoto et al., Nature. 2010）。また、

Foxp3 を発現する T細胞の一部が、関節リウマチ

において強力な IL-17およびRANKL産生能を持

ち、炎症および骨破壊の増悪化に寄与する細胞

（exFoxp3Th17 細胞）に分化転換することを見

出した（Komatsu et. al., Nature Med. 2014）。さ

らに、関節リウマチの骨破壊において滑膜線維芽

細胞によって産生されるRANKLが重要な役割を

担うことを明らかにした（Danks et al., Ann 

Rheum Dis. 2016）。また、マウスの多発性硬化症

モデル（実験的自己免疫性脳脊髄炎:EAE）におい

て、病原性 T細胞が RANKL を介して中枢神経組

織内のアストロサイトに作用してケモカインを放

出させ、その結果多数の免疫細胞の浸潤を促し、

慢性的な炎症を起こすことを明らかにした。

RANKL に対する低分子阻害剤投与が EAE の発

症を抑制することもわかり、RANKL を標的とし

た多発性硬化症制御の可能性が示唆された

（Guerrini et al., Immunity. 2015）。 

さらに、自己免疫疾患の根源である自己反応性

T 細胞の発生機序を解明するため、胸腺における

自己寛容成立機構の解析にも取り組んでいる。髄

質上皮細胞に高発現する転写因子 Fezf2 が末梢組

織自己抗原の発現を制御し、自己寛容の成立に寄

与することを報告した（Takaba et al., Cell. 

2015）。これらの知見は自己寛容と自己免疫に関

する理解を飛躍的に進展させた成果といえる。 
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沿革と組織の概要 

放射線医学講座の歴史は古く、1932 年に開設

された。大学院重点化により従来の放射線医学教

室は放射線診断学、放射線治療学、核医学の 3専

攻分野に分割されたが、実際には一体となって放

射線医学に関する診療・教育・研究を行っている。

現在の構成員は教授 1、准教授 3、講師 3、助教

（特任講師）13、特任臨床医/専門研修医 7、大学

院生 29 となっている。これに放射線部専任教官

（講師 1、助教 1）、医科学研究所附属病院放射

線科（准教授 1、講師 1、助教 1）、診療放射線管

理室（助教 1）、コンピュータ画像診断学／予防

医学（ハイメディック・GE 横河メディカルシス

テム）（特任教授 1、特任准教授 2、特任助教 5）

と相互の協力体制を敷いている。放射線診断学分

野は中央診療棟1階と中央診療棟2地下1階MRI

室、放射線治療学分野は中央診療棟 2地下 3階治

療外来と入院棟 A9 階南、核医学分野は中央診療

棟地下 1階で診療と臨床研究を行っている。なお、

医局、研究室及び図書室は臨床研究棟 3 階にあ

る。 

 

診 療 

1) 放射線診断：血管・消化管などの造影検査、

CTやMRIを実施している。また、血管造影技術

や CT、超音波診断技術を応用した治療

（interventional radiology、 IVR）も行っている。

大部分は中央診療棟 1階放射線診断部門と中央診

療棟 2地下 1階MRI室で施行され、一部は手術

室、救急部や 2、3 の診療科でも行われている。

検査実績については放射線部の項を参照されたい。

近年、多列検出器型 CT、3.0テスラMRIや多目

的血管造影装置などが相次いで導入されており、

最近の放射線部における撮影件数はいずれの検査
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も増加傾向にある。 

2) 放射線治療：ライナック 3台、イリジウム小線

源治療装置、頭部定位放射線照射用ガンマナイフ、

治療計画専用 CT撮影装置、治療計画装置などを

用いた放射線治療を行っている。 

各装置はネットワーク化されている。治療計

画装置は、原体照射、ノンコプラナー照射、定位

照射、強度変調放射線治療にも有効である。放射

線治療実績については放射線部の項を参照され

たい。 

3) 核医学：診断用放射性医薬品を用いた in vivo

核医学検査（PET, SPECT、各種シンチグラフィ

ー）と Ra-223 などの治療用放射性核種を用いた

RI治療が行われている。in vivo核医学検査には

骨、ガリウム、腎動態、肺血流、甲状腺、唾液腺、

センチネルリンパ節、心交感神経シンチグラフィ

ー、心筋 SPECTや脳血流 SPECTが含まれ、ト

レーサー法を応用した機能画像が診療に供されて

いる。この他、2台の小型サイクロトロンと 5機

のホットセル内で製造されたポジトロン核種

（18F）標識トレーサーを用いる PET検査が血流、

代謝の評価やレセプター、アミロイドなど各種分

子標的イメージングに利用されている。2007年よ

り Sr-89ベータ線核種による骨転移疼痛緩和治療、

2008年からCD20抗原を標的とするY-90標識モ

ノクローナル抗体による Radioimmunotherapy

（RIT）を開始し、多くの癌治療の一環を担って

きた。さらに 2017 年から Ra-223 アルファ線核

種による骨転移治療を開始している。核医学検査

実績については放射線部の項を参照されたい。 

 

教 育 

卒前教育：放射線医学系統講義（12コマ）と臨

床診断学（正常画像解剖）講義（6 コマ）、M4

において各班 1 週間ずつの臨床教育（Clinical 

Clerkship, CC）、8 週間の Elective Clerkship

（EC）を担当している。M2の系統講義では放射

線医学総論､PACS､神経･胸腹骨盤部放射線診断､

IVR､造影剤､放射線治療等の各分野において最新

の話題を中心に学生の興味を引き出せるようなテ

ーマを絞って取り上げている。さらにM2の時点

で、各科での臨床診断学実習が始まる準備として、

画像から見た正常人体解剖についても講義（M2

画像解剖学講義）を行っている。M3/4 の CC で

は放射線診断学（CT・MRI・血管造影の見学､全

身の CT･中枢神経系の MRI の読影）に重点をお

き､読影に必要な正常解剖を復習した後に、各学生

が実際に教育的症例を読影しスタッフと討論する

方式を採用している。また、放射線治療（放射線

治療総論・各論、治療計画演習、放射線医学総合

研究所での重粒子線治療見学､緩和医療）と核医学

（腫瘍核医学､中枢神経核医学）に関する臨床実習

も行っている。M3/4 の EC では、学生希望に応

じて画像診断または放射線治療学に関する 4 週

間の実習を計 2期行う。その際にはより実践的な

画像診断報告書作成や放射線治療計画を遂行し、

スタッフからマンツーマン指導を受ける。 

卒後教育：初期研修としては 2年目で当科希望

研修医を受け入れており、2018 年度に当科で研

修した初期研修医は延べ約100ヶ月と比較的多人

数で、初期研修医の希望に応じた、多彩な研修が

可能である。3 年目以降の専門研修では本院また

は指導体制の整った関連大学・病院において放射

線診断学､放射線治療学､核医学の各分野で研修を

行い、放射線科専門医（旧認定医/一次試験）取得

を目指す。その後は､各分野の専門グループに所

属し診療に従事するとともに研究活動を行う。こ

の間に放射線診断専門医・放射線治療専門医（旧

専門医/二次試験）を取得するとともに学位論文の

完成をめざす。また大学院へは卒後 2年終了時以

降随時入学が可能で､入学時の臨床経験と本人の

希望によって診療と研究に従事する時間配分が決

定される。 
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研 究 

1) 放射線診断学 

各種画像診断の診断精度の向上･適応の確立･医

療経済の面から見た最適化と IVR の適応拡大が

大きなテーマとなっている。CT・MRIのハード･

ソフトの進歩による新しい展開を先取りし､新た

に得られる画像情報が臨床に与えるインパクトを

正しく評価･報告することを目指している。特に

最近では画像情報処理・解析研究室スタッフや専

門技師チームの協力のもと、人工知能を利用した

病変検出・診断補助・画像再構成やノイズ除去の

研究を多施設横断的に行い、人工知能を用いた医

療における画像診断研究をリードしている。また

CTでは縦方向に多数の検出器（最大 320列）を

配列したmultidetector CTの導入により、3次元

画像の臨床的有用性の評価が急務となっている。

新たな 3次元画像作成法の開発にも精力的に取り

組み、消化管 CT内視鏡、肺の胸膜下面・腎臓の

皮質下面の画像描出や肝臓の表面形態抽出に成果

を上げている。また、心臓･冠動脈領域のイメー

ジングの高画質化、被ばく低減にも取り組んでい

る。MRI では functional MRI、  MR digital 

subtraction angiography の精度向上のためのパ

ルス系列の改良、MRCP 等の MR hydrography

や肝特異性MR造影剤の臨床的有用性の評価に取

り組んでいる。また、拡散強調画像を用いて

diffusion tensor 画像解析を行うプログラムを独

自に開発し、その臨床評価を行っている。さらに、

診断技術を治療に応用したいわゆる IVR

（interventional radiology）はその裾野を拡大し

つつある。 

2) 放射線治療学 

放射線治療における線量分布の最適化等の物

理工学的研究、放射線障害の軽減を目的とした臨

床的・生物学的研究を行い、臨床研究では最近の

EBM に則り、脳腫瘍、頭頸部癌、食道癌、子宮

頸癌、前立腺癌などを中心に研究を進めている。

当院の放射線治療部門は伝統的に物理工学的研究

に積極的で、これまでわが国の高精度放射線治療

における主要な役割を担ってきた。高精度放射線

治療の一つである定位照射においては、体幹部の

ほかに、ガンマナイフを用いた頭部の定位照射を

行っている。強度変調放射線治療（ intensity 

modulated radiotherapy; IMRT）は頭頸部癌、前

立腺癌、直腸癌や肺癌に対しても行っており、有

害事象の軽減に役立っている。コーンビーム CT

を用いた IGRT（ Image Guided Radiation 

Therapy）により精度向上に努めている。  

子宮頸癌の腔内照射、組織内照射、前立腺癌

の組織内照射を行っており、局所制御率の向上に

貢献している。また甲状腺癌のヨード内用療法も

積極的に行っている。  

3) 核医学 

非侵襲的で精度の高い診療を目指し、非密封放

射性同位元素を様々な疾患に利用し研究を行って

いる。認知症やパーキンソン病関連疾患等の脳変

性疾患においては脳血流、脳糖代謝、ドーパミン

システム、脳内アミロイド蓄積量変化の in vivo

計測を行い、機能と病理学的変化の両側面から疾

患を捉える解析法の開発を行っている。腫瘍核医

学では、FDGに加え、アミノ酸、核酸代謝、低酸

素イメージングの放射性薬剤の開発と、その臨床

応用を行っている。核医学の画像は全般に相対的

であり、とくに脳領域では、正常領域との比較に

より評価を行うことが多く、主観的になりやすい。

このため、標準画像との対比を用いて診断補助を

行うことが模索されており、また、一部、診療に

活用されている。しかしながら、通常、正常デー

タベースとの比較になるため、おおまかなものに

なりやすい。このため、マルチモダリティーの情

報を用いて、診断補助とする解析法を模索してい

る。 
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おわりに 

放射線診断学､放射線治療学そして核医学は放

射線医学を支える 3本の柱である。モダリティー

により分割されたこれら 3分野を相互に連携して

いくことは総合画像診断、集学的治療においても

基本となり、当講座ではその実現に向けて精力的

に取り組んできた。今後は各分野において横断的

知識･経験･研究業績をもつ、より領域志向型の放

射線科医を育成することが強く求められている。 
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沿革と組織の概要 

本講座は医学と工学の境界領域研究を推進する

ことを目的として、昭和 36 年に医学部に設置さ

れた医用電子研究施設の基礎医学部門として発足

した。平成９年における大学院講座制への移行に

伴い、同施設が生体物理医学専攻の医用生体工学

講座として改組された３講座の中の１つである。

現在の組織は教授（兼担）1、准教授 1 となって

いる。 

 

教 育 

教養学部 1 年の学生には、「医学に接する」で

医学研究の手ほどきと「メカノバイオロジー」の

講義を、M1 の学生には「医用工学基礎論」を、

大学院生には博士課程の学生を対象に、医学共通

講義「医用生体工学入門」を、医科学修士には「医

科学概論・メカノバイオロジー」の講義を行って

いる。また、MD研究者育成プログラムとして、

M0を対象とした基礎系研究室紹介、M0～M2を

対象としたフリークオーターに参加している。部

門内では週１回のセミナーを実施し、論文の紹介、

各自の研究成果の発表等を行っている。また、適

宜各研究員とのディスカッションを通じて、研究

指導、論文発表の内容及びスタイルなどについて

綿密な打ち合わせを行い、一貫した教育効果のあ

がるように努力している。 

研 究 

当研究室では生体の力学的現象を扱うバイオメ

カニクス、とくに細胞に加わる力学的刺激とその

刺激に対する細胞の感知・応答機構に焦点を当て

た細胞のメカノバイオロジー研究を行っている。

主題は血流や血圧に起因する力学的刺激である流

れずり応力（shear stress）や伸展張力（cyclic 

stretch）と、それが作用する血管内皮細胞の機能

との関係を探ることである。これらのことは血流

を介した血管系システムの生理機構制御の解明に

役立つだけでなく、血流依存性に起こる血管の新

生や成長、リモデリング、あるいはヒトの粥状動

脈硬化症や動脈瘤の発生といった臨床医学的に重

要な問題の解明にもつながる。  

研究方法は培養した内皮細胞に流体力学的に生

理学的な血行力学因子を再現する事のできる流れ

負荷装置を設計、作製し、定量的な shear stress

や cyclic stretch を作用させて細胞応答を観察す

るオリジナルな生体医工学的実験手法を用いてい

る。また、生体顕微鏡による遺伝子改変マウスの

微小循環観察により、血流や血圧、血管のリモデ

リング反応を解析し、さらに、粥状動脈硬化症や

動脈瘤の病態モデルマウスを作製し、病態発症機

構の解析している。 

これまで行ってきた研究の成果を以下の４項目

に分けて紹介する。 
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１．血行力学因子に対する細胞応答 

２．血行力学因子による遺伝子発現制御機構 

３．血行力学因子による細胞の分化誘導 

４．メカノセンシングとメカノトランスダクション 

 

１．血行力学因子に対する細胞応答 

内皮細胞が血行力学因子である shear stressに

反応して多くの細胞機能を変化させることを明ら

かにした。例えば、培養内皮層に人工的に剥離部

をつくると、周辺の内皮細胞が遊走・増殖して剥

離部を修復するが、shear stressは内皮細胞の遊

走・増殖を刺激し剥離部再生を促進した。また、

内皮細胞において、shear stressが血管拡張物質

である一酸化窒素（NO）の産生を、shear stress

の強さ依存性に亢進させること、及び抗血栓活性

を発揮するトロンボモデュリンの細胞膜発現量を

増加させることを観察した。併せて、shear stress

が内皮細胞と白血球との接着に関わる接着分子

VCAM-1（vascular cell adhesion mokecule-1）

の細胞膜発現量を減少させ、リンパ球の接着を抑

制することを示した。さらに、shear stressがNO

と同様血管拡張作用を持つ C-型利尿ペプチド、ア

ドレノメデュリンの mRNA レベルを上昇させる

こと、また、酸化型低比重リポ蛋白（oxLDL）受

容体（LOX-1）の蛋白および mRNA レベルを増

加させることを明らかにした。 

 

２．血行力学因子による遺伝子発現制御機構 

Shear stressが内皮細胞の遺伝子の発現を転写

調節あるいは転写後調節することを明らかにした。

転写調節に関しては、VCAM-1 遺伝子の発現が

shear stressで抑制を受けるが、それには遺伝子

プロモータに２個並んで存在する転写因子 AP-1

結合エレメント（TGACTCA）が shear stress応

答配列として働いていることを示した。転写後調

節に関しては、顆粒級・マクロファージ・コロニ

ー刺激因子（GM-CSF）の遺伝子発現が shear 

stress で増加するが、その効果は転写ではなく

mRNA の安定化を介していることを明らかにし

た。また既知の遺伝子だけでなく多くの未知の遺

伝子も shear stress に感受性のあることを

mRNAの differential display法で示し、DNAマ

イクロアレイ解析で遺伝子全体の約３％（約 600

の遺伝子に相当）が shear stressに応答すること

を観察し、shear stressに反応するG蛋白受容体

ファミリーに属する未知の遺伝子をクローニング

した。また、流れで誘発される Ca2+反応に関わる

P2X4プリノセプターの発現が shear stressで抑

制を受けるが、これは転写因子 SP1が関連した転

写抑制に基づくことを明らかにした。 

さらに、遺伝子に対する shear stressの作用が

層流と乱流で異なることを明らかにした。線溶と

血管のリモデリングに関わるウロキナーゼ型のプ

ラスミノーゲン・アクチベータ（uPA）の遺伝子

の発現は層流で低下し、乱流で増加した。層流は

転写因子 GATA6 を活性化し転写を抑制するとと

もに mRNA の分解速度を速める効果が認められ

た。一方、乱流は転写には影響せず mRNA の安

定化を起こす作用が確認された。内皮細胞に留ま

らず肝細胞においても shear stressが遺伝子の発

現を調節する、すなわち shear stressは転写因子

Sp1と Ets-1を介して PAI-1（PA阻害因子）の遺

伝子の転写を活性化することが示された。また、

最近我々が開発したシリコンチューブ型の流れ負

荷装置による shear stressと cyclic stretchの同

時負荷と各々の単独負荷を行った実験では、内皮

遺伝子の応答が異なることを観察した。NO 合成

酵素（eNOS）の発現が shear stressにより増大

するが、血管を収縮させる生理活性物質である

ET-1の発現は減少した。一方、cyclic stretch に

より、ET-1の発現は増大し、eNOSの発現には影

響が無いことが示された。 
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3．血行力学因子による細胞の分化誘導 

ヒトの末梢血を流れる内皮前駆細胞（EPCs）

が shear stressに反応して増殖能が増大し、分化

や管腔形成能が亢進することを観察した。さらに、

shear stressが EPCsにおいて動脈内皮のマーカ

ーである ephrinB2 の発現を増加させる反面、静

脈内皮マーカーである EphB4 の発現を抑制する

ことから、shear stressが内皮の動静脈分化にも

影響を及ぼすことを示した。 

また、shear stressや cyclic stretchがマウスの

胚性幹細胞（ES 細胞）の血管細胞への分化に及

ぼす影響も明らかにした。Shear stressは ES細

胞を血管内皮細胞へ分化誘導する効果があり、こ

の際に、血管内皮増殖因子受容体（VEGFR2）の

リガンド非依存性のリン酸化が関わっていること

を明らかにした。さらに、cyclic stretch刺激がマ

ウスの ES 細胞を血管平滑筋細胞へ分化誘導し、

その効果に血小板由来内皮増殖因子受容体

（PDGFR）のリガンド非依存性のリン酸化が関

わっていることを明らかにした。これらの知見を

応用し、ポリマーの管に ES 細胞を播種し拍動性

の shear stressを与えることで生体の血管に近い

組織を持つハイブリッドの人工血管の開発を行う

ことができた。また、shear stressが ES細胞に

おいて ephrinB2 の発現を増加させることから、

動脈内皮への分化を誘導する効果がり、その分子

機構に shear stressによるNotchシグナルの活性

化が関与していることを明らかにした。以上の結

果は初期胚の血管形成に及ぼす機械的な刺激の影

響を示唆する。 

 

４．メカノセンシングとメカノトランスダクション 

内皮細胞が shear stressを感知して、その情報

を細胞内部に伝達する機構に関して、セカンドメ

ッセンジャーである Ca2+を介する情報伝達経路

のあることを世界に先駆けて明らかにした。強い

機械的刺激（バルーンによる摩擦）は単独で内皮

細胞内に Ca2+上昇反応を起こすが、弱い機械的刺

激である shear stressは細胞外 ATPの存在を必

要とし、とくに ATP濃度が 500 nM付近で shear 

stress の強さに依存した Ca2+上昇反応の起こる

ことを発見した。この Ca2+反応は流速依存性に増

加する細胞膜への ATP の到達量の増加ではなく

機械的刺激である shear stressに依存することを

流れ負荷に使う灌流液の粘性を変える独自の実験

方法で確認した。さらに、この Ca2+反応が細胞の

辺縁の局所から開始し、Ca2+波として細胞全体に

伝搬して行くこと、この開始点はカベオリンが密

に分布する場所であることから、流れ刺激の情報

が細胞膜の陥入構造物であるカベオラから入力さ

れる可能性を示した。肺動脈内皮細胞に ATP 作

動性カチオンチャネルの P2X4が優勢的に発現し、

それが流れ刺激で起こる Ca2+ 流入に中心的な役

割を果たすこと、さらに P2X4 を介した Ca2+ 反

応に流れ刺激によって放出される ATP が関わる

ことを示した。P2X4 遺伝子の欠損マウスを作製

したところ、このマウスの内皮細胞では shear 

stressによる Ca2+ 流入反応が起こらず NO産生

が抑制されていた。このため血流増加による血管

拡張反応が障害され血圧が上昇していたと共に、

血流を変化させたときに生じる血管のリモデリン

グも障害を受けていた。このことから、P2X4 を

介する血流刺激の情報伝達は循環系の調節に個体

レベルで重要な役割を果たしていることが示され

た。 

Shear stress による内因性 ATP の放出反応に

細胞膜カベオラ・ラフトに存在する FoF1 ATP合

成酵素が関わっていることが判明した。最近、高

感度、高速で細胞外 ATP を画像化するシステム

を独自に構築し、単一細胞における ATP 放出反

応と Ca2+反応を観察した所、shear stressによる

ATP 放出と Ca2+波の発火は同一局所のカベオラ

膜で起こることが観察された。さらに、ミトコン

ドリアを標識する蛍光共鳴エネルギー移動
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（FRET）ベースの ATPバイオセンサーを用いて

ライブイメージングしたところ、shear stressの

大きさに依存してミトコンドリアの ATP 濃度が

増大した。ミトコンドリアの ATP 産生は電子伝

達系と ATP 合成酵素の阻害剤で抑制されたこと

から、shear stressが電子伝達系、酸化的リン酸

化を介してミトコンドリアで ATP を産生するこ

とが示された。さらに、カベオラの構造を保つタ

ンパクである caveolin-1の発現をノックアウトす

ると、ミトコンドリア ATP 産生が抑制された。

さらに、ミトコンドリア ATP産生は shear stress

によるATP放出とそれに引き続くP2X4を介した

Ca2+シグナリングを惹起していることが確認さ

れた。以上の結果は力学的刺激である shear 

stressがミトコンドリア電子伝達系および、カベ

オラを介したバイオエナジェティクスに重要な役

割を果たす機構を明らかにした。 

そこで、細胞形質膜におけるメカノレスポンス

に着目した検討を行ったところ、shear stressに

より細胞膜の脂質の配向性（lipid order）が減少

し、流動性が増加した一方、stretch刺激では lipid 

order が増大し、流動性が減少する結果が得られ

た。この変化は人工脂質二分子膜で構成された巨

大リポソームでも同様であったことから、物理現

象であることが示された。さらに、shear stress

により VEGFR2が、stretchにより PDGFRがリ

ン酸化するが、細胞にコレステロールを添加して

shear stressによる lipid orderの変化を減少させ

ると shear stressによる VEGFR2のリン酸化が

有意に抑制され、膜コレステロールを除去する働

きのある methyl--cyclodextrin (MCD)の作用

により stretchによる lipid orderの変化を減少さ

せると、stretch による PDGFR のリン酸化が抑

制された。これらの結果から、内皮細胞形質膜自

体が shear stressと stretchという異なる種類の

力学的刺激を区別して感知してそれらの情報を細

胞内に伝達するメカノセンサーとして働く可能性

を示した。 
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沿革と組織の概要 

当教室は、生体物理医学専攻医用生体工学講座

の一教室で、医学部三号館別棟 2, 3, 6階にその研

究室がある。2010年にスタートした研究室であり、

2018 年度末現在、博士研究員 1 名、博士課程学

生 11名、修士課程学生 4名、学術支援専門職員 1

名が在籍している。当研究室では、「化学に基づき、

新しい機能を持った光機能性分子を創出する」こ

とを目指し、化学・生物・医学の融合分野である

ケミカルバイオロジーやケミカルメディスンの研

究を進めている。 

 

教育 

講義は、医学部 M1 学生向け医用工学基礎論、

医科学修士課程学生向けの医科学概論Ⅲ医用工学

（蛍光イメージング）、大学院学生向けの医学共通

講義Ⅵ 医用生体工学入門の一部を担当した。 

 

研究 

当研究室では、各種蛍光イメージングプローブ

の開発とその生物・医療応用を目指し研究を行っ

ている。2018年度においては、我々が確立した光

吸収・蛍光制御原理に則り、酵素活性イメージン

グプローブ、抗酸化物質検出蛍光プローブの開発、

さらにこれまでに開発したがんイメージングプロ

ーブの応用を行った。 

酵素活性イメージングプローブとしては、以前

開発した「-ガラクトシダーゼとの反応により、

蛍光性と細胞内滞留性を同時に獲得する緑色蛍光

プローブ SPiDER-Gal」を赤色化したプローブ

SPiDER-Red-Gal を新たに設計・開発した。本

プローブは、生命科学研究で多用されている GFP

と分離可能な蛍光特性を有するため、GFPとの同

時観察が可能であり、さらにショウジョウバエ組

織やマウス組織における LacZ 発現細胞（-ガラ

クトシダーゼ発現細胞）を１細胞レベルで染色・

可視化できることも示した（出版物 1）。本成果は、

学内の研究室との共同研究成果である。 

抗酸化物質検出蛍光プローブとしては、細胞内

活性イオウ種（Reactive Sulfur Species: RSS）の

一種で、強力な求核剤・還元剤として近年注目さ

れているパースルフィド（Cys-SSH や GSSHな

ど）に対して可逆的に応答する蛍光プローブ

QS10 を開発した。本プローブは、シリルローダ

ミン SiR650 のキサンテン環９位へのパースルフ

ィドの求核付加・解離を原理としており、さらに

ローダミン TMR との FRET ペアとすることで、

生きた細胞内におけるパースルフィド濃度変動を
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定量的かつリアルタイムに観察できることを示し

た（出版物 2）。 

また、これまでに乳がんをはじめとする種々の

がんを可視化するプローブとして機能することが

見出されてきた、-glutamyl transferase（GGT）

活性検出蛍光プローブ gGlu-HMRG を用いた更

なる応用を行った。まず、大腸がんリンパ節転移

モデルマウスに適用したところ、原発巣は GGT

活性が低いのに対し、転移巣では GGT 活性が亢

進していることを見出した。種々検討を行った結

果、低酸素・低栄養条件により GGT 発現が誘導

されることを見出し、gGlu-HMRGを用いて転移

巣を選択的に可視化できる可能性を示した（出版

物 3）。また、虎ノ門病院病理部との共同研究にお

いて、甲状腺がんの新鮮臨床検体に gGlu-HMRG

を適用し、甲状腺乳頭癌の描出が可能であること

を示した（出版物 4）。 

さらに、食道扁平上皮がんの可視化に有効であ

ることをこれまでに示した Dipeptidylpeptidase 

IV（DPPIV）活性検出蛍光プローブ EP-HMRG

が、頭頸部扁平上皮がんの描出にも有効であるこ

とを、北海道大学消化器内科との共同研究で示し

た（出版物 5）。 

その他、学内外の研究者との共同研究を多数実

施した（出版物 6-9）。 
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生体機能制御学 
 

講師 

磯山 隆 

 

ホームページ http://www.bme.gr.jp/ 

 

 

沿革と組織の概要 

1963 年、東京大学医学部内に我が国で最初の

医工学研究機関として医用電子研究施設が設立さ

れた。翌 1964年、ME（Medical engineering医

用工学）診断治療技術の先鋭的研究開発拠点とし

て医用電子研究施設臨床医学電子部門がスタート

した。1997 年、大学院重点化に伴い、医学部附

属医用電子研究施設臨床医学電子部門は、大学院

医学系研究科生体物理医学専攻医用生体工学講座

生体機能制御学分野となり現在に至る。 

生体機能制御学分野の現在の構成員は、講師 1、

大学院生 1、技術専門員 1、学術支援職員 1 であ

る。当研究室は、臨床医学に関連した医用工学領

域の学際研究を行っているために、学部の枠を越

えて内外の多くの研究室と共同研究を行ってい

る。 

 

教育 

医学部医学科の 1 年生に対しては、専門科目

「医用工学基礎論」を、生体情報学分野、システ

ム生理学分野および疾患生命工学センター再生医

療工学部門の教員と分担して担当しており、当研

究室は、ME 診断治療技術の基礎、特に学部を卒

業して臨床医となったときに最低限必要な電気の

知識を含めたME機器の原理と安全、および現代

の医療に必要不可欠となっている人工臓器に関す

る総論の講義を行っている。また、フリークォー

ターで学部学生数名を引き受け、もの作りをキー

ワードに医用工学に関する実地教育を行っている。

これ以外にも、学生は自由に出入り可能である。 

大学院博士課程に対しては、医学共通講義の

「医用生体工学入門」を、同様に生体情報学分野、

システム生理学分野および疾患生命工学センター

再生医療工学部門と分担して行っており、当研究

室は、先端ME診断治療技術の研究と開発に関す

る講義を行っている。医科学修士課程に対しては、

講義「人工臓器」を担当しており、最先端の研究

も含めた人工臓器の総合的な講義を行っている。 

当研究室の大学院生に対する研究教育指導は、

オンザジョブトレーニングを主とした実地指導で

あり、日常研究の遂行の中で教育指導を行ってい

る。特に、大型動物（ヤギ）を用いた人工心臓の

慢性動物実験を通して、大型実験動物の術前管理、

術前処置、麻酔、手術、術後管理、術後処置、感

染対策、データ採取方法、データ処理方法、病理

解剖、組織標本作製、動物実験倫理などを学び、

実験動物の状態や対処方法に関して自ら考え実行

する力を養う。修士課程の学生には、研究室のメ

インテーマである人工臓器に関連した研究を中心

として、ある程度的を絞った研究テーマを選択し

て遂行するように教育指導を行っている。また、

博士課程の学生は、人工臓器の研究開発に縛られ

ることなく、先端ME診断治療技術の広い領域を

カバーして自由な発想で自ら研究テーマを見出し、

自ら研究のための機器を創造し、自らそれを設計

製作し、自ら研究を遂行できるように教育指導を
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行っている。 

スタッフ全員と学生は連絡ゼミおよび研究ゼミ

に参加する義務を有する。研究ゼミでは、研究内

容や研究計画に関する詳細な討論、新しい技術や

情報の紹介等を行っており、外部研究者の参加も

可能である。 

 

研究 

研究分野は先端ME診断治療技術であり、人工

臓器（人工心臓、補助循環、人工肺、人工弁、ハ

イブリッド人工臓器、バイオ人工臓器、他）の研

究と開発を中心として、種々の新しいME診断治

療技術の研究と開発を行っている。ME 診断治療

技術は、科学技術の進歩に伴い常に進歩しなけれ

ばならない重要な技術であり、特に近年は、コン

ピューター技術の画期的な進歩により急速に発展

している分野である。 

人工臓器研究の中でも人工心臓の研究は、東京

大学が世界のパイオニアとして 50 年以上の歴史

を持っており、当研究室を中心として学内外の多

くの研究者が参加して研究チームを組み精力的に

研究と開発を推進している。人工心臓には、心臓

を切除して置換する完全人工心臓 Total artificial 

heart と、心臓に装着してポンプ機能を補助する

補助人工心臓 Ventricular assist deviceとがある。

東京大学人工心臓研究チームは、完全人工心臓を

中心として総合的な研究と開発を行っている。そ

の内容は血液ポンプ、駆動機構、カニューレ、医

用材料、センサー、制御回路、制御アルゴリズム、

経皮的ワイヤレスエネルギー伝送システム、経皮

的ワイヤレス情報通信、数値流体解析、解剖学的

適合性、組織適合性、血液適合性、循環生理や病

態生理の研究など多岐に渡る。 

ハードウエアに関しては、最新型の螺旋流ポン

プを用いた完全人工心臓（螺旋流完全人工心臓）

の完成度が向上し、慢性動物実験が遂行できるレ

ベルに達している。螺旋流ポンプは、完全人工心

臓の小型高性能化と優れた耐久性を両立するため

に、2005 年当研究室で発明された新しい原理の

連続流ポンプであり、動圧軸受けを用いて血液を

潤滑液としてインペラーが非接触で浮上回転する

ポンプである。現在までに、螺旋流完全人工心臓

のヤギへの埋め込み実験で100日の生存を達成し

ている。螺旋流完全人工心臓は、自然心臓の最高

性能に迫る性能を実現しており、拍動流での駆動

も可能であるため、従来の波動ポンプを用いた完

全人工心臓（波動型完全人工心臓）の後継機種と

して、精力的に研究と開発を進めている。 

完全人工心臓の場合、時々刻々と変化する必要

心拍出量をどのように判断し、駆出するかという

生理的血流量制御が非常に重要である。生理的血

流量制御法としては、コンダクタンス（1/R：末

梢血管抵抗の逆数）並列回路モデルを用いて作成

した 1/R制御がある。1/R制御は、当研究室にお

いて、長い年月をかけて慢性動物実験により開発

された生理的血流量制御法である。1/R 制御では、

中心静脈圧の上昇、軽度の貧血、甲状腺ホルモン

の低下などそれまでの完全人工心臓動物に特有に

見られた病態が生じず、また自然心臓のごとく代

謝に応じて自動的に心拍出量が変動する。1/R 制

御は、空気圧駆動方式の完全人工心臓で最長 532

日の実績がある。この記録は、完全人工心臓の動

物実験としては現在でも世界最長生存記録とな

る。 

日本人のような小柄な体格の人にも適用可能な

小型高性能な完全人工心臓を開発する上で、性能、

効率および耐久性のいずれを考慮しても連続流ポ

ンプの使用は必須となるが、連続流ポンプを用い

た場合、どの程度の拍動流が必要とされるかは重

要な研究課題である。また、1/R 制御を連続流ポ

ンプベースの完全人工心臓に適応するには種々の

パラメーター変換が必要である。1/R 制御を波動

型完全人工心臓および螺旋流完全人工心臓に移植

する研究において、ハードウエアの制御系と生体
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の制御系との時定数が合わないことに起因する制

御の発散がまれに発生するという問題点が明らか

になり、現在新しい制御方法の開発を行っている。

現在までに、1/R 制御関数を簡略化して、動脈圧

および静脈圧の変動をベースとした関数（ΔP 制

御）にすることにより制御の発散が起こらないこ

とが分かってきた。また、無拍動流完全人工心臓

の研究から、1/R 制御下では、拍動流から無拍動

流に切り換えても実験動物の一般状態、臓器機能

や循環動態に変化は無いが、無拍動流では心房の

サッキングが発生し易いため、生理的な循環動態

を維持するためには、ある程度の拍動流が必要で

あることがわかってきた。 

材料の研究では、生体材料と人工材料のよい点

を兼ね備えた材料を開発するために、生体材料と

人工材料のハイブリッド化技術の研究を行ってい

る。一般的に生体材料は強度が不十分であるため

に、ある程度の強度を必要とする人工臓器のパー

ツとして使用するのは困難である。これを克服す

る方法として、強度と耐久性を兼ね備えた人工材

料と生体適合性に優れた生体材料をハイブリッド

化させて人工臓器のパーツを作製するインサート

モールド法を開発した。現在、この方法を用いて、

血栓の好発部位である補助人工心臓用心尖脱血カ

ニューレの先端部コンジットを開発中である。こ

のコンジットは、核となる人工材料を型に入れ、

ヤギの皮下に埋め込んでおくと、生体組織侵入用

の穴を通して型の中に生体組織が侵入し、型の形

状通りにハイブリッドコンジットができる。一定

期間後に摘出し、脱細胞処理を施してから、凍結

乾燥し、滅菌処理をして使用する。この方法は、

植え込み型人工臓器の様々なパーツ製作に応用で

きるため、生体適合性に優れた新しい材料の製作

方法として期待している。 

新しい医療機器としては、バッテリー駆動によ

るウェアラブルタイプの肺移植待機患者用ブリッ

ジデバイスの研究開発を開始した。これは、人工

心臓の血液ポンプを応用して、膜型人工肺を灌流

することで、将来在宅での使用も可能なシステム

を開発するものである。現在、数ヶ月使用できる

システムを開発するために、完全人工心臓用とし

てこれまで開発を進めてきた螺旋流ポンプの左心

側をベースとして研究開発すると同時に、より高

負荷用途のシーケンシャルフローポンプの開発も

継続する。シーケンシャルフローポンプは、

2013 年に当研究室で発明された特殊な遠心ポン

プであり、一枚のインペラーで流体に２回遠心力

を負荷するため、一般的な遠心ポンプよりも高い

駆出圧を実現する。それにより一般的な遠心ポン

プよりもインペラーの回転数を低減できるため、

血液に対するシアストレスを低く抑えることが出

来る。また、シーケンシャルフローポンプは入出

力ポートの配置が一般的な遠心ポンプとは逆にな

っているため、人工肺と血液ポンプの一体化が容

易であり、装置の小型化を実現できると期待して

いる。 

 

出版物等 
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教授 
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助教 

若林朋子 

桑原知樹 

山田 薫 

 

 

沿革と組織の概要 

 神経病理学は、神経疾患の病因・病態解明の基

礎的側面と、神経病理診断学・治療法開発への貢

献などの臨床的側面を合わせ持つ疾患科学として、

時代に即応した発展を遂げてきた。本分野の前身

である脳研究施設・脳病理学部門の初代教授・白

木博次博士は本邦の臨床神経病理学の礎を築き、

第二代教授の山本達也博士は脳炎の実験病理学の

分野を拓いた。第三代教授の朝長正徳博士は現代

的な神経病理形態学を基礎として老年性神経疾患

の研究を推進し、第四代教授の井原康夫博士はア

ルツハイマー病の病理生化学の分野において世界

トップレベルの研究を推進するとともに、本邦の

アルツハイマー病研究を世界水準に育成した。平

成１９年４月より、第五代教授として、岩坪威が

神経変性疾患、とくに脳の老化過程と密接な関係

を有するアルツハイマー病、パーキンソン病や筋

萎縮性側索硬化症などを主な研究対象とし、その

発症機構の解明と、病態に即した根本的治療法の

創出を目標として研究活動を開始している。 

 

教 育 

当教室では、医学科３年生の病理学総論の一部

を分担するとともに、修士課程の神経病理学講義、

フリークォーター、大学院講義などを担当してい

る。また MD 研究者養成プログラム生を含む多数

の学部生に研究を指導している。 

 

研 究 

1. アルツハイマー脳におけるβアミロイド蓄積機

構に関する研究 

 アミロイドβペプチド（Aβ）からなるアミロ

イドの蓄積は、アルツハイマー脳に必発の老人斑

などの特徴的病理変化を形成する。Aβの前駆体

である APP 遺伝子変異が、APP 蛋白の代謝を A

βの蓄積を促進する方向に変化させ、家族性アル

ツハイマー病の発症に至るという知見を考え合わ

せると、Aβ蓄積はアルツハイマー病の結果であ

るのみならず、原因にも深く関連した病変と解釈

できる。Aβはアミノ酸 40~42個からなる蛋白質

断片であり、APP からβ-secretase, γ-secretase

という２種類のプロテアーゼの作用によって切り

出される。当研究室では、カルボキシ末端が 2残

基長く、蓄積性の高い Aβ42 分子種がアルツハイ

マー脳において最初期から優先的に蓄積する分子

種であることを免疫組織化学的に実証して以来、

患者脳、トランスジェニックマウス脳などを対象

にアミロイド蓄積過程、神経細胞脱落過程などを

病理学的に検討している。また Aβの C末端を形

成するγ-secretase と次項で述べるプレセニリン

の関係についても研究している。神経活動とアミ

ロイド蓄積の関係については、光遺伝学を用いた

実験系を確立した。 
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2. 家族性アルツハイマー病病因遺伝子プレセニリ

ンに関する研究 

 アルツハイマー病の一部は、常染色体優性遺伝

を示す家族性アルツハイマー病（FAD）として

初老期に発症する。FAD の病因遺伝子が追求さ

れた結果、９回膜貫通型蛋白をコードするプレセ

ニリン遺伝子の点突然変異が、多くの AD 家系の

原因であることが明らかになった。当研究室では、

FAD 変異を有するプレセニリンが APP のγ

-cleavage に影響を与え、蓄積性の高い Aβ42 の

産生を亢進させることを明らかにし、アルツハイ

マー病発症における Aβ、ことに Aβ42 の重要

性を示すとともに、プレセニリンと APP, γ

-secretase の関連を指摘した。γ-cleavage の遂

行に関わる機能型プレセニリンは、他の必須結合

蛋白とともに高分子量の複合体を形成する。

APH-1 蛋白がγセクレターゼ複合体の安定化因

子、PEN-2 蛋白が活性化因子であることを解明

した。またγ-secretase の構造・活性相関に関す

る構造生化学的研究も推進してきた。 

 

3. アルツハイマー脳アミロイド非β蛋白成分

CLAC に関する研究 

 老人斑アミロイドの主成分は Aβであるが、他

にもいくつかの蛋白性構成成分が同定されてお

り、アミロイド線維の形成やアルツハイマー病発

症への関与が考えられている。アルツハイマー脳

アミロイドを抗原として作製したモノクローナ

ル抗体を手掛かりに、老人斑アミロイドを構成す

る 50/100 kDa 蛋白を分離し、構造を解析したと

ころ、細胞外部分に反復するコラーゲン様配列を

持つ新規の一回膜貫通型蛋白の細胞外部分から

な る こ と を 見 出 し 、 CLAC （ collagenous 

Alzheimer amyloid plaque component）ならび

に CLAC precursor（CLAC-P）と命名した。

CLAC がアミロイド形成過程の“elongation”過

程を抑制することを in vitro で実証するととも

に、CLAC-P の膜結合型コラーゲンとしての生

理機能について研究を進めている。CLAC-P ノ

ックアウトマウスを用いて、運動ニューロンの骨

格筋支配の発生における CLAC-P の役割につい

て研究を進めている。 

 

4. パーキンソン病の病因遺伝子機能に関する研

究：Lewy小体とその構成蛋白α-synuclein、な

らびに LRRK2 に関する研究 

 Lewy小体はパーキンソン病、ならびにアルツ

ハイマー病についで頻度の高い変性型認知症で

ある Lewy 小体型痴呆症（DLB）の変性神経細

胞に形成される封入体であり、これらの疾患にお

ける神経変性の鍵を握る構造と考えられている。

当研究室では DLB 脳から Lewy小体を単離精製

する方法を確立し、精製 Lewy小体を抗原として

モノクローナル抗体を作製することにより、その

主要構成成分としてα-synuclein を同定した。α

-synuclein は優性遺伝型家族性パーキンソン病

の病因遺伝子であることが同時期に解明され、現

在α-synuclein の異常蓄積は孤発例を含むパー

キンソン病、DLB の細胞変性に広く重要な役割

を果たすものと認識されている。DLB 脳に蓄積

したα-synuclein を精製分離し、蛋白化学的に解

析するという病理生化学的アプローチにより、蓄

積α-synuclein は特定のセリン残基において高

度のリン酸化を受けていることを明らかにした。

この発見は、アルツハイマー病におけるタウに続

いて、パーキンソン病とその類縁疾患においても

蛋白質過剰リン酸化が神経変性に重要な役割を

果たしていることを実証した。また新規の家族性

パーキンソン病病因遺伝子 LRRK2 の機能解析

を推進し、最近 LRRK2 のキナーゼとしての基質

Rab8,10 などを同定し、リソソームの恒常性維持

機構における役割を解明した。 

 

5. アルツハイマー病治療薬開発のためのサロゲー

トバイオマーカー同定のための大規模臨床研究 

 γセクレターゼ阻害薬、Ａβ免疫療法などのア
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ルツハイマー病根本治療法の実現、すなわち臨床

治験の成功を導くためには、アルツハイマー病の

発症過程を反映する画像、体液等のバイオマーカ

ーを確立することが必須である。 Japanese 

ADNI 臨床研究（J-ADNI）の主任研究者として

2008 年度より本格的な臨床研究の指揮をとって

いる。J-ADNI は 537例の臨床・画像・バイオマ

ーカーデータを収集し、データベースは科学技術

振興機構 NBDC より公開、活用されている。最

近米国 ADNI との比較検討により、MCI due to 

AD の人種を越えた共通性を実証し、グローバル

AD 治験の実現可能性を支持する知見を広めた。 
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沿革と組織の概要 

神経生化学教室は、平成 13 年から平成 15 年に

かけて、大きく変貌を遂げた。平成 13 年 3 月末

には、2 代目教室主任であった芳賀達也教授が定

年退官し、同 4 月に学習院大学理学部教授・生命

科学研究所所長に就任した。これに伴い、教室の

大半が東大医学部（本郷キャンパス）より目白の

学習院大学へ異動した。代わって、平成 15 年 1

月より 3 代目教室主任として尾藤晴彦助教授が、

京都大学医学研究科より着任した。平成 15 年度

より新教室の整備が進み、脳神経医学専攻におけ

る先端研究および専門教育の一端を担う体制を確

立するとともに、これまでに 21 世紀 COE「脳神

経医学の融合的研究拠点」や GCOE「疾患のケミ

カルバイオロジー教育研究拠点」の事業をも担当

してきた。平成 30 年 5 月 1 日現在の教室構成員

は、教授 1（尾藤晴彦）、助教 2（藤井哉、坂本雅

行）、専門技術職員 1（岡村理子）、特任助教 2、

研究員 3、大学院生 6、医学部生 1 である。 

 

教育 

本教室は、医学部生に対し、生化学・分子生物

学・代謝生理化学講義の一環として「神経生化学」

の授業を担当し、シナプス伝達・シナプス可塑性・

長期記憶の分子機構などについて講義している。

また、同様のテーマで、教養学部学生に対する脳

神経科学の講義の一部を担当している。 

脳神経医学専攻所属の大学院生に対しては、医

学共通講義「神経科学入門」を主催し、molecular 

and cellular neuroscience の最先端に関する知識

を体系的に学べるカリキュラムを整えている。 

神経生化学教室に所属する大学院生の教育の主

要部分は、毎日の実験・ディスカッション・（随時

行う）教室内発表を通じて行っている。定例発表

会として、週 2 回の論文抄読会ならびに毎週のプ

ログレスリポートを設けている。 

さらに、神経生化学セミナーを毎月開催し、脳

神経科学の最先端の研究成果を、世界各国の第一

線の研究者自身により直接発表してもらう機会を

設けている。また、オックスフォード大学、スタ

ンフォード大学、エジンバラ大学、マックスプラ

ンク研究所、ジョンズホプキンス大学、ハーバー

ド大学、トロント大学などと国際共同研究を進め

ており、内外研究拠点との交流を積極的に推進し

ている。 

 

研究 

神経回路は、神経細胞の結合と機能的なシステ

ム形成のための厳格な「設計図」と、個体ごとに

内部・外部の環境変化に刻一刻と対応しその経験

を蓄積できる「適応性・学習能力」という、「剛」

と「柔」の性質を併せ持つ。特に後者の特性は、
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シナプスにおける電気的シグナルと化学的シグナ

ルの絡み合いから成り立っている。本研究室では、

その一つ一つの素過程を同定し、そのダイナミク

スを明らかにすることを通じ、脳の作動原理を明

らかにしたいと考えている。 

脳は 1000 億個の細胞から構成され、個体の生

存と種の繁栄のための営為を調節する最重要器官

である。脳の活動は、神経回路を構成するニュー

ロン間の情報受け渡しにコードされている。ニュ

ーロン自身は決して受動的な細胞でなく、ニュー

ロン活動の結果、細胞内シグナル経路を活性化し、

特定遺伝子産物を誘導し、その結果として神経伝

達物質放出過程や神経伝達物質受容体の機能修飾

を短長期的に行う可塑的な性質を有している。 

1 個のニューロンには数万個のシナプスがあり、

各々独立した入力を受ける。独立した数万個の入

力が一つの神経核の遺伝子発現をどのように調節

制御するのか（many-to-one problem）。また一つ

の神経核で転写された transcript の情報が、どの

ように再分配されて最終的に各シナプスへ伝達さ

れるのか（one-to-many problem）。またこのよう

な情報変換を過不足なく実行可能な神経回路形

成・シナプス形成を支配するルールは何か。 

これらの根本的な神経科学の諸問題を解き明か

すため、ここ数年来、グルタミン酸光融解法を用

いた局所刺激法、遺伝子発現イメージング、単一

シナプス蛋白相互作用解析などの新規解析手法を

独自に開発しており、単一ニューロン生化学から

単一シナプス生化学への脱皮を目指し、新規技術

開発に努めている。その一方で、同定した素過程

の in vivo 個体における機能解析にも取り組んで

いる。 

具体的には現在、当教室では、 

1) 長期記憶の成立に関与する転写因子 CREB

の分子制御機構やシナプスから核へと核か

らシナプスへのシグナリングに関する研究、 

2) 神経回路形成・シナプス形成を制御する分

子機構に関する研究、 

3) 神経活動依存的アクチン細胞骨格制御・調

節機構に関する研究 

を中心に研究活動を推進している。 

 

1) 長期記憶の成立に関与する転写因子 CREB

の分子制御機構やシナプスから核へと核からシナ

プスへのシグナリングに関する研究 

長期記憶が成立するためには、シナプス伝達の

場である樹状突起スパインにおけるシグナル伝達

効率の上昇が持続的に維持されることが必須と考

えられている。その分子機構として着目されてい

るものの一つは、転写因子 CREB を介したシナプ

ス活動依存的遺伝子発現上昇に伴う入力特異的シ

ナプス修飾である。CREB の関与はアメフラシか

らマウス・ラットに至る多くの動物種において確

認されている、しかしながら、その本当の意義、

すなわち、転写因子として生理的下流標的遺伝子

群やシナプス活動依存的活性制御機構については、

詳細はまだ明らかになっていない（Okuno and 

Bito, AfCS/Nature Molecule Page 2006）。 

我々は、これまで、CaMKK-CaMKIV カスケ

ードが興奮性海馬 CA1 錐体細胞における主要な

活動依存的 CREB リン酸化経路であり、シナプス

長期可塑性の発現に必要であることを世界に先駆

けて示し、同時に CREB のリン酸化そのものより

も CREB リン酸化の持続性が神経活動パターン

によって制御されることが下流の遺伝子発現に必

須であることを証明した（Bito et al., Cell 1996; 

Deisseroth, Bito et al., Neuron, 1996; Bito et al., 

Curr. Opin. Neurobiol., 1997; Bito, Cell 

Calcium 1998；Redondo et al., J. Neurosci. 2010）。

さらに、NMDA 受容体ならびにカルシウム電位

依存性カルシウムチャンネルの中でも L型カルシ

ウムチャンネル活性化が、CaMKIV活性化による

CREB リン酸化に重要であることを解明した

（Mermelstein, Bito et al., J. Neurosci., 2000）。 
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CREB リン酸化の持続こそが活動依存的シグ

ナルであることを示す事例として、小脳顆粒細胞

のカルシウム依存的生存が上げられる。CaMKIV

は小脳顆粒細胞において非常に強く発現している

が、長らくその意義は不明であった。フランス

Strasbourg 大 Loeffler 研究室からの派遣留学生

Violaine See との協同研究により、CaMKIV活性

の維持による核内リン酸化 CREB 量の保持が小

脳顆粒細胞の生存にとって必須であることが明ら

かになった（See et al., FASEB J. 2001）。 

 

このようなデータにより、CaMKIV による

CREB リン酸化制御が、海馬錐体細胞における長

期可塑性の発現以外にも、数多くの生理的意義を

有していることを初めて明らかにしたものである。

ほぼ同時期に、一部の遺伝性変性疾患の病因にお

ける CREB 転写阻害の重要性が示されたことも

あり、本発見は、CaMKIV による CREB リン酸

化機構が、生存制御により脳高次機能を司る神経

回路網の長期的維持にも関与している可能性を示

唆するものである（図 1）（Bito and Takemoto-

Kimura, Cell Calcium 2003）。また、CREB のコ

アクチベーターである CRTC1 についても解析を

進め、活動依存的な核移行のメカニズムとしての

リン酸化・脱リン酸化経路を同定し、CRTC1 が

CREB 依存的転写活性および扁桃体において場

所依存的恐怖記憶に関わることを明らかにした

（Nonaka et al., Neuron 2014）。 

 

一方、CREB転写に限らず、神経活動依存的に

転写制御される生理的標的遺伝子の同定および機

能解析が遅れている。我々は、可塑的シナプス活

動により効率よく誘導される機能未知蛋白である

Arc に焦点をしぼり、その神経活動依存的、シナ

プス入力特異的誘導の分子機序ならびに蛋白機能

の解明を進めている（Okuno et al. Cell 2012）。 

最近の大きな成果は、シナプス活動が神経回路に

おける遺伝子発現スイッチをオンにするゲノム上の

配列「 SARE （ Synaptic Activity-Responsive 

Element）」を発見したことである。SARE は、わ

ずか 100塩基の中に、これまでそれぞれ全く別の

役割を持つと考えられていた 3種類の活動依存的

転写因子（CREB, MEF2, SRF）を結合させるユ

ニークな配列であり、脳が受け取る多様なシグナ

ルを統合し長期記憶を制御していると考えられる

（Kawashima et al., PNAS 2009; Kim et al., 

Nature 2010; Inoue et al., Commun. Integr. Biol. 

2010）。SARE の発見を端緒に、まさに貯蔵され

つつある長期記憶の痕跡をリアルタイムに可視化

する研究戦略が実現可能となった（Kawashima 

et al., Nat. Methods 2013）。 

さらに、当教室で蓄積のある CaMKK-CaMKIV

シグナル伝達の研究を応用した可視化技術として、

合理的な分子デザインにより単一活動電位の検出

が可能である高感度赤色 Ca2+インディケーター

R-CaMP2 の開発に成功した（Inoue et al., 2015）。

従来用いられてきた緑色 Ca2+インディケーター

G-CaMP と組み合わせることで、興奮性細胞と抑

制性細胞の活動の違いをマウス大脳体性感覚野に

おいて明らかにした（Inoue et al., Nat. Methods 

2015） 

記憶のメカニズムの全貌解明に向けて今後とも

全力投球する所存である。 

図 1：CaMKシグナルの神経生存における役割の模式図
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2) 神経回路形成・シナプス形成を制御する分子

機構に関する研究 

シナプス伝達受容は、シナプス後肥厚部に存在

する神経伝達物質受容体とその受容体に結合して

共役する受容体複合体により決定される。神経伝

達物質受容体分子にはイオン透過型のものと、代

謝共役型のものがあり、いずれも足場蛋白を介し

たシグナル蛋白複合体と共役にしていることが近

年明らかになってきている。 

我々は、興奮性伝達の主要な伝達物質であるグ

ルタミン酸受容体のひとつである NMDA 受容体

の足場蛋白である PSD-95蛋白に低分子量Ｇ蛋白

Rho 関連蛋白 Citron が結合することを見出し、

シナプス膜の神経伝達物質受容体とアクチン細胞

骨格を制御する Rho シグナル伝達系の間の密接

な連関 を示唆す る初めて の証拠 を得た

（ Furuyashiki et al., J. Neurosci., 1999；

Shiraishi et al., J. Neurosci., 1999）。 

一方、われわれは、形態的に最も単純な神経細

胞である小脳顆粒細胞に着目して、まず極性が生

じ、2本の軸索がまず伸展し始め、その後に細胞体

周辺に数多くの樹状突起が発生する過程を支配す

るシグナル経路の役割を探索した（図2）。 

 

 
図 2：小脳顆粒細胞の突起進展機構 

 

その結果、1）Rho/ROCK/LIMK 経路が最初の

突起形成のゲートとして働いており、その活性を

阻害すると軸索形成が一挙に促進され、成長円錐

ダイナミクスが亢進すること（Bito et al., Neuron,  

2000）、さらに 2）mDia1 は、Rho下流のアダプ

ター分子として軸索形成・突起伸展を促進させる

活性を有することが明らかになった（図 3）

（Arakawa et al., J. Cell Biol., 2003; Bito, J. 

Biochem. 2003; Yamana et al., Mol. Cell Biol. 

2006）。 

これらの結果、突起形成・軸索伸展からシナプ

スにおける神経伝達物質局在制御に至るまで、一

貫としてアクチン細胞骨格再編成が大きく寄与し、

特に Rho ファミリー低分子量 GTPase の下流に

ある複数のエフェクターの協調的制御が不可欠で

はないかということが示唆された。 

 

図 3：ROCKとmDia1の協調による突起伸展 

 

このような考え方を検証する目的で、PSD-95

の足場蛋白としての結合能を担う PDZ モチーフ

の結合親和性を特異的に低下させた変異体を成熟

神経細胞にて過剰発現させると、PSD-95 のクラ

スタリング不全とともに、スパイン形態成熟不全

が共存することが明らかとなった（Nonaka et al., 

J. Neurosci., 2006）。すなわち、morphogenesis

の分子機構・シナプス蛋白局在の stoichiometry・

スパイン成熟との間に、強い連関があることが確

認された。 

このような神経回路形成・シナプス形成に関わ

る遺伝子産物の機能障害が、ヒトの認知や脳高次

機能の破綻に関与していることが最近提唱されて

いる。従って、このような研究を推進し、得られ

た知見を基盤に一般原理が解明されれば、将来、

分化神経細胞を目的部位に移動させ、軸索伸展や
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シナプス形成を自在に促進させるという、生理的

分子機序に基づく機能的な神経回路再構築という

新たな治療戦略が期待できるかもしれない。 

3) 神経活動依存的アクチン細胞骨格制御・調節

機構に関する研究 

海馬錐体細胞の樹状突起スパインは、活動依存

的な形態可塑性を引き起こすことが知られている。 

我々は、GFP とアクチン分子の融合蛋白を作製し、

adenovirus を用いて神経細胞に導入し、この過程

で生じるアクチン細胞骨格の活動依存的再編成の

可視化に初めて成功した。GFP-actin imaging を

生きた初代培養海馬錐体細胞で行った結果、a)ア

クチン細胞骨格に動的な成分と静的な成分が共存

すること、b)一定の条件下でスパインや細胞体辺

縁膜へのアクチンの集積が神経活動依存的に引き

起こされること、c)スパインへのアクチン移行は

NMDA 受容体依存的カルシウム流入により、ま

た細胞体辺縁膜へのアクチン集積は、電位依存性

カルシウムチャンネルにより特異的に引き起こさ

れることを発見した（図４）（Furuyashiki et al., 

PNAS 2002）。 

 

図4：NMDA刺激依存的アクチン集積のスパインへの誘導の可視化 

 

上記の結果は、神経細胞骨格シグナリングが、

神経回路の発生途上あるいは発達後を問わず、重

要な役割を果しており、神経細胞の形態制御の時

空間的ダイナミクスが高次脳機能に大きく寄与し

ている可能性を強く裏付けるものである。 

我々は、現在 CaMK ファミリーの中のいくつ

かの分子種が、カルシウム流入の下流で神経アク

チン骨格制御に関与しているという可能性を追求

している。特に注目すべきは、膜挿入型の CaM

キナーゼである CLICK-III/CaMKIである。 

CLICK-III は、膜局在シグナルであるＣ末端

CAAX 配列により prenyl 化修飾を受ける結果、

Golgi 膜および形質膜へ局在化する。このように

脂質修飾を受け、膜移行を行う神経特異的キナー

ゼの存在を中枢神経系で発見したのは全く最初の

例である（Takemoto-Kimura et al., J. Biol. 

Chem. 2003）。 

CLICK-III は prenyl 化後に、さらにキナーゼ

活性依存的にパルミトイル化され、樹状突起ラフ

ト膜へ移行する。その結果、BDNF の下流で制御

される大脳皮質細胞の樹状突起形成・伸展の重要

な制御キナーゼであることを最近見出した（図５）

（Takemoto-Kimura et al., Neuron 2007）。 

 

図5：CLICK-IIIノックダウン細胞で観察される樹状突起形成異常 

 

興味深いことに、類似の機構が軸索伸展制御に

おいても見出されている（Ageta-Ishihara et al., 

J. Neurosci. 2009）。また、膜挿入型 Ca2+インデ

ィケーターを用ることで、発達期皮質神経細胞の

神経突起の細胞膜近傍において、L型 Ca2+チャネ

ルを介した Spontaneous Regenerative Calcium 
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Transients（SRCaTs）を見出し、L型 Ca2+チャ

ネルが大脳皮質神経細胞の移動および神経突起形

成に重要な役割を果たすことを示した（Kamijo et 

al., J. Neurosci. 2018）。これらの知見は、神経細

胞において、膜やカルシウム動員箇所の近傍にお

けるカルシウム動態が、細胞内部位特異的に特定

のカルシウム・カルモデュリン依存性キナーゼを

活性化させ、excitation-transcription coupling の

みならず、 excitation-morphogenesis coupling

によっても、長期的に神経回路機能を調節すると

い う 新 た な 可能性 を示唆す る も の で あ る

（Takemoto-Kimura et al. Eur. J. Neurosci. 

2010）。 

細胞内カルシウム上昇によって活性化される複

数のシグナリング分子は、いかに協調して、多彩

な細胞応答を誘導するのか？我々は近年、複数の

シグナリング経路の活性化状態を、同時計測する

手法 dFOMA（dual FRET imaging with optical 

manipulation）を開発した。この dFOMA法と、

独自に開発を行った FRET probe を用いて、神経

細胞が様々な周波数の興奮性のシナプス入力を受

けた際の、CaMKII ならびに脱リン酸化酵素

（calcineurin）、及び、カルシウム濃度の変動を

同時計測した。その結果、各酵素固有の異なる特

性を組み合わせた情報処理の機構が示唆された

（Fujii et al., Cell Reports 2013）。 

 

今後の展望 

CREB-Arcシグナリング伝達機構の全貌解明と

機能解読とともに、活動依存的なアクチン細胞骨

格シグナリング機構の解明に向け、in vitro なら

びに in vivo レベルでの研究が急速に進展してい

る。活動依存的な転写や神経形態変化により、神

経ネットワーク機能の修飾がいかに行われるのか、

その分子機構と生理的意義を今後とも検討してい

きたい。これらの実験から、脳高次機能形成の根

本的な分子原理の一端を明らかにし、記憶障害・

認知症・精神疾患等の予防・進行阻害のための新

たな創薬標的探索の端緒となることを期待したい。 

 

教室員による出版物等 

（2018 年 1 月～2018 年 12 月） 
 

1, Okuno H, Minatohara K, Bito H. 

Inverse synaptic tagging: An inactive 

synapse-specific mechanism to capture 

activity-induced Arc/arg3.1 and to locally 

regulate spatial distribution of synaptic 

weights. 

Semin Cell Dev Biol. 2018 May;77:43-50. 

doi: 10.1016/j.semcdb.2017.09.025.  

2, Steward O, Matsudaira Yee K, Farris S, 

Pirbhoy PS, Worley P, Okamura K, Okuno 

H, Bito H. 

Delayed Degradation and Impaired 

Dendritic Delivery of Intron-Lacking 

EGFP-Arc/Arg3.1 mRNA in EGFP-Arc 

Transgenic Mice. 

Front Mol Neurosci. 2018 Jan 31;10:435. 

doi: 10.3389/fnmol.2017.00435. eCollection 

2017. 

3, Yamazaki H, Sasagawa Y, Yamamoto H, 

Bito H, Shirao T. 

CaMKIIβ is localized in dendritic spines as 

both drebrin-dependent and drebrin-

independent pools. 

J Neurochem. 2018 Jul;146(2):145-159. doi: 

10.1111/jnc.14449. 

4, Kamijo S, Ishii Y, Horigane SI, Suzuki K, 

Ohkura M, Nakai J, Fujii H, Takemoto-

Kimura S, Bito H. 

A Critical Neurodevelopmental Role for 

L-Type Voltage-Gated Calcium Channels in 

Neurite Extension and Radial Migration. 

J Neurosci. 2018 Jun 13;38(24):5551-5566. 

doi: 10.1523/JNEUROSCI.2357-17.2018. 

5, El-Boustani S, Ip JPK, Breton-Provencher 

V, Knott GW, Okuno H, Bito H, Sur M. 

Locally coordinated synaptic plasticity of 
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visual cortex neurons in vivo. 

Science. 2018 Jun 22;360(6395):1349-1354. 

doi: 10.1126/science.aao0862. 

6, Nishiguchi KM, Fujita K, Tokashiki N, 

Komamura H, Takemoto-Kimura S, Okuno 

H, Bito H, Nakazawa T. 

Retained Plasticity and Substantial 

Recovery of Rod-Mediated Visual Acuity at 

the Visual Cortex in Blind Adult Mice with 

Retinal Dystrophy. 

Mol Ther. 2018 Oct 3;26(10):2397-2406. doi: 

10.1016/j.ymthe.2018.07.012 

7, Benner S, Aoki Y, Watanabe T, Endo N, Abe 

O, Kuroda M, Kuwabara H, Kawakubo Y, 

Takao H, Kunimatsu A, Kasai K, Bito H, 

Kakeyama M, Yamasue H. 

Neurochemical evidence for differential 

effects of acute and repeated oxytocin 

administration. 

Mol Psychiatry. 2018 Sep 27. doi: 10.1038/

s41380-018-0249-4 

8, Sonoda K, Matsui T, Bito H, Ohki K. 

Astrocytes in the mouse visual cortex 

reliably respond to visual stimulation. 

Biochem Biophys Res Commun. 2018 Nov 

10;505(4):1216-1222. doi: 10.1016/j.bbrc.

2018.10.027. 

9, Attardo A, Lu J, Kawashima T, Okuno H, 

Fitzgerald JE, Bito H, Schnitzer MJ. 

Long-Term Consolidation of Ensemble 

Neural Plasticity Patterns in Hippocampal 

Area CA1. 

Cell Rep. 2018 Oct 16;25(3):640-650.e2. doi: 

10.1016/j.celrep.2018.09.064. 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.138, Oct. 2019 123 

 

こころの発達医学 
 

准教授 

金生由紀子 

助教 

江里口陽介、石井礼花、川久保友紀 

 

ホームページ http://childpsy.umin.jp/ 

 

 

沿革と組織の概要 

近年、子どものこころやこころの発達の問題が

増大し続けており、児童精神科医をはじめとする

専門家の不足とその育成の必要性が叫ばれてきた。

特に、諸外国と比べて児童精神医学の立ち遅れて

いる我が国の状況を考えると、研究を推進すると

共にそれに基づいて診療の質的向上を図れるよう

な人材の育成が強く求められている。このような

ニーズにこたえるため、2010 年 4 月に医学系研

究科脳神経医学専攻統合脳医学講座にこころの発

達医学分野が開設された。医学系で児童精神科医

が主任を務める児童精神医学教室としては我が国

で最初と言える。精神神経科小児部、さらに 2005

年 4月からはこころの発達診療部として診療と臨

床家の育成に加えて臨床に根ざした研究を積み重

ねてきた実績を踏まえつつ、新たな活動を展開し

ている。教員はこころの発達診療部も兼務してそ

の運営の中心となっており、こころの発達診療部

が臨床研究のフィールドとしての機能も発揮する

ようにしている。  

 

教育 

2018 年度には 6 名の博士課程大学院生が在籍

して、その研究指導を担当した。通年での児童精

神医学レクチャ、ケースカンファレンス、ジャー

ナルクラブを含めた教育プログラムのさらなる充

実を図りつつ実施した。 

 

研究 

自閉スペクトラム症（ASD）、注意欠如・多動

症（ADHD）、重症なチック症であるトゥレット

症候群、児童思春期強迫症（OCD）を主な研究対

象としている。科学的な臨床評価に基づく精神・

行動指標の解析、神経心理、脳神経画像や遺伝子

など多面的なアプローチを統合して脳とこころの

発達における問題に取り組んでいる。このような

統合的な手法を活用して薬物療法や療育などの治

療法に関する研究も行っている。 

2018 年度に実施した主な研究プロジェクトは

以下の通りである。 

・トゥレット症候群、児童思春期 OCD の疫学、

臨床評価、神経心理、遺伝要因、認知行動療法

の検討 

トゥレット症候群、児童思春期 OCD における

チック、強迫症状、それらに先立つ衝動などを評

価して相互の関連を検討すると共に、それらの治

療や支援の実態を調査してガイドラインの改良を

行っている。成人後も重症なチックが持続する難

治性トゥレット症候群について、脳深部刺激治療

を実施している脳外科医などと一緒に多施設共同

研究も行っている。また、トゥレット症候群の神

経心理の検討、遺伝子解析、チックに対する包括
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的 行 動 介 入 （ Comprehensive Behavioral 

Intervention for Tics: CBIT）の予備的検証を行

っている。さらに、一般の幼児におけるチック及

び関連行動の調査を継続したり、チックの客観的

計測の開発を試みたりもしている。 

 

・ASD、ADHD、トゥレット症候群に関する

MRI、fMRI、NIRSを用いた脳画像解析 

ASD 成人における脳形態について両親の年齢

との関係から検討した。ADHD成人、トゥレット

症候群成人を対象にして遅延報酬課題を行って

fMRIで計測したデータを解析したりしている。 

 

・ASDの遺伝・環境要因の検討 

両親の年齢が ASD の発症に及ぼす影響に関す

る検討をしている。 

 

・ADHD に対するペアレントトレーニングの効  

果予測指標の開発 

ペアレントトレーニングが養育者および

ADHD 児のどのような側面に影響を及ぼすかの

検討も行っている。 

 

・ASD の療育及び集団認知行動療法の効果の検   

証 

ASD 幼児を対象にする療育の効果を検討して

いる。また、高機能 ASD 成人を対象にして実施

した集団認知行動療法の効果を検討している。 

 

・発達障害成人の臨床評価及び心理教育の検討 

発達障害が疑われる成人患者を対象に ASD や

ADHD の症状をはじめとして詳細な臨床評価を

行うと共にそれを踏まえて心理教育をする発達障

害検査入院プログラムで得られたデータの収集及

び解析を進めている。 

 

出版物等 
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Yamasue H. Computer-analyzed facial 

expression as a surrogate marker for 

autism spectrum social core symptoms. 

PLoS One. 2018; 13(1): e0190442. 

2. Yoshikawa A, Nishimura F, Inai A, Eriguchi 

Y, Nishioka M, Takaya A, Tochigi M, 
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Kasai K, Kakiuchi C. Novel rare variations 

in genes that regulate developmental 

change in N-methyl-d-aspartate receptor in 

patients with schizophrenia. Hum Genome 

Var. 2018; 5: 17056. 

3. Yoshikawa A, Nishimura F, Inai A, Eriguchi 

Y, Nishioka M, Takaya A, Tochigi M, 

Kawamura Y, Umekage T, Kato K, Sasaki T, 

Ohashi Y, Iwamoto K, Kasai K, Kakiuchi C. 

Mutations of the glycine cleavage system 

genes possibly affect the negative 

symptoms of schizophrenia through 

metabolomic profile changes. Psychiatry 

Clin Neurosci. 2018; 72(3): 168-179. 

4. Todokoro A, Tanaka SC, Kawakubo Y, 
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Kano Y, Ohtake F, Kasai K. Deficient 

neural activity subserving decision-making 

during reward waiting time in 

intertemporal choice in adult attention-

deficit hyperactivity disorder. Psychiatry 

Clin Neurosci. 2018; 72(8): 580-590. 
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Kawakubo Y, Kano Y, Nishimura Y, 

Ishii-Takahashi A, Ohtake F, Kasai K. 

Preliminary evidence of altered neural 

response during intertemporal choice of 

losses in adult attention-deficit hyper-

activity disorder. Sci Rep. 2018; 8(1): 6703. 

6. Sakakibara E, Takizawa R, Kawakubo Y, 

Kuwabara H, Kono T, Hamada K, Okuhata 
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twin study using near-infrared spectroscopy. 

Brain Behav. 2018; 8(6): e00980. 
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Kono T, Kaido T. Sensory phenomena and 
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syndrome following deep brain stimulation: 

Two case reports. J Clin Neurosci. 2018; 56: 
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H, von Polier G, Shook D, Muetzel R, 
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Psychol Psychiatry.  2018; 59(10): 1114-

1123. 
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明 ,野中舞子, 藤尾未由希,下山晴彦. 日本語
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沿革と組織の概要 

当教室は、わが国で最初の大学精神医学教室と

して 1886年に設立された。1960年代に始まる反

精神医学・学園紛争の影響によって、長く「外来」

「病棟」という 2派に分かれて臨床を行うという

歴史を経たが、1994年に一本化が実現し、再び臨

床・教育・研究においてわが国の精神医学をリー

ドする教室を目指し歩みはじめた。2008 年に外

来・病棟の診療統合後の入局世代である笠井清登

教授が就任し、新たな体制で精神医学・医療への

更なる貢献を目指している。 

 

診 療 

外来：2018年 4月から 2019年 3月までの新来患

者数は計 770 名であり、一日平均外来患者数は

133.5 人であった。地域連携枠への参加も継続し

ている。リカバリーセンターでは、うつ病等で治

療中の当科外来患者を対象に、心理療法と身体活

動の両面からアシストし、医学的な症状改善から

実際の社会参加へ橋渡しする外来プログラム「リ

カバリープログラム」を行っており、一定の参加

人数を維持している。 

病棟：2017 年度の再編成で個室を増床し、B 棟

11階閉鎖病棟の 27床のうち、3床が隔離室、12

床が個室、また同開放病棟の 21床のうち、9床が

個室と、より急性期に対応可能な体制を整えた。

2018 年度の入院患者数は 437 名で、稼働率は安

定傾向にある。入院経路は外来からの予約入院が

主であるが、救急外来からの緊急入院や、自殺未

遂症例などの集中治療室を経由した入院も安定的

に受け入れている。治療の手段としては、精神療

法・薬物療法・無けいれん電気けいれん療法

（mECT）に加え、作業療法士・臨床心理士の協

力も得て、回復期にある患者を対象として精神科

作業療法も行い、また最近は試験的に集団認知行

動療法も試みている。 

入院患者の年齢分布は、10歳台から 80歳台ま

での拡がりがある。疾患構成は、統合失調症圏、

気分障害圏、身体疾患等により生じた精神疾患が

主なものである。毎週木曜午後 2時からは、新患
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紹介に引き続き教授回診があり、4 時より症例検

討会ないし発達回診、リカバリーカンファ等が行

われている。月曜午後 2時からは病棟看護師や発

達診療部、デイホスピタルスタッフ等を交えた多

職種による症例検討会を行っている。 

当科独自の検査入院プログラムとして、2011

年度より正式に開始したNIRS検査を中心とする

「こころの検査入院プログラム」と、2012年度よ

り成人の発達障害の診断を目的とする「発達障害

検査入院プログラム」に加え、2014 年 8 月から

はビデオ脳波記録システムによるてんかんモニタ

リングユニット（Epilepsy Monitoring Unit: 

EMU）を立ち上げ、てんかん学会専門医によるて

んかんの鑑別診断に関する検査入院も継続してい

る。2018 年 3 月には、10 代から 20 代の統合失

調症の患者の包括的な治療、支援を重視した外来

及び入院診療を行う、統合失調症 AYA世代センタ

ーを設立した。 

リエゾン：コンサルテーション・リエゾンにつ

いては、2014年度より保険制度に対応したリエゾ

ン専門のチームを、市橋特任講師による統括のも

とで整えたことにより、現在は対応件数が年間

3000件前後となり、飛躍的に増加している。また、

救急部との連携も引き続き継続している。 

 

教 育 

(1) M2：系統講義 

今年度も引き続き社会的に重要性が増してい

る児童精神医学、司法精神医学、リエゾン精神医

学、依存症に加え、2015年度からは地域精神医療

に関する講義も行っている。学生の理解を助ける

ためにレジュメを完全配布するとともに、継続的

質の改善のためのアンケートを全講義で実施して

おり、今後も反映させていく。 

(2) M3：クリニカルクラークシップ 

医学部の方針に沿って、より参加型の臨床実習

に内容を変更し、病棟、外来、松沢病院にて、セ

ミナーを交え行った。学生からのアンケートをも

とに、適宜改善を行っているが、いずれも学生か

ら引き続き高い評価を得ている。 

(3) Mental Health Research Course 

2010 年度から臨床研究者育成プログラムの一

環として、基礎、臨床 8 教室の参加により立ち上

げられたMental Health Research Courseを継

続している。学生の要望を反映させ、個別プロジ

ェクトとして各テーマに基づくプログラムを進め

ている。 

 

研 究 

これまで、神経画像・臨床生理学的手法を用い

て、統合失調症、自閉症、心的外傷後ストレス性

障害などの脳病態解明で成果を挙げてきた。笠井

清登教授は自らが経験した米国ハーバード大学に

おける精神科臨床研究体制をもとに、帰国後、医

療機器メーカーとの産学協同研究や放射線科・臨

床検査部との共同によるマルチモダリティ神経画

像計測を加え、精神科臨床研究ラボを育てた。臨

床試験やコホート研究によるバイオマーカーや治

療介入法の開発を通じた当事者の利益に結実させ

る研究を目標とし、統合失調症の前駆状態から初

発統合失調症に至る時期の縦断研究（http://plaza.

umin.ac.jp/arms-ut/)、発達障害の総合的研究、医

療機器を薬剤選択・薬効予測の臨床検査法として

確立するための臨床試験などを、10 年、20 年と

いう長期的視野にたって展開している。前年度に

引き続き、さまざまな基礎系研究者や社会医学系

研究者との連携も強化している。脳と精神の関係

をもう一度捉えなおし、精神の障害とその修復を

本質的に解明するような分野横断的な学問領域を

提唱し、精神医学のアイデンティティを再構築す

るという意識をもち、日々、努力している。現在

の当科における研究内容は次の通りである。 
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① 統合失調症の初期診断と発症予防に関する臨

床研究 

② 内因性精神疾患、小児の疾患を対象とした脳画

像研究 

③ 脳磁図、誘発電位トポグラフィーなどの手法を

用いた統合失調症の認知神経心理学的研究 

④ 統合失調症など内因性精神疾患の分子遺伝学

的研究 

⑤ 我が国初となる思春期コホートプロジェクト

（Tokyo Teen Cohort Study） 

⑥ NIRS（近赤外分光法）、MRS（磁気共鳴スペ

クトロスコピー）などによる脳代謝研究 

⑦ 自閉症を中心とした小児精神疾患の認知神経

心理学的研究及び分子遺伝学的研究 

⑧ モデル動物を用いた精神疾患病態の研究 
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沿革と組織の概要 

神経内科学教室は，豊倉康夫先生を初代教授と

して，昭和 39 年に医学部附属脳研究施設の臨床

部門として開設された．その後萬年 徹教授，金

澤一郎教授，辻 省次教授を経て現在に至る．平

成９年に，脳研究施設が脳神経医学専攻として改

組され，臨床神経精神医学講座・神経内科学分野

という組織になった．  

 

診療 

神経内科領域の幅広い疾患に対して，充実した

診療を行っている．初期研修に対応した診療と，

高度先進医療をめざす診療の両立を目標に診療を

行っている． 

外来診療においては，診療時間をできるだけ確

保しながら充実した診療を行っている．認知症（メ

モリークリニック），多系統萎縮症、副腎白質ジス

トロフィー，パーキンソン病・DBS，てんかん，

神経免疫など専門外来も開設している． 

病棟診療は，卒後研修（初期研修，後期研修）

に対応したプログラムを用意し，先進的な医療を

含めた診療に努めている．平成１７年度より，脳

神経外科や関連の診療科と協力して，パーキンソ

ン病を対象とした深部脳刺激による治療を開始し

た．ポリグルタミン病の治療研究など先進的な診

療を目指している．  

 

教育 

卒前教育では，当教室は M2 の系統講義及び臨

床診断学実習，M3 と M4 の臨床統合講義とクリ

ニカルクラークシップを担当している．今年度の

系統講義は，神経診断学，臨床神経生理，高次脳

機能，感染症など 9 項目について行った．クリニ

カルクラークシップでは，代表的神経疾患の症例

について学ばせ，臨床統合講義では，代表的な神

経内科疾患について，講義を行った．また，神経

生理および脳卒中のクルズスにより実践的知識の

習得に配慮している．フリークォーターでは，で

きるだけ多くの機会を学生に提供するようにして

おり，常時 2-3 名の学生が研究室に参加している． 

卒後教育では，初期研修医の受け入れ，内科系

の病棟の診療が総合内科体制になり総合内科に参

加して診療を行っている． 

神経内科専門医の養成については，神経内科の
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診療，神経生理学，神経病理学の研修，東大病院

全体のコンサルテーションへの対応，総合内科へ

の参加，救急部へのローテーション，関連病院で

の診療，病棟指導医などを組み合わせた充実した

プログラムを提供している． 

大学院教育については，学生の希望に応じて幅

広い研究を進めている． 

 

研究 

 当教室では，神経疾患を対象として，その病態

解明，治療法開発，臨床研究を行い，臨床神経学

に貢献することを目指している．そのアプローチ

としては，分子遺伝学，分子生物学，発生工学，

生化学，薬理学，細胞生物学，病理学，生理学な

ど多岐にわたって幅広い discipline を統合したア

プローチを目指している． 

 分子標的治療のアプローチとして，ジストログ

リカノパチーの分子病態解明と治療において，薬

開発糖たんぱく質質量分析法，精密質量分析法，

ガスクロマトグラフィー，二次元NMR などの糖

質化学的な手法を駆使し，糖鎖の中に，リビトー

ルリン酸という物質が 2 つ連なった形で存在する

ことを見出した．フクチン，そして，肢帯型筋ジ

ストロフィー2I の原因遺伝子 FKRP が，CDP-リ

ビトールを供与体基質として，リビトールリン酸

を糖鎖に順に組み込むリビトールリン酸転移酵素

であることを発見した．さらに胎生期のモデルマ

ウスの解析で，脳形成過程で放射状グリアに発現

しているジストログリカン糖鎖の有無が，その後

の脳病変の重篤度に寄与する可能性が示唆された．

（戸田達史，金川基，小林千浩，首藤篤史） 

 ゲノム手法を駆使した孤発性および家族性パー

キンソン病の治療最適化研究を行っている．孤発

性および家族性パーキンソン病における新規

rare variant の解明では，エクソンに存在する

Rare ながら強いパーキンソン病(PD)ゲノム因子

を発見するため，とくに孤発性 PD 患者を中心に，

エクソーム解析を行っている．インフォマティク

スを用いた新手法による新規抗 PD薬発見では，

vitro と MPTP動物モデルにおいて，神経細胞死

抑制効果を示す黒色腫治療薬 dabrafenib を同定

した．抗 PD 薬の薬剤感受性 SNP による副作用

予測，効能予測では，ゾニサミドの効能に関する

ゲノムワイド水準で有意な SNP を GWAS で同定

している．（戸田達史，佐竹渉，上中健，Cha Pei 

Chieng、藤野悟央） 

 分子遺伝学の面からは，次世代シーケンサーを

駆使したゲノム解析研究を進めている．遺伝性神

経疾患として，てんかん，多系統萎縮症，筋萎縮

性側索硬化症，痙性対麻痺，脊髄小脳変性症, 副

腎白質ジストロフィーなど，家系の解析を行って

いる．孤発性神経疾患としては，多系統萎縮症，

筋萎縮性側索硬化症，アルツハイマー病に対して，

網羅的ゲノム配列解析に基づく患者・対照関連解

析を行い，疾患関連遺伝子の同定を進めている．

本年度は ALS の原因遺伝子に存在する稀な変異

を複数有する患者で発症年齢が若年化することを

示した。COQ2遺伝子変異が家族性・孤発性多系

統萎縮症の発症に関わるという研究成果をもとに

医師主導治験に取り組んでいる．さらに，良性成

人型家族性ミオクローヌスてんかんにおいて、

TTTCA および TTTTA リピート伸長変異を 3 遺

伝子に見いだし、リピート伸長変異そのものが病

態に寄与しているという新規の病態概念を提唱し

た．（戸田達史，辻省次，三井純，石浦浩之，松川

敬志，佐藤奈穂子，成瀬紘也，菊池順子，柴田頌

太，近田彩香，永迫友規，羽尾曉人，新見淳，三

枝亜希, ムハンマド・アーセム・アルマンスール, 

クリスティーン・ジョイス・リネイ・ポルト） 

 生理学からのアプローチとしては，磁気刺激法・

脳波・脳磁図などの神経生理学的検査法や，

functional MRI，近赤外分光法による脳血流測定

（NIRS），positron emission tomography（PET）

などの神経機能画像を用いて，運動・感覚生理と
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運動機能障害の生理学的病態機序について研究を

おこなっている．最近では，neuromodulation を

可能にする反復経頭蓋磁気刺激法（rTMS）を用い

た神経疾患の治療応用実現に向けて新規rTMS法

の開発や機序解明といった基礎的研究から実際の

多施設共同研究による臨床研究まで幅広く先駆的

に研究を展開している．rTMS による Behaviour

へ の効果の 機序解 明 の 一環と し て Paired 

associative stimulation（PAS）という可塑性誘導

方法では使用依存性学習は阻害するが小脳適応学

習は阻害しないことを示した．またイストラデフ

ィリンのパーキンソン病気分障害に対する効果の

共同研究を行い気分障害改善の可能性を示した．

さらにパーキンソン病の視覚認知機能の研究の中

で、深部脳刺激による視覚機能への影響を明らか

にするとともに、パーキンソン病の時間認知異常

について明らかにした．実地臨床面では，針筋電

図，神経伝導検査，経頭蓋磁気刺激法，脳波・脳

磁図，各種誘発電位，眼球運動検査などを用いて，

神経疾患患者の診断および病態把握のための生理

検査を行っている．（濱田雅，代田悠一郎，佐々木

拓也，小玉聡，杉山雄亮，佐藤和也，大塚十里） 

末梢神経・筋疾患に対するプローチとしては，

年間約 200 例の末梢神経・筋疾患の生検症例に対

して病理診断を提供している．また，免疫性神経

疾患の診断補助となる血清中の抗糖脂質抗体，筋

炎特異抗体，傍腫瘍神経抗体の測定をおこなって

いる．研究分野では，炎症性筋疾患に関して，臨

牀像，筋炎自己抗体，サイトカインやケモカイン，

筋病理所見，筋組織内発現 mRNA の関連解析を

おこない，多発筋炎，皮膚筋炎，壊死性筋症，封

入体筋炎，癌合併筋炎，膠原病合併筋炎，自己抗

体陽性筋炎などの筋炎のグループごとの特徴に注

目することで筋炎の病態機序解明をめざしている．

一方，筋炎，加齢，廃用に伴う筋の定量評価を DXA

で検討し，組織所見の解析から筋萎縮に伴う筋機

能変化の臨床研究も進めている．（清水潤，久保田

暁，前田明子，角谷真人，池永知誓子，内尾直裕，

平賢一郎，鵜沼敦） 

 生化学実験室ではアルツハイマー病，レビー小

体病の剖検脳解析を行い，新規関与遺伝子を見い

だした．また，慢性脳虚血モデルマウスを作成し，

その特徴を解析，さらにその技術を応用し，アミ

ロイドβの代謝変化が生じる事を見いだした．一

方，日本人の軽度認知障害の認知症への移行につ

いての J-ADNI 臨床研究データを解析し，欧米と

のデータの比較，そして性差や教育程度が与える

影響，そして血清カルシウム値が与える影響につ

いて発表した．その他，ラマン分光法を用いた新

規の組織観察法の開発を継続しており，自発ラマ

ン分光顕微鏡を用いて Fabry 病の末梢神経にお

ける globotriaosylceramide の空間分布の計測，

封入体筋炎の縁取り空胞に蓄積する脂質のイメー

ジングを行った．また，ポリマー性フォトニック

結晶を用いた高感度認知症生化学バイオマーカー

センサーの開発を行っており，髄液および血液検

体中の Aβ定量実験において ELISA を超える測

定感度を達成し，高感度測定に必要な血液検体の

前処理方法を新たに開発した．一方でプレクリニ

カル期の孤発性アルツハイマー病の観察研究

（AMED Preclinical 研究）や家族性アルツハイ

マー病の発症前 追跡研究 DIAN-J への参加と神

経心理バッテリーの標準化を行っている．（岩田淳，

長島優，宮川統爾，大友亮，間野達雄，坂内太郎，

土田剛行，濱田健介，間野かがり，大友岳，佐藤

謙一郎，栗原正典） 

神経免疫学的研究として、多発性硬化症や視神

経脊髄炎に代表される中枢神経系の炎症性疾患に

ついて解明を目指している．髄液・血液・生検組

織検体をもとに、病期によっても大きく変動する

免疫学的環境について、分子生物学的手法と細胞

生物学的機能解析を主軸に精密な臨床情報と照ら

し合わせながら検証を進めている．また、重症筋

無力症などに代表される抗体介在性の神経筋疾患
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についても、細胞性免疫学の視点から検討を行っ

ている．（作石かおり、小口絢子） 
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沿革と組織の概要 

脳神経外科学教室は、昭和 26 年に診療科とし

て設置され、初代佐野圭司教授が昭和 37 年に外

科学第三講座担任となり、翌年に脳神経外科学講

座と改名したことに端を発する。その後高倉公朋

教授、桐野高明教授が教室および脳神経外科学の

発展に尽力され現在に至っている。 

脳神経外科の扱う疾患は、脳腫瘍、脳血管障害、

脊椎脊髄疾患、機能的疾患、小児奇形、頭部外傷

などで、外科の一分野でありながら神経学、神経

科学、オンコロジー、画像診断学などの幅広い知

識と経験を必要とする。この分野の進歩は著しく、

CT、MRI などの画像機器の進歩により頭蓋内の

病変が描出できるようになって外科治療の対象と

なる疾患が拡大した。同時に手術顕微鏡の導入を

はじめとする様々な治療手技の開発により、手術

法は洗練され治療成績は向上してきた。 

現在、大学には教授 1、准教授 1、講師 1、助教

10 の 13 名のスタッフに加え、医員 4 名、後期研

修医 4 名、大学院生 22 名、また、国外へ留学中

の医師が 7 名、海外からの留学生が 2 名（中国 2

名）いる。（2019 年 3 月時点） 

東京大学 脳神経外科は約 450 名の同門会員を

擁し、脳神経外科の老舗として全国各地に多くの

臨床家、研究者、指導者を輩出してきた。診療、

研究の活動の場として、外来は外来診療棟 3 階，

病棟は A 病棟 7 階南、医局と研究室は管理・研究

棟 2 階にある。 

 

診 療 

外来診療は、月曜日から金曜日まで一般外来（新

患、再来）を行い、さらに月・水・金に専門外来

を行っている。専門外来には脳腫瘍外来、脳血管・

動脈瘤外来、血管内治療外来、頭蓋底腫瘍外来、

下垂体腫瘍外来、機能脳疾患外来、顔面痙攣・三

叉神経痛外来、脊髄外来、てんかん外来およびガ

ンマナイフ外来、もやもや病外来等がある。平成

30 年度の外来患者数は延べ 18,239 名であった。 

入院診療は、主に A 棟 7 階南病棟と A 棟 4 階

第 1 第 2ICU、B 棟 4 階救急病棟および A 棟 2 階

南小児病棟等で行っている。病棟では、スタッフ

以外に 4 名の医員、4 名の後期研修医、1～2 名の

初期研修医が入院診療を担当している。月・水・

金の朝 8 時からクリニカルカンファレンスと教授

回診が行われている。カンファレンスには、放射

線診断医や放射線治療医も参加し、金曜日には地

域医療連携部との合同カンファレンスも行ってい

る。 
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平成 30 年度の入院患者数は 891例であった。

手術件数は平成 30 年 445件であり、この他にガ

ンマナイフ治療例が 169件であった。手術の内訳

は、脳腫瘍 180件、脳血管障害 41件、頭部外傷

22件、脳脊髄奇形 4件、水頭症 43件、脊髄脊椎

疾患 12件、機能的疾患 59件、血管内手術 54件、

その他 38件である。 

当教室で扱うことが多い疾患は髄膜種・神経膠

腫・転移性脳腫瘍・神経鞘腫・聴神経腫瘍・下垂

体腺腫・脊索腫・軟骨肉腫などの脳腫瘍と、脳動

脈瘤・脳動静脈奇形などの血管障害、および顔面

痙攣・三叉神経痛・難治てんかん・パーキンソン

病などの機能的疾患である。各種疾患のバリエー

ションに富む点が際だった特色である。 

脳機能を最大限に温存するために、脳腫瘍手術

における脳機能モニタリングや、てんかん手術に

おける術前・術中の脳機能マッピングなどを積極

的に取り入れている。また、ナビゲーションシス

テムや血管内手術などの最先端の技術を駆使して、

手術の安全性を高める努力を続けている。 

他分野の専門家と協力して治療に当たる取り組

みも行われている。頭蓋底腫瘍の手術では耳鼻科・

形成外科との協力のもと、脊髄披裂・骨癒合症な

ど小児奇形の治療では小児外科・形成外科との協

力のもと合同手術が行われている。脳動静脈奇形

については血管内手術による塞栓術とガンマナイ

フによる定位的放射線照射や開頭摘出術による複

合治療が行われ、良好な成績が得られている。 

 

教 育 

卒前教育では、当教室は M2 の系統講義および

診断学実習、M3・M4 の臨床講義とベッドサイド

教育を担当している。系統講義では脳神経外科疾

患全般についての基本的理解を深めることを主眼

とし、診断学実習では意識障害および脳死の診断

を重点項目とした。臨床講義では各疾患の基本と

ともに最近の動向をとりあげた。 

ベッドサイド教育では学生に病棟・手術室実習

を通して臨床について学ばせるとともに、セミナ

ーを多く設けて出来る限りインターアクティブに

実地に必要な知識を習得させるよう配慮した。実

習の効率を上げるよう、ポイント集・問題集など

の教材を充実し、一方ではより実際の臨床に近づ

くようカンファランスでの発表や患者説明への参

加などの経験を積めるよう配慮した。またクリニ

カルクラークシップでは各回数名の学生を対象に、

救急疾患の経験などより臨床に近づくための実地

に則した教育を行っている。 

東大病院における初期研修プログラムでは，1

年目は外科研修の一環として 1.5 ヶ月の研修が脳

神経外科で行われることがある。また，2 年目は

希望すれば最大 8ヶ月の研修を脳神経外科で受け

ることができる。平成 29 年度は 1 年目 6 名，2 年

目 3 名が脳神経外科にて初期研修を受けてくれた。

日本脳神経外科学会関東支部学術集会や各種カン

ファランスにおいて症例発表の機会を与えている。 

平成 27 年度は 14 名、平成 28 年度は 6 名、平

成 29 年度は 16 名、平成 30 年度は 5 名、平成 31

年度は 7 名の後期研修医を受け入れた。大学病院

や連携教育施設において研修を行い、卒後 7 年目

に脳神経外科専門医の取得を目指す。この専門医

試験と前後して大学院への進学を受け入れる。そ

の後の研修として、得意領域を強化した専門家を

目指すサブスペシャリティー修練コースを設けて

いる。これら後期研修プログラムについては、教

室のホームページに詳しく掲載してある。 

 

研 究 

当教室は管理研究棟 2 階に研究室を構え、脳血

管障害、悪性脳腫瘍を主に基礎的研究に力を注い

でいる。また臨床研究にも多角的に取り組んでい

る。以下に主要な研究テーマの概要を記す。 

虚血性神経細胞死に関する研究 

神経細胞は虚血に脆弱であり、中でも海馬の
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CA1 と呼ばれる領域は、ラットや砂ネズミの全脳

虚血モデルにおいてたった 5 分間の虚血でも神経

細胞死が起こる。しかもこの神経細胞死には 2－

4 日かけてゆっくりと進行する（遅発性神経細胞

死）ので、その間に治療の可能性があると考えら

れ、そのメカニズムの解明と治療法の開発は当研

究室の主要な研究テーマとなって来た。また、ラ

ットやミニブタを用いた大脳白質のオリジナルの

脳梗塞モデルもある。これらの in vivo 実験を通

じて、脳虚血後の遺伝子発現解析や、Imaging 

mass spectrometry による網羅的な解析を行い、

虚血ストレスに対する脳の反応機構を解明し、脳

保護治療への可能性を探る基礎研究を行っている。 

脳虚血後の神経再生の研究 

成体脳における神経幹細胞の存在が明らかにな

ってから、これらの細胞を用いて神経細胞の再生

を試みる治療法が研究課題となってきた。当研究

室では、成長因子投与によって内因性神経幹細胞

を賦活化し、脳虚血によって死滅した海馬の神経

細胞を 40％再生させることに動物モデルにて世

界に先駆けて成功した。現在、海馬以外の部位で

の神経再生にも有る程度成功している。また、霊

長類での研究にも着手して基礎研究を続け、将来

的な臨床応用への可能性を探っている。また、成

体の各部位に幹細胞が存在し、その一部は神経細

胞に分化し得ることも分かってきた。我々は、特

に皮膚由来幹細胞に注目して脳内への移植を行い、

神経細胞への分化条件などを検索している。 

悪性脳腫瘍に対する新規治療法の開発 

脳腫瘍の遺伝子解析として、手術で摘出した神

経膠腫組織の遺伝子変異のシークエンス解析

（IDH遺伝子、TP53、ヒストン遺伝子）や、1p, 

19q, 10q の LOH解析、Methylation specific PCR

法による MGMT プロモーターのメチル化解析を

行い、結果に基づいた治療の最適化に生かすとと

もに、網羅的遺伝子発現・メチル化解析を加えた、

新たな分子マーカーや治療標的の同定のための研

究を行っている。正中に発生する神経膠腫に成人

でもヒストン遺伝子変異が見られるという我々の

知見から、脊髄神経膠腫に対しても関連施設との

共同研究の形で解析を進めている。また、神経膠

腫の多様性や悪性転化の研究に特に力を入れてお

り、腫瘍免疫の見地も含めて新規治療の開発を目

指している。さらに、von Hippel-Lindau 病（VHL

病）や NF2 などの家族性脳腫瘍では、種々の遺伝

子異常を検索し、その結果を患者の病歴などと照

合を行うことで、これらの関連性を明らかにする

ための研究を行っている。 

また、悪性神経膠腫の手術検体より、治療抵抗

性の原因になっているのではないかと近年考えら

れている脳腫瘍幹細胞株を単離樹立し、これに対

する特異的な治療法の開発研究も行っている。 

さらには、基礎の研究室と共同で、脳腫瘍の術

中の同定を容易にして摘出度を向上させるための

新たな蛍光プローブの開発研究を行っており、臨

床応用を目指している。 

難治性てんかんに対する機能温存的・低侵襲的治

療法の開発と評価 

抗てんかん薬で発作を抑制できない薬性抵抗性

の難治性てんかんのうち、側頭葉てんかんなど一

部の患者には、既に標準化された外科治療法が存

在するが、多くの患者には根本的な治療法が存在

しない。これまで積極的治療の対象外だった難治

度の高いてんかんを対象としてその治療法の開発

や評価、標準化を目的とした研究を行っている。

迷走神経刺激療法は、薬事承認前より研究医療と

して施行を開始し、本邦導入の契機となった。国

内最多の症例数を生かし、他施設に先駆けて有効

性と安全性の検証を行い、確実な手術のための術

中モニタリング法を確立した。また同時に、ラッ

トVNSモデルを用いた基礎研究も展開している。

機能温存的手術手技として開発された軟膜下皮質

多切術や海馬多切術は、国内・国外とも一部のて

んかん治療施設で導入されているが、評価は定ま
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っていない。手術器具の開発とともに、豊富な症

例数を生かした有効性の評価を目指している。ま

た、難治性てんかんの治療におけるガンマナイフ

の応用について、基礎的・臨床的研究を行ってき

ている。てんかん焦点局在診断の精度向上やてん

かん原性機構の解明を目指して、次世代型頭蓋内

電極の開発研究も行っている。 

非侵襲的・侵襲的検査による大脳機能の解明 

機能的 MRI、脳磁図、NIRS を用いた大脳機能

研究の他、当科の特色とも言える頭蓋内脳波を用

いた脳機能研究を進めている。てんかん外科治療

において長期頭蓋内に留置された硬膜下電極から

は、高い空間解像度と SN比で大脳皮質の電気活

動を記録でき、また電気刺激による介入も可能で

ある。これらの侵襲的検査で得られた情報を統合

してネットワークとしての脳機能を明らかにし、

非侵襲的検査の精度向上へ繋げることを目的とし

て研究を行っている。硬膜下電極から得られる皮

質脳波は brain-computer interface（BCI）の情報

源としても有力であり、医学部他教室や工学系研

究室との共同により、主に意思伝達・運動制御を

目的とした BCI 研究への発展を目指している。 

脳神経外科手術における脳機能画像の応用と 3次

元手術シミュレーション 

頭蓋内疾患の外科治療前に、機能 MRI、脳磁図、

脳白質画像（tractography）などの脳機・代謝能

画像を駆使して、患者毎に非侵襲的に脳機能マッ

ピングを行っている。これらにより主に運動・言

語関連機能脳内ネットワークの画像化が実用化し、

あらゆる脳神経外科手術計画の立案に応用してい

る。これらの画像情報をニューロナビゲーター装

置上に表示することで術中に機能的に重要な領域

の温存を可能とさせた。術前検討は電気生理学的

モニタリング手法（電気刺激、脳皮質電位計測）

により検証することで、より正確、かつ詳細な脳

機能マッピング方法の確立に努めている。また、

全ての画像データを 3DCG として描出した手術

シミュレーションを行い、詳細な術前検討が可能

になった。 

ガンマナイフ 

ガンマナイフは病変に対し一回で大線量の放射

線を照射する定位放射線治療装置の一種で、脳腫

瘍、脳血管疾患、脳機能性疾患といった幅広い脳

疾患の治療に応用されている。当院ではガンマナ

イフを我が国で最初に導入し、多くの症例の治療

を行ってきた。それらの臨床データの蓄積は、国

内外の学会、学術誌に広く発表されている。近年

脳神経外科では、より安全で低侵襲な治療が求め

られており、頭蓋底腫瘍や脳深部の脳動静脈奇形

などの治療に際しては、合併症のない範囲で手術

を行い、それに組み合わせてガンマナイフ治療を

行うことも多く、脳神経外科領域において、ガン

マナイフの重要性は今後も増していくと考えられ

る。さらに、ガンマナイフの技術も更新されてお

り、例えば拡散テンソル tractography を治療計画

に導入するといった先進的な治療も当院で試みら

れている。治療技術の進歩によって、ガンマナイ

フによる治療がより安全なものとなることが期待

される。 
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沿革と組織の概要 

東京大学 医学部 衛生学教室は 1885 年（明治

18年）に初代教授である緒方正規が開設して以来

130 年以上の歴史を持つ東京大学で最も古い研究

室である。その間現在に至るまで疾患の予防に繋

がる重要な研究を行う拠点であり、また国の衛生

行政の中核となる人物の育成・輩出に務めてきた。

衛生学教室はその志は一貫しながらも、感染症や

産業衛生などその時の社会情勢に対応するように

その研究対象を変えてきている。近年のヒトゲノ

ムの解読と分子生物学の発展を背景として衛生学

は分子予防医学と名称を変え、8 代目の松島綱治

教授のもとでサイトカインを中心とした疾患背景

の炎症・免疫現象の解明と 2次・3次予防への臨

床応用に関する活発な研究が行なわれた。2018

年 12 月より石川俊平が 9 代目の教授として赴任

し、2019 年 4 月に分野名を再び分子予防医学分

野から衛生学分野に改称した。 

現在、当教室には上記のスタッフ 2 名に加え、

学生 7名(うち学外 2名)、技術職員 2名、技術補

佐員 7名、客員研究員 1名、研究生 1名、連携研

究員 1名および事務補佐員 1名が在籍する。また

民間からの共同研究員も 2名在籍している。 

 

教育 

教育は医学部医学科 M1 の衛生学の講義及び

M2 における実習、大学院医科学修士の衛生学概

論を担当している。社会変化に伴う疾病構造の変

化、産業衛生・精神衛生等の基本的考え方、疾病

素因の基盤となるゲノムや多量のバイオ・ヘルス

データの理解のための情報技術に力を入れ、衛生

学の講義・実習を通じて予防医学の考え方を教え

ている。 

 

研究 

現在の衛生学分野ではがんを中心とした保健衛

生上の課題に対し、ゲノム科学・情報科学の視点

から適切に予防・治療等で介入するポイントを探

索する研究を行っている。がんや炎症・免疫疾患

など多種の細胞によって構成される複雑系につい

て、ゲノムレベルで多量のデータ計測を行うこと

によりその動態を明らかにし、介入可能な予防・

治療ターゲットやバイオマーカーになりうる特異

的現象の探索と疾患における意義について解析を

行っている。また多量・多次元のゲノム配列・画

像等の生物情報のなかから次元圧縮・可視化等に

より本質的な情報を抽出し人が解釈するためのバ

イオインフォマティックスの技術開発にも取り組

んでいる。 

現在は以下の 4つの研究を中心に研究を展開し

ている。 
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1．免疫レパトア解析による個人の内的・外的免

疫環境のプロファイル 

ヒトリンパ球の抗原受容体遺伝子は体細胞組み

換えによって多くの膨大な多様性を獲得する。リ

ンパ球集団の抗原受容体の全体を免疫レパトアと

言うが、次世代シーケンサー等のゲノム解析技術

の進展によって個人の免疫レパトアのプロファイ

ルが可能となってきた。免疫レパトアはその個人

がこれまで経験してきた病原体・食物などの外的

要因、自己抗原やがん抗原などの内的要因による

免疫履歴を表現すると考えられる。衛生学分野で

は、免疫レパトアの解析により個人の現在の疾病

状態だけでなく過去の疾病や生活習慣といった保

健衛生上重要な情報を抽出する手法の開発に取り

組んでいる。 特に胃がんや胃粘膜組織を用いた免

疫レパトア研究では、がんゲノム解析や微生物叢

解析と統合することによりがん抗原やピロリ菌に

対する免疫履歴の全体像を明らかにし、がんの予

防や治療に役立つ情報を機械学習・ディープラー

ニングといった情報解析技術を用いて解析を行っ

ている。またこの免疫レパトアデータから抗体を

合成してがんの治療・予防につなげる試みも行っ

ている。 

 

2．がんゲノム解析による発がん要因や介入ポイ

ントの探索 

ヒトの臨床がん組織を用いて次世代シーケンサ

ーを用いたがんゲノムの包括的理解に取り組んで

いる。がんゲノムの包括的シーケンシングによっ

て直接の治療標的となるドライバー遺伝子だけで

なく、個人の発がんの素因となる遺伝的背景や、

変異シグネチャー解析による発がん要因となる環

境因子など多くの情報を得ることが可能である。

これらの情報を包括的に捉え、日本で保健衛生上

重要ながんに関して適切な予防・治療に関する介

入ポイントを探る試みをバイオインフォマティッ

クスと実験的検証を併せることによって行ってい

る。スキルス胃癌のがんゲノムシーケンシングで

は RHOA ドライバー遺伝子変異を同定し、また

通常の胃癌と比較して変異シグネチャーが異なる

ことを示すことにより発がんに至る要因が異なる

ことを示した。 現在はがん組織を構成するがん細

胞・免疫細胞・血管間質細胞等の全体をシングル

セル解析等のゲノミクス的視点で包括的に捉え、

より高い次元での発がん・進展の要因や介入ポイ

ントの探索に取り組んでいる。 

 

3．病理組織画像解析による医療均てん化への貢

献 

膨大な生物情報の次元を圧縮して抽象化した本

質的な情報を取り出すことは、多くの生物医学情

報が溢れる社会では極めて重要な技術となりつつ

ありる。衛生学分野では、がんの病理組織画像か

ら、ニューラルネットワークを用いたディープラ

ーニングの技術を用いてがんの本質的な情報を取

り出し、これまで問題となってきた病理診断の均

質化や地域均てん化に役立つツールの開発に取り

組んでいる。ディープラーニングのアプリケーシ

ョン技術開発にも取り組み、独自性の高い解析技

術で国際病理画像コンペでも実績を残してきた

（Camelyon17）。 現在は病理組織画像情報とが

んゲノム情報の統合的解析により、中小規模の医

療機関でも可能なルーチンの検査から、拠点病院

クラスでのがんゲノム医療に滞りなくつながるコ

ンテンツの開発を行っている。 

 

4．高い予防・治療効果をもたらす安全な生体内

天然代謝物のゲノムスクリーニング 

がんや炎症性免疫疾患などに対して高い効果を

有する生体内天然代謝物を同定することは、安全

な予防治療薬・健康食品の開発につながるだけで

はなく、それを根拠にした食生活のコントロール

等によって大きな疾患予防効果につながると考え

られる。近年腸内細菌叢と宿主ヒト細胞との相互
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作用により多様な代謝物が生じ、免疫や発がん環

境に大きく影響を及ぼすことがわかってきた。

我々はウイルスライブラリの中に代謝遺伝子の

shRNAや微生物 cDNAを組み込んでこのような

宿主微生物相互作用の多様性を独自のスクリーニ

ングライブラリとして構築している。この独自ラ

イブラリを用いて消化器がんを対象とした機能的

ゲノムスクリーニングを行っており、抗腫瘍効果

の高い生体内天然物の同定を目指している。さら

にそれらの合成経路も同時に同定することによっ

て、安価な大量合成系の開発も可能になると考え

ている。 

 

出版物等 
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 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.138, Oct. 2019 151 

 

公衆衛生学／健康医療政策学 
 

教授 

小林廉毅 

准教授 

豊川智之 

特任准教授 

李 廷秀 

講師 

冨尾 淳 

助教 

財津將嘉（ハーバード大学研究出向、2018 年 12 月まで） 

小熊妙子（2018 年 12 月まで、2019 年 1 月より特任助教） 

 

ホームページ http://publichealth.m.u-tokyo.ac.jp/ 

 

 

沿革と組織の概要 

公衆衛生（Public Health）は、産業革命期の英

国で誕生し、その後、欧米を中心に発展してきた

実践及び学術分野である。わが国では 1883（明治

16）年、度々のコレラ流行に対応すべく、官民挙

げた組織である大日本私立衛生会が設立され、そ

の頃より日本の公衆衛生活動も本格化した。 

第二次世界大戦後、日本国憲法第 25 条に、国

の責務として公衆衛生の向上と増進が謳われるよ

うになり、米国の医学教育と公衆衛生システムを

モデルとして、日本の大学医学部、医科大学に公

衆衛生学教室が次々と設置されることとなった。

東京大学医学部公衆衛生学教室は、1947（昭和

22）年、わが国最初の公衆衛生学講座として設置

された。1995（平成 7）年には大学院重点化によ

り、社会医学専攻公衆衛生学分野（医学博士課程）

となった。2007（平成 19）年には、東京大学に

おける公衆衛生大学院（専門職学位課程）設置に

伴って公共健康医学専攻健康医療政策学分野とな

り、元の社会医学専攻公衆衛生学分野も兼担し、

現在に至っている。 

2018（平成 30）年度の構成員は、教員 6（上記）、

特任研究員（非常勤）2、事務補佐員 2、大学院生

17（医博 13、研究委託 1、専門職学位 3）、非常

勤講師 17、客員研究員 31である。 

 

教 育 

（１）医学部医学科ほか：医学科における公衆衛

生学の教育はM2（第 4学年）、M3（第 5学年）、

M4（第 6学年）を対象に行われる。M2冬学期の

公衆衛生学系統講義では、当該分野の体系的理解

と基礎的方法論の習得を目的とした講義を計 18

コマ行った。内容は、公衆衛生学総論、健康管理

論、疫学、医療経済、へき地包括ケア、在宅医療、

地域医療、感染症・結核対策、精神保健、人類生

態学、グローバルヘルス、医療政策・行政、診療

の質、災害医療などである。とりわけ行政、地域

医療等について、現場の行政官、医師などを非常



152 東京医学・第 138 巻・令和元年 10 月 

勤講師として招いて講義を実施した。M3の 7月

または 9月（1週間）あるいは夏季休暇期間中に、

公衆衛生学実習を実施した。実習指導は教室のス

タッフ、非常勤講師、国際保健学専攻及び公共健

康医学専攻の各教室スタッフの協力をえて、少人

数の班（23 班）に分かれて実施した。M4の秋に

は社会医学集中講義（6 コマ）を担当した。内容

は、公衆衛生学・保健医療論の総括や産業・環境

医学、栄養疫学、高齢者医療などについてである。 

このほか、医学科のフリークォーター、教養学

部（駒場生）小人数ゼミナール「医学に接する」、

健康総合科学科「公共健康科学統合講義Ⅰ」、工学

部「環境公衆衛生学」を分担した。 

（２）公共健康医学専攻（専門職学位課程）：健康

医療政策学（講義）、健康危機管理学（講義）、保

健行政・健康危機管理学実習（実習）を実施した。 

（３）社会医学専攻（医学博士課程）：疫学、統計

学、産業医学、医療経済学などの各論及び公衆衛

生学全般について、演習及び実習を毎週実施した。

毎月 1 回行われる研究発表会（土曜セミナー）で

は大学院生のみならず、客員研究員、外部講師を

招いて活発な議論が展開された。上記以外に、疫

学調査等のフィールド活動、事業所等における健

康管理、学部授業補助などを通して、公衆衛生学

分野の研究者・教育者としてのトレーニングを実

施した。 

 

研 究 

医療政策、健康政策、健康管理などに関わる実

証分析を中心に行っている。主要な研究テーマは

以下のとおりである。 

（１）健康政策・医療政策に関する研究：予防・

医療全般における様々な問題を制度・政策論的及

び医療経済学的な視点から分析している。具体的

には、1) わが国の医療保険制度のもとでのインセ

ンティブ構造に基づく医療の効率性、公平性の実

証分析、2) レセプト情報を活用した傷病の頻度推

計や医療の質の評価（がん・糖尿病・脳血管疾患・

骨粗鬆症など）、3) わが国の医療従事者の将来需

給や医師の地理的・診療科別分布、住民の医療ア

クセスに関する研究、4) 社会格差の健康への影響、

5) 途上国における HIV/AIDS の医療費及び社会

的費用の推計、6) ユニバーサルヘルスカバレッジ

に係わる医療制度研究などである。これらの研究

を通じて、根拠に基づく健康医療政策形成のあり

方を検討している。 

（２）産業保健、労働者の健康管理に関する研究：

具体的には、労働者の生活習慣や社会経済要因、

疾病罹患などの縦断調査をとおして、職域健康管

理に関連した疫学研究、予防活動の評価などを行

っている。 

（３）その他、1) 地域住民および保健医療機関の

災害対策に関する研究、2) 健康危機におけるコミ

ュニケーション手法に関する研究、3) 脳性麻痺児

の発生頻度や予後に関する研究などを行っている。 
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沿革と組織の概要 

明治 7年（1874）、東京大学医学部の前身であ

る東京医学校で、解剖学教師デーニッツが法医学

に関連した講義を行った。その後、デーニッツは

警視庁の裁判医学校（すぐ警視医学校に名称変更）

で裁判医学の講義を行うとともに、解剖を実施し

た。警視医学校の廃校後、その学生が東京大学医

学部に編入したこともあり、この時期が当法医学

教室の源流とも言える。一方、明治 15年（1882）

の刑法施行に備え、政府は法医学の知識を有する

日本人医師の養成を喫緊の課題と考えた。当時、

東大では生理学教師のティーゲルが司法省所員や

警視庁医員に裁判医学の講義を行っていたが、当

時学生であった初代教授片山國嘉がその通訳をし

ていた。明治 14 年（1881）、司法卿の要請によ

り、その片山が医学部卒業後 2年で助教授となり、

東京大学別課生に日本人教師として初めて裁判医

学の講義を行った。その後 4年間のドイツ・オー

ストリア留学を経て、明治 21 年（1888）、帝国

医科大学（帝国大学令により名称変更）教授に就

任、翌明治 22 年（1889）、裁判医学教室を開い

た。これがわが国における専門教室の始まりであ

る。さらに、立法上など裁判以外の問題も研究す

るべきという趣旨で、明治 24 年（1891）、裁判

医学を法医学と改称した。司法解剖は当初司法省

内で行われていたが、これも片山の意向によって

明治 30 年（1897）より東大の解剖室で行われる

ようになり、現在に至っている。 

二代教授三田定則は血清学（現免疫学）教室を

創設し、抗原抗体反応、補体結合反応など当時の

血清学研究の最先端を担う業績を残した。また三

代教授古畑種基は ABO 式血液型研究の第一人者

であり、鑑識学の発展にも貢献し、犯罪史上に残

る帝銀事件、下山事件等の解剖を手掛けた。四代

教授上野正吉は補体を発見し、また法医病理学の

発展に尽くしており、医事法にも目を向けた。ま

た、全国の検視官に対する法医学講習を開始した。

五代教授三木敏行は、紛争により四年間司法解剖
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ができなかったが、血液型を用いた親子鑑定に多

くの業績を残した。六代教授石山昱夫は法医病

理学の普及に加えて、DNA フィンガープリント

法、PCR 法を法医学実務に導入した。七代教授

高取健彦は死体現象の生化学的解明を進め、地下

鉄サリン事件では、生化学技術を駆使して被害者

からサリンを検出した。八代教授吉田謙一は、心

臓性突然死や睡眠時無呼吸症候群の分子病態、異

状死や診療関連死の死因調査制度の検証などに関

する研究を行なった。 

平成 26 年からは、九代教授岩瀬博太郎が千葉

大学法医学教室教授と兼任する形で就任した。従

来の小規模な講座制の下では、死体解剖や基礎研

究のみに偏りがちであり、本来の社会医学として

の法医学の魅力が失われる傾向があることから、

千葉大学、東京医科歯科大学等と連携し、法医学

を構成する法病理学、法画像診断学、臨床法医学、

法歯科学、法遺伝学、法中毒学といった６分野を

共同で運営することで、本来の社会医学としての

魅力ある法医学を創生し、その中で人材を育成す

るモデルを開始した。法画像診断学分野に関連し

て、平成 27 年から解剖室の隣に CT 室を設置し、

解剖が実施される死体について全例 CT検査を実

施することを開始したほか、死因身元調査法に基

づく死後 CT検査を警察の嘱託により実施してい

る。 

平成 30 年度における、教室の構成員は教授 1、

准教授 1、助教 2、特任助教 3、専門技術職員 4、

博士課程 2、研究員 2である。医師は、教員 7で

ある。国にとって、法医の人材難は問題であり、

条件の厳しい中、いかに人材を集めるかが今後の

大きな課題である。 

 

実 務 

法医学教室では年間約120件の司法解剖および

死因・身元調査法に基づく解剖（平成 25 年度か

ら開始された所謂新法解剖あるいは調査解剖）及

び死後 CT 検査が行われている。平成 30 年度は、

前年よりも解剖数は減少し、司法解剖は 60 体、

死因・身元調査法に基づく解剖は 62 体で両者合

計、122 体の解剖を行なった。死因・身元調査法

に基づく死後 CT 検査は 93 件行われた。解剖で

は、組織検査、薬毒物検査、血液型検査等を行い、

全例について鑑定書あるいは報告書を作成してい

る。 

 

教 育 

医学科学生の卒前教育では、M1・2 のフリー

クォーター、M2の講義、M3のエレクティブクラ

ークシップを担当している。M1・2 のフリークォ

ーターでは法医学教室で行われている実務や研究

に関する研修を行っており、特に研究に興味のあ

る学生には、研究の一部を分担してもらっている。

M2 の講義では、法病理学、法画像診断学、臨床

法医学、法歯科学、法遺伝学、法中毒学といった

法医学を構成する各分野に関する講義を行ってい

る。M3 のエレクティブクラークシップでは、法

医解剖の事例をもとに鑑定の流れを体験してもら

っている。法学部、法科大学院、公衆衛生大学院

の講義も担当しており、これまでにも増して、法

医学の医療現場や社会への普及を目指した教育に

取り組んでいる。健康科学保健学科の解剖示説や

医科学修士の学生に対する解剖見学を通じた解剖

教育にも貢献している。 

研 究 

千葉大学、東京医科歯科大学等と連携し、法病

理学、法画像診断学、臨床法医学、法歯科学、法

遺伝学、法中毒学といった各分野において多面的

な研究を行っている。各分野の主な研究テーマを

紹介する。 

１. 法病理学 

死因診断の精度向上を目指し、解剖において

剖出することが困難である椎骨動脈に対して血
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管内視鏡を用いて検査を行う研究を行っている。

また、冠状動脈や脳底部動脈の検索において、

血管造影を3D－CTを用いて行うことを試みて

いる。実験的な研究においては、筋挫滅症候群

や覚醒剤中毒事例における、血中あるいは組織

中の脂質酸化に関する研究を行っている。 

２. 臨床法医学 

臨床法医学とは、各臨床科と連携し、何らか

の侵襲を受けた可能性のある生体を診察し、侵

襲の有無を判定する学問領域であるほか、死因

情報の集積から得られた情報を元に、事故予防

などの施策に活用することを考案する学問領域

である。現在、小児科医と連携し、小児の死亡

事例を集積・分析し、予防に活用する研究を行

っている。その一環として、千葉大学との協力

の下、千葉県 child death review（CDR）研究

会を立ちあげている。 

３. 法中毒学 

LC/MS/MS、LC/QTOF-MS 等を用い、危険

ドラッグなどの検出方法に関する研究を行って

いる。また、死後の薬物の再分布に関して、動

物実験による研究を行っている。さらには、全

国的な統一された精度管理方法がこれまで日本

に存在しなかったことから、複数大学と連携し

て、統一的精度管理のシステム構築に関する研

究を行っている。 

4. 法歯科学 

一本の歯から、薬物分析、年齢推定、DNA

検査等を実施する方法に関して研究を行ってい

る。 

５. 法遺伝学 

突然死事例などについて、疾患遺伝子を検索

する研究を行っている。また人体寄生生物の

DNA 型から、出身地域の推定を行う研究を行

っている。 

６. 法画像診断学 

3D-CTを用い、骨長や骨の形態等から、死者

の身長や性別、年齢を推定可能か研究を行って

いる。また死後画像検査を実施し、死因を判定

するにあたって、どのような利点や危険性があ

るかについて研究を行っている。 
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沿革と組織の概要 

医療と情報学の境界領域での医療情報システ

ムに応用可能な基礎的手法の開発、医療情報に関

連する基盤情報環境の開発と構築、医療情報シス

テムの実践的研究、およびこれらの領域での知見

と手法を、臨床医学・医療管理学等に応用し、医

療変革と社会貢献をめざしている。 

対象領域をキーワードとして列挙すると、医療

情報システム、次世代電子カルテ、医療情報ネッ

トワーク、バーチャル医療情報環境、医学概念の

コンピュータ表現と標準化、医用知識工学、病院

情報疫学、医療の質の評価、臨床情報工学、プラ

イバシー保護と暗号化、情報セキュリティー、医

療分析、病院経営分析、医療安全管理、などがあ

る。 

教授は東京大学医学部附属病院の企画情報運

営部の部長を併任しており、同部所属のスタッフ

とともにこれらの組織を運営していることから、

大学院教育と研究の場は、医学部附属病院企画情

報運営部と一体となっている。企画情報運営部は

医学部附属病院の将来計画や企画に関する情報分

析を医療情報システムにより行う実践の場である

とともに、病院全体の医療情報システムの企画・

設計・開発・運用など実務のすべてを行っている。 

当教室は、1983年に医学部附属病院中央医療情

報部が正式に設置され、当時の大学院第一基礎医

学に医療情報学博士課程が設置されたことに始ま

る。初代教授は日本の医療情報学を確立した開原

成允（故人）であり現在は二代目である。1997

年には東京大学の大学院大学化に伴い現在の社会

医学専攻医療情報経済学分野となり、中央医療情

報部に所属していた教授１、助教授１が大学院を

本務とすることになった。2000年には東京大学大

学院情報学環・学際情報学府に医療情報学が設置

され、当時の助教授定員を移籍して、同コースの

院生の受入れも開始し、この助教授として初代は

小野木雄三助教授、2012年度までは山本隆一准教

授が着任していたが、現在は移籍を解消している。

当教室は東京大学医学部附属病院の管理研究棟 4

階にある。病院の組織としては、東京大学医学部

附属病院企画情報運営部となっており、これは平

成 15 年 3 月末まであった中央医療情報部と院内

措置で設置されていた新病院整備企画室とが統合

し、平成 15年 4月 1日に新たに設置された組織

である。平成 28 年 4 月から社会医学専攻におけ

る分野名を医療情報経済学から医療情報学に変更

した。また公共健康医学専攻の医療情報システム

学を担当している。 

 

教 育 

2018年度は教授の他、田中勝弥講師がそれぞれ

講座担当教員である。その他に当教室の教育を兼
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担する教員は、附属病院企画情報運営部所属の講

師（新秀直、河添悦昌（2018.8より寄付講座医療

AI開発学の特任准教授に異動））、特任講師・病院

（横田慎一郎）、助教（毛利王海、土井俊祐、山田

恵子（2018.8 より）、長江祐吾（2019.1 より））、

疾患生命工学センターの准教授（今井健）、文部科

学省課題解決型高度医療人材養成プログラム「経

営のできる大学病院幹部養成プログラム」特任講

師として井田有亮（2018.4 より）、当教室が協力

講座となっている健康空間情報学講座の脇嘉代特

任准教授（2015.1〜）が当教室の兼担教員として

大学院教育を担当している。 

医学博士課程では医療情報学の院生教育を行

い、公共健康医学専攻（専門職修士課程）では医

療情報システム学を担当し（医療情報システム学

講義 15コマ 2単位、同実習 30コマ 1単位）、選

択学生が毎年約１０数名履修している。前者講義

は「1) 国内外の医療情報化政策と関連する情報技

術基盤、制度の概要、2) 病院情報システム、電子

カルテシステム、医療情報の標準化、3) 医療パー

ソナルデータの安全管理と情報ネットワーク技術、

4) 医療情報データベース—ナショナル DB とセ

ンチネル DB、5) モバイル IT 医療、生活習慣病

マネジメントと IT、6) 医療における知識と情報

の取扱い、言語処理、7) オープンデータの取扱い、

議論」といった内容であった。また後者実習は「1) 

データ作成・変換・インターネットの基本技術実

習、2) データベース設計とデータベース操作：医

療サンプルデータをもとに、リレーショナルデー

タベースの一連の基本操作を学ぶ。他のソフトウ

エアとデータベースとのデータ相互変換の基本的

な技術を習得する。3) データの標準化コードへの

変換を学ぶ。4) データベースを作成し、与えられ

た課題に適合するデータの抽出、変換をプログラ

ム作成により行い、研究に必要なデータを作成す

る。」という内容で行った。 

一方、健康科学・看護学専攻の保健医療情報学

協力講座でもあり、同講座では、健康科学・看護

博士課程（3 年制）を受け持っている。また希望

があれば、医科学修士専攻の学生も受け入れてお

り、医科学修士課程では医療情報学と臨床医学オ

ントロジーに関する講義を 1コマ担当した。この

ように、当教室では医学博士、公共健康医学専門

職修士、保健学博士、医科学修士の学位を取得で

きる教育体制をとっており、在籍する大学院生は

2018 年度：医博課程 7 名、医科学修士４名、公

共健康医学専攻専門修士配属２名であった。 

医学部ではM2において５コマの医療情報学講

義を担当した。 

 

研 究 

2018 年度の研究スタッフは病院企画情報運営

部スタッフとプロジェクト教員である。 

主要な研究領域としては、1）病院情報システ

ムと電子カルテに代表される診療の情報システム

化に関する応用研究、2）電子カルテや病院情報

システムのデータベースを対象とした新しい医学

的知見抽出や医療経済学的な指標の分析、3）臨

床医学用語と概念の記述の標準化と知識の構造化

表現手法の研究、4）臨床研究用情報システム基

盤研究、5）医療情報システムにおける個人情報

保護とセキュリティーに関する研究、6）医療資

源の現状分析と適正配置に関する研究、などを行

ってきた。これらのなかでも代表的な研究テーマ

は以下のとおりである。 

１）医療知識基盤の開発研究：医療情報の電子的

管理と流通が今後の医療や医学の情報基盤として

期待されており、電子カルテや健診・医療データ

の生涯にわたる管理と活用が検討されている。こ

れにともない、医療の場では膨大な電子化テキス

トが蓄積されることが予想され、新たな医学的知

見の発見、日常診療での類似症例の検索、医療事

故防止支援など多彩な活用が望まれている。そこ

で臨床医学分野での多様な用語ラベルと意味同士
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の関係をコンピュータが自動的にたどり、医学的

意味を処理できる基盤となる知識データベース

（オントロジー）をこれまでに構築し、約 6,000

疾患について記述され、特に主要 7診療領域の約

3,100疾患については異常状態約35,000ノードに

ついて異常状態連鎖により記述された。今後慢性

疾患における患者の異常状態と本オントロジーと

の自動マッピングを生成して臨床支援アプリケー

ションの開発研究に発展させる計画となっている。

また、札幌データセンターの 4 大学病院の

SS-MIX2 バックアップデータベースを統合する

匿名化データベースを構築し、これをベースに類

似症例の高速検索システム、臨床オントロジーへ

のマッピング、時系列データマイニングによる予

測モデル構築を行うとともに、Deep Learningに

よる胸部X線画像所見自動検出システムの開発研

究が実施された。 

これらの研究は AMED臨床研究等 ICT基盤構

築・人工知能実装研究事業「医用知能情報システ

ム基盤の研究開発」（代表者：大江和彦）により実

施されたものである。 

 

２）文科省・科学技術振興機構（JST）東京大学

COI（Center Of Innovation）拠点「自分で守る

健康社会」における ICT基盤開発、厚労省臨床効

果データベース整備事業におけるMCDRS（多目

的臨床症例データ登録システム）の開発 

本 COI 拠点の健康医療 ICT オールジャパン標

準化 G のリーダとして医療情報基盤研究開発に

2013 年度から参加している。医療機関の SS-

MIX2 標準ストレージ、拡張ストレージを経由し

て臨床研究データベースを効率良く構築する ICT

技術基盤の開発を行っている。また SS-MIX2 と

連携する機構を有する多目的臨床症例登録システ

ム MCDRS を開発し国内の研究者グループに普

及を進めた。厚生労働省臨床効果データベース事

業の虚血性心疾患データベース、救急医学統合症

例データベース、腎臓病データベース J-CKD-DB、

AMED糖尿病症例データベースJ-DREAMSなど

で採用されるに至っている。 

 これらの規模の大きい研究プロジェクト以外に、

入院患者の転倒リスク予測モデルと評価に関する

研究、腎臓病理画像の AI による自動所見分類、

臨床ガイドラインによる診療支援システムの開発、

ePhenotyping など多様な医療情報学領域の研究

を推進している。 

社会活動として、厚生労働省の各種医療情報政

策に関する検討会等（医療情報標準化会議、ICD

専門委員会）、日本医学会用語管理委員会、社会保

険診療報酬支払基金標準傷病名マスター検討委員

会、国際標準化機構 ISO/TC215（医療情報標準化

委員会）WG2、厚労省・PMDA 医療情報データ

ベース基盤整備事業 MID-NET、全国レセプトデ

ータベース NDB の利活用研究などで複数のスタ

ッフが重要な役割を果たしている。 
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沿革と組織の概要 

循環器内科は 1998 年に 5 つの旧内科講座から

循環器診療を志す内科医により編成された。当科

教授は、初代 矢崎義雄教授、第二代 永井良三

教授に続き、2012 年 8 月から、小室一成教授が担

当している。現在の構成員は、教授 1、講師 4、特

任講師 2、助教 15、特任臨床医 10、大学院生 45

などであり、他部門と連携して、循環器内科学全

般にわたる教育、研究、診療を行っている。 

 

診 療 

循環器疾患のすべてを対象とし診断、治療を行

っている。とりわけ、当院は心臓移植認定施設で

あり、重症心不全の「最後の砦」として、最高レ

ベルの心不全診療を心がけている。 

外来は平日の午前と午後に行っており、2018 年

度の受診者は一日平均 195.1 人であった。午前中

に初診外来、午後に外科系診療科からの術前コン

サルトのための専門外来（術前外来）を毎日開い

ている。専門外来として、移植後外来、ペースメ

ーカー外来、不整脈外来、マルファン外来、弁膜

症外来、心筋症外来、慢性心筋炎・心アミロイド

ーシス外来、肺高血圧外来、成人先天性心疾患外

来が設置されており、さらに他の内科部門と協力

し総合内科の外来も担当している。また CCU

（Coronary Care Unit）ネットワークに参加して

おり、24 時間常時、冠動脈疾患、大動脈疾患など

の救急患者を積極的に受け入れている。 

2018 年の新入院患者数は 1,870 名、入院患者病

床数は一日平均 62 床、平均在院日数は 12.1 日で、

入院患者は病状に応じて CCU で治療をうけてい

る。当院は 2002 年に心臓移植認定施設に指定さ

れ、重症心不全例の入院が多く、左室補助装置

（LVAD）の使用症例数は 33 件、PCPS 45 件で

あった。2006 年に最初の心移植手術が行われ、こ

れまでに、2018 年の 16 例を含めて、総計 111 例

を数える。埋め込み式人工心臓で治療された患者

や心移植後患者の外来管理などは当科の特徴であ

る。心臓カテーテルは、冠動脈造影検査 967 件、

経皮的冠動脈形成術 431 件が施行され、うち 49

件が緊急治療であった。不整脈部門では、電気生

理学的検査が 26 件、カテーテルアブレーション

348 件、ペースメーカー植え込み 新規 66 件・交

換 40 件、植え込み型除細動器植え込み 新規 20

件・交換 6 件、除細動器付き心臓再同期療法

（CRTD）新規 12 件・交換 6 件が施行された。画

像検査では、冠動脈 CT 481 件、心血管 MRI 132

件、負荷心筋血流シンチ 225 件、肺血流シンチ 152
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件が行われた。肺高血圧の診療も重点的に行って

おり、2014 年 3 月に当院は肺移植実施施設に認

定された。経カテーテル大動脈弁留置術（TAVI）、

経皮的僧帽弁接合不全修復システム（MitraClip）、

閉鎖デバイスによる心房中隔欠損孔閉鎖術、肺動

脈バルーン形成術（BPA）、エキシマレーザーシー

スを用いたリード抜去術などにも、積極的に取り

組んでいる。 

 

教 育 

医学部学生に対して、内科系統講義，臨床統合

講 義 を 担 当 し て い る 。 Clinical Clerkship 、

Elective Clinical Clerkship のベッドサイド教育

では、参加型実習を心がけ、きめ細かい指導を行

うと同時に、各専門グループによる体験型クルズ

スで、実地的な知識を体得させる。 

初期研修医には二人の指導医が担任として指導

にあたり、チャート・ラウンド、チームカンファ

ランスを通して、循環器学のみにとらわれず内科

医としての基本教育を行っている。 

 

研 究 

当教室では、以下のような研究がすすめられて

いる。 

■心肥大と心不全：病態機構の解析と新しい治療

法（遺伝子治療など）の開発 

■心血管病における NO と血管内皮機能の研究 

■慢性炎症における臓器細胞分子間連関の解明 

■血管作動物質の心腎保護への臨床応用 

■心血管疾患の病態において低酸素シグナルが果

たす役割の解明 

■遺伝性心筋症の遺伝子変異探索 

■疾患 iPS 細胞を用いた心筋症発症機序の解明 

■重症心不全患者の病態解析と新規治療法の開発

（心臓移植など） 

■Structure Heart Disease の診療と開発 

■マルファン症候群の診断法と治療法の開発 

■肺高血圧症の病態解析と新規治療の開発 

■成人先天性心疾患の病態解析と治療 

■心肺運動負荷および心臓リハビリテーションの

研究 

■循環器疾患の画像診断の研究（心エコー図、

MRI、CT、核医学など） 
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沿革と組織の概要 

呼吸器内科学教室は、教授 1名、講師 2名、特

任講師（病院）1名、助教 7名を含め約 70名が所

属している。このうち海外、国内他施設への研究・

臨床出張者を除いた 22 名で東京大学医学部附属

病院における呼吸器疾患の診療に当たっている。 

肺癌や慢性閉塞性肺疾患などの呼吸器疾患の死

亡数は、今後ますます増加することが予想され、

呼吸器病学における研究の発展と成果が期待され

ている。当教室では肺癌、慢性閉塞性肺疾患、気

管支喘息、間質性肺疾患など多彩な呼吸器疾患を

対象として基礎的・臨床的研究を展開している。

特に、呼吸器疾患の発症の分子機構の解明を進め

ることにより新しい診断・治療法の開発・実用化

を目指している。  

 

診療 

呼吸器疾患症例の入院診療は，主に入院棟 A13

階にて行っている。疾患別の症例数では、原発性

肺癌が多数を占め、次いで呼吸器感染症、間質性

肺炎などとなっているが、原発性肺癌症例は、間

質性肺炎や慢性閉塞性肺疾患を合併していること

が少なくない。また、肺炎・呼吸不全や肺癌の増

悪などによる救急入院も多く、重症肺炎・ARDS

や COPD・間質性肺炎の急性増悪など重篤な呼吸

不全は、ICUと連携して呼吸管理を行い救命に務

めている。また、1990年代後半から、呼吸器外科

および放射線科と合同で、毎週、呼吸器カンファ

レンスを開催し、問題症例の治療方針の決定を行

ってきており、現在の院内の各領域の Cancer 

Boardの原型として高く評価されている。現在は、

呼吸器 Cancer Boardとして毎週開催されており、

各領域の中で、最も数多く開催されているものの

一つである。その他、術前呼吸機能評価や術後肺

合併症の他、各診療分野の症例において合併する

呼吸器疾患について、ほとんどすべての診療科か

ら、コンサルト依頼を日常的に受けている。この

ように、呼吸器疾患に関する診療の充実が、当科

の基盤である。 

現在、呼吸器病学の重要性は、急速に増大しつ

つある。環境要因の悪化や人口高齢化などにより、

呼吸器疾患は益々増加する傾向にある。死因統計

上、悪性腫瘍の中で首位を占め、さらに増え続け

ている難治癌の代表である原発性肺癌は、近年の
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分子標的治療、免疫チェックポイント阻害薬の進

歩においても、非常に注目されている。肺炎＋誤

嚥性肺炎は、死因の第３位となる数を占めており、

慢性閉塞性肺疾患も死因の上位に位置している。

また、ARDS、間質性肺炎など呼吸不全を呈する

炎症性疾患は、難治性・致死性の点において極め

て重要な疾患群であり、有効な治療法の開発が切

実に待たれている。 

 

＊2017年度の年間入院症例数（延べ）： 

１．原発性肺癌 513 

２．間質性肺炎 63 

３．呼吸器感染症 27 

４．原発性肺癌以外の悪性腫瘍 18 

５．非結核性抗酸菌症 15 

６．慢性閉塞性肺疾患 15 

７．サルコイドーシス 8 

 

＊チャートラウンド及び回診を毎週火曜日午後行

っている。 

＊呼吸器内科、呼吸器外科、放射線診断部、放射

線治療部の医師が参加するカンファレンスを呼吸

器 Cancer Boardとして毎週木曜日夕方に開催し

ており、悪性腫瘍のみならず、その他の多彩な呼

吸疾患についても含めて、診断・治療方針を集学

的に検討し、個々の症例に応じた最善の診療が行

われるように努力している。 

 

教育 

卒前教育では，第 4学年の系統講義で、呼吸器

内科学の基本的事項・疾患についての概念・病態

生理・診断・治療法などの習得を目標として，8

単位の講義を行っている。第 5学年と第 6学年に

行う臨床統合講義では、代表的呼吸器疾患として

原発性肺癌と気胸をとり上げ、呼吸器外科と協力

して、各々の疾患・病態についてのさらに深い理

解と最新の知見の習得を目指している。 

第 5学年で行われる呼吸器内科クリニカル・ク

ラークシップでは、担当医療チームの一員として、

呼吸器疾患症例 2症例程度を担当し、問診、身体

診察法、画像所見や検査所見を含めた診断、治療

法の選択など実際の呼吸器疾患の診療に必要な事

項を、学生自ら積極的に習得することを目標とし

ている。また、必修セミナーとして、胸部 X線写

真読影と聴診を取り入れており、学生から好評を

得ている。 

第 5学年終盤に行われるエレクティブ・クラー

クシップでは、呼吸器内科のコンサルトチームと

行動を共にし、他科からの多彩な症例のコンサル

テーションや救急外来受診症例の診療にあたり、

クリニカル・クラークシップとは異なる臨床実習

を体験することに主眼を置いている。さらに大学

病院とは異なる臨床の場を経験すべく、市中の第

一線の基幹病院での実習も組み入れて、各病院の

呼吸器専門医の先生方から御指導頂いている。 

卒後教育では、呼吸器内科医（病院診療医と助

教）が研修医とチームを組み、症例について診療

しながら、呼吸疾患の診断・治療に必要な知識・

技能が習得できるよう研修医を指導している。ま

た、肺癌診療における薬物療法、胸部画像診断な

どのセミナーも定期的に行っている。 

 

研究 

肺癌、慢性閉塞性肺疾患、気管支喘息、間質性

肺炎、呼吸器感染症などを主な対象として、その

病態の解明と診断・治療法の開発にむけて、基礎

的・臨床的研究を行っている。呼吸器外科との協

力で、切除肺癌組織を用いての遺伝子解析や、気

道上皮細胞・線維芽細胞・平滑筋細胞などを用い

た細胞レベルでの研究、遺伝子改変マウスを用い

た疾患モデルでの研究など、多方面に及んでおり、

方法論も疫学的、臨床病理学的手法から分子細胞

生物学的方法までを駆使して、精力的に行われて

いる。その成果は、日本呼吸器学会・日本癌学会・
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ATS・ERS・APSR・AACRなどの国内外の関連

学会において発表され、また国際誌に掲載されて

いる。 

＊主な研究テーマは、以下の通り： 

呼吸器疾患の疾患感受性遺伝子の検索とその病態

生理的意義の解明 

遺伝子改変マウスを用いた疾患モデルの解析 

肺癌における DNA メチル化・ヒストン修飾や

miRNAに関する解析と臨床応用 

肺癌における新たなドライバー変異の検索と薬剤

耐性化機構の解明 

気管支喘息・COPDにおける気道上皮細胞・線維

芽細胞の創傷治癒・リモデリングにおける機能変

化、特に上皮間葉転換における機構および様々な

サイトカイン・ケモカインの役割の解明 

オッシレーション法を用いた末梢気道病変の検出

とその臨床応用 

肺癌を中心とした癌化学療法における効果予測因

子の探索 

DPCデータを用いた呼吸器疾患の疫学研究 

 

なお、教室の長瀬は、GOLD Assemblyの一員

としても国内外において活躍している。 
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沿革と組織の概要 

平成 10（1998）年度に消化器内科として発足

し、現在肝胆膵及び消化管領域の診療、教育及び

研究を行っている。平成 31 年 3 月の構成員は教

授 1、講師 3、助教 21、特任臨床医 5、大学院生

69、研究生および留学生が数名であり、その他に、

多数の国内外出張者がいる。消化器内科病床は A

棟 11 階北・南をコアとしているが、B 棟 9 階へ

の入院患者数も多い。消化器内科の研究室は、平

成 28（2016）年初旬に大半がクリニカルリサー

チセンターA棟 1期に移転したが、一部の研究室

が臨床研究棟西に残った形で研究を行っている。 

 

診 療 

消化器内科の入院患者数は平均約 80 名、年間

新入院約 2,800名である。平均在院日数は約 10.3

日であり、一週間に約 110名の入退院患者がある。

外来患者数は月約 5,250名、うち 135名は新患で

ある。月、水曜日午前に教授回診、各専門グルー

プによる症例検討会も毎週月曜に行われている。 

疾患別入院患者数では肝細胞癌が最も多く、2018

年度は延べ約 600名の入院があった。肝細胞癌に

対するラジオ波焼灼療法を中心とした、経皮的局

所療法はおよそ年間 300症例を数え、累積 12,000

例、世界最多の経験を有する。最近では転移性肝

癌に対するラジオ波焼灼療法にも力を入れている。

その他にも積極的に肝疾患診療・治療に新機軸の

導入を図っている。たとえば従来慢性肝疾患の進

行度は肝生検に依っていたが、FibroScanという

超音波を利用して肝臓の硬さを測る機械を導入し

たことにより、非侵襲的な評価を可能とした。さ

らには、近年増加傾向が著しい非アルコール性脂

肪肝疾患において非侵襲的に肝脂肪量を測定する

ことも可能である。従来インターフェロンを必要

としたＣ型慢性肝炎治療において経口剤のみで

100％近いウイルス排除が可能になった。高齢者

や肝線維化進展例にとって非常に大きな朗報であ

る。現在までに約 900人が治療を受け、そのほと

んどで著効が得られている。 

胆膵領域の診療における標準的な内視鏡治療
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として行われるERCPは年間約1,000件施行して

いる。内視鏡的乳頭切開術やバルーン拡張術を用

いて、これまでに 1,000例を超える胆管結石の内

視鏡的治療を行っている。悪性胆道閉塞に対する

標準治療となった金属ステント、特に Covered 

Metal Stentは開発段階から報告しており、これ

までに 500件を超えるCovered Metal Stent留置

の経験がある。さらに高度な内視鏡治療として、

術後腸管症例に対するバルーン内視鏡を用いた

ERCPや超音波内視鏡穿刺吸引生検（EUS-FNA）

は 1,000 件、超音波内視鏡を用いたドレナージ治

療を 250 件以上施行するなど、豊富な経験を持っ

ている。他にも慢性膵炎・膵石症に対する内視鏡

治療も行っている。また胆道・膵臓癌に対する化

学療法にも力を注いでおり、切除部能膵癌に対し

て切除を目指した術前化学療法もいち早く臨床研

究として報告している。膵癌・胆道癌に対する新

規化学療法を先進医療として行い、新たな治療レ

ジメンの開発に積極的に取り組んでいる。 

消化管領域では、悪性腫瘍に対する内視鏡

的粘膜下層剥離術（Endoscopic Submucosal 

Dissection、ESD）を年間約 400症例施行してお

り、早期の胃癌・食道癌・大腸癌治療の大部分が

当科で行われている。他科との共同治療も積極的

に施行しており、耳鼻咽喉科と共同で下咽頭癌に

対する全身麻酔下の ESD も行っている。胃食道

外科と共同で開発した非穿孔式内視鏡的胃壁内反

切除術（NEWS）はGIST治療から胃癌治療へと

臨床応用が広がっている。以前より注力している

ダブルバルーン内視鏡及びカプセル内視鏡による

小腸疾患の診断と治療も年間約320例施行してお

り、また、悪性消化管狭窄に対する金属ステント

留置も積極的に行っている。内視鏡治療が困難な

進行癌患者に対しての治療も増加しており、分子

標的治療薬を含む多彩なレジメンを駆使して、難

治進行癌の集学的治療にも力を入れている。 

外来での検査数は、腹部超音波は年間 12,500

件、上部消化管内視鏡は年間約 12,000 件、大腸

内視鏡検査は年間約 6,000 件行われており、消化

管領域では年間約 370 件の食道癌・約 660例の胃

癌・約 1300 例の大腸腫瘍の内視鏡診断を行い、

その約 50%は内視鏡的切除術により治療してい

る。切除検体を用いた基礎的研究も積極的に行っ

ており、その成果を臨床へ還元する研究にも取り

組んでいる。 

 

教 育 

M2の診断学と系統講義、M3、M4の臨床統合

講義と臨床実習教育とを担当している。臨床実習

であるクリニカル・クラークシップでは、学生は

入院患者を実際に担当し、病棟スタッフの一員と

して毎朝の病棟カンファランスに出席し、病態の

把握や討論および手技実習に積極的に参加するシ

ステムをとっている。また期間中半日の外部病院

実習も取り入れている。種々の消化器系疾患につ

いて具体的に学ぶとともに、全体カンファでは受

け持ち症例のプレゼンテーションを行い、また教

授試問の際には、海外一流誌に掲載された最新の

消化器病関連論文を要約する機会がある。 

卒後教育としては、当科は東京大学医学部附属

病院内科研修医のローテーションに参加し、初期

研修を行っている。現状では内科研修医の大多数

が消化器内科の研修を 1ヶ月～4ケ月間行ってい

る。短期間で消化器内科の全領域を研修すること

は困難であるが、内科医としての初期トレーニン

グとともに、消化器内科領域の種々の検査や治療

について、少しでも多くの実技を身につけられる

ような研修を目指している。また学会発表の指導

も重視し、日本内科学会、日本消化器病学会の地

方会などを中心に、初期研修医が症例報告発表を

できる機会を積極的に（年 7 ～ 8 件）設けている。

一方で新たな内科専門医制度にも対応しており、

消化器内科医を志す内科専攻医のみならず、消化

器内科以外のサブスペシャリテイに所属する内科
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専攻医に対しても消化器病症例の研修指導を行っ

ている。 

当科は、東京大学大学院医学系研究科内科学専

攻器官病態内科学消化器内科学として多数の大学

院生（現在 69 名在籍）を受け入れ、臨床研究あ

るいは基礎研究の指導を行っている。 

 

研 究  

消化器内科領域の研究テーマは基礎、臨床とも

に多岐に渡っている。現在当科で行われている研

究の一部を紹介すると、各種消化器癌の発癌に関

する分子医学的検討、肝炎ウイルスの感染機構の

解明、代謝性肝疾患の病態解明、肝再生ならびに

線維化機序の解明、Helicobacter pylori感染の病

原性発現機構の解析、マクロ形態学と分子マーカ

ー発現様式の関連の解明、新規の病態モデルマウ

スの樹立、細胞分化の追跡や幹細胞研究などに取

り組んでいる。臨床観察に根ざした基礎研究が求

められており、臓器透明化 や オルガノイド、

liquid biopsyなど、新しい方法論に基づいた臨床

検体の解析を行い、研究成果の臨床への還元を目

指した研究を行っている。 

臨床面では、極めて活発な臨床活動のデータを

多数集積かつ分析し、エビデンス作りを行なって

いる。さらに、代謝性因子の肝発癌への影響、大

腸癌肝転移に対するラジオ波治療の有用性の検証、

また薬剤治験として、進行肝癌に対する種々の血

管増殖阻害剤の効果、C型肝炎抗ウイルス療法時

の遺伝的素因の関与、切除不能胆道癌に対する

FOLFIRINOX 療法、腹膜播種を有する膵癌に対

する腹腔内化学療法、急性胆管炎に対する抗生剤

投与期間の研究、ERCP 後膵炎予防の為の膵管

stentを用いた strategyの開発、内視鏡治療後の

ポリグリコール酸シート被覆の効果の検証、ヘリ

コバクター除菌困難症例に対する個別化治療の検

討など、臨床試験のプロトコール作成から実施ま

で一連の流れを作って実施して、治療効果の検証

を行っている。 

おわりに 

東京大学医学部消化器内科では、悪性疾患を中

心とした多くの消化器疾患症例を通じて、最新・

最高の臨床を実践するとともに、これに根ざした

臨床・基礎・疫学研究を展開することによって、

新しい医学を創造することを目標としている。 
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組織の概要 

腎臓・内分泌内科学教室の構成は、教授 1、講

師 3、助教 12、医員 4、大学院生など約 90 名で

ある。また、検査部、国際診療部、集中治療部、

感染制御部、研究倫理支援室、コンピュータ画像

診断学・予防医学講座などにスタッフを輩出して

いる。当科の診療研究教育活動は、腎臓病学・内

分泌学・高血圧学という相互に深い関連のある各

領域の専門グループの密接な協力体制のもとに行

われている。また、血液浄化療法部と共同して腎

不全に対する血液透析をはじめとする血液浄化療

法を、腎疾患総合医療学と共同して腹膜透析を、

泌尿器科と共同して腎移植等を行っている。 

 

診 療 

外来は、腎臓、内分泌、高血圧の各専門外来が、

毎日、新患担当と再来担当を置いている。総合内

科外来も分担している。また、外来腹膜透析にも

24時間体制を敷いて、積極的に取り組んでいる。 

入院は、入院棟 A 12階北、14階北を中心に、

常時 25～30 名程度の入院患者の診療を行ってい

る。入院患者の内訳は、糸球体腎炎、ネフローゼ、

高血圧（内分泌性も含む）、保存期腎不全、糖尿病

性腎症、透析導入患者、急性腎不全、間脳下垂体

疾患、副腎疾患、甲状腺疾患、副甲状腺疾患、骨

ミネラル代謝疾患など多岐に渡っている。教授回

診は毎週火曜日午前 10 時から行われ、新患プレ

ゼンテーション、週間プレゼンテーションが回診

に先立って行われる。また、他科に入院中の腎臓・

内分泌疾患患者に対しても、コンサルトチームを

組んで積極的に診療にかかわっている。 

診療体制としては、研修医、病棟指導医（担当

医）、専門指導医（主治医）、管理医がチームを組

み、それぞれの研修医に対して責任を持つ指導医

が決まっており、遺漏の無いよう留意されている。

診療方針は、腎臓カンファ、内分泌カンファを経

て、最終的に回診前のプレゼンテーションでチェ

ックされる。診療手技としては、腎生検、各種内

分泌負荷試験、超音波診断、血液透析の準備施行

などがある。腎生検症例の病理組織検討会として

病理部やアレルギー・リウマチ内科、小児科の医

師らを交えて議論する腎生検カンファレンスを月

1 回、また腎移植症例を泌尿器科と合同で議論す

る腎移植カンファレンスを月 1 回開催している。
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また、血液浄化療法部の運営に全面的に協力して

おり、東大病院の全入院患者を対象に、他の疾患

で他科に入院中の患者に対する慢性血液透析療法

を担っているほか、心臓、血管手術などに伴う急

性腎障害に対する血液透析療法を行っている。さ

らに、移植外科と協力しての肝臓移植前後の血漿

交換、その他の疾患に対する吸着療法なども行っ

ている。 

内分泌疾患の診断にあたっては、静脈サンプリ

ング、各種画像診断などを放射線科と協力して推

進している。内分泌疾患の治療では、放射線科と

共同してバセドウ病に対する放射性ヨード治療を

行っている。また、間脳下垂体疾患、副腎疾患、

甲状腺クリーゼ、甲状腺腫瘍、副甲状腺腫瘍等に

対しては、脳神経外科・泌尿器科・乳腺内分泌外

科等と緊密な連係をとりつつ診療に当たっている。 

 

教 育 

卒前教育として、診断学、内科系統講義、内科

臨床講義とクリニカルクラークシップを分担して

行っている。講義内容は腎臓病学、内分泌学であ

る。クリニカルクラークシップではそれぞれの領

域の多様な症例を専門的な立場からより深く解説

するとともに、特に末期腎不全医療としての血液

透析の実際にも触れられるようにしている。また，

糖尿病・代謝内科・循環器内科・老年病科との合

同で臨床研究者育成プログラムの Metabolism 

Research Courseを推進している． 

卒後教育については、通年（1 期は 1 ないし 2

ヶ月間）にわたって、病棟で研修医の指導を行っ

ている。各研修医には腎臓および内分泌専門の若

手医局員および助教がチームを組んで、責任をも

って指導をおこなっている。毎週木曜日は、腎臓・

内分泌内科の入院患者だけでなく、循環器内科、

消化器内科などの他内科および、外科（特に心臓

外科、血管外科）を含んだ他科の透析患者・血液

浄化療法施行患者を対象とした血液浄化療法室の

カンファランスを行っている。 

月１回の症例検討会は、研修医および若手医局

員の教育に重要な役割を果たしている。 

 

研 究 

大きく腎臓と内分泌に分かれるが、高血圧など

ではオーバーラップする面もある。 

（腎臓） 

1. 慢性腎臓病の進行機序の解明と治療法の開発

（低酸素、酸化ストレス、小胞体ストレス、カ

ルボニルストレス、エピジェネティックスなど

の観点から） 

2. 進行性腎障害におけるエピジェネティック異

常に関する研究 

3. 非典型溶血性尿毒症症候群に関する研究 

4. 尿蛋白の機序と腎蛋白代謝の研究 

5. 腎生検組織所見と発症頻度・長期予後の検討 

6. 体液量調節および高血圧発症における腎近位

尿細管輸送の意義 

7. Na-HCO3共輸送体NBCe1の生理的病態的意

義 

（内分泌） 

1. ミネラル・骨代謝異常症の病因と治療法の検討 

2. G タンパク質共役受容体を介する情報伝達と

疾患の分子メカニズムの解析 

3. G タンパク質共役受容体を標的とする新しい

薬剤・制御法のデザイン 

なお、症例検討会の後に研究カンファランスが

開かれ、教授から大学院生まで教室員全員の研究

発表、外部講師を招いての講演、学会予行などが

行われている。 

 

血液浄化療法部 

はじめに 

本部門は本院中央診療施設の一つとして平成

12 年に設置，稼働するようになったもので，東京
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大学医学部附属病院としては比較的新しい部門の

一つである。従来，腎不全は各科でそれぞれ対応

してきたが，このような対応は設備・人的資源の

面から非効率的であるため，関係各科の連携を企

図して設立された。平成 18 年 12 月より中央診療

棟２での診療を新たに開始し，現在の血液浄化療

法室では圧コントロール可能な個室 1 床を含む

12 床を稼働している。当院の特殊性にフルに対応

したシステムを開発し，血液透析のみならず，血

漿交換療法，免疫吸着療法等の浄化療法を網羅的

に実施する過程で，器械情報・生体情報・会計情

報を電子情報として確保し，当院の院内システム

HIS へと情報のリンクを可能とした。同時に当部

門が業務担当している ICU透析，持続透析，血漿

交換等の器械情報をクラウド化することで、院内

のどこからでもリアルタイムにモニターを可能と

した。機器統一を図ることで，このような高度の

安全性・透明性・教育性を確保している。 

① 教 育 

卒前教育はＭ２の系統講義等を行っており，

内容は腎不全の病態の理解，腎疾患の自然経過

と治療，近年透析導入患者の第一位疾患として

急増している糖尿病性腎症の病態と臨床研究

についてである。BSLは血液浄化療法部として

は行っていないが，腎臓・内分泌内科での教育

における腎不全治療に関しての内容を分担し

ている。近年、救急部・集中治療部との合同で

臨床研究者育成プログラムに Critical care 

nephrologyコースを推進している。卒後研修教

育では，後期研修の希望者を中心に透析治療の

基本的考え方から，日々行われている持続的血

液濾過療法，血漿交換，DFPP，LCAP，GCAP

などの特殊治療における病態の把握と処方の

決め方を実践的に教え，これらをアフェレシス

療法ポケットマニュアル（第二版）・CRRT ポ

ケットマニュアルの 2部構成にマニュアル化し

た。なお、アフェレシス療法ポケットマニュア

ル（第二版）は日本語の他に英語・中国語に翻

訳され、好評を博している。 

② 診 療 

末期腎不全の透析導入，各科に検査・治療目

的で入院した維持血液透析患者の入院透析，

ICU 急性腎不全症例の持続的血液濾過透析及

び血液透析，神経疾患・自己免疫疾患・肝移植

前後の血漿交換，免疫吸着療法，白血球除去療

法など多彩な血液浄化療法を行っている。腹膜

透析の導入や維持管理も，腎臓・内分泌内科と

連携しながら積極的に行っている。また，担癌

患者などの難治性腹水に対する腹水濾過濃縮

再静注法（CART）を各科と協力の上で行って

いる．国際的には AKIN（Acute Kidney Injury 

Network），ADQI（Acute Dialysis Quality 

Initiative）に参加している。 

③ 研 究 

当院の特殊性を生かして，肝移植後に血漿交

換療法を行った症例における予後を決める因

子の解明を移植外科の協力の下に行った．また，

パルスフォトメトリー法を用いた無侵襲ヘモ

グロビンメーターの開発を行い，国際支援に運

用している。更に，ネフローゼ症候群感受性遺

伝子に関与する Genome wide association 

study 及びその機能解析，関連解析が進行して

いる。腎代替療法導入期の因子と長期予後との

関連を明らかにするための研究を進めている。

基礎研究では，急性腎不全の病態解明，急性腎

不全モデルを用いた再生医療の研究，マウス進

行性腎障害モデルの樹立等をおこない，ヒト型

L-FABPを中心とした腎疾患バイオマーカーと

病態の分子生物学的，生理学的研究，疫学研究，

更には尿バイオマーカーによる国際協力を広

く行っている。 
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沿革と組織の概要 

1998年の内科再編に伴い、当時のナンバー内科

から糖尿病・代謝病学を専門とする医師が集まり、

代謝栄養病態学講座、糖尿病・代謝内科学講座が

設立された。初代教授は木村哲、2 代目教授は藤

田敏郎、3 代目教授（初代専任教授）は門脇孝、

そして現教授は山内敏正（平成 30 年 7 月～）で

ある。現在の教室員は上記スタッフに加え、医員・

研究員 11、専門研修医 2、大学院生 15、その他計

56名であり、糖尿病・代謝内科として糖尿病を中

心とした代謝疾患全般にわたる診療、教育、研究

に携わっている。また、糖尿病・生活習慣病予防

講座特任教授 1（門脇孝、平成 30年 6月〜）、病

態栄養治療部准教授 1（窪田直人）、先進代謝病態

学講座特任准教授 2（岩部美紀、岩部真人、平成

30年 11月～）、ゲノム医学研究支援センター特任

准教授 1（庄嶋伸浩、）、健康空間情報学講座特任

准教授 1（脇嘉代）、検査部講師 1（蔵野信）、分

子糖尿病科学講座特任助教 1（笹子敬洋、平成 30

年 8 月〜）、東京大学保健・健康推進本部助教 2

（岡崎佐智子、山田朋英、～平成 30年 12月）、

検診部特任助教 1（升田紫）も診療、教育、研究

に携わっている。病棟は入院棟 A12階北を中心と

している。 

 

診療 

糖尿病、脂質異常症、肥満症などの代謝疾患を

対象とし、これらの代謝異常に基づく臓器障害（動

脈硬化性疾患、腎障害、神経障害、眼疾患など）

の診療を行っている。病態の背景にある生活習慣

に対し合理的対応を行い、さらに代謝疾患の分子

病態と遺伝要因を明らかにし、先進的医療を推進

している。疾患の性質上、外来診療の比重が大き

いが、糖尿病・代謝内科が開設されてからは、入

院患者数も増加している。外来診療は糖尿病・代

謝内科外来を毎日午前・午後、それぞれ 4～13ブ

ース行い、外来受診者数は 1日平均約 166人（新

患 270人、延数 40,597人）であった。栄養指導、

透析予防指導、外来糖尿病教室、ベストウェイト

教室など患者教育にも配慮している。足外来を開

設し、糖尿病療養指導士資格を持つ看護師が中心

になって患者のフットケアを担当している。 

入院診療では入院棟 A12 階北を固有床として、

腎臓・内分泌内科と協力して病棟運営を行ってい
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る。行事としては毎週月曜日にチャートラウンド、

回診を行って入院症例の検討を行っている。基準

病床割り当ては 28 床で、今年度の年間新入院数

は 576人であった。診療方針としては、患者の全

身に眼を向け、病態生理を総合的に深く理解し、

最新の治療の進歩を取り入れた、患者さんにベス

トの医療をめざしている。具体的には、月曜日か

ら金曜日まで連日開催されている入院糖尿病教室

による患者教育、食事療法や運動療法の指導、自

己血糖測定指導、服薬・インスリン白己注射の指

導、低血糖に対する対処法などきめ細かな患者指

導を行っている。同時に、糖尿病性昏睡をはじめ

とする急性の代謝失調に対して迅速な対応を行っ

ている。検査部・薬剤部・栄養管理室と連携を図

り、病棟薬剤師、病棟管理栄養士が常時業務に従

事している。更に、他科からの依頼も外科系を含

め病院全体から多く、糖尿病専門医による往診を

毎日行っている。 

 

教育 

教育にも大きな力を注ぎ、医学部学生に対して、

M2 の臨床診断学実習、内科系統講義、M3 のク

リニカルクラークシップとエレクティブクラーク

シップ、M4 の統合臨床講義を担当している。臨

床診断学実習では診断の基本的手技から指導し、

系統講義では糖尿病など代謝学の基礎的事項を、

統合臨床講義では実際の症例をもとに代謝疾患の

講義をしている。クリニカルクラークシップでは、

助教が中心となって、患者に対する医療面接や身

体所見の取り方など実際の患者との接触を通じて、

診療参加型の臨床実習を行っている。さらに、教

授による糖尿病臨床セミナーや口頭試問等を通し

て、糖尿病・代謝疾患について一層理解を深める

ことを目指している。 

卒後教育では、初期研修医・後期研修医に対し、

総合内科チームおよびコンサルトチームがつき、

チャートラウンド、回診、カンファランスを通じ

て、糖尿病・代謝疾患を中心に患者の全身に目を

配った全人的治療を行えるように内科医としての

基本教育を行うとともに、内科セミナー・グラン

ドカンファランスによる専門教育も行っている。

また研修医が日本内科学会などの地方会で症例報

告を行うよう指導している。 

 

研究 

分子生物学的・分子遺伝学的手法を用いて、糖

尿病・代謝疾患の成因解明と治療法確立に向けた

最先端の研究を行っている。 

1) 2 型糖尿病やメタボリックシンドロームの発症

の分子機構や遺伝素因の解明 

各臓器でのインスリンやアディポカインの情報

伝達経路とその生理的役割、さらにはインスリン

分泌機構の解明、および 2型糖尿病や肥満による

それらの異常の分子メカニズムを発生工学的手法

を用いてモデル動物を作製し解析している。また、

理化学研究所やコホートと共同で、日本人におけ

る 2 型糖尿病感受性遺伝子多型の探索研究を実

施している。さらに、糖尿病モデル動物や培養細

胞におけるインスリン抵抗性の機序を解析するこ

とによって、糖尿病の病態解明や新規治療法の確

立を試みている。特に、アディポネクチンなど脂

肪細胞から分泌されるアディポカインの病態生理

学的役割、あるいは我々が同定したアディポネク

チン受容体 AdipoRを介する作用機構の解明、ア

ディポネクチン受容体活性化低分子化合物（アデ

ィポロン）の開発、膵β細胞の増殖期機構、食欲

調節機構と全身のエネルギー代謝に及ぼす影響、

臓器間ネットワークと糖代謝・エネルギー代謝調

節、褐色・白色脂肪細胞における転写・エピゲノ

ム制御の解明などについて研究を行っており、こ

れらが糖尿病やメタボリックシンドロームの新し

い治療法の開発につながるものと期待している。 

2) 動脈硬化症及び脂質代謝 

動脈硬化症の発症・進展に関与する代謝学的な
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危険因子の意義について研究している。特に、脂

質の蓄積に関与する遺伝子と肥満、脂肪肝、糖尿

病、脂質異常症、動脈硬化症の病態生理の関連に

ついて、分子生物学や発生工学などの手法を用い

て調べている。 

3) 臨床疫学研究 

糖尿病合併症予防のための戦略研究（J-DOIT3）

追跡研究や診療録直結型全国糖尿病データベース

事業（J-DREAMS）、メタボリックシンドローム

などの臨床的に重要なテーマに関する疫学的解析、

新規糖尿病治療薬の開発を目指した臨床研究など

を実施している。 
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沿革と組織の概要 

1998 年 5 月の病院診療科再編成により各内科

講座の血液グループが合併し血液・腫瘍内科の診

療が開始されました。2005年に黒川峰夫が教授に

就任し、現在に至っています。 

血液・腫瘍内科は多岐にわたる血液疾患の外

来・入院診療を行うとともに、医学部教育、血液・

腫瘍病態学専攻の大学院教育、血液専門医の育成

などの教育活動を行っています。さらに血液・腫

瘍疾患克服のためのさまざまな基礎的・臨床的研

究を行っています。血液・腫瘍内科に所属する教

室員が全員で協力して、これらの広範な活動に取

り組んでいます。血液・腫瘍内科のスタッフの数

は、教授 1、講師 3、助教 8です。 

 

診 療 

血液・腫瘍内科は東大病院の総合内科に参加し

ております。2018年 1月に病棟フロアは入院棟 A

の 14階北と 5階北から入院棟 B7階・8階に移転

し、フロア全体がクラス 10000以下の無菌的環境

になりました。入院患者数は約 60〜70人です。 

週 3回のモーニングカンファレンス、週 1回の

チャートラウンド・回診を通して、科全体で症例

検討を行い、最適な治療方針を決定します。造血

幹細胞移植症例を対象としたカンファレンスは、

無菌治療部及び小児科血液グループと連携して月

1 回開催しています。特徴的あるいは教育的症例

を詳細に検討し、疾患に関する知識を深めるクリ

ニカルカンファレンスを月 2回開催しております。 

外来では月曜日から金曜日の午前午後に 3ブー

スずつを担当し、平日 1日あたりの平均患者数は

60～65人です。初診枠による初診の患者様の診療

は、月～金曜日の午後に行われています。外来診

療でも、個々の症例について上級医を交えた検討

を行っています。平成 16 年に開設された外来化

学療法室を活用し、外来で施行可能な化学療法を

施行するとともに、その運営にも積極的に参加し

ています。 

血液・腫瘍内科では、白血病、悪性リンパ腫、

多発性骨髄腫などの造血器悪性腫瘍から、骨髄増

殖性腫瘍、さらに造血不全疾患、免疫機序による

造血障害、出血性疾患など、多岐にわたる血液疾

患の診療を行っています。とくに造血器悪性腫瘍

の診療は大きな柱の１つです。 

血液領域の診断では、分子生物学的手法による

疾患関連遺伝子の同定・定量が、診療に不可欠な
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ものとなっています。当院では最新の知見に基づ

き、様々な遺伝子の変異解析を導入し、診断・治

療法の選択に役立てています。また、治療後の経

過観察において微小残存病変を評価するために、

PCR 法を駆使した遺伝子診断を積極的に取り入

れています。 

血液疾患の治療法は多彩であり、抗がん剤によ

る化学療法、造血幹細胞移植、放射線療法、サイ

トカイン療法、免疫抑制療法、輸血療法を動員し

て最適な集学的治療と QOL 重視の全人的医療を

行っています。 

造血幹細胞移植は、無菌治療部などの関連部署

と連携して実施しています。自家造血幹細胞移植

併用大量化学療法や、臍帯血移植を含むさまざま

な同種造血幹細胞移植を積極的に施行し、血液疾

患の完全治癒を目指しています。高齢者の移植に

おいても、倫理委員会の承認を得て、60歳以上の

高齢者に対する同種造血幹細胞移植を積極的に行

っており、疾患予後の改善を目指しています。さ

らに、悪性リンパ腫の的確な診断・治療方針の決

定のために、病理診断・細胞表面形質解析・染色

体検査・CT検査・PETなどの種々の検査結果を

総合して個々の症例に最適な治療方針の決定に役

立てています。治療についても，最新の抗体医薬

を含めた様々な治療法を実施しています。 

 

教 育 

学部学生を対象に系統講義、臨床統合講義、血

液診断学実習とクリニカルクラークシップを行っ

ています。講義では、血液・腫瘍学の基礎的知識

の習得を目的とし、造血細胞の分化機構、造血系

サイトカインとそのシグナル伝達機構、血液細胞

の悪性化の機構、免疫制御機構、止血機構、化学

療法、造血幹細胞移植などを扱い、また重要な疾

患については、病態、診断、治療を深く掘り下げ

て検討します。クリニカルクラークシップでは、

臨床チームの一員として日常診療活動に参加し、

実際の症例を通して全人的医療に必要なさまざま

な要素を身につけることを目標としています。 

大学院生教育では血液学における基礎・臨床研

究を中心として、独立した一流の研究者の育成を

目指し教育を行っています。 

初期研修終了後の後期研修では、専門研修医ま

たは大学院生として、血液・腫瘍内科医としての

専門的な臨床研修を行います。さらに、スタッフ

による講義や個別指導を通して、学会発表などの

臨床的な学術活動に取り組む力を養う体制を確立

しています。 

 

研 究 

造血器疾患の発症機構、診断および治療に関す

る基礎的・臨床的研究を、分子生物学、細胞生物

学、発生工学、免疫学などの手法を多面的に用い

て行っています。造血細胞の転写制御やシグナル

伝達、造血幹細胞の制御機構などから、ゲノム医

学、再生医学、移植・腫瘍免疫を基盤とした疾患・

治療研究まで幅広く展開し、臨床への応用をめざ

しています。おもな研究テーマには次のようなも

のがあります。 

・造血幹細胞の維持・分化機構 

・造血器腫瘍発症の分子機構 

・白血病原因遺伝子を用いた白血病モデルマウ

スの解析 

・造血器腫瘍におけるゲノム・遺伝子異常 

・白血病幹細胞の生成機構、難治性白血病にお

ける難治化の分子メカニズム 

・リプログラミング技術を用いた造血器腫瘍細

胞の iPS細胞化 

・造血システムの恒常性の維持機構 

 

さらに、これらの基礎研究から得られた知見を

臨床に還元し、さらに広く社会に貢献するため、

良質なトランスレーション・リサーチを推進して

います。 
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 アレルギー・リウマチ学教室の構成員は、現在

のところ教授１名、専任講師２名、外来医長１名、

病棟医長１名、特任講師１名、助教６名、特任准

教授２名、特任助教５名、医員３名、大学院生１

７名である。医局と研究室は東研究棟、クリニカ

ルリサーチセンターＡ棟、分子ライフイノベーシ

ョン棟および旧中央診療棟にある。以下、当教室

の教育、研究、診療の現状について述べる。 

 

１．教 育 

 卒前教育として、系統講義はリウマチ膠原病、

アレルギー性疾患について疾病概念、病態、臨床

症状、診断法、治療法を講義している。臨床統合

講義は、全身を診る診療科としての特性を生かし、

膠原病、特に、全身性エリテマトーデス、関節リ

ウマチ、皮膚筋炎などに関して、神経内科、整形

外科など他領域の教員の参加を得て分野横断的な

講義を行っている。ベッドサイド教育には特に力

を入れており、外来、コンサルト症例、入院受け

持ち症例について診断、臨床推論の実践による体

験型の実習を行っている。並行してクルズスを通

じて知識の横断的な把握につとめ、また患者との

接し方について指導をしている。 

 卒後教育では、初期研修医を受け入れて、臨床

医としてのトレーニングを行っている。当科病棟

の主治医チームにスタッフを配置するとともに、

助教・医員・大学院生からなるコンサルトチーム

を組織して病院全体の専門診療をサポートしてい

る。コンサルトチーム配属の内科専攻医には３人

の指導医が直接つき指導を行っている。主な病棟

は１４北病棟に位置し、腎臓内分泌内科・心療内

科との混合床として運営されている。１４北病棟

配属の研修医には、当科スタッフによるアレルギ

ー、リウマチ、膠原病の診断、治療について直接

指導を行うとともに、カンファ、チャートラウン

ド、回診などの検討を通じて研修医の臨床力の向
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上に努めている。また、様々な疾患を経験し、学

会報告、論文執筆の経験ができるように配慮して

いる。 

 

２．研 究 

 当教室ではリウマチ・膠原病、アレルギー・呼

吸器疾患の臨床的ならびに基礎的研究を行ってい

る。近年は、高速シークエンサーを用いたマルチ

オミックス解析手法による関節リウマチ・膠原病

病態研究に力を入れている。また医科学研究所、

理化学研究所など国内留学や海外留学も盛んであ

る。以下に主な研究テーマを列挙する。 

 

1. 自己免疫疾患における機能ゲノム解析  

2. 新しい制御性 T細胞および抑制性サイトカ

インによる自己免疫疾患治療機序の解析 

3. 疾患における T細胞レセプター, B細胞レセ

プターの分子生物学的解析 

4. 自己免疫疾患の疾患感受性遺伝子の機能に

関する研究 

5. 自己免疫性疾患における細胞内シグナル伝

達の研究 

6. 自己免疫疾患特異的 iPS細胞研究 

7. 呼吸器疾患動物モデルにおけるプレニル化

の病態への関与の解明  

8. ステロイド性骨粗しょう症の骨強度の解析  

9. 自己免疫疾患のバイオマーカーの検討 

３．診 療 

 専門別外来については、当科よりアレルギー・

リウマチ内科外来、総合内科外来にスタッフが参

加している。 

 現在、病床数は２５～３０である。研修医、指

導医が入院患者の診療を担当している。毎週月曜

日の午後にチャートラウンド、火曜日の午後に回

診が行われている。また、教室全体のクリニカル

カンファランス、専門グループ（リウマチ膠原病

グループ、呼吸器グループ、腎グループなど）に

よるカンファランスにより診療方針を決定するな

ど、万全を期している。入院患者で多い疾患は、

血管炎症候群、全身性エリテマトーデス、強皮症、

多発性筋炎・皮膚筋炎、関節リウマチ等の膠原病・

リウマチ性疾患、薬剤・食物アレルギー、気管支

喘息などのアレルギー疾患である。生物学的製剤

を用いた関節リウマチ治療も積極的に行っている。 
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沿革と組織の概要 

生体防御感染症学（感染症内科）は診療科再編

に伴い 1998年に発足した。その構成員は、教授 1

（感染制御学兼任）、准教授 1、助教 3である。感

染制御学と密接な関係にあり、感染制御部教員も

当科の診療、教育の一部を分担している。これら

常勤職員に加え、専門研修医や大学院生が在籍し

ている。外来は、内科の感染症（HIV感染症など）

を担当し、他の内科診療科とともに、総合内科外

来を分担している、病院各科からの感染症に関す

る問合せも多い。研究室は、第一研究棟、クリニ

カルリサーチセンターＡ棟および中央診療東棟に

ある。 

 

診療 

外来診療部門では、月曜日から金曜日まで毎日

午前に感染症専門外来を行っている。曜日によっ

ては、午後にも感染症内科専門外来を行なってい

る。また他の内科診療科とともに総合内科外来を

分担している。入院診療部門では、当科の入院患

者とともに他科からのコンサルテーションが多数

あり、併診患者が多いのが特徴である。東京大学

医学部附属病院は、エイズ拠点病院になっており、

わが国におけるエイズ診療において重責を担って

いる。 

感染症内科入院症例は、HIV感染症、ウイルス

性慢性肝炎、肺外結核症などの慢性感染症から、

性感染症、肺炎などの急性感染症まできわめて多

岐にわたっている。不明熱を呈した患者が精査の

ため当科に入院することもあるため、悪性リンパ

腫などの血液疾患、膠原病などの症例もしばしば

経験している。 

行事としては、毎週火曜日の午後に、感染症内

科専門カンファランスを実施し、引き続いて科長

回診を行っている。本専門カンファランスでは、

教員はもちろんのこと若手医局員、研修医まで科

学的な見地から、和気あいあいとした雰囲気の中

で、自由闊達に討論がなされている。また専門研

修医には、定期的な抄読会や症例検討会での発表

を行うことで、より深く学べるよう教育的な視点

に配慮している。診療の基本的方針として、1 人

1 人の患者について、疾患に関する病態生理の理

解を行い、それに関連する事柄については、最新

の基礎的および臨床的知見を取り入れると同時に、

合理的で適切な診断プロセス、医療の費用効果や

患者の利益を最大限配慮し、検査および治療の具

体的適用について徹底的に検討を加え、現時点に

おいて最良と考えられる医療を目指している。 
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また感染症は多くの臓器に関係し、かつ内科、

外科を問わず、すべての科にまたがった分野であ

ることから、他の多くの診療科から感染症の診療、

治療に関する問い合わせが多く、他の診療科のコ

ンサルテーションにも積極的に応じている。コン

サルテーションの件数は着実に増加しており、現

在は年間 1000 件以上の相談があり、他の診療科

と共に継続して診療にあたっている。 

 

教育 

卒前教育では、M2 の内科系統講義の感染症を

担当している。M3、M4の教育では、BSL、クリ

ニカル・クラークシップおよび臨床統合講義を分

担している。 

BSLは、入院症例を中心とした病歴聴取から身

体診察、診断・治療計画を立案するまでの臨床の

基本的トレーニングを行うとともに感染症治療の

基本を指導している。さらに、専門カンファラン

スヘの参加によって、臨床の実態を体験させると

同時に、科学的に病態を把握するための基本的考

え方の習得を重視した教育を行っている。また、

学生一人一人に症例に即した課題を課しており、

カンファランスの席でプレゼンテーションをして

もらっている。課題は初期研修医・後期研修医の

教育にもなるように配慮されている。 

クリニカル・クラークシップでは、BSLよりも

より学生に診療チームの一員として参加してもら

い、実際の診療を経験してもらっている。実習期

間中は受け持った症例に関連したテーマをまとめ

て発表する機会を設けている。また、クリニカル・

クラークシップ中、希望者は聖路加国際病院感染

症科での実習に参加し、大学病院とは異なる幅広

い感染症を学習、経験していただいている。 

エレクティブ・クリニカル・クラークシップで

はこれらに加え、感染症の原因になっている微生

物の同定過程を経験することや、希望者には国立

国際医療研究センター・エイズ治療・研究開発セ

ンターでの実習をして頂きより深く感染症を学ぶ

機会を提供している。 

卒後教育としては、1年目および 2年目の初期

研修医を 2-3ケ月ごとに数名ずつと、感染症専門

医を目指す専門研修医を数名受け入れている。受

持症例を通した屋根瓦式教育をスタッフとともに

行っている。担当患者の診察およびカンファでの

プレゼンテーションを日々行い、患者を詳細に診

察することを学ぶ。そして、診断、治療計画を立

案し患者を適切に治療できるよう内科医ならびに

感染症専門医としての基本的な考え方と技術の修

得が可能になるように配慮している。各研修医に

は主として受持ち症例に関連した感染症に関連し

た最新の論文を提供し、より深い感染症診療を学

んでもらっている。また、各研修医ができるだけ

多く学会や論文発表を行えるよう奨励･指導して

いる。これらの指導の結果、感染症内科をはじめ

とする指導方針は、研修医をはじめとして、内科

の中でも高い評価を得ている。 

 

研究 

HIV感染症、肝炎ウイルス感染症、日和見感染

症、細菌感染症、宿主の免疫反応を主な研究対象

とし、病原微生物に対する生体防御機構の解析な

どを中心に研究を行っている。ウイルス感染症に

ついては、新たな予防・治療・発症抑制法の開発

も行っている。 

1) ウイルス肝炎の治療・予防に関する研究 

2) HIV感染症の臨床的研究 

3) Ｃ型肝炎ウイルスによる発癌機構及びその抑

制に関する研究 

4) Ｃ型肝炎ウイルスによる肝外病変発生機構と

その抑制に関する研究 

5) Ｂ型肝炎ウイルスによる肝発がん機構とその

抑制に関する研究 

6) Ｂ型肝炎ウイルスの遺伝子変異と病態との関

連についての解析 
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7) インフルエンザ感染症の病態解析 

8) 細菌による血球細胞の活性化機序の解析 

9) 病原体感染時の自然免疫応答機構の解析 

10)  Clostridioides difficile感染症の病態解明 

11) HIV・HBV重複感染症及びHIV・HCV重複

感染症に関する研究 
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沿革と組織の概要 

東京大学大学院医学系研究科内科学専攻生体

防御腫瘍内科学講座ストレス防御・心身医学は、

病院では内科の一部門の心療内科として診療に当

たっている。平成 30 年度末現在のメンバーは、

准教授 1、非常勤講師 5、特任講師（病院）1、助

教 1、特任臨床医 1、専攻医 2、届出診療医 2、届

出研究医 2、登録研究医 2、登録研究員 1、大学院

生 9、客員研究員 2である。 

平成13年10月の入院棟Aのオープンに合わせ

て、全ての診療活動を本郷で行うようになり、平

成 14年 3月末の分院からの引越し終了によって、

医局、研究室なども病院地区に移転となった。平

成 30 年度末現在、外来は 2 階に、病棟の固有床

が入院棟 A14階北に、医局および研究室は中央棟

北 11階にある。 

 

診 療 

近年、心身症、摂食障害などの、内科系外来を

訪れるストレス関連疾患の増大に伴い、心療内科

へのニーズは高まっており、外来は常に予約待ち

の状況である。 

特に外来初診においては、患者一人に最低でも

1 時間程度の時間をかけて診断・治療を実施した

いと考えているため、新患外来は最大で 1日 2～3

人で、基本的に紹介予約制としている。また、一

般初診枠に加え、摂食障害初診枠を設け、それぞ

れ地域医療連携枠としても対応している他、平成

17年度より院内医師紹介枠も設けている。 

平成 30年度の外来初診患者は 247名、延べ数

は 4,896 名、入院患者は 60 名、延べ数は 1,781

名であった。入院患者は、男性 1 名、女性 59 名

と女性が 9割以上を占め、主診断名の内訳は、摂

食障害 57名、気分障害 2名と、9割以上が摂食

障害患者であった。特に、当科では, 社会的なニ

ーズは高いものの治療施設が少ない摂食障害の診

療に力をいれている。初診患者でも 3～4 割が摂

食障害患者であり、本邦における摂食障害治療の

拠点となることを目指している。 

また、それ以外にも、血液内科無菌病棟（骨髄

移植治療）とのリエゾン活動を行い、入院患者全

般へのコンサルテーション活動は別途予約枠を設

けて対応している。さらには、緩和ケアチームへ

の参加や、糖尿病代謝内科における肥満症治療へ

の参加など、他科とのチーム医療を積極的に行っ

ている。 
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教 育 

卒前教育においては、M2 の内科系統講義、症

候学、M3 のクリニカルクラークシップとアドバ

ンスドクリニカルクラークシップ、M4 の臨床統

合講義を実施している。 

臨床講義では、全 6回で、心身医学総論、筋骨

格系及び消化器系心身症、摂食障害、心身医学的

治療法、糖尿病と行動変容、循環器系及び呼吸器

系心身症について講義した。 

臨床統合講義では、サイコオンコロジー（M3）

と、特にプライマリケアの現場で遭遇する可能性

が高く、内科的身体合併症がみられることが多い

摂食障害について（M4）、実際の患者ケースを交

えながら講義した。 

ベッドサイドでは、まず心療内科的面接法につ

いての模擬面接、患者さんの協力を得ての実地研

修を行い、さらには回診前のプレミーティングや

クルズスで摂食障害を中心にした各種病態の理解

を深め、そして、心理テスト、自律訓練法、箱庭

療法などは自分を題材にして体験学習するととも

に、臨床倫理的思考を身につけるためのケース学

習を行うなど、医師としての治療的自我の育成を

目指した。 

 

研 究 

現在の研究状況としては、自律神経機能の非侵

襲的評価法、ヒトの時系列生体情報の測定を行う

Ecological Momentary Assessment（EMA）など

の方法論の発達によって、様々なストレス関連疾

患の発症や維持における身体・心理・行動面の相

互関係を明らかにするためのより基礎的研究を積

極的に進めつつある。また、研究対象を従来の心

身症、生活習慣病、摂食障害などから、さらに癌

患者の疼痛コントロールなどにも広げてきている。

また、EMA の方法論によって得られた時系列デ

ータを扱うために、従来医学分野では用いられる

ことが少なかった洗練された解析手法を用いて行

っている。 

現在、当教室で取り組んでいる研究を、その方

法論別にまとめておく。 

EMA を中心にした行動科学的手法：緊張型頭

痛を対象とした EMAによる病態評価。摂食障害

を対象とした再摂食期の自律神経活動、日常生活

下における食行動・排出行為と体動パターンの

EMAによる検討。糖尿病患者を対象とした EMA

を利用した治療介入。緩和ケアを受けている患者

を対象とした日常生活下における癌性疼痛による

活動量への影響・心理社会的因子との関連の検討。 

神経内分泌・神経免疫学的手法：神経性食欲不

振症患者における再摂食期のエネルギー代謝の多

面的評価、治療前後での各種摂食関連物質の変動

の検討、骨代謝と関連マーカーの検討、治療効果

を評価可能なバイオマーカーの探索。 

サイコオンコロジー：癌患者における抑うつ症

状の評価のための新しい質問紙の開発についての

共同研究。 
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沿革と組織の概要 

1949年（昭和 24年）に院内措置として発足し

た輸血部は、1966年（昭和 41年）に予算措置が

なされ、正式に認可された。1984年（昭和 59年）

に遠山博先生が初代教授に就任され、その後、

1997 年（平成 9 年）に、東京大学医学部の大学

院大学発足に際して、内科学専攻輸血医学講座と

なった。遠山博元教授の「輸血学」出版（現在は

第 3版）に引き続き、大河内一雄先生による輸血

後肝炎の原因としての B 型肝炎ウィルス（HBs

抗原）の発見、十字猛夫元教授による移植片対宿

主病（Graft-versus Host Disease, GVHD）の発

症機序の解明、また柴田洋一元教授による血小板

抗原・抗体検査法の開発と新しい血小板型の発見

など、輸血医学の分野への貢献は非常に大きい。

現在の輸血部の構成は次のとおりである。医師 6

名（内常勤 4名、非常勤 2名）、臨床検査技師 10

名、看護師 2-3 名（材料部と兼任）、事務員 1 名

（医事課）である。 

 

診療 

輸血部の主な業務は輸血用血液の管理、検査及

び供給である。当院では、全ての輸血用血液（ア

ルブミン製剤を含む）は輸血部で管理されており、

適正かつ安全な輸血療法の実施について院内での

指導も行っている。輸血関連検査、移植関連検査、

感染症検査を実施し、輸血副作用が認められた場

合の対応（検体保管・関連検査）も行っている。

また、これまでも自己血輸血を積極的に実施して

きたが、髙橋孝喜前教授により 2006年 1月より

全国に先駆けて自己血外来を設置し、自己血輸血

の普及に努めている。自己血外来では、患者の診

察を行い、採血スケジュールを決定し、同意書を

作成して採血を実施している。採血した自己血の

管理・供給も従来通り適切に行っている。また、

当院で盛んに実施している自己血輸血に関して、

自己血の保存方法の改良のための研究や自己血に

伴う副作用などを防止するための保存前白血球除

去について、特にサイトカイン･ケモカインや活性

脂質に注目して研究を進めている。さらに、末梢

血幹細胞の採取・保存も関連診療科と連繋しなが

ら積極的に行っている。 

I. 輸血用血液（血液製剤）の管理供給 

II. 輸血関連検査 

1) 血液型検査、交差適合試験、不規則抗体同定検

査； 

2) 赤血球抗体、白血球抗体（HLA 抗体、顆粒球

抗体）及び血小板抗体； 

3) 感染症検査（A 型肝炎、B 型肝炎、C 型肝炎、

HIV、HTLVなど） 

4) 造血幹細胞移植及び臓器移植のためのHLA検

査（血清学及び DNA タイピング）； 
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III. 臨床 

1) 自己血採血・保存・管理・供給； 

2) 末梢血幹細胞の採取及び保存； 

 

教育 

医学部学生（6 年生）に対して輸血医学の実習

を行っている。学生は 1 グループ 6名、18 グルー

プに分かれて、5 日間の実習を受ける。実習内容

は以下のとおりである。 

1) 輸血部を見学し、当院の輸血用血液（血液製剤）

の管理・検査・供給システムを理解する。 

2) 輸血および移植（造血幹細胞および臓器）にお

ける血液型（赤血球型、白血球型、血小板型）

の重要性について学ぶ。 

3) 血液型検査及び適合検査の実施方法について

学ぶ。 

4) 輸血における不規則抗体の重要性及びその同

定検査を学ぶ。 

5) 輸血副作用の発症機序、予防及び治療方法につ

いて学ぶ。 

6) 輸血感染症防止対策としてのNAT検査および

遡及調査について学習する。 

7) 輸血関連同意書の取得方法について、ロール・

プレーイング形式で学習する。 

8) 自己血輸血の適応及び実施方法について学ぶ。 

9) 末梢血幹細胞の採取・保存方法及び適応につい

て学ぶ。 

10) 輸血に関する法律、血液製剤の使用指針、輸

血療法の実施に関する指針などについて把握す

る。 

11) 日本赤十字社血液センターを見学し、日本の

献血制度、輸血用血液（血液製剤）の種類及び

適応について学ぶ。 

 

研究 

当輸血部では、輸血の際に重要な血液型（赤血

球型、白血球型、血小板型）の研究を初め、輸血

副作用、移植免疫、免疫療法、造血幹細胞などに

ついて研究を行っている。血液型に関しては、血

清学的及び遺伝子学的な研究を行っている。造血

幹細胞移植や臓器移植の際に重要なHLA（白血球

型）検査は、十字猛夫元教授によって国内で積極

的に実施されるようになり、現在でも DNA タイ

ピングが導入されるなど、研究が進められている。

また血小板型の検査法として本邦で広く利用され

ているmixed-passive hemagglutination（MPHA）

法は、柴田洋一元教授によって開発され、その研

究は血小板型に限らず、顆粒球型、内皮細胞型の

検査法としても検討が行われている。また、移植

免疫を初め、癌の免疫療法など、免疫学的な研究

も実施している。移植に関連しては、造血幹細胞

の増殖・分化に関する研究も行っている。また、

医療材料の開発に関する研究も行っている。さら

に、貯血式自己血輸血患者における循環動態の把

握を通じた有害事象関連リスク因子の研究も開始

している。 

主な研究テーマは下記のとおりである。 

1. 血小板抗原・抗体検査とその臨床的意義に関す

る研究； 

2. 血小板減少性紫斑病（輸血後、新生児）の診断、

予防、治療に関する研究； 

3. 自己血の保存方法、臨床応用に関する研究； 

4. 自己血の保存前白血球除去と輸血副作用に関

する研究； 

5. 新たな血小板クロスマッチ法の開発に関する

研究； 

6. 血小板型及び白血球型（HLA 及び顆粒球型）

のDNA タイピング； 

7. 新たな血小板機能評価システムの開発に関す

る研究； 

8. 造血幹細胞の増殖・分化に関する研究； 

9. 輸血関連急性肺障害、輸血関連循環負荷に関す

る研究； 

10. 貯血式自己血輸血患者の有害事象関連リスク
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因子に関する研究； 

11. 従来の凝 固検査と精 密 凝 固検査機器

（Thromboelastogram test）との相関性に関す

る研究。 
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生殖内分泌学・生殖腫瘍学・周産期医学・

分子細胞生殖医学 
 

 

 

はじめに 

産科婦人科学講座は生殖・発達・加齢医学専

攻に属し、生殖内分泌学、生殖腫瘍学、周産期医

学および分子細胞生殖医学の 4つの専攻分野に分

かれている。前三者は各々産科婦人科学の主要 3

臨床部門である生殖内分泌医学、腫瘍医学、周産

期医学に対応し、分子細胞生殖医学は主として基

礎的領域を取り扱う専攻分野として設置された。

また、附属病院の診療科としては、女性診療科・

産科、女性外科を担当しており、また診療部とし

ての周産母子診療部（平成 23 年 4 月より総合周

産期母子医療センター）を運営している。現在の

構成員は、教授：藤井知行（周産期医学、女性診

療科・産科科長、総合周産期母子医療センター

長）、大須賀穣（生殖内分泌医学、女性外科科長）、

准教授：織田克利、平池修、甲賀かをり、永松健、

講師：廣田泰、原田美由紀、入山高行、熊澤惠一、

森繭代、助教 18 名、医員 10 名、専門研修医 11

名、大学院生 48 名、留学者 3 名、出張者約 100

名である（令和元年 7月現在）。外来は外来診療

棟 1階、病棟はＡ病棟 3階・B病棟 6階、周産母

子診療部は中央診療棟 2の 3階、医局および研究

室は CRC-A棟６階、および旧中央診療棟 6階に

位置する。以下に当教室の教育、研究、診療の現

状について述べる。 

 

教 育 

卒前教育では、系統講義（M2）、臨床講義（M3、

M4）、ベッドサイド教育（M3、M4）を担当して

いる。講義では、産科学・婦人科学の学問的基礎

から臨床の最前線まで取り上げている。ベッドサ

イド教育では、M3は都内の連携病院で 2週間過

ごし、非常勤講師の指導の下、分娩や手術、外来

等臨床の現場に直接触れる機会を設けている。ま

た M4 では、医学部附属病院にて病棟臨床実習、

外来実習を行い、産婦人科を理論的に学び、また

先端的医療に触れる機会としている。 

卒後教育においては、新臨床研修制度に対応し

た教育システムを構築した。スーパーローテート

では初期研修の 2 年目に産婦人科を研修するが、

周産期（妊娠・分娩管理）、生殖（不妊・内視鏡手

術・内分泌）、腫瘍（悪性腫瘍）に分かれて、上級

医の指導の下実地臨床の研修を行っている。 

選択科目で産婦人科を長期に研修する場合は、

周産期・生殖・腫瘍勤務をすべて回り、帝王切開

の執刀等より高度な医療を実践する機会を設け、

また症例報告の学会発表も指導している。 

平成 21 年度から始まった産婦人科重点コース

では 1年目から産婦人科をローテーションし、帝

王切開や内視鏡下手術の執刀、NICU研修、地域

病院産婦人科研修等実地臨床の実践の機会をふん

だんに設け、また学会発表も指導している。 

専門研修においては、全員が産婦人科専門医を

取得できるよう、医学部附属病院と連携病院で有

機的に連携し、臨床経験が積めるようプログラム

を組んでいる。 

また、臨床を行っていく中で研究に興味を持つ

者に対しては大学院コースを用意している。なお、

大学院教育では、研究的視点を持った臨床医を育

成すること、臨床的視点を持った研究指導者を育
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成することを目標としている。そのため対象は基

本的臨床研修が終了した者のみとしている。教室

内外の研究室で、産婦人科臨床と関連のある研究

プロジェクトに従事し、成果を臨床に還元すべく

努力している。 

 

研 究 

当教室では以下のような研究グループを形成

し、臨床的・基礎的研究活動を行っている。最近

の主な業績は後に示すが、臨床教室として極めて

高い研究 activityを持っている。その理由は全教

室員にチューター的な研究指導教官を割り当て、

責任を持って研究面の指導を行っているためであ

る。 

① 生殖内分泌領域 

② 周産期領域 

③ 悪性腫瘍・感染症領域 

④ 女性のプライマリケア領域 

 

診 療 

病院の診療体制は、女性診療科・産科と女性

外科で行っている。 

(1) 外来診療 

月曜日から金曜日まで一般外来の他、妊婦外来、

不妊外来、IVF 外来、腫瘍外来、腫瘍検診外来、

腫瘍遺伝外来、腫瘍ヘルスケア外来、不育症外来、

遺伝外来、ヘルスケア外来、女性アスリート外来、

子宮内膜症外来、子宮腺筋症外来、着床外来、超

音波外来等の専門外来を開設している。年間外来

患者数は、女性診療科・産科が延べ 35000名超（う

ち新来患者 2500 名超）、女性外科が延べ約 9000

名（うち新来患者約 500名）である。診療は、専

門医約 50 名、医員/専門研修医約 15 名が当たっ

ている。 

(2) 入院診療 

現在、実病床数は産科（女性診療産科）が一般

床 26床、MFICU9床、婦人科（女性外科）が 38

床である。 

分娩数は近年増加傾向であり、平成 30 年は

1077 件（22週以降）となっている。平成 23年度

より総合周産期母子医療センターに指定され、都

中央ブロックを中心に母体搬送を多数受け入れて

いる。当院は医師数、特に専門医数が非常に多い

こと、手術室・ICU・NICU・輸血部等のバック

アップ体制がしっかりしていることから分娩の安

全性が非常に高いのが特徴である。平成 30 年か

ら開始した周産期病棟の拡張工事および、産科・

NICU・GCU・PICUの大幅増床とリニューアル

が令和元年に終了し、都内で有数規模を有し、あ

らゆる母児の疾患に対応できる総合周産期母子医

療センターに生まれ変わった。 

また、腹腔鏡下手術は週 10 件程度コンスタン

トに施行している。子宮体癌に対する腹腔鏡下子

宮全摘術や子宮脱に対する腹腔鏡下仙骨腟固定術、

子宮腺筋症に対する核出術など、先進的医療も積

極的に行っている。体外受精において、採卵は年

間約 160 件、凍結融解胚移植は年間約 200 件行っ

ており、これらの治療により年間約 50 人の児が

出生した。 

悪性腫瘍に対しては、子宮頸癌、子宮体癌、卵

巣癌、子宮肉腫、外陰癌、腟癌、絨毛性疾患に対

し、手術療法、化学療法、放射線療法を組み合わ

せて集学的に治療している。広汎子宮頸部全摘出

術や子宮体癌に対するホルモン療法といった妊孕

性温存治療、また腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術にも

積極的に取り組んでいる。患者数はこの 5年間増

加傾向であり、平成 30年は約 290 人に対し手術

療法を行った。 

手術日は月・火・木・金曜日である。毎週水曜

日には総回診が行われ、教授・准教授を中心に症

例の方針について検討している。小児科・小児外

科との合同の周産期ミーティング、放射線科との

合同ミーティング、病理部との CPC が毎月開か

れ、診療の連携に努めている。 
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おわりに 

産科婦人科領域を取り巻く状況は、社会情勢の

変化に伴って大きく変貌しつつある。不妊症治療

においては、体外受精・胚移植法、顕微授精、凍

結融解胚移植が中核的治療法として確立したとい

えるが、成功率の向上と、一方で多胎妊娠の減少

などの課題を克服していく必要がある。外科的手

術を低侵襲化する手段としての内視鏡下手術は、

普及の一途をたどっているといえ、需要もさらに

多くなってきているが、一方で安全性の追求及び

教育システムの確立などが今後の課題となってい

る。少産社会では周産期領域のより一層の充実が

不可欠である。高齢化社会における婦人の健康管

理に婦人科医の果たす役割は増大していく。この

ような様々な要請に応えるべく、柔軟な体制で一

層の努力を継続して行きたいと考えている。 
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沿革と組織の概要 

東京大学医学部小児科学教室は本年で設立 122

年目を迎え、わが国で最も長い小児科学教室の歴

史を有する。江戸時代のわが国ではすでに各地に

小児科医が活動していたが、明治 21 年に弘田長

（ひろたつかさ）先生が本学（前身の帝国大学医

学部）にわが国初の小児科学教室を設立し、その

初代教授に就任された。以来当教室は指導的な小

児科医を多数輩出し、わが国の小児科臨床、小児

保健、小児医学研究、小児医学教育のすべての面

において多大の貢献を果たしてきた。 

現在の小児科学教室のスタッフは教授 1、准教

授 3、講師 5、助教 15、特任助教 3、特任臨床医 2、

病院診療医 2、後期研修医 14、大学院生から構成

される。近年 10 名／年以上の新たな小児科医が

後期（専門）研修医として当科に加わっているが、

平成 27 年度には 9 名の後期（専門）研修医が入

局した。 

診 療 

新外来棟 2階南に小児科外来と小児外科外来が

あり、現在両科は小児心理部門と一緒に外来診療

を行っている。午前中は一般外来と専門外来、午

後は専門外来が主体の外来である。 

小児病棟は 2008年 7月より増床され小児用病

床は 100床となり、小児総合医療施設と名乗るこ

とが可能となった。入院Ｂ棟の 2階 3階に小児用

の一般床が、2 階南に Pediatric Intensive Care 

Unit（PICU）が 6 床、3 階南には Neonatal 

Intensive Care Unit（NICU）が 9床、Growing 

Care Unit（GCU）が 15床存在する。 

PICU は国立大学病院としてはわが国初の治療

ユニットである。PICU には小児の重症患者が入

院するが、その半数以上が心臓外科の先天性心疾

患の術後患者である。 

小児科への新規の入院患者数は年間約800名で、

先天性心疾患患者と血液・悪性腫瘍患者、
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NICU/GCU への新生児患者が約 200名、神経・

筋疾患が約 150名を占める。その他、感染症、免

疫・アレルギー疾患、腎疾患、内分泌代謝疾患が

主な入院患者である。小児医療センターとなって

から小児科入院患者数は増加し 60 - 70名となり、

病床稼働率は 90%以上を占める。准教授、講師、

助教、医員、専門（後期）研修医の 5-10 名から

構成される 5 つの臨床班（〔1〕血液・悪性腫瘍、

〔2〕神経、〔3〕腎・内分泌・免疫・一般、〔4〕

循環器、〔5〕新生児）が分担して入院患者を担当

する。後期研修医は 5 つの診療グループを 1～3

ヶ月単位でローテーションし研修を受ける。 

月曜、木曜の午前 8時から教室員全員が入院 A

棟のカンファランスルームに集合し、新規入院患

者と重症患者について討議する（モーニングカン

ファランス）。火曜日午後１時からは全入院患者に

ついて経過や治療方針について討議する（チャー

トラウンド）。終了後、教授、准教授、講師による

患者回診が行われる。木曜日午後 5 時 00 分から

は症例検討会や研究報告会が行われる。 

小児病棟に入院中の学童・生徒の多くは院内学

級である「こだま学級」に通学している。入院中

であっても教育を受ける権利が患児に確保されて

いることは、患児と親御さんの両方にとって極め

て有用である。また、病院全体のボランティア組

織「にこにこボランティア」に所属するボランテ

ィアによる患児と親御さんへの訪問活動も子供達

にとって大変楽しみな行事となっている。特に、

医療関係者以外の人との交流は患児にとっては安

らぎを与えるだけでなく、社会性を身につけさせ

る上でも有用である。親御さんにとっても安らぎ

を与えると共に、親御さんに私的な行動を保障す

る重要な時間を生み出している。平成 18 年 4 月

からは小児病棟に長年の念願であった病棟保育士

2 名が導入され乳幼児と付き添いの精神的ケアに

大きな力を発揮している。 

 

教 育 

M2 学生には小児科系統講義を行う。学外の非

常勤講師の協力を得て、専門性の高い講義を行っ

ている。M3学生は 2 週間の病棟実習（M3 クリ

ニカルクラークシップ）を行う。実習期間中に学

生は各臨床班に配属となり 1名の入院患者を担当

し、病歴聴取、診察、入院診療録の記載、心臓カ

テーテル検査を含めた種々の検査の見学などを行

う。また、学生は心身障害児総合医療センターへ

訪問し実習する。小児病棟での実習中に、小児神

経学、腎臓病学、輸液、内分泌学、新生児学、血

液・腫瘍学などのクルズスを行う。M3 エレクテ

ィブクラークシップ毎年 5-6名の希望者に対して

行なっている。１か月単位で病棟に配属され、2

週間の病棟実習では経験できない専門性の高い実

習を体験できるようになっている。M4 クラーク

シップでは、M4学生には外来実習を5日間行う。

外来実習の 2日目、3日目には現在外来小児科学

会で活躍中の 4名の開業小児科医と外来患者数の

多い 5カ所の公的病院と 5つのクリニックに学生

が訪問し、それらの施設の外来にて学生は外来実

習を受ける。大学病院小児科外来で小児の

common diseaseを経験することは現在難しい状

況にある。外部病院と診療所における外来実習で

学生は小児の common diseaseを経験し、さらに

乳児健診や保育園検診を通じて健康小児に接する

ことができる。なお、東京大学医学部における臨

床実習において開業されている先生方が非常勤講

師となって外来実習を担当しているのは小児科だ

けである。このような実習に対する医学部学生か

らの評判は極めて良好である。 

 

研 究 

血液・悪性腫瘍グループは、小児悪性腫瘍の分

子病態を解明するために、次世代シークエンサー

およびアレイ解析を用いて、急性 T 細胞性リンパ

性白血病、膵芽腫、神経芽腫におけるターゲット
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キャプチャーシーケンス、トランスクリプトーム

解析、網羅的メチル化解析を行い臨床的因子、予

後と関連することを明らかにした。 

腎臓グループは様々な小児腎疾患に対して次世

代シークエンサーを用いた遺伝子診断と、それを

元にした病態の解明を目指している。蛋白尿の分

子メカニズムとして糸球体性の蛋白尿（ネフロー

ゼ症候群）の原因遺伝子の機能解析を行っている。 

内分泌グループは、小児内分泌・骨代謝疾患に

おいて、原因遺伝子解析および発症機序の分子生

物学的解析を行っている。以前当研究室で同定し

た希少先天性難治性疾患の原因遺伝子についての

研究では、その機能をみるために、モデル動物の

作成や iPS 細胞を用いた研究を行っている。また、

遺伝性くる病の原因遺伝子と発症機序の解析を行

い、常染色体優性低リン血症性くる病の世界初と

なる変異による発症機序や、ビタミン D 依存性く

る病の遺伝子変異の研究を行っている。 

循環器グループは先天性心疾患の網羅的遺伝子

解析のための遺伝子ライブラリーの作成やモデル

マウスを用いた川崎病の治療法開発のための研究

を行っている。 

神経グループは、後天性脳障害の最大の原因で

ある急性脳症の病態の研究や、頻度の高い先天異

常である結節性硬化症、周産期脳障害の中で治療

が検討されている先天性サイトメガロウイルス感

染症の研究を行っている。 

新生児グループはDOHaD研究の一環として臍

帯血・新生児末梢血の網羅的 DNA メチル化解析

を行っている。また新生児免疫応答への腸管マイ

クロバイオームの影響や自己免疫疾患母体から出

生した児の免疫応答も解析中である。一方、教育

学部と共同で近赤外光分析を用いた脳機能解析を

行い、発達と相関する新たなパラメーターを発見

し報告した。その他にも他大学と共同で行ったビ

オチン添加ミルクの単盲検臨床試験や周産期各種

疾患における新生児のサイトカインプロファイリ

ングの結果などを報告している。 
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沿革と組織の概要 

小児外科は、1951 年（昭和 26 年）に第二外科

学講座の小児診療チームとして発足した。その後、

1961 年（昭和 36 年）当時の第二外科木本誠二教

授の指導で、石田正統講師をチーフとして小児外

科の研究班が結成され、横隔膜ヘルニアの発生学

の研究に心血がそそがれた。 

1971 年（昭和 46 年）には、国立大学では初め

て診療科として小児外科が認可された。 

1973 年（昭和 49 年）には、当時の石田正統教

授のもとで中央診療部門として小児術後集中治療

部が新設され、小児外科患児を専門に収容できる

病棟が完成した。斉藤純夫助教授が小児外科診療

科長に就任され、第二外科から独立した。 

1983 年（昭和 58 年）には斉藤純夫先生が小児

外科専任教授となられた。胆道閉鎖症の術式、術

後管理などの臨床研究が精力的に行われた。 

1985 年（昭和 60 年）より中條俊夫先生が教授

に就任され、臍帯ヘルニアの腹壁閉鎖法や胆道閉

鎖症の逆流防止弁など、オリジナルな小児外科の

術式を開発された。これらの術式は、中條法とし

て現在も日本の小児外科医に受け継がれている。 

1989 年（平成元年）には、九州大学に引き続き、

国立大学では 2 番目の小児外科学講座として文部

省に認可された。 

1991 年（平成３年）より土田嘉昭先生が教授に

就任され、神経芽腫、悪性胚細胞腫瘍を中心とし

た悪性腫瘍の研究・臨床に携られ、高い評価の論

文を発表された。 

1995 年（平成７年）東京大学の大学院重点化に

伴い、小児外科学教室は生殖・発達・加齢医学専

攻 小児医学講座 小児外科学分野として再編さ

れた。 

1996 年（平成 8 年）より橋都浩平先生が教授

に就任され、第二外科の幕内教授らとともに、小

児の生体肝移植手術を開始された。 

2006 年（平成 18 年）8 月より岩中督教授が第

6 代教授として着任し、小児内視鏡手術に関する

臨床、研究を精力的に行い、2015 年 3 月に退官

された。 

現在、准教授１、講師１、助教 4、特任助教 1、

病院診療医 1、大学院生 6 名で教室を構成してい

る。また各地の小児外科の拠点とされる関連病院

で、20 名以上の教室員が、臨床の最前線を担って

いる。 
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診 療 

外来診療は月曜から金曜まで、主に助教以上の

スタッフが行っている。現在、外来は小児科と共

通であり、両科で緊密な連携を取りながら診療を

行っている。専門外来として、肝胆道外来、腫瘍

外来、二分脊椎外来を行なっている。最近では、

セカンド・オピニオン外来を開設し、慎重、精緻

な説明をおこない、好評を得ている。 

病棟は、入院 A 棟２階南から新 B 棟 2 階に平

成 30 年 1 月に移転した。引き続き形成外科など

他の外科系小児症例もこの病棟に入院している。

現在の病床数は 16 床で、年間約 400例の入院が

ある。手術症例でもっとも数が多いのは鼠径ヘル

ニアであるが、その他に神経芽腫、ウィルムス腫

瘍などの小児悪性腫瘍、胆道閉鎖症、胆道拡張症

などの胆道疾患、気管狭窄症、肺嚢胞症などの呼

吸器外科疾患、新生児の消化管奇形、水腎症、膀

胱尿管逆流症などの泌尿器科疾患などバラエティ

に富んでいる。 

他施設の小児外科と較べて特記すべき点は、内

視鏡手術（腹腔鏡手術・胸腔鏡手術）に積極的に

取り組んでいることである。保険に収載されてい

ない小児外科疾患に対しても、先進医療への申請

をめざして様々な術式の開発を行なっている。一

方で、重症心身障害児・神経難病疾患患児の外科

的治療にも積極的に取り組み、患児の生活の質

（Quality of Life：QOL）を改善するために内視

鏡手術を駆使し、在宅療養の支援を行なっている。

また、総合周産期母子医療センターとの協力によ

り、出生前診断症例に対しては、出生前治療なら

びに予定分娩による待機手術を行なっており、小

児科（新生児科）との連携も確立している。 

教 育 

学部Ｍ１、Ｍ２の学生に対しては、研究室配属

とフリークオーターでの指導を行なっている。臨

床の現場に積極的に係わるように指導されており、

研究プロジェクトの一部を担当させ、実習の終わ

りに成果発表会を行なっている。また、Ｍ２学生

に対しては様々な小児外科疾患の臨床講義を、Ｍ

４学生には、５日間のＢＳＬで、１回の手術見学、

１回の小児病院見学、５回のクルズスを行ってい

る。その中で、ビデオ、医学教育用モデルなどを

用いて、学生が理解し易いよう、またクルズスに

おいても、問題解決型の教育を行うよう、スタッ

フは鋭意工夫を重ねている。 

初期臨床研修では、外科研修科として臨床研修

医の教育を担当している。基本外科手技・術後管

理、及び小児外科疾患の基本から輸液管理、呼吸、

循環管理について学ぶことのできるプログラムと

なっている。 

 

研 究 

岩中教授赴任後より継続している低侵襲外科

研究は、小児内視鏡外科手術のためのトレーニン

グツールの開発や手術機器の開発、小児疾患疑似

モデルの作成といった手術を安全かつ効率的に行

うための研究にシフトチェンジしてきている。 

また、今年度より生体吸収性医用高分子を用い

た縫合不全防止用の腸管吻合部補強材の開発や生

体吸収性金属を用いたクリップやステープルなど

の外科手術用デバイスの開発を他大学や企業と合

同で開始している。 

そのほかに、炎症性腸疾患患者における腸管内

トリプシン活性の研究、リンパ管腫の細胞生物学

的解析と新規治療法の開発、医療ビッグデータを

用いた解析などのテーマで研究が行われている。 
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沿革と組織の概要 

当教室は昭和 37 年本邦で初の老年病学教室と

して発足した。医学部附属病院診療科再編成に伴

い、当診療科の呼称を、平成 10 年 4 月、老人科

より「老年病科」に改めた。当教室は、診療部門

としての診療科、および教育部門としての大学院

講座の双方を担当している。 

診療科としての老年病科は内科診療部門に属

している。老年病科は教授 1、准教授 1、講師 3、

助教 3、特任臨床医 1、大学院生 10名より構成さ

れている。 

大学院講座としての加齢医学講座は、生殖・発

達・加齢医学専攻部門に属している。加齢医学講

座は老年病学分野および老化制御学分野の 2分野

に分かれ、各々臨床医学的、基礎医学的アプロー

チにより加齢医学を究めることを目的としている。 

 

診 療 

老年病科の入院診療は、11階南フロアを中心に

おこなわれている。外来診療は、内科外来フロア

で 3つの診療室（206、207、208）を利用し月曜

日から金曜日まで午前、午後行われている。 

老年病科は、高齢者を主な対象として、多様な

疾患の診療をおこなっている。ADL低下や食欲低

下など、どのような病気がわかりにくく、どこの

診療科へ行けばよいか分からない症状を有する場

合、臓器別の診療では診療先が決定しない患者さ

んはまさに老年病科の対象といえる。特に高齢救

急患者は、原疾患にかかわらず容易に多臓器の障

害に至るので、救急診療において、老年病科の意

義は大きい。また、多くの対象疾患のなかでも、

認知症は主要な対象疾患であり、心理検査や地域

医療連携部との連携をとりいれて、検査、治療か

ら社会資源の活用にまで携わっている。 

高齢者の特徴として、一人の患者さんが多くの

疾患と症状を抱えていることが多い。当科では、

複数の疾患により惹起される老年症候群と呼ばれ

る高齢者に多い症候・症状にも専門的知識を結集

して診療にあたっている。さらには高齢者総合的

機能評価（CGA）を積極的に活用し、高齢者を個

人として包括的に診療することで、「病気を治す」

だけではなく、ADLやQOLを重視し「病人をよ

くする」ことを目標としている。 

そのほか、平成 15 年からは女性医師による女
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性のための女性専用外来（予約制）を開設した。

女性特有の悩みから女性の疾患まですべて対応し

ている。 

 

教 育 

卒前教育では当教室は他の内科学教室と分担

して M2 の臨床診断学実習と系統講義、症候学、

M3 と M4 の臨床統合講義、M3 に対する臨床実

習（クリニカルクラークシップ）を担当しており、

老年医学に関する教育を行っている。系統講義で

は老年医学総論、次いで老化の概念、老化に伴う

身体諸機能の変化（循環器、神経系、骨運動器、

呼吸器）、高齢者薬物療法、病診連携、老年症候群

や総合機能評価について行った。症候学は浮腫を

担当した。臨床統合講義では、物忘れや低栄養な

ど、個々の疾患の枠を超えた、いわゆる老年症候

群について、教育的症例を挙げて講義している。

ベッドサイド教育では CGA や老年症候群の評価

を踏まえた症例検討を行い、さらに担当症例に関

わる最新の知見を学び発表する機会を設けること

より、治療方針を検討するための実践的な能力が

習得できるよう配慮している。卒後教育では、総

合内科研修システムに参加しており、1 ヶ月もし

くは 2ヶ月ごとに内科研修医を 2-3名程度受け入

れて、内科・老年病臨床医としてのトレーニング

を行っているほか、卒後 3年目以降の内科専攻医

における研修も積極的に行っている。多彩な疾患

の診断から治療に至る全過程を経験できる科とし

て、近年、研修希望者が増えてきている。 

 

研 究 

当教室の主な研究テーマは以下の通りである。 

1) 心血管組織石灰化の分子機序の解明 

2) 性ホルモンの血管壁細胞に対する作用の分子

生物学的検討 

3) 老化制御の分子機序の解明―血管・神経老化

連関および Sirt1の役割 

4) サルコペニアの発症機序と治療法探索のため

の分子生物学的検討 

5) 高齢者高血圧や高齢者脂質異常症の至適管理

探索のための大規模臨床試験 

6) 後期高齢者におけるメタボリック・シンドロ

ームの影響を検討する臨床研究 

7) 認知症、介護ストレスおよび老年症候群のバ

イオマーカーの探索研究 

8) 薬物療法を初めとする高齢者に対する適切な

医療提供に関する研究 

9) 骨芽細胞および破骨細胞における核内受容体

の発現とその調節 

10) 骨粗鬆症治療薬の作用メカニズムの研究 

11) 骨粗鬆症ならびに変形性関節症の遺伝因子の

解明 

12) 前立腺癌と乳癌のホルモン応答に関わる標的

ネットワークの探索と機能解析 

13) 核内受容体の老化とがんにおける役割の研究 

14) ビタミン K の分子作用機序と老化における

役割 

15) 抗菌ペプチド defensin の新規病態生理学的

意義の探索 

16) アドレノメデュリンと気道過敏性 

17) klotho蛋白、ビタミンD代謝と肺細胞 

18) 睡眠呼吸障害の臨床研究 
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沿革と組織の概要 

1916 年に我が国では日本外科学会にて肺臓外

科の宿題報告が行われたとあり、日本の呼吸器外

科学がこの頃から始まったと考えられる。東京大

学における呼吸器外科学は前身の第二外科教室が

担当された。都築 正男 教授（1917卒）は肺結核

治療を教室の主題とし、1934 年から Coryllos 氏

変法胸成術を行い、1942年には肺結核に対する肺

虚脱療法として胸腔鏡手術をわが国で初めて報告

した。 

既に欧米では第二次大戦前から気管内麻酔によ

る手術が始められたが、日本では当時「平圧開胸

論争」を経て自発呼吸による開胸術が主に行われ

た。安全な気管内挿管・人工呼吸下全身麻酔が肺

切除では必要とされたが、本学では 1950 年に日

本初の気管内麻酔器を作成し臨床に応用した。 

肺結核は抗結核薬の出現のために治療法の主体

は外科から内科に移り、呼吸器外科は肺癌をはじ

めとする悪性腫瘍が対象疾患となっていった。我

が国における肺癌治療は 1920 年代には既に報告

が散見されたが、戦後 10 年を経たころから国内

の肺癌研究が盛んになってきた。教室では 1950

年右肺癌に対する肺全摘が行われた。縦隔腫瘍に

対する手術治療も同年に始まった。さらに 1954

年重症筋無力症（MG）（胸腺腫合併例）に対する

胸腺摘除が胸骨正中切開下に行われた。 

1964年 12月 15日胸部外科学教室が第二外科

学教室から独立し心臓外科学と呼吸器外科学を担

当することとなった。胸部外科学の教授として木

本誠二（1964.12.15～1968. 3.31）、三枝正裕（1968. 

4. 1～1981. 3.31）、浅野献一（1981. 4. 1～1986. 

3.31）、古瀬彰（1986. 4. 1～1997. 3.31）、高本眞

一（1997. 6. 1 - 2009. 3.31）が歴任し、2011年 4

月から中島淳がその任にある。大学院大学への移

行に伴い、胸部外科学教室は 1997 年から心臓外

科学と呼吸器外科学に分かれた。呼吸器外科学は

胸部臓器のうち肺・胸膜・縦隔・胸壁疾患に対す

る外科学と位置づけられる。 

診療 

東京大学医学部附属病院呼吸器外科において、

呼吸器外科専門医 5名｛中島・佐藤・長山・北野・

唐崎｝が中心となって高度な専門的治療をおこな

っている。特に肺･縦隔悪性腫瘍の治療ならびに肺

移植に最も重点をおいている。 

原発性肺癌はわが国における癌死の臓器別第一

位を占める疾患である。厚生労働省人口動態統計

によると、2016年の死因統計では、死亡総数 131
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万人のうち悪性新生物による死亡は約 38 万人で

あるが、気管・気管支及び肺の悪性新生物によっ

て 7.4万人が死亡している。肺がんによる死亡数

は最近 60 年間では年々増加している。非小細胞

肺癌に対する外科療法は、当科における最も重要

な課題である。EBM に基づき、さらに院内では

関連各科の参加する呼吸器 cancer board での討

議を経た治療を実践することにより、医学部学

生・大学院生に対する臨床呼吸器外科学の基礎修

練、ならびに卒後研修医ならびに専門医のための

修練医に対する専門教育を行なっている。 

近年の社会構造変化に伴う患者年齢の高齢化、

心血管疾患や閉塞性肺疾患などを合併した患者に

対する安全な肺切除術に対する臨床的研究として、

当科は全国に先駆け、1992年からビデオモニター

による内視鏡下手術（胸腔鏡下手術）を導入した。

現在は、臨床病期 I期非小細胞肺癌に対する当科

の標準術式は胸腔鏡下肺葉切除および肺門縦隔リ

ンパ節廓清となった。2015年からは全肺癌手術の

約 90％以上が完全鏡視下に行われている。胸腔鏡

における低侵襲性、胸部悪性腫瘍に対する治療手

段として用いた場合の術後成績について、従来の

開胸手術と胸腔鏡手術の比較検討を行なっている。 

切除不可能または術後再発非小細胞肺癌に対す

る治療は近年進歩をとげ、化学療法・放射線療法

に加え免疫療法が保険医療として認められた。し

かし現状では非手術療法では根治までには至って

いない。我々は本学免疫細胞治療学と共同でＴ細

胞γδ分画による細胞移入免疫療法の安全性を確

立するための臨床研究を施行し、2012～2018 年

度に第３項先進医療技術【先進医療Ｂ】「ゾレドロ

ン酸誘導γδT細胞を用いた免疫療法」(非小細胞

肺癌)患者登録を行い、研究を継続している。 

転移性肺腫瘍は他臓器の癌・肉腫の遠隔転移と

位置づけられるが、一定の条件において肺切除の

適応となりうる。当科では多数の肺転移に対する

手術を行ない、生物学的予後、低侵襲手術に関す

る検討を行なっている。 

胸腺腫・胸腺癌をはじめとする胸腺上皮腫瘍は

縦隔腫瘍の中では最も多い疾患である。本疾患は

被包された良性腫瘍から、遠隔転移を示す悪性腫

瘍までさまざまな悪性度を呈することから、様々

な分類がなされてきたが、診断・治療方針を確定

する上でさらに研究が必要であると考えられる。

当科では本疾患に対する200例以上の手術経験を

有している国内でも有数の施設であり、さらに国

内胸腺上皮腫瘍データベースに参加し、全国規模

の解析を行い成果を上げてきた。 

肺移植は薬物その他の保存療法によっては治療

が不可能な、びまん性肺疾患を有する患者に対す

る最終的な治療法であり、全世界では年間 4000

例あまりに行なわれている。一方日本ではドナー

数が少ないこともあり 1999 年脳死法が施行され

てから 2017年末までに 388例の脳死肺移植が行

なわれた。2010年脳死移植法改正施行後はドナー

数が増加し、全国的に肺移植治療の重要性が再認

識されつつある。国内では脳死肺移植を行なう施

設は認定を受ける必要があるが、2014 年 3 月に

脳死肺移植実施施設の認定を受け、肺移植適応患

者の登録を開始した。2015 年 4 月には東京都で

初めての生体肺移植を肺線維症の患者に行い、成

功に導いた。また、2015 年 7 月には脳死ドナー

肺による両側肺移植を肺高血圧症の患者に行い、

患者は順調に回復し退院した。2018年度末までに

24例の肺移植治療（脳死肺移植 21、生体肺移植 3）

を行った。 

 

教育 

6 名の教員および 2 名の非常勤講師によって、

医学部医学科学生に対する系統講義（M2）・統合

臨床講義（M3, M4）・臨床実習（M3, M4）・フリ

ークオーター（M1, M2）等の教育を行っている。

リサーチマインドを医学生のうちから育てるべく、

自主的な研究を積極的に支援し、学術集会での発
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表や論文作成を指導している。同様に大学院生に

対しては上記の研究分野における研究指導を行っ

ている。卒後臨床教育については、東大病院研修

医のうち当科研修を希望して配属されたものは当

科チームの一員として、呼吸器外科学における基

本的な疾患に対する診断・治療法の基礎知識、術

前術後管理・手術手技の習得を通じて、一人前の

臨床医となるための修練に貢献している。呼吸器

外科専門医資格の習得を希望する者に対しては、

研修医修了後をめどに専門的修練を開始する。現

在全科の専門医制度が改まろうとしているが、日

本胸部外科学会・日本呼吸器外科学会合同委員会

の定める呼吸器外科専門医資格取得に必要な手術

経験・呼吸器外科専門知識の習得については、当

科のプログラムにおいて達成することが可能であ

る。 

 

研究 

肺癌・転移性肺腫瘍・胸腺上皮腫瘍などの胸部

悪性腫瘍に対する外科治療学ならびに臨床腫瘍学

については当科単施設または、当科と関連の深い

病院と共同で多施設研究をおこなうとともに、近

年は全国規模の多施設共同研究に参加し、国内に

おける研究成果を海外に発信すべく活動している。

臨床研究に加え、肺癌における発癌機序に関する

研究、バイオマーカーの基礎的研究、新しい診断

法の研究、癌免疫療法の基礎・臨床研究、肺移植・

気管移植の慢性拒絶や移植肺保存に関する研究、

長期使用可能な人工肺開発など幅広い研究を大学

院生とともに研究している。 

1. 胸部悪性腫瘍に対する低侵襲手術の研究 

2. 肺内微少病変の術中部位同定法に関する研究 

3. 肺腺癌の画像所見と悪性度の関連に関する研究 

4. 原発性肺癌の発癌機序に関する基礎研究 

5. 新しい蛍光物質を用いた肺癌診断法に関する

基礎研究 

6. 肺癌に対する免疫療法の基礎研究 

7. 気管移植、肺移植における慢性拒絶の研究 

8. 同種肺の脱細胞と自己細胞を用いた肺再生 

9. 肺移植待機のため長期使用を目指した人工肺

開発 
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沿革と組織の概要 

心臓外科の沿革は木本誠二先生の時代に遡るこ

とができる。助教授であった木本先生は、昭和 26

年 6月に動脈管開存症に対する結紮術、7月には

弓部大動脈瘤切除、10月には日本で最初のファロ

ー四徴症に対するブラロック手術を行い、心臓血

管外科の幕を開いた。教授昇任後の昭和 27 年に

は、腹部大動脈瘤に対して同種アルコール保存大

動脈移植、昭和 29 年には僧帽弁狭窄に対する交

連切開術を開始された。昭和 30 年 1 月には、独

自に開発した選択的脳灌流冷却法を用いて、米国

に遅れること約 2年、最初の開心術（心房中隔欠

損閉鎖術）に成功し、以後日本の心臓血管外科の

礎を築かれていった。 

昭和 39年 12月 15日、国立大学として最初の

胸部外科学講座の開設が認められ、木本教授が初

代教授となられた。木本教授のもとではペースメ

ーカーや人工心臓に関する研究も盛んに行われ、

日本をリードする多数の人材を輩出した。大学紛

争の混乱の中で就任された第 2代三枝正裕教授は

毅然として医局運営を行い、次々と新たな人工心

肺装置の導入を進め、開心術の安全性を高めてい

かれた。第 3代浅野献一教授は、僧帽弁置換にお

ける後尖組織温存術式を日本で最初に導入し、フ

ァロー四徴症では手術成績を著しく向上させた。 

第 4代古瀬彰教授は、多忙極まる胸部外科の病

棟運営や診療システムの整備を行い、手術成績の

さらなる向上を図られた。当時の東京大学の大学

院重点化に伴い、胸部外科学教室は医学系研究科

外科学専攻・心臓外科と同・呼吸器外科に再編成

された。 

平成 9 年 6 月より高本眞一教授が第 5 代教授

（心臓外科・呼吸器外科兼任）として着任された。

診療グループを成人心疾患、大動脈疾患、先天性

心疾患、肺縦隔疾患に分け、急速な心臓・呼吸器

外科の進歩を先取りできる体制を導入した。 
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平成 21年 11月に小野稔教授が第 6代教授に就

任した。重症心不全外科治療のニーズの高まりに

応えるために、平成 30年 1月から入院棟 B5階に

高度心不全治療センターが設置された。心臓外科

は、教授 1、准教授 1～2、講師 2～3、特任講師 2、

助教 6～7、特任臨床医 2～3、大学院生 3～5から

構成されている。多数の関連病院を有し、約 40名

の教室員が関連病院で臨床の最前線を担っている。 

 

診 療 

平日は、毎朝 7 時 15 分のカンファランスから

始まる。月水金は手術日で、2～3例並列で手術を

行い、火に病棟回診を行っている。成人心臓大血

管疾患は A棟 5階南病棟、小児心疾患は B棟 2階

小児医療センター、重症心不全疾患は新設された

B棟 5階の高度心不全治療センター、術後管理は

A棟 4階の CCU・ICU（成人）および A棟 2階

の PICU（小児）と機能の分化が進むと同時に、

症例数の増加も伴って活発な臨床実績を蓄積して

いる。外来診療については、専門外来、初診外来

ともに月曜から金曜まで毎日行っている。 

2018 年度は心臓大血管手術数が約 390 例で、

日本でトップクラスの手術症例数を有している。

他施設から重症で治療困難な症例が多く紹介され

てくる中で手術成績も非常に優れており、名実と

もに日本の心臓外科をリードしている。成人心疾

患（虚血性心疾患、弁膜症、重症心不全、不整脈）、

胸部大動脈疾患、先天性心疾患・小児心不全疾患

の 3チーム体制で診療を行い、心臓血管外科専門

医は 13 名おり、それぞれの分野を得意とする専

門医を複数有する。得意分野はオフポンプ冠状動

脈バイパス、僧帽弁形成術、感染性心内膜炎の手

術、経カテーテル大動脈弁置換、重症心不全に対

する補助人工心臓植込み（成人および小児）、自己

弁温存大動脈基部置換手術、弓部大動脈瘤や広範

囲胸部大動脈瘤の治療、ハイリスク症例に対する

ステントグラフト治療、複雑心奇形に対する手術

（Jatene, Fontan, Norwood手術）や新生児開心

術など多岐にわたっている。僧帽弁形成術・自己

弁温存大動脈基部置換手術や植込み型補助人工心

臓治療・心臓移植では日本のみならず、世界に誇

れる実績を残している。2015年から経カテーテル

大動脈弁置換を開始し、すでに高齢者ハイリスク

の大動脈弁狭窄症に対し約100例実施した。また、

東大病院組織バンクを開設・運営して、ヒト同種

心臓弁・血管（ホモグラフト）の採取・保存・供

給を積極的に推進して、日本における同種組織治

療の普及にも尽力してきている。ホモグラフトを

使用した手術治療は 2018 年に健康保険の認定を

受けた。ホモグラフトによる重症の感染性心内膜

炎・感染性大動脈瘤・人工血管感染の治療におい

て日本をリードしている。心臓移植実施施設とし

て 2019 年 3 月までに小児 12 例を含む心臓移植

118例（国内第 2位）を成功裏に施行した。これ

と平行して、重症心不全の治療に欠かせない人工

心臓治療を 2019年 3月までに 321例（国内第 2

位：植込み型 195例、体外設置型 126例）に行い、

国内トップの優れた遠隔成績を挙げている。 

 

教 育 

学部教育としてはM2の春に心臓外科学系統講

義を行っている。内容は、心臓血管外科学総論お

よび各論（虚血性心疾患、弁膜疾患、先天性心疾

患、大血管、心臓移植）である。M2の夏秋には臨

床診断学実習の循環器の分野を担当している。

M1・M2の夏休みと春休みにあるフリークオータ

ーおよび研究室配属では、臨床や実験の現場に積

極的に関わってもらっている。 

M3・M4の臨床統合講義では循環器内科や小児

科などと合同で行い、一般臨床における心臓・大

動脈重要疾患および心臓移植・人工心臓治療の現

況とその問題点について多角的にわかりやすく解

説している。M3 を中心に行われる必修クリニカ

ルクラークシップでは、学生 1 人が 1～2 名の患
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者を担当し、診療チームと行動を共にする。見学

ではなく、積極的な参加型の実習を目指し、術前

診断・治療計画、手術、術後管理を一貫した流れ

の中で学べるように配慮している。また 3週間の

クリニカルクラークシップの間には 15 単位の実

習およびクルズスがあり、心臓解剖・疾患・手術

などにおける重要ポイントをわかりやすく解説し

ている。英語による症例プレゼンテーションを行

い、医学英語にも親しんでもらうように心がけて

いる。選択型クリニカルクラークシップでは参加

型実習を徹底して、チームの一員として診療に参

加して、手技実習を含んだ充実した実際的な内容

としている。 

卒後初期臨床研修では外科研修を担当しており、

基本的外科手技・術後管理に加えて、成人心疾患、

胸部大動脈疾患、先天性心疾患各グループで疾患

の基本から、手術手技、呼吸・循環管理にいたる

まで学ぶことができるプログラムを組んでいる。 

新専門医制度が導入されたが、心臓血管外科専

門研修を目指す場合は原則的にはまず卒後 3～5

年目に東京大学医学部附属病院外科系研修プログ

ラム参加関連病院で一般外科を中心に豊富な幅広

い経験を蓄積して 6年目に外科専門医の資格を取

得する。6 年目に心臓血管外科専門プログラムを

専攻し、卒後 9～10年を目途に心臓血管外科専門

医を取得できるようにトレーニングプログラムを

作成している。学位の取得を目指す場合には、外

科専門医取得後に大学院生として臨床におけるニ

ーズを視野においた研究を行う。 

 

研 究 

心臓、大血管に関する基礎的ならびに臨床的研

究を行っている。基礎研究は、日常の臨床業務の

中で生じた疑問を解決するために着想されること

が多く、臨床的応用を常に視野に入れて進められ

ている。日本の心臓外科の歴史を作ってきた当教

室には数多くの臨床データがあり、また、現在は

心臓移植、補助人工心臓装着、同種心臓弁・血管

移植術、大動脈弁温存基部置換術、経カテーテル

弁置換術、ステントグラフト治療などの高度医療

を積極的に推進している。これらのデータ解析に

基づく臨床研究・学会発表も枚挙に暇がない。研

究成果の発表は、国内学会にとどまらず、主要な

国際学会でも数多く行われている。また、発表論

文も多数あり、そのうちの一部を最後に挙げてあ

る。毎月 1回リサーチミーティングが持たれ、研

究の進行状況の報告や研究内容についての活発な

討論が行われている。 

研究テーマの主なものを挙げると、1）補助人工

心臓治療の成績向上と新たな駆動方式の開発、2）

凍結保存同種組織移植の基礎研究と臨床応用、3）

重症心不全の外科治療への再生医療の応用、4）右

心不全に対する薬物治療の研究、5）新しい縫合デ

バイスの開発、6）新しい脊髄保護に関する臨床研

究、7)開心術における人工膵臓の有用性に関する

研究などがある。 
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組 織 

消化管外科学教室は分院外科（旧第三外科）を

母体としている。旧第三外科は、1997年の大学院

部局化以降、消化管外科学と代謝栄養内分泌外科

学の二つの分野として活動してきたが、代謝栄養

内分泌外科は 2017年 4月に大学院講座名を乳腺

内分泌外科学に改称した。消化管外科学は現在、

教授 1名、准教授１名、講師１名、助教７名で構

成されており、これ以外に大学院生、研究生、留

学生が研究に従事している。また、社会医療法人

蘇西厚生会、社会医療法人河北医療財団、ライザ

ップ株式会社の賛意のもと、2017 年 4 月より社

会連携講座として肥満メタボリックケアが設立さ

れ、特任准教授 1名で構成されている。 

高齢化社会の到来に伴い、癌患者および種々の

合併疾患を伴う重篤な患者が増えており、そうし

た患者に対しては専門的かつ横断的なアプローチ

による適切な診断と治療がますます必要となって

いる。患者治療にあたっての当教室の基本方針は、

術前・術中・術後にわたる包括的な疾患管理を行

なうと同時に、術後の長期的なケア（終末期にお

よぶこともまれではない）を提供することにある。

生涯に渡るこうした患者ケアによって新たな外科

的治療法の開発や、臨床的問題の解決のために必

要な基礎研究の新たな展開が生まれ、外科におけ

る診断・治療体系が確立されることになる。 

以上を通して、臨床的にも学問的にも必要水準

を満たしたよき外科医、そしてよき科学者を育成
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することが、当教室の常に変わらぬ指導理念であ

る。 

 

教育活動 

学部学生（M3）に対しては、平成 25年より参

加型臨床実習が開始されている。より実践的、臨

床的な実習を目指したものであり、採血、静脈注

射、結紮、理学的所見の診察実習などを取り入れ

ている。また、積極的に手術にも参加し、実際の

外科治療を体験できるように心がけている。また、

積極的な学生に対しては臨床チームの一員である

との意識をもって、診療の実際に立ち会ってもら

っている。これにより学生は、周術期の疾患管理

に限らず、術後、長期経過後の障害に対する治療

と終末期医療をも含んだ包括的な患者ケアを学ん

でいく。当教室の教育制度によって、学生たちは

医学的観点からみて実践に役立つ情報を豊富に手

に入れると同時に、生と死の意味について深く考

察する機会も持つことができる。学生実習におけ

る講義は外部の専門医師（非常勤講師）を招聘し、

週 2、3 回程度行われるが、豊富な臨床経験にも

とづいた斬新的な内容であり、学生間にも評判

上々である。 

卒後初期研修については、主な外科的疾患の診

断、治療における基礎的な考え方を教育すると同

時に、基本的な外科的手技ついての修練を行って

いる。初期研修を終えた後は、本院および学外施

設にて外科専門研修を合計 3年間積み、その後本

院の病棟担当医としてさらなる専門的課題につい

て修練を行う。外科専門医の取得と前後して、よ

り専門的な分野への道、あるいは大学院生として

の課程を歩むことになる。このように、学部学生、

初期研修医、外科専攻研修医に対する当教室の教

育制度は、先に触れた理念を反映している。 

研究活動 

当教室は外科学を担うところであり、「よりよ

い手術で治す」ことを主たるテーマとしている。

癌手術においては、根治性が第一であり、術後の

QOLは二の次であった。しかしながら、癌手術の

特徴は臓器損失であり、患者さんの癌切除と引き

換えに余儀なくされる代償は計り知れない。理想

的癌手術は、「根治性を維持しつつ術前後で QOL

が維持される」であるとの理念のもと、ロボット

支援下縦隔アプローチ（非開胸）食道癌根治切除

術（NOVEL）という術式の開発を行い、実際に

肺炎予防、入院期間短縮、QOL改善と良好な成績

を治めている。この術式を確立発展させるべく志

を共にする外科医とともに 2016 年非胸腔アプロ

ーチ食道癌根治術研究会（現在は縦隔アプローチ

食道癌根治術研究会に改称）を設立し、活動を行

っている。学内においては、術後合併症発症率が

高い食道癌手術において合併症ゼロ（特に肺炎）

を目指し麻酔科、歯科口腔外科、感染症内科と協

力し定期的なカンファランスを継続している。胃

粘膜下腫瘍に対して開発した新たな術式である腹

腔鏡・内視鏡共同下での非穿孔式胃壁内反切除術

（NEWS）においては、症例を選択して胃癌への

適応拡大も始まっている。 

従来からの教室の重要な基礎的テーマは「外科

と炎症」である。癌の発生においては、多種多様

な原因による「慢性炎症」に対する生体の適応反

応からの逸脱がその本態であること、「急性炎症」

は、周術期管理において重要な課題であり患者の

予後にも影響を与えることを念頭におき、これま

で研究を行ってきた。最近は神経（特に迷走神経）

と「免疫・炎症」の関係について手術部と協力し

て研究を行なっている。 

当教室は日本消化器癌発生学会を 1989 年に創

立し、消化器癌発生メカニズムの基礎的検討も行

っている。愛知県がんセンター研究所との共同研

究にてヘリコバクター・ピロリ感染が胃癌発生の

強力なプロモーターであることを世界で初めて実

験的に証明し、また胃癌におけるエピジェネティ
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クスの研究も病理部、東京大学先端科学時術研究

センターなどとの共同研究で成果を上げている。

さらに免疫細胞治療学講座と連携し食道癌術後補

助DCワクチン療法、高度進行食道癌に対する化

学免疫療法（DCF+γδＴ細胞療法）をこれまで

行ってきた。生体物理医学専攻／医用生体工学講

座と連携し、蛍光プローブを用いて癌を光らせる

手法は食道癌において成功し、臨床応用に向けた

段階に入っている。アイソトープを用いて微小転

移をとらえる研究は放射線部門との共同研究で行

っている。このように当教室では学内外の研究機

関と連携し最先端の基礎的研究からトランスレー

ショナルリサーチまで積極的に行っている。 

炎症、癌の研究のみならず、社会的な問題とな

っている肥満・骨格筋減少（サルコペニア）とい

った代謝栄養関連の疾患に対しての基礎研究、臨

床研究を通して、その機序の解明や新たな治療

法・デバイスの開発に関する研究を行うため、社

会連携講座肥満メタボリックケアにおいて臨床お

よび研究活動がなされており、今後の研究成果が

待たれる。 

 

臨床活動 

病院における担当診療科は胃・食道外科であり

手術症例は、胃癌、食道癌が数多く占めている。

食道癌に対しては手術用ロボットda Vinciを用い

た縦隔アプローチ（非開胸）食道癌根治手術を行

い、胃癌に対しては腹腔鏡（補助）下手術を積極

的に導入し患者の QOL 向上を目指した治療を行

なっている。病的肥満症に対する腹腔鏡下スリー

ブ状胃切除術を 2018年 6月に開始し、順調に症

例集積が進んでいる。 

一週間のスケジュールは、月曜日に教授回診、

術後、術前の症例検討会が乳腺内分泌外科と合同

で水・木・金の朝 8時に、術後経過検討と手術予

定および化学療法予定患者についてのカンファラ

ンスを水曜午後 6時に、抄読会が月曜日８時に行

われている。また隔週で cancer boardを消化器内

科、放射線科と合同で行っており、食道癌は新患

症例全例、胃癌は困難例などが提示され、その場

で治療方針について討議検討される。また、不定

期ではあるが、若手向けに手術手技ビデオ検討会

や腹腔鏡手術手技訓練も行なっている。 

手術は原則として火曜日、水曜日、木曜日に行

われる。胃癌が約 180例、食道癌が約 70例、ほ

か良性疾患であるヘルニアなどに対しても積極的

に手術を行い、年間合計手術症例数は約 400例と

なる。教室員は上下を問わず全員、高い意識をも

って患者のために全力を尽くすべく努力を傾注し

ている。 
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1．沿革と組織の概要 

肝胆膵外科、人工臓器移植外科学の前身である

第二外科学講座は 1893年に開設されて以来、125

年を超える歴史があり、日本外科学会の創立をは

じめとして、日本の外科学の発展に多大な貢献を

してきた。東京大学の大学院大学への移行と臓器

別診療体制を目指す診療科再編成が進み、1998年

6月 1日より旧第二外科学講座は肝胆膵外科およ

び人工臓器移植外科に名称を変えて今日に至る。 

現在肝胆膵領域疾患の診療および研究、生体部

分肝移植の臨床、移植免疫や人工臓器に関する研

究などに努力している。以下に当教室の教育、研

究、診療の特徴について述べる。 

 

2. 診療 

臨床チームは 4-5チームに分かれており、チー

ム単位で術前検査、手術、術後管理を行う。定時

手術は月、水、金に週９枠で行われ、年間の総手

術件数は約 500件である。症例検討会は月・火・

木曜日の朝に行われ、診断、治療方針が討議され

る。 

主な治療対象疾患は肝胆膵領域の悪性腫瘍や良

性腫瘍、胆石症、末期肝硬変患者などである。主

な外科手術として、肝切除、胆道再建を伴った拡

大半肝切除、膵頭十二指腸切除、膵体尾部切除、

腹腔鏡下胆嚢摘出術、生体および脳死肝移植など

が挙げられる。術前・術後管理を徹底させ、手術

死亡率を常に非常に低率に抑えていることや、術

後補助療法を積極的に取り入れ生存率を向上させ

る努力を続けていることが当科の特色である。 

 

3. 教育 

卒前教育は、他の外科学講座および内科学講座

と協力してM2の外科学系統講座、M3とM4の

臨床総合講義とベッドサイド教育を担当している。

本年からM3の臨床教育は Clinical Clerkshipと

してより実践的な形態に発展した。当科は

Clinical Clerkshipの有り方を示す先進的立場で、

学生にも積極的な外科診療への参加を促している。

今年度の系統講義は、肝疾患、胆道疾患、膵疾患、

肝を含む臓器移植、門脈圧亢進症・脾疾患につい

て担当している。また臨床総合講義では、肝移植

の実際、肝門部胆管癌の外科治療、膵腫瘍の診断

と治療、胆嚢胆道癌の外科治療、肝細胞癌の外科

治療を取り上げることになっている。 

Clinical Clerkship では、病棟で症例を担当す
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ることにより、診療の実際を学びチーム医療に参

加することに主眼を置いている。実際の患者の診

察、検査、採血などの侵襲的処置を通じて、外科

診断学に基づいた治療（手術）方針決定の実際、

手術、術前術後の管理を体験することが目的であ

る。主に肝胆膵領域の固形悪性腫瘍を有する患者

の診断、検査、病状の把握、併存合併症への対策、

治療方針の立て方、実際の手術手技、術後管理、

術後補助療法の考え方、外来での経過観察計画な

どをチームに参加することで自然に学べるような

教育方針を取っている。その他に、関連病院で先

進的治療を行っている医師によるクルズス、チー

ムで与えるテーマに従ったレポート作成、諮問な

どを行っている。Clinical Clerkshipの 3週間の

うち 1週間は関連病院での実習を組み込んでおり、

より実践的な診療形態を学ぶことができるような

プログラムとなっている。 

 

4. 研究 

当教室では、肝・胆・膵、人工臓器・移植に関

する臨床的研究を積極的に進めている。特に小型

肝癌に対して切除がラジオ波に優れていることを

検証する多施設ランダム化比較試験や手術デバイ

スの有用性を検証するランダム化比較試験などの

前向き検証試験に力を注いでいる。また、ICG蛍

光法を用いた胆道、肝腫瘍、肝血流動態の把握、

転移性肝癌や肝細胞癌に対する補助化学療法の多

施設共同の臨床試験の推進、コンピューターを用

いた肝切除前シミュレーションの導入など、独創

性の高い研究で世界をリードしている。 
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沿革と組織の概要 

泌尿器科学は外科的、内科的手法を用いて副腎、

腎臓、尿管、膀胱、尿道、前立腺をはじめとする

男性生殖器の疾患を取り扱う臨床医学の一分野で

ある。更に泌尿器科学に包括される分野には、小

児泌尿器科学、神経泌尿器科学、女性泌尿器科学、

腎移植、腎血管外科学、内分泌外科学、老年泌尿

器科学が存在する。そのため、泌尿器科医は腫瘍

学、腎臓病学、内分泌学、男性学、免疫学、小児

科学、解剖学、微生物学、神経学、老年学などの

幅広い科学的知識を持つことを要求される。現在

では泌尿器科学の研究には細胞生物学、分子生物

学の知識、手法が広く用いられる。当教室は泌尿

器科学の科学的進歩に大きく寄与することを目的

としている。 

近年においても当教室は最新かつ低侵襲性治療

の導入において、国際的にも指導的立場を取り続

けてきた。例としては上部尿路内視鏡手術、尿路

結石に対する ESWL・レーザー砕石術、前立腺肥

大症に対するレーザー療法、従来の開放性手術に

代わる小切開鏡視下手術や腹腔鏡手術による副腎

摘除術・腎摘除術、さらにはロボット支援下の前

立腺全摘術・腎部分切除術・膀胱全摘術が挙げら

れる。 

 

診療 

泌尿器外科は A棟 8階北病棟に 44床を所有し

ている。泌尿器科の教授、講師、助教、大学院生

らは日々外来診療、入院診療に従事し、また学生

教育、臨床研究、基礎研究にも精力的に取り組ん

でいる。関連病院からの非常勤講師は主に学生教

育に従事している。後期研修医は常時入院患者の

診療に当たっている。指導医師は後期研修医とチ

ームを組み、一対一の指導のもとに診療を行う。

2018 年 1 月から 12 月までの入院患者数は約

14,437人であった。 

待機手術は火曜日、水曜日、木曜日、金曜日に

施行されている。2018 年の手術件数は 1,519 例

であった。2018年における主な手術症例数は、副

腎摘除術 16件、腎摘出術 25件、腎部分切除術 36

件、腎尿管摘出術 28件、膀胱全摘術 18件、前立

腺全摘術 13件、経尿道的膀胱腫瘍切除術（TUR-
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Bt）168件、経尿道的前立腺切除術（TUR-P）11

件、腹腔鏡視下手術 52 件、ロボット支援下手術

168 件（前立腺全摘術 130 件、腎部分切除術 29

件、膀胱全摘術 9件）であった。 

毎週水曜日の午前中には病棟にて教授回診が行

われる。その場では個々の入院患者のデータが詳

細に提示され、適切な治療方針が決定される。 

同じく水曜日の夕方には外来カンファランスを

開き、様々な症例の治療方針について詳細に議論・

検討している。 

外来診療は毎週月曜日から金曜日まで行われて

いる。専門外来としてはセカンドオピニオン外来、

腎腫瘍外来、副腎外科外来、膀胱腫瘍外来、前立

腺外来、腎移植外来、腹膜透析外来、シャント外

来、小児泌尿器科外来、尿路結石外来、排尿障害・

夜間頻尿外来、女性泌尿器外来、男性不妊外来、

排尿障害外来、前立腺肥大症外来、女性泌尿器科

外来、間質性膀胱炎外来、男性不妊外来が設けら

れ、専門的な立場から診療が行われている。 

2018年 1月から 12月までの 1年間における、

延べ外来患者数は 23,592人であった。 

 

教育 

教授、准教授、講師によりそれぞれの専門分野

に関する 13 回の泌尿器科系統講義が医学部 2 年

生に対して行われる。臨床講義、ベッドサイド実

習は医学部 3・4年生に対して行われる。 

ベッドサイド実習は患者に対する診療に集約さ

れる。主に泌尿器科患者の術前･術後管理、解剖学、

手術技術に関する解説が教官によって行われる。 

 

研究 

研究全体の主題は手術技術の向上および難治性

疾患の治療である。手術技術としては、腹腔鏡下

手術、ロボット支援下手術などがある。難治性疾

患には各種泌尿器科癌、腎不全、性機能障害、間

質性膀胱炎などがある。研究成果として毎年約 50

編の英語論文を発表している。 
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沿革と組織の概要 

大学院講座制に伴い、旧第一外科は腫瘍外科学、

血管外科学を担当することになりました。本教室

は、現在もなお旧外科学第一講座の構成や内容の

多くを踏襲しており、教育・研究・診療に関して

は血管外科と共同で行っている部分が少なくあり

ません。構成員は、教授 1、准教授 1、講師 2、非

常勤講師 7、助教 10、医員 3、大学院生 22、研修

医 4です（平成 31年 3月現在）。外来は外来棟 3

階、固有病床は入院棟 Aの 8階南、医局と研究室

は管理研究棟の 1階と地下 1階にあります。 

腹腔鏡手術・ロボット手術（da Vinci）による

低侵襲手術や直腸癌に対する術前化学放射線療法

など、個々の患者さんにとって、最も負担の少な

くかつ最善の治療法を探求しています。 

 

診 療 

外来診療は月曜日から金曜日まで、一般外来と

専門外来を行っています。大腸肛門疾患を主な診

療としています。2018年の腫瘍外科の手術件数は、

482 件でした。毎週、月、水、金曜日午前に、術

前、術後のカンファレンスがあり、毎週水曜日に

教授回診が行われています。手術日は、月、火、

木曜日です。月曜日に教室全体の研究カンファレ

ンス、金曜日に英文論文の抄読会が開かれている

ほか、各グループでの臨床検討会が週一度の割合

で行われています。また、週三回、年間約 1200

例の大腸内視鏡検査を施行しています。大腸癌の

診断、治療に最新の技術を導入しているほか、炎

症性腸疾患の診断、長期にわたるサーベイランス

を数多く実施しています。 

 

教 育 

卒前教育は他の外科教室と分担でM2の系統講

義、M3 M4 の臨床統合講義を担当しています。

系統講義では、腫瘍学、外科免疫、大腸肛門病学、

急性腹症、ヘルニアなどを担当し講義を行ってお

ります。また臨床統合講義では、主に大腸癌、炎

症性腸疾患を対象とした講義を行っています。

M2 M3 を中心とする臨床実習（クリニカル・ク

ラークシップ、エレクティブ・クラークシップ）

では、各学生は各チームに配属され、実際の診療
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の流れを体験できるような診療参加型の実習を行

っています。このような実習を通じて、基礎とな

る医学知識のみならず、医師としての態度（マナ

ー）、疾患について自ら勉強する姿勢について習得

してもらうことを主眼にしています。また医学部

進学に興味をもつ教養学部の学生に全学ゼミナー

ル「医学に接する」の１コマとして当科の診療の

一端を見学する機会を提供しています。卒後臨床

研修では、希望に応じ 6週間から 4か月のターム

で 3～6 名の研修医を受け入れ外科医としての基

礎的トレーニングを行っています。研修医には、

外科集談会などにおいて発表する機会を与えてい

ます。また、日々の診療を通じて外科の各種検査

法、術前、術後の患者管理について理解を深め、

個々の患者に必要かつ十分な検査・処置・治療を

実施できるようになることを目標としています。 

 

研 究 

癌の発生・進展の機構解明から治療に至る広範

囲な領域を、臨床試験をはじめ、分子細胞生物学、

遺伝子工学の手法も含めた様々な解析方法を用い

て、多角的な研究を行っています。本教室では、

臨床医としての研究は、学位取得や英文誌への論

文掲載を最終目標とするのではなく、個々の研究

成果をどのように日々の診療に生かすことができ

るのかということを最も重要な観点と考えていま

す。この観点からの研究課題の設定、討論、評価

を行うことを基本的姿勢としています。  

  

本教室の主な研究テーマを下記に列挙します。 

1) 下部直腸癌に対する術前照射療法 

2) 潰瘍性大腸炎に対する大腸癌サーベイランス 

3) 潰瘍性大腸炎の発癌機構 

4) 腹腔鏡補助下大腸切除術 

5) 大腸癌における局所免疫 

6) 大腸癌と大腸腺腫の遺伝子解析 

7) 早期大腸癌の予後因子 

8) 大腸癌術後のサーベイランスプログラム 

9) 大腸癌 conversion surgeryと関連する因子の

解析 

10) 腫瘍血管を標的とした癌免疫療法 

11) がんとオートファジー 

12) 癌の発生、進展と脂質代謝 

13) 閉塞性大腸癌における病理学的研究 

14) 抗癌剤感受性と関連する遺伝子解析 

15) 癌と血液凝固、線溶系 

16) 腹膜播種における腹腔内抗癌剤治療 

17) 腹腔内化学療法後の薬物動態の検索 

18) 切除不能大腸癌における抗癌剤の単施設およ

び多施設臨床試験 

19) 炎症性腸疾患における SNPの役割 

20) 腹腔内血管解剖に関する研究 

21) 固形癌に対する集束超音波治療 

22) 腹膜播種における腹腔細胞の定量的検討 

23) 直腸癌に対する放射線化学療法における免疫

能の関与とその増強による治療効果の変化 

24) ロボット支援腹腔鏡補助下大腸切除術 

25) 直腸癌術後の排便機能、性機能および排尿機

能の評価 

26) 3D imageおよび 3Dプリンターの大腸手術へ

の応用 
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血管外科学 
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講師 

保科克行、高山利夫 

助教 

伊佐治寿彦、赤井隆文、白須拓郎 

 

ホームページ https://vascular-1su.jp/ 

 

 

沿革と組織の概要 

大学院講座制に伴い、旧第一外科は血管外科学、

腫瘍外科学を担当することになりました。本教室

は、現在もなお旧外科学講座第一の構成や内容の

多くを踏襲しており、教育・研究・診療に関して

は腫瘍外科と共同で行っている部分が少なくあり

ません。構成員は、講師 2、助教 3、大学院生 9、

（平成 31 年 4 月現在）です。外来は外来棟 3 階、

固有病床は入院棟 A の 8 階南、医局と研究室は管

理研究棟 1 階にあります。 

高齢化社会の到来に伴い動脈硬化性疾患は増

加の一途をたどっており、今後もますます手術治

療を要する症例は増えるものと予測されます。ま

た、下肢静脈瘤や深部静脈血栓症などの静脈系疾

患も年々増加しており、血管疾患に対するさらに

きめの細かい教育、診療、研究が求められるもの

と考えています。 

 

診 療 

外来診療として月～金曜日の毎日，専門外来を

開いています。水、金曜日には DSA を中心とし

た血管撮影検査を行い、血管超音波検査や近赤外

線分光法・皮膚灌流圧などの無侵襲検査は 2007

年より活動を開始した Vascular Board と連携し

て行っています。Vascular Board は中央検査部、

放射線部及び脈管疾患を扱う診療科が協力して病

院に設置した脈管疾患評価組織です。手術日は月、

火、木曜日であり、大動脈瘤やバイパス手術など

を中心に、木曜日にはハイブリッド手術室枠での

血管内治療が多く行われています。その他内シャ

ント造設術や静脈瘤レーザー治療などの手術も適

宜行っています。毎週、月、水、金曜日午前に術

前術後カンファランスが行われています。月曜日

午前に腫瘍外科と合同で主に大学院生による研究

カンファランス、火曜日午後に血管疾患症例検討

会が行われており、金曜日午前には英文論文抄読

会が開かれています。 

 

教 育 

外科の基本は手術手技です。2017 年より Off 

the Job Training（Off JT）が心臓血管外科専門

医受験のクレジットとなり、各施設での Off JT の

施行がほぼ義務化されました。それに一早く呼応

して当科では Off JT システムを作り、そのトレー

ニングに若手医師・医学生らをリクルートするス

タディを始めました（倫理委員会承認：11567）。

日本血管外科学会の home page でも動画が紹介

されており、また施術者の評判もよく実際の手技
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に直結する成果がでています。縫合の時間やでき

ばえを評価していますが、learning curve が有意

に示されています。今後の外科医師の手技をボト

ムアップする有効な教育方法の一つと位置づけて

います。卒前教育は他の外科教室と分担で M2 の

系統講義・臨床導入実習、M3 M4 の臨床統合講

義を担当しています。血管外科の対象疾患は、腹

部大動脈瘤、閉塞性動脈硬化症、下肢静脈瘤、深

部静脈血栓症、リンパ浮腫など血管疾患の多岐に

わたっていますが、学生に対しては各々の疾患に

ついて十分な基礎的知識が得られるよう教育を行

っています。M2、M3 の臨床実習では、学生が血

管チームの一員として配属され、実際の診療の流

れを体験できるような診療参加型実習を行ってい

ます。このような実習を通じて、基礎となる医学

知識のみならず、医師としての態度（マナー）、疾

患について自ら勉強する姿勢について習得しても

らうことを主眼にしています。卒後臨床研修では、

三外科に胸部外科を含めた各科で、常時 5～7 名

の研修医を受け入れ外科の基礎的トレーニングを

行っています。また月一回臨床研修医を含めた外

科系医師を対象として開催される教育セミナー

（外科 ground round）にて血管外科領域の担当

をしています。研修医には外科の各種検査法、術

前、術後の患者管理について理解を深めてもらい、

個々の患者に必要かつ十分な検査・処置・治療を

実施できるようになることを目標としています。

術前、術後のカンファレンス以外にも、教室全体

の抄読会、外科集談会、日本血管外科学会関東甲

信越地方会などにおいて症例を発表する機会を与

えるようにしています。 

 

研 究 

毎年 1～4 人の血管外科分野の大学院生を受け

入れており、臨床研究では腹部大動脈瘤に対する

ステントグラフト内挿術後血行力学的変化の解明

や閉塞性動脈硬化症の遺伝子解析を、また基礎研

究としては小口径人工血管の開発、血管新生など

について遺伝子工学的ならびに分子生物学的な手

法を用いて研究を行っています。月に一回土曜日

午前には血管外科のリサーチカンファランスを行

っています。 

本教室の主な研究テーマを下記に列挙します。 

1) 低侵襲血管外科手術をめざしたナビゲーシ

ョンシステムの確立 

2) 動脈瘤発育の病態生理学的研究 

3) ステント再狭窄の病態生理学的研究 

4) 血管平滑筋細胞における細胞間伝達機構 

5) 近赤外線分光法を用いた組織酸素動態 

6) 動脈硬化症関連遺伝子の探索 

7) 動物モデルを用いた微小循環の薬学的解析 

8) 血管新生メカニズムの解明 

9) 血管新生を目指した新しいドラッグデリバ

リーシステムの開発 

10) ステントグラフト挿入後の血行力学的検討 

11) ナノテクノロジーを応用した血管壁細胞へ

の遺伝子導入法の開発 

12) 血管形成を伴った人工臓器開発のための基

礎研究 

13) 下肢虚血評価のための新しい診断法の開発 

14) 生体内皮機能自動測定装置の開発 

15）間欠性跛行患者の歩行様式に関する研究 

16) 嚢状瘤モデルの作成とシミュレーション 

 

出版物等（英文） 
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Ann Vasc Dis. 10: 132-138. 2017 
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丹羽隆善 分田貴子 佐藤綾花 尾辻和尊 原田真悠水 林香菜子 

 

 

組 織 

乳腺・内分泌外科学は現在、教授 1名、講師 2

名、助教 6名で構成されており、これ以外に臨床

登録医、大学院生、が研究に従事している。臨床

科は乳腺内分泌外科である。当教室の理念と教育

活動、職務スケジュールは消化管外科学教室とほ

ぼ同様である。 

 

教育活動 

学部学生に対して、その制度が始まる以前より

クリニカルクラークシップを取り入れ、広く外科

的疾患の基礎を教育するとともに、専門的な疾患

についてはその診断・治療の過程における考え方

を中心に教育している。とくに臨床実習では、学

生である以上に臨床チームの一員であるとの自覚

を持たせ指導している。そして学生は、周術期の

疾患管理に限らず、術後、長期経過後の障害に対

する治療と終末期医療をも含んだ包括的な患者ケ

アを学んでいく。当教室の教育制度によって、学

生たちは医学的観点からみて実践に役立つ情報を

豊富に手に入れると同時に、生と死の意味につい

て深く考察する機会も持つことができる。当教室

の BSL は与えられる課題が多いが、大変役立ち

やりがいのある実習として評価が高い。 

卒後初期研修については、主に乳腺、甲状腺・

副甲状腺疾患の診断、治療の基礎を教育すると同

時に、基本的な外科的手技についての修練を行っ

ている。初期研修を終えた後は、学外施設にて一

般外科修練を数年間積み、その後、本院の病棟担

当医としてさらなる専門的課題について修練をし、

外科専門医（認定医）取得後、より専門的な臨床

医への道、あるいは大学院生としての課程を歩む。

とくに乳癌の病理、乳癌の全身治療（抗がん剤・

ホルモン剤・分子標的薬）、マンモグラフィ読影勉

強会を行っており、研修医と学部学生に対する当

教室の教育制度は、先に触れた理念を反映してい

る。 

 

臨床活動 

病院においては乳腺・内分泌外科を担当してい

る。これまで東大病院においては、乳腺疾患、甲

状腺・副甲状腺疾患に対する外科診断、外科治療

体制が十分整備されておらず、その確立が急務で

あったため、診療科再編に伴い当教室が乳腺内分

泌外科の診療を行なうことになった。乳腺、甲状

腺・副甲状腺の疾患を対象としており、乳腺・甲

状腺の診断・治療に習熟した乳腺外科・内分泌外

科医の育成を目指している。2018年における症例

は、乳腺外科としては乳癌が 147例であり、内分

泌外科としては甲状腺癌、副甲状腺機能亢進症を

中心に 38例である。 

一週間の勤務スケジュールとしては、胃食道・
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乳腺内分泌外科合同で、月曜日に教授の総回診が

行われ、術前・術後の症例検討会が水・木・金曜

日の朝に、抄読会が月曜日朝に行われている。乳

腺内分泌外科の術後経過検討と手術予定患者につ

いてのカンファランスは、火曜夕方に、科長病棟

カンファ＋回診は火曜午前に、初診症例や相談症

例の提示・検討を木曜夕方に行っている。他科と

の連携として、病理・放射線科との合同カンファ

ランスを各々月１回、放射線技師を交えたマンモ

グラフィ読影勉強会、さらに内外の乳癌専門家に

よる研究会も月に 2-3 回開催している。教室員は

上下を問わず全員、高い意識をもって患者のため

に全力を尽くすべく努力を傾注している。 

 

研究活動 

乳癌・甲状腺・副甲状腺の症例を蓄積して、新

しい臨床的な視点を発見し、積極的に公表してい

る。 

1) 遺伝性乳癌卵巣癌症候群の臨床と研究 

2) 東大オンコパネルへの積極的貢献 

3) Dose dense 化学療法の臨床と研究 

4) 乳癌でのKi-67の臨床的な意義 

5) 新しい乳癌補助化学療法の適切・合理的な運

用とその広報活動 

6) 新規乳癌化学療法薬の使用実績の調査とそ

の広報活動 

7) センチネルリンパ節生検術を含めた、乳癌腋

窩治療の適切・合理的な運用とその広報活動 

8) 新しい甲状腺薬の使用実績の調査 

9) 抗がん剤副作用に対する副作用対策の研究 

10) 癌治療にともなう体表変化を最小限にする

カバーメイクの研究 

 

また、多くの業績のある研究室と協同して、基

礎的な研究の発展にも貢献している。 

 

1) 乳癌発生の基盤となるエピゲノム変化 

2) 遺伝性乳癌卵巣癌症候群における乳癌発生

分子機構の解明 

3) 甲状腺腫瘍におけるエピジェネティク解析 

4) 乳癌組織からの癌幹細胞株の樹立とそれを

用いた分子標的治療薬の開発 

5) 乳腺腫瘍および甲状腺腫瘍のゲノム・遺伝子

解析および腫瘍由来の無細胞 DNAの研究 

6) Digital PCRを用いた乳癌HER2 タンパク定

量法の開発 

7) TGFβ細胞内情報伝達物質をターゲットに

した分子標的治療薬の開発 

8) Droplet digital PCRによる乳腺線維腺腫・葉

状腫瘍における TERT プロモータ領域変異

の検出 

 

出版物等 
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沿革と組織の概要 

1990 年に開講 100 周年を迎えている。現在のス

タッフは教授 1、准教授 1、講師 4、特任講師 1、

助教 8である。外来は、新外来棟 4階、病棟は主

として 6階北、医局及び研究室は管理研究棟 2階

にある。以下に、当教室の診療・研究・教育の現

状について述べる。 

 

診 療 

月曜日から金曜日まで一般外来（午前）と専門外

来（午後）を行っている。専門外来は、アトピー

性皮膚炎・乾癬・膠原病・皮膚外科・リンフォー

マ・水疱症などに加えて、レーザー外来を行って

いる。皮膚科の治療の特徴のひとつは、各種紫外

線（UVA, narrow band UVBなど）による治療を

行っていることもある。また、乾癬や悪性腫瘍に

生物学的製剤による治療を行っている。生検・小

手術は通常外来手術室で行っている。教室全体と

して病理組織検討会・外来症例検討会を毎週火曜

日午後 5:30から行っている。教授廻診は、毎週水

曜日午前中に病棟勤務医全員で行っている。また

対象疾患では、アトピー性皮膚炎や乾癬など外用

療法が基本の疾患、SLEや汎発性強皮症など内臓

疾患を伴う膠原病、悪性黒色腫や有棘細胞癌など

皮膚外科手技を要する疾患、壊死性筋膜炎や真菌

症などの感染症など広範な領域にわたっており常

時 30 名以上の入院患者がいる。皮膚症状は、そ

れを理解できる『眼』ができている場合に意味を

もつものであるので病理組織検査や臨床検査と相

俟って『皮疹を正確に把握できる眼』をもつ皮膚

科医を育てるべく力を注いでいる。 

 

教 育 

卒前教育では、皮膚科学の総論・各論について系

統的な講義を行う一方、診断学の中で皮膚症状の

見方についての教育を行っている。また、学内外

の講師による皮膚疾患についての系統立った臨床

的な講義を行い、皮膚科学の研究と臨床がどのよ
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うに結びついているかの理解を助けるようにして

いる。学生実習では、様々な患者の診察を通じて、

皮膚科の診療の仕方について理解してもらえるよ

うに配慮している。卒後教育では、医療全般につ

いての訓練を充分に行うとともに皮膚科医として

の診療の仕方についてのトレーニングを行ってい

る。更に、日本皮膚科学会その他の学会で数多く

の発表の機会がもてるように配慮している。 

 

研 究 

当教室においては、専門外来を中心として臨床研

究及び基礎的研究を行っている。研究室としての

枠組みはとっていないが、大きく 1)免疫・アレル

ギー、2)膠原病、3)悪性腫瘍、4)リンパ腫のグル

ープができている。大学院生は、講師レベル以上

で留学経験のある指導者と共に研究を始めるよう

になっている。以下に主な研究内容を挙げる。 

（1）アトピー性皮膚炎などアレルギー疾患につ

いての臨床的・基礎的研究 

（2）乾癬についての臨床的・基礎的研究 

（3）膠原病（強皮症、SLE、皮膚節炎）の臨床

的研究 

（4）皮膚悪性腫瘍に関する臨床的・基礎的研究 

（5）樹状細胞の研究 

（6）細胞接着分子・ケモカインによる炎症制御

機構に関する研究 

（7）線維芽細胞からのコラーゲン産生制御に関

する分子生物的検討 

（8）皮膚リンパ腫の臨床的・基礎的研究 
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沿革と組織の概要 

形成外科学教室の現在の構成は、教授 1名、准

教授 1名、講師 1名、特任講師 2名、助教 5名、

特任臨床医（医員）と専門研修医合わせて、全体

で 20名である。 

教室員の多くは関連病院に出張しているが、現

有教室員の総数は約 100名である。外来は外来診

療棟３階にあり、病棟は新病棟 10 階南に、研究

室は東研究棟に、教授室、講師室、医員室、医局

およびカンファランス室は CRC-A棟にある。 

以下に当教室の教育、研究、診療の現状につい

て述べる。 

 

診療 

月曜日から金曜日までの午前中、外来診療を行

っている。顔面神経麻痺、乳房再建、耳介変形、

再建外科、リンパ浮腫、血管腫、難治性潰瘍、ケ

ロイド・肥厚性瘢痕、腹壁ヘルニア、美容皮膚、

美容外科の各専門外来がある。2017年の実績では

初診 1088 名、入院手術数 1164 件、外来手術数

297件、救急受入れ 808件であった。 

現在利用病床数は約 20 床で、毎週金曜朝に教

授回診が行われる。毎週火曜日夜に科全体で術前

検討会を行なっており、全ての手術について適切

な治療法が選択されるようにしている。また毎週

水曜日夜には、術後並びに外来診療症例の検討会

を行い、手術症例の適切なフィードバックができ

るシステムを構築している。 

 

教育 

卒前教育では、M2、M4 の講義と M4 の BSL

を担当している。講義の内容としては、形成外科

学総論（先天性、後天性疾患）、創傷治癒、外傷、

植皮、頭蓋顎顔面外科、マイクロサージャリー、

組織移植、頭頸部再建外科、美容外科などを取り

上げている。BSLでは、手術見学、病棟回診に加

え、非常勤講師によるクルズスおよび助教による

実技経験型学習を行い、教授、講師、助手の指導

のもとに、形成外科が対象とする多様な疾患に多

く触れられるように配慮している。 
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卒後教育では、初期研修２年間の後、後期研修と

して形成外科全般のトレーニングを行い、卒後6

年間で形成外科認定医の資格が取得できるよう指

導を行っている。 

 

研究 

研究室は東研究棟地下 1階にあり 2019年 7月

現在、大学院生 1名が籍を置き、教官とともに研

究活動を行っている。 

代表的な研究テーマを下記に列挙する。 

１）顔面神経麻痺患者においての瞬目の分析によ

る閉瞼機能再建の研究 

２）フレキシブル電子デバイスによる局所血流の

可視化 

３）ICG検査による、リンパ・皮弁血流評価と適

応術式に関する研究 

４）遺伝子編集による線維芽細胞からケラチノサ

イトへの直接転換に関する研究 

４）毛乳頭細胞、真皮毛根鞘細胞、表皮角化細胞

を用いた毛髪再生に関する研究 

５）脂肪由来幹細胞の血管新生治療、創傷治癒治

療、組織増大治療への応用に関する研究 

６）微小血管吻合を用いた各種組織移植の基礎研

究 

 

出版物等(2018) 

 

1. Mashiko T, Wu SH, Kanayama K, Asahi R, 

Shirado T, Mori M, Sunaga A, Sarukawa S, 

Uda H, Yoshimura K.  

Biological Properties and Therapeutic 

Value of Cryopreserved Fat Tissue.  

Plast Reconstr Surg 141:104-115, 2018. 

(2018.1) 

2. Mori H, Uemura N, Koga H, Okazaki M. 

Objective assessment of reconstructed 

breast hardness using a durometer. 

Breast Cancer. 25: 81-85, 2018. (2018.1) 

3. Satoh T, Kurita M, Suga H, Eto H, Ozaki M, 

Takushima A, Harii K.  

Efficient isolation and culture of 

endothelial cells from venous malformation 

using the Rho-associated protein kinase 

inhibitor Y27632.  

J Plast Surg Hand Surg. 52(1):60-66, 2018. 

(2018.1) 

4. Miyamoto S.  

Self-citation rate and impact factor in the 

field of plastic and reconstructive surgery.  

J Plast Surg Hand Surg 52:40-46, 2018. 

(2018.2) 

5. Kagaya Y, Miyamoto S.  

A systematic review of near-infrared 

spectroscopy in flap monitoring: Current 

basic and clinical evidence and prospects.  

J Plast Reconstr Aesthet Surg 71:246-257, 

2018. (2018.2) 

6. Mashiko T, Takada H, Wu SH, Kanayama K, 

Feng J, Tashiro K, Asahi R, Sunaga A, Hoshi 

K, Kurisaki A, Takato T, Yoshimura K.  

Therapeutic effects of a recombinant 

human collagen peptide bioscaffold with 

human adipose-derived stem cells on 

impaired wound healing after radiotherapy.  

J Tissue Eng Regen Med. 12:1186-1194, 

2018. (2018.5) 

7. Miyamoto S, Higashino T, Sakuraba M. 

Mandibular reconstruction in elderly 

patients.  

J Surg Oncol 117:1744-1751, 2018.(2018.6) 

8. Kagaya Y, Arikawa M, Kobayashi E, Kawai 

A, Miyamoto S.  

Successful Pregnancy and Delivery after 

Autologous Abdominal Wall Reconstruction 

using Anterolateral-Thigh and Iliotibial-

Tract Flap. 

Plast Reconstr Surg Glob Open 6:e1819, 

2018. (2018.7) 

9. Miura K, Namiki T, Akashi T, Uemura N, 

Mori H, Yokozeki H, Okazaki M. 

Desmoplastic transformation of a nodular 
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melanoma arising from a speckled 

lentiginous nevus. 

J Dermatol. 45:e230-e231, 2018. (2018.8) 

10. Higashino T, Okazaki M, Mori H, 

Yamaguchi K, Akita K. 

Microanatomy of Sensory Nerves in the 

Upper Eyelid: A Cadaveric Anatomical 

Study. 

Plast Reconstr Surg. 142:345-353, 2018. 

(2018.8) 

11. Wu SH, Shirado T, Mashiko T, Feng J, 

Asahi R, Kanayama K, Mori M, Chi D, 

Sunaga A, Sarukawa S, Yoshimura K.  

Therapeutic Effects of Human Adipose-

Derived Products on Impaired Wound 

Healing in Irradiated Tissue.  

Plast Reconstr Surg. 142(2):383-391, 2018. 

(2018.8) 

12. Kurita M, Araoka T, Hishida T, O'Keefe DD, 

Takahashi Y, Sakamoto A, Sakurai M, 

Suzuki K, Wu J, Yamamoto M, Hernandez-

Benitez R, Ocampo A, Reddy P, Shokhirev 

MN, Magistretti P, Núñez Delicado E, Eto 

H, Harii K, Izpisua Belmonte JC. 

In vivo reprogramming of wound-resident 

cells generates skin epithelial tissue.  

Nature. 561(7722):243-247, 2018. (2018.9) 

13. Narushima M, Yamasoba T, Iida T, 

Matsumoto Y, Yamamoto T, Yoshimatsu H, 

Timothy S, Pafitanis G, Yamashita S, 

Koshima I. 

Pure Skin Perforator Flaps: The Anatomi-

cal Vascularity of the Superthin Flap. 

Plast Reconstr Surg. 142(3):351e-360e, 

2018. (2018.9) 

14. Tanaka K, Yano T, Homma T, Tsunoda A, 

Aoyagi M, Kishimoto S, Okazaki M. 

A new method for selecting auricle 

positions in skull base reconstruction for 

temporal bone cancer. 

Laryngoscope. 128 :2605-2610, 2018. 

(2018.11) 

15. 荻島信也，山下修二，森下悠也，辛川領，播

摩光宣，飯田拓也． 

Missing Rectusを認めた左眼窩底線状骨折に

対する即時手術例． 

日形会誌 38(3):159-162, 2018.(2018.3) 

16. 坪井 憲司, 森 弘樹, 植村 法子, 岡崎 睦 

工夫! 埋没引き込み縫合法の一工夫 

形成外科 61(4):476-480, 2018. (2018.4) 

17. 宮本 慎平 

【機能に配慮した頭頸部再建】舌(亜)全摘症

例における機能的再建. PEPARS 136:52-55, 

2018. (2018.4) 

18. 宮本 慎平  

【外陰部の形成外科】外陰部再建手術 遊離

皮弁.  

PEPARS 137:43-47, 2018. (2018.5) 

19. 櫻庭 実, 東野 琢也, 宮本 慎平. 

【外陰部の形成外科】外陰部再建手術 薄筋

皮弁  

PEPARS 137:27-33, 2018. (2018.5) 

20. 岡崎 睦 

【形成外科 珠玉のオペ[2]応用編-次世代に

継承したい秘伝のテクニック-】マイクロサー

ジャリー 動脈側端吻合 頭頸部での遊離組

織移植における動脈側端吻合 特に外頸動脈

への側端吻合の有用性 

形成外科 61S:S29-S35, 2018. (2018.7) 

21. 宮本 慎平  

【形成外科 珠玉のオペ[2]応用編-次世代に

継承したい秘伝のテクニック-】マイクロサー

ジャリー 血管剥離 血管剥離(穿通枝皮弁) . 

形成外科 61S:S2-S5, 2018. (2018.7) 

22. 植村 法子, 岡崎 睦 

【知っておきたい顎顔面形成外科の知識】顔

面 眼瞼下垂に対する外科的アプローチ 

耳鼻咽喉科・頭頸部外科 90(9):751-757, 2018. 

(2018.8) 

23. 金山幸司, 齋藤夏美, 吉村浩太郎. 

【毛髪医療の最前線】毛髪研究の現状. 

形成外科 61(9):1079-1089,2018. (2018.9) 

24. 岡崎 睦(東京大学 医学部形成外科), 田中 顕

太郎, 植村 法子, 本間 勉, 今井 和也 
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【顔面神経麻痺治療のコツ】神経・血管柄付

き遊離広背筋移植術を用いた動的再建術の

update 

PEPARS 143:47-56, 2018. (2018.11) 
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口腔外科学 
 

教 授  

星和人 

准 教 授  

西條英人 

講 師  

小笠原徹、大久保和美、末永英之、安部貴大、阿部雅修 

助 教  

藤原夕子、杉山円、井口隆人（9 月まで）、菅家康介、岡安麻里、 

久保田恵吾、谷口明紗子、成田理香（11 月から） 

 

ホームページ http://plaza.umin.ac.jp/%7Eoralsurg/ 

 

 

沿革と組織の概要 

口腔外科学教室は、本邦における最初の歯科学

講座として、明治 35 年に創設され、これまで日

本の口腔外科の進歩に大きな役割を果たしてきま

した。現在、講座名は東京大学大学院医学系研究

科感覚・運動機能医学講座（口腔外科学分野）、病

院の診療科名は顎口腔外科・歯科矯正歯科と称し

ています。顎口腔外科・歯科矯正歯科は、医学部

附属病院唯一の歯科関連の診療科として、顎顔面

変形症（口唇口蓋裂をはじめとした先天的疾患や

“受け口”のような疾患）や、顎顔面外傷、口腔

内炎症、口腔腫瘍など歯や顎に先天性または後天

性異常のある方を対象としています。医師、歯科

医師、言語聴覚士、歯科衛生士などがチームを組

んで集学的治療を行っているのが、当科の特徴で

す。  

また、研究分野では、多くのスタッフが臨床お

よび基礎的研究にあたっており、特に骨、骨膜、

軟骨、軟骨膜、神経、皮膚などの再生医療につい

て重点を置いています。東京大学医学部附属病院

にはティッシュ・エンジニアリング部が平成 13

年 10 月に設立され当教室の髙戸毅教授が部長を

兼任しておりますが、近い将来の臨床応用を目標

とし、トランスレーショナル・リサーチセンター

として機能すべく研究を行っています。口腔外科

学教室は軟骨･骨再生医療寄付講座をティッシュ･

エンジニアリング部に有しており、ここで助教や

大学院生が顎顔面領域における再生医療に関する

基礎的研究を日々行っています。  

 

診療 

口腔顎顔面外科・矯正歯科においては主に、口

唇口蓋裂を始めとする先天性疾患、顎顔面変形症、

外傷、腫瘍などの疾患を持つものを対象として専

門外来を開設して診療にあたっています。また重

い全身疾患のある方の歯科診療も対象としていま

す。外来には、12の歯科治療ブースと外来手術室

1 室、および言語治療室を備えており、1 日の再

来患者数は現在約 100名となっています。 

実際の診療では、大きく２つの部門に分かれて

治療にあたっています。 

口腔顎顔面外科部門は、智歯（親知らず）抜歯
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を始め、口、歯、顎に関連した外科手術を中心に、

口腔関連の炎症や腫瘍の管理をはじめ、腫瘍や外

傷による歯・顎骨欠損部を、入れ歯やデンタルイ

ンプラント（人工歯根）を用いて補う治療を行っ

ております（補綴歯科）。矯正歯科部門では、著し

い顎骨変形を持つ患者の咬合改善、顎の成長のコ

ントロールをおこなっております。 

また月曜日午後の専門外来では、口腔外科医、

矯正歯科医による臨床カンファレンスを行ってお

り、その他顎関節症の方を対象にした顎関節外来

も設けています。 

入院患者は年間 400人ほどで、全身麻酔による

手術件数は年間 300 例となっています。口唇口蓋

裂、顎変形症における外科的咬合改善術や骨移植、

顎骨骨折の整復固定、腫瘍切除等が主な手術内容

となっています。最近では、骨延長を顎顔面領域

に併用して、顎顔面変形に対する咬合改善を行っ

たり、カスタムメイド人工骨を移植して、顎顔面

骨形態の改善を図るようなことも行っています。  

 

教育 

当教室では、教授、准教授、講師および他大学

のエキスパートを含めた非常勤講師がそれぞれの

専門分野について、M2、M4 の学生に対して講

義・実習を行っています。M2 の学生には口腔外

科総論、歯科概論、口唇口蓋裂、嚢胞、腫瘍、外

傷、口腔粘膜疾患、感染症、顎顔面補綴について、

M4 の学生への臨床実習（BSL）では、歯および

口腔顎顔面の構造、う蝕・歯周病・不正咬合など

の歯科疾患、先天異常・腫瘍・嚢胞、感染症、外

傷などの口腔顎顔面疾患についての症例呈示をお

こなって歯科治療、口腔顎顔面外科治療について

の理解をしていただき、病棟見学、手術見学など

で、医師として最小限必要な口腔に関する知識を

深めています。卒後研修としては、現在は主に歯

学部卒業生に対し、歯科臨床研修医として口腔外

科、矯正歯科各指導医の下、歯科治療全般にわた

る知識・技術の向上を目的とした研修が行えるよ

う、指導を行っております。研修期間中に総合的

な歯科臨床知識を習得した上で、積極的に大学院

進学も勧めており、臨床・研究のバランスのとれ

た各分野の専門医の育成を目指しております。 

 

研究 

当教室での研究は当科で扱われる臨床症例と密

接に関連しています。すなわち口唇口蓋裂等の先

天奇形、顎顔面変形症、さらには再生医療の分野

においては、骨・軟骨の再生医療に関して臨床お

よび基礎の研究が行われています。 

 

臨床研究 

1. 口唇口蓋裂その他の先天異常に伴う顔面変形

に対する集学的治療 

2. 顎変形症・外傷および顎関節症に対する集学

的治療 

3. 頭頚部領域における悪性腫瘍に対する集学的

治療 

4. 骨延長法を用いた顎骨延長 

5. 口唇口蓋裂患者の顔面変形に対する治療 

6. 口唇口蓋裂患者に対するインプラント型自己

細胞再生軟骨の安全性及び有効性を確認する

臨床試験 

7. 口唇口蓋裂患者の言語障害 

8. 頭蓋顎顔面部の先天異常における成長発育 

9. 口唇口蓋裂に対する治療評価 

10. 悪性腫瘍に対する外科・化学・放射線治療に

ついて 

11. 顎変形症に対する外科的矯正治療 

12. コンピュータビジョンと拡張現実を用いたコ

ンピュータ支援手術 

13. 顎関節症に対する治療効果 

14. 顎顔面領域への再生骨による修復・咬合再建 
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基礎研究 

1. 再生医療による顎顔面領域の骨･軟骨再生 

2. インプラント型再生軟骨作製のためのヒト細

胞を用いた基礎研究 

3. iPS 細胞を用いた軟骨再生の研究 

4. 骨軟骨細胞分化制御機構における細胞周期関

連分子の役割 

5. 間葉系細胞の多分化能維持機構における転写

因子の役割 

6. 骨髄間葉系幹細胞を用いた骨・軟骨再生研究 

7. 口腔がん・口腔前がん病変におけるエピジェ

ネティクス異常 

8. 口腔扁平上皮癌における腫瘍会合性マクロフ

ァージの宿主免疫抑制機構と癌増殖転移機構

の解明 

 

出版物等 

 

「著書・分担執筆」 

1. 阿部雅修：DNA メチル化異常と口腔白板症 

別冊 BIO Clinica 口腔疾患と慢性炎症 通

巻 20 号 第 3 巻 第 7 号,北隆館, 東京, 2018 

2. 藤原夕子，高戸毅：第 1部 再生医療等の基

盤 第 1 章：再生医療とは 「テキストブッ

ク再生医療～創る、行う、支える～」 12-20，

澤 芳樹 編集統括，日本再生医療学会，東京, 

2019 

 

「原著・症例報告」 

原著英文（症例報告含む） 

1. Fujihara Y, Hikita A, Takato T, Hoshi K. 

Roles of macrophage migration inhibitory 

factor in cartilage tissue engineering. J Cell 

Physiol. 2018 Feb;233(2):1490-1499. 

2. Hoshi K, Fujihara Y, Yamawaki T, Harai M, 

Asawa Y, Hikita A: Biological aspects of 

tissue-engineered cartilage, Histochem Cell 

Biol. 2018 Apr,149(4):375-381. 

3. Sugiyama M, Nakatsuka T, Saijo H, 

Fujihara Y, Kanno Y, Hikita A, Takato T, 

Hoshi K: Clinical findings of a cantilever 

iliac bone graft for secondary correction of 

cleft lip-nose deformities, J Craniofac Surg, 

2018 May, 29(3):741-746. 

4. Mashiko T, Takada H, Wu SH, Kanayama K, 

Feng J, Tashiro K, Asahi R, Sunaga A, Hoshi 

K,Kurisaki A, Takato T, Yoshimura K: 

Therapeutic effects of a recombinant human 

collagen peptide bioscaffold with human 

adipose-derived stem cells on impaired 

wound healing after radiotherapy. J Tissue 

Eng Regen Med, 2018 May, 12(5):1186-1194.  

5. Ohsato A, Abe M, Ohkubo K, Yoshimasu H, 

Zong L, Hoshi K, Takato T, Yanagimoto S, 

Yamamoto K: A comparative study of oral 

health status between international and 

Japanese University student patients in 

Japan. Healthcare (Basel), 2018 May 22, 

6(2), pii:E52. 

6. Sato T, Abe T, Ichioka S.  Factors impairing 

cell proliferation in the granulation tissue of 

pressure ulcers: Impact of bacterial burden. 

Wound Repair Regen. 2018 May, 26(3):284-

292. 

7. Okayasu M, Susami T, Asahito T, Sakamoto 

T, Kurata K, Ishiwata Y, Nagahama K, 

Takato T, Saito I. Questionnaire 

investigation after orthodontic treatment in 

patients with unilateral cleft lip and palate: 

an inter-clinic collaborative study. 

Orthodontic Waves 2018 June, 77(2):90-100. 

8. Inaki R, Fujihara Y, Kudo A, Misawa M, 

Hikita A, Takato T, Hoshi K: Periostin 

contributes to the maturation and shape 

retention of tissue-engineered cartilage. Sci 

Rep, 2018 Jul 25, 8(1):11210. 

9. Uto S, Nishizawa S, Hikita A, Takato T, 

Hoshi K: Application of induced pluripotent 

stem cells for cartilage regenerarion in 

CLAWN miniatuer pig osteochondral 

replacement model. Regen Ther, 2018 Aug 

22, 9:58-70. 
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10. Tan S, Chen P, Ji J, Guo S, Yu D, Asakawa T, 

Zhou Y, Abe M, Zong L: Genomic subtypes of 

GISTs for stratifying patient response to 

sunitinib following imatinib-resistance: a 

pooled-analysis and systematic review. 

Disease Markers, 2018 Aug 26; 2018:

1368617 
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沿革と組織の概要 

本講座は 1906 年に日本で初めての整形外科学

講座として開講された。初代教授はドイツとオー

ストリアに留学した田代義徳であり、「整形外科」

の名称は田代教授が提案し、採用されたものであ

る。 

開講当初、主な対象疾患はポリオや脊椎カリエ

スなどの感染症と、内反足や先天性股関節脱臼な

どの先天性疾患であった。田代教授は外傷を整形

外科の治療対象と認識し、門下を教育した。また

田代教授と高木憲次教授（第 2代）は肢体不自由

児の療育事業を推進し、それは本邦におけるリハ

ビリテーション医学の源流へと発展した。また、

高木教授による関節鏡の発明は、現在の小侵襲手

術の基礎となった歴史的な業績である。近年では、

骨粗鬆症や変形性関節症などの研究、脊柱靱帯骨

化症や関節リウマチの研究、骨・関節のバイオメ

カニクスの研究など運動器を対象とする学科とな

っている。本講座は、平成 7年に始まった医学部

の大学院重点化に伴って大学院医学系研究科外科

学専攻感覚運動機能講座の中の整形外科学専門分

野となった。 

平成 31 年 4 月現在の教職員は、教授１名、准

教授 1名、講座専任講師 2名、講師 3名、特任講

師 1名、助教 13名、特任臨床医 7名、専攻研修

医 10名、学外非常勤講師 11名である。 

 

教 育 

卒前教育としては医学部医学科学生、同保健学

科学生に対し、卒後教育としては医学系大学院学

生、初期臨床研修医（スーパーローテーター）、後

期臨床研修医、学会認定医資格取得前の医師、同
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取得後の医師、および他院の理学療法士の教育を

行った。 

医学科学生の教育は、学部 2年生に対して、系

統講義、診断学実習、症候学講義、チュートリア

ルを行った。系統講義は 12 コマの講義で、基礎

研究、小児疾患、リウマチ性疾患、代謝性骨疾患、

骨軟部腫瘍、外傷、各関節における疾患が含まれ

ている。診断学実習は、四肢の疾患、脊椎疾患の

診断手技、画像診断の実習を行った。学部 3年生

に対しては、学生が 3週間に渡って各診療グルー

プの一員として活動する参加型の臨床実習を導入

した。整形外科実習の手引を作成配布し、学生の

ためのカンファランスを行って重要な疾患の診断

学、治療学の習得を促している。学部 4年生に対

するエレクティブクリニカルクラークシップでは

学生を病棟のチームに配属し、手術を含めた入院

患者診療、救急外傷医療に参加させ、より実践的

な実習体制とした。また、学部 4年生に対して形

成外科、リハビリテーション科と合同で臨床統合

講義を行った。大学院学生は、講座内、学内の寄

付講座や関連講座、学外に国内外留学者がおり、

研究に従事している。 

平成 30 年度は 8 名のスーパーローテーターが

当科で初期研修を行った。プライマリーケアとし

ての運動器診療の修得を目標とし、一般的な疾病

の担当をする体制とした。専門研修医の研修は関

係病院との 1年間の研修プログラムの下、医学部

附属病院において整形外科学の初期研修を行うと

ともに、救急医学講座との連携により救急医療の

研修も行った。系統的に重要な運動器疾患につい

ての参加型講義を、年間を通して週 1回行った。 

学会認定医資格取得前の医師の教育は、専門外

来診療カンファランスおよびリサーチカンファラ

ンスへの参加によって行い、認定医資格取得者の

教育は、個別指導のほか、専門的なテーマを取り

上げている教室の研究会および研修会によって行

った。 

保健学科学生の教育は、看護コースの臨床実習

の一部を担当した。主として病棟で行っており、

看護師長はじめ看護職員が直接の指導にあたった。 

 

診 療 

平成 30年度の外来患者は延 35,916人、初診患

者 2,306人であった。 

専門外来は脊髄脊椎、股関節、リウマチ、腰痛、

腫瘍、脊柱側弯、四肢再建・脚延長、膝関節、先

天股脱、手の外科、肘関節、肩関節、スポーツ外

傷、末梢神経、骨系統疾患、足の外科の各外来の

ほか、新たに骨粗鬆症外来を開設した。 

病棟入院患者数は概ね 60-70床の間で推移して

いる。全入院患者に関して週 3回の病棟カンファ

ランスを開催し、診断・治療計画・経過について

検討・討議を行っている。平成 30 年度の入院手

術件数は 1,397件で、脊椎手術 332件（うち内視

鏡視などの低侵襲手術 69件）、膝関節手術 291件

（うちナビゲーション使用前十字靱帯再建 53件、

ナビゲーション使用人工関節手術 165件（人工膝

関節全置換術 130 件、人工膝関節単顆置換術 25

件）、手の外科 232件、外傷 164件、股関節手術

125 件（うち人工股関節全置換術 108 件）、骨・

軟部腫瘍 111 件、関節リウマチ手術 49 件、足外

科 51件、小児 46件であった。 

特色ある治療法としては、三次元画像表示によ

るナビゲーションシステムを用いた脊椎・関節手

術、棘突起縦割法脊柱管拡大術、棘突起還納型腰

椎椎弓形成術、脊椎内視鏡手術、変形性股関節症

に対する寛骨臼回転骨切り術、膝十字靭帯損傷の

3 次元画像ナビゲーションを使用した解剖学的再

建術、骨軟部悪性腫瘍に対する集学的治療、高度

な関節破壊をきたした関節リウマチ患者に対する

人工関節置換術などを行なっている。また、研究

から発展した臨床応用として新しい人工股関節の

治験を行い、現在販売されている。一方、検査法

としては、3次元 CTおよび 3次元造型モデルを
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用いた術前手術計画、有限要素法を用いた骨強度

予測を行っている。 

 

研 究 

最先端の生物学的および工学的手法を駆使し

て、各種運動器疾患の病態解明および治療におけ

る世界的な業績をあげている。特に、骨・軟骨の

分子生物学的研究では、世界をリードする存在と

なっている。本講座を中心に 5つの寄付講座が設

置され、緊密な協力のもとに研究を推進している。

整形外科学本講座と骨軟骨再生医療講座（ティッ

シュエンジニアリング部）は分子生物学、再生医

療学などを、関節疾患総合研究講座、臨床運動器

医学講座（22世紀医療センター）は観察疫学、医

用情報工学、臨床介入研究、ヒトゲノム疫学を、

運動器疼痛メディカルリサーチ&マネジメント講

座（22世紀医療センター）は腰痛などの計量心理

学的研究、診断・治療・予防ツールの開発、関節

機能再建学講座はバイオマテリアル工学を担当し

ている。 

当教室では以前より骨代謝学に対しての研究

を積極的に行っており、特に破骨細胞の分化・活

性化・アポトーシス研究に関しては今までも重要な

報告を行ってきた。近年は、骨代謝学と免疫学のシ

グナル伝達のクロストークが明らかになることで

新しい研究分野として確立された骨免疫学 

osteoimmunology 分野における研究や、網羅的

解析法の発達で注目を集めている epigenetic な

研究を行い、成果を上げている。 

運動器疾患の基礎的研究のうち、軟骨研究につ

いては当教室を協力講座とする骨軟骨再生医療講

座と共同で行っており、軟骨細胞の発生・分化か

ら、関節軟骨の形成・成熟、さらに関節軟骨の変

性に至るまでの分子メカニズムと、これらを治療

するための研究を系統的に行っている。現在は力

学的負荷に対する軟骨細胞の応答研究や、組織幹

細胞の役割について研究を続けている。脂肪幹細

胞を用いた変形性関節症治療研究のほか、iPS細胞

を用いた軟骨再生医療研究も行っている。 

学外の施設においても、国内外の複数の一流研

究施設に大学院生を研究生として派遣しており、

頻繁に学術的交流を行っている。国立病院機構な

どとともに関節リウマチに関するコホート研究

（Ninja）に参加しているほか、各診療グループ

が骨軟部肉腫治療研究会（JMOG）などの多施設

共同研究体制における臨床研究を遂行している。 
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沿革と組織の概要 

1871年（明治 4年）8月、プロシアよりレオポ

ルド・ミュルレル（外科）、テオドール・ホフマン

（内科）が着任。ミュルレルが眼科学を兼任した

ことにより東大眼科開講となる。以来、梅錦之丞、

河本重次郎、石原忍、庄司義治、中島實、萩原朗、

鹿野信一、三島済一、増田寛次郎、新家眞、天野

史郎らが東京大学眼科学教室の教授を歴任してき

た。東京大学眼科学教室は臨床科として眼科学講

座、附属病院角膜移植部からなり、その構成は教

授 1、准教授 2、講師 4、助教 14、特任臨床医 7、

専門研修医 12、大学院生 19、留学生 2、非常勤

講師 9である。外来は外来診療棟 3階、病棟は入

院棟Ａ7階、医局は第一研究棟 2階にある。 

 

診 療 

2015 年 9 月より一般外来制から専門外来制へ

と外来診療体制の移行が行われた。これまでの一

般外来の担当医制が廃止され、専門外来制では各

グループで患者さんの診療に取り組むようになっ

た。以前の担当医制は専門外来医へのコンサルト

形式で、患者さんを待合に待たせることも多かっ

たが、専門外来制では専門外来の中で完結するか、

専門外来同士でのコンサルトとなったため、患者

さんが受診して、診察を終えるまでの待ち時間を

大幅に減らすことができ、病院や患者さんへ大き

く貢献した。 

専門外来は、角膜、緑内障、ぶどう膜、網膜、

黄斑、網膜硝子体外科、糖尿病、神経眼科、斜視、

ロービジョン、腫瘍、涙道、ドライアイが特定の

曜日に行われている。外来手術は外眼部疾患を中

心に行われた。平成 30 年の新来患者数は 2,748

名、再来患者数延べ 48,294名であった。 

病床数は 32 床で平成 30 年入院患者数は延べ

10,217名、中央手術室における手術件数は 1,548

件であった。病棟は水曜朝教授回診、火、金（全

日）が定時手術日となっている。手術症例として

は白内障が最も多く、次いで緑内障、網膜剥離、

重症糖尿病網膜症を中心とする眼底疾患、角膜移

植手術となっている。症例数及び緊急を要する症

例が多く定時手術枠内での手術は不可能で慢性的

に臨時、救急手術を中央手術室や外来手術室に依
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頼せざるを得ない状態となっている。 

 

教 育 

卒前教育としてはＭ2 の系統講義（14 単位）、

臨床診断学実習（16 回）、PBL（12 回）、M3 の

クリニカルクラークシップ、M4 の統合講義（2

単位）、臨床実習（16 週）等を担当している。ベ

ッドサイド教育の骨子は眼科の特殊性と他科領域

との関連、老齢化社会に向かっての眼科の役割に

ついて理解を深めることとし、講師にはシニアレ

ジデント～スタッフが幅広く担当することとした。

系統講義においては眼科の基礎知識を、臨床講義

にあっては他科領域との問題も含めた代表的な眼

科的疾患をスライド、ビデオを用いて行っている。

卒後教育として、初期研修医は指導医のもと眼科

の基本診察方法、進路に関わらず役立つ代表的な

眼科的疾患について研修する。後期研修医は専門

外来制に準じて各グループを 4ヶ月毎にローテー

ションし、その間集中して疾患病態像の理解を深

めることを研修の基礎としている。その他白内障

手術の技術習得のための豚眼実習や眼科各疾患に

ついてのクルズスを実施する。 

毎週水曜日、午後 1時から症例、研究報告会を

行っている。教室外から講師を依頼し例年行う

Tokyo Ophthalmology Club（TOC, 日本眼科学

会専門医制講習会認定）も 2018年度は 4回主催

した。卒後教育の充実、教室内外との交流をはか

った。研修期間内における研修の補足、充実をは

かっている。 

 

研 究 

研究は専門外来を基盤として研究内容（角膜、

緑内障、ぶどう膜、神経眼科、網膜等）の他、形

態、薬理、生理、分子生物学、免疫学的方法によ

る研究、また非侵襲的検査、研究方法の開発がな

されている。その主なものは 

1) 眼疾患（緑内障、黄斑変性、ドライアイなど）

における脂質メディエーター研究 

2) 緑内障の病態研究 

3) 緑内障に対する薬物効果の検討 

4) 緑内障（特に正常眼圧緑内障）早期診断法、

臨床病態像の解明 

5) 糖尿病網膜症の臨床病態像および分子生物学

的アプローチによる検討 

6) 視覚障害者における視機能と生活不自由度と

の関連 

7) 網膜動静脈炎の分子生物学的機序の解明 

8) 眼内悪性リンパ腫の遺伝子変異の解析と新規

治療法の開発 

9) ベーチェット病における疾患特異的 HLA が

病態に関わる機序の研究 

10) 黄斑疾患における構造機能関連解析 

11) 角膜血管新生、瘢痕に対するメカニズム解明

と新しい治療法開発 

12) 角膜ジストロフィーに対する遺伝子治療 

13) マイボグラフィーを用いたマイボーム腺関連

疾患の解析 

14) 培養角膜上皮シートを用いた点眼薬の安全性

の検討 

15) 円錐角膜及び角膜拡張症に対する角膜クロス

リンキングの臨床試験 

16) 無痛無汗症の眼科検診 

17) 高次視機能の fMRIによる評価 

18) 眼科疾患と中枢機能との関連 

19) 糖尿病網膜症に対する低侵襲治療法の開発 
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沿革と組織の概要 

耳鼻咽喉科学教室の現在の構成員数は教授 1、

准教授 2、講師 4、助教 10、特任臨床医 7、臨床

支援医 2、専攻研修医 9、大学院生 10である（留

学や昇任、異動のため、上記リストの数と矛盾す

る）。外来は新外来棟 3階、病室は新病棟 10階北

ウィング、医局と研究室は CRC 棟 2 階と旧外科

病棟 5階にある（南研究棟から CRC棟に 2016年

5月に移転した）。脳神経医学専攻の認知言語学講

座の第 4部門として協力講座の感覚運動神経科学

分野を持ち、3号館に無響室を持つ。 

 

診 療 

月曜日から金曜日まで一般および専門外来を行

っている。専門外来には、腫瘍、難聴、中耳炎、

小児難聴、人工内耳、めまい、顔面神経、鼻、音

声言語、気管食道、ABR、補聴器の外来がある。 

病棟はA棟 10階北ウィングに 33床と新病棟 2

階の小児病棟に病床を有し、手術は毎週月曜日 2

列、水曜日 3列、金曜日 2列で行われる。耳手術

は月・金、腫瘍は月・水、鼻副鼻腔は水、音声、

気管食道は金曜日である。 

入院患者の診療は、手術は各専門コースの責任

者のもとに研修医と医員が受け持ち、シニアの助

教が担当している。毎週火曜日早朝に術前検討会、

木曜日早朝に手術報告会、火曜日午前に准教授回

診、木曜日午前に教授回診が行われている。入院

患者の内訳は、中耳疾患、人工内耳、頭頸部悪性

腫瘍、鼻副鼻腔疾患、咽頭、扁桃疾患、音声･障害、

喉頭疾患、気管・食道などの手術症例が大部分を

占めるが、悪性腫瘍の放射線・化学療法や急性の

難聴・めまいの保存的治療例も含まれる。当領域

の患者の特色は、生命的予後と機能的予後の両面

の配慮を要することにあり、診療に当たっては特

にヒューマンなコミュニケーションを重視してい

る。人工内耳手術は成人よりも小児が圧倒的に多

く、400例を越えた。 
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教 育 

卒前教育では、M2の系統講義、M2～4の基礎

統合講義、M4の臨床統合講義、M3～4の Clinical 

clerkship を担当している。現在、系統講義は 11

コマで、耳科学、聴覚医学、平衡神経科学、鼻科

学、口腔・咽頭科学、喉頭科学、音声言語医学、

気管食道科学、頭頸部腫瘍外科学について行って

いる。BSLは実質 5日間、M4に対し 1班 6~7名

のグループごとに外来実習、病棟実習、手術見学、

セミナー、教授・准教授によるカンファランスな

ど、いきいきとした内容で行われている。他にM1

～M2 の特別実習であるフリークォーター、研究

室配属があり、聴覚や嗅覚の基礎を中心に約 2名

の教育を行っている。また M3～4 のクリニカル

クラークシップでは研修医に近い臨床実習を行っ

ている。 

初期臨床研究教育では、スーパーローテート制

度により１年目に 1.5ヶ月、2年目に 2ヶ月～8ヶ

月研修医が回っている。専門教育は専門コース制

度を行っている。耳、腫瘍、気管食道、外来と 4

つのコースに分けて教育を行っている。また、火

曜早朝の術前検討会、木曜早朝の手術報告会、火

曜および木曜夕方の抄読会、医局集談会、各コー

ス・専門外来・研究グループごとのカンファラン

スや抄読会を行っている。 

 

研 究 

耳鼻咽喉科領域、細胞生理、誘発電位、超微細

形態、側頭骨病理、分子生物学、腫瘍、組織培養、

発生と発達、成長、加齢、認知科学、音声言語、

EMG ゲノム解析等の研究グループがあり、さら

に疾患生命工学センター、細胞分子生理学講座、

医科学研究所粘膜炎症免疫学分野等にも協力を願

って、形態学・生理学・分子生物学などの各種の

基礎的研究を行っている。関連領域との共同研究

を重視している。さらに、各専門コース・専門外

来においては、臨床から着想を得た基礎的研究を

行っている。以下に主な研究テーマを挙げる。 

1) 中耳・内耳の病理からみた病態 

2) 難聴のモデル動物の作成と治療・予防法の開

発 

3) 感覚器の老化の機序の解明と予防 

4) 内耳有毛細胞の再生誘導 

5) 先天性難聴児・人工内耳児の聴覚言語発達 

6) 前庭誘発筋原電位の起源の解明と応用 

7) 電気刺激による平衡障害のリハビリ 

8) 顔面神経麻痺の電気生理学的予後研究 

9) 増殖因子を用いた顔面神経再生の促進に関す

る研究 

10) 嗅上皮の発生と発達、老化に関する研究 

11) 嗅覚生理・嗅覚障害の発症機序と治療 

12) 後鼻神経切断術モデル動物作成と評価システ

ムの構築 

13) 内視鏡的副鼻腔手術の研究および嗅覚障害の

診断・治療 

14) 鼻粘液の匂い物質代謝能に関する研究 

15) 好酸球性副鼻腔炎の病態生理解明に関する研

究 

16) 嚥下障害の手術療法の開発 

17) 音声障害の解析と治療法の開発 

18) 声帯の炎症モデルを用いた病態解析と予防・

再生 

19) 頭頸部悪性腫瘍に対する頭蓋底外科手術の改

良と開発 

20) 頭頚部癌発癌因子の関与と予後解析 

21) アルコール摂取やウイルス感染と咽頭癌の発

癌の関係 
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沿革と組織の概要 

リハビリテーション医学分野が外科学専攻の中

に設置されたのは 2001 年 4 月である。東大病院

では、全国の大学病院に先駆けて中央診療施設の

1 部門としてリハビリテーション部が 1963 年に

開設された。しかし、文部科学省が認める名称は

理学療法部であった。理学療法の歴史は古く、東

京大学でも整形外科や物療内科において、約 100

年前から手がけられてきた。後者は 1926 年に設

置され、かつての英文名称は物理療法そのもの

（Department of Physical Therapy）であり、主

として、関節リウマチなどの骨関節疾患あるいは運

動器疾患が対象であった。しかし、リハビリテーシ

ョン科医の専門性が誕生した背景は、近代医学の

展開により救命技術が劇的に進歩したことにある。 

脳卒中、外傷性脳損傷、脊髄損傷などの肢体不

自由だけでなく、心筋梗塞や慢性閉塞性肺疾患な

どの内部臓器の障害を有する人々の早期退院と社

会統合を支援、促進するためには、包括的介入と

チームアプローチが必要である。したがって、リ

ハビリテーション科は疾患特異性をもつ診療科で

はなく、日常生活活動を制限する障害を標的とし

た横断的な診療科である。チームを構成する各種

医療職（メディカルスタッフ）の養成という使命

も持っている。 

大学院学生は 2001 年 4 月から受け入れ、2018

年までに 19 名が入学し、14 名が学位を取得して

卒業した。しかし、当初は教員スタッフが配置さ

れないだけでなく、研究室も配備されていなかっ

たので、研究は学内外の関連施設の協力により遂

行してきた。2006 年以降は、医学部附属病院内で

の研究体制を整えてきた。 

リハビリテーション科は病棟を運営していない。

診療活動は中央診療施設のリハビリテーション部

と一体であり、教育と研究に関しても同様である。 

 

診 療 

2006 年 11 月にリハビリテーション部は旧中央

診療棟 2 階から新中央診療棟 6 階に移転した。 

リハビリテーション部は中央診療部として活動

し、原則として入院患者を対象としているが、一

部患者については退院後も外来で治療を継続した

り、経過の追跡をしたりする。また、紹介外来患

者の診療も行う。東大病院は、1996 年度よりリハ

ビリテーション診療総合承認施設に指定され、保

険診療を行ってきた。2006 年 4 月にリハビリテ

ーション医療に関わる保険診療システムは大きく

変わり、疾患別リハビリテーションの体制となっ

た。この中で東大病院リハビリテーション部は、

脳血管疾患等リハビリテーション料、運動器リハ

ビリテーション料、呼吸器リハビリテーション料

の施設基準認可を受け、更に 2007 年 11 月には循

環器内科・心臓外科等の協力により心大血管疾患

リハビリテーション料の施設基準認可が追加され、

理学療法および作業療法を行っている。2009 年度

にはリハビリテーション部内で勤務する言語聴覚
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士が赴任し、言語療法や摂食嚥下障害に対する治

療を行っている。2010 年度にはがん患者リハビリ

テーションの施設基準も取得している。 

年間の新患数は入院・外来合わせて約 4,700 人

で、入院患者の約 25～30％に相当する 250～300

人程度を常時担当し、リハビリテーション診療を

行っている。外来通院でのリハビリテーション診

療対象は 1 日約 30 人である。入院患者へのサー

ビスのニーズ拡大に対応することを優先するため、

外来通院患者数の比率は減少傾向にある。臨床各

科からの依頼に応じて入院患者の診療を行うのが

主であり、ほぼ全科から依頼がある。診療件数の

多い主な診療科は、整形外科、精神科、循環器内

科、心臓外科、神経内科、脳神経外科、小児科な

どである。 

近年の東大病院の対象患者の特徴は、重症疾患

が多く、安静臥床による運動障害が目立つことで

ある。悪性腫瘍を有する患者も増加し、全体の

20％を超えている。肢体不自由だけでなく、呼

吸・循環など全身の医学的管理と運動量コントロ

ールを必要とする例が大半を占める。訓練開始時

にはリハビリテーション部まで来られない患者も

多く、各セラピストが病棟に出張する例が増加し

ている。毎朝、前日の新患患者のプレゼンテーシ

ョンを行い、毎週木曜の午前中に、過去 1 週間の

入院新患患者の回診を教授以下の医師により行っ

ている。 

精神疾患のリハビリテーション診療については、

作業療法士 4 名が専門的に担当している。精神科

作業療法室は主として入院患者の治療を分担して

いる。また、精神科デイホスピタルは精神科より

移籍した医師を中心に、精神科の医師スタッフ等

と連携して外来でのデイケアを施行している。デ

イケアでは主として統合失調症を有する人々が約

40 名登録されている。彼らはメンバーと呼ばれ、

月曜から金曜まで来院し、さまざまな活動に参加

している。 

鍼灸は東洋の伝統的治療手技であり、東大病院

でも過去数十年来にわたり実施してきた。2005

年 4 月からは自由診療として外来診療を行ってい

る。 

 

教 育 

卒前教育はＭ２への系統講義、Ｍ３・４の臨床

実習（クリニカルクラークシップ）、等を行ってい

る。系統講義は、リハビリテーション医学総論、

切断と義肢、代表的疾患としての脳血管障害、神

経筋疾患、骨関節疾患、小児疾患、呼吸障害のリ

ハビリテーション医学・医療をテーマとして年間

7 単位行っている。臨床実習は各グループに対し

て水曜から金曜までの 3 日間行っている。この必

修の臨床実習に加えて、数名の希望者に対して専

門病床を有する外部機関（国立療養所東京病院、

JR 東京総合病院、東京都リハビリテーション病

院、荏原病院等）の協力により、4 週間のエレク

ティブ・クリニカルクラークシップを実施してい

る。さらに、メディカルスタッフの学生教育とし

て、年間 20 名以上の長期臨床実習生を受け入れ

指導を行っている。 

医師卒後臨床教育としては、全国に先駆けてリ

ハビリテーション部を発足させた当時は他大学か

らの研修希望者を多く受け入れていたが、近年は

私学を中心として他大学にリハビリテーション医

学講座が増えてきたこともあり、入局者は一時減

少していた。しかし 2012 年度以降、増加してい

る。初期研修は、卒後初期 2 年間の臨床研修義務

化に伴い、2 年目のローテート研修医十数名を受

け入れ指導している。後期研修に関しては、2018

年度より新専門医制度が開始となり、従来より連

携施設を増やした研修プログラムを設定し、臨床

医として学会専門医の取得を目標とした教育を行

っている。 
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研 究 

リハビリテーションという多くの分野にまたが

る医学・医療の特長を生かして、病院内の他診療

科、東大の他学部、外部の各種機関との共同研究

を進めている。以下に、2017 年現在進行中、ある

いは開始予定の研究を幾つか挙げる。 

1) 三次元動作解析を用いた運動器疾患研究 

2) 感覚障害と運動コントロールの関係に関する

研究 

3) 骨系統疾患のリハビリテーション、長期予後に

関する研究 

4) 先天性四肢形成不全の病態、治療に関する研究 

5) DPC データを用いたリハビリテーション効果

に関する研究 
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沿革と組織の概要 

当麻酔科学教室は 1952 年に設置された本邦最

古の麻酔科学教室である。2019 年 3 月 1 日現在

の構成員は教授山田芳嗣、准教授内田寛治、住谷

昌彦、講師伊藤伸子、坊垣昌彦、森 芳映、室屋

充明、河村 岳、助教朝元雅明他 19 名、専門研修

医が計 16 名、大学院生 9 名である。外来は外来

棟 2 階および中央診療棟 2 の 3 階、病棟は A 棟 6

階北、医局と研究室は臨床硏究棟東および中央棟

南にある。 

以下に当教室の診療、教育、研究の現状につい

て述べる。 

 

診 療 

手術治療を受ける患者に対する麻酔・全身管理

業務、急性・慢性の疼痛患者に対する治療業務、

がん患者の緩和ケア業務を担当している。 

東大病院での手術件数は上昇傾向にあり、平成

19 年 1 月に中央診療棟 2 の手術室が使用可能と

なって手術室数が 23 と倍増した結果、年間手術

件数は現在 12000 件を超え、麻酔科管理症例数も

8500 件程度となっている。近年、合併症を多く持

つ患者や高齢患者の手術数が増加している。合併

症を持つハイリスク患者の手術や、長時間、大侵

襲手術は以前から多かったが、臓器移植法の改正

により、脳死ドナーからの心臓移植、肝臓移植、

肺移植も行われるようになっている。これら臓器

移植のレシピエントは、末期臓器不全患者であり、

麻酔管理上の難度は最高の群に属する。我々は、

全ての手術治療を受ける患者に対し、丁寧な術前

の状態評価を行い、患者状態を術前に最適化した

上で、適切な術中管理計画のもと、安全に手術が

施行されることで、良好な術後回復に寄与できる

と考えている。また手術中に発生する緊急事態に

も迅速に対応出来る物的人的準備を整えて臨んで

いる。特に重症患者の術前評価をより的確に行い、

効果的に術前の対応を行うため、術前コンサルト

外来を月曜日〜金曜日の午後に開設している。ま
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た東大病院での周術期管理をより効率的に、適切

に行うため開始された周術期管理センターに参加

してシステム作りを行っている。さらに術後に集

中治療を必要とする患者が入室する第二 ICU で

の診療を救急部・集中治療部と協力して担当して

おり、術後の安全な患者管理に寄与している。 

月曜日～金曜日まで痛みセンター（ペインクリ

ニック）外来を行っている。各種疼痛疾患患者（他

科入院患者を含む）を対象に、痛みの感覚的要素

だけでなく生物心理社会的要素にも着目し、痛み

に関連する複数の診療科と連携しながら、神経学

的評価・精神医学的評価など集学的な痛みの評価・

治療を行っている。 

2018 年度 4 月から 2019 年 3 月までの外来患

者数はおよそ 10000 人であった。そのうち、初診

患者は約 270 人である。現在の病床数は 3 床であ

る。麻酔科入院患者は約 40 人であり、他科入院患

者の疼痛管理は、約 100 人であった。また、術前

コンサルト数は約 1600 人であった。 

この他に、緩和ケア診療部では緩和ケアチーム

による集学的緩和ケアの提供に加え、がん治療機

関である当院の特徴に応じたがん治療に伴う慢性

疼痛に対する「がん治療期の痛み」外来、支持療

法期～進行期のがん性疼痛に対するセカンドオピ

ニオン外来を担当している。 

 

教 育 

卒前教育では、M2 の系統講義、M4 の臨床統合

講義とベッドサイド教育（クリニカルクラークシ

ップ）を担当している。今年度の系統講義は、麻

酔法と術前評価、吸入麻酔、静脈麻酔、全身麻酔

総論、局所麻酔、麻酔と循環管理、輸液管理・代

謝管理、麻酔と呼吸管理、術後管理、ペインクリ

ニックをとりあげた。クリニカルクラークシップ

の内容は、①手術麻酔実習、②ペインクリニック

実習、③クルズスで構成されている。手術麻酔実

習では、術前診察・麻酔管理法の立案・手術麻酔

管理に参画することで、周術期の生体管理に必要

な診察・検査手技ならびに生理学・薬理学の基礎

知識を臨床の現場で学習することを目的としてい

る。ペインクリニック実習では、様々な難治性疼

痛の成因ならびに薬物療法、神経ブロック療法、

運動療法、認知行動療法を中心とした鎮痛方法に

関して理解を深めることを目的としている。クル

ズスの内容としては、麻酔学総論・気道確保およ

び気管挿管・中心静脈穿刺・脊髄くも膜下麻酔・

ペインクリニックの 5 項目を取り上げ、麻酔科医

が担う医療において必要とされる基本的知識の修

得を目標としている。なお、気管挿管・中心静脈

穿刺・脊髄くも膜下麻酔はシミュレーターを用い

た実技実習も行っている。ベッドサイド教育の総

括として、手術麻酔症例に関するレポートと麻酔

薬・循環作動薬に関するレポートを提出させると

ともに、それらの内容に関する発表と討論を行っ

ている。 

卒後教育では、1〜3 ヶ月期間で、初期研修医の

ローテーションを受け入れている。麻酔管理を含

む、術前・術中・術後管理のトレーニングを行い、

救急・蘇生の基本的技術と知識を修得してもらっ

ている。年間 50 名程度の研修医の卒後教育を行

っている。研修期間中でも、意欲のある研修医に

は、（社）日本麻酔科学会地方会等の学会で発表や

論文投稿させるように配慮している。 

 

研 究 

当研究室には、大きく 7 つの研究グループがあ

り、呼吸、循環、疼痛機構、免疫、ショックなど

の臨床ならびに基礎的研究を行っている。 

以下研究テーマの主なものを列挙してみる。 

1) 急性肺障害におけるサイトカインシグナルの

役割 

2) 呼吸不全患者における至適換気モードの検討 

3) 麻酔薬による免疫機能の修飾 

4) 敗血症及び虚血—再灌流傷害における細胞障



310 東京医学・第 138 巻・令和元年 10 月 

害機構 

5) ショックの病態の解明 

6) マウス下肢虚血再灌流後臓器障害の脂質受容

体による制御機構 

7) 痛覚過敏病態形成における脂質シグナル分子

の解明 

8) α2 アゴニストの抗痛覚過敏効果と止痒効果

の検討 

9) 炎症によって惹起される神経障害性疼痛の成

立における脊髄グリア細胞の役割 

10) 脊髄鎮痛機構 

11) 末梢性及び中枢性掻痒メカニズムの検討 

12) 臨床疼痛患者の疼痛重症化および鎮痛薬感受

性に関する遺伝子多型解析 

13) 麻酔中の脳波解析 

14) 心臓手術と中枢神経障害の検討 

15) 大規模データベースの後ろ向き解析による麻

酔に伴う合併症疫学および麻酔関連薬剤の全

身麻酔予後に与える影響の検討 

16) 麻酔薬の生体内糖代謝機構に与える影響 

17) 代用血漿剤のショックにおける役割の解明 

18) がん化学療法による神経系合併症の解明 

 

出版物等 
 
(1) Kato A, Tamai H, Uchida K, Ikeda T, 

Yamada Y. Intraoperative hemodynamics 

monitoring in a patient with pheochro-

mocytoma multisystem crisis: a case report. 

JA Clin Rep 2018;4:35 

(2) Kusakabe Y, Uchida K, Yamamura Y, 

Hiruma T, Totsu T, Tamai Y, Tsuyuzaki H, 

Hasegawa K, Chang K, Yamada Y. Early-

phase Innate Immune Suppression in 

Murine Severe Sepsis Is Restored with 

Systemic Interferon-β. Anesthesiology 2018;

129(1):131-142 

(3) Abe H, Sumitani M, Uchida K, Ikeda T, 

Matsui H, Fushimi K, Yasunaga H, Yamada 

Y. Association between mode of anaesthesia 

and severe maternal morbidity during 

admission for scheduled Caesarean 

delivery: a nationwide population-based 

study in Japan, 2010-2013. British J 

Anaesth 2018;120(4):779-789 

(4) Hiruma T, Tsuyuzaki H, Uchida K, Trapnell 

BC, Yamamura Y, Kusakabe Y, Totsu T, 

Suzuki T, Morita S, Doi K, Noiri E, 

Nakamura K, Nakajima S, Yahagi N, 

Morimura N, Chang K, Yamada Y. 

Interferon-β Improves Sepsis-related 

Alveolar Macrophage Dysfunction and Post-

septic ARDS-related Mortality. Am J Respir 

Cell Mol Biol. 2018;59(1):45-55 

(5) Watanabe K, Ito N, Ohata T, Kariya T, Inui 

H, Yamada Y Perioperativeballoon 

pulmonary angioplasty enabled noncardiac 

surgery of a patient with chronic 

thromboembolic pulmonary hypertension 

(CTEPH). Medicine 2018;98(10):e14807 

(6) Hozumi J, Sumitani M, Nishizawa D, 

Nagashima M, Ikeda K, Abe H, Kato R, 

Kusakabe Y, Yamada Y, Japanese TR-

Cancer Pain Research Group. Resistin Is a 

Novel Marker for Postoperative Pain 

Intensity. Anesthesia and Analgesia 2019;

128(3):563-568 

(7) Yokoshima Y, Sumitani M, Nishizawa D, 

Nagashima M, Ikeda K, Kato R, Hozumi J, 

Abe H, Azuma K, Tsuchida R, Yamada Y; 

Japanese TR-Cancer Pain Research Group. 

Gamma-aminobutyric acid transaminase 

genetic polymorphism is a candidate locus 

for responsiveness to opioid analgesics in 

patients with cancer pain: An exploratory 

study. Neuropsychopharmacol Rep. 2018;

38(4):175-181 

(8) Sumitani M, Sakai T, Matsuda Y, Abe H, 

Yamaguchi S, Hosokawa T, Fukui S 

Executive summary of the Clinical Guide-

lines of Pharmacotherapy for Neuropathic 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.138, Oct. 2019 311 

Pain: second edition by the Japanese 

Society of Pain Clinicians Journal of 

Anesthesia 2018;32(3):463-478 

(9) Sumitani M, Nishizawa D, Nagashima M, 

Ikeda K, Abe H, Kato R, Ueda H, Yamada Y 

Association Between Polymorphisms in the 

Purinergic P2Y12 Receptor Gene and 

Severity of Both Cancer Pain and 

Postoperative Pain. Pain Medicine 2018;

19(2):348-354 

(10) Kuwajima K, Sumitani M, Kurano M, Kano 

K, Nishikawa M, Uranbileg B, Tsuchida R, 

Ogata T, Aoki J, Yatomi Y, Yamada Y. 

Lysophosphatidic acid is associated with 

neuropathic pain intensity in humans: An 

exploratory study. PLoS One 2018;13(11):

e0207310  



312 東京医学・第 138 巻・令和元年 10 月 

 

救急科学 
 

教授 

森村尚登 

講師 

軍神正隆、土井研人、問田千晶 

特任講師 

上田吉宏、比留間孝広、井口竜太 

助教 

吉本広平、堀江良平、早瀬直樹、前田明倫、田上俊輔、栗本美緒 

竹田悟宇、渡邉泰貴 

特任助教 

望月將喜 

 

ホームページ https://www.tokyodam.com/ 
 
 

沿革と組織の概要 

昭和 36 年 2 月、東大病院を訪れる救急患者に

対応するため、中央手術室の管理下に外科病棟 1

階に救急処置室が設置され、救急患者、時間外受

診患者の診療が全てここで行なわれるようになっ

た。この救急処置室は昭和 38 年 4 月、中央手術

部から離れて救急部として独立した中央診療施設

の一つとなり、当時導入された救急告示病院制度

に本院も参画した。昭和 52 年 4 月には所謂 11 人

セットと呼ばれる予算配置が講じられ、医師、看

護婦を含む 11 人の予算が救急部についた。昭和

50 年代に入って、厚生省による救急医療制度の

見直しが行なわれるようになり、当院でもこれに

呼応し、地域三次救急応需を企画して、外科病棟

3 階に重症患者室の整備を開始、続いて昭和 56

年 1 月から専業方式の診療を開始した。以来、当

部は東京都の三次救急医療ネットワーク、熱傷ネ

ットワークの指定施設となっている。 

平成 2 年 4 月に国立大学では 2 番目の救急医学

講座が新設され、平成 3 年 4 月には初代教授が着

任し、救急部長を兼任することとなった。これを

機に救急医学の診療・研究・教育が実質的に開始

された。卒前教育では、M2 に系統講義と一次救

命処置実習を、M４に臨床統合講義と救急車同乗

実習及び救命救急センター病院での実習を行なっ

ている。卒後教育では、各科からの研修医を受け

入れ、救急医学、集中治療医学の短期教育を行な

い、臨床医に不可欠な救急患者診療及び重症患者

管理の初歩を修得させている。 

救急診療に関しては、平成 3 年 10 月の病院科

長会議において東大病院が地域救急要請に応じる

ことが確認され、一次から三次までの救急患者を

積極的に受け入れるようになった。その後、救急

用 CT の整備、放射線部、臨床検査部、輸血部な

どの救急医療を支える組織の体制作り、また夜間

緊急入院手続きの簡略化、各科当直医の意識の変

化などが大きく寄与し、救急部受診患者が増加し

た。 
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平成 3 年以来、救急部は院外からの三次救急患

者のみならず、各科に収容できない救急患者、院

内で発生した集中治療を要する重症患者も、ベッ

ドの余裕がある限り積極的に受け入れてきた。特

定機能病院指定に当たり、小児術後集中治療部か

ら集中治療部に名称の訓令改正が行なわれ、救急

部内に集中治療部が併設されることになり、平成

5 年 5 月には救急部病床の内 4 床が特定集中治療

病床として認可され稼働を開始した。この後は、

院内の重症患者の入室が大幅に増加した。 

平成 13 年 9 月に新病棟が開設され、救急医学

講座の業務が集中治療室（ICU・CCU）14 床、外

科系 HCU36 床の管理運営へと大幅に拡張された

ことに伴い、集中治療部に助手 7 名が配置された。

その後一次・二次まで含めた救急外来運営や病院

全体の病床管理へと業務を拡張し、救急外来患者

数も増加した。平成 19 年には、これまでの集中

治療室（ICU・CCU）が 16 床に増床し、外科系

HCU が術後管理・重症急性期離脱後管理を中心

とした第 2 ICU 24 床となり、また救急外来から

の夜間入院患者管理を中心とした救急病棟 10 床

が新設された。さらに平成 22年 12月には東京都

より救命救急センターの指定を受け、救命 ICU6

床が新設された。 

 

診 療 

救急医学講座が担当している診療業務は、(1) 救

急診療、(2) 集中治療、(3) 病床管理、(4) 危機

管理、の 4 つに大別される。 

（1）救急診療 

救急診療として、三次救急患者のみならず、地

域の救急患者の初診や、一次・二次救急患者であ

っても全身状態や意識状態などから必要とみなさ

れた場合、常時対応している。平成 29 年の救急

外来受診患者数は、総数 17607 件、うち救急車

6595 件、うち救急部担当救急車 5193 件であった。 

救急外来は旧施設の約 4 倍の面積を有し、一般

診察室 5、特殊診察室 4（歯科、耳鼻咽喉科、眼科、

産婦人科）、初療室 3、観察室４、また入院床とし

ては救命救急センター20（救急病棟 14 床、救命

ICU6 床）が設置されている。 

（2）集中治療 

集中治療としては、ARDS等の重症呼吸不全・

敗血症・多臓器不全･ショック等の重症患者、高

侵襲の術後患者、救急外来から搬入された三次救

急患者の管理・治療などを主な業務とし、内科・

循環器科・整形外科・外科・脳外科・麻酔科など

それぞれの専門性を有するスタッフが治療にあた

る Semi-closed ICU の形をとる。また最新のエビ

デンスに立脚した治療を重視している。平成 28 年

度の集中治療部入室患者数は約2,300名であった。 

（3）病床管理 

東大病院には重症度に応じて第 1 ICU・第 2 

ICU・一般病棟の 3 段階の病棟がある。急性期病

院としての機能を最大限活用するためには、院外

からの患者受け入れ、重傷度に応じた入院床の決

定、急性期離脱後の速やかな転床・転院を推進す

る必要がある。これを可能にするために、第 2 

ICU が中心となって病院全体の病床管理を行な

っている。 

（4）危機管理 

危機管理は大きく院内と院外に分けられる。院

内危機管理としては、院内で急変が起きた時に発

令されるコードブルーへの対応を始めとして、

24 時間 365 日院内で起きる患者状態変化に対応

している。 

院外危機管理として災害派遣医療チーム

（DMAT）を擁し、災害訓練に積極的に参加して

いる。また、東大病院は災害拠点病であり、災害

時には多数傷病者を積極的に受け入れることにな

るため、救急外来の廊下には酸素および吸引設備が

あらかじめ設置されている。 
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教 育 

M2 の系統講義では、救急医学総論、救急初期

診療の基本、心肺停蘇生法、外傷初療診療、災害

医療などの救急分野に関わる最新の知見を講義し

紹介する。臨床実習ではシミュレーターによる一

次救命処置（BLS）の習得を行なっている。 

M3 ではエレクティブクリニカルクラークシッ

プ（ECC）を受け入れ、救急部スタッフと一体と

なり救急外来や救急病床での実際の診療への参加

および第 1 ICU・第 2 ICU・救命 ICU での入院患

者の集中治療を経験する。またECC参加者には、

日本救急医学会認定の二次救命処置（ICLS）プロ

バイダ−コース及び英国 ALSG 認定 Hospital 

MIMMS（Major Incident Medical Management 

and Support）を開催し、合格者にはそれぞれ修了

証を授与している。 

M4 では臨床統合講議において、重症救急患者

の診断と治療「ショック、意識障害、外傷、中毒、

感染症、熱傷、体温異常、痙攣など」についてケ

ーススタディ−を提示し活発な議論を展開し、ま

た脳死、災害医療などの最近のトピックにも言及

する。また臨床実習においては、全員が二次救命

処置の基礎を習得した上で、救急車同乗実習でプ

レホスピタルの現場を経験し救急医療の最前線を

体験させている。また、東大病院救急集中治療部

のみならず、都立墨東病院救命救急センター、公

立昭和病院救急部、さいたま赤十字病院救命救急

センターなどの救急医療の現場でスタッフと共に

終日行動を共にし、救急医療の現場を実習する。 

平成 16年度から卒後臨床研修が必修化されて、

全ての研修医が救急部門の研修を受けることが義

務付けられた。厚生労働省の研修指針に則り、救

急外来における一次から三次まで包括した総合診

療的救急医療を学習・実践している。また心肺停

止症例に対する対処法について、日本救急医学会

認定二次救命処置（ICLS）プロバイダ−コースを

救急部配属期間中に開催し全ての研修医に正しい

心肺蘇生法を習得させ、実際の救急現場で実践で

きるよう指導している。 

また初期臨床研修医を集中治療業務にも配属し、

病態生理や内科学的な観点から集中治療について

理解できるように教育を行なっている。 

平成 18 年度から後期臨床研修が開始となり、

外傷初療や、多臓器不全やショック、各臓器不全

に対する機械的補助など、応用的な危機管理医学

について初期臨床研修医の指導的立場にたてる教

育を行なっている。 

 

研 究 

基礎実験としてはヒストン投与による ARDS

モデルや各臓器の虚血再灌流障害モデルを用い、

遠隔臓器障害のメカニズムの解明を目指して解析

を進めている。臨床研究では、ICU 入室症例にお

ける種々の臨床パラメータあるいは新規バイオマ

ーカーを用いた臓器ネットワーク解析に関する報

告を行った。 
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沿革と組織の概要 

東京大学大学院医学系研究科健康科学・看護学

専攻精神保健学分野の前身は 1957（昭和 32）年

に医学部衛生看護学科に開設された臨床医学看護

学第四講座である。その後、1965（昭和 40）年

の衛生看護学科から保健学科への改組に伴い東京

大学医学部保健学科精神衛生学教室となった。精

神衛生学教室という名称での活動が長く続いてい

たが、1992（平成 4）年 4 月、保健学科が健康科

学・看護学科に移行すると同時に精神衛生・看護

学教室となった。そして大学院重点化構想に基づ

く大学院講座制への移行に伴い、1996（平成 8）

年 4 月に精神衛生・看護学教室は組織上、東京大

学大学院医学系研究科健康科学・看護学専攻健康

科学講座精神保健学分野および看護学講座精神看

護学分野の２つの分野となった。しかし 1996（平

成 8）の大学院講座化以降も精神保健学分野の教

授が精神看護学の教授を兼任しており、教室は教

職員も院生も精神保健学分野と精神看護学分野が

一体となって活動している。また、学部教育は従

来の学部講座の担当を引き継いでいるため、医学

部健康総合科学科での教育活動は精神衛生・看護

学教室としてあたっている。2007 年から精神保健

学分野は公共健康医学専攻（専門職学位課程）の

一分野ともなり「公衆衛生の精神保健学」の教育、

研究を担当している。 

精神保健学分野は、教授 1、准教授 1、特任講

師 1、助教 1、特任研究員 1、大学院生 12（博士

課程 10、修士課程 2）、客員研究員、研究生等に

よって構成されている。 

当分野のミッションは、精神看護学分野との協

力体制のもとに、国際的、学際的な視点から、精

神保健学に関する国内・国際リーダーとなる研究

者・実践家を教育すること、および幅広いテーマ

に関する研究を推進することである。 

 

教育 

精神保健学および看護学に関わる諸問題を研究

及び実践の対象としている当分野の学部教育は講

義と実習からなり、上述の通り、精神衛生・看護

学教室として精神保健学分野と精神看護学分野が

一体となって行っている。 

学部の講義は精神衛生・看護学教室の教員及び

非常勤講師全員によって行われている。学部での
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講義は、公共健康科学統合講義Ⅱ、健康心理学、

心の健康トピックス、心の健康科学、および精神

看護学を担当している。実習は精神保健学実習、

および精神看護学実習を担当している。精神保健

学実習、および精神看護学実習では、多くの施設

の協力を得て、大学院生のティーチングアシスタ

ントなども関与して行われている。 

大学院教育は、精神保健学Ⅰ、精神保健学Ⅱ、

および産業保健の理論と実践が開講されており、

平成 30 年度はそれぞれ精神保健疫学の研究方法

論および職場のメンタルへルスをトピックスとし

て取り上げた。また、精神保健学分野と精神看護

学分野共通の教室セミナーとして、毎週水曜日夕

方に、教室所属の大学院生と研究生が参加して、

研究計画に関する発表と議論、文献紹介、学外講

師による講義を行っている。 

 

研究 

当分野では、心の健康問題とストレスの研究を

国際的視野から推進している。WHO 国際共同研

究の一環である世界精神保健日本調査は、わが国

最大規模の地域住民を対象とした精神疾患の疫学

調査である。労働者を対象とした職業性ストレス

の健康影響およびこれへの対策の効果評価研究も

当分野の中心的な研究活動の１つである。最近で

は，職場のメンタルヘルスに関する新しいトピッ

ク（インターネット認知行動療法など）に関して

も積極的に取り組んでいる。当分野の研究テーマ

としてはさらに、周産期メンタルヘルス、トラウ

マティックストレスとレジリエンス、精神障がい

を持つ人々の社会復帰とリカバリーの推進、自殺

予防、災害精神保健、国際精神保健などがある。

これらの研究の多くは国内外の機関や大学の研究

者たちとの共同研究で行われている。 
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沿革と組織の概要 

平成 31 年 3 月 31 日現在の構成員は、教授

1（松山裕）、准教授 1（大庭幸治）、助教 2（柏原

康佑、篠崎智大）、特任助教 1（竹内由則）、大

学院生 7、事務補佐 2、研究生 3、非常勤講師

11 である。 

 

教育 

平成 4 年度から、疫学・生物統計学に関して

は国内では唯一の、学部から大学院への体系

化された教育コースを実現している。この一連の

コースとして担当する講義は以下の通り： 

 学部：「疫学」、「生物統計学」（医学科 M0

「統計学」と共同開講）、「生物統計学実

習」、「応用数理」、「臨床・疫学研究の実

例」、「医学データの統計解析」、「同実習」、

「理論疫学」であり、学科横断講義として

「公共健康科学演習 I」を当教室が担当し

ている。 

 大学院：平成 19 年度からは医学系研究科

公共健康医学専攻で「医学データの統計

解析」、「医学統計学演習」、「医学研究の

デザイン」の 3 講義を担当しており、毎年

「課題研究」の指導を受けて入れている。

健康科学・看護学専攻博士後期課程では

「生物統計学特論 I・II」「疫学・予防保健学

特論 I・II」を行っている。医学系研究科全

体に対しては共通講義として「医学統計学

入門」と「医療・看護・保健分野における情

報技術」を担当している。 

学部講義では、「疫学」「生物統計学」で学ん

だ健康・疾病現象の数量的把握についての知

識を「生物統計学実習」で実践するという体系的

な教育プログラムを採っている。本実習は、市販

のインスタントコーヒー（カフェインの有無で比

較）をはじめ、快眠や健康をサポートすると謳わ

れているサプリメント、整腸薬、肩こり軽減機器

などを、実習用に作成依頼したプラセボを用い

て二重盲検試験を行うという本格的な研究作法

をプラットフォームとして、研究の計画・実施・発

表までを学生自らが研究実施者かつ被験者と

なり主体的に体験できるよう、20 年にわたり蓄積
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してきたノウハウで運用されている。特に、文献

検索・批判的吟味・プロトコル作成・データ収集・

コンピュータによる統計解析・レポート作成・発

表・討論という一連のプロセスを本実習で体験

できるような工夫がなされている。学科の公共健

康科学専修必修として「臨床・疫学研究の実例」

で臨床試験・栄養疫学・環境疫学を含む疫学方

法論を、「医学データの統計解析・同実習」で統

計解析理論と統計解析ソフト SAS の実行方法

を体系立てて指導している。より専門性のある内

容について学習意欲のある学生には「応用数

理」で線形代数・数理統計の基礎を、「理論疫

学」で疫学方法論の基本的枠組みを習得しても

らう。 

公共健康医学専攻（専門職学位課程）では、

医学研究実践を想定した講義を開講している。

「医学データの統計解析」では統計的推測の基

礎とともに、医学研究で常用される解析手法に

ついて実例を中心に講義し、「医学統計学演

習」で主要な解析手法について実例を用いて統

計解析ソフト JMPによる演習を行う。「医学研究

のデザイン」では、講義と事例研究に基づいて

主要雑誌に掲載されるレベルの研究デザインに

ついて理解するための基礎知識習得を目指し

ている。他に、医学系研究科全体に対する共通

講義として「医学統計学入門」と「医療・看護・保

健分野における情報技術」を担当している。博

士後期課程を対象とした「特論」は主に、専門書

および論文の輪読を実施している。 

平成 30 年度に指導した卒業論文、修士論文

（公共健康医学専攻課題研究）、博士論文はそ

れぞれ 0 名、2 名、3 名であった。 

 

研究 

当教室で研究を行っているテーマを大別する

と(1) 臨床試験の方法論、(2) time-to-event デ

ータの解析や因果推論などの医学データ解析

の方法論、(3) 胃がんを主な対象とした個票デ

ータに基づく国際的メタアナリシス事業への参

加、(4) 動脈硬化を主な対象疾患とした（前向き

メタアナリシスによる）大規模疫学研究のコーデ

ィネーションとデータ解析、(5) QOL 調査票や

評価尺度の信頼性・妥当性の研究、およびこれ

らを用いた実証的研究、(6) 医療技術の経済的

評価に関する研究に分けられる。 

平成 13 年度に当教室の教官（当時）が中心

となり、研究者主導の疫学・臨床試験を支援す

ることを主な目的として設立された NPO 法人・

日本臨床研究支援ユニット（現・EP クルーズ株

式会社）では、日本各地で実施されている地域

コホート研究をデータ標準化のもとに統合する

日本動脈硬化縦断研究（JALS；約12万人を追

跡）、乳がん・肝細胞がん・膵がん・糖尿病・慢性

腎臓病などの大規模臨床研究のデータセンタ

ーを担当し、教員・大学院生もこれら実践研究

に参加していた。 

この経験を活かす形で、当研究室では基礎･

臨床あるいは予防を問わず、医学研究の統計

的側面に関し多くの研究指導･研究協力を他研

究室および学外の研究者に対して行っている。

指導･協力の形態もデータ解析から、より本質的

な研究計画立案に重みが移行しつつある。生

物統計学の分野は、わが国では欧米に比べ極

端な人材不足であり、また生物統計学の重要性

が研究者に浸透するにつれ、これらのコンサル

テーションの需要はますます増えている。東京

大学附属病院・臨床研究支援センターと協力し

ながら、東京大学附属病院に関係する臨床研

究の研究計画策定・統計解析の支援も行って

いる。 

また、平成 28 年度より国立研究開発法人日

本医療研究開発機構（AMED）が開始した産官

学協働事業である「生物統計家育成支援事業」

に東京大学として参画している（代表：松山裕教
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授）。本事業は、国内の臨床研究実施機関・研

究センター等での活躍できる生物統計業務を担

う実務家育成を目標に、博士前期（修士）課程

の教育・研修プログラムの作成と実践を行うもの

である。当研究室スタッフも研究協力者として本

事業に参画し、これまでの教育実績と研究サポ

ート実績を活用し、日本ひいては世界の臨床研

究の未来へ向けて生物統計家育成を支援して

いく体制である。 
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沿革と組織の概要 

医療倫理学・健康増進科学分野の前身は保健管

理学教室である。 

旧保健管理学教室は、1967 年に設立され、1974

年に田中恒男博士が最初の主任教授として着任し

た。田中教授は日本の地域健康管理システムの開

発に大きく貢献し、地域健康管理に関する保健管

理システムとデータ管理システムの理論に関する

多数の論文を発表するとともに、健康総合科学科

の前身である保健学科の設立から携わった。 

1985 年に、郡司篤晃博士が二代目教授として着

任した。郡司教授は、大きく二つの研究プロジェ

クトを担当した。一つ目は、身体活動と不活動の

健康影響に関する国際研究、二つ目は保健管理シ

ステムに関する研究で、特に保健経済と医療の質

に関する研究である。 

1996 年に、保健管理学教室は健康増進科学分野

と旧保健経済学分野の二つの分野に分離された。

両分野は大学院医学系研究科に設立された。1996

年から健康増進科学分野は川久保清博士が助教授

として担当し、1998 年に保健経済学分野の教授と

して小林康毅博士が着任した。小林教授は主に日

本の医療政策に関する研究を行った。 

2001 年に、小林教授は同大学大学院医学系研究

科公衆衛生学の主任教授として異動した。 

2002 年からは、現在の主任教授である赤林朗博

士が小林教授の後任として着任し、保健経済学分

野は医療倫理学分野となった。健康増進科学分野

は、川久保清助教授の転任に伴い、2007 年より李

廷秀准教授が、その後、2017 年より、瀧本禎之准

教授が担当（医療倫理学分野と兼担）するように

なった。 

医療倫理学・健康増進科学分野の平成 30 年度

の構成員は、教授 1、准教授 1、講師 1、助教 1、

技術専門職員 1、事務補佐員 3 人である。その他、

特任助教 1 人、特任研究員 6 人、客員研究員 5 人、

大学院非常勤講師 6 人、学部非常勤講師 3 人で、

研究・教育にあたっている。 

大学院生は、博士課程 5 人、修士課程 1 人であ

る。 

 

教育 

学部教育：医療倫理学・健康増進科学分野が平

成 30 年度に担当した学部講義・実習は以下の通
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りである。 

医学科 

(1) 医療倫理（M2） 

(2) M4 臨床統合講義（医療倫理）（M4） 

(3) M4 臨床統合講義（医療倫理・老年病科）（M4） 

(4) 社会医学講義（M4） 

健康総合科学科 

(1) 生命・医療倫理 I（2 年、必修、2 単位） 

(2) 生命・医療倫理 II（3 年、選択、2 単位） 

(3) 臨床倫理（3 年、選択、2 単位） 

(4) 公衆衛生倫理（4 年、選択、2 単位） 

(5) 健康行動の理論と科学（4 年、必修、2 単位） 

(6) 公共健康科学演習Ⅱ（4 年、必修、2 単位、

保健社会学教室と） 

全学 

(1) 初年次ゼミナール（理科）（1 年、必修、2 単

位、公衆衛生学分野と） 

(2) グローバル生命倫理（全学年、選択、2 単位） 

 

その他、健康総合科学概論、公共健康科学統合

講義 II の講義の一部を担当した。 

大学院教育：医療倫理学分野では、医療倫理学

特論 I、II、演習 I、II、実習 I、II を、健康増進

科学分野では、健康増進科学特論 I、II、演習 I、

II、実習 I、II を担当した。また、教室での研究

会を定期的に行い、教室員の教育･研究指導に努め

ている。 

なお、教員は、高知大学（医療コミュニケーシ

ョン学）、広島大学（生命・医療倫理特論、生命医

療倫理学）、帝京大学（医療倫理学）、神田外語大

学（自然科学概論 I、II）、東邦大学（全人的医療

人教育 II「倫理」）、学習院大学（応用倫理学）、

埼玉県立大学（緩和ケアにおける倫理的課題）、神

奈川大学（社会経済学）、東洋大学（政治経済学 A、

B）、関東学院大学（近代経済学史）、東京有明医

療大学（哲学）、玉川大学（ロジック）など他大学

の教育の協力をおこなった。 

研究 

医療倫理学分野では、医療に関わる政策決定や

臨床現場での倫理的判断の基礎となる倫理・哲学

的理論、生命・医療倫理学のトピックスについて、

人文・社会科学的方法論を用いて多彩な教育研究

を行っている。授業では、医療倫理学に関する諸

問題を理解するだけにとどまらず、倫理的な考え

方を身に付けることを重視しているため、全体講

義や文献講読のほか、グループ・ディスカッショ

ンや演習などにも重点を置いている。 

なお、「東京大学生命・医療倫理教育研究センタ

ー」（CBEL）では、① ライフサイエンス・医療

技術が日本社会および国際社会にもたらす倫理

的・法的・社会的諸問題に関して学際的に研究す

ると共に、② 国内外の研究拠点と連携することで、

質の高い国際ネットワークを形成している

（GABEX プロジェクト）。そして、③ 政策、研

究および臨床という実践の場に適した教育プログ

ラムを提供している。これら ①～③ により、今

後リーダーシップを発揮して国際的にも活躍でき

る高度な人材を養成し、次世代の国際標準となる

生命・医療倫理の教育・研究拠点となることを目

的としている（http://www.cbel.jp/）。 

 

主な研究テーマ 

(1) 医療倫理学総論・歴史 

(2) 倫理学の諸理論（規範理論とメタ倫理学） 

(3) 政治理論（正義論） 

(4) 医療資源の配分 

(5) 臨床研究や疫学研究における倫理 

(6) 倫理委員会 

(7) インフォームド・コンセント 

(8) 守秘義務 

(9) 情報開示 

(10) 脳死・臓器移植 

(11) 遺伝子医療 

(12) 安楽死・尊厳死 
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(13) 人工妊娠中絶の倫理性 

など 
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沿革と組織の概要 

当教室の前身は、1954（昭和 29）年に医学部衛

生看護学科に開設された基礎看護学講座である。

衛生看護学科は基礎医学系 2 講座と看護系 6 講座

の計 8 講座で構成されていたが、1965（昭和 40）

年の保健学科への学科名称変更に伴って看護系講

座が 1 講座のみに縮小されたため、当教室の名称

は看護学講座となり、学科における看護学教育の

ほとんどを担うことになった。1992（平成 4）年

4 月、学科名称は再度、保健学科から健康科学・

看護学科に変更され、看護系 2 講座が増設された

ので、講座名称は基礎看護学講座に戻された。そ

の後、1996（平成 8）年 4 月の大学院部局化に伴

い、基礎看護学講座は看護管理学分野と看護体系･

機能学分野という 2 つの大学院分野となった。2

分野になった後も、両分野は一体として運営され

ている。また、学部教育については、従来どおり、

基礎看護学教室として担当している。 

 

教育 

学部教育 

2018（平成 30）年度学部教育では、健康総合科

学科共通必修科目として 2 年次に看護学概論（講

義：1 単位）、看護科学専修必修科目として、基礎

看護学Ⅰ（講義・演習：2 単位）、3 年次に看護科

学専修必修科目として、看護支援技術論（講義・

演習：2 単位）及び基礎看護学実習（実習：2 単

位）、4 年次に看護科学専修必修科目として、看護

管理学（講義：1 単位）、看護管理学実習（実習：

1 単位）、選択科目として、基礎看護学Ⅱ（講義：

2 単位）を開講している。 

看護学概論では、看護を学ぶ上で基礎となる看

護の構成概念や機能を理解し、看護の諸理論、看

護の対象や看護の実際について講義や討論、及び

多職種連携教育を通じて学ぶ。基礎看護学Ⅰでは、

人を理解し援助するための知識・技術を身につけ

ることを目的とし、患者に適切なケアを提供する

ための思考過程、患者を知る技術、患者を援助す

る技術、患者の環境を整える技術を、講義や演習、

早期体験実習を通して学ぶ。看護支援技術論では、

ヘルスアセスメントに必要なフィジカルエグザミ

ネーション、臨床場面での基本的な援助技術につ

いて、学問的な根拠と実践を前提にした知識・方

法について学ぶ。看護過程の展開は事例を通して

演習する。つづいて行われる基礎看護学実習では、

実習期間中入院患者を受け持ち、講義や演習で学
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んだ患者・看護師関係の構築、患者理解、看護過

程の展開、基本的技術を臨床場面に適用する。看

護管理学では、看護管理過程、組織と人の管理、

キャリアと生涯学習、医療安全と質保証、医療情

報学、チーム・コミュニケーションについて講義

と討議を通じて学ぶ。看護管理学実習では、講義

をふまえ、病院における看護管理の実際や各部門

の役割について学び、看護管理者との話し合いを

通して看護管理の視点を養う。選択科目である基

礎看護学Ⅱでは、看護に関わる多様な専門家の講

義と討議を通じて専門職としての視点を養う。 

 

大学院教育 

大学院教育では、看護管理学特論Ⅰ(2 単位)、看

護管理学特論Ⅱ（2 単位）および看護体系・機能

学Ⅰ（2 単位）、看護管理学実習Ⅰ（4 単位）、看護

管理学実習Ⅱ（４単位）、看護管理学演習Ⅰ（４単

位）、看護管理学演習Ⅱ（４単位）を開講している。 

看護管理学特論Ⅰ・Ⅱでは組織と人の管理に関

する基盤となる理論や、看護学や看護実践を取り

巻く環境、政策過程について、講義、演習および

研究論文抄読を通じて学び、組織を研究する際、

あるいは、組織に関わる際に必要となる知識やパ

ースペクティブを得る。 

看護体系・機能学特論Ⅰでは、関連領域の理論

や先行研究の文献抄読および討議を行う。 

看護管理学実習Ⅰ・Ⅱ、看護管理学演習Ⅰ・Ⅱ

では、関連分野の文献抄読や、研究室の大学院生

や教員等のメンバーの研究に関する討議を行う。 

 

研究 

当研究室では、患者、看護職及びその他の医療

従事者、組織、社会のすべてに幸せをもたらすた

めに、人や組織が潜在的にもつ力を最大限に引き

出す仕組みや方法を明らかにすることを目指して

いる。 

 

組織事象を描くための研究手法の開発 

看護管理学の発展と臨床への貢献のためには、

組織事例から丁寧に「知」を抽出し蓄積すること

が必要と考えている。そのために、実際に組織事

例の分析を進めながら、複数の事例から個人・施

設を超えて共通する現象を明らかにし、複雑な組

織事象を職場や組織のダイナミックなプロセスと

して描き出す研究手法の開発に取り組んでいる。

例えば、複数組織事例研究による職場体験の抽出

や、支援者・参加者の体験から組織運営の支援プ

ロセスの描出などの研究を行っている。 

 

効果的な組織運営／組織の活性化に役立つ知の発見 

患者や家族、社会の人々に良質なケアを提供す

るためには、看護管理者を含めて働く人々が自ら

の力を最大限に発揮し、効果的に機能できること

が大切である。そのための鍵となる要素とプロセ

スを明らかにすることを目指して研究を行ってい

る。具体的には、東日本大震災後の福島県内の看

護組織管理の事例研究を通じて、危機時の看護組

織運営に関する実践モデルを構築する研究や、看

護管理者のコンピテンシーやリーダーシップがス

タッフの成長や職業コミットメント、職務行動、

職務満足感、職場風土、退職率とどのように関連

しているかを明らかにする研究などに取り組んで

いる。 

 

スタッフ／チームが力を発揮できる職場づくり 

個人の成長支援、チーム・組織の発展、個人や

チームを取り巻く環境や仕組みの改善など、スタ

ッフやチームが内に持つ力を最大限発揮できる職

場づくりに資する研究に取り組んでいる。例えば、

看護職の組織学習、組織内コミュニケーション、

組織内役割、看護職の感情や心理的影響などをテ

ーマに研究を行っている。 
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良質な医療・看護を持続的に提供する仕組みづくり 

看護人材確保やその質の維持、組織環境での仕

組みづくりなど持続可能な組織やケア環境づくり

に資する研究に取り組んでいる。例えば、看護職

の専門職性の発展やキャリアパス、潜在看護職の

復職、病院内の部署機能や病室の構造に着目した

研究がある。本年度は、厚生労働科学特別研究事

業として、看護職及び医療機関等に対する就労や

雇用に関する実態調査も実施した。 

 

出版物等 
 
1. 磯部環, 石井絢子, 山本則子. UCLA 大学病院

における看護管理. 月刊ナーシング. 38(13): 

66-69. 2018. 

2. 武村雪絵, 玉井奈緒, 山本則子. 特集：アジア

の大学を知る 日本の看護研究力を高める—

各大学の施設報告２ シンガポール国立大学. 

看護研究. 51(7): 634-640. 2018. 
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沿革と組織の概要 

家族看護学講座は、平成 4 年度に新設され、平

成 30 年度の構成員は、教授 1、非常勤講師 6、講

師 1、助教 2、大学院博士後期課程 10、修士課程

4、客員研究員 28、事務職員 3 名である。 

 

教 育 

医学部健康総合科学科において、看護科学専修

の学生を対象に小児看護学（3 年生は講義 2 単位、

保育所・特別支援学校実習 1 単位、4 年生は講義

2 単位、病棟実習 1 単位）および統合実践実習、

全学科生を対象に家族と健康 2 単位、ヘルスコミ

ュニケーション学 1 単位を担当し、全体で講義 7

単位、実習 3 単位の教育を行なっている。大学院

教育では、家族看護学特論 I、II 各 2 単位と家族

看護学演習 I、II、実習 I、II、各 4 単位計 16 単

位、医学集中実習「トランスレーショナルリサー

チ看護学入門」2 単位を担当している。 

 

研 究 

当教室・分野では、いわゆる健常な家族および

看護や介護を必要とする家族員を抱えた家族に関

して、周産期から高齢期までさまざまな発達段階

にある家族を対象とした研究を行なっている。 

現在進行中のテーマは、 

1) 産後うつの重症化予防および児童虐待予防に

関する研究 

2) 慢性疾患をもつ子どもと養育者のための

QOL 尺度開発 

3) 小児がん経験者の晩期合併症のケアと教育・

復学・就労支援 

4) 医療的ケアを要する子どものいる家族の介護

負担と社会サービスの利用行動 

5) 死にゆく患者とその家族への援助（QOL、家

族機能に関する研究） 

6) 認知症高齢者を抱える家族の生活支援 

7) 慢性疾患をもつ子どもと家族の移行期支援 

「小児がん経験者の晩期合併症の実態」、「小児

がん経験者の復学支援」に関する研究は、平成 16

～18 年度文部科学省科学研究費補助金による研

究から引き続き、日本医療研究開発機構（AMED）

革新的がん医療実用化研究事業や文部科学省科学

研究費助成事業として、全国の小児がん研究者や

患者・家族支援団体と協力しながら研究を進めて

いる。さらに発達段階（小児・成人）や疾患の有

無を問わず、さまざまな人の QOL 向上を目指し

た研究に取り組んで来た経験から、平成 24 年 4

月より「QOL 研究センター」を設立し、さらに組
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織的な QOL 研究の計画・実施と知の蓄積、統合、

発信を行っている。平成 23 年の東日本大震災に

より甚大な被害を受けた地域において、がんに罹

患した子どもとその家族が経験するさまざまな経

験を明らかにすることをねらいとした研究も行っ

ている。 

平成 30 年度は、小児慢性疾患患者において課

題となっている「成人科医療への移行」や「患者

の自立・自律」といったトランジションに関する

研究をさらに推進した。平成 28年より継続して、

トランジション外来において、先天性心疾患やて

んかん、染色体異常、血液疾患、内分泌疾患を抱

える患者に移行期支援を行っている。その上で、

患者が自身の疾患について、情報の整理や周囲と

のコミュニケーションを促進するために、「マイヘ

ルスパスポート」を作成することの有効性を無作

為化比較試験により証明した。また、造血幹細胞

移植を受けた患者への長期フォローアップや小児

がん患者の復学支援チェックリストの開発も東京

大学医学部附属病院と共同で行っている。 

さらに、家族ケア症例研究会を定期的に開催し、

近隣の看護系大学や医療機関、教職員との連携を

もとに家族看護の実践に関する理解を深め、家族

看護学の臨床・研究の質の向上および家族看護学

の確立をめざしている。 

 

出版物等 
 

1. Shimada H, Kada A, Shima H, Tono C, 

Yuza Y, Kurosawa H, Watanabe A, Ito M, 

Uryu H, Kamibeppu K, Kiyokawa N, 

Adachi S, Saito AM and Tanizawa A. 

Rationale and design of a Prospective, 

Multicentre, Stop Tyrosine Kinase Inhibitor 

Trial of Paediatric Patients with Chronic 

Myeloid Leukaemia with Sustained 

Complete Molecular Response (STKI-14). 

Hiroshima Journal of Medical Sciences, 

2018 Mar; 67(1): 7-13. 

2. Niiyama H, Kontkanen I, Paarvilainen E, 

Kamibeppu K. A comparison of personality 

maturity among Japanese youth and 
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sectional study using Erikson Psychosocial 

Stage Inventory and Sense of Coherence 

Scale. International Journal of Adolescence 

and Youth, 2018 Feb; 23(4): 482-495. 

3. Sato I, Higuchi A, Yanagisawa T, 

Murayama S, Kumabe K, Sugiyama K, 

Mukasa A, Saito N, Sawamura Y, Terasaki 
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pediatric brain tumors: a cross-sectional 

survey. International Journal of Clinical 
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Yamada N, Onuma E,  Sato I, Kamibeppu 

K. Quality of life after living donor liver 

transplant for biliary atresia in Japan. 
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沿革と組織の概要 

地域看護学教室は 1992 年に発足し、1998 年に

地域看護学分野と名称が変更された。2006 年度よ

り、健康科学・看護学専攻に保健師コースが新設

されたことにより、行政看護学分野も兼ねている。

さらに、2014 年度から修士課程での保健師教育コ

ースが開設され、本分野が課程の責任教室となっ

ている。 

構成員は、教授（兼担）1 名、講師 1 名、助教

3 名（うち兼担 1 名）、大学院生 9 名（うち修士 4

名、博士 5 名）である。他に非常勤講師 9 名、客

員研究員 8 名である。 

 

教 育 

1. 学部教育 

本分野が担当している学部学生に対する教育

は以下の通りである。 

1) 在宅看護論（3 年、2 単位） 

在宅療養者をとりまく社会状況や保健医療福

祉のしくみの理解を踏まえて、在宅療養者の生

活や健康上の問題に対する個別的・家族的アプ

ローチの方法、ケアプランの組み方、ケアの提

供方法、ケア・システムなどに関する講義を行

う。 

2) 地域看護学（4 年、2 単位） 

地域で生活している個人、家族、特定集団を対

象に、健康増進、疾病の予防と回復、日常生活

や社会生活への適応を図るための方法論と基

盤となる理論について講義する。 

3) 在宅看護学実習（3 年・4 年、2 単位） 

地域で生活しながら療養する人々とその家族

を理解し、在宅での看護の基礎を学ぶ。また在

宅で提供する看護を理解し、基礎的技術を身に

付け他職種と協働する中での看護の役割を理

解する。具体的には、訪問看護ステーションと

地域包括支援センター等で実習を行う。 

 

2. 大学院教育 

大学院生の教育内容は以下の通りである。 

1) 地域看護学特論Ⅰ（2 単位） 

コミュニティレベルの健康およびその理論・実

践・研究と地域看護活動の方法論の一つである

地域組織活動の理論と応用を学ぶ。 

2) 地域看護学特論Ⅱ（2 単位） 
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地域看護学に関する研究の現状と課題、および

地域看護学研究の方法論について学ぶ。 

3) 地域看護学演習Ⅰ、Ⅱ、同実習Ⅰ、Ⅱ（8 単位） 

地域看護学に関連した学術論文の抄読や、研究

計画・進捗状況の検討を毎週 1 回の抄読会で行

っている。また、毎月第 3 金曜日の夕刻には、

地域看護学に関連した学際的な研究分野の外

部講師を招聘し、様々なテーマで教室研究会を

行っている。 

4) 支援技術論Ⅰ（保健師教育科目、2 単位） 

地域住民への個別指導・集団指導を行う際の知

識と技術を習得することを目的とし、基盤とな

る理論を学ぶ。 

5) 支援技術論Ⅱ（保健師教育科目、2 単位） 

地域住民への個別指導・集団指導を行う際の知

識と技術を習得することを目的とし、ライフス

テージ別・健康課題別に健康問題の根拠法令、

支援システム、具体的な活動を学ぶ。 

6) 公衆衛生看護学Ⅰ（保健師教育科目、2 単位） 

公衆衛生看護学の歴史、世界の動向、基盤とな

る概念を学ぶ。地域診断の演習を行う。 

7) 公衆衛生看護学Ⅱ（保健師教育科目、2 単位） 

公衆衛生看護学の倫理、基盤となる概念、産業

保健活動を学ぶ。 

8) 公衆衛生看護学Ⅲ（保健師教育科目、2 単位） 

保健師実習に向けた準備を行う。実習地域の地

域診断の他、健康教育や保健指導などの準備を

する。 

9) 行政看護学特論（保健師教育科目、2 単位） 

公衆衛生看護実践に関わる健康政策を倫理的

思考で議論する能力、事業化および施策化能力、

リーダーシップを養うことを目的とする。公共

哲学、施策化、リーダーシップについて学ぶ。 

10)公衆衛生看護学実習Ⅰ（保健師教育科目、1 単位） 

対象者の個別支援もしくは特定の公衆衛生看

護管理活動に着目し、継続的な活動展開を学ぶ。 

11)公衆衛生看護学実習Ⅱ（保健師教育科目、4 単位） 

公衆衛生看護活動が展開されている場で実践

に参加、もしくは見学することによって、地域

の特性を踏まえて健康課題をとらえ、地域で生

活する人々の健康を守るしくみや活動展開を

学ぶ。さらに、地域ケアシステムの構築や施策

化などの公衆衛生看護管理能力を養うととも

に、情報収集・分析の過程で公衆衛生看護学の

実践的研究能力を養う。 

そのほか、学部学生の卒業論文、大学院学生の

論文指導に個別にあたっている。 

 

研 究 

本分野では、地域で生活する人々を、個別に、

また家族や集団、地域全体としてとらえ、その健

康やQOLの向上をめざした研究を展開している。

また、保健師の技術の抽出と体系化に関する研究

にも重点を置いている。文部科学省科学研究費等

のほか、民間の財団からも助成金を得て研究を実

施している。 

本分野において進行中の主な研究プロジェク

トは以下の通りである。 

1. 地域ケアシステムの整備：機関・職種間連携 

地域医療・高齢者保健活動において、在宅ケア

サービス機関・サービス提供職種間の連携を強化

することは、国際的に重要な課題である。当教室

では、在宅ケアにかかわるサービス機関が果たす

機能や機関・職種間の連携状況を客観的に評価し、

その具体的な改善方法を提案することを目的に研

究を行っている。 

2. 地域ケアシステムの整備：退院支援 

在院期間の短縮、在宅ケアの推進に伴い、ケア

を要する状況で早期に退院する患者が増加する中、

退院支援の重要性は増大している。当教室では、

病院への退院支援システム導入の効果測定、支援

方策の標準化に向けた支援内容の分析、外来にお

ける在宅療養支援の調査研究などを行っている。 

3. 母子保健活動 
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親が子育てに対して感じる困難や課題は深刻

化・多様化しており、虐待や不適切な育児、親の

健康問題の予防は公衆衛生上の大きな課題である。

当教室では、子どもの事故予防や、子どもを持つ

家庭における外出環境に関して研究している。 

4. 高齢者保健活動 

地域に暮らす人々が、できるだけ健やかに、自

分らしい生活を最後まで送り続けるために、高齢

者を対象とした研究に取り組んでいる。 

具体的には、地域在住要介護高齢者のサービス

ニーズの特定や、高齢者・家族に対するサービス

提供効果の評価などの「サービスニーズ」研究、

終末期の療養場所に関する現状調査やニーズに応

じた介入方法の開発等を行う「終末期療養への支

援」研究がある。 

5. 保健師の技術 

保健師は、高い支援技術を用いて住民を支援し

ているが、研究で明確化されていない支援技術も

多い。当教室では、自治体と協働した新しい地域

診断の方法、グループの相互作用を活用して個人

やコミュニティを育てるグループ支援技術などの

研究を行っている。 
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沿革と組織の概要 

成人保健・看護学教室は、平成 4 年の保健学科

から健康科学・看護学科への改組に伴う看護学講

座の拡充により、それまでの成人保健学教室の伝

統を引き継いで設けられた、50 年近くの歴史を持

つ教室である。平成 9 年の大学院重点化以降、成

人看護学分野とターミナルケア看護学分野という

2 分野構成となり、平成 18 年度からターミナルケ

ア看護学分野は緩和ケア看護学分野と名称が変更

になった。さらに、平成 28 年度より成人看護学

分野は高齢者在宅長期ケア看護学分野と名称が変

更された。平成 24 年度より山本が教授として教

室運営を担当している。 

 

教育 

学部教育では、成人看護学・長期ケア看護学に

関する講義・演習・実習ならびに病態疾患論の教

育責任を教室として預かっている。 

大学院教育においては、自立した研究者・研究

利用者の育成を目指し、個々の大学院学生の臨床

経験に基づく関心を大切にした研究教育を行って

いる。すなわち、成人慢性期および高齢者への看

護実践に関連したテーマを学生自身の問題意識を

もとに選び、臨床上の問題意識をリサーチ･クエス

チョンに落とし込み、研究計画を立てて研究を実

践する。研究課題の着想からリサーチクエスチョ

ン、研究方法の選択に至る思考過程の展開と、各

自の研究者としての問題意識の確立を研究者育成

の要として重視している。 

 

研究 

研究としては、今後の日本社会の変化を見据え、

看護学の発展と看護実践の質の向上に資する研究

を、実践現場と共に展開する。日本文化に根付い

た看護を学問的に探求し日本の看護学を確立する

ことを目指したい。 

教員はそれぞれの関心に基づき、成人慢性期・

高齢期における看護に関するいくつかの領域で研

究を実施している。 

研究方法としては、従来の統計的手法を用いた

研究とともに、個別の患者・看護師の経験を理解
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するための概念化・理論化を目指した質的研究手

法も多用している。 

 

１）長期ケア（long-term care）看護の質管理・

向上 

療養病床・施設・在宅ケアなどでの看護実践は、

たとえ疾患があってもなるべく快適な生活を不自

由なく送ることが目的であり、疾患からの回復を

目指す急性期病院におけるケアとは異なるパラダ

イムを持つ。このような長期ケア（long-term 

care）の看護はこれまで日本においてあまり注目

されてこず、質管理・向上のための取り組みも進

んでいない。当教室では、医療療養病床と訪問看

護ステーションを主な対象として、ケアの質管

理・向上に関わる多角的な研究的取り組みを行っ

ている。 

一つめの視点は、長期ケアに携わる実践者（看

護師・介護職者）と研究者との協働によるケアの

質向上のための介入枠組みの開発である。医療療

養病床や訪問看護ステーションの看護職と共に、

現場の通常の実践活動が改善にむかう仕組みを持

続可能な形で導入する工夫をしている。 

二つめの視点は、長期ケアの質を評価する指標

の開発である。長期ケアに求められるアセスメン

トのデータセットと連動させる形で質の指標を開

発している。 

急性期病院よりも研修等の教育機会が限られ

る医療療養病床や訪問看護ステーションの場で、

対象の多様なニーズに応える看護の質保証・改善

は、今後ますます重要性が高まる領域である。 

 

２）現場発の看護学を構築するための事例研究方

法の検討 

実践の学問である看護学を現場での実践から

帰納的に開発する方法として、事例研究方法論の

開発を実施している。事例研究は現場において長

く行われてきているが、事例研究が看護学の構築

に資するようにするために必要な看護研究のプロ

トコール化を目指している。 

 

３）地域包括ケアにおける高齢者支援システムの

検討 

我が国の高齢社会において、地域全体で高齢者

の生活を支える仕組みを確立することが喫緊の課

題である。その一方策として地域における公的サ

ービスの適切性の評価が必要であり、要介護高齢

者が介護保険サービスをどのような組み合わせで

利用しており、どのような要因が関連しているの

かを検討してきている。今後、利用されるサービ

スの組み合わせによる効果についても評価を進め

ていく予定である。 

また地域包括ケアにおいては、民間サービス等

の地域の資源を活用することが求められる。我々

は、地域に多数存在するコンビニエンスストアを

高齢者支援の拠点として活用できる可能性を考え

た。地域の高齢者支援におけるコンビニエンスス

トアとの協働を推進するためのアクションリサー

チを実施している。 

 

４）地域高齢者に対するエンドオブライフケアの

意思決定支援 

地域高齢者（高齢者施設入居者含む）を対象に、

エンドオブライフケアの意思決定の選好に関して

調査を行っている。アジア圏において、高齢化率

が高く医療水準が高いことで共通する日本・香

港・韓国を中心にアドバンスケアプランニングを

推進することが求められ、制度設計がなされたと

ころである。これら三か国での共同研究を行い、

アジア圏共通の課題や本邦特有の課題を明確にし、

行政が行うべき具体的な政策を提案する。それに

より、文化的要因を考慮したアドバンスケアプラ

ンニングの推進に貢献することを目指している。 
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５）働きながら介護をする家族員への支援 

超高齢社会の中、働きながら親の介護をする人

が増加している。そこで当教室では、介護する家

族の離職（介護離職）を防ぎ、彼（女）らのワー

クライフバランスを保てるよう、支援プログラム

の開発を試みている。このプログラムでは特に認

知症の介護者に焦点を当てて開発中である。 

 

６）在宅療養者を支える訪問看護師の離職予防 

在宅療養者を支えるサービスの一つとして、訪

問看護がある。訪問看護師の人材不足、特に離職

が問題視されているが、その実態は未だ明らかで

はない。そのため、訪問看護師を対象とした前向

きコホート研究を行い、離職実態及びの予測因子

について検討をしている。また、訪問看護ステー

ションの訪問看護師の離職を予防するために、各

事業所で安価に手軽に活用できる対策として、事

例を用いたプログラムを開発・評価を試みている。 

 

そのほか、慢性期・高齢期を中心として、回復

期からターミナルの時期に渡る非常に幅広い期間

における看護について検討を重ねている。この期

間において看護を要する人々がどのような状態に

あるのかの理解に資する研究や、それらの人々に

対する効果的・効率的な看護ケアについての研究

を行なっている。 
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母性看護学・助産学 
 

准教授 

春名めぐみ 

助教 

笹川恵美 

助教 

米澤かおり 
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疋田直子 

 

ホームページ http://midwifery.m.u-tokyo.ac.jp/ 
 
 

沿革と組織の概要 

母性看護学・助産学分野は、平成 14 年に設置

された。平成 30 年度の構成員は、准教授 1 名、

助教 3 名、大学院生 15 名（修士課程 8 名、博士

課程 7 名）、客員研究員 5 名であった。 

 

教 育 

学部および大学院教育として、母性看護学・助

産学の単位を担当している。 

学部教育では、看護学コースの学生（学部 3 年

生）を対象として母性看護学・救急処置の講義 3

単位、母性看護学実習 2 単位の計 5 単位を行って

いる。 

大学院教育では、母性看護学・助産学特論Ⅰ、

Ⅱ、同演習Ⅰ、Ⅱを行っている。また、助産師教

育コース（助産師国家試験受験資格が付与される）

を選択した学生を対象として助産学の講義 11 単

位、実習 11 単位の計 22 単位を担当している。 

 

研 究 

当分野は、周産期における母子の健康だけでな

く、女性の生涯を通じた健康づくりに焦点を当て

て研究に取り組んでいる。現在の主な研究プロジ

ェクトは以下の通りである。 

 

1. 妊娠中の保健指導のエビデンスの創出 

1) 妊娠中の母体の栄養・体重管理 

母体体重、体組成、栄養素の測定、および日

常生活習慣や食習慣、身体活動量の調査により、

妊娠中のより適切な体重管理や生活習慣につ

いて調査している。 

2) 妊娠中の身体活動 

妊娠中の身体活動が、精神・身体に与える影

響を調べ、適切な保健指導を行うための基礎資

料を得ることを目的としている。 

3) モンゴルにおける妊婦の受動喫煙の実態調査 

バイオマーカーを用いて、モンゴル人妊婦の

受動喫煙の実態を調査している。また、妊娠中

の受動喫煙が、周産期アウトカムに与える影響

についても調査し、保健指導を行うためのデー

タを得ることを目的としている。 

 

2. 安心できる出産の支援体系構築 

1) 経会陰超音波による産道のアセスメント方法
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の開発 

経会陰超音波を使って産道を評価し、分娩方

法との関連を明らかにし、分娩のメカニズムや

ケアの構築を目指している。 

2) 出産恐怖感と心理社会的要因の検討 

産後のメンタルヘルスに悪影響を及ぼすと

される出産恐怖感について測定尺度（Wijma 

Delivery Expectancy/Experience Question-

naire: W-DEQ）の日本語版の開発と検証を行

い、妊産婦の心理社会的要因について検討し、

妊娠期からの出産準備支援の一助とする。 

3) エルサルバドルにおける安全な出産・出生のた

めの戦略の構築 

科学的根拠に基づいた産科医療・ケアにより、

母児の安全・安楽を向上させながら妊産婦死亡

率の削減に貢献するプログラムを、「人間的な

出産（出産のヒューマニゼーション）」を概念

の中心に据えて構築している。 

 

3. 女性の健康への支援体系構築 

1) 働く女性の生活・睡眠に関する調査 

小さな子どもをもって働く母親の生活リズ

ムや睡眠の状態、さらに日中の過度な眠気に影

響する要因について調べている。 

2) 働く女性の母乳育児支援 

母乳育児を希望する就労女性が、職場復帰後

に母乳育児を続けるための要因について調査

をしている。 

3) パ－トナーからの暴力（IPV: Intimate partner 

violence）とその関連要因 

妊娠期のパートナーからの暴力（IPV）と不

安・うつ症状、愛着障害などの関連を調査して

いる。 

4) 成人女性の貧血の実態と関連要因 

生殖年齢女性の貧血の実態と関連要因を、健

康診断データを用いて調べている。 

5) 産後女性の乳腺炎・乳房膿瘍のリスク要因 

産後女性の乳腺炎・乳房膿瘍の有症率や、外

科的処置に至る関連要因をレセプトデータを

用いて調べている。 

6) 母親の育児自己効力感に関連する要因 

産後の母親の育児自己効力感（育児自信）に

関連する要因を調べている。 

7) 産後の骨盤底障害 

超音波を使って、産後の骨盤底障害（尿失禁

等）を予防するための骨盤底筋トレーニングの

評価を行っている。また、骨盤底筋トレーニン

グプログラムの作成をしている。 

 

4. 新生児に対する保健指導エビデンスの創出 

1) 効果的な新生児皮膚トラブル予防法の開発 

新生児皮膚トラブルの予防のため、生後早期

での保湿に重点を置いたスキンケアの介入を

実施し、皮膚バリア機能改善への効果、さらに

は乳児期の皮膚トラブルとその後2歳までのア

レルギー疾患との関連を検討している。 

2) スキンケアによる皮膚バリア機能・皮膚常在菌

叢の変化の検討 

沐浴をはじめとするスキンケアの皮膚への

影響を、皮膚バリア機能に加え、皮膚常在菌叢

も含め調査している。 
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沿革と組織の概要 

東京大学大学院医学系研究科健康科学・看護学

専攻精神看護学分野の前身は 1957（昭和 32）年

に医学部衛生看護学科に開設された臨床医学看護

学第四講座である。その後、1965（昭和 40）年

の衛生看護学科から保健学科への改組に伴い東京

大学医学部保健学科精神衛生学教室となった。精

神衛生学教室という名称での活動が長く続いてい

たが、1992（平成 4）年 4 月、保健学科が健康科

学・看護学科に移行すると同時に精神衛生・看護

学教室となった。そして大学院重点化構想に基づ

く大学院講座制への移行に伴い、1996（平成 8）

年 4 月に精神衛生・看護学教室は組織上、東京大

学大学院医学系研究科健康科学・看護学専攻健康

科学講座精神保健学分野及び看護学講座精神看護

学分野の２つの分野となった。 

しかし 1996（平成 8）年の大学院講座化以降も

精神保健学分野の教授が精神看護学の教授を兼任

しており、教室は教職員も院生も精神保健学分野

と精神看護学分野が一体となって活動している。

また、学部教育は従来の学部講座の担当を引き継

いでいるため、医学部健康総合科学科での教育活

動には精神衛生・看護学教室として当たっている。 

精神看護学分野は、教授 1（兼任）、准教授 1、

特任助教 1、大学院生 12（博士課程 4、修士課程

8）、非常勤講師、客員研究員等によって構成され

ている。 

当分野のミッションは、精神保健学分野との協

力体制のもとに、国際的、学際的な視点から、精

神看護学に関する国内・国際リーダーとなる研究

者・実践家を教育すること、及び幅広いテーマに

関する研究を推進することである。  

 

教育 

精神保健学及び精神看護学に関わる諸問題を研

究及び実践の対象としている当分野の学部教育は

講義と実習からなり、上述の通り、精神衛生・看

護学教室として精神保健学分野と精神看護学分野

が一体となって行っている。 

学部の講義は精神衛生・看護学教室の教員及び

非常勤講師によって行われている。学部での講義

は、健康心理学、公共健康科学統合講義Ⅱ、心の

健康科学、心の健康トピックス、精神看護学を担

当している。実習は精神保健学実習及び精神看護

学実習を担当している。精神保健学実習及び精神

看護学実習は、多くの施設の協力を得て、大学院

生のティーチングアシスタントなども関与して行

われている。 
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大学院教育は、精神保健・精神看護の疫学研究

方法について学ぶ精神看護学特論Ⅰ、及び英文文

献抄読を通じて Wellness に関するトピックにつ

いて検討する精神看護学特論Ⅱが開講されている。

また、精神看護学分野と精神保健学分野共通の教

室セミナーとして、毎週水曜日夕方に、教室所属

の大学院生と研究生、教員らが参加して研究発表

と討議を行っている。また、大学院生や研究生、

卒業生らが参加し、精神保健看護学領域に関する

最新の実践についてその実施方法やエビデンスに

ついて取り上げる研究会や質的研究の勉強会、そ

れぞれの研究計画についてディスカッションする

勉強会など、有志による勉強会が多数行われてい

る。 

 

研究 

当分野の教員及び大学院生は、精神保健学及び

精神看護学全般に関わる諸問題を研究の対象とし

て活動している。 

研究テーマは多岐にわたる。精神健康に困難を

有する人にとってのリカバリー、精神保健領域に

おける健康の自己管理、身体疾患や物質依存を有

する人の精神健康、看護師をはじめとした労働者

の精神健康、ピアサポート、精神疾患を有する人

の地域生活支援（精神科訪問看護、地域での包括

支援等）、隔離や拘束などの行動制限最小化、ステ

ィグマ、ソーシャルインクルージョン、災害精神

保健看護などに取り組んでいる。 
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沿革と組織の概要 

老年看護学教室は、平成 15 年 6 月に開講され

た教室であり、平成 18 年度より創傷看護学分野

が開講された。学部学生や大学院生の教育、褥瘡

や糖尿病足病変に関する病院での診療活動、そし

て老年看護学、創傷看護学ならびに看護理工学に

関連する研究活動を精力的に進めている。 

これまでライフサポート技術開発学（モルテン）

寄付講座、アドバンストスキンケア寄付講座、社

会連携講座アドバンストナーシングテクノロジー、

社会連携講座スキンケアサイエンス、社会連携講

座イメージング看護学を協力講座として開設し、

臨床上の課題解決に必要となる学問を立ち上げて

きた。これらの講座との連携研究によるイノベー

ションを、産官学協創の理念で、異分野融合を果

たしながら社会に発信している。 

平成 24 年 12 月に協力講座として設立した社会

連携講座アドバンストナーシングテクノロジーは、

病院の中に講座の母体を設けることで、診療科、

看護部、大学院のより一層の連携強化を図り、臨

床現場に立脚した看護技術開発システムを構築し

ている。また、学外の関連施設において疫学研究

ならびに臨床研究を精力的に行っており、臨床と

の連携を強固にとりながら、実践に即した研究を

遂行している。 

このように、臨床研究を基とし、分子生物学的

および工学的視点を看護学に融合させた看護理工

学の根幹をなすトランスレーショナルリサーチ手

法を用いながら、研究および研究者養成、学生教

育を進めている。これらの研究教育活動を基盤と

し、さらなる看護理工学の推進ならびに普及を目

的に、平成 29 年 4 月に、教室主任がセンター長

を務める東京大学大学院医学系研究科附属グロー

バルナーシングリサーチセンターが設立された。

当センターは、少子・超高齢社会において重要と

なるケアイノベーション開発研究および看護シス

テム開発研究を強力に推進することを目指してお

り、当教室の教員はケアイノベーション創生部門

を兼任している。 

当分野の平成 30 年度構成員は、教授 1、准教授

1、助教 2、特任助教 1、学術支援職員 1、学部非

常勤講師 2、大学院非常勤講師 6、大学院生 13（修

士 9、博士後期 4）、学部生 3 である。教室のビジ

ョンは「年をとるのも悪くないと思える社会の創
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造」であり、ミッションは 1．我慢させない療養

生活の実現、2．自己の苦痛を訴えることができ

ない療養者のための新しいケア技術の開発、であ

る。 

 

教育 

1. 学部 

学部教育では、老年看護学・看護理工学に関す

る講義・演習・実習、ならびに健康支援実習、疾

病論、解剖示説の教育責任を教室として預かって

いる。 

1）「健康支援実習」（2 年次 W，1 単位） 

看護学が実社会で応用される場は病院や保健所、

施設などにとどまらない。人々の健康を支援し、

各々が自己実現を達成するために必要な方策を探

求するのが看護学といえる。本実習の目的は、「既

存の概念にとらわれない看護学の在り方に早期に

触れることにより、学問の多様性と広がりを体感

し、健康を支援する方法を学ぶ」である。平成 30

年度の主な内容として、看護における課題を解決

するための政策作り、健康支援サービスの取組み

や看護からの病院経営の取組み、看護の知の創出

が行われている現場の見学を行った。 

2）「疾病論」（3 年次 S2，2 単位） 

学習目標は、「将来、健康関連の実務および研究

者・教育者として活躍することを目指す学生が、

臨床医学を理解するために必要な基礎的知識およ

び思考過程を学ぶ。また、看護実践に必要な薬剤

学を理解する」である。平成 30 年度の主な内容

は、外科的治療概論、放射線医学概論、手術麻酔、

術前術後の管理、各診療科別疾患の病態・自然経

過と治療、看護薬剤学であった。なお、本授業は

本学医学部附属病院の教職員による協力の下に展

開している。 

3）「解剖示説」（3 年次 A1，1 単位） 

学習目標は、「『生』『健康』の対極にある『死』

『疾患』を身近で体験することにより、生命・生

活についての深い理解に役立てる。人体の構築に

ついて学習する。また、さらに、医学標本室にお

ける見学を通して俯瞰的・総合的に学ぶ。」である

。平成 30 年度の主な内容は、①病理解剖学概論、

②症例提示、③研究紹介、④病理解剖の実際、⑤

剖検室実習、⑥本学医学部標本室見学であった。 

4）「老年看護学」（3 年次 A2，2 単位） 

学習目標は、「高齢者の身体的・心理的・社会的

特徴および老年看護に活用可能な理論を理解する。

加齢に伴う身体の変化に対する病態生理・治療方

法を知り、特に高齢者に特徴的な老年症候群に対

するケアの実際を理解する」である。平成 30 年

度の主な内容は、①高齢者模擬体験（演習）、②老

年期の身体的・心理的・社会的特徴と看護、③老

年症候群と看護（認知症、摂食嚥下、栄養障害、

褥瘡、排泄障害、歩行・移動支援）、④加齢に伴う

身体の変化、⑤加齢と認知症、⑥加齢と骨粗鬆症、

⑦加齢と腎臓・高血圧・脳卒中、⑧加齢と循環器

疾患、⑨加齢と呼吸器疾患、⑩高齢者の薬物療法、

⑪高齢者との関わり コミュニケーション技術（演

習）、⑫グループワークであった。 

なお、授業内容の一部は本学医学部加齢医学講

座および医学部附属病院の教職員による協力の下

に展開している。 

5）「看護理工学」（4 年次 S2，2 単位） 

 看護学が対象とする現象を理解し、的確な介入

を提案するためには、臨床をつぶさに観察するこ

とから始め、メカニズムの探索、客観的計測方法

の開発、介入機器・システムの開発、臨床での評

価といった、一連の円環的研究プロセスが求めら

れる。それを実践しているのが看護理工学であり、

新しい融合的研究フレームワークである。本講義

の学習目標は、「学部時代に最先端の看護理工学研

究に触れ、研究と実践の結びつきを理解する」で

ある。平成 30 年度は、看護理工学の必要性と意

義、看護理工学研究法とその応用について講義お

よび演習を行った。 
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6）「老年看護学実習」（4 年次 A1，2 単位） 

実習目的は、「介護老人保健施設の高齢者を通し

て、高齢者看護のあり方を学ぶ」である。平成 30

年度は、医療法人社団龍岡会龍岡介護老人保健施

設の協力の下に展開した。 

7）卒業論文 

平成 30 年度の実績は以下の通りである（3 題）。 

“Development of software for the management 

of skin tears using machine learning” 

“介護療養型病院での認知症患者へのコミュニケ

ーションロボットの活用方法の探索” 

“車いすバスケットボール選手における深部組織

損傷の実態” 

 なお、これらの論文のうち“Development of 

software for the management of skin tears 

using machine learning”は秀でた論文に対する

表彰である学科奨励賞を受賞した。 

 

2. 大学院 

1）「老年看護学特論Ⅰ」（S1，2 単位） 

基礎・臨床・工学の 3 つの観点から、高齢者の

ケアに関連した最新の研究動向を把握し、今後の

老年看護学のあり方を考察することを学習目標と

し、関連論文の抄読および批判的吟味を行った。 

2）「老年看護学特論Ⅱ」（A1，2 単位） 

高齢者医療・看護を様々な視点、つまり生物機

能の側面から、個体機能や社会機能の側面まで含

んだ視点を専門家から幅広く学び、今後の日本社

会の在り方について考察できるよう科学的思考を

身につけることを目標に、非常勤講師による講義

形式で展開した。平成 30 年度の内容（講義タイ

トル）は、①RCT・観察研究のための系統的レビ

ューの実際、②地域看護専門看護師が考える、高

齢者のための在宅看護の課題、③栄養学の基礎、

④高齢者看護における摂食嚥下障害、チームアプ

ローチで挑む摂食嚥下リハビリテーション、⑤ヘ

ルスケアにおける患者安全、⑥人間を支援するロ

ボット技術、⑦豊かな最晩年をつくる、であった。 

3）「創傷看護学特論Ⅰ」（S2，2 単位） 

創傷看護学に関する研究を理解する上で必須と

なる基本的知識（臨床的、基礎生物学的、工学的

知識）の習得を目標に講義を展開した。平成 30

年度の主な内容は、①皮膚の構造と機能、創傷治

癒と管理、②褥瘡の基礎と看護学の取り組み、③

計測の原理とデータ化、医療・介護・福祉研究に

おける計測デバイスの活用、④グローバルスタン

ダード化を目指した足潰瘍ケア：needs-oriented

なケアの創生を目指して、⑤バイオロジカルナー

シングの基礎と応用、⑥新たな看護技術創生にお

けるナーシングトランスレーショナルリサーチ、

⑦超音波画像診断技術の基礎と褥瘡アセスメント

への応用、であった。 

4）「創傷看護学特論Ⅱ」（A2，2 単位） 

各論について基礎から最新の知見まで含めて各

分野の専門家が講義を行い、討議を通じて自らの

研究の糧とすることを目的とし講義を展開した。

平成 30 年度の内容（講義タイトル）は、①遺伝

子・蛋白の発現性の形態学的解析法、創傷治癒に

おけるサイトカイン制御と瘢痕抑制、②皮膚看護

学を進歩させるのは理論か？それとも経験か？③

多職種連携教育におけるシミュレーション教育、

麻 酔 集 中 治 療 に お け る Point-of-care 

ultrasonography、④皮膚・排泄ケア認定看護師

活動、⑤褥瘡予防ケア―圧分散ケアのエビデンス

―、⑥Keratinocyte Biologist の考える皮膚創傷

治癒―細胞成長因子と Stem Cell を中心に―、⑦

皮膚における看護薬剤学の応用、であった。 

5）修士論文 

平成 30 年度の実績は以下の通りである（4 題）。 

“Development of an algorithm using ultrasound-

assisted peripheral intravenous catheter 

placement for reducing catheter failure: a pretest-

posttest study” 

“Can bacterial dissemination within bed 
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environment be associated with biofilm on the 

pressure ulcers?”  

“Relationship between pressure ulcers and 

dynamic buttock pressure distributions during 

performance in wheelchair basketball athletes”  

“Effectiveness of biofilm-based wound care 

system on wound healing in chronic wounds” 

6）博士論文 

平成 30 年度の実績は以下の通りである（1 題）。 

“Interventional study by care bundle to reduce 

mechanical irritation for prevention of peripheral 

intravenous catheter failure” 

 

研究 

当教室では、老年看護学の対象として高齢者の

褥瘡、排泄障害、低栄養、疼痛、嚥下障害、骨粗

鬆症、認知症等のいわゆる老年症候群の症状／状

態について、また創傷看護学の対象として褥瘡、

糖尿病性潰瘍、血管性潰瘍、癌性創傷などについ

ての研究を行っている。 

臨床研究のフィールドとしては、東京大学医学

部附属病院の褥瘡対策委員会による褥瘡回診、糖

尿病・代謝内科におけるフットケア外来、泌尿器

科・大腸肛門外科におけるストーマ外来などに参

加している。 

平成 30 年 7 月には、グローバルナーシングリ

サーチセンター主催第 6 回看護理工学入門セミナ

ーの開催を通じて、看護学が対応すべき臨床上の

課題のメカニズムを基礎的に検討し（バイオロジ

ー）、明らかになったターゲットに介入する機器開

発を行い（エンジニアリング）、さらにその技術・

システムを臨床で評価し、さらに新しい課題を抽

出する（ナーシングトランスレーショナルリサー

チ）研究ダイアグラムである「看護理工学：バイ

オエンジニアリングナーシング」の研究方法論を、

学内外の多くの看護学研究者、臨床看護師に教授

した。この入門セミナー参加者の中から希望者に

対して、看護理工学ハンズオンセミナーを行い、

より高度な研究手法を少人数制でレクチャーした。 

国際的な活動として、平成 30 年 8 月に、

International Summer Program for Skin 

Integrity in Japan 2018 を 1 週間の日程で開催し

た。本学に世界 13 か国から研究者と学生が集い、

創傷、スキンケア、リンパ浮腫に関する講義や活

発な意見交換が行われた。国際共同研究としては、

現在 University of California, Los Angeles (CA), 

Florida University (FL), Curtin University 

(Australia), The University of Nottingham (UK) 

との研究が昨年度に引き続き進行中である。また、

教室主任は平成 30 年度現在、引き続き世界創傷

治癒連合会議（WUWHS）のContinental Board、

国 際 リ ン パ 浮 腫 フ レ ー ム ワ ー ク （ ILF ）

International Board of Directors を務めている。 

以下、当教室で平成 30 年度に実施された主な

具体的な研究テーマを挙げる。 

１．動物実験・基礎的研究 

・細菌および宿主遺伝子発現に着目した新たな

創傷感染症コントロール手法の開発 

・創傷滲出液を用いた新たな創評価法の検討 

・スキンブロッティング法による皮膚の生理機

能推定方法の確立 

・バイオフィルム検出方法の開発 

・糖尿病モデル動物の創傷治癒に関する研究 

・スカルプケアサイエンスに関する研究 

・創傷の疼痛のメカニズムに関する研究 

２．看護工学的研究 

・体圧センサ内蔵自動制御マットレスの開発 

・エコー、サーモグラフィによる創傷および前

駆病変の非侵襲的診断法の確立 

・サーモグラフィによる末梢静脈留置カテーテ

ルによる合併症早期発見法の確立 

・高齢者向けコミュニケーションロボットアプ

リケーションの開発 

・失禁関連皮膚炎予防パッドの開発 
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・看護へのテキストマイニングの導入 

３．臨床研究 

・褥瘡の新規アセスメント手法の開発 

・糖尿病性足病変（潰瘍、胼胝、亀裂、爪白癬

など）の実態調査とその要因探索 

・癌化学療法による頭皮機能の変化の把握 

・リンパ浮腫の実態調査とその国際比較 

・エコーを用いた不顕性誤嚥同定方法の開発 

・エコーを用いた便秘のアセスメント方法の開

発 

・施設入所中の高齢者の皮膚の実態調査 

・車いすバスケットボールアスリートの皮膚の

実態調査 

・細菌叢解析による寝床内環境と褥瘡感染の関

連に関する調査 

・創傷のバイオフィルム除去が創傷治癒過程に

及ぼす影響の検討 

・血管外漏出の実態調査とその要因探索 

 

なお、これらの研究活動のうち、下記のテーマ

について受賞している。 

・第 25 回日本排尿機能学会 学会賞 発表部門 臨

床研究 

吉田 美香子, 松永 明子, 井川 靖彦, 藤村 哲

也, 篠田 祐介, 佐藤 悠佑, 亀井 潤, 新美 彩, 

渡邉 大仁, 相澤 直樹, 本間 之夫, 芳賀 信彦, 

久米 春喜, 真田 弘美. ロボット支援腹腔鏡下

前立腺全摘除術後の尿禁制回復に対する、経会

陰超音波画像を用いた術前骨盤底リハビリテー

ションの有効性検証. 第 25 回日本排尿機能学

会 プログラム・抄録集. 2018:198. 

・第 27 回日本創傷・オストミー・失禁管理学会

学術集会 優秀賞 

森 武俊, 荒木 大地, 野口 博史, 大野 昴紀, 

真田 弘美. 褥瘡デジタルカメラ画像の機械学

習に基づく DESIGN-R 深さ・サイズの自動推

定. 日本創傷・オストミー・失禁管理学会誌. 

2018;22(2):176. 

・第 27 回日本創傷・オストミー・失禁管理学会

学術集会 会長賞 

Nakagami G, Koyanagi H, Sasaki S, Sanada 

H. Risk factors of pressure ulcer development 

based on severity in patients at high risk of 

developing pressure ulcers under incentive 

system at a university hospital. Journal of 

Japanese Society of Wound, Ostomy and 

Continence Management. 2018;22(2):164. 

・第 6 回看護理工学会 奨励賞 

Arai R, Murayama R, Oe M, Tanabe H, 

Iizuka Y, Komiyama C, Kadowaki T, Sanada 

H. Blood collection assistance device for 

self-monitoring blood glucose in elderly 

patients with diabetes (高齢糖尿病患者向け血

糖自己測定器用の採血補助機能の検討). 看護

理工学会誌. 2016;3(2):86-92. 

・第 6 回看護理工学会 学会賞 

Komagata K, Yabunaka K, Nakagami G, 

Ikeda M, Takehara K, Takemura Y, Sanada 

H. Confirming the placement of nasogastric 

tubes by hand-carried ultrasonography 

device（携帯型超音波装置を用いた経鼻胃管の

位置確認の検討）. 看護理工学会誌. 2018;5(1):

52-7. 

・日本創傷・オストミー・失禁管理学会 2018

年 学術論文奨励賞 

Nozawa K, Tamai N, Minemtsu T, Kitamura 

A, Saegusa M, Amaike K, Sanada H. 

Situation of occurrence and morphological 

characteristics of peressure ulcers among 

inpatients with mental illness. Journal of 

Japanese Society of Wound, Ostomy, and 

Continence. 2017;21(1):10-24. 

・日本看護協会会長表彰受賞 

真田弘美 
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出版物等 
 

1. Shikama M, Nakagami G, Noguchi H, Mori 

T, Sanada H. Development of personalized 

fitting device with three-dimensional 

solution for prevention of NIV oral–nasal 

mask-related pressure ulcers. Respiratory 

Care. 2018;63(8):1024-32. 

2. Mugita Y, Minematsu T, Nakagami G, 

Sanada H. Influence of digestive enzymes 

on development of incontinence-associated 

dermatitis: inner tissue damage and skin 

barrier impairment caused by lipidolytic 

enzymes and proteases in rat macerated 

skin. International Wound Journal. 2018;

15(4):623-32. 

3. Ogai K, Matsumoto M, Aoki M, Dai M, 

Maeba H, Uchide K, Junko S. Comparative 

study on high-frequency ultrasonography 

and histological structure of the skin ：

Relationship between collagen/elastin 

content and echogenicity. Journal of 

Nursing Science and Engineering. 2018;

5(1):65-73.  

4. Minematsu T, Nakagami G, Mugita Y, 

Tamai N, Sanada H. Development of a 

distribution analysis method for metallo-

proteinase activity by combining wound 

blotting and zymography techniques: A 

pilot study in mice.Journal of Nursing 

Science and Engineering. 2018;5(1):58-64.  

5. Matsumoto M, Ogai K, Ohashi R, Tanaka K, 

Aoki M, Kobayashi M, Sugama J. 

Influences of different wiping methods 

cleaning agent removal on the effectiveness 

of skin dirt removal: A quasi-experimental 

study. Journal of Nursing Science and 

Engineering. 2018;5(1):22-30.  

6. Matsui Y, Murayama R, Tanabe H, Oe M, 

Motoo Y, Wagatsuma T, Michibuchi M, 

Kinoshita S, Sakai K, Konya C, Sugama J, 

Sanada H. Factors associated with severe 

skin disorder after extravasation of 

intravenously infused antineoplastic agents. 

Journal of Nursing Science and 

Engineering. 2018;5(1):31-40.  

7. Komagata K, Yabunaka K, Nakagami G, 

Ikeda M, Takehara K, Takemura Y, Sanada 

H. Confirming the placement of nasogastric 

tubes by hand-carried ultrasonography 

device. Journal of Nursing Science and 

Engineering. 2018;5(1):52-7.  

8. Miura Y, Nakagami G, Yabunaka K, Tohara 

H, Noguchi H, Mori T, Sanada H. A 

Randomized Controlled Trial to Investigate 

the Effectiveness of the Prevention of 

Aspiration Pneumonia Using Recommen-

dations for Swallowing Care Guided by 

Ultrasound Examination. Healthcare 

(Basel). 2018;6(1):E15. 

9. Matsumoto M, Ogai K, Aoki M, Urai T, 

Yokogawa M, Tawara M, Kobayashi M, 

Minematsu T, Sanada H, Sugama J. 

Changes in dermal structure and skin 

oxidative stress in overweight and obese 

Japanese males after weight loss: a 

longitudinal observation study. Skin 

Research and Technology. 2018;24(3):407-

41. 

10. Yabunaka K, Matsumoto M, Yoshida M, 

Tanaka S, Miura Y, Tsutaoka T, Handa M, 

Nakagami G, Sugama J, Okada, Sanada H. 

Assessment of rectal feces storage condition 

by a point-of-care pocket-size ultrasound 

device for healthy adult subjects: a 

preliminary study. Drug Discoveries and 

Therapeutics. 2018;12(1):42-6. 

11. Koyano Y, Nakagami G, Minematsu T, 

Sanada H. Reliability of the skin blotting 

method when used on the elderly. Inter-

national Wound Journal. 2018;15:807-13.  

12. Oe M, Takehara K, Noguchi H, Ohashi Y, 

Fukuda M, Kadowaki T, Sanada H. Skin 

hydration of the heel with fissure in 
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patients with diabetes: a cross-sectional 

observational study. Chronic Wound Care 

Management and Research. 2018;5:11-6.  

13. Shiraishi M, Haruna M, Matsuzaki M, 

Murayama R, Sasaki S. Pre-pregnancy 

body mass index, gestational weight gain, 

and body image are associated with dietary 

under-reporting in pregnant Japanese 

women. Journal of Nutritional Science. 

2018;7(e12):1-10. 

14. Sakurai S, Hanafusa N, Kato H, Iizaka S, 

Murayama R, Nangaku M. Questionnaire 

survey on nutritional supplement therapy 

and exercise training at hemodialysis 

facilities in Japan. Renal Replacement 

Therapy. 2018;3(60).  

15. Tanaka S, Yabunaka K, Matsumoto M, 

Tamai N, Noguchi H, Yoshida M, Nakagami 

G, Sugama J, Sanada H. Fecal Distribution 

Changes Using Colorectal Ultrasonography 

in Older People with Physical and 

Cognitive Impairment Living in Long-Term 

Care Facilities: A Longitudinal Observa-

tional Study. Healthcare. 2018;6(2):55. 

16. Murayama R, Takahashi T, Tanabe H, 

Yabunaka K, Oe M, Komiyama C, Sanada 

H. Exploring the causes of peripheral 

intravenous catheter failure based on shape 

of catheters removed from various insertion 

sites. Drug Discoveries and Therapeutics. 

2018;12(3):170-7. 

17. Imran, Defa A, Haryanto J, Oe M, Okuwa 

M, Nakatani T, Sanada H, Sugama J. 

Effects of understanding wellbeing on 

psychological aspects and wound healing in 

patients with diabetic foot ulcer recurrence: 

a pilot randomized controlled trial. The 

Diabetic Foot Journal. 2018;21(2):119-25. 

18. Ibuki A, Minematsu T, Yoshida M, Iizaka S, 

Matsumoto M, Sugama J, Sanada H. 

Microsatellite polymorphism in the Heme 

oxygenase-1 gene promoter is associated 

with dermal collagen density in Japanese 

obese male subjects. PLoS One. 2018;13(7):

e0199994.  

19. Yoshida M, Matsunaga A, Igawa Y, 

Fujimura T, Shinoda Y, Aizawa N, Sato Y, 

Kume H, Homma Y, Haga N, Sanada H. 

May perioperative ultrasound-guided pelvic 

floor muscle training promote early 

recovery of urinary continence after robot-

assisted radical prostatectomy?. Neuro-

urology and Urodynamics. 2018;38(1):158-

64. 

20. Yoshida M, Igawa Y, Higashimura S, 

Suzuki M, Sanada H. Effectiveness of a 

hydrophilic-coated compact catheter in 

preventing urinary tract infections and 

improving quality of life in female patients 

managed with clean intermittent self-

catheterization: A prospective multicenter 

randomized parallel comparative trial. 

Japanese Journal of Wound, Ostomy and 

Continence Management. 2018; 22(4):335-

44. 

21. Kimori K, Konya C, Matsumoto M. 

Venipuncture-Induced Hematomas Alter 

Skin Barrier Function in the Elderly 

Patients. SAGE Open Nursing. 2018;4:1-8.  

22. Saegusa M, Noguchi H, Nakagami G, Mori 

T, Sanada H. Evaluation of comfort 

associated with the use of a robotic 

mattress with an interface pressure 

mapping system and automatic inner 

air-cell pressure adjustment function in 

healthy volunteers. Journal of Tissue 

Viability. 2018;27(3):146-52.  

23. Kase R, Amemiya A, Okonogi R, Yamakawa 

H, Sugawara H, Tanaka YL, Komiyama M, 

Mori T. Examination of the effect of suitable 

size and width of shoes for the prevention of 

diabetic foot ulcer under the second and 

fifth metatarsal head. Sensors. 2018;18(10):

1-10.  
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24. Dai M, Shogenji M, Matsui K, Kimori K, 

Sato A, Maeda H, Okuwa M, Koyano C, 

Sugama J, Sanada H. Validity of pocket 

ultrasound device to measure thickness of 

subcutaneous tissue for improving upper 

limb lymphoedema assessment. Lympho-

edema Resaerch and Practice. 2018;6(1):10-

20. 

25. Yabunaka K, Nakagami G, Tabata K, 

Sugama J, Matsumoto M, Iuchi T, Kido Y, 

Sanada H. Constipation in the elderly in a 

Japanese long-term medical facility: An 

ultrasonographic investigation. Drug 

Discoveries and Therapeutics. 2018;12(4):

233-8.  

26. Kitamura A, Minematsu T, Nakagami G, 

Sanada H. Assessment of histopathology of 

wounds based on protein distribution 

detected by wound blotting. SAGE Open 

Medicine. 2018;6:1-6.  

27. Aoki M, Ogai K, Kobayashi M, Minematsu 

T, Nakatani T, Okuwa M, Sanada H, 

Sugama J. Comparison of ceramide kinetics 

in the stratum corneum between dry skin 

and normal skin using animal models with 

fluorescent imaging method. Skin Research 

and Technology. 2018;25(2):158-64.  

28. Abe-Doi M, Oe M, Murayama R, Zushi Y, 

Tanabe H, Sanada H. Impact of squeezing 

condition to obtain sufficient blood volume 

for self-monitoring of blood glucose using an 

automatic puncturing and sampling system. 

Journal of Diabetes Science and Technology. 

2018;12(5):1041-4.  

29. Matsumoto M, Tanaka S, Yabunaka K, 

Yoshida M, Miura Y, Tsutaoka T, Handa M, 

Nakagami G, Sugama J, Okada S, Sanada 

H. Ultrasonographic evaluation of 

functional constipation in healthy adults: A 

report of two cases. Drug Discoveries and 

Therapeutics. 2018;12(5):304-8. 

30. Oe M, Takehara K, Suriadi, Sanada H. 

Introduction of care to prevent diabetic foot 

ulcer in Indonesia. Japanese Journal of 

Foot Care. 2018;16(2):80-4. 

31. 高橋聡明, 村山陵子, 田邊秀憲, 玉井奈緒, 藪

中幸一, 真田弘美. 超音波検査とスケッチ技

法を用いた末梢静脈カテーテル留置時の観察

研究. 看護理工学会誌. 2018;5(1):2-11. 

32. 川村留美, 大江真琴, 竹原君江, 雨宮歩, 大橋

優美子, 野口博史, 村山陵子, 森武俊, 植木浩

二郎, 門脇孝, 小見山智恵子, 真田弘美. 糖尿

病患者を対象としたサーモグラフィによる靴

の適合性の検討. 日本フットケア学会雑誌. 

2018;16(2):75-9. 

33. 清水佳子, 村山陵子, 松田美智代, 小柳礼恵, 

内田美保, 相馬光代, 大江真琴, 新井梨佳, 山

本知孝, 真田弘美, 小見山智恵子. 安全な輸

液療法を実施するためのフリーフロー防止策

の検討. 看護実践学会誌. 2018;30(2):21-8. 
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国際保健政策学 
 

教 授  

渋谷 健司 

助 教  

野村 周平 

特 任 助 教  

ラハマン・ミザヌール  

 

ホームページ http://www.ghp.m.u-tokyo.ac.jp 
 

 

沿革と組織の概要 

2008 年 10 月に渋谷健司が教室主任に就任、国

際保健政策教室として新スタートした。2019 年 3

月現在の構成員は、教授［渋谷健司］、助教［野村

周平］、特任助教［ラハマン・ミザヌール］、研究

員 3 名、非常勤講師 12 名、博士課程学生 15 名、

修士課程学生 8 名である。 

 

教室のミッション 

- 国内外を問わず科学的根拠に基づいた政策を

推進し人口レベルでの人々の健康を増進する。 

- 社会的・学問的にインパクトの高い研究を通し

て新しい知識やアイデアを生み出し、専門性及

び指導力を発揮するためのスキルを磨く。 

- グローバルヘルスの実践や共同研究を通じ発

展途上国のキャパシティービルディングに貢

献する。 

- そして、最も大切なことは、グローバルヘルス

の次世代のリーダーを育成することである。 

主な研究課題 

- 保健アウトカムについての研究 

死亡、疾病・障害、保健サービス、感染症のモ

デリング、生活習慣病、比較危険因子分析、小

地域分析、放射線被爆 

- 保健医療制度のパフォーマンスの評価 

国内医療政策改革、医療技術評価と費用効果分

析、保健医療に置ける格差の分析、保健システ

ムのインプット（財政や人材）及びアウトプッ

ト分析、インパクト評価 

- 医療と外交政策 

グローバルヘルスの構造とガバナンス、グロー

バルヘルスのイノベーション、G7 とグローバ

ルヘルス、ドナーのコミットメント 

 

教 育 

すべての講義は英語で行われ、討論やプレゼン

テーション能力の向上をも伴わせて行われている。

また、グローバルアントレプレナー育成推進事業 

「東京大学グローバルイノベーション人材育成促

進事業」を通して、グローバル・リーダーの育成

も行っている。 

 

修士課程 

修士課程は、様々な分野について学ぶ学際的プ

ログラムである。自ら学ぶ姿勢、論理的に課題を

解決する能力、保健政策分析や統計などグローバ

ルヘルスでの実践に必須とされるスキルを身につ

ける。修士課程では、30 単位の取得に加え、研究
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を英文査読雑誌に出版できるレベルの修士論文と

してまとめる必要がある。 

 

博士課程 

博士課程では、研究の立案から査読雑誌への投

稿、研究費の獲得、あるいは、グローバルヘルス

関連の国際機関への就職が可能となるグローバル

ヘルスの次世代のリーダーを養成する。博士課程

では、24 単位以上の取得に加え、博士論文の関連

論文が査読システムのある英文国際誌に出版され

る必要がある。また、公衆衛生・保健分野での修士

号を持たない博士課程の学生は、保健政策、生物統

計学、疫学等の授業も受講しなくてはならない。 

 

国際保健政策学特論 I�、II 

国際保健政策学特論は、グローバルヘルスの基

本的原理や理論について学ぶ。さらに、国際保健

政策の課題を分析し理解するために、数量分析手

法（人口学、統計学、疫学、数量経済学、シミュ

レーション）の実践を学ぶ。 

2018 年度は、以下のトピックについて講義が行

われ、さらに数量分析の講義が追加された。 

 

- Innovations in global health  

- Global health policy 

- Global health governance 

- Social determinants of health 

- Universal health coverage 

- Global health diplomacy  

- Quantifying health outcomes 

- Using GBD to inform policies 

- Old and new challenges in global health 

- Comparative risk assessment 

- Health system performance assessment 

- Health service quality  

- Monitoring and evaluation 

- Financing health systems 

国際保健政策学セミナー 毎週月曜 13:00-15:00 

1) ジャーナルクラブ 

学生が著名な医学、社会学、経済学雑誌から最

新の論文を選んで概要を発表する。保健政策に関

する知識を共有し、活発に議論するために行われ

る。 

2) リサーチセミナー 

ゲストスピーカー、修士・博士課程の学生が研

究を発表する。15 分の発表に続いて、30 分のデ

ィスカッションの時間が与えられる。 

 

研 究 

現在助成を受けている研究 

野村周平、我が国の都道府県別健康アウトカムの

比較リスク評価とその活用に関する包括的研究、

科学研究費助成事業科学研究費補助金基盤研究

（C）、主任研究者 

渋谷健司、健康寿命延伸に向けた DALY を指標と

した栄養食生活施策における研究、味の素株式会

社共同研究、主任研究者 

野村周平、国内外研究連携基盤の積極的活用によ

るがんリスク評価及び予防ガイドライン提言に関

する研究、国立がん研究センター研究開発費、主

分担研究者 

渋谷健司、日本の都道府県別の保健システムパフ

ォーマンス評価方法の開発、厚生労働省地域医療

基盤開発推進研究事業、主任研究者 

渋谷健司、我が国の疾病負担に基づく医薬品、医

療機器及び医療技術の開発等の資源配分の確立の

ための研究、厚生労働省厚生労働科学特別研究事

業、主任研究者 

渋谷健司、各国の国際保健政策の分析を踏まえた、

日本の国際保健分野への戦略的・効果的な介入の

開発研究、地球規模保健課題解決推進のための行

政施策に関する研究事業、主任研究者 
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野村周平、福島県における Well-being を高める保

健医療体制の追求―福島原発事故からの真の復興

を目指して、トヨタ財団研究助成プログラム、分

担研究者 

渋谷健司、我が国の世界保健総会等における効果

的なプレゼンスの確立に関する研究、厚生労働省

厚生労働科学特別研究事業、主任研究者 

渋谷健司、我が国の疾病負担（Burden of Disease）

に関する包括的研究、科学研究費補助金基盤研究

(A)一般、主任研究者 

 

出版物等 
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Study 2017. The Lancet. 2018; 392(10159), 
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3. GBD 2017 Population and Fertility 

Collaborators. Population and fertility by age 
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1950–2017: a systematic analysis for the 

Global Burden of Disease Study 2017. The 

Lancet. 2018; 392(10159), P1995-2051. 

4. GBD 2017 Risk Factor Collaborators.Global, 

regional, and national comparative risk 

assessment of 84 behavioural, environ-

mental and occupational, and metabolic 

risks or clusters of risks for 195 countries and 

territories, 1990–2017: a systematic analysis 

for the Global Burden of Disease Study 2017. 

The Lancet. 2018; 392(10159), P1923-1994. 

5. GBD 2017 DALYs and HALE Collaborators. 

Global, regional, and national disability-

adjusted life-years (DALYs) for 359 diseases 

and injuries and healthy life expectancy 

(HALE) for 195 countries and territories, 
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Global Burden of Disease Study 2017.The 
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6. GBD 2017 Disease and Injury Incidence and 

Prevalence Collaborators. Global, regional, 
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years lived with disability for 354 diseases 

and injuries for 195 countries and territories, 
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Global Burden of Disease Study 2017. The 

Lancet. 2018; 392(10159), P1789-1858. 

7. GBD 2017 Causes of Death Collaborators. 

Global, regional, and national age-sex-

specific mortality for 282 causes of death in 

195 countries and territories, 1980–2017: a 

systematic analysis for the Global Burden of 

Disease Study 2017. The Lancet. 2018; 

392(10159), P1736-1788. 

8. GBD 2017 Mortality Collaborators. Global, 

regional, and national age-sex-specific 

mortality and life expectancy, 1950–2017: a 

systematic analysis for the Global Burden of 

Disease Study 2017. The Lancet. 2018; 

392(10159), P1684-1735. 
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Disasters: An Editorial. International 

Journal of Environmental Research and 

Public Health. 2018; 15(11), 2489. 
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reduce road traffic deaths in Thailand. 
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Medicine. 2018;1-4. 
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Tsubokura M. Balancing the risk of the 

evacuation and sheltering-in-place options: a 

survival study following Japan’s 2011 

Fukushima nuclear incident. BMJ Open. 
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authorship. 

16. Han SM, Rahman MM, Rahman MS, Swe 

KT, Palmer M, Sakamoto H, Nomura S, 

Shibuya K. Progress towards universal 

health coverage in Myanmar: a national and 
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国際地域保健学 
 

教授  

神馬征峰 

助教  

柴沼晃 

桐谷純子 

オン ケン イン チェン 

 

ホームページ：http://www.ich.m.u-tokyo.ac.jp 
 
 

沿革と組織の概要 

国際地域保健学教室は大井玄教授（1993 年 4 月

-1996 年 3 月）、ソムアッツ・ウオンコムトオン教

授（1996 年 6 月-1999 年 3 月）、若井晋教授（1999

年 8 月-2006 年 3 月）、神馬征峰教授（2006 年 6

月-現在）によって運営されてきた。 

本教室にとって国際保健学とは健康に焦点をあ

てつつ、「公正」と「社会正義」の実現を目指す「学」

である。「社会正義」実現のための科学的根拠を探

求し、その根拠を具体的な行動と政策へとつなげ

ていくことがこの「学」の大きな課題である。 

国際保健学が投げかける問いは、「国と国の間、

また国内で、人々の健康状態、社会・経済状態に

何故不公正が存在するのか？ 持てる者と持たざ

る者の格差がなぜこれほどまでに存在するのか？

それを取り除くにはどうしたらよいのか？」とい

うことである。この問いは私たちがよって立つ学

問的、政治的立場を問いかけている。 

何のために、そして誰のために、私たちは学問

としての「国際保健学」に携わり、「国際保健」活

動に関わって行こうとしているのか？ 常にこの

問いを念頭において本教室は教育と研究を続けて

きた。本教室の具体的な目的は、国際保健の質向

上のための人材育成と研究を行い、かつ国際協力

活動を実践することである。 

本教室では、コミュニティレベルでの活動を活

性化し、コミュニティからのボトムアップの動き

をいかに国レベル、国際レベルの政策にリンクさ

せていくかに力を注いでいる。2018 年度の構成

員は、教授 1 名、助教 3 名、秘書 3 名、非常勤

講師 13 名、博士課程 13 名、修士課程 20 名、

研究生 3 名、客員研究員 39 名である。全学生の

約半数は留学生である。 

 

国際協力 

グローバルな活動としては、親子健康手帳協会

を介して中国の母子手帳づくりに貢献した。また、

世界ヘルスプロモーション・健康教育連合の副会

長となり、世界のヘルスプロモーション推進に努

めた。アジア太平洋公衆衛生連合会長として、ア

ジア太平洋地域の公衆衛生の推進への役割を果た

した。フィールド活動としては、ネパールの震災

対応やミャンマーの母子保健継続ケアに関する研

究協力を行った。 

 

教育 

教育活動の主な目的は、以下の２つである。 
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(1) 現場の実践者の活動がわかる研究者の育成 

(2) 研究のわかる実践者の育成 

大学院教育カリキュラムは大きく「国際地域保

健学特論」「国際地域保健学演習」「国際地域保健

学実習」からなっている。いずれもコミュニティ・

ヘルスに力点を置いている。カリ キュラム以外の

教育活動として、修士論文の作成、博士論文の作

成支援に力をいれており、国際ジャーナルへの投

稿を促している。 

純粋培養の研究者とならないように、できる限

りフィールド体験をし、フィールドから学びが得

られるような支援もしている。外国人留学生が多

いので講義、実習、討議はすべて英語で実施して

いる。保健医療のバックグランドを持たない学生

も多いため、基本的な入門事項から専門的内容ま

で広くカバー出来るように工夫している。 

大学院外でも、海外からきた JICA 研修員への

教育、他大学での国際保健学の講義等を数多く実

施している。 

 

研究 

研究活動の主な目的は、以下の 2 つである。 

 

(1) グローバルにもローカルにも社会的インパク

トのある研究の推進 

(2) 内発的発展に貢献しうる研究の推進 

 

本教室では、できる限りコミュニティレベルで

の一次収集データをもとに研究成果を示すように

している。そのためのフィールドワークを重視し、

同時にその成果の政策や実践活動への貢献を目指

している。大学単独としてというよりは、欧米・

途上国の諸機関、国際機関、JICA、NGO などと

協力して研究を行っている。低中所得国の研究が

メインではあるが、日本国内の研究活動も行って

いる。現在の研究課題の重点は以下の通りである。

(1) 健康、栄養と開発、 (2) 健康、人権と人間の安

全保障，(3) 生態学と感染症、(4) ヘルスプロモー

ション、(5) 災害と健康、(6) 世界の保健人材、(7) 

母子保健 

対象となる国・地域としては、ネパール、ミャ

ンマー（ビルマ）、タイ、ベトナム、ラオス、カン

ボジア、インドネシア、ガーナ、ウガンダ、マラ

ウィ、ザンビアなどがあげられる。 
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N. Psychological well-being and adherence to 

antiretroviral therapy among adolescents 

living with HIV in Zambia. AIDS Care. 2018 

May;30(5):634-642. 



370 東京医学・第 138 巻・令和元年 10 月 

 

人類遺伝学 
 

教授 

徳永勝士 

准教授 

馬淵昭彦 

助教 

人見祐基、澤井裕美 

特任助教 

河合洋介、大前陽輔、許昔舜 

 

ホームページ http://www.humgenet.m.u-tokyo.ac.jp/ 
 
 

沿革と組織の概要 

人類遺伝学分野は平成４年に新設された。平成

30 年度の構成員は、教授、准教授、助教 2、特任

助教 3、特任研究員 1、大学院生 5、実験・事務補

佐員 6 名のほか、本学の臨床各科の医員 1 名を研

究のため受け入れている。  

 

教育 

大学院生の教育としては、人類遺伝学において

重要な英文論文抄読会あるいは英文教科書の輪読

を英語で行う（人類遺伝学特論Ⅰ、Ⅱ）。 

学部学生の教育としては、医学科 M0 の学生へ

の人類遺伝学の講義のほか、M4 の学生への社会

医学コースの一部を分担する。健康科学・看護学

科では、人類遺伝学Ⅰ（必修）において、人類遺

伝学全般を概括する基礎的講義を行い、人類遺伝

学Ⅱ（選択）において、より深く、先端的内容を

含んだ、各論的講義を行っている。 

 

研究 

1) 睡眠リズム障害感受性遺伝因子の探索 

睡眠リズム障害は、患者の社会生活活動に大き

な支障をきたすばかりでなく、一般社会において

も産業事故や交通事故の原因と成りえる無視でき

ない疾患である。睡眠リズム障害の発症メカニズ

ムは複雑で、環境因子と遺伝因子が互いに関与し

合って発病すると考えられている。当教室では、

代表的な過眠症であるナルコレプシーなどを対象

としてゲノム全域からの発症関連遺伝子の単離・

同定を目指している。これらの遺伝因子から得ら

れる情報は、複雑な睡眠リズム障害の発病メカニ

ズムの解明に貢献するばかりでなく、これらの疾

患の早期予防、新たな治療法の開発にも貢献でき

ると考えられる。 

2) 骨関節疾患を対象とした感受性遺伝子探索研

究 

骨や関節に障害をもたらす疾患、とりわけ変形

性膝関節症や変形性股関節症、変形性脊椎症など

は、高齢者の生活の質を低下させ、健康寿命を短

縮させている重大な疾患である。その患者数は、

変形性膝関節症だけでも国内で 1,000 万人を超え

ると推測され、高齢社会にある我が国にとってき

わめて重要な問題となっている。しかしながら、

根本的な治療法がないだけでなく、その発症・進
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行のメカニズムは不明なままである。当教室は、

東大医学部整形外科と協力し、本疾患の遺伝的背

景を解明するため、国内の地域集団を対象とした

大規模ゲノム疫学研究を行い、変形性関節症を始

めとした骨関節疾患感受性遺伝子の同定を試みて

いる。 

3) 各種複合疾患の遺伝要因の探索 

単一塩基多型（SNP）を解析するための独自の

マルチプレックス解析技術を開発するとともに、

先端的な大規模ゲノムワイド多型解析システムを

確立した。これを用いて、糖尿病、高血圧などの

生活習慣病、肝炎・結核などの感染症、パニック

障害などの精神疾患といった各種の複合疾患（多

因子疾患）に関する多施設共同研究グループに参

加し、大規模ゲノム多型解析を担当している。さ

らに、得られた大規模ゲノム多型解析結果を、公

開・共有するためのデータベースの構築も行って

いる。（https://gwas.biosciencedbc.jp/） 

4) アジア・オセアニア集団におけるゲノム多様性

解析 

国内外の多数の施設と共同し、日本の地域集団

を含めたアジア系集団におけるゲノムワイド

SNP 解析を行っている。また、結核感受性や臨床

亜型と関連する遺伝子を同定するため、タイ人、

インドネシア人などにおいて、ゲノムワイド探索

研究を行っている。またこれらの解析により、ア

ジア系集団の形成過程および生体防御系遺伝子か

らみた微生物環境への遺伝的適応について考察し

ている。 

5) HLA（ヒト白血球抗原）と疾患関連の分子機

構解析 

HLA 遺伝子領域はヒトゲノム中で最も多型に

富む領域であり、自己免疫疾患・感染症に対する

感受性と非常に強く関連することが、ゲノムワイ

ド関連解析で明らかにされている。しかし、特定

の HLA 対立遺伝子が疾患感受性を規定する分子

機構は不明である。当教室では、HLA タンパク質

の安定性・特異的な抗原ペプチド結合性の二つの

観点から、疾患に関わる HLA タンパク質の機能

を解析し、ナルコレプシー及び他の自己免疫疾患

の分子機構解明を目指している。 
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沿革と組織の概要 

本講座は母子保健学講座として 1966 年に設立

された。わが国で最初に発足した母子保健学の教

室である。母子保健とは、母子の心身の健康を保

持、増進するためのすべての活動をいい、その基

盤となる学問が母子保健学である。大学院化に伴

い 1998 年に発達医科学分野と改称し、さらに関

連領域が広まった。実験系では神経・発生，感

染・免疫，内分泌・代謝など、調査系では発達、

環境、栄養、予防接種、精神保健などに関する研

究を行ってきた。 

現在の構成員は、教授 1、准教授 1、助教 2、

特任研究員 1、事務補佐員 1、研究補助員１、非

常勤講師 17、客員研究員 14、大学院生 7（うち

外国人留学生 1 名）である。 

学部学生（健康総合科学科・医学科）、大学院

生（国際保健学専攻）を対象とした講義のほか、

教室内部での研究報告会議や抄読会、小児科（と

くに神経、新生児グループ）やアジアの若手研究

者との会合を開いている。国内外の研究者や行政

官を招待しセミナーも催している。 

海外からの留学生をアジア諸国（インドネシア、

ベトナム、ラオス、タイ、バングラデシュ、台湾、

中国、モンゴルなど）から多数受入れ、国際的な

視点に立った研究を進めている。世界の母子の健

康を向上させ、健やかな子どもの発達を促進する

ため、発達医科学（とりわけ発達神経科学、感染

症学）の研究を進めるとともに、国内外で科学研

究・保健行政に指導的役割を果たす人材を養成す

る。 

 

教 育 

医学部健康総合科学科学生に対する講義とし

て (1) 発生発達学、(2) 免疫と生態防御、(3) 感

染症、(4) 生命環境科学のトピックス、(5) 母子

保健学、(6) 学校保健学を担当している。さらに、

(7) 国際保健学、(8) 生命科学実習、(9) 生命科学

演習、(10) 健康総合科学概論の一部を受け持って

いる。実習は生命科学実習のうち、血液検査一

般・神経科学・免疫学の分野を担当している。医

学科の講義（小児科学、病理学、基礎・臨床統合

講義）も受持つ。さらに、健康総合科学科の卒論

生に対して卒論指導を行なっている。 

大学院に関しては、国際保健学専攻修士課程

の 1 年生を中心に、発達医科学特論(Ⅰ) (Ⅱ)を通

年にわたり開講している。さらに、大学院生・研

究生を対象に毎週１回教室内カンファレンスを開

講しており、これは大学院生に対しては、発達医
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科学演習となっている。 

研 究 

当教室では、実験系では神経・発達、代謝・

栄養、感染症など、調査系では発達、母子、保健

に関する幅広い研究を行なっている。いずれも国

際的視点で行なっている。研究テーマの主なもの

を以下に列挙する。 

(1) 急性脳症の臨床病理学的研究。とくに急性壊死

性脳症、けいれん重積型（二相性）急性脳症、

難治頻回部分発作重積型急性脳炎、可逆性脳梁

膨大部病変を有する軽症脳炎・脳症の病因とな

る遺伝子変異・多型と病態生理の解明。急性脳

症診療ガイドラインの作成 

(2) 発達障害の病態・治療に関する神経薬理学的研

究。自閉症、注意欠如・多動性障害のモデル動

物を用いた行動解析と薬物治療のトランスレ

ーショナルリサーチ 

(3) 先天異常症候群、とくに結節性硬化症、

Noonan 症候群、Ellis-van Creveld 症候群な

ど細胞内シグナル伝達異常に起因する疾患の

臨床遺伝学的研究 

(4) 小児の難治性てんかん・発達障害に関する神経

科学的研究。CDKL5 遺伝子異常のモデル動物

作成と分子標的の解明 

(5) 神経細胞移動を制御する分子（doublecortin、 

cdk5 など）の機能と相互作用に関する分子細

胞生物学的、遺伝学的手法およびポストゲノミ

ックアプローチによる研究 

(6) 胎児・新生児の栄養、免疫、神経とエピジェネ

ティクス 

(7) 母子保健に関する国際保健学的研究 

(8) ヘルペスウイルス、ポックスウイルスの病原性

や薬剤耐性の機序の解明と予防接種の開発 

(9) 感染症の分子疫学的研究。消化器感染症（下痢

症）ウイルス（ロタウイルス、ノロウイィルス、

サポウイルス、ボカウイルスなど）、呼吸器感

染症ウイルス（インフルエンザウイルス、RS

ウイルス、ライノウイルスなど）、発疹症ウイ

ルス（風疹ウイルスなど）の分子疫学、HIV

の遺伝子変異と薬剤耐性など 
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人類生態学分野 
 

教授 

梅﨑昌裕 

准教授 

小西祥子（2018 年 6 月 1 日から） 

助教 

小坂理子、高安伶奈（2018 年 7 月 1 日から） 

 

ホームページ http://www.humeco.m.u-tokyo.ac.jp 
 
 

沿革と組織の概要 

1965 年 4 月 1 日に浦口健二教授が医学部保健

学科人類生態学講座に赴任したのが人類生態学教

室の始まりである。1966 年 3 月 31 日に浦口教授

が定年退官となった後、1967 年 12 月 1 日から勝

沼晴雄教授（医学科公衆衛生学講座）が人類生態

学講座を兼任した。翌 1968 年 3 月 1 日に鈴木継

美助教授が就任し、1971 年 8 月 31 日に東北大学

医学部に教授として異動するまで在籍した。1972

年 3 月 31 日に勝沼教授が兼担を辞めたのにとも

ない、同年 4 月 1 日に小泉明教授が専任の講座主

任となった。1976 年 3 月 31 日をもって小泉教授

が医学科公衆衛生学講座教授として転任した後、

同年 4 月 1 日から 1979 年 3 月まで鈴木庄亮助教

授が講座主任を務めた。 

1979 年 4 月 16 日に鈴木継美が教授に就任し、

人間の環境に対する適応機序の解明を基軸とする、

現在の人類生態学の理論的枠組みの基礎を作るこ

とになった。1981 年 7 月 31 日に鈴木庄亮助教授

が群馬大学医学部教授として転出したのち、同年

9 月 1 日に大塚柳太郎助教授が就任した。大塚助

教授は長期間のフィールドワークによって、主に

小集団を対象として人口や栄養、生業等に関して

定量的データを収集するという、現在の教室員に

受け継がれる手法を確立した。1992 年 3 月 31 日

に鈴木継美教授が定年退官したのにともない、同

年 4 月 1 日に大塚柳太郎教授が就任した。 

1997 年 12 月に渡辺知保助教授が就任し、フィ

ールドで採取した生体試料中のバイオマーカー測

定や動物実験など、多様な手法を用いて環境と健

康の関わりを研究する手法をさらに発展させた。

2005 年 3 月 31 日大塚柳太郎教授が定年退職し、

同年 4 月 1 日に渡辺教授が就任した。同年 8 月に

は梅﨑昌裕助教授が就任し、フィールドワークに

よる定量的なデータ収集に重点を置くという従来

の方針を踏襲しつつも、腸内細菌叢などの新たな

（体内）環境要因と健康との関わりについても研

究の対象を拡げている。2017 年 4 月 1 日付で渡

辺知保教授が国立環境研究所に異動した。2018 年

1 月 1 日付で梅﨑昌裕教授が就任した。2018 年 6

月 1 日付で小西准教授が就任した。 

2018 年度は、教授梅﨑、准教授小西、助教小坂、

助教高安の体制で教室運営をおこなった。学部・

大学院あわせて 14 名の非常勤講師がいる。なお、

梅﨑は地球観測データ統融合連携研究機構

（EDITORIA）、日本・アジアに関する研究教育ネ

ットワーク機構の委員を兼任した。 
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教 育 

大学院においては、国際保健学専攻の一領域と

して教育をおこなった。講義「人類生態学特論Ｉ」

では、人類生態学の基礎的な構成要素である人口・

栄養・環境、人間-生態系の概念について講義し、

フィールドにおける栄養調査、行動調査、人口調

査の方法論について解説をおこなった。「人類生態

学特論 II」では、人類生態学およびその関連分野

における最近の研究トピックスを、主として外部

から招いた非常勤講師が紹介する形式で講義を行

った。大学院レベルでの教育は、国際保健学と人

類生態学の相対的な位置づけが明らかになるよう

に工夫しつつ、人類生態学分野で取り組んでいる

課題を紹介し、本領域の特色が理解されることを

目的とした。大学院レベルの教育は英語で実施し

ている。  

学部においては健康総合科学科において、「人類

生態学」「環境と健康」（必修）、「人口学」・「国際

保健学」・「医療人類学」（選択）を担当した。また、

当分野が担当するものの、講義を非常勤講師が担

当している科目として「薬理学・毒性学」・「生理

学」・「解剖学」（以上必修）、「環境人間工学」（選

択）を実施した。学部教育では、人類全体・地球

規模における生存・健康をめぐる諸問題を、集団

ごとの生物的多様性、文化とのかかわりなどに言

及しながら解説した。 

 

研 究 

人類生態学は、人間集団の生活形態・健康現象

を、個々の集団の生態学的枠組みおよび地球全体

の生態学的な枠組みの中で解析する学問領域で、

従来、環境保健学やヒト個体群生態学で扱われて

きた課題をより包括的な立場から解明することを

目指している。したがって、扱う課題に応じてフ

ィールドワーク、実験室での解析、空間情報科学、

シミュレーションを用いた解析を柔軟に組み合わ

せて研究を行う。調査地域は、日本を含むアジア・

オセアニア地域を中心としており、生活形態の変

容にともなう環境の変化とこれに対する行動的適

応・生体影響の評価（感受性要因の解明を含む）、

地域の持続可能性を規定する要因、広い意味での

生活空間と身体活動・栄養摂取との関連などの研

究を展開している。包括的で多面的な分析を必要

とする分野の性格上、多くの研究課題が国内外の

研究機関との共同研究として実施されている。 

１．南アジアにおける金属による環境汚染と健康

影響 

ミャンマーのヒ素汚染地域における前向きコホ

ート調査のデータを用いて、胎内における重金属

曝露と出生後の胎児のテロメア長の関連について

論文を発表した。 

２．低タンパク食への適応に関する研究 

パプアニューギニア高地の住民は、サツマイモ

を主食としタンパク質摂取が低いにもかかわらず

筋肉質であり、タンパク欠乏にともなう臨床症状

を示さないことが報告されている。この生物的メ

カニズムを解明するために、特に腸内細菌叢の機

能に焦点をあてたフィールド調査・実験をおこな

った。 

３．高齢化・人口減少社会に対する適応方策の研

究 

日本社会が直面する少子化・高齢化・人口減少

は、人類社会がはじめて経験するグローバルレベ

ルの課題である。その先進地域である日本の地方

を対象に、具体的な人口推計と、食環境、栄養摂

取、主観的健康観などの項目を含む質問紙調査を

実施した。それと並行して、地域ごとにみられる

高齢化・人口減少への固有の対処策をケーススタ

ディーとして整理する調査もおこなった。 

４．インドネシアにおける栄養と食行動に関する

研究 

西ジャワ州の農村において人びとの栄養と食行
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動に着目しながら継続的に調査を実施している。

2018 年度は、村落内で自然環境や田畑等から採取

され食される植物のリストの作成と、食物に対す

る健康観の調査をおこなった。 

５．妊娠待ち時間の研究 

 避妊をやめてから妊娠するまでにかかる期間の

長さである妊娠待ち時間について研究を実施した。

妊娠待ち時間の長かった母親は自然早産を経験し

やすいこと、女性および男性の年齢が高くなると

妊娠待ち時間が長くなることを報告した。 

６．月経周期に関する研究 

 月経周期の変動に影響を及ぼす要因について研

究を実施した。酸化ストレスマーカーの尿中濃度

は、月経周期の長さや規則性と特に関連がなかっ

たことを報告した。 

７．こもいせコホートデータを用いた研究 

 群馬県の伊勢崎市および子持村の住民およそ 1

万人を対象として 1993 年から実施されたこもい

せコホートのデータを用いて、既往出生児数と死

亡率の関連について論文を発表した。また、死に

ついて考えることの多い中高年はそうでない者よ

りも死亡リスクが高いことも報告した。 

８．ラオスにおける健康転換プロジェクト 

 ラオス北部の山岳地帯に居住する人々は大量の

野生の植物を摂取することが知られている。この

食行動にともなうファイトケミカルの摂取が心血

管疾患のリスクを下げているという仮説を検証す

ることを目的に研究を実施した。近代化の程度の

ことなる複数の村落を対象に、質問紙調査と生体

試料の収集をおこなった。個人ごとのファイトケ

ミカル摂取量の評価、酸化ストレスマーカーの評

価、重金属曝露レベルの評価などを実施した。 

９．胎児常在細菌叢に関する研究 

 子宮内は無菌環境であると長年考えられてきた

が、近年の解析技術の進展により疑問が呈されて

いた。マウスの胎児の細菌叢を培養法・16SrRNA

系統解析法を用いて調べることで、いくつかの細

菌種が妊娠中の胎児に存在する可能性が示唆され

た。 

10．フィリピン・セブにおける世帯環境と学童の

栄養状態の研究 

 学童の低栄養に着目して、身体活動や食物摂取

のほか、衛生環境、両親の属性、食糧の不足度合

いなどの世帯環境を調査し、その関連を探索的に

分析した。その結果、子の低栄養と、世帯収入や

世帯規模、親の BMI などとの関連が示唆された。 
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生物医化学 
 

教 授  

野崎智義 

准 教 授  

渡邊洋一 

助 教  

Jeelani Ghulam、Santos Herbert Jimenez 

 

ホームページ http://www.biomedchem.m.u-tokyo.ac.jp/ 
 
 

沿革と組織の概要 

生物医化学教室は国際保健学専攻に属し、平成

28 年３月に北 潔が定年で教授を退任した後、同

年 10 月より国立感染症研究所の野崎智義が教授

を委嘱され、平成 29 年 8 月に専任となった。現

在の構成員は教授（野崎智義）、准教授（渡邊洋一）、

助 教 2 （ Jeelani Ghulam 、 Santos Herbert 

Jimenez）、ポスドク 3、秘書（長井由美子）と大

学院生（博士課程 5、修士課程 2）、客員研究員 9、

研究生 2、特別研究学生 2 となっている。 

研究室の方針は「基礎研究を通して人類の向上

と福祉をめざす事」であり、代謝調節と生体膜の

生化学および分子生物学などの純粋な基礎生物学

的研究とともに国際的な医療問題に対する共同研

究を含めた指導、調査による研究室外の活動（中

南米、東南アジア、アフリカ等の発展途上国や欧

米の先進国）も積極的に進めている。 

 

教 育 

医学部の健康総合科学科において生命科学・ゲ

ノム学 I、栄養学、生命科学実習 I などの必修科

目や、基礎生命科学、生命科学・ゲノム学 II、生

命科学実習 II などの選択科目、また医学科の微生

物学 II（寄生虫学）を担当している。国際保健学

専攻においては生物医化学特論の講義を行ってい

る。 

研 究 

寄生性原虫、特に赤痢アメーバ原虫、熱帯熱マ

ラリア原虫、リーシュマニア原虫を材料に、生化

学、分子細胞生物学、逆遺伝学、ライブイメージ

ング、オミックス解析等の手法を用いて、原虫の

感染性に関わる機構や代謝系の研究を行っている。

特に、小胞輸送、ファゴサイトーシス、オートフ

ァジー、プロテアーゼ活性化・輸送、アミノ酸代

謝、RNA 成熟化、タンパク質生合成、創薬、オ

ルガネラ特殊進化などに注目している。実験手法

は、分子生物学、生化学、細胞生物学、遺伝学な

ど多岐に渡る。以下に主な研究テーマを挙げる。 

1. 寄生虫の感染性の分子機構の解明 

2. 寄生虫に特異的な代謝、オルガネラの生化学 

的、生物学的解析 

3. 寄生虫の小胞輸送、ファゴサイトーシス・トロ

ゴサイトーシスの解析 

4. 寄生虫株間のゲノムワイド解析およびゲノム

比較解析 

5. マラリアやアメーバ症などの寄生原虫症に対

する創薬 
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6. RNA 成熟化・タンパク質合成系の多様性の解

析 
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沿革と組織の概要 

社会予防疫学教室は、医学系研究科に公共健康

医学専攻（公衆衛生大学院）が開設された 2007

年 4 月に開設された研究室です。 

健康状態や疾患発生を集団内で計量的に把握し、

疾患発生のリスクに関係する因子と疾患発生の関

係を統計的に分析する学問が疫学です。飲酒・喫

煙、栄養や身体活動などの因子に加え、遺伝子や

その発現をコントロールする因子や社会経済要因

を対象とする疫学研究も盛んになっています。薬

物など治療の評価を行うためにも、疾患発生状況

などを把握するためにも疫学のデータが必要です

が、さらに、疫学は、予防保健分野における研究

方法論を提供するとともに、予防保健を実践する

実学として、健康科学の中心分野と考えられてい

ます。しかしながら、わが国ではその教育体制も

研究体制も十分ではありませんでした。 

社会予防疫学は、人間社会で起こっているさま

ざまな現象（個人の生活習慣も含む）と疾病との

関連について疫学的手法を用いて明らかにすると

ともに、それを疾病予防・疾病コントロールに用

いるための具体的な方策を探る学問です。 

社会予防疫学教室では、その中でも、個人なら

びに集団の健康を支える上で欠かせない「栄養」

の問題を中心的な研究課題として取り上げ、それ

を疫学的手法で研究する、「栄養疫学研究」を主に

行っており、この分野ではわが国の中心的な役割

を果たしています。 

現在の組織は教授１、（助教１）となっています。 

 

教育 

公共健康医学専攻（公衆衛生大学院）において、

次の２つの講義を受け持っています。 

 

・疫学研究と実践 

・予防保健の実践と評価 

 

ともに、公衆衛生・保健分野の実務に深くかか

わる内容であり、疫学の理論に立脚した保健活動、

保健業務を行える能力を授けることを目的として

います。 

また、学部教育においては、健康総合科学科に

おける教育や、医学科における公衆衛生教育の一

部も担当しています。 

 

研究 

「栄養疫学研究」の中でも、調査方法論の確立

とその利用に関する基礎的な研究を中心的なテー

マにしています。また、これらの研究で得られた

成果を用いて、栄養と健康ならびに疾患との関連

を検討するための各種疫学研究も広く行っていま

す。研究分野の性格上、共同研究が多いのが特徴
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であり、研究数のみならず、関連する疾患の種類

が多いのも特徴のひとつです。 

また、栄養と健康ならびに疾患との関連を検討

した国内外の疫学研究の成果（論文）の収集にも

力を入れており、当教室が有する情報は、栄養改

善を通じた健康管理や疾病管理、公衆衛生行政に

広く活用されています。 
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※都合により、昨年度と同じ内容となっております。  

 

 

沿革と組織の概要 

臨床疫学・経済学分野は 2007年 4月に開設さ

れた公共健康医学専攻の一分野としてスタートし

た分野である。近年、医療技術の適正な評価や医

療政策・社会保障制度の改革が求められるなか、

確固たる科学的アプローチに依拠した保健医療技

術・政策の評価を行うべく、手法論開発と実証的

研究を推進し、またそれを支える人材育成に寄与

することをミッションとして掲げている。また本

分野は社会医学専攻との協力分野として博士課程

の教育にも参画している。 

本分野は上記の社会的任務を果たすために、臨

床疫学と経済学という背景の異なる２つの数量的

分析手法と関連の社会科学的理論を裏付けとし、

境界領域的な応用学問分野として、実証データに

基づいた研究と実践・教育を志向している。 

 

教 育 

公共健康医学専攻公共健康医学修士課程では、

臨床医学概論、臨床疫学講義、臨床疫学演習、保

健医療経済学講義、医療技術評価額演習、および

医療経営学演習を担当している。 

臨床医学概論は非医師の学生を対象とした臨

床医学の導入である。臨床疫学講義では、初等～

中等レベルの疫学の体系として、研究デザインや

バイアス・エラー、統計的検定などについて復習

したのち、応用分野の既存研究を題材としたディ

スカッションを通じてその知識を実践知に転換す

ることを促している。 

保健医療経済学講義では、ミクロ経済学をベー

スとした医療経済学の基礎を講義し、経済学的な

観点から保健・医療について考察することを学ぶ。 

臨床疫学・経済学演習では、学生は自らの研究

課題を選択し、それにそって実際の研究プロトコ

ールを作成し、それを発表、相互に評価・講評す

ることを段階的に体験する。 

医療技術評価演習では、費用対効果分析や意思

決定分析など、学生自らが分析技術の習得するた

めに様々な事例研究を行う。 

医療経営学演習では、会計学の基礎、人的資源

管理、リスク管理、情報・戦略設定の枠組みを講

義したのち、実在の事例に基づいたシナリオを用

いたケースメソードによる実践的ディスカッショ

ンを展開する。 

2017年度は、公共健康医学専攻（修士課程）の

課題研究生 10名の指導にあたった。 



388 東京医学・第 138 巻・令和元年 10 月 

研 究 

本分野が取り組む研究の領域はヘルスサービ

ス研究の広い分野にまたがるものとなっている。 

本分野では、日本独自の患者分類システム

（Patient Classification System）として知られ

るDiagnosis Procedure Combination（DPC）を

用いた大規模データベースを用いた臨床疫学・医

療経済学・医療政策学への応用研究を展開してい

る。DPCの標準様式を用いて収集された詳細かつ

世界的に見てもユニークなプロセスデータによっ

て、わが国の急性期病院における診療の内容につ

いて実証的な分析が可能となりつつある。また既

存のデータ（たとえば患者調査）と DPC データ

を組み合わせた、新たな分析を展開しつつある。 
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沿革と組織の概要 

平成 19年 4月 1日に公共健康医学専攻（専門

職修士課程）の発足とともに、附属病院大学病院

医療情報ネットワーク研究センター（UMINセン

ター）の大学院講座化が行われ、医療コミュニケ

ーション学分野が誕生した。医療コミュニケーシ

ョン学分野は、教授、准教授各１名から成り立っ

ており、両者ともUMINセンターを兼任している。 

医療コミュニケーション学は、海外、特に米国

では、数多くの専門の研究室が存在して活発な研

究活動が行われており、Health Communication

と呼ばれることが多い。日本でも、近年その重要

性についての認識が少しずつ高まっているが、医

療コミュニケーション学を専門とする講座・分野

は数少なく、本分野は九州大学に次いで全国で２

番目に創設された。 

 

教 育 

医療コミュニケーション学分野は、専門職大学

院（公共健康医学専攻）に所属し、研究者の養成

のみならず、医療・公衆衛生分野における実務家

養成を目的としている。このため、研究、教育に

ついても、UMINセンターにおける実務経験も生

かした教育活動を行っている。 

大学院修士課程については、公共健康医学専攻

（専門職大学院修士課程）において、医療コミュ

ニケーション学講義、医療コミュニケーション学

実演習、医学研究と CDISC 標準の講義を行って

いる。その概要は下記のようになっている。 

 

[医療コミュニケーション学講義] 

1. 医療コミュニケーション学概論 

2. 医療者のコミュニケーション教育 

3. 個人の行動変容を促すコミュニケーション 

4. 集団の行動変容を促すコミュニケーション 

5. 患者市民の立場からみた医療者との関係とコ

ミュニケーション 

6. グループ･組織のコミュニケーション 

7. メディアコミュニケーション(1)：テレビ 

8. メディアコミュニケーション(2)：新聞 

9. 行動変容を促す保健医療文書の作り方 

10. 医療コミュニケーションの評価と実証研究 

11. エンターテイメント・エデュケーション 

12. 政策形成とアドボカシーのコミュニケーショ

ン 

13. メディアコミュニケーション(3)：インターネ

ット 

14. グループ討論と総合討論 

 

[医療コミュニケーション学演習] 

1. 行動変容を促す保健医療文書の作り方 

2. インターネットによる情報発信 ：インターネ

ット演習(1) 

3. 自分を知る・相手を知る：MBTI演習(1) 

4. 自分を知る・相手を知る：MBTI演習(2) 

5. 自分を知る・相手を知る：MBTI演習(3) 
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6. メディア報道のあり方を考える：メディアド

クター演習 

7. 行動変容を支援するスキル：コーチング演習 

8. インターネットによる情報発信 ：インターネ

ット演習(2) 

 

[医学研究と CDISC標準] 

1. CDISC標準概論 

2. 臨床研究データマネジメント概論 

3. データとメタデータ – Define.xml 

4. Case Report Formの標準化 – CDASH 

5. データ形式の標準化 – SDTM 

6. 解析データセットの標準化 – AdaM 

7. CDSIC標準による電子申請 

 

学部教育では、医学部医学科学生向けの医療情

報学の講義を１コマ（「医学文献情報学」）と健康

総合科学科の講義を１コマ（「ヘルスコミュニケー

ション」を担当している。 

 

研 究 

医療コミュニケーション学分野では、従来の大

学病院医療情報ネットワーク研究センターにおけ

る情報システムの構築・運用を主体とした研究を

継続しつつ、医療･公衆衛生関連分野におけるコミ

ュニケーション一般に関する研究にまで、その研

究対象範囲を広げようとしている。大学病院医療

情報ネットワーク研究センターから継続している

研究は、下記を特徴としている。 

 

１）情報ネットワーク・コミュニケーションの研究 

医学・医療情報関係の研究部門の中で、インタ

ーネット等の情報ネットワーク・コミュニケーシ

ョンを専門に研究する全国唯一の部門となってい

る点が特徴である。 

 

２）医療でなく、医学を主たる対象としていること 

日本の医学分野における情報学の研究部門が、

病院情報システムを中心とした「医療」関係の情

報システム（病院情報システム、電子カルテ、遠

隔医療、レセプト電算化等）の研究を主として行

っているのに対して、「医学」関係の情報システム

（医学文献データベース、医学研究データ収集、

医学教育用情報システム等）の研究を主体として

いることに大きな特徴がある。 

 

新たな医療コミュニケーション学の研究及び従

来から継続して行っている情報システムの構築・

運用に関連した研究の具体的な内容は、下記であ

る。 

 

(1) ヘルスコミュニケーションに関する研究 

様々な臨床研究の成果は、実際に臨床あるいは

社会の中で活用されることで初めてアウトカムの

改善に結びつくため、近年、医療と社会のコミュ

ニケーションという視点が重要視されている。こ

の点を踏まえ、我々は、臨床と社会のニーズを集

め、研究成果を医療従事者あるいは一般市民、患

者に広く伝えるために必要な「情報」と「コミュ

ニケーション」に関する知識と技術に関する研究

を行なっている。 

 

(2) 患者－医療者間コミュニケーションに関する

研究 

患者－医療者間のコミュニケーションは、効果

的な医療のための基盤である。実際の診療や模擬

診療場面における患者-医療者間コミュニケーシ

ョンの分析を行い、患者アウトカムにどのような

影響を持つのか、患者および医療者の属性によっ

てどのような影響を受けているのかなどを検討し

ている。 
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(3) ヘルスリテラシーに関する研究 

マスメディアによる報道やインターネットの急

速な普及に伴い、健康や医療に関する様々な情報

が一般市民にも利用可能になる一方、必ずしも質

の保証されていない情報も多く流布するようにな

った。このような中、｢健康の維持･増進のために

情報にアクセスし、理解、活用する動機や能力を

決定する認知的、社会的スキル｣として、ヘルスリ

テラシーという概念が注目を集めている。日本の

社会的文脈に沿ったヘルスリテラシーの測定尺度

を開発し、それが患者および医療者のコミュニケ

ーションや健康行動などにどのように影響するか

分析を行っている。 

 

(4) メディアに関する研究 

マスメディアやソーシャルメディアは社会的影

響力を持つが、配信される情報の質は様々である。

課題の明示に向け、マスメディアやソーシャルメ

ディアで配信される健康医療情報の内容等の分析

を行っている。また、健診・検診案内等のスモー

ルメディアの影響力を高めるための研究と実践活

動も行っている。 

 

(5) UMINに関するもの 

UMINで開発・運用されている多くの情報シス

テムが研究の対象となっており、先進的なもの・

学術的に特徴のあるものについて、論文・学会発

表等を行っている。他の分野の研究者との共同作

業によって構築されているシステムも多い。 

 

(6) 臨床・疫学研究のための情報システム 

臨床・疫学研究のための情報システムの開発・

運用の研究を行ってきた。最近では、CDISC 等

の治験の電子化・標準化への取り組みを中心に行

っている。UMINにおいても、この成果を生かし

て、インターネット医学研究データセンターの運

用を行っている。 

(7) 情報ネットワークのセキュリティに関する研究 

全国の医療機関を VPN で結ぶ、医療 VPN、

Web メールを用いた暗号電子メールの運用等の

研究を行っている。UMINの運用の上でもセキュ

リティは非常に重要な要素であり、研究成果を

UMIN運営に役立てている。 
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沿革と組織の概要 

当分野は、故宮坂忠夫名誉教授を初代とする保

健社会学講座を前身とし、わが国医学部における

医療社会学・行動科学研究部門として最も早期に

創設されたもののひとつである。第２代教授であ

る故園田恭一教授は、社会学者としての独自の視

点からこれを発展させ、わが国における保健社会

学の確立に多大な貢献を果たした。さらに第３代

教授である川田智恵子教授は、エンパワーメント・

学習支援などの教育学的概念を健康教育の領域に

導入することで、健康教育研究に新たな展開をも

たらした。1997年からは、第 4代教授である甲斐

一郎教授のもと、倫理学などのより広い社会科学

を統合した老年社会科学分野の創設によりわが国

における gerontology 発展の基礎の一角を形成す

るとともに、山崎喜比古准教授を中心として慢性

疾患の病体験やスティグマ形成の問題、健康生成

論、健康格差論、医師患者コミュニケーションな

どの社会学的研究が精力的に展開された。2007年、

公共健康医学専攻専門職大学院の創立に伴い、本

分野も改組され、さらに 2012 年より、ライフコ

ースアプローチを取り入れた、社会的健康決定要

因の健康影響を射程に入れるべく、老年社会科学

分野を保健社会行動学分野に改名し、今日に至る。

当分野は社会的文脈の中で形作られる健康、行動、

認識のありようについて、社会学・行動科学・経

済学・心理学などの人文科学と健康科学の融合を

通じて研究することを一環としてミッションとし、

健康の社会的格差の解消と、医療疾病モデルにと

らわれない、健康を主体的に育む個人や社会の構

築に向けた科学的知見の蓄積と発信を志向してい

る。 

 

教 育 

2018 年度は大学院では公共健康医学専攻専門

職大学院において 4コース、学部教育では健康総

合科学科において 8コースを担当した。 

1. 公共健康医学専攻修士課程 

1) 社会と健康 I, II：社会的健康決定要因に焦点

を当て、健康の社会的格差の形成メカニズム

や政策的取り組みの可能性について外部講師

を交えて、テーマ別のオムニバス講義を提供

した。テーマとしては収入格差、社会階層の

生成、職業ストレス、ジェンダー、差別、健
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康影響評価などを取り上げた。IIでは、より

実践的に社会的健康決定要因を取り上げ、演

習方式を採用している。  

2) 健康教育：健康増進や生活習慣行動に関する

基礎的な行動理論・教育理論の講義を提供し、

その後職場・学校・地域などのケースシナリ

オをもとに、外部講師の話題提供なども交え、

グループディスカッションを通じて、健康教

育の目的、限界・問題点、介入プログラムの

マネジメントにおける課題について理解を深

化させた。  

3) 健康社会学：健康の医療モデルと社会モデル

を対比させ、健康の社会的決定要因について

取り上げるほか、医師の社会化、慢性患者の

疾患世界の理解、文化と健康など、医療・健

康をとりまく社会学モデルについて講義した。 

 

２．医学部健康総合科学科 

 学部教育については、学科が３専修制に本格的

に移行したことを受けて、健康総合科学科におい

て 4年生を対象に健康科学調査実習（旧社会調査

実習）ならびに公共健康科学演習 II（医療倫理学

教室と合同）、3 年生を対象に「健康教育（職域、

地域）」、「社会保障・福祉論」、「疫学論文の読み方

と書き方」の講義に加え、進学予定の 2年生を対

象とした「社会と健康（旧；健康社会学）」、「公共

健康科学統合講義Ｉ」（幹事教室）と「科学論文・

表現技術」担当した。昨年に引き続き、駒場の学

生を対象とする「ヘルスサイエンスへの招待」（学

科担当者のオムニバス講義）についても幹事教室

として担当した。医生化学教室との共同で駒場の

理系 1・2 年生を対象とした初年次セミナー

（Neglected Tropical Diseaseの疫学と対策）を

開講した。 

 

研 究 

本分野では、社会経済的格差による健康格差の

実態把握やそのメカニズムの解明など、いわゆる

社会疫学的研究を、最重要な研究テーマとして現

在位置づけている。国民生活基礎調査などの 2 次

データを用いた解析に加え、本学経済学部との共

同研究として実施している高齢者を対象とした大

規模パネル調査（「くらしと健康」調査 Japanese 

Study of Ageing and Retirement; J-STAR）につ

いて第 6 回追跡調査を国内 10 都市で実施した。

また 2010年から開始された首都圏 4 市区在住の

25～50 歳成年とその配偶者・子どもを対象とした

「まちと家族の健康」調査（Japanese Study 

of Stratification, Health, Income, and 

Neighborhood; J-SHINE）について第 3 回追跡調

査を昨年度実施し、その結果を参加者にフィード

バックしている。また参加自治体における健康格

差縮小に向けた取り組みを評価した結果は、

OECD や厚労省など国内外の健康政策担当部局

の取材を受けた。これらを通じて、健康格差につ

ながる社会経済的メカニズムの同定と、それを回

避するための社会経済的政策の在り方について実

証的研究の基盤を提供している。 

また 2015 年以降、公衆衛生学・臨床疫学経済

学・医療情報学の各講座と共同で、厚生労働省全

国レセプトデータオンサイト利用センターの運営、

研究環境の整備に参加してきた成果を受け、医療

費将来推計などの予備的研究を進めた。 

千葉大学などと共同で、高齢者の大規模社会疫

学調査である JAGES（Japan Gerongological 

Evaluation Study）について、近藤が事務局を務

め、全国 30 以上の自治体が参加し、20 万人規模

のデータが集積され、社会参加・連携と高齢者の

健康との関連が明らかにされつつある。参加市町

において、収集データの可視化ツールを開発し、

地域診断を当該自治体の担当者とともに実施し、

介護予防などにおける根拠に基づく政策決定の実

践的モデルの開発と標準化を進めている。 

また、高木は新潟大学などと共同で、ミャンマ
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ーとマレーシアの地域在住高齢者を対象とした社

会疫学調査の準備を進めている。アジアで特色の

ある経済発展段階、文化、高齢化率を有する両国

において、従来の健康の社会モデルの検証、およ

び両国の文脈における新たな理論の構築を行う。

2017年に確率比例抽出法による調査地点抽出、現

地での調査実施者の選定が完了し、2018年中に訪

問インタビュー調査が実施される予定である。 

鎌田はハーバード大学・島根県・東京医科大学

ほかと共同で、運動習慣を普及する地域介入研究

を展開するとともに、スマートフォンゲームを利

用した運動習慣促進支援プログラム（パリーグウ

ォーク）を企業などとの連携のもと開発し、その

効果判定研究を展開しつつある。 
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沿革と組織の概要 

Information Engineering（情報工学）という

言葉は、1981年Martin J. と Finkelstein C.によ

り最初に提唱され、組織での情報処理技術を効率

的かつ効果的に行うための計画、分析、設計、実

装などから構成される一連の情報システム化の方

法論とされている。 

1990年代に入ると，表現，設計，科学的発見な

どのヒトの思考への支援ツールとして利用されて

いる。同時に、組織の中の情報流通のみならず組

織間や社会全体での情報流通がインターネットを

介して国際的にも容易となり、高度情報化社会や

第四次産業革命とまで称されるまでになる。医学

分野も同様で、国内の大学の中に情報学関連の講

座が登場し始める。 

特に 21 世紀に入り、ヒトゲノム情報の解読に

代表されるバイオインフォマティクスの登場や病

院業務支援や地域医療連携をはじめとした多くの

医療分野の情報化のみならず，診療ガイドライン

の電子化や知識処理技術を駆使した診療ナビゲー

ション機能の実用化など医学・医療分野における

知識マネジメントへの応用も始まり、医学及びそ

の関連分野における情報処理はコンピュータ無く

しては成り立たなくなってきている。つまり、医

学研究、診療、保健など医学・医療のどの分野を

とってもその発展には情報工学への基本的理解が

必須不可欠のものとなっている。 

このような時代背景の中、臨床情報工学

（Clinical Information Engineering）教室は、平

成14年度から始まった文部科学省科学技術振興調

整費新興分野人材養成プログラムの一つであるク

リニカルバイオインフォマティクス研究ユニット

の中の臨床情報工学部門を前身として、平成 19年

4 月国内で初めて公共健康医学専攻医療科学講座

の中の一分野として設置され、現在に至っている。 

教 育 

最先端の情報工学技術の医学分野への応用に関

する医学と工学双方の知識と技術を有する国際レ

ベルの人材の育成を行うことを目指している。そ

のため、医学・医療・保健分野の臨床における情

報工学技術の設計・開発・評価に関する教育を担

当している。本務を当教室に置く教育スタッフは

教授１名、助教 2名。京都大学や国立がん研究セ

ンタ-等から世界的に著名な非常勤講師及び客員

研究員を招聘し、重責を果たせるよう努めている。 

(1) 大学院医学系研究科 

公共健康医学専攻では、公共保健・医療分野へ
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の 情 報 工 学 技 術 の 応 用 （ Public Health 

Informatics）に関する講義と実習を担当し、情報

工学技術を応用したに関する実践的知識と技術の

習得を目標としている。 

また、社会医学専攻医療情報経済学分野を兼担

し、医学博士課程（4 年制）を受け持ち、データ

マイニングや Virtual Reality 技術の応用と評価

法の修得を目標とした大学院セミナーや研究発表

会を実施している。医科学修士専攻の学生も受け

入れており、当教室では医学博士、公衆衛生学修

士の学位取得が可能である。 

(2) 医学部医学科 

社会医学専攻医療情報経済学分野の兼担により

医学部医学科の講義も一部担当している。 

 

研 究 

医学への情報工学の応用について社会的価値が

高く、国際レベルの研究開発を目指し、以下の四

項目を中心に進めている。 

(1) Medical Decision Making： 

初期診療ガイドラインの電子的利活用を行う上

で必要な医学知識構造化とその応用に関する研究

を行っている。 

(2) Data Mining & Knowledge Discovery from 

Databases： 

インターネット上に公開されている複数の医学

系データベースを仮想的に統合する仮想統合化技

術と多様な情報要求に応じた情報処理技術に関す

る研究開発を行っている。 

(3) Biomedical Computer Graphics & Virtual 

reality： 

脳神経外科学教室と共同で本モデルを用いた

3D Interactive Visualization 手法による手術前

診断精度の向上や手術への有用性, 術者の熟達度

の評価に関する研究開発を行っている。 

(4) Public Health Informatics (PHI)： 

Public Health Informatics の現状について国

内の情報化の現状とその課題について調査分析し、

欧米との国際比較研究を行っている。 

 

出版物等 

 

1. Shimoda, A., Ichikawa, D., & Oyama, H. 

(2018). Using machine-learning approaches 

to predict non-participation in a nationwide 

general health check-up scheme. Computer 

Methods and Programs in Biomedicine. 

https://doi.org/10.1016/j.cmpb.2018.05.032 

2. Endo, N., Ujita, W., Fujiwara, M., Miyauchi, 

H., Mishima, H., Makino, Y., Hashimoto, L., 

Oyama, H., … Kakeyama, M. (2018). 

Multiple animal positioning system shows 

that socially-reared mice influence the 

social proximity of isolation-reared 

cagemates. Communications Biology, 1(1). 

https://doi.org/10.1038/s42003-018-0213-5 

3. Shimoda, A., Ichikawa, D., & Oyama, H. 

(2018). Prediction models to identify 

individuals at risk of metabolic syndrome 

who are unlikely to participate in a health 

intervention program. International 

Journal of Medical Informatics, 111, 90–99. 

https://doi.org/10.1016/j.ijmedinf.2017.12.0

09 

4. Ujita, W., Kohyama-Koganeya, A., Endo, N., 

Saito, T., & Oyama, H. (2018). Mice lacking 

a functional NMDA receptor exhibit social 

subordination in a group-housed environ-

ment. FEBS Journal, 285(1), 188–196. 

https://doi.org/10.1111/febs.14334 
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国際環境保健学分野 
 

准教授 

Yoonhee Kim 

 

ホームページ https://sites.google.com/m.u-tokyo.ac.jp/envhealth/ 
 

 

紹介および構成 

国際環境保健学分野は、2018 年 4 月に医学系

研究科公共健康医学専攻の分野として加わり、公

衆衛生学（専門職）修士（MPH）の教育に寄与し

ている。2018 年 7 月には、医学系研究科国際保

健学専攻の協力講座となり、博士課程の教育を準

備中である。国際環境保健学分野の目標は次のと

おりである。 

 

1. 環境―健康の関連性・影響評価の研究の遂行 

2. 環境疫学研究の遂行能力と学問的知識を備え

た保健専門人材の養成 

 

教育活動 

本分野は、公共健康医学専攻（専門職）大学院

の必須選択科目の一つである、環境健康医学を担

当している。講義を通して、学生たちは環境―健

康の関連性・影響評価の基本概念と研究方法を学

習し、環境保健学的視点から環境問題にどのよう

に取り組むかを議論する。  

 

また次年度より、環境健康研究法に関する講義

を開講する予定である。本講義を通じて、学生た

ちは環境疫学分野で幅広く使用されている環境―

健康関連性の推定に対する統計的疫学的方法論を

学ぶこととなる。 

 

国際環境保健学セミナー 

本分野では、毎週ビデオ会議を通して、他の学

校・機関*とともに、環境疫学分野の研究論文を読

み、議論する 2時間弱のセミナーに参加している。 

*ソウル国立大学, 韓国科学技術院(KAIST), 国立環境研究所

(NIES), 筑波大学, 京都大学, 長崎大学 

 

研究活動 

国際環境保健分野の主な研究テーマは、気候変

化と大気汚染による健康影響である。研究は、主

に環境疫学的側面から、環境的危険要因と健康の

関連性についてリサーチクエスチョンの探索・探

求、そして仮説の量的評価、さらには、環境―健

康の曝露―反応関係の変化に寄与する潜在的な社

会経済医的決定要因を調査する過程が含まれる。 

 

現在、本分野は様々な国内外の共同研究に参加

している。 

1. 国際的側面での、自殺の季節変動性と自殺―

天気関係の影響評価: Multi-Country Multi-

City (MCC) Collaborative Research 

Network 研究の一部として、現在まで 13ヵ

国の日別時系列データを確保  

2. 東北アジア諸国の気候変化と大気汚染による

健康リスクの評価  

3. 気候予測を活用したアフリカ南部地域のマラ

リア早期警報システムの構築 

 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.138, Oct. 2019 405 

本分野は、今年 2回の特別講義を主催しており

研究交流の機会を設けている。  

1. Climate change and health: challenges of 

global and environmental health (キム・ホ教

授、ソウル大学) 

2. Modelling desert dust exposure events for 

epidemiological short-term health effects 

studies (Aurelio Tobias 准教授, Institute of 

Environmental Assessment and Water 

Research (IDAEA) and Spanish Council for 

Scientific Research (CSIC), スペイン)  

 

参考文献 
 

1. Lee W, Kim Y, Honda Y, Kim H. Association 

between diurnal temperature range and 

mortality modified by temperature in 

Japan, 1972-2015: investigation of spatial 

and temporal patterns for 12 cause-specific 

deaths. Environment International 2018:

119:379-387.  

2. Chung Y, Yang D-W, Gasparrini A, 

Vicedo-Cabrera A, Ng CFS, Kim Y, Honda Y, 

Hashizume M. Changing susceptibility to 

non-optimum temperatures in Japan, 1972-

2012: the role of climate, demographic and 

socio-economic factors. Environ Health 

Perspect 2018:126(5):057002.  

3. Matsushita N, Ng CFS, Kim Y, Suzuki M, 

Saito N, Ariyoshi K, Villarama JB, Go WS, 

Hashizume M. The non-linear and lagged 

relationship between rainfall and 

leptospirosis and the intermediate role of 

floods in the Philippines. PLoS Negl Trop 

Dis 2018:12(4):e0006331.  
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医療安全管理学（東京海上日動） 
 

特任准教授 

安樂真樹 

特任助教 

水木麻衣子 

特任研究員 

浅野由莉，原伸太郎 

学術支援専門職員 

小橋百合子 

客員研究員 

松浦知子，長川真治，勝井恵子，瀬川玲子  

 

ホームページ http://www.h.u-tokyo.ac.jp/research/center22/contribute/iryou_anzen.html 

http://hcsm.m.u-tokyo.ac.jp/ 

 

※都合により、昨年度と同じ内容となっております。  

 

 

沿革と組織の概要 

医療安全管理学講座（Department of Health 

Care Safety Management）は 2005年 12月，東

京海上日動火災保険会社の寄付により東京大学医

学部附属病院 22世紀医療センターに開講した． 

20世紀の終わりころ，ブリストル小児病院事件

やダナファーバー事件などの事件を契機として，

多くの先進国で，医療事故や医事紛争に対する社

会的関心が高まった． わが国では，1999 年を境

として，医療事故や医事紛争に関するメディアの

報道が激増し，医師法 21 条の警察届出を介して

刑事事件化への危惧が高まる中で，いくつかの事

件が捜査の対象となるとともに複数の無罪判決が

出されるなど，医療への刑事手続の介入について，

さまざまな議論と混乱が渦巻いている状況である． 

一方，民事損害賠償をめぐる医事紛争について

は，永きにわたり，多数の紛争事案について，さ

まざまなチャンネルを通じて，訴訟になる前の説

明や和解などの対応が行われてきている．このよ

うな努力にもかかわらず，民事医療訴訟新受件数

は，1970 年ころ（新受件数年間約 100 件）から

2004年（年間 1110件）まで 10年ごとに倍増す

るペースで増加を続けた．2004年以後新受件数は

減少傾向を示しているが，2017年において新受件

数 857件，既済件数 782件であり，多数の医療紛

争事案について訴訟が行われている． 

当講座では，医療事故や医事紛争の現実を直視

しながら，患者・医療者・社会のそれぞれの視点

から，健全な医療制度の再建と医療への信頼回復

をめざして、よりよい法的システムのあり方を考

えるとともに，患者と医療者との対話による相互

理解を推進する取り組みや未来の医療を支える技

術に関する研究を行なっている． 
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研究 

従来の研究テーマである医療事故の防止に関す

る研究，事故が発生した場合のその真の解決のた

めの研究（紛争・訴訟化の防止）に加え，2012

年から医療安全支援センターに関する厚生労働科

学研究（地域医療基盤開発推進研究事業），2017

年からは日本医療研究開発機構委託研究として肺

移植患者のための長期耐久型人工肺システムの開

発を行っている．上述の研究活動を積極的に進め，

その成果を広く社会に還元すべく教育活動を展開

している． 

 

教育 

当講座では，研究活動における成果を踏まえて，

学内では大学院生等を対象に研究者を養成するた

めの教育を進めている．専門職大学院である東京

大学大学院医学系研究科公共健康医学専攻

（School of Public Health， SPH）においては，

医療安全管理学の講義と実習を担当している． 

 

実践 

当講座では，研究活動における成果を踏まえて，

現場の課題の抽出，課題の検討，現場へのフィー

ドバックと支援が継続的に行えるようなシステム

の構築，人材育成に関する取り組みを行っている。 

また，患者教育や相談支援に関する教育，先端

医療に関する啓発等，法律，医療，福祉，関連業

界への講義、講演を行っている。特に，医療安全

支援センター総合支援事業（厚生労働省委託事業）

において医療法の規定に基づき各都道府県等に設

置されている「医療安全支援センター」の職員を

対象に研修等の支援を行っている． 

 

出版物等 
 

和論文・総説・その他 

1. 原伸太郎．人工肺（基礎）人工臓器 46(3):152-154,

2017 

2. 原伸太郎．リレー随筆 生体工学 55(6)274,

2017 

 

学会・講演会発表 （国際学会，国内学会） 

国際 

1. Shintaro Hara, Takashi Isoyama, Terumi 

Yurimoto, Xin-Yang Li, Itsuro Saito, Masaki 

Anraku, Yusuke Abe, Development of the 

Sequential flow pump: Principle of the 

sequential pressurization and hemolysis 

results in secondary model. ASAIO, 2017. 

Chicago 

 

国内 

1. 安樂真樹．「肺移植プログラムの準備と開始～高

難度手術導入の例として」．第 117 回日本外科

学会定期学術集会．2017 年 4 月．パシフィコ

横浜．横浜市 

2. 安樂真樹．「画像支援」．第 34 回日本呼吸器外

科学会．2017 年 5 月．福岡国際会議場．福岡

市 

3. 水木麻衣子．「在宅医療支援における薬剤師の活

動～困っていませんか？服薬管理～！」日本老

年看護学会ランチョンセミナー（エ―ザイ株式

会社）．2017年 6月．愛知． 

4. 原伸太郎 血圧センサーとして働く人工心臓

用カニューレの基礎研究. 第５５回人工臓器

学会JSAO GRANT受賞者講演. 2017年9月 

東京 

5. 原伸太郎 東京大学医用生体工学講座におけ

るシミュレーションを用いた研究開発事例. 

ANSYSDAY2017 2017年10月 

6. 水木麻衣子．「医療の苦情相談対応における情報

連携の現状」．日本臨床医学リスクマネジメント

学会．2017年 5月．東京． 

7. 水木麻衣子．「非医療職による医療の苦情相談対

応に必要な支援ツールの作成」第 76 回日本公

衆衛生学会 2017年 10月．鹿児島． 

8. 原伸太郎, 磯山隆, 安樂真樹, 斎藤逸郎, 

阿部裕輔 小児用 ECMO を目指したシーケン

シャルフローポンプの基礎研究. 第 55 回人工

臓器学会 2017年 9月 東京 
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10. 浅野 由莉，水木 麻衣子，長川 真治．「医療安

全支援センターにおける相談体制の実態につい

て」．日本公衆衛生学会．2017．鹿児島． 

11. 浅野 由莉，水木 麻衣子，児玉 安司，安樂 真

樹．「医療安全支援センターにおける相談対応

について」．医療の質・安全学会．2017．千葉． 
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医療 AI 開発学講座 
 

特任准教授 

河添 悦昌 

特任助教 

篠原 恵美子 

特任研究員 

嶋本 公徳 

学術支援職員 

橋本 真理 

 

ホームページ https://ai-health.m.u-tokyo.ac.jp/ 

 

 

沿革と組織の概要 

 実用的に利用可能な人工知能（AI）技術の登場

により産業構造の転換が迫られているなか、医療

分野においても例外ではなく、AI と ICT（情報通

信技術）を基軸とした新しいサービスの開発が期

待されている。このような状況の下、本講座は、

病院情報システムの開発と医療情報の標準化に携

わってきた医学系研究科医療情報学分野並びに、

附属病院企画情報運営部を協力講座とし、阪神調

剤ホールディング株式会社と株式会社EMシステ

ムズを寄付企業として、2018 年 8 月に開設され

た。講座の設立時の趣旨として、AI と ICT を活

用した新しい医療サービスの形を示しその基盤と

なる技術を開発すると共に、本領域に関与する研

究者への支援拠点を形成することで人材育成に貢

献することを掲げている。 

 

教 育 

 学内外の大学院生等を対象に、本領域の研究者

を養成するための活動を進めている。2018 年度は、

協力講座である医学系研究科医療情報学分野の博

士課程の学生指導、ならびに医学系研究科公共健

康医学専攻（School of Public Health，SPH）の

講義を担当した。また、2019 年度より他専攻の大

学院生や他大学からの学生を受け入れ実習教育を

行うとともに、病院職員の AI・IT スキルの向上

を目的として、内向けにセミナーを開催すること

を計画している。 

 

研 究 

 本講座では、主に電子カルテに含まれる情報を

情報処理技術や機械学習技術によって活用し、診

療に役立てるための技術開発を研究対象としてい

る。以下、本講座が取り組んでいる代表的な研究

テーマについて挙げる。 

 

1) 医療記録からの情報抽出処理基盤の開発 

 現在の電子カルテシステムに登録・記録される

情報からは、患者が何の疾患で診療を受けている

かということすら、計算機処理によって判断する

ことが難しい。例えば、保険請求を⽬的とする保

険登録病名は真の病名を反映しておらず、また投

薬データや検体検査結果から判断できる疾患も多

くはない。そのため、自然言語処理技術を活用し
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て、診療録や検査レポートからの情報抽出が期待

される。一例として、患者の呈する症状や疾患と

いった基本的なタスクから、文書要約の作成や新

しい臨床的知識を発見するといったより高度なタ

スクが挙げられる。これまで、厚生労働科学研究

費補助金を受け、医療文書に特徴的な、症状や病

名の表記ゆれ・省略表記に対応するための用語デ

ータベース（万病辞書、奈良先端科学技術大学院

大学との共同研究）を開発してきた。また、テキ

ストを構成する単語を抽出し、これらを臨床オン

トロジーで定義されているコンセプトにマッピン

グし、隣接するコンセプトの合成を繰り返すこと

で、そのテキストの意味表現を得る手法を開発し

ている。この時、明記された概念から別の概念を

推論することで行間を読む機能を実現する。 

 

2) 腎臓病理画像自動診断分類に向けた研究 

 AI 技術の普及により医療画像を対象とする自

動診断分類は目覚ましい発展を遂げている。本講

座では、厚生労働科学研究費補助金を受け、多施

設共同のもと、生検腎病理画像のデータベースを

構築す る と と も に 、 Convolutional Neural 

Network（CNN）を活用した糸球体病理診断手法

の開発を行ってきた。これまでに行った研究成果

の概要は以下のとおりである。1) 研究参加施設よ

り 112,210枚の蛍光抗体画像と 7,123枚の光学顕

微鏡画像（Whole Slide Image: WSI）の提供を受

けデータベースを構築した。2) CNN による IgG

蛍光抗体により染色された糸球体画像の蛍光強度

の推定精度（F1）を評価したところ、メサンギウ

ム領域が 75.6%、係蹄壁領域が 67.9%、その他領

域が 60.5%であった。3) 光学顕微鏡糸球体病理画

像に関し、Faster R-CNN を用いて高解像度の

WSI から微小な糸球体を検出する手法を開発し、

先行研究に比べ高い検出精度を達成した。4) 本研

究班を構成する 5 名の腎病理の専門家の協議のも

と PAS染色における 12 の所見項目を作成し、そ

の所見一致度を評価したところ、κ 値は 0.04〜

0.43 であり、所見項目によるばらつきがみられた。

5) 1枚の糸球体画像を入力として、糸球体所見を

分類する CNN の精度を評価したところ、

Extracellular matrix sclerosis / Collapsing 

obsolete と Crescent の ROC-AUC は 0.9 を超え

た。また、CNN の着目点を可視化することで誤

りの分析を行った。6) 本研究成果を利用し、WSI

から糸球体領域を検出する WEBアプリケーショ

ンシステムを開発した。今後はアノテーション付

きデータセットも含め、成果物の公開を計画して

いる。 

 

3) 複合時系列医療データからの臨床イベントの

予測に関する研究 

 医用画像や動画を対象とした AI は撮影モダリ

ティの数だけ開発され、実用になるまでの期間も

短い。その一方で、投薬情報や検査結果といった、

画像以外の電子カルテデータを AI 技術により活

用することで、臨床的イベントを予測するモデル

の開発も盛んとなってきている。ここで、電子カ

ルテデータは longitudinal なデータを多く含み、

これは 1 つの対象について経過を追い複数の時点

で観察結果を記録したものであるが、このことが

予測モデルの開発を困難としている。例えば、血

液や尿などの 検 体 検 査 結 果 は典型的 な

longitudinal データであり、極めて多くの項目か

らなる多変数の時系列データであるが、全項目が

同時に測定されず、また測定間隔が不規則である

ことにより時系列データとして扱う際に多くの欠

損を生じ、解析の上での問題となる。検体検査結

果以外にも、投薬オーダや保険登録病名などの情

報を利用する上でも同様の問題が生じる。本講座

では、複数種類の医療データを時系列データとし

て活用する手法の開発を目指している。これまで、

不等間隔で測定される血液検査の欠損値の補間に

畳み込みオートエンコーダを使った手法を適用し、



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.138, Oct. 2019 411 

線形補間に比べ精度の向上を認めること、ならび

に、糖尿病検査項目の系列から、欠損を考慮した

オートエンコーダを用いて低次元特徴量を取り出

し、この特徴量を元に予後分類を行う Neural 

Networkモデルの効果を報告してきた。 

 

4) がん遺伝子パネル検査のための病院情報シス

テムの開発研究 

 クリニカルゲノムシーケンスの活用が始まって

いる中、2018 年より先進医療としての「遺伝子パ

ネル検査（TodaiOncoPanel）」が東大病院で開始

され、また 2019 年より保険診療としての遺伝子

パネル検査（NCC OncoPanel, F1CDX）が開始

された。これら一連のがんゲノム遺伝子パネル検

査において特筆すべき点は、中核拠点病院、セン

ター施設（C-CAT: Center for Cancer Genomics 

and Advanced Therapeutics）、検査会社の 3 者が

ネットワークによって接続され、臨床情報とゲノ

ム配列情報とをセンター施設に送信することで、

全国のがんゲノム医療の情報を集約する点にある。

講座主任の河添は、がんゲノム医療中核拠点ワー

キング委員を務め、ゲノム診療のための情報シス

テムの開発を通して、ゲノムデータを活用するた

めの情報のあり方に関する研究を行っている。ま

た、院内のゲノム診療部と連携し、院内運用体制

の整備を進めている。 

 

社会活動 

1. 各種講演会において講演を行い、医療分野に

おいて AI を活用するための課題を述べてき

た。 

2. 日本医師会の学術推進会議委員の任命を受け、

医療分野における AI 活用の現状と課題の整

理を進めている。 

3. ICD10 対応標準病名マスター検討委員会作業

班のメンバーとして、電子カルテシステムで

使用する病名とコードの標準化と普及推進活

動を進めている。 

 

出版物等 
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Imaging. 2018; 4(7):91.  

2. Shinichiroh Yokota, Emiko Shinohara, 

Kazuhiko Ohe. Can Staff Distinguish Falls: 

Experimental Hypothesis Verification 

Using Japanese Incident Reports and 

Natural Language Processing. Studies in 

health technology and informatics. 250, 

pp.159-163. 
 

国際会議 

1. R. A. Ghani, K. Nishanth, Ai Nakajima, N. 

Kimura, P. Radkohl, S. Iwai, Y. Kawazoe, Y. 

Iwasawa, K. Nakayama, Y. Matsuo. An 
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autonomous medical image diagnostics, 

The 28th Annual Conference of the 

Japanese Neural Network Society (JNNS), 

Workshop, 2018. 

2. Satoshi Iwai, Emiko Shinohara, Takeshi 

Imai, Yoshimasa Kawazoe, Kazuhiko Ohe. 

Listing differential diagnoses from 

symptoms of patients with vertigo using 
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国内会議 

1. 山口 亮平, 河添 悦昌, 嶋本 公徳, 堂本 裕

加子, 宇於崎 宏, 清水 章, 長田 道夫, 大江 

和彦. AI による画像診断に向けた腎病理糸球

体画像の所見一致度の評価. 第38回医療情報

学連合大会, 2018 年 11 月 25日. 
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2. 山下 英俊, 倉沢 央, 河添 悦昌, 大江 和彦, 

入院レセプトの主傷病名推定に有効な説明変

数の検討. 第 38 回医療情報学連合大会, 2018

年 11 月 23日. 
 

解説・総説 

1. 河添 悦昌, 大江 和彦, AI と ICT が変える医

療, 科学評論社 腎臓内科・泌尿器科 7 巻 2 号. 

2. 河添 悦昌, 医療における人工知能技術の応

用, 医歯薬出版株式会社 医学のあゆみ 264

巻 3 号 p260. 
 

シンポジウム等 

1. 河添 悦昌, AIと ICTが変える医療. がん研究

会有明病院, 2018 年 11 月 14日. 

2. 河添  悦昌 , 電子カルテデータの活用と

e-Phenotyping, 第 22 回日本医療情報学会春

季学術大会 シンポジウム 2018 in 新潟シン

ポジウム 大会企画セッション「医療における

ビッグデータ ─ 医療情報学はどう関わって

ゆくのか、何をなすべきか ─」 

3. 河添 悦昌, 医療ビッグデータからの病態進

行のシミュレーションによる先制医療に向け

た研究開発, JST 新春日米ワークショップ

2018, Challenge for Society5.0. 
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医療経済政策学講座 
 

特任教授 

田倉智之 

特任助教 

新谷嘉章 

 

ホームページ http://plaza.umin.ac.jp/hehp/ 

 

 

沿革と組織の概要 

医療経済政策学講座は 2017年 2月に、株式会

社日本政策投資銀行、中外製薬株式会社、バクス

ター株式会社、日本メジフィジックス株式会社、

株式会社メディブレーン、旭化成メディカル株式

会社、ニプロ株式会社、東レ・メディカル株式会

社、株式会社 ジェイ・エム・エス、テルモ株式会

社の計 10社の寄付金により、22世紀医療センタ

ーに設立された寄付講座で、心臓外科学講座、腎

臓・内分泌内科講座および臨床疫学・経済学講座

を協力講座としている。 

近年、社会構造が変遷するなか、医療制度や医

療産業に係わる各種施策についても、我が国は大

きな転換点に立たされていると推察される。本講

座の目的は、“医療分野の価値評価”などに係わる

理論構築や実証研究を中心に、将来の健康システ

ム（臨床・制度と経済・産業）を論じることにあ

る。具体的には、医療価値評価、費用対効果学、

医療産業論などの理論や手法の研究を推進し、医

療技術や診療システムの価値評価を目指している。

また、協力講座とともに、医療技術評価の人材育

成プログラム（医療価値の胎動プログラム）を推

進する。 

 

研究 

今後、合理的な根拠に基づく適切な医療資源の

整備を促し、臨床現場を支え医療技術を発展させ

るために、次の研究課題に取り組んでいる。 

 

1) 重症心不全の VAD治療、末期腎不全の透析治

療、及び核医学診断などの費用対効果水準の検

証を進めている。 

2) 我国における疾病負担の整理として、慢性疼痛

が及ぼす臨床経済や社会経済学的な影響の研

究を推進している。 

3) 包絡分析法（DEA）などを応用した循環器領

域などの医師の労働生産の評価手法の開発も

試行している。 

 

今後は、医療経済系のビッグデータ（The Tokyo 

University Health Economy Big Data: TheBD）

などを応用した医療技術評価（HTA）の予測モデ

ル事業も実施する予定である。また、金融工学な

どを応用した研究開発事業の市場価値を予測する

研究も展開する予定である。 

 

出版物等 

 

1. Tomoyuki Takura, Nozomi Ebata-Kogure, 

Yoichi Goto, Masahiro Kohzuki, Masatoshi 
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Koyama, Haruki Itoh. Cost-effectiveness of 

cardiac rehabilitation in patients with 
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effectiveness. Intern Med. 2018;57(9):1191-

1200. 
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Komuro. Cost-Effectiveness of PCSK9 
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Japan. Circ J. 2018;82(10):2602-2608 
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や医療資源の生産性に関して. 日本臨床麻酔

学会誌. Vol.39 No.3. 2019. Inpress 

8. 田倉智之. "補助人工心臓と医療経済（Ⅰ章 4
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（許俊鋭監修）. 東京. メディカルビュー社; 

pp.60-61. 2018 

9. 田倉智之. "今後の医療経済と透析療法". 透析

療法最前線（監修；中元英友）. 東京. 東京医

学社; pp.15-24. 2018 
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運動器疼痛 

メディカルリサーチ＆マネジメント講座 
 

特任教授 
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ホームページ http://www.h.u-tokyo.ac.jp/research/center22/contribute/undouki_toutu.html 
 

 

沿革と組織の概要 

運動器疼痛メディカルリサーチ＆マネジメント

講座は、小野薬品工業(株)、昭和薬品化工(株)、日

本臓器製薬(株)、(株)MTG、SOMPOホールディ

ングス(株)、ニューベイシブジャパン(株)、塩野義

製薬(株) の 7社の寄付金により、22世紀医療セ

ンターに設立された寄付講座で、整形外科学講座、

リハビリテーション科、および麻酔科・痛みセン

ターを協力講座としている。現在、治療指針が確

立されていない多くの運動器疼痛の診断・治療ア

ルゴリズムの体系化を行い、原因療法開発の可能

性に繋がるエビデンスの解明を目指している。 

 

講座概要 

厚生労働省が公表している「国民生活基礎調査」

や「業務上疾病発生状況等調査」では、長年に亘

り運動器に関わる問題、特に腰痛や関節痛は国民

の訴える愁訴および仕事を休む原因として上位に

位置づけられており、腰痛や関節痛を主とする運

動器疼痛は、有訴率が高く社会的損失も大きい問

題といえる。 

2014年 4月、運動器疼痛メディカルリサーチ

＆マネジメント講座は、有病率の高い運動器疼痛

を熟知し、集学的臨床研究を主導する中核となる

べく開講した。 

目的の達成のため、当講座では整形外科・脊椎

外科、リハビリテーション科、そして麻酔科・痛

みセンターと密に連携し、広範囲な疫学的調査を

もとに、運動器疼痛の治療方針と予後決定に寄与

する危険因子を同定する。また得られた危険因子

を元に診断ツール/アルゴリズムと、それに連結し

た予防・治療プログラムを開発・提案する。上述

した活動を通して臨床データの収集と分析を行な

い、運動器疼痛を主とする慢性疼痛の診断/予防/

治療を体系化する。 

 

研究 

以下のサブテーマを通じて、運動器疼痛の治療

方針と予後決定に寄与する危険因子を探索する。 

１）身体、心理社会的要因、さらにはバイオメカ

ニクスを統合したアプローチによる、運動器疼痛

の発症・増悪に関する危険因子の同定。 

２）世界的に推奨されるスクリーニングツールの

本邦標準値および妥当性の検証。 
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今後の展望 

運動器疼痛のうち、最も頻度が多い非特異的腰

痛に関し、専門的な運動療法や認知行動療法も含

めた運動器疼痛リハビリテーションに精通する臨

床家の育成を行う。さらには看護部と連携して臨

床および産業衛生の現場で役立つ簡易な腰痛予防

ツールを開発し、その有用性を検証する診断する

など治療プログラム、予防ツールについても、さ

らに研究を進める予定である。 

 

出版物等 
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ゲノム医学 
 

特任准教授 

江帾正悟（～平成 30 年 8 月）、細谷紀子（平成 30 年 11 月～） 

特任助教 

井上 聡 

 

 

 

沿革と組織の概要 

ゲノム医学講座は、機能スクリーニング法とゲ

ノム解析技術とを有機的に統合しヒト発がんメカ

ニズムを解明することを目指して 2009年 9月に

設立された。実際の開設にあたっては協力講座と

して本学分子病理学分野（宮園浩平教授）、寄附者

としてアステラス製薬株式会社およびイルミナ株

式会社のサポートをいただいた。なお 2012 年 8

月からはアステラス製薬株式会社単独のサポート

で運営される形に寄附者が変更となった。また

2013 年 4 月より特任教授の間野博行が本学細胞

情報学分野の教授に異動したことを受け、2013

年 9月より当講座は山下義博が特任准教授として

主導した。また協力講座に細胞情報学分野（間野

博行教授）が加わった。2014 年 9 月にエーザイ

株式会社のサポートにより第 2期ゲノム医学講座

がスタートし、山下義博が細胞情報学分野の准教

授に転出したことを受け、崔永林が特任准教授と

して着任した。さらに 2017年 3月の崔の退職を

受け、2017年 4月から 2018年 3月まで河津正人

が特任准教授を務めた。2018 年 4 月、江帾正悟

が当講座の特任准教授に就任し、同年 9月に本学

の環境安全研究センター准教授として転出するま

で当講座を主導した。2018 年 9 月、協力講座に

本学放射線分子医学部門（宮川清教授）が加わり、

2018年 11月に細谷紀子が当講座の特任准教授と

して着任し、現在に至る。 

ゲノム医学講座は国内外の多くの研究機関と共

同研究を展開しており、特に分子病理学分野と放

射線分子医学部門とは密接な連携をとっている。

また、本学医学部附属病院において本格的に始動

した東大オンコパネル（TOP）を用いたゲノム医

療を支援すべく、月に 2回行われている臨床病理

ゲノムカンファレンスの運営にも参画している。 

 

教育 

本学医学部医学科学生の病理学総論や放射線基

礎医学の講義や実習、医学科の「フリークオータ

ー」や教養学部「医学に接する」、医学部健康総合

科学科の生命科学実習、大学院医学共通科目（分

子生物学実験法）を分担して担当した。また、医

学部学生や大学院医学系研究科の学生の実験指導

を行っている。 

研究 

ゲノム医学講座は、ヒトがん細胞株及びがん臨

床検体を用いて、主に以下のアプローチにより発

がん原因を解明することを目指している。 

(1) レトロウィルスライブラリーによる機能スク

リーニング 

我々は「がん組織内のmRNAから cDNAを作

り、それらを発現させる組換え型レトロウィルス

ライブラリー」を構築するシステムを開発した。

本ライブラリーを用いれば 3T3 細胞のみならず

任意の増殖細胞にがん組織内 cDNAを導入・発現

可能であり、しかもライブラリーに組み込んだ全
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ての cDNA の発現は強力なプロモーターである

レトロウィルス LTR によってドライブされる。

我々のシステムは微量の臨床検体からでも cDNA

を増幅し多数のクローンからなるライブラリーを

構築でき、しかも得られたライブラリー内の

cDNAサイズが十分に長くかつ人為的配列変異が

ほとんど無いことを特徴とする、世界有数の機能

スクリーニング法である。 

我々は肺がんにおける新たな原因遺伝子を同定

する目的で、このライブラリーシステムを用いて

喫煙者に生じた肺腺がん切除検体から cDNA 発

現レトロウィルスライブリーを作成し、3T3繊維

芽細胞に感染させて複数の形質転換フォーカスを

得た。それらの一つから回収した cDNAを解析し

たところ、新たな融合型がん遺伝子 EML4-ALK

を発見することに成功した（Nature 448:561）。

本遺伝子は、肺がん細胞中で 2番染色体短腕内に

極めて短い逆位（～12 Mbp）が生じ、本来 2 番

染色体短腕上に互いに反対向きにマップされる微

小 管 会 合 タ ン パ ク EML4 （ Echinoderm 

microtubule associated protein like 4）遺伝子と

受容体型チロシンキナーゼ ALK（Anaplastic 

lymphoma kinase）遺伝子とが融合した結果生じ

たものであり、活性型チロシンキナーゼ

EML4-ALKを産生することになる。 

本年度は EML4-ALK陽性肺がん細胞のゲノム

コピー数異常を解析し、EML4-ALK 陽性肺がん

が他の肺がんに比べがん遺伝子･がん抑制遺伝子

のコピー数異常が有意に少ないことを明らかにし

た。 

(2) がんゲノムリシークエンス 

次世代シークエンサーを用いた網羅的配列解析

は、近年のがん研究の大きなトレンドとなってい

る。我々はイルミナ社の次世代シークエンサー

HiSeq2500およびHiSeq 2000システムを用いて

極めて高精度に塩基配列異常を検出する新しいリ

シークエンス技術の開発に成功した。 

ゲノム中のエクソン領域のみを純化した上でそ

のゲノム断片を配列解析することで、効率よく配

列異常を有するタンパクをスクリーニングするこ

とが出来る。ヒトゲノム内にエクソン領域が占め

る割合は約 1%程であり、タンパク配列異常を探

索するのであれば、このエクソンキャプチャー法

を用いることで効率よく次世代シークエンサー解

析が可能である。 

しかし発がん原因となる融合遺伝子は一般にイ

ントロン間結合で生じ、上記エクソンキャプチャ

ーを用いるとイントロン情報が失われるため融合

遺伝子が検出不可能である。そこで我々はゲノム

からエクソンを純化する代わりに、cDNAを基質

としてエクソンを純化する「cDNA-キャプチャー

法」を開発した。 

(3) がん遺伝子変異機能スクリーニング法の開発 

がんゲノムプロジェクトが進んだ結果、臨床的

意義不明の遺伝子変異（variants of unknown 

significance: VUS）が数多く同定されている。例

えば gefitinibなどの使用根拠となる EGFR遺伝

子変異としてL858Rやエキソン 19内欠失が知ら

れるが、公共のがんゲノム変異データベースには

1000種類以上のアミノ酸置換が登録されている。

これら変異の発がん・薬剤耐性への関与を一度に

解 析 可 能 な mixed-all-nominated-mutants- 

in-one 手法を開発し、EGFR の非同義変異 101

種類について薬剤感受性への関与を明らかにした。 

(4) がん遺伝子 c-Skiの腎細胞がんにおける役割 

TGF-βは腫瘍抑制因子としての働きと、腫瘍促

進因子としての働きの二面的な作用を有すること

が示されているが、腎細胞がんの進展における

TGF-βの作用はほとんど解明されていない。本研

究では、腎細胞がんの進展における TGF-βの機能

を検討した。Public database を用いた発現解析

をおこなったところ腎細胞がん細胞では、Smad

依存的な TGF-β シグナルを負に制御する転写共

役因子のひとつである c-Ski の発現が亢進してい

ることがわかった。この傾向は腎細胞がん腫瘍組

織を用いた免疫組織化学染色でも再現された。そ
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こで c-Ski を過剰発現したヒト腎細胞がん細胞を

作成し、マウス腎被膜下に移植を行ったところ、

c-Ski の過剰発現によって原発腫瘍の形成が亢進

することがわかった。同様に TGF-βシグナル伝達

を阻害する TGF-β II 型受容体優性阻害性変異体

（dnTβR-II）を導入した細胞を移植した場合でも

腫瘍形成が促進した。これらの結果から、腎細胞

がんの進展において、TGF-βは腫瘍抑制因子とし

て作用しているが、腎細胞がん細胞では c-Ski の

発現が亢進しており、これにより TGF-βシグナル

が阻害されることが腎細胞がんの進展には重要な

のではないかと推測された。さらに TGF-βによる

腫瘍形成抑制のメカニズムを検討したところ、

TGF-β 刺激により腎細胞がん細胞にアポトーシ

スが誘導され、細胞の増殖が抑制されることが観

察された。腎細胞がん細胞では c-Ski の発現が亢

進しているが、これによって TGF-βシグナル伝達

が減弱し、TGF-βによる細胞増殖抑制作用から逸

脱することが、腎細胞がんの進展に重要であると

考えられた（Taguchi et al, Cancer Sci 2019）。 

(5) DNA修復の制御メカニズムの解明 

がんにおいては、ゲノムの異常が蓄積しやすい

状態、すなわち「ゲノム不安定性」が見られる。

がんにおける DNA 修復の異常は、ゲノム不安定

性を引き起こす原因となるばかりでなく、がん治

療への応用という観点からも重要であるが、どの

ようなメカニズムでがんの DNA 修復異常が引き

起こされるかについては、まだ十分に明らかにな

っていない。我々は近年、生殖細胞で高発現し、

正常の体細胞には殆ど発現しないものの、がん細

胞で発現が上昇する「がん精巣抗原」と呼ばれる

タンパク質群の体細胞での機能に着目し、これら

のタンパク質ががんの DNA 修復能を多様に制御

していることを示してきた。例えば、がん精巣抗

原 SYCP3 は、がん細胞において相同組換え修復

分子 BRCA2の機能を抑制して DNA二本鎖切断

の修復を阻害する（Hosoya et al, EMBO Rep 

2012）。また、別のがん精巣抗原 SYCE2 は、細

胞核内のクロマチン関連タンパク HP1αと複合

体を形成して、HP1αを DNAの密集領域である

ヘテロクロマチンから引き離すことにより、がん

細胞の DNA 二本鎖切断の修復能力を増加させ、

放射線抵抗性を引き起こす（Hosoya et al, Life 

Science Alliance 2018）。これらの成果を踏まえ、

引き続き、他のがん精巣抗原ががんのゲノム安定

性の制御に果たす役割についての解析を進めると

ともに、細胞核内微小環境や細胞周期制御とDNA

修復の機能連携について解析を行っている。 
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沿革と組織の概要 

骨は身体の支柱を構成し身体運動を可能にする

運動器の一部として働く。一方でカルシウムやリ

ンなどのミネラル代謝と密接に関わる他、造血幹

細胞や免疫系前駆細胞を維持し必要に応じて生体

に動員する「一次リンパ組織」としての免疫機能

も果たす。さらに骨と免疫系は、サイトカインや

受容体、細胞内シグナル伝達因子といった多くの

制御因子を共有しており、不可分な関係を築いて

いる。こうした骨と免疫系の相互作用や共通制御

機構を扱う新規学際領域として「骨免疫学」は創

成され、特に関節リウマチの病態研究を中心に発

展してきた。近年、関節リウマチ治療において

TNF、IL-6 を対象にしたサイトカイン療法、

CTLA4 阻害といった T 細胞を標的とした生物学

的製剤の恩恵により、いまや関節破壊制御が可能

な時代となった。骨免疫学研究から生み出された

数々の知見はこうした医療開発にも還元され、臨

床的にも骨免疫学の重要性が増しつつある。骨粗

鬆症や変形性関節症、歯周病などの骨疾患や、自

己免疫疾患や感染症などの免疫疾患の病態機構を

理解する上で、骨と免疫の相互関係を包括して捉

えることが必要であるといえる。 

このように骨免疫学は、学問的な側面にとどま

らず疾患制御という観点でも重要視され、基礎研

究および製薬開発研究いずれにおいても国際的な

競争が激化してきている。こうした研究情勢の中、

骨免疫学研究の発展に注力する新たな講座として、

2016 年 5 月に株式会社ノエビア、中外製薬株式

会社、あゆみ製薬株式会社の支援を受けて、本寄

付講座が設立された。特任准教授として岡本一男

が、特任助教として寺島明日香が着任し、骨代謝

制御と免疫制御の両観点から、疾患克服に向けた

病態誘導機構の解明及び創薬標的の同定に取り組

み、新しい運動器疾患・免疫疾患制御の開発を目

指している。 

 

教育 

本講座は東京大学大学院医学系研究科 免疫学

と協力体制にあり、大学院生及び学部生（MD研

究者育成プログラム履修生）など若手研究者の育

成に務めている。また医学部 M1免疫学講義およ

び免疫学実習に参画し、本学の医学・生命科学教

育に貢献している。 

 

研究 

骨免疫学視点を関節リウマチのみならず、様々

な運動器疾患・免疫疾患に向け、病態形成の根幹

に関わる骨−免疫間相互作用を包括的に解明する

ことで、疾患克服に向けた研究基盤の構築を目指

している。骨免疫制御に関与する新規因子の同定

とその個体レベルでの意義を解明し、最終的には
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新規薬剤開発や革新的治療法の確立につなげ、グ

ローバルレベルでの人類の福祉や医療水準向上に

結びつける。 

 

主な研究成果 

破骨細胞分化と RANKLシグナル 

骨組織の恒常性は、骨の古い組織が分解されて

新しい組織に置き替えられること（骨リモデリン

グ）により維持され、それは骨芽細胞による骨形

成と破骨細胞による骨吸収とのバランスによって

制御されている。このバランスの破綻は、関節リ

ウマチ、閉経後骨粗鬆症、癌骨転移などの骨量減

少性疾患や大理石骨病などを引き起こす。破骨細

胞は単球/マクロファージ系前駆細胞由来の多核

巨細胞であり、骨基質に接着すると極性化し、酸

やタンパク質分解酵素を分泌することで、骨を吸

収する。その分化には、破骨細胞前駆細胞が骨芽

細胞や骨細胞、滑膜線維芽細胞などの間葉系の支

持細胞と接触し、RANKLと呼ばれるサイトカイ

ンからのシグナルを受け取ることが必要である。

RANKL 及びその受容体である RANK の遺伝子

欠損マウスは重篤な大理石骨病と歯の萌出不全を

呈する。またヒトの常染色体劣性大理石骨病にお

いても RANKLと RANKの機能喪失型変異が見

出されている。関節リウマチや骨粗鬆症などの骨

量減少疾患に対する有効な治療法開発に向け、

RANKLシグナルを中心とした破骨細胞分化誘導

機構の解明に取り組んでいる（Tsukasaki et al, J 

Bone Miner Res, 2016; Okamoto et al, Physiol 

Rev, 2017）。 

現在、完全ヒト型 RANKL 抗体デノスマブは、

骨粗鬆症や多発生骨髄腫およびがん骨転移による

骨病変、さらには国内では関節リウマチの骨びら

んの治療として承認を受けている。しかしながら、

抗体製剤処方に伴う高額の医療費は大きな問題で

あり、低分子医薬品の開発が緊喫とされている。

我々はこれまで、RANKLシグナルに対する低分

子阻害剤の有効性を、マウスの疾患モデルを用い

て検証してきた（Guerrini et al, Immunity, 

2015）。2018年度ではさらに、ヒト由来乳がん細

胞株ならびにマウス由来メラノーマ細胞株を用い

たがん骨転移マウスモデルにおいて、RANKL 低

分子阻害剤の経口投与により、転移進行と骨組織

の腫瘍進展が著明に抑制されることを実証した 

（Nakai et al, Bone Res, 2019）。 

 

関節リウマチなどの自己免疫疾患に関わるT細胞

の制御機構 

関節リウマチの病態は、樹状細胞による自己抗原

の提示、自己反応性Ｔ細胞の誘導、Th17 細胞の

分化の結果、滑膜の局所炎症と破骨細胞による骨

吸収が亢進し、骨破壊が生じると考えられる。我々

は以前、マウスの関節リウマチモデルの解析から、

Foxp3 陽性 T 細胞の一部が炎症環境下で Foxp3

の発現を消失して Th17細胞へ分化転換すること

を 見 出 し 、 分 化 転 換 後 の Th17 細 胞 

（exFoxp3Th17 細胞）が関節リウマチの滑膜炎

と骨破壊の増悪要因であることを報告した 

（Komatsu et al, Nat Med, 2014）。さらにマウス

の歯周病モデルを用いた解析から、歯周炎におけ

る歯槽骨破壊においても exFoxp3Th17 細胞が骨

破壊誘導性 T 細胞として働くことを見出した。

exFoxp3Th17 細胞は口腔細菌依存的に歯周炎組

織に集積し、歯根膜線維芽細胞や骨芽細胞に作用

してRANKLを誘導し破骨細胞活性化を促すと共

に、抗菌免疫の誘導と歯の脱落を介した口腔細菌

の感染防御にも携わることが判明した

（Tsukasaki et al, Nat Commun, 2018）。 

 近年関節リウマチなどの自己免疫疾患において

Jak阻害剤が注目を浴びているが、我々は最近タ

ンパク質アルギニンメチル化修飾を介した新たな

サイトカイン-Jak シグナル制御機構を見出した。

T 細胞特異的にタンパク質アルギニンメチル基転

移酵素 PRMT5を欠損させたマウスでは、胸腺の
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T細胞発生は正常であるものの、末梢の CD4 T細

胞、CD8 T細胞、制御性 T細胞が著しく減少した。

また興味深いことにナチュラルキラーT（NKT）

細胞がほぼ完全に欠失しており、胸腺における

NKT細胞の早期分化が強く障害されていた。IL-2、

IL-7、IL-15は T細胞や NKT細胞の維持に必須

のサイトカインであるが、いずれの受容体も共通

受容体サブユニットc 鎖を有しており、Jak3 の

活性化を介して細胞内シグナル伝達を誘導する。

PRMT5 欠損 T細胞と NKT細胞では、c 鎖また

は Jak3 の発現が著しく阻害されており、そのた

めc 鎖-Jak3シグナルが強く障害される。PRMT5

は、RNA スプライシングの制御因子 Sm タンパ

ク質をアルギニンメチル化修飾することで、c 鎖

と Jak3 mRNAの効率的なスプライングを促し、

T 細胞及び NKT 細胞の維持に関わることが判明

した（Inoue et al, Nat Immunol, 2018）。本成果

により pre-mRNA スプライシングを介した新た

なサイトカイン-Jak 制御機構を明らかにするこ

とができた。 

 

骨髄における骨芽細胞による免疫制御 

骨髄内の造血幹細胞の自己複製能や多分化能の

維持には、造血幹細胞ニッチと呼ばれる特別な微

小環境が必要とされる。造血幹細胞ニッチに関す

る研究分野は国際的に非常に競争が激しく、これ

まで CAR細胞（CXCL12を発現する特殊な細網

細胞）やレプチン受容体陽性血管周囲間質細胞、

Nestin 陽性間葉系幹細胞、神経系細胞といった細

胞群が造血幹細胞制御に関わると報告されてきた。

一方、約 10 年前に骨芽細胞の増減と造血幹細胞

の細胞数との相関性が示され、骨芽細胞による造

血幹細胞制御が報告されたものの、これまで統一

した結果は得られておらず、骨芽細胞性ニッチの

重要性については不明な点が多い。我々は骨芽細

胞を特異的に欠損させた遺伝子改変マウスを作成

し、骨髄造血における骨芽細胞の生理学的役割を

検討した。その結果、骨芽細胞特異的欠損マウス

では骨髄の造血幹細胞数に影響しないものの、末

梢のリンパ球および骨髄のリンパ球共通前駆細胞

の数が減少することが判明した。骨芽細胞は IL-7

を産生することで、骨髄中の共通リンパ球前駆細

胞の維持に寄与することを見出した。敗血症など

の急性炎症時におこるリンパ球減少症が、こうし

た骨芽細胞によるリンパ球前駆細胞制御の破綻に

起因することも判明し、骨による免疫制御という

新たな骨—免疫間相互作用の一端を明らかにす

ることができた（Terashima et al, Immunity, 

2016）。 
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沿革と組織の概要 

コンチネンス医学講座は、泌尿器外科学分野を

協力講座として、平成 22年 7月 1日に新設され

た寄付講座である。平成 25年 7月および平成 28

年 7月に講座継続設置が承認され、現在に至って

いる。 

「コンチネンス」というのは、英語の失禁

（ incontinence ） の 反 対 語 で あ る 禁 制

（continence）を片仮名で標記したものである。

この「コンチネンス」のもつ本来の意味は，我慢

できる・自制心のある、といったものであるが、

こと排泄に限ると、失禁しない状態を意味する。

しかし、広い意味では、「身体的・社会的に排泄

障害のない状態」を指す。従って、「コンチネン

ス医学」は「排泄障害の予防・治療・管理に関す

る医学」を意味することになる。 

本講座は、この「コンチネンス医学」に特化し

た世界でも例をみない研究講座で、排泄障害を基

礎医学的・臨床的・社会的側面から総合的に捉え、

その病態の解明、新規治療の開発、ケア方法の改

善、患者の QOL の向上などを通して、コンチネ

ンス医学の発展に寄与することを目指している。 

尿失禁、頻尿、排尿困難、大便失禁、便秘とい

った排泄の問題は、生命に直接関わることはまれ

であるが、本人はもとより周囲の家族や介護者に

とっても、日常生活上大きな支障となり、生活の

質（QOL）を著しく低下させる要因となっている。

また、排泄をしている姿・音･臭いを他者に知ら

れることは恥ずかしい思いがあり、「いくつにな

ってもシモの世話だけは受けたくない。」といっ

たように、排泄の問題は、根源的に人間の尊厳に

関わるものでもある。排泄障害はこれまで，排尿

障害は泌尿器科医が担当し，排便障害は大腸肛門

専門医が担当するといったように、診療科単位で

個別に扱われてきたが、本来，排泄の問題は、こ

れらの専門医に加えて、リハビリテーション医、

皮膚・排泄ケア（WOC）認定看護師、作業療法士、

理学療法士、保健師、介護士、社会福祉行政の専

門家などの多職種が関わって、全人的に、かつ、

統合的に取り組むべき対象である。現在の講座の

研究テーマは、主に下部尿路機能やその障害に関

する基礎研究が多いが、今後は、このような視点

から、関連する多くの職種の専門家が連携して統

合的な排泄ケア・システムを構築することも目指

したい。 

 

診療 

井川は、泌尿器科・男性科において、難治性排

尿障害、小児泌尿器科疾患を主体とした専門外来

を担当している。 

さらに、難治性排泄障害に対する先進医療の提

供と排泄障害に対する集学的診療・ケアの実践を
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目指して、附属病院内に、多職種の連携による横

断的な診療システムの構築に着手している。 

 

教育 

医学部学生の「泌尿器科学」の系統講義および

クリニカル・クラークシップを分担担当してい

る。 

 

研究 

当講座では、下部尿路機能の制御機構と様々な

下部尿路機能障害の病態生理を解明する研究を行

っている。 

特に、膀胱知覚伝達機構の解明、過活動膀胱の

発症機序の同定、間質性膀胱炎の病態解析、加齢

やメタボリック症候群における下部尿路機能障害

の病態解析、下部尿路機能障害の新規薬物療法の

開発などを主な研究テーマとしている。 
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コンピュータ画像診断学／予防医学 
 

特任教授 

林直人 

特任准教授 

宇野漢成、吉川健啓 

特任助教 
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野村行弘、竹永智美、村田仁樹 

 

ホームページ http://www.h.u-tokyo.ac.jp/research/center22/contribute/computer.html 

 

 

沿革と組織の概要 

コンピュータ画像診断学／予防医学講座は、

2005 年 5 月に開講した。放射線医学講座を親講

座とする寄付講座である。当講座は特任准教授 3

名と寄付講座教員 5 名、特任研究員 2 名で構成さ

れているが、その他に検診部門では検診業務に従

事する医師、看護師、放射線技師、臨床検査技師、

事務職員など約 50 名の職員が存在する。 

当講座の研究目的は、下記の通りである。 

1) データベース構築：長期にわたる経過観察が可

能な受診者を対象として、高度な検査内容から

なる健康診断を定期的に施行し、詳細かつ信頼

性の高いデータベースを構築する。特に先進的

な画像診断機器である FDG-PET、多列 CT 及

び 3T-MRI を用いて、全身の微細な初期病変

の検出を可能とする体積データを収集する。 

2) 大量画像データ処理方法の研究：検査日・種類

の異なる画像を１つの多次元データとして取

り扱うための基本的な画像処理機能を開発す

る。さらに大量の多次元データの中から微細な

異常所見を自動的に検出するアルゴリズムの

研究を行う。 

3) コホート研究：データベースを経時的に解析  

し、上記手法により自動的に検出される様々な

異常所見の疾病予測における臨床的有用性に

ついて検証する。 

 

診 療 

当講座はコンピュータ画像診断学／予防医学

検診部門の診療を担当している。この検診部門で

は株式会社ハイメディックから委託された検診を

行っており、東大病院としては検診受診者の募集

を行っていない。検診場所は中央診療棟 2 の 9 階

であり、一般的な検診項目に加えて、PET（陽電

子断層撮影）や超高磁場の MRI（磁気共鳴画像）、

多列 CT、超音波検査やマンモグラフィーを導入

している。 

 

教 育 

現在、コンピュータ画像診断学／予防医学講座

としては学生の受け入れを行っていないが、放射

線医学講座の大学院生や研修医などの学生教育に

協力している。研究テーマとして CAD をはじめ

とする画像処理の研究、あるいは、検診データを
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用いた疫学的研究を行う場合には積極的な支援を

行っている。 

 

研 究 

1) 検診データベースの構築： 

独自の検診システムを開発し、日常の検診業務

の運営や検診データの入力に活用している。この

検診システムは現在も改良を重ねている。検診で

撮像された画像は病院のPACSに保存されている。

研究目的に限って使用される医用画像は検診部門

内に設置された独自の PACS に保存されている。 

2) 画像処理ソフトウェア開発： 

われわれは統合的ソフトウェア開発環境を構

築した。このシステムは臨床サイドと研究サイド

に分かれており、後者ではデータが匿名化されて

いる。臨床サイドのシステムではソフトウェア開

発のための症例登録と、開発されたソフトウェア

の臨床応用が行われる。研究サイドではソフトウ

ェアを開発するための典型症例の取出しと、集積

された症例によるソフトウェアのテスト環境が整

備されている。 

3) ソフトウェアの臨床評価と応用、疫学的研究： 

検診データベースに基づいた研究が他の様々

な専門領域の研究者と共同で行われている。検診

データのうち画像に関しては、開発されたソフト

ウェアを利用して解析されている。 

 

出版物等 
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based computer-assisted detection of 

cerebral aneurysms in MR angiography. J 

Magn Reson Imaging 2018 Apr;47(4):948-

953. 

(2) Naganawa S, Maeda E, Hagiwara A, 

Amemiya S, Gonoi W, Hanaoka S, 

Yoshikawa T, et al. Vaginal delivery-related 

changes in the pelvic organ position and 

vaginal cross-sectional area in the general 

population. Clin Imaging 2018;50:86-90. 

(3) Oshina M, Horii C, Hirai S, Matsubayashi 

Y, Taniguchi Y, Hayashi N, et al. 

Comparison of Freehand Sagittal 

Trajectories for Inserting Pedicle Screws 

Between C7 and T5. Clin Spine Surg 2018 

Aug;31(7):E357-E362. 

(4) Anno M, Oshima Y, Taniguchi Y, 

Matsubayashi Y, Kato S, Soma K, Oka H, 

Hayashi N, et al. Prevalence and Natural 

Course of Transverse Ligament of the Atlas 

Calcification in Asymptomatic Healthy 

Individuals. Spine (Phila Pa 1976) 2018 
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在宅医療学 
 

特任准教授 

山中 崇 

特任助教 

木棚 究 

特任研究員 

片山成仁、黒川達也、加瀬義高、水木麻衣子 
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ホームページ http://chcm.umin.jp/ 

 

 

沿革と組織の概要 

2013 年度～2017 年度、医学部在宅医療学拠点

が文部科学省未来医療研究人材養成拠点形成事業

に取り組んできた教育、研究成果を引き継ぎ、さ

らに発展的に取り組むため、2018 年 4 月在宅医

療学講座が設立された。本講座は野口和輝氏、株

式会社 JSH、日本在宅医療株式会社、東和薬品株

式会社、沢井製薬株式会社、株式会社アクティオ

の寄付により東京大学医学部附属病院 22 世紀医

療センターに設立された寄付講座で、老年病科を

協力講座としている。 

今日、高齢化が進行し在宅医療の必要性がます

ます高くなっている。在宅医療に関する医師の卒

前・卒後教育を行いながら、在宅医療の学問体系

化を目指し、在宅医療に関する研究を推進してい

る。 

 

教育 

卒前教育では M3～M4 に対する地域医療学実

習（クリニカルクラークシップⅡ期、必修）を担

当し、学生の希望や居住地等を考慮しながら、地

域の医療機関と連携して実習プログラムを作成し

ている。学生は初日にオリエンテーションを受け

たのち、2 週間地域の診療所、訪問看護ステーシ

ョン、居宅介護支援事業所で在宅医療に関する実

習を行う。2018 年度、実習を行った学生からの評

価による東京大学医学部学生臨床実習ベスト診療

科賞 クリニカル・クラークシップⅡ期 3 位を受

賞した。 

卒後教育では臨床研修医 2 年目に実施する地域

医療研修において在宅医療の研修を希望する研修

医に対し、地域の診療所と連携して実習プログラ

ムを作成している。 

 

研究 

主な研究テーマは以下の通りである。 

1) 在宅医療に関する教育プログラムの開発およ

び教育効果の検証 

2) 在宅医療の症例登録研究 

3) 在宅医療を受ける患者・介護者の QOL、予後

に関する追跡調査 

4) 在宅医療における薬剤治療に関する研究 

5) 在宅医療における医療・ケア技術に関する研

究 
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6) 精神科在宅医療に関する研究 

 

出版物等 

 

英文論文 

1. Yamanaka T, Hirota Y, Noguchi-Watanabe 

M, Tamai A, Eto M, Iijima K, Akishita M. 

Changes in attitude of medical students 

toward home care during a required 2-week 

home care clinical clerkship program. 

Geriatr Gerontol Int. 2018;18(4):655-656. 

 

和文論文・総説・書籍 

1. 玉井杏奈、大西弘高、野口麻衣子、土屋瑠見

子、弘田義人、山中 崇、飯島勝矢：地域医

療学実習における多職種模擬カンファレンス

カリキュラムの開発とその改変プロセス、医

療職の能力開発 2018;6(1):31-42. 

2. 山中 崇、小谷和彦：在宅臨床検査と深部静

脈血栓症、臨床検査 2018;62(11):1535-1539. 

3. 山中 崇：（在宅医療と腎泌尿器疾患）高齢者

の診かた 非がん患者の緩和ケアと看取り、

腎臓内科・泌尿器科 2018;8(1):44-48. 

4. 山中 崇：（高齢者医療ハンドブック-高齢者

医療におけるダイバーシティへの対応）（第

XI章）高齢者の在宅医療とエンドオブライフ

ケア 在宅医療の有用性のエビデンス、内科 

2018;121(4):1031-1034. 

5. 山中 崇：（老年医学（上）－基礎・臨床研究

の最新動向－） 高齢者の在宅医療 在宅医

療の発展に向けた研究と教育、日本臨床 

2018;76（増刊 5）老年医学（上）:486-491. 

 

国外の学会等での発表・招待講演 

1. Yamanaka T, Hirota Y, Furuta T, Iijima K, 

Akishita M: Trajectories of Quality of Life 

and Well-being in Elderly Home Care 

Patients. American Geriatrics Society 2018 

Annual Scientific Meeting. J Am Geriatr 

Soc 2018:66(Suppl2);S54. 2018. Orlando, 

FL, USA. 

2. Osawa I, Yoneda A, Ishii S, Yamaguchi K, 

Yamaguchi Y, Tsuji K, Yamanaka T, 

Akishita M: Medication prescription in 

home visits by physicians. American 

Geriatrics Society 2018 Annual Scientific 

Meeting. J Am Geriatr Soc 2018:66

(Suppl2);S276. 2018. Orlando, FL, USA. 

3. Yamanaka T: International symposium of 

home-based care: Delivery and payment 

models (Panelist). 第一期在宅医療国際研修. 

2018. 山東大学、済南、中国. 

4. Yamanaka T: Home care medicine 

education. 第一期在宅医療国際研修. 2018. 

山東大学、済南、中国. 

5. Yamanaka T: Home-based medical care in 

Japan. 第一期在宅医療国際研修. 2018. 山東

大学、済南、中国. 
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沿革と組織の概要 

本寄付講座の目的は「重症心不全研究対策の推

進」であり、「重症心不全の集学的診断・治療戦略

の研究」および「重症心不全に対応した先端的医

療システムの構築」を研究目標としている。重症

心不全治療を支える以下の柱を中心に、集学的診

断・治療戦略の研究を行い、重症心不全に対応し

た先端的医療システムを構築することを計画して

いる。 

中でも、特に本邦において早急にとりくむ必要

性の高い研究項目は、①補助人工心臓（VAD）

Destination Therapyプログラムの確立と臨床的

有効性の検討、②小児（新生児・乳児）心臓移植

プログラムの確立・普及、③重症心不全薬物治療

体系の確立：特に補助人工心臓治療症例に対する

LVAD 離脱を含めた薬物治療体系（β-blocker, 

ACEI, spironolactone, digitalis, amiodalon 

hANP, PDEⅢ阻害薬, PDEⅤ阻害薬 etc）の確立

と臨床的有効性の検討であると考えている。また、

リアルタイム三次元超音波診断装置は重症心不全

の診断および治療効果の評価に必要な高度な心機

能情報を提供することにより、早期の臨床導入を

推進している。 

本寄付講座における先端的医療システムの構築

により、入退院を繰り返す高齢者を含めた重症心

不全患者の在宅治療・社会復帰が促進される効果

が期待される。また、海外渡航移植に依存してき

た小児（新生児・乳児）心臓移植においても、よ

うやく本邦でも症例が増加しており、今後の発展

が期待される。 

また、「重症心不全」の構成要素として、左心不

全のみならず右心不全も重要であり、近年特に注

目を集めている。LVAD装着後の右心不全は解決

するべき大きな課題であると考えている。また、

右心不全の原因として肺高血圧症も重要な問題で

ある。東大病院は 2014 年より肺移植の実施施設

にもなったため、特に重症の肺高血圧の患者が多

く紹介されるようになった。本講座では、そのよ
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うな重症肺高血圧患者に対する至適医療を構築す

ることも目的としている。 

 

診療 

1. 心臓移植治療 

心臓移植後の症例は、原則的には月一回の外来

診療を受けている。臨床的な拒絶反応の有無にか

かわらず、移植後半年以内は毎週～月一回の心筋

生検、1 年以後は年一回の心筋生検のため入院治

療を受け、臨床的或いは心筋生検所見で拒絶反応

が見られた場合は、入院治療を行っている。平成

22年 7月に臓器移植法が改正され、以降国内移植

は急増している。 

 

2. 補助人工心臓治療 

①東大病院における補助人工心臓治療 

東京大学医学部附属病院では最大限の内科治療

に抵抗性を示す重症心不全に対して積極的に補助

人工心臓治療を行っている。従来の対外設置型だ

けでなく、植込型の補助人工心臓治療を推進して

いる。現在、EVAHEART、HeartMate II、Jarvik 

2000、HVAD、HeartMate3の 5機種が使用可能

であり、患者の体格・臨床症状・全身状態を鑑み

てデバイスを適時使い分けている。また、デバイ

ス選択方法や最適な患者選択、最適な治療時期を

検討しながら決定している。さらに、自己心機能

が改善する事によるデバイスの離脱も積極的に行

っており、これを推進する治療戦略を検討してい

る。 

②協力病院における補助人工心臓治療 

東大病院における移植の発展のためには、心臓

移植待機症例の長期補助人工心臓治療は極めて重

要である。現時点では移植症例のほぼ全例が補助

人工心臓ブリッジ（BTT）症例であり、ブリッジ

期間は平均 1400日以上におよぶ。平成 23年 3月

までは保険償還可能な補助人工心臓は体外設置型

のみであり、移植まで入院治療を要した。しかし、

平成 23 年 4 月以後、植込型補助人工心臓による

BTT を積極的に行い在宅治療に移行することで、

体外設置型補助人工心臓による長期入院は激減し、

移植待機患者の多くは自宅待機、さらには復職が

できるようになった。 

 

3. 肺高血圧治療 

肺動脈性肺高血圧症(PAH)は極めて予後不良の

疾患であったが、この 10 年の間に次々と新しい

治療薬が登場し、その治療成績は飛躍的に改善し

た。現在では内服、吸入、皮下注、静注といった

様々な投与経路で 10 を超える薬剤が使用可能と

なったが、それらの薬剤をどのタイミングで、ど

のように組み合わせるのが良いのかは未だに明ら

かではない。東大病院も他施設共同のレジストリ

ーに参加するなどして PAH における至適医療構

築のための取組みを行っている。また、先にも述

べた通り現在東大病院は肺移植の実施施設にもな

っている。移植実施施設として、重症肺高血圧患

者の受け入れも広くおこなっている。 

 

教育 

学部教育としては心臓外科と協力してM4臨床

統合講義学を行っている。内容は、重症心不全に

対する心臓移植・補助人工心臓治療を中心とした

非薬物治療を担当している。 

M3で行われる BSLでは、学生 1人が 2名の患

者を担当し、補助人工心臓診療チームと行動を共

にする。見学ではなく、積極的な参加型の実習を

目指し、術前診断・管理、手術、術後管理を一貫

した流れの中で学べるように配慮している。また

2週間のBSLの間には2単位のクルズスを担当し、

心臓移植・補助人工心臓治療・心臓再生医療に関

する基礎知識を学習する。M3 の最後に行われる

クリニカルクラークシップでは参加型実習を徹底

して、補助人工心臓チームの一員として診療に参

加して、日常的な補助人工心臓症例の創部管理や
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心不全薬物治療・心臓リハビリテーション実習を

含んだ実際的な内容としている。 

 

研究 

基礎研究の分野では近年ゲノム科学の発展が著

しいが、我々はこれを重症心不全の臨床に応用す

べく、癌ゲノム解析で世界をリードする東京大学

先端科学技術研究センターの油谷浩幸教授と共同

で 2010 年から、世界的にも最先端の重症心不全

ゲノム科学研究を行っている。特に、下記のテー

マについて重点的に取り組んでおり、既に多くの

学会・論文発表を行っている。 

1） 全国心筋症患者の網羅的なゲノム解析 

2） マウス心不全モデルとゲノム科学を統合した

革新的な解析技術の開発 

3）重症心不全患者のゲノム科学による個別の病

態解明 
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沿革と組織の概要 

生物統計学（Biostatistics）は、医療・健康科

学分野を対象とした応用統計学であり、臨床研究

や疫学研究における研究デザインと統計解析の方

法論を研究する学問である。わが国では、欧米に

比べて臨床研究の実施体制の整備が遅れているが、

その原因のひとつが生物統計学を専門とする統計

家（生物統計家、Biostatistician）の不足である

と言われている。 

このような背景の下、2016 年 7 月、国立研究

開発法人日本医療研究開発機構（Japan Agency 

for Medical Research and Development, 

AMED）は、「生物統計家育成支援事業」の公募

を開始した。本事業は、医療機関等で臨床研究の

デザインと解析の実務に従事する生物統計家の育

成を目的としており、東京大学大学院と京都大学

大学院が選定された。 

東京大学では、2018年 4月に大学院情報学環・

学際情報学府に生物統計情報学コース（修士課程）

を設置されることとなり、2017 年 3 月に医学系

研究科に設置された生物統計情報学講座が、同研

究科公共健康医学専攻生物統計学分野と協同して

その運営にあたる。また、学生は修士課程在学中

に、医療機関で統計関連業務の OJT（On-the-Job 

Training）を受けることになっており、東京大学

医学部附属病院および国立がん研究センターの生

物統計家が担当する。なお、本コースの修士課程

修了者には「修士（学際情報学）」の学位が授与さ

れる。 

このように、生物統計情学講座は、情報学環・

学際情報学府の生物統計情報学コースの学生に対

して、生物統計学の知識だけではなく、臨床研究

を実施するための幅広い実務能力（研究デザイン

立案、計画書作成、統計解析、プログラミング、

報告書作成等）を習得するための専門教育を実施

する。当コースの座学・実習・研究をとおして、

医療関係者と協同して質の高い研究を推進できる、

高いコミュニケーション能力と倫理観を有する生

物統計家を育成する。 

 

教 育 

1) 生物統計情報学コースにおける教育 

生物統計情報学コースにおける座学では、以下

の授業科目をとおして、生物統計家に必要な幅広
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い知識・スキルを教育する。そのカリキュラムは，

学際情報学府の必修科目と併せて 28科目 42単位

で構成される。なお、42 単位の約 90%以上に相

当する 38 単位以上を履修した学生に対しては、

修了時に、学位記と併せて生物統計家育成支援事

業教育プログラム修了証明書を発行する。 

 

【生物統計学関連科目】 

線型推測論、カテゴリカルデータ解析、生存時

間解析、経時データ解析、ベイズ統計学、多重比

較法、多変量解析、因果推論、欠測データ解析、

確率過程と時系列解析、ファーマコメトリクス、

統計プログラミング、遺伝子とゲノム解析 

 

【臨床研究・疫学関連科目】 

臨床試験方法論、疫学研究のデザインと解析、

研究倫理とガイドライン、医学研究データマネジ

メントと CDISC 標準、臨床医学概論、医薬品評

価科学、メディカルライティング、医療技術評価

学演習 

 

また、東京大学医学部附属病院と国立がん研究

センターで実施する OJT は、修士課程 2 年間を

とおして実施される。各機関の生物統計家が開発

した OJT プログラムは、座学では学ぶことので

きない、臨床研究に係る実務能力を養うことがで

きる。具体的には、修士課程 1年目は、東京大学

医学部附属病院において、臨床研究のデザインと

解析について議論する会議への参加や、医師等を

対象とした統計コンサルティング業務のサポート

等をとおして、実務家としての基本業務に関する

トレーニングを受ける。修士課程 2年目は、国立

がん研究センターにおいて、臨床研究のデザイン

や解析計画を立案し、さらに実際の臨床研究デー

タを解析するなど、より実践的なトレーニングを

受ける。 

このような教育プログラムを受けた本コースの

修了生は、生物統計業務を担う実務家として、臨

床研究実施機関・研究センター等での活躍が期待

される。 

 

2) 医療関係者や生物統計家を対象としたセミナ

ー及びシンポジウムの開催 

生物統計家育成支援事業では、臨床研究に従事

する医師、看護師、臨床研究コーディネータ、モ

ニター、データマネジャや生物統計家を対象とし

たセミナーおよびシンポジウムを実施していく。

臨床研究に従事する医療関係者には、臨床研究の

実施に必要な生物統計学の基礎を整理した教育セ

ミナーを、東京大学医学部附属病院臨床研究支援

センターと協同して定期的に実施していく予定で

ある。また、アカデミアや製薬企業等の生物統計

家には、生物統計学の最新の知見等を提供するシ

ンポジウムを開催する。 

 

研 究 

主として、以下のような研究に取り組んでいる。 

1) 臨床試験のデザインと統計的方法論の研究開

発 

様々な統計的または実務的条件下で、臨床試験

をより効率的に実施するためのデザインについて

研究を行っている。その研究領域は非常に幅広く、

例えば、がん領域の早期探索ベイズ流デザイン、

バイオマーカーを利用した臨床試験デザイン、ア

ダプティブデザイン、臨床試験におけるベイズ統

計学の利用に関する研究、多重比較法について重

点的に研究を行っている。 

 

2) 疫学的方法論の研究開発 

疫学は、健康・疾病に関する事象を集団の中で

計量的に捉え、これらの原因や影響因子を評価し、

最終的には予防手段につなげる実践の学問である。

疫学は、古くは感染症の疫学から始まり、現在で

はがん・循環器疾患などの生活習慣病の疫学につ
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いて重点的に研究が行われている。また、我が国

における各種医療データベースシステムの基盤整

備も急速に進みつつあり、データベースを利用し

た様々な疫学研究、薬剤疫学研究、臨床における

判断の根拠を与える臨床疫学研究も重要になって

きている。 

 

3) 薬剤疫学 

薬剤疫学は、人の集団における薬物の使用とそ

の効果や影響を研究する学問である。近年の病院

情報システムや電子カルテから得られるデータを

用いて、有効性、リスク、コストに関する研究に

取り組んでいる。 

 

4) 臨床疫学 

臨床疫学は、臨床の問題を扱うという点で極め

て臨床的であると同時に、疫学の手法を用いると

いう点で極めて公衆衛生的な学問である。医学の

国際的潮流である EBM（ Evidence-based 

medicine, 根拠に基づく医療）を実践する基盤と

なる学問領域として、その重要性は増大している。 

 

5) 医療情報学 

医療情報学とは、診療・医学研究・医学教育・

医療行政など医学のすべての分野で扱われるデー

タ・情報・知識をその医学領域の目的に最も効果

的に利用する方法を研究する科学である。近年、

バイオインフォマティクスなどゲノム領域の進展

や、さらにバーチャルリアリティや人工知能（AI）

など新たな技術の導入もなされるようになってお

り、医療情報学の取り扱う領域は大きな広がりを

みせている。 

 

6) 計算代数統計学 

計算代数統計学は、統計的問題の背後にある代

数的・組合せ論的構造を積極的に活用することで、

問題に対する解決手法を与え、その数理的理解を

深める学問領域であり、特に、マルコフ基底の理

論とその正確検定への応用やホロノミック勾配法

について研究を行っている。 
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沿革と組織の概要 

本講座は、2018 年 4 月 1 日に、日本メドトロ

ニック株式会社、アボットジャパン株式会社、ボ

ストン・サイエンティフィックジャパン株式会社、

フクダ電子東京中央販売株式会社の 4者の寄付の

元に設立された寄付講座である。 

本講座は循環器内科と連携し、最先端医療を展

開するとともに、現在未解決の心不全・心血管疾

患の発症機序、病態の解析を培養細胞・実験動物

及び患者検体を用いて解明する。新しい疾患発症

機序・病態形成機序を明らかにすることで、心血

管疾患の根本的な病態を解明し、発症予防法、新

規診断法及び新規治療法を開発することを目的と

している。 

日本において心血管死は高齢者においては最大

の死亡原因であり、健康寿命を短縮している最大

の原因となっている。さまざまな新規薬物・新規

デバイス・新規治療法の出現にもかかわらず、こ

の２０年間、心血管死を減少させることに成功し

ていない。我々は、心臓疾患を考える上で心筋細

胞のみを研究するのではなく、非心筋細胞に着目

して検討を行うことが重要であるということを見

出している（Nature 2007, Circulation Research 

2005, Nature Medicine 2017）。また、脳と心臓

の連携が心臓恒常性を維持し、また、その破綻が

心疾患病の発症、心血管死の惹起につながるとい

う仮説を立てその全貌の一部を解明した（Nature 

Medicine 2017）。脳が心臓を調節するという考え

方は常識的に理解可能であり、古くから検討され

ているが、現在の分子生物学的手法を用いた解析

はほとんど行われていない。我々は、主に動物実

験を通じて、脳が心臓を、心臓が脳をコントロー

ルし、お互いを変化させることを見出している。

このような脳・心臓連関への分子生物学的なアプ

ローチにより、新しい心臓の制御機構の理解と新

規治療標的を創出する。また、治療への展開とし

て、非心筋細胞への薬物介入によるアプローチ、

脳の画像診断、脳への刺激療法などの臨床的な新

しいアプローチへの展開の基盤となる研究を進め

ている。 

 

診療 

本講座では、前述の研究目的の達成のために、

循環器領域における最先端の機器・デバイスを用

いた治療を東京大学医学部附属病院にて実践する。 

 

教育 

上記研究結果を学内および学会で発表し、本分

野の重要性を周知し、論文発表によっても広く発

表している。また、社会に対してはアウトリーチ

活動を積極的に行っている。 
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研究 

心臓・血管は全身の臓器と連携しながら恒常性

を維持し、この連携の破綻が心不全、突然死の発

症を惹起すると思われる。実際に心血管死の予後

を改善した治療法は心臓再同期療法・植込み型除

細動器を除いては、心臓単独に作用する薬剤では

なく、全身に作用する薬剤である。このような観

点から我々は、心血管死の予後を改善するための

研究として、多臓器間の連携不良が心疾患に発症

に関与すると考え研究を進める。さらに、心臓を

構成する細胞は約半数は心筋細胞であるが、残り

半分は非心筋細胞であり、本研究では非心筋細胞

に焦点を当て、非心筋細胞が心筋細胞とどのよう

に細胞間相互作用を行い、心臓の恒常性維持を行

っているかを明らかとして、その破綻である心臓

病の発生機序を明らかにすることによって、新し

い心臓病の治療標的を見つけることを目的とする。 

さらに、臓器間連携の検討として、心臓と脳の

関連について詳細に検討し、心不全、不整脈の診

断・治療として、脳神経の画像診断、脳・神経へ

の介入法の可能性を検討している。 
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沿革と組織の概要 

先進代謝病態学講座は、糖尿病や関連する代謝

疾患の根本的な病態を解明し、有効な発症予防法

を開発することを目的として、平成 29 年に設置

されました。 

我が国で糖尿病が強く疑われる人や可能性を否

定できない「予備群」は合わせて、男性 28.5%、

女性の 21.4%と推計されており、社会的にもこれ

らの病態の根本的な解明は、急務と考えられます。

糖尿病は、膵臓から分泌されるインスリンの分泌

量やその作用が不足するために、高血糖をきたす

状態であり、ミトコンドリア糖尿病や脂肪萎縮性

糖尿病などの希少疾患から common diseaseとし

ての糖尿病まで包含されます。また、その発症に

は、遺伝的素因に加えて、過食、運動不足などの

生活習慣の乱れや、加齢の影響により生じます。

本講座では、糖尿病や関連する代謝疾患の根本的

な病態を解明し、有効な発症予防法を開発するた

めに、common diseaseとしての糖尿病に加えて、

希少疾患由来のヒト組織も幅広く研究の対象とし

て、ゲノム、エピゲノム、メタボローム、メタゲ

ノムなどのオミクス解析 iPS細胞などの最新の技

術を駆使しています。そして、明らかにされた成

因や病態に基づき、診断・予防・治療法開発を行

うことを目指しています。 

本講座における研究の推進によって、糖尿病や

関連代謝疾患の発症のメカニズムが明らかにされ

ることが期待されます。また、希少疾患や iPS細

胞などを用いた病態の解明は、common disease

としての糖尿病の病態の解明に還元されることが

期待されます。解明された成因や病態メカニズム

に基づいた画期的な診断法、予防法、および治療

法を開発することにより、糖尿病の効果的な予防

や治療の向上に貢献することを目指して、研究を

推進しています。 

 

教育 

協力講座である糖尿病・代謝内科、腎臓・内分

泌内科と密に連携し、大学院生を中心として、学

術的感覚と社会感覚を備えた国際的な若手人材育

成を行っています。学位論文指導、学会発表指導

を通じて、大学院生の研究者としての科学的能力

の向上につとめています。 

また、臨床研究者育成プログラムにも積極的に

参画しています。臨床研究者育成プログラムは、

医学部学生および臨床研修医を対象に医学におけ

る臨床研究の重要性を知ってもらい、臨床研究者

としての考え方の基礎を身につけることを主眼と

するプログラムです。臨床研究個別プロジェクト

コースMetabolism Research Courseに所属して

おり、肥満 2型糖尿病発症・増悪に関わる鍵分子

の探索を研究テーマとして、設定・提案していま

す。メタボリックシンドローム、2 型糖尿病、肥

満症や認知症、フレイル等の生活習慣病や加齢関
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連疾患は、遺伝素因と環境因子の相互作用によっ

て発症・増悪することが知られていますが、未だ

根本的な予防・治療法の確立に至っていません。

ゲノム・エピゲノム・トランスクリプトーム・メ

タボローム等や臨床情報を統合的に解析して、鍵

分子を探索することをプログラムの目的としてい

ます。 

Metabolism Research Courseにおいては、学

部学生、研修医を幅広く、積極的に受け入れてい

ます。設定した研究テーマにとどまらず、興味あ

る研究が意欲的に推進できるよう、全面的にサポ

ートしています。研究の成果は、国内外の学会で

の発表への挑戦の機会もあり、最終的に論文発表

を行える基盤・環境を整えています。 

 

研究 

糖尿病は、遺伝的素因に加えて、過食、運動不

足などの環境因子や、加齢の影響により生じます。

また、糖尿病は、遺伝的な希少疾患から common 

disease としての糖尿病を含む幅広い疾患単位で

すが、その病態は十分に解明されていません。 

本講座では、糖尿病の発症に重要な役割を果た

す、膵内分泌細胞、肝臓、脂肪組織、骨格筋、神

経系、免疫系、腸管などの臓器に注目し、ゲノム、

エピゲノム、メタボローム、メタゲノムなどのオ

ミクス解析や iPS細胞などの最新の技術、細胞や

実験動物における遺伝子工学を駆使することによ

り、各臓器の生理的な機能制御とその破たんとし

ての病態の解析を行っています。 

また、慢性疾患として加齢に伴う病態の進展や

合併症の発症、ミトコンドリア糖尿病や脂肪萎縮

性糖尿病など希少疾患も研究の対象としています。

明らかにされた成因や病態に基づいた、画期的な

診断法、予防法、および治療法の開発を行うこと

を目指して、研究を推進しています。 
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沿革と組織の概要 

先端臨床医学開発講座は、2004年 10月に、心

血管疾患の新しい治療法の開発とそれを臨床応用

に発展させることを目的にアンジェスＭＧ株式会

社の寄附講座として医学部附属病院 22 世紀医療

センター内に開設されました。 

高度先進医療を安全かつ確実に医療現場に還元

するためには、従来の診療科や研究範囲を超えた

大きな枠組みのなかで研究成果を共有することが

必要になっています。本講座では、近未来の先進

医療に応用しうる、ユニークな病態解析、複合疾

患モデル開発、新規治療法を有機的に結びつけ、

これらの研究成果を臨床応用すべくトランスレー

ショナル・リサーチのさらなる充実に力をいれて

研究を進めております。 

 

研究 

本講座では、以下のような基礎および臨床研究

を進めています。 

基礎研究 

• 皮下脂肪細胞由来幹細胞を用いた新規動脈硬化

治療法の開発 

• 心臓移植後拒絶の病態解明と治療法の開発 

• 心不全の病態解明と治療法の開発 

• 心筋炎の病態解明と治療法の開発 

• 心筋梗塞の病態解明と治療法の開発 

• 動脈硬化の病態解明と治療法の開発 

• 動脈形成術後の病態解明と治療法の開発 

• 血管新生機序の病態解明と治療法の開発 

• 慢性腎臓病の病態解明と治療法の開発 

 

臨床研究 

• 大動脈瘤・解離の発症機序とその治療法の開発 

• 動脈硬化に対する核酸医薬の効果 

• 歯周病の心血管疾患に対する影響 

• 冠動脈 CTによる川崎病や先天性心疾患の解析 

• 睡眠時無呼吸症候群の心血管疾患への影響 

• 腎機能障害の心血管疾患に対する影響 

• 人工透析の心血管疾患に対する影響 

 

今後の研究の展望 

医学研究の基礎成果と臨床応用を結びつけるた

めに、上記の研究活動を継続して参ります。 

 

出版物等 

 

英文原著論文 

1. Akimoto S, Suzuki JI, Aoyama N, Ikeuchi R, 

Watanabe H, Tsujimoto H, Wakayama K, 

Kumagai H, Ikeda Y, Akazawa H, Komuro I. 

A Novel Bioabsorbable Sheet That Delivers 

NF-κB Decoy Oligonucleotide Restrains 

Abdominal Aortic Aneurysm Development 

in Rats. Int Heart J. 2018 Sep 26;59(5):
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1134-1141. 

2. Takeda N, Inuzuka R, Maemura S, Morita 

H, Nawata K, Fujita D, Taniguchi Y, 

Yamauchi H, Yagi H, Kato M, Nishimura H, 

Hirata Y, Ikeda Y, Kumagai H, Amiya E, 

Hara H, Fujiwara T, Akazawa H, Suzuki JI, 

Imai Y, Nagai R, Takamoto S, Hirata Y, 

Ono M, Komuro I. Impact of Pathogenic 

FBN1 Variant Types on the Progression of 

Aortic Disease in Patients With Marfan 

Syndrome. Circ Genom Precis Med. 2018 

Jun;11(6) 

3. Aoyama N, Suzuki JI, Kobayashi N, 

Hanatani T, Ashigaki N, Yoshida A, 

Shiheido Y, Sato H, Kumagai H, Ikeda Y, 

Akazawa H, Komuro I, Minabe M, Izumi Y, 

Isobe M. Japanese Cardiovascular Disease 

Patients with Diabetes Mellitus Suffer 

Increased Tooth Loss in Comparison to 

Those without Diabetes Mellitus -A Cross-

sectional Study. Intern Med. 2018 Mar 15;

57(6):777-782. 

4. Aoyama N, Suzuki JI, Kobayashi N, 

Hanatani T, Ashigaki N, Yoshida A, 

Shiheido Y, Sato H, Izumi Y, Isobe M. 

Increased Oral Porphyromonas gingivalis 

Prevalence in Cardiovascular Patients with 

Uncontrolled Diabetes Mellitus. Int Heart J. 

2018 Jul 31;59(4):802-807. 

5. Shimamura M, Nakagami H, Shimizu H, 

Wakayama K, Kawano T, Ikeda Y, Hayashi 

H, Yoshida S, Mochizuki H, Morishita R. 

Therapeutic Effects of Systemic Adminis-

tration of the Novel RANKL-Modified 

Peptide, MHP1, for Ischemic Stroke in Mice.  

Biomed Res Int. 2018 Jul 30;2018:4637084. 

6. Hara H, Takeda N, Kondo M, Kubota M, 

Saito T, Maruyama J, Fujiwara T, 

Maemura S, Ito M, Naito AT, Harada M, 

Toko H, Nomura S, Kumagai H, Ikeda Y, 

Ueno H, Takimoto E, Akazawa H, Morita H, 

Aburatani H, Hata Y, Uchiyama M, 

Komuro I. Discovery of a Small Molecule to 

Increase Cardiomyocytes and Protect the 

Heart After Ischemic Injury. JACC Basic 

Transl Sci. 2018 Nov 12;3(5):639-653. 

7. Takeda N, Inuzuka R, Maemura S, Morita 

H, Nawata K, Fujita D, Taniguchi Y, 

Yamauchi H, Yagi H, Kato M, Nishimura H, 

Hirata Y, Ikeda Y, Kumagai H, Amiya E, 

Hara H, Fujiwara T, Akazawa H, Suzuki JI, 

Imai Y, Nagai R, Takamoto S, Hirata Y, 

Ono M, Komuro I. Impact of Pathogenic 

FBN1 Variant Types on the Progression of 

Aortic Disease in Patients With Marfan 

Syndrome. Circ Genom Precis Med. 2018 

Jun;11(6) 

8. Fujiwara T, Takeda N, Hara H, Morita H, 

Kishihara J, Inuzuka R, Yagi H, Maemura 

S, Toko H, Harada M, Ikeda Y, Kumagai H, 

Nomura S, Takimoto E, Akazawa H, Ako J, 

Komuro I. Distinct variants affecting 

differential splicing of TGFBR1 exon 5 

cause either Loeys-Dietz syndrome or mul-

tiple self-healing squamous epithelioma. 

Eur J Hum Genet. 2018 Aug;26(8):1151-

1158. 

9. Nomura S, Satoh M, Fujita T, Higo T, 

Sumida T, Ko T, Yamaguchi T, Tobita T, 

Naito AT, Ito M, Fujita K, Harada M, Toko 

H, Kobayashi Y, Ito K, Takimoto E, 

Akazawa H, Morita H, Aburatani H, 

Komuro I. Cardiomyocyte gene programs 

encoding morphological and functional 

signatures in cardiac hypertrophy and 

failure. Nat Commun. 2018 Oct 30;9(1):

4435. 

10. Harada M, Ishizuka M, Murakami H, Toko 

H. Targeting Vascular Inflammaging with 

Amlodipine for Atherosclerosis Prevention. 

Int Heart J. 2018;59(3):465-466. 

11. Tobita T, Nomura S, Fujita T, Morita H, 

Asano Y, Onoue K, Ito M, Imai Y, Suzuki A, 

Ko T, Satoh M, Fujita K, Naito AT, 
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Furutani Y, Toko H, Harada M, Amiya E, 

Hatano M, Takimoto E, Shiga T, Nakanishi 

T, Sakata Y, Ono M, Saito Y, Takashima S, 

Hagiwara N, Aburatani H, Komuro I. 

Genetic basis of cardiomyopathy and the 

genotypes involved in prognosis and left 

ventricular reverse remodeling. Sci Rep. 

2018 Jan 31;8(1). 
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地域医薬システム学 
 

特任教授 

今井博久 

 

 

 

沿革と組織の概要 

専門外の方々には現在惹起されている革命的

な変化をご存知ないだろうが、本年度に入ってか

ら地域医療における医薬品の効率的な使用方法、

安定供給、患者アウトカム向上などの施策実施が

黎明期を迎えている。地域フォーミュラリが実施

され、ポリファーマシー対策は臨床医が抱える問

題の第一位になり（質問票調査の結果）、日本型リ

フィルの方法論が構築され、根拠法としては薬機

法が成立に向かっている。このように大きな地殻

変動が起き、地域医療における医師と薬剤師の連

携がより重要になっている。 

現代医療では、患者に最適な医療を提供するた

めに、医師を始めとする複数の医療従事者がより

一層連携を深める必要がある。とりわけ、医師と

薬剤師が共通した認識で疾病を把握し理解するこ

とで適正な薬物治療ができ、持続的に患者フォロ

ーができ、治療の評価も正確に実施できる。最適

な薬物治療を実践するためには、患者への薬剤選

定の検討から薬剤投与計画、服薬状況、薬効判定、

副作用管理などに至るまで、実際には多くの連続

した過程が存在し、医師や薬剤師からなる多職種

によるチーム医療の関与が必要不可欠であり、そ

れにより効率的で効果的な薬物治療が初めて可能

となる。残念ながら、このような「多職種による

最適な薬物治療の実践」は現状では少ない。超高

齢社会が到来し多くの薬剤を服用する高齢患者が

急増し薬物治療の適切な実践が行われなく非常に

大きな課題になっている。従来型の医療システム

や地域医療体制では対応できないため、新しい医

療システムの構築、すなわち新しいシステムによ

る薬物治療の実践が要請されている。 

医学と薬学の間における、あるいは医師と薬剤

師における医療システムがシームレスに連携され

ず、システムが個別的に機能し、効率の悪い制度

設計のまま放置されている。これらを解決するた

めの諸施策は、エビデンスが不足しているために、

政策立案ができない状況に陥っている。 

例えば、がん治療やプライマリケアなどにおけ

る長期処方の分割調剤の実施が議論されているが、

その理論研究や実証研究は未だ行われていない。

病状が安定している慢性疾病の患者に対して事前

に取り決めを行ったプロトコールに基づく薬物治

療管理体制も同じく未整備である。また、高額医

薬品の市販後追跡調査による適切な治療方法（適

応患者の選択や効率的な治療手順など）の開発に

関する実証研究も十分に行われていない。 

上述した背景の下、本講座では医師による薬物

治療の最適化に向けた薬剤師との新しい連携シス

テム構築を理念に据え、具体的には医師（病院・

診療所）と薬剤師（院内・院外薬局）の間におけ

る新しい地域医療体制や連携システム開発の理論

研究や実証研究を行うことを講座運営の目的とし

ている。 

効率的で効果的な地域医療の実現を支える施

策立案のための理論研究、また大規模なデータを

使用した実証研究を企画し、診療録データ・処方

薬剤（薬歴含む）データや独自の疫学調査データ
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などを活用し統計学や疫学の手法を使いながら、

主治医と薬剤師を始めとする多職種が連携して実

効性ある薬物治療を実施するシステム、特に長期

処方の分割調剤、地域フォーミュラリ導入、認知

症治療及びがん治療における多職種連携の介入方

法の研究などを実施する。 

本講座の定員構成は、特任教授１名と特任助教

１名となっている。前者には社会医学系専門医・

指導医で公衆衛生学および疫学を専門とする今井

博久が就任、後者には薬剤師で疫学が専門の木下

節子が就任した（現在は、家庭の事情で退職し後

任を公募中）。事務補助員の常勤が２名在籍してい

る。また公共健康医学専攻（専門職学位過程）の

大学院生が当方の講座に出入りしており、丁寧に

研究指導を行っている。 

 

教育 

超高齢社会に相応しい医療連携を実践できる

医療専門職を育成することを目標にしている。ひ

とりの医師がひとりの患者の診療を行い完了する

時代は終わり、今後は医師、薬剤師、看護師、福

祉系専門職などが多職種連携を行い、行政とも連

携しながら地域包括ケアシステムを実践する時代

になっている。こうした時代の要請に相応しい医

療専門職の育成を目指し、次世代の若手研究者の

育成にも貢献するために、学部の系統講義や統合

講義を担当している。学部講義では、「疫学」科目

の中で疫学の応用として地域医療の課題抽出や対

策実施についてとりわけ、薬剤疫学や医薬品経済

学の講義を行っている。現場感覚がない学部生に

は地域医療における身近な事例を通じて「疫学」

の意義と基本を伝えることを目標にしている。 

公共健康医学専攻（専門職学位課程）では、医

学共通講義の中で薬剤疫学や医薬品供給体制、ま

た副作用の問題、製薬企業の行動などの講義を行

っている。現在、MPH の学位研究の一環で公共

健康医学専攻の大学院生の指導を行い、ポリファ

ーマシーの患者への介入研究を行っている。また、

将来自立した研究者として研究活動を行うことが

期待される博士後期課程の院生を対象とした指導

では、研究論文のテーマ設定、データの解析方法、

参考文献の扱い方など基礎的でかつ重要な能力の

育成を行っている。実際の論文執筆ではテーマの

一貫した論理展開および参考文献の引用方法につ

いて指導している。 

 

研究 

本講座の研究では、基本的に処方薬剤データ

（薬歴も含む）や診療録データを活用し「医師に

よる薬物治療を最適化する多職種との新しい連携

方法開発」に関して生物統計学および疫学の方法

論を駆使した理論研究と実証研究を実施している。 

 

1. 長期処方の分割調剤に関する研究 

1) 長期処方の分割調剤とは、例えば 90日処方

がなされた場合に患者は 30日毎に薬局に行

きその日数分を受け取る。薬剤師はその都

度処方医にトレーシングレポートを提出す

る。慢性的な疾病状態においては患者の薬

物治療管理が適切にでき、医師労働の軽減

が可能となり、残薬管理ができ、ひいては

医療費適正化ができるなど多くのメリット

があるとされている。がん薬物医療及びプ

ライマリケア医療で実施する「長期処方の

分割調剤」における医師と薬剤師の連携シ

ステムのモデル確立に向けた理論および実

証研究を行う。 

2) 長期処方の分割調剤のパイロットスタディ

が進行中であり（高血圧、糖尿病、脂質異

常症、骨粗鬆症、乳がんホルモン療法、リ

ウマチ）、今後は、厚労省と連携しながら大

規模なスタディを展開する予定である。 
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2. 地域医療の薬物治療における多職種連携の介

入方法の研究 

1) 地域の市郡医師会および薬剤師会、地域の

国保連合会支部、協会けんぽ支部、県薬務

課などとの協働作業により高齢者の薬物治

療の適切化の介入研究を行う。医師（会）

と薬剤師（会）からなる選考委員会にて介

入すべき患者が決定されて改善介入が実施

される。 

2) 健康保険組合のレセプトデータを使用して

高齢者の薬物治療の適切化のための通知介

入の研究を行う。処方医師および調剤担当

薬剤師へ服用薬剤の不適切性を指摘した通

知書を送付し改善を試みる介入研究を実施

している。半年後に通知介入の成果に関す

る評価を実施する。 

 

3. 地域フォーミュラリ実施の方法論開発に関す

る研究 

1) 医薬品使用では費用対効果が近年厳しく問

われ、地域包括ケアシステムの枠組みの中

で効率的な使用が求められている。フォー

ミュラリはその有効な方策のひとつだろう

が、「院内フォーミュラリ」と「地域フォー

ミュラリ」は似て非なるもので後者はステ

ークホルダーが多いためその実施は非常に

難しい。わが国では未だ実施されていない

が、「地域フォーミュラリ」の方法論の研究

開発を行っている。データ収集解析、収載

する医薬品選考、収載薬剤使用への強制力

とインセンティブなどについて定量的に科

学性を有しながら検討する。 

2) ある地域医療連携推進法人のフィールドを

使用して地域フォーミュラリの導入効果の

評価研究を開始した。該当の県の国保連合

会および協会けんぽから患者属性、疾患名、

医療施設、薬剤などのデータ提供を受け、

導入のインパクト評価を行う。 

 

4. 人工知能を活用した薬物治療の最適化システ

ム開発 

1) 本研究は AMEDや NEDOの研究費により

実施している。東大情報理工学系研究科ソ

ーシャル ICT 研究センターとの共同研究に

より人工知能を活用した薬物治療の最適な

実施に向けたシステムの開発を行っている。 

2) 複数の薬剤による相互作用や、ある薬剤の

代謝産物との相互作用などによる副作用の

原因は多く、その探索や予防は非常に労力

が必要になる。人の手による原因追及や、

副作用の回避は現実的に多くの課題がある

ため、人工知能の介入により安全で効果的

な薬物治療を実施するシステム開発を行っ

ている。現在、研究班では膨大なデータの

収集と管理を行っており、また医師や薬剤

師が人工知能を容易に操ることができるよ

うになるインターフェイスの創意工夫を進

めている。 

 

出版物等 
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統合的分子代謝疾患科学 
 

特任准教授 

岩部 真人 

特任講師 

岩部 美紀（〜平成 29 年 8 月） 

 

※都合により、昨年度と同じ内容となっております。  

 

 

沿革と組織の概要 

統合的分子代謝疾患科学講座は、現在、大きな

社会問題となっている日本における糖尿病患者

急増という実態を受け、日本人における遺伝素因

と環境因子の相互作用による生活習慣病発症様

式を明らかにし、それを予防・診断・治療に役立

てることを目的としています。遺伝子多型

（SNP）解析などによる「生活習慣病遺伝素因

情報」と詳細な食物摂取量の聞き取り調査などか

らの「生活習慣病環境因子情報」を統合し、遺伝

因子・環境因子の総合データベースを作成し、生

活習慣病発症リスクの正確な予測法を確立する

ことを目指しています。効果的な糖尿病の一次予

防、糖尿病発症様式・病態の分子診断、最適な治

療法の提供など、科学的な側面からも、社会的な

側面からも大いなる効果が期待できると考えて

います。糖尿病新規発症者が抑制され、糖尿病治

療水準の向上に繋がるものと考えています。 

東大病院における患者情報・環境因子情報・遺

伝因子情報・発現情報から、薬剤に対する反応性

を予測する計算式や、安全性を予測する計算式を

立て、開発薬剤の安全・効果的使用を評価できる

システム構築を考えています。 

東大病院に代謝疾患関連ヒト組織バンクを設

置し、ヒトの肝臓、脂肪組織サンプルからの発現

情報や、電子カルテ、SNP の情報、生活習慣を

含めた網羅的臨床情報を「統合データベース」と

し、実際のヒト疾患における標的分子の

validation、SNP・発現情報を考慮した臨床試験

システム、環境・遺伝相互作用を考慮した治療薬

反応性予測モデルを確立し、標的分子を同定し、

候補化合物をスクリーニングし、優れた新薬の創

出を目指し、かつ、安全・効果的使用が行われる

ことを最終目標としています。 

統合的分子代謝疾患科学講座は、人々の健康と

未来の医療に貢献する講座となりうることを目

指し、日々、研究・診療活動を行っています。 

 

研 究 

当研究室は、肥満症に伴うメタボリックシンド

ローム・糖尿病・心血管疾患等の生活習慣病の病

因・病態の分子メカニズムを解明し、それを標的

分子とした治療に応用することを目標としてい

ます。これまでにアディポネクチン受容体などの

生活習慣病の「鍵分子」を複数同定し、発生工学・

RNA 工学を利用した機能解析によってどのよう

に生活習慣病が発症・発展するかを解明してきま

した。また、アディポネクチン受容体のリガンド

であるアディポネクチンは高分子量型が高活性

であり、その測定がインスリン抵抗性やメタボリ

ックシンドロームの診断に有用であることを見

出しました。更に、アディポネクチンの受容体を
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介して、植物由来ペプチドであるオスモチンが抗

生活習慣病作用に重要な AMPKを活性化するこ

とを発見しました。臨床応用に向けて、立体構造

解析から、アディポネクチン受容体の特異的リガ

ンドによる生活習慣病根本的治療薬の開発に取

り組んでいます。 

 

出版物等 

 

1. Okada-Iwabu M, Yamauchi T, Iwabu M, 

Kadowaki T. Aging and homeostasis. 

Development of novel AdipoR-targeted drugs 

with exercise-mimicking and anti-aging 

properties. Clin Calcium. 27(7): 975-981, 

2017 

2. Iwabu M, Yamauchi T, Okada-Iwabu M, 

Kadowaki T. Developing Exercise-mimicking 

Drugs toward Realization of Preemptive 

Medicine for Lifestyle-related Diseases. Clin 

Calcium. 28(1): 73-80, 2018 
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沿革と組織の概要 

本講座は平成 25年 4月 1日にアクテリオン フ

ァーマシューティカルズ ジャパン株式会社の寄

附によって設立され、肺高血圧および心不全の病

態解明とその新規治療法の開発を目的とした研究

を行っている。開設当初は循環器内科学講座と分

子病理学講座が協力講座であった。平成 28 年度

からは循環器内科学講座が単独で協力講座となっ

た。 

本講座は、米国ジョンズホプキンス大学で

Principal InvestigatorとしてサイクリックGMP

と心血管疾患について研究を行っていた瀧本英樹

（平成 4年卒）が特任准教授として初代講座長に

招聘された。平成 30 年より、東口治弘（平成 7

年卒）が特任准教授として講座長を務めている。

現在、循環器内科に所属する大学院生とともに、

肺高血や心不全を中心とした循環器疾患の基礎研

究を行っている。 

 

診療 

本講座に所属している教員は東京大学医学部附

属病院循環器内科に所属する循環器内科専門医で

あり、東京大学医学部附属病院において循環器内

科診療に携わっている。診療内容は肺高血圧に限

らず、広く循環器内科一般にわたり、外来診療、

入院診療、各種の循環器検査を行っている。 

 

教育 

東京大学大学院医学系研究科内科学専攻の大学

院生を中心に基礎研究の指導をしている。講座開

設より毎年 4人以上が本講座教員の指導のもとで、

研究に取り組んでいる。 

 

研究 

本寄付講座では以下の項目に関する研究を行う。 

1. 肺高血圧症発症モデル動物を用いた病態機構

の解明 

2. 肺高血圧症の病勢を反映する新規バイオマー

カーの探索 

3. 上記基礎研究から得られた知見をもとに、肺高

血圧症の新規治療法開発に向けたトランスレ

ーショナルリサーチ 

 

出版物等（英文のみ） 

 

1. Impact of Pathogenic FBN1 Variant Types 

on the Progression of Aortic Disease in 

Patients With Marfan Syndrome. Takeda N, 

Inuzuka R, Maemura S, Morita H, Nawata 
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K, Fujita D, Taniguchi Y, Yamauchi H, Yagi 

H, Kato M, Nishimura H, Hirata Y, Ikeda Y, 

Kumagai H, Amiya E, Hara H, Fujiwara T, 

Akazawa H, Suzuki JI, Imai Y, Nagai R, 

Takamoto S, Hirata Y, Ono M, Komuro I. 

Circ Genom Precis Med. 2018 Jun;11(6):

e002058. 

2. Membrane-Initiated Estrogen Receptor 

Signaling Mediates Metabolic Homeostasis 

via Central Activation of Protein 

Phosphatase 2A. Ueda K, Takimoto E, Lu Q, 

Liu P, Fukuma N, Adachi Y, Suzuki R, 

Chou S, Baur W, Aronovitz MJ, Greenberg 

AS, Komuro I, Karas RH. Diabetes. 2018 

Aug;67(8):1524-1537. 

3. Distinct variants affecting differential 

splicing of TGFBR1 exon 5 cause either 

Loeys-Dietz syndrome or multiple self-

healing squamous epithelioma. Fujiwara T, 

Takeda N, Hara H, Morita H, Kishihara J, 

Inuzuka R, Yagi H, Maemura S, Toko H, 

Harada M, Ikeda Y, Kumagai H, Nomura S, 

Takimoto E, Akazawa H, Ako J, Komuro I. 

Eur J Hum Genet. 2018 Aug;26(8):1151-

1158.  

4. Clinically Worsening Chronic Thrombo-

embolic Pulmonary Hypertension by 

Riociguat After Balloon Pulmonary 

Angioplasty. Minatsuki S, Hatano M, 

Kiyosue A, Saito A, Maki H, Takimoto E, 

Komuro I. Int Heart J. 2018 Sep 26;59(5):

1186-1188. 

5. A Novel Bioabsorbable Sheet That Delivers 

NF-κB Decoy Oligonucleotide Restrains 

Abdominal Aortic Aneurysm Development 

in Rats. Akimoto S, Suzuki JI, Aoyama N, 

Ikeuchi R, Watanabe H, Tsujimoto H, 

Wakayama K, Kumagai H, Ikeda Y, 

Akazawa H, Komuro I. Int Heart J. 2018 

Sep 26;59(5):1134-1141. 

6. Activation of endothelial β-catenin 

signaling induces heart failure. Nakagawa 

A, Naito AT, Sumida T, Nomura S, 

Shibamoto M, Higo T, Okada K, Sakai T, 

Hashimoto A, Kuramoto Y, Oka T, Lee JK, 

Harada M, Ueda K, Shiojima I, Limbourg 

FP, Adams RH, Noda T, Sakata Y, Akazawa 

H, Komuro I. Sci Rep. 2018 Oct 29;8(1):

15858. 

7. Cardiomyocyte gene programs encoding 

morphological and functional signatures in 

cardiac hypertrophy and failure. Nomura S, 

Satoh M, Fujita T, Higo T, Sumida T, Ko T, 

Yamaguchi T, Tobita T, Naito AT, Ito M, 

Fujita K, Harada M, Toko H, Kobayashi Y, 

Ito K, Takimoto E, Akazawa H, Morita H, 

Aburatani H, Komuro I. Nat Commun. 

2018 Oct 30;9(1):4435.  

8. Discovery of a Small Molecule to Increase 

Cardiomyocytes and Protect the Heart 

After Ischemic Injury. Hara H, Takeda N, 

Kondo M, Kubota M, Saito T, Maruyama J, 

Fujiwara T, Maemura S, Ito M, Naito AT, 

Harada M, Toko H, Nomura S, Kumagai H, 

Ikeda Y, Ueno H, Takimoto E, Akazawa H, 

Morita H, Aburatani H, Hata Y, Uchiyama 

M, Komuro I. JACC Basic Transl Sci. 2018 

Nov 12;3(5):639-653.  
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教 育 

本講座では、最先端光学顕微鏡法によるイメー

ジングの手法及びクライオ電子顕微鏡による原子

レベルの解像度で機能蛋白の構造と動態を時間・

空間分解能の極限まで追求する試みを行っている。

フリークォーターは、電子顕微鏡の基礎技法、細

胞骨格の細胞生物学、免疫細胞化学、組織培養、

ナノスケールの顕微鏡法、分子生物学、分子遺伝

学など、本人の希望にあわせて実際の研究室の研

究に参加してもらっている。 

学部・大学院教育は細胞生物学・解剖学大講座

と一体となって行っている。教育は、講義と実習

ならびにフリークォーターからなる。 

医学部学生及び理学部人類学学生を対象に骨学、

肉眼解剖学、細胞生物学、発生学、組織学総論・

各論 合計323時間を大講座全体で協力し一体と

して行っている。また健康科学・看護学科生に研

究方法論、解剖示説、合計 22 時間の教育を行っ

ている。実習は教授、准教授、講師の内１名と助

教が１名組んで担当している。なお、加えて講師

が他学部（教育学部、理学部、文学部等）生を対

象に肉眼解剖学及び組織学の講義、実習（25 コマ、

80 時間）を行っている。又大学院共通講義（分子

細胞生物学入門）を 15 コマ（23 時間）と実習 40

コマ（70 時間）行っており、教育は大講座全体で 

総計 518 時間である。 

研 究 

本 講 座 で は 、 私 達 が 発 見 し た Kinesin 

superfamily molecular motors（KIFs）の構造、

機能、動態を解析することを目的としている。 

用いる手法は、最先端の光学顕微鏡法、クライ

オ電子顕微鏡、Ｘ線結晶解析、生物物理学、分子

遺伝学等を駆使して課題を解決する。 

すべての細胞は、細胞の機能にとり必須の機能

蛋白分子を合成後、様々な膜小器官あるいは蛋白

複合体さらには mRNA 蛋白複合体として目的地

へ適正な速度で輸送する必要がある。この細胞内

の物質輸送は細胞の重要な機能、形作りそして生

存のため必須である。私達は今までにこの輸送機

構の主役である微小管をレールとしたキネシンス

ーパーファミリーモーター分子群（KIFs）を発見

し哺乳類の全遺伝子４５個を同定した。またこの

KIFs が多様な機能分子を輸送するだけでなく脳

の高次機能、神経回路網形成、左右の決定、腫瘍

の抑制等に重要な役割を果たす事を明らかにして

来た。このようにモーター分子群 KIFs は重要な

細胞機能の根幹を担っていると同時に私達の体の

様々な基本的生命現象に深く関わっておりこの研

究は分子細胞生物学、神経科学、発生生物学、生

物物理学、臨床医学等の広範な学問分野に大きな

学術的意義を有すると思われる。私達は今まで遺

伝子群の発見、機能の解析、個体レベルの機能解

析、作動原理等すべての課題について常に世界を

リードする研究を行なって来た。しかしながら未
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知の多くの課題が存在しこれらを解く為、世界に

先駆けて研究を大きく発展させることを目的とし

ている。本年度は以下の研究成果を得た。 

 

A) KIF2A は、神経軸索、及び樹状突起の形成、

及び海馬の神経回路形成に基本的役割を持ちその

欠損は、回帰性回路を形成し癲癇を起因する。 

マウスの生後の海馬において、歯状回顆粒細胞に

特に多く存在する KIF2A が、細胞骨格である微

小管に働きかけて神経突起の長さと形状を巧みに

調節することによって、その突起が将来軸索と樹

状突起のどちらになるかを決定づけ、さらには精

緻な神経回路の形成と維持に重要な役割を果たし

ていることを明らかにした（Homma N et al. 

eLife, 2018）。 

KIF2A は、微小管を端から脱重合させることで、

その長さを調節するタンパク質である。KIF2A は、

哺乳類胎児の脳に多く存在し、胎児の神経系が発

達する時に、神経細胞の軸索分枝の不必要な伸長

を抑制し、神経細胞の移動や伸び縮みに重要な働

きをすることを私たちは、先に明らかにした。こ

の KIF2A は、神経細胞の新生が生後も長く続く

とされる海馬や嗅球で多く見られることから、生

後の脳の成長や機能に重要な役割を果たしている

と考え、さらには、大脳皮質形成異常をもつヒト

乳児において、KIF2A の遺伝子に異常がみつかっ

たことから、大脳皮質の発達にも関わりがあると

注目した。しかし、既存の KIF2A欠損マウスは、

生後 1日で死んでしまうため、生後の機能解析が

不可能であった。 

 そこで今回、タモキシフェンを投与するとその

タイミングで KIF2A を欠損させられる「条件つ

き KIF2A 欠損マウス」を作成し、生後のいくつ

かの時期に KIF2A を欠損させた。その結果、幼

若期に KIF2A を欠損させたマウスは、過活動や

てんかん発作を起こして多くが死亡した。KIF2A

が海馬の中でも特に「歯状回顆粒細胞」に多く存

在したことから、歯状回に注目して解析を進めた

ところ、KIF2A は、歯状回顆粒細胞の突起が適正

な長さになると、その伸長を抑制することで、軸

索を軸索として、樹状突起を樹状突起として成長

させることを明らかにした。また、条件付き

KIF2A欠損マウスの歯状回には、異常な回帰性神

経回路ができていて海馬全体が興奮しやすくなっ

ていたことから、歯状回顆粒細胞の神経突起が正

常な長さに伸長して適正な軸索や樹状突起に成長

することは、正確な神経回路の形成と維持・再編

に重要であることが示唆された（Homma N et al. 

eLife, 2018）。 

 ヒトの海馬では、歯状回の顆粒細胞のみが、一

生を通じて作り続けられており、新生した細胞の

突起形成や神経回路の精緻な再構成が、記憶に特

に重要と考えられていることから、KIF2A は、記

憶や学習の要となる過程に深く関わっていること

が示唆された。また、KIF2A のさらなる機能の研

究は、神経系疾患の病態解明・創薬にも応用でき

る可能性がある。 

B) 分子モーターKIF21B による恐怖記憶の制御

機構の解明 

恐怖の記憶消去の異常は、心的外傷後ストレス障

害（PTSD）などに重要な役割を演じているが、

そのメカニズムはほとんど明らかになっていなか

った。私たちは、KIF21B 分子モーターがシナプ

スの構造を制御する Rac1 タンパク質の制御分子

ELMO1 複合体をダイナミックに輸送して Rac1

タンパク質の「活性サイクル」を終結させ、シナ

プス伝達効率の「長期抑圧」を通して恐怖記憶が

消去されることを解明した（Morikawa Mo. et al. 

Cell Rep, 2018）。Kif21b 遺伝子を欠損したノッ

クアウトマウスを作成したところ、Rac1 タンパ

ク質の活性化が長く持続し、場所につながる恐怖

の記憶がほとんど消去できない PTSD 様の症状

を示した。そこで、このノックアウトマウスに

ELMO1 複合体の阻害剤 CPYPP を投与してみる
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と、野生型マウスとまったく同じように恐怖記憶

を消去できるようになった。この研究により、キ

ネシン分子モーターのかかわるシナプス可塑性の

新しい分子機構が解明されたことは、記憶の書き

換え障害が関与する PTSD 等の難治性精神疾患

の治療に道を開くものである（Morikawa Mo et 

al. Cell Rep, 2018）。 

C) KIF1B beta は、IGF1R を輸送し軸索伸長に基

本的な役割を持ち、ヒトでのその結合部位の変異

は、IGF1R 輸送を傷害し Charcot-Marie-Tooth 

type 2A1（CMT2A1）の病態の本態をなす。 

私たちは先に、KIF1B beta モーター分子を同定

し、KIF1B beta が、相同性の高い KIf1A ととも

にその satlk domain が DENN/MADD を介して

シナップス小胞前駆体に含まれる Rab3A に結合

しシナップス小胞前駆体を軸索内で順行性に輸送

する事を示した。さらにその遺伝子欠損マウスの

解析により、KIF1B beta の欠損により、軸索の

伸長が障害され神経細胞死が起こることを示した。 

ホモ個体は、生後すぐに死ぬがヘテロ個体は、生

き残り 1年後には、筋力低下、staggering gate を

示しヒト神経変性症様の症状を呈した。そこで

KIF1B beta の遺伝子座の解析から CMT2A1 の

家系の患者の KIF1B beta のモーター領域に、

Q98L 変異がありこの為この変異モーターの運

動活性は極めて低くこれが病態の根拠となってる

ことを示した。しかしシナップス小胞蛋白の遺伝

子欠損マウスでは、神経細胞死を説明できずに不

明な点が残っていた。 

今回、私たちは、KIF1B beta の stalk domain が

直接 IGF1R beta の細胞内 domain と結合し、

KIF1B beta は、IGF1R を含む小胞を軸索内で順

行性に輸送する事を解明した。これにより KIF1B 

beta が PI3K signaling を介して軸索の伸長を制

御していることも分かった（Xu et al. J. Cell Biol, 

2018）。 

又、米国の CMT2A1患者の 2家系で共通に stalk 

domain にY1087C 変異があり、このKIF1B beta

は、IGF1R と結合できずに 1GF1R を含む小胞を

輸送できず、この為、軸索伸長も障害されること

が判明した。この解明により CMT2A１の病態生

理がより明らかになった。 

D) KIF26A による疼痛持続時間の制御機構の解

明。 

私達のあらゆる細胞の中には、微小管の線維に沿

って細胞の中心と周縁を結ぶ物質輸送のシステム

が張りめぐらされ、45種類以上のキネシン分子モ

ーターが、さまざまな種類の積荷複合体を秩序だ

って輸送している。一方、それぞれの細胞の状態

は「細胞内シグナル伝達」によってグローバルに

規定されており、ことに細胞表面に提示されてい

る「インテグリン」と呼ばれる受容体群は、細胞

外基質への接着により細胞膜直下の「Src ファミ

リーキナーゼ」（SFK）を活性化し、これが「接

着斑キナーゼ」（FAK）を活性化することが知ら

れている。また細胞内のカルシウムを速やかに排

出して神経細胞の興奮を収束させる「細胞膜カル

シウムポンプ」（PMCA）は、活性型 FAK による

リン酸化によってその機能が阻害されることが知

られている。 

これまで分子モーターは「シグナル伝達」の手足

となり細胞機能を直接的に調節する分子群と信じ

られてきたが、ここ数年の私達の研究により、分

子モーターが逆に、レセプター型チロシンキナー

ゼ等のシグナル伝達分子を細胞内の必要な位置に

配置していくことが明らかとなってきており、細

胞内シグナル伝達を空間的時間的に調節する新し

いパラダイムとして注目をあつめている。 

 今回、末梢感覚ニューロンにおいて KIF26A 分

子モーターが FAK を感覚神経細胞深部の微小管

に係留することで、細胞膜直下での SFK から

FAK へのシグナル伝達を阻害し、感覚伝達時の興

奮の収束に必須な役割を果たしていることを明ら

かとした。まず私達は Kif26a 遺伝子欠損マウス
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の行動を観察したところ、ごく軽く尾をつまんだ

だけで数分間にわたって疼痛反応が遷延すること

を発見した。このマウスの末梢感覚ニューロンを

分散培養して調べると、カプサイシンあるいは電

気刺激によってニューロンが一度興奮すると、そ

の刺激を取り去っても数分間にわたり細胞内カル

シウム上昇が遷延することがわかった。そこで、

これにかかわるシグナル伝達を検索すると、細胞

膜直下での SFK-FAK の結合 が強化されて

SFK-FAK シグナル伝達が異常に活性化しており、

その結果として PMCA の活性が落ち、細胞内カ

ルシウムの排出不全が生じていることがわかった。

これらの結果は、SFK 阻害剤である PP2 の投与

によって、細胞レベルでもマウス個体レベルでも

レスキューされ、遷延性の疼痛反応がこの阻害剤

によって実際に治療されることがわかった。 

一方、細胞質における微小管と FAK の関係を超

解像度顕微鏡イメージング等によって調べてみる

と、KIF26A-FAK 複合体の多くは微小管上に存在

し、また KIF26A の欠損細胞では、微小管上に存

在する FAK が顕著に減少していることがわかっ

た。したがって、KIF26A の働きによって FAK

が細胞深部の微小管にトラップされ、その結果と

して細胞膜直下における SFK-FAK シグナル伝達

が阻害されてカルシウムの細胞外排出を促進し、

結果として疼痛反応を早期に収束させるという経

路が明らかとなった（Wang et al. Cell Rep, 

2018）。この研究は、分子モーターによる細胞内

シグナル伝達の新しい動的制御機構を同定すると

ともに、SFK-FAK シグナル伝達が関与する遷延

性の疼痛、がん等の新規治療法の開発に道を開く

ものである。 

E) 方向性輸送の分子機構の解明：分子モーター

KIF5 が微小管の構造と性質を変える。 

細胞内輸送は、KIF 分子モーターが膜小胞などの

カーゴと結合して微小管の上を動くことによって

起こる。神経細胞において、主要な KIF のひとつ

である KIF5 は、軸索をかたち作る材料やシナッ

プス小胞前駆体を、数ある突起のうち軸索のみを

選んで輸送を行う事を私達は明らかにした。この

背景として、KIF5 motor domain には軸索に多く

存在する GTP 微小管の特徴を識別する性質があ

ることが示唆されていたが、その分子機構は未解

明であった（Nakata et al. J. Cell Biol. 194:245-

255, 2011）。 

私達は、X 線繊維回折、スペックル顕微鏡、第 2

高調波発生顕微鏡、クライオ電子顕微鏡など、様々

な構造生物学及び生物物理学的な手法を駆使して、

KIF5 motor domain が微小管に結合する現象を

詳細に観察した。その結果、KIF5 motor domain

の ATP 加水分解に応じて、レールである微小管

は性質も変え、KIF5motor domain との親和性が

低い GDP 微小管と似た構造から、親和性の高い

GMPCPP 微小管と似た構造へ変化する様子を、

高解像度で可視化することに成功した。このこと

は、KIF5 motor domain が多く結合した微小管は、

KIF5 との親和性が高くなり、ますます多くの

KIF5 が結合する正のフィードバック機構が存在

することを示唆しており、KIF5 が軸索へ方向性

輸送を行う仕組みが分子構造のレベルで明らかに

なった（Shima et al. J.Cell Biol, 2018）。 

KIFによる細胞内輸送から微小管のダイナミクス

の分子機構に繋がる本研究は、軸索輸送の異常が

関係している精神神経疾患のみならず、微小管関

連疾患の病因の解明や創薬に広がることが期待さ

れる。 
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沿革と組織の概要 

分子神経学講座は、神経疾患に関する詳細な臨

床情報、および、網羅的なゲノム解析を統合した研

究により、神経疾患の分子機構を明らかにし、さら

に、解明された神経疾患の分子機構に基づき、そ

の病態機序に対して介入できる治療法の開発研究、

そして臨床治験への応用研究を進めることにより、

神経疾患に対して有効な新たな治療法を実現する

ことを目的として、2017年 4月 1日に開設され、現

在に至る。 

 

診療 

多系統萎縮症に対する専門外来を、神経内科と

連携して行っている。外来診療においては、多系統

萎縮症患者レジストリーの登録を行うと共に、充実し

た診療を行っている。また、病棟診療では、神経内

科とも協力して、多系統萎縮症患者の検査、検査結

果に基づいた適切な治療を行っている。院内、院外

からの脊髄小脳変性症などの遺伝性神経疾患のク

リニカルシーケンスを行っている。 

 

教育 

卒前教育では、フリークォーターで、多系統萎縮

症に対する分子遺伝学的研究など、できるだけ多く

の機会を学生に提供するようにしている。卒後教育

では、神経内科と連携して、初期研修医、神経内

科を専門とする後期研修医を受け入れ、多系統萎縮

症患者の診察に対する教育を行っている。神経内科

と連携して、神経内科専門医の養成に対する教育も

行っている。大学院教育については、学生の希望に

応じて幅広い研究を進めている。 

 

研究 

多系統萎縮症は、自律神経の障害、小脳性運動

失調、パーキンソン症状など、様々な神経の障害を

引き起こす神経変性疾患で、いくつかの症状を緩和

する薬物があるものの、有効な治療法が乏しい難治

性疾患である。 

当教室では、疾患克服に向けた基礎的な研究、

病気の根本的な原因を標的とした治療法の研究な

どを行っている。 

これまでの研究成果として、多系統萎縮症多発家

系の中に、COQ2 遺伝子に 2 alleles の変異（ホ

モ接合性変異、あるいは、複合ヘテロ接合性変異）

を見いだし、さらに、ヘテロ接合性の変異を有する

と孤発性多系統萎縮症の発症リスクを高めるという

研究成果を得ている（Mitsui J, et al. N Engl J 

Med. 2013;369:233-44）。COQ2は coenzyme Q10
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の合成系の酵素の一つをコードしていること、さらに、

最近の研究では、COQ2 変異を有していない患者

においても、血中、脳脊髄液、剖検小脳において

coenzyme Q10の含量が有意に低下していることが

報告されていることから（Mitsui J, et al. JAMA 

Neurol. 2016;73:977-80, Kasai T, et al. PLoS 

One. 2016;11:e0147574, Schottlaender LV, et al. 

PLoS One. 2016;11:e0149557, Barca E, et al. J 

Neuropathol Exp Neurol. 2016;75:663-72, 

Compta Y, Parkinsonism Relat Disord. 2018;46:

16-23, Du J, et al. Parkinsonism Relat Disord. 

2018 Dec;57:58-62.）、本疾患の治療法として、

coenzyme Q10 の補充が有効ではないかと考えら

れている。 

これらの研究成果に基づいて、bioavailabilityが

高いユビキノール（還元型の coenzyme Q10）の

投与が多系統萎縮症の症状進行に対して治療効果

があるかどうかを検証することを目的とした第 II 相

医師主導治験を、１ ３ 施設が参加する多施設共同

研究として立案し、平成３ ０ 年６ 月に開始した。 

また第 II相臨床試験の患者登録を支援すること、

多系統萎縮症の自然歴を取得することを目的とした

多系統萎縮症レジストリーを構築し、その運用を進

めている。 

第 II 相臨床試験において、主要評価項目として

設定した unified multiple system atrophy rating 

scale（UMSARS）について、原著者の協力を得て、

逆翻訳を含めて正式の日本語版を作成した。評価者

間のばらつきを少なくするために評価がばらつきや

すい項目に重点を置いて、トレーニングビデオを作

成した。 
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講座設置の概要 

 近年、メタボリックシンドローム・糖尿病が激

増している。厚生労働省の平成 23 年国民健康・栄

養調査では、我が国の国民において肥満者（BMI 

25 以上）の割合は男性 30.3%、女性 21.5%、糖尿

病が強く疑われる人や可能性を否定できない「予

備群」が合わせて男性 33.0%、女性の 23.0%と推

計されており、社会的にもメタボリックシンドロ

ームや糖尿病の根本的な病態を解明することがそ

の対策の上でも急務と考えられる。分子生物学的

手法や解析技術の進展に伴い、メタボリックシン

ドロームや糖尿病の病態解明においても、遺伝子、

細胞や個々の臓器レベルでの病態の解明が飛躍的

に進歩してきた。しかしながら、メタボリックシ

ンドロームや糖尿病においては多くの臓器の機能

破綻とともに、臓器間のネットワークの破綻が重

要な役割を果たしており、個別の臓器に注目した

成果単独では、必ずしも個体レベル、疾患の全体

像が解明できるわけではない。 

 我々はこれまで、糖・脂質・エネルギー代謝の

恒常性維持において重要臓器である骨格筋、肝臓、

膵臓、脂肪組織などの末梢臓器と中枢神経におけ

る各臓器の解析技術や病態モデルマウス、遺伝子

欠損マウスなどの要素技術を蓄積し、メタボリッ

クシンドローム、糖尿病の分子病態メカニズムの

解明において世界をリードする研究を推進してき

た。これらの個々の臓器レベルでの解析により得

られた知見と個体レベルでの臓器間ネットワーク

を統合した解析が求められている。 

 本講座においては、個々の臓器における分子レ

ベルでの病態の解明を深化させるとともに、臓器

間ネットワークの視点から個体レベルでの解明を

進めることにより、糖・脂質・エネルギー代謝の

恒常性維持およびその破綻としてのメタボリック

シンドローム・糖尿病の病態解明を目指す。 

 

教育 

 東京大学大学院医学系研究科糖尿病・代謝内科

と密接に協力し、大学院生などの多くの若手研究

生の育成に力を注いでいる。糖尿病・代謝内科が

これまで培ってきた教育研究体制に参画し、さら

なる強化を図り、次世代の若手研究者の育成に貢

献する。また、学部生の実習・講義を通して、学

部教育にも貢献する。 

 

研究 

脂肪細胞とエネルギー代謝 

 熱産生によるエネルギー消費を介して抗肥満作

用が期待される褐色脂肪組織のオープンクロマチ

ン解析で、モチーフ解析と mRNA 発現解析から

NFIA に注目した。細胞生物学、遺伝子改変動物、

ヒト褐色脂肪組織の解析により、NFIA が褐色脂

肪特異的な転写プログラムの制御に重要な役割を

果たす新しい因子であることを見出した。次世代
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シークエンサーを用いた解析により、NFIA は、

PPARγに先駆けて褐色脂肪遺伝子のエンハンサー

に結合し、PPARγ をリクルートし、共局在するこ

とで、その作用を発揮することを明らかにし報告

した。NFIA の多彩な作用や成体内での役割につ

いて、NFIA の変異体や遺伝子改変マウスの解析

により明らかにすることができた。 

 ２型糖尿病や肥満のゲノムワイド関連解析で疾

患感受性遺伝子として同定された Cdkal1 は、

tRNA のチオメチル基転移酵素であり、その欠損

マウスにおいては、膵臓の β 細胞で、インスリン

などのタンパク翻訳に異常をきたし ER ストレス

を介してインスリン分泌が低下することが報告さ

れている。我々は、脂肪細胞において Cdkal1 が脂

肪細胞の分化を抑制することを見出した。脂肪細

胞分化における Cdkal1 の作用は、Wnt 経路を介し

ていることが示唆され、既存の報告とは異なる作

用を有していると考えられた。Cdkal1 の脂肪組織

におけるトランスジェニックマウスを作成し、こ

れらのマウスが高脂肪食に抵抗性で体重が減少し、

糖代謝が改善することが明らかとなった。 

 また、我々は Wilms’ tumor 1-associating protein 

(WTAP), methyltransferase like 3 (METTL3) と 

METTL14を含むRNA N6-adenosine メチル基転移

酵素複合体が、mitotic clonal expansion期における

細胞周期を介して、脂肪細胞分化を促進すること

を見出した。WTAPヘテロ欠損マウスは、脂肪細

胞が小型で肥満に抵抗性で、インスリン感受性が

亢進していた。今年度この研究を報告した。 

 

肝臓とエネルギー代謝 

 肝臓は糖代謝に中心的な役割を果たす臓器であ

るが、絶食・再摂食のサイクルに置いて、肝臓で

は生理的に一過性の小胞体ストレスが誘導される

ことを見出し、そのなかで、新規小胞体ストレス

調節因子 Sdf2l1 が肝臓における摂食時の小胞体ス

トレスを介して、インスリン作用と糖・脂質代謝

を調節することを見出した。この因子の欠損マウ

スでは、摂食時の小胞体ストレスが亢進し、耐糖

能異常とインスリン抵抗性を認めた。さらに糖尿

病の病態に発現が低下することが、過剰な小胞体

ストレスの原因となっている一方、この因子を過

剰発現させると、再摂食時に小胞体ストレスが軽

減され、インスリン感受性の亢進と耐糖能の改善

を認めた。このことから Sdf2l1 が糖尿病の治療戦

略の重要なターゲットとなることを明らかにし、

報告した。 

 これらの因子の役割を詳細に明らかにすること

は、肥満・２型糖尿病・メタボリックシンドロー

ムの発症機構や治療標的の同定に有用であると考

えている。 
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沿革と組織の概要 

日本の慢性腎臓病（CKD）患者数は 1,300万人

を超え、成人 8人に 1人が患う新たな国民病とし

て注目されている。なぜ今、そんなに CKD 患者

が増えているのか？多くの基礎的・臨床的研究か

らその理由がわかってきた。大きな理由の一つに

糖尿病合併症の一つである糖尿病性腎症（1998

年から透析導入原疾患の一位）の治療・診断が十

分でないといった医学的要因や、生活スタイルや

超高齢社会の到来といった社会的要因が挙げられ

る。腎臓は沈黙の臓器と呼ばれ、自覚症状がない

まま糖尿病や加齢によって CKD は進行する。そ

のように無症状で進行する CKD には多様なリス

クが潜んでいることがわかってきた。 

その一つに CKD は末期腎不全による血液透析

に至るのみならず、生活習慣病（心筋梗塞、動脈

硬化）発症・進展のリスクとなることが明らかに
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なってきた。つまり、腎臓は心臓や血管など他の

臓器と密接に繋がっており、そのため腎機能が低

下すると心臓や血管の機能低下を著明に引き起こ

す。CKD の進行が他の臓器に悪影響を及ぼすこ

とは、腎臓が全身の健康を保つためにとても重要

であることを示している。 

 

さらに老化は CKD 進行を早める要因ともいわ

れ、その逆に CKD は老化を加速させることも科

学的に実証され、老化と CKD の悪循環も昨今の

超高齢社会においてますます注目されている。言

い換えれば、現代の生活スタイルや超高齢化社会

といった社会的背景においては、生活習慣病と老

化は CKD と切り離せない密接な関係にあること

を念頭に置いて新たな切り口で CKD 病態生理学

を研究する必要がある。 

 

将来の活力ある健康長寿社会づくりを目指す上

で、高齢者の生活の質（QOL）向上や総医療費の

削減は、解決が急がれる重要な課題のひとつであ

る。そこで、CKD 撲滅によって健康長寿社会を

築くことを目指し、2013年 11月に協和発酵キリ

ン株式会社のご支援のもと CKD 病態生理学講座

が新設された。本講座では革新的視点から CKD

の病態生理を解明し、より有効な CKD 予防・治

療戦略の開発、ひいては高齢者が健康で自立した

豊かな生活を送れる高齢健康長寿社会づくりに貢

献することを目指すものである。 

 

主な研究課題 

CKD 病態生理学講座では、東京大学大学院医

学系研究科腎臓・内分泌内科 (南学正臣教授) と

の連携のもと、CKD の病態生理に関連する基礎

研究や臨床研究を遂行している。 

1) 様々なストレス（小胞体ストレス、虚血、糖化

ストレス、酸化ストレス）に対する適応シグナ

ルの CKDにおける破綻機構の解明と、それら

成果に基づく新規 CKD治療戦略の確立 

2) 腎臓エリスロポエチン（EPO）産生細胞の

CKD進行に伴う機能的変化と腎性貧血発症進

展の機序解明 

3) 超高齢社会における腎臓老化とCKD進展の関

連性 

4) 糖尿病患者における CKD 増悪因子の同定と、

それを標的とした診断・創薬の開発 

5) 臓器連関における尿毒素の病態生理活性の解

明とそれに基づく新たなCKD患者の尿毒素対

処法の確立 

6) 神経系–免疫系を介した腎臓保護メカニズムの

解明 

7) 腎障害における ADP リボシルシクラーゼ

（Bst1、CD 38）の役割 

 

研究助成 (研究代表者のみ抜粋) 

稲城玲子（研究代表） 

 日本学術振興会文部科学研究費 平成 30-令和

2 年度 基盤研究(B)「加齢と疾患におけるオル

ガネラクロストーク障害と臓器恒常性の破綻

の機序解明」 

 

井上 剛（研究代表） 

 日本学術振興会文部科学研究費 平成 30-令和

2年度 研究活動スタート支援「コリン性抗炎症

経路における免疫細胞活性化機序の解明」 

 公益財団法人 ＭＳＤ生命科学財団 平成 30-

令和 2年度 研究助成「迷走神経刺激を介した

動脈硬化進展抑制について」 

 日本腎臓財団 平成 30-令和 2 年度 腎不全病

態研究助成「迷走神経によるエリスロポエチン

産生調節機構の解明」  

 

受賞 

井上 剛 

 東京都医師会医学研究賞奨励賞を受賞 
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石本 遊 

 第 61 回日本腎臓学会学術総会で YIA（Young 

Investigator Award）を受賞 

 

前川 洋 

 第 2 回 Uremic Toxin 研 究 会 で Best 

Presentation Award Runner Upを受賞 

 

長谷川頌 

 Japan Kidney Council 2018 最優秀賞を受賞 

 The 8th Chronic Kidney Disease Frontier  

CKD awardを受賞 

 

出版物等 

 

（英文論文） 

1. Inoue T, Maekawa H, Inagi R. Organelle 

crosstalk in the kidney. Kidney Int. 2019 

Mar 4. doi:10.1016/j.kint.2018.11.035. [Epub 

ahead of print] 

2. Inoue T, Abe C, Kohro T, Tanaka S, Huang 

L, Yao J, Zheng S, Ye H, Inagi R, Stornetta 

RL, Rosin DL, Nangaku M, Wada Y, Okusa 

MD. Non-canonical cholinergic anti- 

inflammatory pathway-mediated activation 

of peritoneal macrophages induces Hes1 and 

blocks ischemia/reperfusion injury in the 

kidney. Kidney Int. 2019 Mar;95(3):563- 576. 

doi:10.1016/j.kint.2018.09.020. 

3. Jao TM, Nangaku M, Wu CH, Sugahara M, 

Saito H, Maekawa H, Ishimoto Y, Aoe M, 

Inoue T, Tanaka T, Staels B, Mori K, Inagi 

R. ATF6α downregulation of PPARα 

promotes lipotoxicity-induced tubule-

interstitial fibrosis. Kidney Int. 2019 Mar;

95(3):577-589. doi: 10.1016/j.kint.2018.09.

023. 

4. Tatsuzaki J, Ohwada T, Otani Y, Inagi R, 

Ishikawa T. A simple and effective 

preparation of quercetin pentamethyl ether 

from quercetin. Beilstein J Org Chem. 2018 

Dec 28; 14:3112-3121. doi: 10.3762/bjoc.14.

291. 

5. Ishimoto Y, Tanaka T, Yoshida Y, Inagi R. 

Physiological and pathophysiological role of 

reactive oxygen species and reactive 

nitrogen species in the kidney. Clin Exp 

Pharmacol Physiol. 2018 Nov; 45(11):1097-

1105. doi: 10.1111/1440-1681.13018. 

6. Tanaka S, Sugiura Y, Saito H, Sugahara M, 

Higashijima Y, Yamaguchi J, Inagi R, 

Suematsu M, Nangaku M, Tanaka T. 

Sodium-glucose cotransporter 2 inhibition 

normalizes glucose metabolism and sup-

presses oxidative stress in the kidneys of 

diabetic mice. Kidney Int. 2018 Nov;94(5): 

912-925. doi:10.1016/j.kint.2018.04.025. 

7. Anusornvongchai T, Nangaku M, Jao TM, 

Wu CH, Ishimoto Y, Maekawa H, Tanaka T, 

Shimizu A, Yamamoto M, Suzuki N, Sassa R, 

Inagi R. Palmitate deranges erythropoietin 

production via transcription factor ATF4 

activation of unfolded protein response. 

Kidney Int. 2018 Sep;94(3):536-550. doi: 10.

1016/j.kint.2018.03.011. 

 

(国内原著) 

1. 藤 井  理恵 , 井上  剛 , 稲 城  玲 子 ． 

Lipotoxicity（脂肪毒性）腎臓内科・泌尿器科，

vol. 8 (4) 370-378, 2018 
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免疫細胞治療学 
 

特任教授 

垣見和宏 

特任講師 

松下博和 

 

ホームページ http://immunoth.umin.jp/ 

 

 

沿革と組織の概要 

「免疫細胞治療学講座」は、株式会社メディネ

ットからの寄付により 心臓外科・呼吸器外科

（高本眞一教授）を親講座として 2004 年 6 月に

２２世紀医療センター内に開講した。当初より垣

見和宏が特任准教授として着任し、がん治療にお

ける免疫細胞治療の役割を明確にすることを目的

として、がんに対する免疫細胞治療の基礎および

臨床研究を実施している。 

免疫細胞治療とは、生体の免疫を担う細胞を体

外で加工・処理することで大量に数を増やしたり、

または機能を付加したりした上で、それを治療に

用いる先進的ながん治療法である。本講座は、が

んに対する免疫細胞治療の基礎および臨床研究を

実施し、がん治療における本治療技術の役割を明

確にすることを目的としている。 

2006 年 9 月から中央診療棟 2 の 9 階に設置さ

れた新しい施設を使用することが可能となり、

2007 年 2 月から「がんに対する免疫細胞治療」

の外来診療を開始した。施設の設計段階から、「ベ

ンチからベッドサイドへ」の臨床研究を行うため

に必要な要素として、①基礎研究と前臨床研究を

行う研究部門、②細胞調整部門、③がん患者の診

療を行う外来診療部門の 3 つの部門を合わせたが

んの免疫細胞治療専門講座を作り上げ、トランス

レーショナルリサーチを実践するためのモデル講

座として活動している。安全で信頼性の高い治療

用細胞を供給するために、適切なハード面の構造

設備基準に則った施設と、その取り扱いを規制す

るソフト面の基準に則った、一貫した品質保証シ

ステムの構築が不可欠である。免疫細胞治療に用

いるために加工された細胞は、各患者本人の自己

由来の細胞であるため、現行薬事法への適応は困

難であるが、高い倫理観に基づいた自主的な取り

組みで GMP に準拠して細胞を調整し、質の高い

臨床研究を実施している。現在、倫理委員会で承

認されたプロトコールに基づき、UMIN 臨床研究

登録システムに登録し、東京大学医学部附属病院

の各診療科と共同で臨床研究を実施している。

2009 年度から肝胆膵外科（國土典宏教授）2010

年度から心臓外科（小野稔教授）2012 年度からは

呼吸器外科（中島淳教授）の 3 つの講座を親講座

として活動している。 

2014 年 11 月 25 日に施行された「再生医療等

安全性確保法」に対応するため、2015 年 2 月 25

日に「特定細胞培養加工物製造届書」を受理され

た（施設番号DC3140011）。10 月 20日に開催さ

れた第 2回東京大学認定再生医療等員会において、

7件の第 3種再生医療等提供計画の審査を受け承

認を得て臨床試験を実施した。 
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診療・研究 

当講座の研究内容は、癌に対する免疫細胞治療

として、とくに 

①腫瘍特異的な免疫応答の誘導法の開発 

②γδ（ガンマデルタ）T 細胞を用いたがんに対

する免疫細胞治療 

③ペプチドワクチン・樹状細胞ワクチン治療に関

する研究 

④抗 CCR4 抗体+抗 PD-1 抗体併用治療など免疫

制御分子を標的とした治療 

免疫応答を詳細に解析するための 

⑤免疫モニタリング 

⑥ネオアンチゲン、免疫シグネチャー解析の開発 

に関する研究を実施した。 

 

今後の展望は、学内連携だけでなく、広く大学

間、拠点病院間をつなぐがん免疫治療研究センタ

ーとしての活動を実現するために、理化学研究所、

がん研有明病院、都立墨東病院、川崎医科大学、

大阪大学、京都大学、名古屋市立大学、愛知医科

大学、国立がん研究センター東病院、帝京大学、

埼玉医科大学、関西医科大学との共同研究を進め

る。平成 29 年 10 月より、理化学研究所医科学イ

ノベーションハブ推進プログラム、健康医療デー

タ多層統合プラットフォーム推進グループの、が

ん免疫データ多層統合ユニットとして活動するこ

とになり、理化学研究所の AI チームと、東大を

中心として、がん患者の臨床データをがん免疫の

立場から解析することで、新しい疾患概念や、治

療法の開発、また免疫チェックポイント阻害剤の

有効性を予測するバイオマーカーの探索などを行

う。東京大学のアカデミアにおける科学的な医学

研究の裏付け、東大病院の学内外との連携による

豊富な臨床症例に、産学連携として企業からのノ

ウハウを導入して、がんに対する免疫治療という

新しい医療の研究開発に取り組む。今後この領域

を我が国において正しく発展させるための拠点と

して貢献していきたい。 

 

出版物等 

 

英文論文 

1) Hoshikawa M, Aoki T, Matsushita H, 

Karasaki T, Hosoi A, Odaira K, Fujieda N, 

Kobayashi Y, Kambara K, Ohara O, Arita J, 

Hasegawa K, Kakimi K, Kokudo N.  NK 

cell and IFN signatures are positive 

prognostic biomarkers for resectable 

pancreatic cancer. Biochem Biophys Res 

Commun. 2018 Jan 8;495(2):2058-2065. 

2) Hosoi A, Takeda K, Nagaoka K, Iino T, 

Matsushita H, Ueha S, Aoki S, Matsushima 

K, Kubo M, Morikawa T, Kitaura K, Suzuki 

R, Kakimi K. Increased diversity with 

reduced “diversity evenness” of tumor 

infiltrating T-cells for the successful cancer 

immunotherapy. SCIENITIFIC REPORTS. 

2018 Jan 18;8(1):1058. 

3) Yamamoto M, Nomura S, Hosoi A, Nagaoka 

K, Iino T, Yasuda T, Saito T, Matsushita H, 

Uchida E, Seto Y, Goldenring JR, Kakimi K, 

Tatematsu M, Tsukamoto. Established 

gastric cancer cell lines transplantable into 

C57BL/6 mice show fibroblast growth 

factor receptor 4 promotion of tumor 

growth. Cancer Sci. 2018 May;109(5):1480-

1492. 

4) Imai Y, Hasegawa K, Matsushita H, 

Fujieda N, Sato S, Miyagi E, Kakimi K, 

Fujiwara K. Expression of multiple 

immune checkpoint molecules on T cells in 

malignant ascites from epithelial ovarian 

carcinoma. Oncol Lett. 2018, May;15(5):

6457-6468. 

5) Karasaki T, Qiang G, Anraku M, Sun Y, 

Shinozaki-Ushiku A, Sato E, Kashiwabara 

K, Nagayama K, Nitadori JI, Sato M, 

Murakawa T, Kakimi K, Fukayama M, 

Nakajima J. High CCR4 expression in the 
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tumor microenvironment is a poor 

prognostic indicator in lung adeno-

carcinoma. J Thorac Dis. 2018 Aug;10(8):

4741-4750. 

6) Kawashima M, Sato M, Murakawa T, 

Anraku M, Konoeda C, Hosoi A, Kakimi K, 

Nakajima J. Role of Toll-like Receptor 4 

Expressed by Fibroblasts in Allograft 

Fibrosis in Mouse Orthotopic Tracheal 

Transplantation. Transplant Proc. 2018 

Dec;50(10):3863-3872. 

 

和文論文 

1) 垣見和宏、北野滋久、玉田耕治（司会）特集 

がん免疫療法の新たな展開・がん免疫療法の

さらなる発展のために－克服すべき課題と新

しい戦略－、最新医學・第 73巻・第 2号・（2018

年 2 月別冊）Page7（161）-19（173） 

2) 佐藤靖祥、垣見和宏、特集 がん免疫療法の

新たな展開 がん免疫療法におけるバイオマ

ーカー開発、最新医學・第 73巻・第 2号・（2018

年 2 月号別冊）Page98（252）-104（258） 

3) 佐藤靖祥、垣見和宏、Theme 免疫チェックポ

イント阻害薬を用いた併用療法（効果と副作

用）、免疫制御分子を標的とした併用療法、が

ん分子標的治療別冊 Vol.16No.3 Page10

（240）-14（242） 

4) 西田 謙太郎、西塔拓郎、浦川 真哉、森 正樹、

垣見 和宏、土岐 祐一郎、和田 尚、免疫関連

臨床効果判定基準(irRC)を用いたがんワクチ

ン症例の再検討、癌と化学療法 45 巻 10 号 

Page1466-1468 

5) 唐崎隆弘、垣見和宏,特集 がん免疫の最前線

複合がん免疫療法とバイオマーカー ,BIO 

Clinica 34 /1  Page35-39 

 

学会・講演会発表 

 

国際学会 

1) 2018/4/16, AACR(American Association for 

Cancer Research) Annual Meeting 2018、

McCormick Place North/South Chicago, 

Illinois, Akihiro Hosoi, Hirokazu 

Matsushita, Kazuyoshi Takeda, Ryuji 

Suzuki, Kazuhiro Kakimi, Diversity 

evenness of TCR repertoire in the tumor 

and periphery reflects antitumor activity 

and immune-related adverse events, 

respectively 

2)) 2018/4/18, AACR(American Association for 

Cancer Research) Annual Meeting 2018、

McCormick Place North/South Chicago, 

Illinois Hirokazu Matsushita, Kosei 

Hasegawa, Katsutoshi oda, Shogo 

Yamamoto, Kayo Asada, Akira Yabuno, 

Akira Nishijima, Takahiro krasaki, Yuji 

Ikeda, Keiichi Fujiwara, Hiroyuki 

Aburatani, Kazuhito Kakimi, Neoantigen 

load and HLA-class I expression 

characterize a subset of HR-proficient 

high-grade serous ovarian carcinomas with 

favorable prognosis and T cell-inflamed 

phenotype. 

3) 2018/6/27, THE 45th NAITO 

CONFERENCE ON Immunological and 

Molecular Bases for Cancer Immuno-

therapy, SAPPORO, Japan, Akihiro HOSOI, 

Hirokazu MATSUSHITA, Kazuhiro 

KAKIMI, Shoji IKEDA, Diversity evenness 

of TCR repertoire is associated with 

anti-tumor immunity and immune-related 

adverse events 

4) 2018/6/27, THE 45th NAITO 

CONFERENCE ON Immunological and 

Molecular Bases for Cancer Immuno-

therapy, SAPPORO, Japan, Yukari 

KOBAYASHI, Kosuke ODAIRA, Kaori 

KAMBARA, Nao FUJIEDA, AKihiro 

HOSOI, Koji NAGAOKA, Hirokazu 

MATSUSHITA, Kazuhiro KAKIMI, 

Detection of neoantigen-reactive T cell 

response in mice and human 

5) 2018/6/28, THE 45th NAITO 

CONFERENCE ON Immunological and 
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Molecular Bases for Cancer Immuno-

therapy, SAPPORO, Japan Kazuhiro 

KAKIMI, An Immunogram for the 

cancer-immunity cycle 

6) 2018/6/28, THE 45th NAITO 

CONFERENCE ON Immunological and 

Molecular Bases for Cancer Immuno-

therapy, SAPPORO, Japan, Hirokazu 

MATSUSHITA, Kosei HASEGAWA, 

Kazuhito KAKIMI, Neoantigen burden and 

HLA -class I experession difine a subgroup 

of HR-proficent high-grade serous ovarian 

carcinomas with T-cell-inflamed phenotype 

and better prognosis 

7) 2018/6/28, THE 45th NAITO 

CONFERENCE ON Immunological and 

Molecular Bases for Cancer Immuno-

therapy, SAPPORO, Japan, Yasuyoshi 

SATO, Hirokazu MATSUSHITA, Kazuhito 

KAKIMI, Yasuyuki SETO, Phase I trial of 

autologous tumor lysate-pulsed dendritic 

cell vaccination therapy after resection of 

stage IIA(T2N0,T3N0)esophageal cancer 

8) 2018/6/28, THE 45th NAITO 

CONFERENCE ON Immunological and 

Molecular Bases for Cancer Immuno-

therapy, SAPPORO, Japan, Koji 

NAGAOKA, Akihiro Hosoi, Tamaki IINO, 

Hirokazu MATSUSHITA, Kazuhiro 

KAKIMI, Dendritic cell vaccines induce 

phenopically,metabolically and functionally 

distinct antigen specific memory CD8⁺ T 

cells from those by peptide vaccines 

9) 2018/6/28, THE 45th NAITO 

CONFERENCE ON Immunological and 

Molecular Bases for Cancer Immuno-

therapy, SAPPORO, Japan, Kosuke 

ODAIRA, Ikuo WADA, Hitokazu 

MATSUSHITA, Kazuhiro KAKIMI, 

Daisuke NOGUCHI, Integrated analysis of 

tumor-microenvironment (TIME) and 

tumor infilrating cells in gastric cancer 

10) 2018/9/25, IASLC 19th World Conference 

on Lung Cancer, Tronto, Canada T. 

Karasaki, K. Kitano, K. Nagayama, J. 

Nitadori, M. Sato, M. Anraku, K. Kakimi, J. 

Nakajima, Difference of tumor mutational 

burden is associated with distinct immune 

microenvironment in the T-cell-inflamed 

lung adenocarcinoma. 

 

国内学会 

1) 2018/1/13、第 52回 日本成人病（生活習慣病）

学会学術集会（プレナリーレクチャー）、東京

都千代田区（都市センターホテル）、垣見和宏、

がん免疫治療と Immunometabolism 

2) 2018/1/13、第 52回 日本成人病（生活習慣病）

学会学術集会、東京都千代田区（都市センタ

ーホテル）、神原佳織、大平公亮、藤枝奈緒、

小林由香利、泉謙道、髙橋卓也、木村真之介、

小林史弥、松下博和、垣見和宏、γδT 細胞

治療における TIM-3 と Galectin-9 の発現 

3) 2018/1/13、第 52回 日本成人病（生活習慣病）

学会学術集会、東京都千代田区（都市センタ

ーホテル）、藤枝奈緒、大平公亮、小林由香利、

神原佳織、泉謙道、髙橋卓也、木村真之介、

小林史弥、松下博和、二見淳一郎、垣見和宏、

がん免疫細胞治療（γδT 細胞治療）におけ

るバイオマーカーの検索 

4) 2018/1/13、第 52回 日本成人病（生活習慣病）

学会学術集会、東京都千代田区（都市センタ

ーホテル）、松下博和、長谷川幸清、垣見和宏、

卵巣がんにおけるネオアンチゲンと腫瘍局所

免疫プロファイル 

5) 2018/1/14、第 52回 日本成人病（生活習慣病）

学会学術集会、東京都千代田区（都市センタ

ーホテル）、佐藤靖祥、松下博和、垣見和宏、

瀬戸泰之、進行食道癌に対する DCF 療法と

活性化自己γδT 細胞治療の併用療法の第Ⅰ

相試験 

6) 2018/2/1、先端医療シーズ開発フォーラム

2018 新しい医療へのブレークスルー（口

演）、東京都文京区（伊藤国際学術研究センタ

ー）、垣見和宏、遺伝子変異産物を標的とした
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がん免疫治療法の開発 

7) 2018/2/1、先端医療シーズ開発フォーラム

2018 新しい医療へのブレークスルー、東京

都文京区（伊藤国際学術研究センター）、長岡

孝治、松下博和、垣見和宏、ネオアンチゲン

を標的とした樹状細胞ワクチン治療 

7) 2018/2/10、学術講演会「免疫腫瘍学の集い」 

がん免疫療法－臨床と基礎の融合をめざして

－、岡山県岡山市（ホテルグランヴィア岡山）、

垣見和宏、次世代シークエンサーを用いた免

疫モニタリング 

8) 2018/2/17、第 15 回 日本免疫治療学研究会 

学術集会（シンポジウム・招待講演）、東京都

文京区（伊藤国際学術研究センター）、垣見和

宏、次世代シーケンサーを用いた腫瘍内免疫

応答の評価 

9) 2018/2/17、第 15 回 日本免疫治療学研究会 

学術集会、東京都文京区（伊藤国際学術研究

センター）、長岡孝治、細井亮宏、飯野環、松

下博和、垣見和宏、ペプチドがんワクチンに

対する樹状細胞ワクチンの優位性 

10) 2018/2/17、第 15 回 日本免疫治療学研究会 

学術集会、東京都文京区（伊藤国際学術研究

センター）、飯野環、細井亮宏、藤原光輝、松

下博和、垣見和宏、W/O/W型微小エマルショ

ンを用いたペプチドがんワクチンの腫瘍特異

的免疫応答の誘導 

11) 2018/2/17、第 15 回 日本免疫治療学研究会 

学術集会、東京都文京区（伊藤国際学術研究

センター）、細井亮宏、長岡孝治、飯野環、竹

田和由、北浦一孝、鈴木隆二、松下博和、垣

見和宏、腫瘍内浸潤Ｔ細胞の多様性の増加と

均一性の 

12) 2018/2/17、第 15 回 日本免疫治療学研究会 

学術集会、東京都文京区（伊藤国際学術研究

センター）、小林由香利、細井亮宏、木村真之

介、長岡孝治、飯野環、高橋卓也、藤枝奈緒、

神原佳織、大平公亮、泉謙道、松下博和、垣

見和宏、ネオアンチゲン反応性Ｔ細胞の検出 

13) 2018/2/17、第 15 回 日本免疫治療学研究会 

学術集会、東京都文京区（伊藤国際学術研究

センター）、神原佳織、大平公亮、藤枝奈緒、

小林由香利、泉謙道、高橋卓也、木村真之介、

小林史也、松下博和、垣見和宏、γδＴ細胞

治療における TIM-3 と Galectin-9 の発現 

14) 2018/2/17、第 15 回 日本免疫治療学研究会 

学術集会、東京都文京区（伊藤国際学術研究

センター）、藤枝奈緒、杉本勝俊、竹内啓人、

大平公亮、神原佳織、小林由香利、松下博和、

垣見和宏、森安史典、糸井隆夫、肝がん局所

療法における免疫応答－ラジオ波焼灼療法と

不可逆電気穿孔法の比較 

15) 2018/2/17、第 15 回 日本免疫治療学研究会 

学術集会、東京都文京区（伊藤国際学術研究

センター）、藤枝奈緒、石井健太郎、糸井隆夫、

大平公亮、神原佳織、小林由香利、松下博和、

垣見和宏、後藤重則、森安史典、切除不能進

行膵がんに対するゲムシタビン併用自己樹状

細胞腫瘍内局注療法 

16) 2018/2/17、第 15 回 日本免疫治療学研究会 

学術集会、東京都文京区（伊藤国際学術研究

センター）、大平公亮、三浪圭太、藤枝奈緒、

小林由香利、神原佳織、泉謙道、高橋卓也、

木村真之介、松下博和、垣見和宏、ゾレドロ

ン酸、デノスマブを投与した患者のγδＴ細

胞の増殖 

17) 2018/3/23、第 17 回 日本再生医療学会総会 

（シンポジウム・指定演題）、神奈川県みなと

みらい（パシフィコ横浜）、垣見和宏、ネオア

ンチゲンを標的としたがん免疫治療 

18) 2018/5/17、第 35 回 日本呼吸器外科学会総

会・学術集会、千葉県千葉市（幕張メッセ）

唐崎隆弘、福元健人、北野健太郎、長山和弘、

似鳥純一、佐藤雅昭、安樂真樹、垣見和宏、

中島淳、肺腺癌におけるイムノゲノミクス解

析 

19) 2018/7/2、Meet the Experts in Tokyo、東京

都中央区（野村コンファレンスプラザ日本橋）、

垣見和宏、Elements of cancer immunity and 

the cancer - immune set point 

20) 2018/7/19、第 16回 日本臨床腫瘍学会学術集

会、兵庫県神戸市（神戸国際展示場）、垣見和

宏、γδT 細胞を用いたがん免疫治 

21) 2018/8/1、第 22回 日本がん免疫学会総会（中
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山睿一先生追悼記念 学術講演会）、岡山県岡

山市（岡山コンベンションセンター）、垣見和

宏、次世代シーケンサーを用いた免疫モニタ

リング 

22) 2018/8/2、第 22回 日本がん免疫学会総会（シ

ンポジウム）、岡山県岡山市（岡山コンベンシ

ョンセンター）、松下博和、次世代シーケンサ

ーを活用したネオアンチゲンと抗腫瘍免疫応

答の解析 

23) 2018/8/2、第 22回 日本がん免疫学会総会（若

手研究奨励賞）、岡山県岡山市（岡山コンベン

ションセンター）、長岡孝治、唐崎隆弘、長山

和弘、中島淳、松下博和、垣見和宏、免疫チ

ェックポイント阻害剤治療によるイムノグラ

ムの変動 

24) 2018/8/3、第 22回 日本がん免疫学会総会（口

演）、岡山県岡山市（岡山コンベンションセン

ター）、上羽悟史、萩原春、七野成之、菰原義

弘、垣見和宏、松島綱治、Fascin and IL-12b 

provide a definitive cellular and molecular 

signature for CCR7⁺ tumor-infiltrating DCs 

25) 2018/8/3、第 22回 日本がん免疫学会総会（口

演）、岡山県岡山市（岡山コンベンションセン

ター）、二見淳一郎、本莊知子、吉岡実咲、勝

河祐希、Ahmadi Hannaneh、木下理恵、藤

枝奈緒、垣見和宏、抗がん抗原抗体で腫瘍免

疫応答をモニタリングする MUSCAT-Assay 

26) 2018/9/1、第4回 Immuno-Oncology Forum、

東京都中央区（ロイヤルパークホテル水天宮）、

垣見和宏、がん免疫治療と腫瘍内免疫応答の

評価 

27) 2018/9/21、第 27 回 日本組織適合性学会大    

会、長野県松本市（まつもと市民芸術館）、垣

見和宏、ネオアンチゲンを標的としたがん免

疫療法 

28) 2018/9/27、第 77回 日本癌学会学術総会、大

阪府大阪市（大阪国際会議場）、都築豊徳、石

田高司、小島隆嗣、垣見和宏、飯田真介、岡

三喜男、土岐祐一郎、西川博嘉、上田龍三、

和田尚、モガムリズマブ、ニボルマブ二剤併

用術前免疫療法第Ⅰ相医師主導治験において

得られた免疫組織染色結果の暫定的報告 

29) 201/9/28、第 77 回 日本癌学会学術総会、大

阪府大阪市（大阪国際会議場）、井元清哉、山

口類、長谷川嵩矩、林周斗、垣見和宏、宮野

悟、山上裕機、茶山一彰、中川英刀、肝臓が

んにおける免疫制御機構のゲノム解析 

30) 2018/9/28、第 77回 日本癌学会学術総会、大

阪府大阪市（大阪国際会議場）、松下博和、織

田克利、山本尚吾、浅田佳代、西島明、唐崎

隆弘、池田悠至、藤原恵一、油谷浩幸、垣見

和宏、卵巣漿液性癌におけるＤＮＡ相同組換

え修復、ネオアンチゲンおよび局所免疫の関

連 

31) 2018/9/29、第 77回 日本癌学会学術総会、大

阪府大阪市（大阪国際会議場）、松下博和、野

村昌志、田中將太、永江玄太、成田善孝、永

根基雄、西川亮、植木敬介、油谷浩幸、武笠

晃丈、垣見和宏、齊藤延人、神経膠腫におけ

るネオアンチゲンと免疫微小環境の経時変化

に関するマルチオミクス解析 

32) 2018/10/3 、 Precision Medicine in Lung 

Cancer ~When and How?~、愛知県名古屋市

（名古屋マリオットアソシアホテル）、垣見和

宏、Personalized and Combined Immuno-

therapy 

33) 2018/10/12、第 36回京都がん研究会、京都府

京都市（京都教育文化センター）、垣見和宏、

がん免疫治療：免疫チェックポイント阻害薬

の先にあるものは？ 

34) 2018/10/19、第 56 回日本癌治療学会学術集   

会、神奈川県横浜市（パシフィコ横浜）、垣見

和宏、免疫腫瘍学の基礎科学 

35) 2018/10/18、第 56 回日本癌治療学会学術集   

会、神奈川県横浜市（パシフィコ横浜）、川合

剛人、小林由香利、山田大介、佐藤悠佑、松

本明彦、井川靖彦、垣見和宏、久米春喜、テ

ムシロリムスは末梢血中の CD8 陽性 T 細胞

における PD-1 の発現を減少させる 

36) 2018/11/12、日本オミックス医療学会シンポ

ジウム がん免疫療法－最新の展開、東京都

文京区（東京医科歯科大学Ｍ&Ｄタワー）、垣

見和宏、がん免疫治療の個別化と複合化 

37) 2018/12/1、第 59回日本肺癌学会学術集会、
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東京都新宿区（京王プラザホテル）、唐崎隆弘、

長山和弘、垣見和宏、中島淳、肺腺癌におけ

る tumor mutational burden と癌免疫微小環

境の関連性 

38) 2019/2/23、第 2 回 日本サルコーマ治療研究

学会学術集会、東京都千代田区（学術総合セ

ンター）、佐藤靖祥、船内雄生、仲野兼司、小

林由香利、藤枝奈緒、平良眞一郎、友松純一、

早川景子、谷澤泰介、松本誠一、阿江啓介、

垣見和宏、髙橋俊二、腫瘍浸潤 T リンパ球の

解析による肉腫における免疫療法の可能性の

探索 

39) 2019/2/23、第 16回 日本免疫治療学会学術集

会、東京都文京区（東京大学 伊藤国際学術研

究センター）、垣見和宏、Immunogram for the 

Cancer-Immunity Cycle 

40) 2019/2/23、第 16回 日本免疫治療学会学術集

会、東京都文京区（東京大学 伊藤国際学術研

究センター）、孫長博、長岡孝治、細井亮宏、

垣見和宏、The neoantigen landscape of 

murine lung cancer LLC-1 model 

41) 2019/2/23、第 16回 日本免疫治療学会学術集

会、東京都文京区（東京大学 伊藤国際学術研

究センター）、長岡孝治、細井亮宏、孫長博、

垣見和宏、抗腫瘍免疫応答における NK 細胞

と抗 CTLA-4抗体の関与について 

42) 2019/2/23、第 16回 日本免疫治療学会学術集

会、東京都文京区（東京大学 伊藤国際学術研

究センター）、細井亮宏、長岡孝治、北浦一考、

鈴木隆二、垣見和宏、RNA ベースのＴ細胞受

容体（ＴＣＲ）レパトア解析に基づく腫瘍特

異的Ｔ細胞の検出 

43) 2019/2/23、第 16回 日本免疫治療学会学術集

会、東京都文京区（東京大学 伊藤国際学術研

究センター）、黒瀬浩史、大植祥弘、唐崎隆弘、

益田武、松下博和、山口博之、福田実、垣見

和宏、岡三喜男、Serum Antibody against 

NY-ESO-1 and XAGE1 Predicts Clinical 

Responses to Anti-PD-1 Therapy in 

Non-Small-Cell Lung Cancer 

44) 2019/2/23、第 16回 日本免疫治療学会学術集

会、東京都文京区（東京大学 伊藤国際学術研

究センター）、佐藤靖祥、八木浩一、泉謙道、

木村真之介、小林史弥、藤枝奈緒、小林由香

利、垣見和宏、瀬戸泰之、食道癌に対する 5-FU、

シスプラチン、ドセタキセル、3剤併用（DCF）

治療と活性化自己γδT 細胞治療の併用に関

する研究 

45) 2019/2/23、第 16回 日本免疫治療学会学術集

会、東京都文京区（東京大学 伊藤国際学術研

究センター）、佐藤靖祥、八木浩一、泉謙道、

木村真之介、小林史弥、大塚裕美、藤枝奈緒、

小林由香利、垣見和宏、瀬戸泰之、食道癌に

対する活性化自己γδT 細胞治療の有効性お

よび安全性に関する研究 

46) 2019/2/23、第 16回 日本免疫治療学会学術集

会、東京都文京区（東京大学 伊藤国際学術研

究センター）、松下博和、長谷川幸清、垣見和

宏、高悪性度漿液性腺癌（HGSC）における

ネオアンチゲンの多寡と予後との関連 

47) 2019/2/23、第 16回 日本免疫治療学会学術集

会、東京都文京区（東京大学 伊藤国際学術研

究センター）、松本明彦、佐藤悠佑、川合剛人、

泉謙道、木村真之介、小林史弥、藤枝奈緒、

小林由香利、垣見和宏、久米春喜、転移性腎

癌に対する自己腫瘍ライセート樹状細胞ワク

チンの安全性と有効性の評価 
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沿革と組織の概要 

近年、サイトカインや細胞表面分子を標的とし

た「生物学的製剤」、免疫担当細胞の特定分子を標

的とした「低分子化合物」が開発され、種々の自

己免疫疾患に対し、大きな成果を上げています。

これらの薬剤は「分子標的治療薬」と呼ばれ、対

象疾患は、関節リウマチ、若年性関節リウマチ、

乾癬、ベーチェット病、炎症性腸疾患と多岐にわ

たります。本講座は、患者数の多い関節リウマチ

および乾癬を主に扱っているアレルギー・リウマ

チ内科、皮膚科、整形外科が母体となり、2013

年 4 月に設立されました。2016 年 6 月より新た

に製薬会社 6社（田辺三菱製薬、中外製薬、あゆ

み製薬、大正富山医薬品、日本化薬、ユーシービ

ージャパン、アッヴィ）の厚意により II期目を迎

えました。 

現在、関節リウマチに対し投与可能な「分子標

的治療薬」は、TNF-α阻害剤のインフリキシマブ、

インフリキシマブ BS、アダリムマブ、ゴリムマ

ブ、セルトリズマブ、エタネルセプト、エタネル

セプト BS, IL-6阻害剤のトシリズマブ、サリルマ

ブ、T細胞共刺激抑制剤のアバタセプト、JAK阻

害剤であるトファシチニブ、バリシチニブの 12

剤です。乾癬に対しては、インフリキシマブ、イ

ンフリキシマブ BS、アダリムマブ、抗

IL-12/23p40抗体のウステキヌマブ、抗 IL-23p19

抗体のグセルクマブ、抗 IL-17A 抗体であるセク

キヌマブ、イキセキズマブ、抗 IL-17受容体抗体

であるブロダルマブの 8剤です。 

「分子標的治療薬」は、新規薬剤が続々と開発

されています。抗 CD20抗体のリツキシマブは多

発血管炎炎性肉芽腫症と顕微鏡的多発血管炎に、

抗 IL-5 抗体のメポリズマブは好酸球性多発肉芽

腫症に、抗 BlyS 抗体のベリムマブは全身性エリ

テマトーデスに投与可能となりました。一方、こ

れらの「分子標的治療薬」は全ての患者に効果が

あるわけではなく、重大な副作用も少なからず経

験します。どのような患者にどの分子標的薬が効

くのか、どのような患者にどのような副作用が出

現するかなどを予見することは現時点ではほとん

ど不可能です。そこで、本講座では、各「分子標

的治療薬」による免疫学的変化の解析やバイオマ

ーカーの探索、遺伝子情報の検討を行うことで、

個人個人に適した新規治療プロトコールの作成お

よび新規分子標的治療薬の開発の基盤を構築する

ことを目的としています。  

 

診療 

診療面では、(月)～(金)の午前中に、アレルギ

ー・リウマチ内科外来の中に「バイオ外来」を設

け、主に関節リウマチにて生物学的製剤投与中の

患者の臨床的管理を行っています。また、他科で
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生物学的製剤導入予定の患者に対し、内科的診察

や各種検査を行い、導入可能かどうかの判断を行

い、連携を図っております。(金)午後には「乾癬

性関節炎外来」を設け、診断確定および疾患活動

性の評価を臨床的・画像的に行っております。 

 

教育 

病棟や外来スタッフに対する教育は、新たな薬

剤の導入にあわせて施行しています。医学部学生

には、BSL・系統講義などを通じて教育を行って

います。 

 

研究 

自己免疫疾患に対する治療薬として重要な「分

子標的治療薬」について、免疫への影響、バイオ

マーカーや遺伝子情報との関連の研究を介して、

個人個人の治療法の至適化や新規分子標的治療薬

開発の基盤を構築することを目指しています。 

 

出版物等 
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沿革と組織の概要 

ユビキタス予防医学講座は東京大学大学院医学

系研究科寄附講座として、平成 19 年（2007 年）

8 月１日より活動を開始した。第一期（平成 19 年

8 月〜平成 22 年 7 月）はトーアエイヨー株式会

社、シオノギ製薬株式会社、日本電気株式会社の

3 社から、第二期（平成 22 年 8 月〜平成 27 年 7

月）はシオノギ製薬株式会社 1 社から、第三期（平

成 27 年 8 月〜）はシオノギ製薬株式会社、日本

ベーリンガーインゲルハイム株式会社の 2 社から、

第四期（平成 30 年 8 月〜）はシオノギ製薬株式

会社、日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社、

株式会社 DHI、株式会社 CCN グループ、日本ア

ビオメッド株式会社の 5 社から御支援を頂いてい

る。前身部門は東京大学大学院医学系研究科クリ

ニカルバイオインフォマティクス研究ユニットで

あり、同部門は平成 14 年（2002 年）に文部科学

省科学技術振興調整費人材養成プログラムとして

東京大学医学部附属病院内に設置された。平成 19

年に同ユニットが終了することを受け、これを引

き継ぐ形で本講座と臨床疫学研究システム学講座

が設置された。なお、両講座とも協力講座は東京

大学大学院医学系研究科循環器内科である。 

 

講座設置目的 

 生活習慣の変化により心血管病は癌とともに増

加の一途を辿っている。21 世紀は予防医学の時代

とも言われており、心血管病の発症予防・早期発

見は現代社会において解決すべき重要な課題の一

つである。本講座は、心血管病の発症予防を強力

に推進していくために、様々な医療技術、医学研

究を統合したトータルな予防医学基盤（ユビキタ

ス予防医学）を構築することを目的としている。

そのためには東大病院予防医学センターにおける

人間ドックの実施を通じた予防医学の実践と、疾

患予測型バイオマーカーの開発・予防医学的効果

のある新規生理活性物質の同定といった基礎医学

研究をバランスよく行い、予防医学分野において

臨床と研究を連動させることが肝要である。また

それらを同時に遂行できる人材を養成することも

不可欠である。 

 このような幾つかの異なる分野を統合して行う

活動を現有の循環器内科・予防医学センター単体

で遂行することは組織的にも経済的にも極めて困

難であるため、協力講座である循環器内科、関係

講座である予防医学センターと有機的に連携でき

る本寄附講座の存在意義は極めて高い。 

 

研究 

 研究面においては疾患予測型バイオマーカーの

開発に取り組み、その業績により学内外から大い

に注目されてきた。第二期途中より、心血管病予

防効果の期待できる新規生理活性物質を同定する

ための基盤技術（アッセイ系）の開発、またそれ
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らを用いた天然成分（生体臓器、微生物代謝産物、

食品などからの抽出物）や低分子化合物のスクリ

ーニングプロジェクトを開始した。新たな機能を

持つ生理活性物質・低分子化合物の発見は研究成

果としてインパクトがあるだけでなく、将来的に

新規医薬品やサプリメントの開発へと大きく発展

する可能性があるため、本探索型研究プロジェク

トは予防医学分野においても大変有意義である。  

 

期待される研究成果 

（１）疾患予測型バイオマーカーの臨床応用 

（２）心血管病に対して予防効果のある新規生理

活性物質同定のための基盤技術・アッセイ系の開

発及びそれら技術・アッセイ系に対する特許申請、

論文発表。 

（３）心血管病に対して予防効果のある新規生理

活性物質・低分子化合物の同定及びそれら新規物

質に対する特許申請、論文発表。 

（４）上記（３）で同定された新規生理活性物質

を元にした医薬品、サプリメントの開発及び循環

器内科・予防医学センターと連携した臨床研究の

推進。 

 

診療 

 臨床面においては関係講座である予防医学セン

ターに心血管ドックを設置するとともに、心血管

ドックにおいて未病段階で発見された動脈硬化に

対して早期に薬物治療を導入するための検診後外

来を開設し、これにより予防医学を実践するため

の有機的な連携を実現している。 

 

教育 

本講座の協力講座である循環器内科の大学院生

の教育および研究指導を行っている。 

 

競争的研究資金獲得状況 

1. 武田科学振興財団：医学系研究奨励 

脳神経核特異的に GPCR の biased agonism

の意義を検証できる実験系の開発（代表：池

田祐一） 

H27- 

2. 文部科学省科学研究費：基盤研究（C） 

新規 G タンパク質共役受容体 CXCR7 の心不

全改善効果の検討（代表：原田睦生） 

H28-30: 研究分担者 

3. 独立行政法人日本医療研究開発機構 

難治性疾患等実用化研究事業 

マルファン症候群における長期多系統障害増

悪機構の解明と新規薬物療法開発に向けた研

究（代表：武田憲文） 

H28-30: 3 年：研究分担者 

4. 武田科学振興財団：ビジョナリーリサーチ助成 

脂質性 GPCR リガンド探索研究 

（代表：池田祐一） 

H28- 

5. 文部科学省科学研究費：挑戦的研究（萌芽） 

常在性腸内細菌叢由来生理活性代謝産物の探

索（代表：藤城光弘） 

H29-30：研究分担者 

6. 文部科学省科学研究費：基盤研究（C） 

次世代心不全治療薬の開発：NFATc4 サブタ

イプ選択的阻害剤の探索（代表：熊谷英敏） 

H29-31: 3 年：研究分担者 

7. 一般財団法人島原科学振興会研究助成金：医

薬品研究部門 

Wnt シグナルを介して幹細胞を制御する幹細

胞増殖因子 R-spondin の代替え低分子化合物

の開発（代表：池田祐一） 

H29-30 

8. 公益財団法人ヤクルト・バイオサイエンス研

究財団一般研究助成金 

腸管に発現する化学感覚受容体を標的とした

腸内細菌叢由来生理活性代謝産物の網羅的探

索（代表：池田祐一） 
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H29-30 

9. 武田科学振興財団：医学系研究奨励 

「血管の褐色脂肪化」からとらえる動脈硬化

への新たなアプローチ（代表：上田和孝） 

H29- 

10. 一般財団法人東京医学会医学研究助成 

エストロゲンによる血管保護作用の新たなメ

カニズムの解明（代表：上田和孝） 

H29- 

11. 持田記念医学薬学振興財団研究助成 

エストロゲンの血管保護作用を「血管の褐色

化」から捉えなおす：新世代ホルモン補充療

法の開発に向けて（代表：上田和孝） 

H29- 

 

出版物等 

 

2018 年度英文論文 

1. Aoyama N, Suzuki JI, Kumagai H, Ikeda Y, 

Akazawa H, Komuro I, Minabe M, Izumi Y, 

Isobe M. Specific periodontopathic bacterial 

infection affects hypertension in male 

cardiovascular disease patients. Heart 

Vessels. 33(2):198-204, 2018 

2. Aoyama N, Suzuki JI, Kobayashi N, 

Hanatani T, Ashigaki N, Yoshida A, 

Shiheido Y, Sato H, Kumagai H, Ikeda Y, 

Akazawa H, Komuro I, Minabe M, Izumi Y, 

Isobe M. Japanese cardiovascular disease 

patients with diabetes mellitus suffer 

inccreased tooth loss in comparison to those 

without diabetes mellitus -A Cross-sectional 

Study. Intern Med. 57:777-782, 2018 

3. Fujiwara T, Takeda N, Hara H, Morita H, 

Kishihara J, Inuzuka R, Yagi H, Maemura 

S, Toko H, Harada M, Ikeda Y, Kumagai H, 

Nomura S, Takimoto E, Akazawa H, Ako J, 

Komuro I. Eur J Hum Genet. 26:1151-1158, 

2018 

4. Takeda N, Inuzuka R, Maemura S, Morita 

H, Nawata K, Fujita D, Taniguchi H, Yagi H, 

Kato M, Nishimura H, Hirata Y, Ikeda Y, 

Kumagai H, Amiya E, Hara H, Fujiwara T, 

Akazawa H, Suzuki JI, Imai Y, Nagai R, 

Takamoto S, Hirata Y, Ono M, Komuro I. 

Impact of pathogenic FBN1 variant types on 

the progression of aortic disease in patients 

with marfan syndrome. Circ Genom Precis 

Med. 11:e002058, 2018 

5. Akimoto S, Suzuki JI, Aoyama N, Ikeuchi R, 

Watanabe H, Tsujimoto H, Wakayama K, 

Kumagai H, Ikeda Y, Akazawa H, Komuro I. 

A novel bioabsorbable sheet that delivers 

NF-ĸB decoy oligonucleotide restrains 

abdominal aortic aneurysm development in 

rats. Int Heart J. 59:1134-1141, 2018 

6. Hara H, Takeda N, Kondo M, Kubota M, 

Saito T, Maruyama J, Fujiwara T, Maemura 

S, Ito M, Naito AT, Harada M, Toko H, 

Nomura S, Kumagai H, Ikeda Y, Ueno H, 

Takimoto E, Akazawa H, Morita H, 

Aburatani H, Hata Y, Uchiyama M, Komuro 

I. Discovery of a small molecule to increase 

cardiomyocytes and protect the heart after 

ischimic injury. JACC Basic Transl Sci. 

3:639-653, 2018 

7. Komuro J, Ueda K, Kaneko M, Nitta S, 

Kasao M, Yokoyama M. Various cardiac 

abnormalities caused by bacterial 

myocarditis. Int Heart J. 59:229-232, 2018 

8. Ueda K, Takimoto E, Lu Q, Liu P, Fukuma 

N, Adachi Y, Suzuki R, Chou S, Baur W, 

Aronovitz MJ, Greenberg AS, Komuro I, 

Karas RH. Membane-Initiated estrogen 

receptor signaling mediates metabolic 

homeostasis via central activation of protein 

phosphatase 2A. Diabetes. 67:1524-1537, 

2018 

9. Kaneko M, Ueda K, Nishimae I, Nitta S, 

Suzuki M, Kasao M, Shirai T. 

Subendocardial ischemia because of 

coronary artery spasm causes transient 
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severe mitral regurgitation. Circ Heart Fail. 

11:e005496, 2018 

10. 上田和孝:エストロゲンによる脂肪細胞の褐

色化を介した代謝恒常性維持機構の解明. 産

科と婦人科 85(3):347-349, 2018 
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沿革と組織の概要 

本講座は、理学・工学などの自然科学を基盤と

して、生活に起因する疾患・症候の病態を解明す

るとともに、直接介入可能な看護学的アプローチ

から広く生活支援を行う方法論を創り出す Life 

Support Technologyを創設することを目的に、東

京大学大学院医学系研究科・医学部に 2010年 10

月 1日に設立された株式会社モルテンによる寄付

講座である。 

かねてから、看護学分野において強力にトラン

スレーショナルリサーチを進めていた東京大学大

学院医学系研究科健康科学・看護学専攻老年看護

学／創傷看護分野の真田弘美教授と、医療・福祉

機器開発を手がけていた株式会社モルテンの協力

のもと、講座の設立が企画され、東京大学大学院

情報理工学系研究科土肥健純教授（当時）の仲介

もあり、東京大学情報理工学系研究科知能機械情

報専攻から、森武俊准教授を招聘することにより

本寄付講座が設立された。 

その後、2015年 10月 1日より 2期目をスター

トしている。2016年 2月 20日には、設立祝賀パ

ーティが開かれた場所と同じ学士会館にて 2期目

開始並びに、森特任教授の就任のお祝いのパーテ

ィが開かれた。パーティでは、株式会社モルテン

からは、民秋清史代表取締役社長、健康用品事業

本部最高執行責任者梶原隆司取締役を含め関係者

の方々、また、本学からは健康科学・看護学専攻

長の山本則子教授をはじめとする健康科学・看護

学の先生方、ならびに、東京大学工学部の名誉教

授でもある土肥健純教授をはじめ工学系の先生方

もお招きし、非常に盛大に行われた。 

2012 年より看護学と理工学の融合としての初

めての学会である看護理工学会の立ち上げに携わ

り、2013年 10月 5日の学会設立と同時に行われ

た第１回の学術集会を森武俊特任准教授（当時）

が大会長として開催し、講座がホスト役として重

大な役割を果たした。 

組織としては、2010年 10月 1日に、森武俊特

任准教授が着任するとともに、大江真琴特任助教

が着任した。その後、2011年 4月には、大江真琴

特任助教が、連携協力講座である老年看護学／創

傷看護分野の助教に異動し、入れ替わりで情報理

工学系研究科知能機械情報学専攻から、野口博史

特任助教が着任した。また、2012 年 4 月には、
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看護領域との協力研究促進を目指し、看護学の研

究者として、玉井奈緒特任助教が着任した。その

後、2012年 12月に玉井奈緒特任助教が連携協力

講座である老年看護学／創傷看護分野の助教に異

動し、代わって、同じく看護学研究者として吉田

美香子特任助教が着任した。また、講座の 2期目

のスタート時に、森が特任教授へと昇進し、野口

も特任講師へと昇任している。2016 年 8 月より

吉田美香子特任助教は、連携協力講座である老年

看護学／創傷看護分野の助教に異動し、2017年 2

月より看護学研究者として筑波大学より荒木大地

特任助教が着任した。同年 12 月に荒木大地特任

助教が退職され、翌年 2018年 4月より高橋聡明

特任助教が着任した。また、2017 年 4 月よりグ

ローバルナーシングリサーチセンターが設立され

たのに伴い、森武俊特任教授がケアイノベーショ

ン創生部門のロボティクスナーシング分野を兼任

している。 

よって、現状の講座組織としては、特任教授 1

名、特任講師１名、特任助教 1名である。講座は

健康科学・看護学専攻の修士課程・博士課程学生

を受け入れており、2014 年度末に 2 名の在籍学

生が修士課程を修了している。留学生も受け入れ

ており、2013年度にはメキシコからの留学生を 1

名半年間受け入れている。2017年度より、韓国か

らの留学生を１名学部研究生として受け入れてお

り、本年度からは修士課程大学院生として受け入

れている。 

 

教育 

授業としては、連携協力講座である老年看護学

／創傷看護分野の修士向け授業である。創傷看護

学特論 Iでは、医療機器や計測に関係する電子回

路やセンサ技術についての講義ならびに、概念モ

デルや研究デザインについての講義を行った。ま

た、老年看護学特論 Iでは、工学系の論文の特徴

や読み込み方などについて典型的な 2件の論文を

元に授業を行った。また、老年看護学特論 II に、

早稲田大学の岩田浩康教授をはじめとする工学専

門家をお招きしご講義いただいた。学部演習のラ

ボメソ、学部講義「看護理工学」、「環境人間工学」、

駒場向け講義「看護学概論 I」ならびに、「看護学

概論 II」においても担当講座を補助し講義も分担

している。また、リーディング大学院 GCL およ

びGLAFSの講義もそれぞれ年 1回担当した。 

外部向けの啓発講義・演習としては、医学系研

究科附属グローバルナーシングリサーチセンター

主催の第 6回看護理工学入門セミナーにおいてに、

工学に関する講義を行った。また、今年度からは

新たにベイズ統計、ビッグデータ解析の講義を追

加している。また、同ハンズオンセミナーには、

アドバンストコースとして、外部の方 4 名に 3D

計測・造形技術に関する講義・実習を行った。 

GNRC運営に関連し、本寄付講座ではセンター

の工学系実験室で、海外から 11組、国内から１0

組、合計 21回の研修（見学対応）を行った。 

 

研究 

講座では、人間の日常生活行動に起因する様々

な病気やけがを予防するため、その原因を解明し、

効果的なモニタリング・予防機器を開発する研究

を進めている。その中で、みまもり工学、看護工

学、人間行動計測を中心とした科学・技術を追究

している。また、情報工学、メカトロニクス、ロ

ボティクスをベースに、みまもり・看護と工学と

を越境する新たな領域の開拓を目指して研究を進

めている。特に、みまもり工学としては、日々の

生活をさまざまなセンサ技術でみまもることでそ

の人のふだんの状況を把握し、病気・怪我や事故

を予見することで、健康で快適な暮らしを支援す

る方法論を確立することを目指した研究を推進し

ている。 

 

講座における主なテーマとしては、 
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・ベッドにおける生体情報モニタリング・マット

レスによる生体情報観察・推定システムの開発 

・日常生活環境における簡易モニタリング・生活

パターンやその変化の推定アルゴリズムの作成 

・足・下腿の三次元動態モニタリング・褥瘡予防

を目的とした足の 3次元時変状態計測 

・排泄障害の実態・管理に関する臨床研究 

・測域センサによる人位置計測・行動推定 

・生活行動データベースデザイン・データベース

構築 

に取り組んでいる。 

工学部・工学系・情報理工学系との協調研究と

しては、 

・個人用モビリティの運転・操縦の補助・支援 

・生活行動や運転行動の確率モデル・統計的クラ

スタリング 

・次世代モーションキャプチャ・マーカレスモー

ションキャプチャ 

に取り組んできている。 

 

今年度より森特任教授がグローバルナーシング

リサーチセンターのロボティクス分野を兼任して

いることもあり、2017年から引き続き、東大病院

においてロボットを利用した研究もはじめており、

2018年度からは、連携協力講座である老年看護学

／創傷看護分野と協力して学外の療養型病院にも

フィールドを広げている。 

 

連携協力講座である老年看護学／創傷看護分野

との共同研究として、車椅子バスケット選手の褥

瘡発生予防に向けた体圧の分析にも取り組んでい

る。その調査、体圧分布解析などをまとめ、連携

協力講座の老年看護学／創傷看護分野の修士学生

がその内容を「Relationship between pressure 

ulcers and dynamic buttock pressure 

distributions during performance in wheelchair 

basket athletes 」としてまとめ、修了している。 

なお、研究活動の内、下記テーマについて、受

賞している。 

 

森 武俊．第 27回日本創傷・オストミー・失禁管

理学会 優秀賞．"褥瘡デジタルカメラ画像の機械

学習に基づく DESIGN-R 深さ・サイズの自動推

定"，森，大野，野口，真田．第 27回日本創傷・

オストミー・失禁管理学会．O-13, 2018. 

（2018-05-19, 札幌コンベンションセンター） 

 

出版物等 

 

1. H. Tanaka S, Yabunaka K, Matsumoto M, 

Tamai N, Noguchi H, Yoshida M, Nakagami 

G, Sugama J, Sanada H. Fecal distribution 

changes using colorectal ultrasonography 

in older people with physical and cognitive 

impairment at long-term care facilities: A 

longitudinal observational study. 

Healthcare, 2018; 6(2): 55.  

https://doi.org/10.3390/healthcare6020055 

2. Shikama M, Nakagami G, Noguchi H, Mori 

T, Sanada H. Development of personalized 

fitting device with three-dimensional 

solution for prevention of NIV oral–nasal 

mask-related pressure ulcers. Respir Care. 

August 2018, 63 (8) 1024-1032; DOI:  

https://doi.org/10.4187/respcare.05691  

3. Manaka Saegusa, Hiroshi Noguchi, Gojiro 

Nakagami, Taketoshi Mori, Hiromi Sanada. 

Evaluation of comfort associated with the 

use of a robotic mattress with an interface 

pressure mapping system and automatic 

inner air-cell pressure adjustment function 

in healthy volunteers. Journal of Tissue 

Viability. 27(3):146-152, 8 2018.  

https://www.journaloftissueviability.com/art

icle/S0965-206X(17)30131-6/fulltext DOI： 

doi: 10.1016/j.jtv.2018.06.002 

4. Kase, R.; Amemiya, A.; Okonogi, R.; 

Yamakawa, H.; Sugawara, H.; Tanaka, 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.138, Oct. 2019 491 

Y.L.; Komiyama, M.; Mori, T. Examination 

of the Effect of Suitable Size of Shoes under 

the Second Metatarsal Head and Width of 

Shoes under the Fifth Metatarsal Head for 

the Prevention of Callus Formation in 

Healthy Young Women. Sensors 2018, 18, 
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沿革と組織の概要 

臨床試験データ管理学講座は、東京大学大学院

医学系研究科公共健康医学専攻生物統計学分野及

び東京大学医学部附属病院（東大病院）臨床試験

部（現在は臨床研究支援センター）を協力講座と

して、平成 19 年度 4 月に設立されました。平成

28年度からは、4期目に入り、ACメディカル株

式会社、エイツーヘルスケア株式会社、FMD K&L 

Japan株式会社、小野薬品工業株式会社、株式会

社 CAC クロア、日本たばこ産業株式会社、日本

メディア株式会社、メディデータ・ソリューショ

ンズ株式会社、ルミナリーメディカル株式会社の

寄付を受けて講座を更新させて頂いております。

平成 30 年 1 月には、医療コミュニケーション学

分野が協力講座となり、新たな活動を開始致しま

した。臨床試験におけるデータ管理は重要である

という共通認識は存在しますが、本邦では十分な

教育システムが存在せず試験ごとの対応であった

ため、試験の多様化・効率化に対応できない状態

にあります。これは、統計学や品質管理学に臨床

医学の特性を融合したデータ管理学の体系構築が

未成熟なことが原因であり、早急に人的およびツ

ール面での支援・人材育成を実施しなければなり

ません。本講座では、本邦における臨床試験の質

向上を目指した臨床データ管理学の研究と体系化

を目指した教育の実践及び研究者主導研究支援を

行うことを目的として活動を行っております。 

 

教 育 

国内外の組織と連携し、臨床試験データ管理の

研究と体系化を目指した教育の実践を行っていま

す。国内においては、産学連携勉強会、公開セミ

ナーを通じて、全国レベルでの教育・人材育成を

行っています。平成 30年度は、「患者報告アウト

カム（PRO）を用いた臨床研究のデザインと実践」

というテーマで臨床研究方法論セミナーを企画し、

190 名近くが受講されました。日本医療研究開発

機構主催データマネージャー養成研修では、講師

やファシリテーターとして、全国の国立大学病院

の新人データマネジャーへの教育にも携わりまし

た。また、当講座が事務局となって全国規模でデ

ータマネジメントの研究に関するネットワークを

展開しており、140 名以上の方にご登録いただい

ております。 
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海外においては、臨床データ管理の国際学会で

ある、Society for Clinical Data Management

（SCDM）の Academia Task Force（ATF）の一

員として、アカデミア・データマネジャーのグロ

ーバルネットワークの構築など、国際共同プロジ

ェクトに参画しています。また、 Japan 

Committee（日本支部）の設立についても、日本

側の窓口として役割を果たしております。 

東大病院においては、臨床研究支援センターと

連携し、統計学を中心とした医学研究のコンサル

テーション（研究支援）を実施しております。平

成 30 年度は 4 件の統計・医学研究コンサルテー

ションを受け、東大病院内の医学研究者・看護研

究者向けの支援を行いました。統計コンサルテー

ションは主に、研究後から論文投稿およびレビュ

ーア対応で、幅広い領域から依頼を受けておりま

す。 

 

研 究 

臨床試験データ管理学の研究として、

Risk-Based Monitorning の方法論の研究や

ePRO（患者から直接電子的にデータを収集する

ツール）の開発、臨床研究におけるモバイルヘル

スの活用の検討などについて、他大学、製薬企業、

CRO、ベンダーと連携しながら、取り組んでおり

ます。 

国内外の多数の医学研究に医学統計やデータ

管理の専門家として参加しているとともに、当講

座がデータセンターとしての役割を果たしている

研究もございます。さらに、他センターや他大学

が主導している臨床研究についても、研究事務局

や研究協力者として、積極的に研究支援を行って

おります。例としては、「抗がん剤治療中止時に備

えるための患者質問支援プログラムの開発に関す

る実施可能性研究」（研究者代表者：内富庸介、国

立がん研究センター中央病院支持療法開発センタ

ー)、「シスプラチンベースの化学療法誘発性悪

心・嘔吐の予防に対するオランザピン併用標準制

吐療法におけるデキサメタゾン投与日短縮の非劣

性を検証するプラセボ対照二重盲検ランダム化第

Ⅲ相比較試験」（研究者代表者：中島 貴子、聖マ

リアンナ医科大学臨床腫瘍学講座）、「乳房再建患

者の HRQOL•満足度を調査する多施設共同研

究.」（研究者代表者：木股 敬裕、岡山大学大学

院医歯薬学総合研究科形成再建外科学講座）など

の臨床試験がございます。 

これまでの本邦における臨床試験データ管理

は、「なぜ、データ管理が必要なのか？」や「どう

いう人材が必要なのか？」といった本質が論じら

れることはなく、臨床試験において臨床データが

集まった後のテクニカルな入力ミスや変換ミスを

なくすことに主眼が置かれ続けてきた感は否めま

せん。しかしながら、これらは臨床データ管理学

の役割のあくまで一部分にしか過ぎません。臨床

試験実施中の進捗状況やデータを直接眺められる

のはまぎれもなくデータ管理担当者であり、その

判断により試験をコントロール可能な重要な役割

を担っています。従って、これからの臨床データ

管理担当者は、自分の専門領域を軸としながらも、

IT・統計学・疫学・医学研究者ともコミュニケー

ションが取れ、臨床試験実施中のデータプロジェ

クトマネージングができる人材が必要となってき

ていると考えます。 

一方で、特に本邦において「臨床データ管理」

に対する認識の差は非常に大きく、企業・実施機

関ごとにデータ管理のやり方やアプローチが異な

り、優秀な人材が活用されていないあるいは生み

出されていないと本講座は考えております。また

昨今、研究者主導臨床研究におけるデータ不正に

係る事件が相次ぎ、アカデミアによる臨床研究に

対する信頼を大きく揺るがす事態になっておりま

す。臨床試験を取り巻く規制についても、最近で

は疫学と臨床試験の倫理指針の統合、Good 

Cliical Practiceの改訂（ICH E6-R2）、臨床試験
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法の成立があり、また、今後は臨床試験の一般指

針（IHC E8）の刷新が予定されており、大きな

変革の時期を迎えております。 

この状況を打開するためにも、標準的な教育

（臨床、統計学、品質管理、IT、法規制、倫理な

ど）とOJT（On the Job Training）を同時に行

える機関の育成が急務であり、本講座が新たな臨

床データ管理の潮流を生みだせる機関となるよう

研究と教育を続けていく所存です。 
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沿革と組織の概要 

ロコモ予防学講座は 2017 年に、中外製薬株式

会社、富士フイルム株式会社、味の素株式会社、

旭化成ファーマ株式会社、アルケア株式会社、イ

ンターリハ株式会社、アニマ株式会社、帝人ファ

ーマ株式会社、サントリーホールディングス株式

会社、久光製薬の寄付金により、22世紀医療セン

ターに設立された寄付講座で、整形外科学講座お

よびリハビリテーション医学分野を協力講座とし

ている。本講座は、変形性関節症、骨粗鬆症、サ

ルコペニアをはじめとする高齢者運動器疾患の大

規模統合データベースを構築し、運動器疾患や運

動器の障害のために要介護となる危険の高い状態

であるロコモティブシンドロームの予防法の確立

や、それ以外に要介護に影響を及ぼすと考えられ

るフレイルや認知症も含めた原因療法開発の可能

性に繋がるエビデンスの解明を目指している。 

 

講座概要 

運動器の障害は歩行障害を介して高齢者の生活

の質（Quality of life：QOL）を著しく損なうため、

超高齢社会に突入したわが国における高齢者の

QOLの維持増進や健康寿命の延伸、医療費の低減

のためには、運動器疾患の予防対策は喫緊の課題

であるといえる。そこで日本整形外科学会は、運

動器の障害のために要介護となる危険の高い状態

をロコモティブシンドローム（ locomotive 

syndrome、以下ロコモ）と定義し、要介護予防の

立場から疾患横断的に運動器疾患をとらえ、その

予防対策に取り組んでいる。 

一般に疾病の予防のためには、まず目的疾患の

基本的疫学情報、即ち有病率や発生率、危険因子

を把握することが必須である。しかし慢性に進行

し経過が長いことが多い運動器疾患は発生の日時

を特定することが困難であるため、一般住民の集

団を設定して集団全体について経時的に調査を行

う必要がある。そのため患者数が極めて多いと考

えられるにもかかわらず、運動器障害の疫学エビ

デンスの集積はまだ十分とは言えない。 

我々は 2005 年からわが国の高齢者運動器疾患

およびそれによる要介護移行の予防を目的として、

一般住民を対象とした大規模コホート疫学研究を

開始し ROAD（ Research on Osteoarthritis 

/osteoporosis Against Disability）プロジェクトと

名付けた。本プロジェクトにおける、骨関節疾患

を予防目的とした住民コホートは世界最大規模で

ある。本コホートは 2015年～2016年に 10年目

の追跡調査を完了し、現在 13 年目の追跡調査

（2018〜2019）を実施中である。 

本講座は、ROAD プロジェクトの追跡調査結果

から、運動器疾患の有病率、発生率などの疫学情

報に加えて、筋量減少を認めるサルコペニア、フ
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レイル、認知症などについても情報を取得し、こ

れらをあわせた要介護への影響、死亡との関連な

どの予後情報、加えてこれらの年代別の変化など

長期コホートならではの質の高いエビデンスの創

出を目指している。 

 

研 究 

研究内容 

ROAD プロジェクトでは、都市（東京都板橋区）、

山村（和歌山県日高川町）、漁村（和歌山県太地町）

と、特性の異なる３地域にコホートを設置し、

2005年から 2007年にかけて総数 3,040人からな

るベースライン調査を完了した。ベースライン調

査に引き続き、ROAD では、2008〜2010 年に 3

年目の第１回追跡調査、2012〜2013 年に 7 年目

の第 2 回追跡調査、2015〜2016年に 10年目の第

3 回追跡調査を完了し、10年間の追跡調査のデー

タベースが完成した。現在 13 年目の追跡調査

（2018〜2019）を実施中である。 

 

今後の研究の展望 

10年間の追跡調査結果をふまえて、ロコモティ

ブシンドローム、変形性関節症、骨粗鬆症、サル

コペニア、フレイル、認知症をはじめとする高齢

者運動器疾患の発生率、発生に関わる危険因子、

ADL/QOL への影響、要介護移行率について解析

中。これら結果から、要介護予防のためのスクリ

ーニング手法の開発をはかる。 
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特任准教授 

村山陵子 

特任助教 

阿部麻里 

客員研究員 

田邊秀憲 

 

ホームページ http://ant.m.u-tokyo.ac.jp/index.html 

 

 

沿革と組織の概要 

本講座は患者に「我慢させない療養生活」を実

現し人々の健康を早期に取り戻すために、臨床現

場を基軸とし、高度な看護技術を創生する学問領

域を発展させることを目的に、東京大学大学院医

学系研究科社会連携講座として2012年12月に開

設された。 

看護技術発展における課題として、大学で行う

研究と臨床現場で行われている看護技術との乖離

があげられる。つまり、大学では研究を通して看

護の発展に寄与する方策を持っていても、病院か

ら離れているためにそれを還元することや臨床の

ニーズを把握することが困難な場合がある。一方

で病院では、新しい技術の創生が、看護師の経験

に依存する傾向があり、科学的プロセスを経た開

発は極めて限定されてきた。看護師が臨床で業務

をこなしながら研究ができるような、人材の育成

や支援体制は十分といえない点も挙げられる。 

これらの課題を解決し、さらなる看護技術の進

化をめざし、テルモ株式会社の協力のもと、病院

内に研究室が設置された。2018 年 3 月からは、

老年看護学／創傷看護学分野、看護部、血液・腫

瘍内科が協力講座となった。病院の看護部、診療

科、大学院看護学専攻が協力してチーム医療・研

究を推進する、日本の新たな研究基盤のモデルを

構築する。そして実践の場のニーズにあった、新

しい看護をスピーディーに世界に発信することを

目指して取り組む。 

講座構成員は、村山陵子特任准教授、阿部麻里

特任助教、田邊秀憲客員研究員（テルモ株式会社）

である。 

また、平成 29 年 4 月に東京大学大学院医学系

研究科附属グローバルナーシングリサーチセンタ

ー（Global Nursing Research Center: GNRC）

が開設された。本講座教員は GNRC のケアイノ

ベーション創生部門、クリニカルナーシングテク

ノロジー分野を兼担し、異分野融合型イノベーテ

ィブ看護学研究の推進、およびケアイノベーショ

ンを先導できる若手看護学研究者育成に貢献した。 

 

教 育 

研究指導として、老年看護学／創傷看護学分野

の大学院生の研究計画について、演習・実習を通

して指導協力を行った。 
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学部、大学院の講義の一部を老年看護学／創傷

看護学分野とともに担当した（健康支援実習、老

年看護学特論Ⅰ、創傷看護学特論Ⅰ）。 

平成 30 年度の修士論文の実績は以下の通りで

ある（1題）。 

“ Development of an algorithm using 

ultrasound-assisted peripheral intravenous 

catheter placement for reducing catheter 

failure: a pretest-post-test study” 

GNRCが主催する博士研究員、研究者を対象と

したセミナーの看護トランスレーショナルリサー

チについての講義を担当した（看護理工学入門セ

ミナー、ハンズオンセミナー）。 

 

研 究 

講座では臨床現場に立脚した新しい看護技術

を開発し、患者の「我慢させない療養生活」の確

立をめざしている。臨床現場のニーズを把握し、

病態生理に基づくメカニズム解明を進め、看護技

術や医療機器を開発し臨床現場に還元していくと

いう、看護トランスレーショナルリサーチを推進

している。東京大学医学部附属病院看護部との共

同研究により、輸液療法における点滴トラブルの

実態調査をベースとして、点滴トラブルの予防を

目指したエビデンスに基づく看護技術への介入研

究、また、血管外漏出の早期発見を目指した感温

フィルムの開発、実装に向けての人を対象とした

臨床研究へと進めている。 

看護部のキャリアラダーシステムの中で、看護

師を対象とした研修講師や研究指導を行う。研究

のコンサルテーションや論文執筆指導を行い、看

護師の研究の推進を図っている。また、病院の看

護部、診療科、大学院看護学専攻が協力してチー

ム医療・研究を推進するための「東大看護研究シ

ンポジウム」の企画・運営を行っている。 

以下、本講座で平成 30 年度に実施された主な

研究テーマを挙げる。 

・点滴トラブルのメカニズムの解明 

・点滴トラブルを予防する静脈留置カテーテル

の開発 

・血管外漏出の早期発見を目指した感温フィル

ムの評価 

・超音波検査装置を用いた静脈カテーテル留置

技術向上のためのプログラム開発 

 

出版物等 

 

1. Abe-Doi M, Oe M, Murayama R, Zushi Y, 

Tanabe H, Sanada H. Impact of 

squeezingcondition to obtain sufficient 

blood volume for self-monitoring of blood-

glucose using an automatic puncturing and 

sampling system. Journal of Diabetes 

Science and Technology. 2018;12(5):1041-4. 

2. Murayama R, Takahashi T, Tanabe H, 

Yabunaka K, Oe M, Komiyama C, Sanada 

H. Exploring the causes of peripheral 

intravenous catheter failure based on 

shape of catheters removed from various 

insertion sites. Drug discoveries & 

therapeutics. 2018; 12(3):170-177. DOI: 10.

5582/ddt.2018.01024 

3. Shiraishi M, Haruna M, Matsuzaki M, 

Murayama R, Sasaki S. Pre-pregnancybody 

mass index, gestational weight gain, and 

body image are associated with dietary 

under-reporting in pregnant Japanese 

women. Journal of Nutritional Science. 

2018;7,e12:1-10, doi:10.1017/jns.2018.3 

4. 川村留美, 大江真琴, 竹原君江, 雨宮歩, 大橋

優美子, 野口博史, 村山陵子, 森武俊, 植木浩

二郎, 門脇孝, 小見山智恵子, 真田弘美. 糖尿

病患者を対象としたサーモグラフィによる靴

の適合性の検討. 日本フットケア学会雑誌. 

2018;16(2):75-9.  

5. 清水佳子、村山陵子、松田美智代、小柳礼恵、

内田美保、相馬光代、大江真琴、新井梨佳、

山本知孝、真田弘美、小見山智恵子．安全な
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輸液療法を実施するためのフリーフロー防止

策の検討．看護実践学会誌，2018;30(2):21-28.  

6. 高橋聡明, 村山陵子,田邊秀憲,玉井奈緒,藪中

幸一,真田弘美.超音波検査とスケッチ技法を

用いた末梢静脈カテーテル留置時の観察研究．

看護理工学会誌, 2018;5(1):2-11. 
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イメージング看護学 
 

特任准教授 

藪中幸一 

特任講師 

吉田美香子 

特任助教 

松本勝 

共同研究員 

半田真弓、苅部樹彦 

 

ホームページ http://www.imagingnursing.m.u-tokyo.ac.jp/index.html 

 

 

沿革と組織の概要 

本講座は患者に「安全安心で快適な療養生活」

の実現を目指して、イメージング技術を基盤とす

る看護ケアの実態調査、看護技術の提案、評価ま

でのトランスレーショナルリサーチを実践し、ケ

アシステムの開発と臨床現場への適用を目的に、

東京大学大学院医学系研究科社会連携講座として

富士フイルム株式会社の協力のもと、2017 年 4

月に開設された。また本講座は、老年看護学／創

傷看護学分野の協力講座である。 

本講座では以下の 3 つの具体的な目的のもと、

イメージング看護技術の確立と発信、患者への還

元に向けた研究に取り組んでいる：(1)看護ケアを

サポートする超音波技術支援システムの開発(2)

診療の補助のためのイメージング技術を用いた遠

隔サポートシステムの開発(3)看護における新た

なイメージング手法によるイノベーション技術の

開発。 

 

講座構成員は、藪中幸一特任准教授、吉田美香

子特任講師、松本勝特任助教、半田真弓・苅部樹

彦共同研究員（富士フイルム株式会社）である。

また、特任准教授は医学系研究科附属グローバル

ナーシングリサーチセンター ケアイノベーショ

ン創成部門 ビジュアライズドナーシング分野を

兼任している。 

 

教育 

学部の講義および演習の一部を老年看護学／創

傷看護学分野とともに担当した。担当した講義・

演習は以下のとおりである。 

「解剖示説」（3 年次 A セメスター） 

「看護理工学」（4 年次 S2 ターム） 

大学院の講義および演習の一部を老年看護学／

創傷看護学分野とともに担当した。担当した講義

は以下のとおりである。 

「老年看護学特論Ⅰ」（S1 ターム） 

「創傷看護学特論Ⅰ」（S2 ターム） 

研究指導として、老年看護学／創傷看護学分野

の大学院生の研究について、演習・実習を通して

指導協力を行った。 

医学系研究科附属グローバルナーシングリサー

チセンターが主催する看護理工学入門セミナー 

では、特に臨床の看護現場で直面する課題に対し
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て、イメージング看護技術を学内外の多くの看護

学研究者、臨床看護師に教授した。さらには、本

入門セミナー受講者の中で、ハンズオンセミナー

を希望する者に対して、看護に有益な超音波技術

の実践指導を行った。 

外部向けの啓発講義・演習では、福岡県看護協

会・京都橘大学 看護教育研修センター・静岡県

立静岡がんセンターで行われた皮膚・排泄ケア認

定看護師教育課程の講義を担当した。日本看護協

会・看護研修学校では特定行為研修の講義をおこ

なった。また、東京大学で行われた International 

Summer Program for Skin Integrity で講義を担

当した。 

 

研究 

本講座では、超音波技術を用いた看護アセスメ

ント技術の開発を行い、臨床の現場に直結するイ

メージング看護学の研究を推進することにある。

そのために、超軽量、高画質、広帯域な周波数に

よる汎用型携帯型超音波装置の開発、さらに、画

像解析による看護アセスメントコーチングソフト

による看護師のアセスメント支援を実施している。 

具体的には、日本医療研究開発機構の研究であ

る“アドバンスドな看護技術を導入した在宅・施

設療養者の「食べること」「排便すること」を支え

る多職種連携システムの構築”において下記の研

究を実施した。 

１） 摂食嚥下を支える在宅・介護施設―病院間多

職種連携システムの開発と評価 

２） 排便を支える在宅・介護施設―病院間多職種

連携システムの開発と評価 

その他には、超音波装置を使用した排尿自立支

援ソフトの開発、超音波装置を使用した深部損傷

褥瘡の評価を実施した。また、研究に必要な知識

や技術を看護師に提供するため、超音波セミナー

を企画・実施した。なお、これらの研究活動のう

ち、下記のテーマについて受賞している。 

・第 25 回日本排尿機能学会 学会賞 発表部門    

臨床研究（2018 年 9 月）．吉田 美香子, 松永 明

子, 井川 靖彦, 藤村 哲也, 篠田 祐介, 佐藤 

悠佑, 亀井 潤, 新美 彩, 渡邉 大仁, 相澤 直

樹, 本間 之夫, 芳賀 信彦, 久米 春喜, 真田 

弘美. ロボット支援腹腔鏡下前立腺全摘除術後

の尿禁制回復に対する、経会陰超音波画像を用

いた術前骨盤底リハビリテーションの有効性検

証. 第 25回日本排尿機能学会 プログラム・抄

録集 2018. 198. 

・第 6回看護理工学会 学会賞（2018 年 10 月）．

Komagata K, Yabunaka K, Nakagami G, 

Ikeda M, Takehara K, Takemura Y, Sanada 

H. Confirming the placement of nasogastric 

tubes by hand-carried ultrasonography 

device（携帯型超音波装置を用いた経鼻胃管の

位置確認の検討）. 看護理工学会誌，Vol. 5, No. 

1, 2018: 52-7.  

 

出版物等 

 

1. Ogai K, Matsumoto M, Aoki M, Dai M, 

Maeba H, Uchide K, Junko S. Comparative 

study on high-frequency ultrasonography 

and histological structure of the skin ：

Relationship between collagen/elastin 

content and echogenicity. Journal of Nursing 

Science and Engineering. 2018;5(1):65-73. 

2. Matsumoto M, Ogai K, Ohashi R, Tanaka K, 

Aoki M, Kobayashi M, Sugama J. Influences 

of different wiping methods cleaning agent 

removal on the effectiveness of skin dirt 

removal：A quasi-experimental study. Journal 

of Nursing Science and Engineering. 2018;

5(1):22-30. 

3. Komagata K, Yabunaka K, Nakagami G, 

Ikeda M, Takehara K, Takemura Y, Sanada 

H. Confirming the placement of nasogastric 

tubes by hand-carried ultrasonography 

device. Journal of Nursing Science and 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.138, Oct. 2019 507 

Engineering. 2018;5(1):52-7. 

4. Miura Y, Nakagami G, Yabunaka K, Tohara 

H, Noguchi H, Mori T, Sanada H. A 

Randomized Controlled Trial to Investigate 

the Effectiveness of the Prevention of 

Aspiration Pneumonia Using Recommenda-

tions for Swallowing Care Guided by 

Ultrasound Examination. Healthcare (Basel). 

2018;6(1):E15. 

5. Matsumoto M, Ogai K, Aoki M, Urai T, 

Yokogawa M, Tawara M, Kobayashi M, 

Minematsu T, Sanada H, Sugama J. 

Changes in dermal structure and skin 

oxidative stress in overweight and obese 

Japanese males after weight loss: a 

longitudinal observation study. Skin 

Research and Technology. 2018;24(3):

407-16. 

6. Yabunaka K, Matsumoto M, Yoshida M, 

Tanaka S, Miura Y, Tsutaoka T, H, a M, 

Nakagami G, Sugama J, Okada, Sanada H. 

Assessment of rectal feces storage condition 

by a point-of-care pocket-size ultrasound 

device for healthy adult subjects: a 

preliminary study. Drug Discoveries and 

Therapeutics. 2018;12(1):42-6. 

7. Tanaka S, Yabunaka K, Matsumoto M, 

Tamai N, Noguchi H, Yoshida M, Nakagami 

G, Sugama J, Sanada H. Fecal Distribution 

Changes Using Colorectal Ultrasonography 

in Older People with Physical and Cognitive 

Impairment Living in Long-Term Care 

Facilities: A Longitudinal Observational 

Study. Healthcare. 2018;6(2):E55. 

8. Murayama R, Takahashi T, Tanabe H, 

Yabunaka K, Oe M, Komiyama C, Sanada H. 

Exploring the causes of peripheral 

intravenous catheter failure based on shape 

of catheters removed from various insertion 

sites. Drug Discoveries and Therapeutics. 

2018;12(3):170-7. 

9. Ibuki A, Minematsu T, Yoshida M, Iizaka S, 

Matsumoto M, Sugama J, Sanada H. 

Microsatellite polymorphism in the Heme 

oxygenase-1 gene promoter is associated with 

dermal collagen density in Japanese obese 

male subjects. PLoS One. 2018;13(7):

e0199994. 

10. Yoshida M, Matsunaga A, Igawa Y, Fujimura 

T, Shinoda Y, Aizawa N, Sato Y, Kume H, 

Homma Y, Haga N, Sanada H. May 

perioperative ultrasound-guided pelvic floor 

muscle training promote early recovery of 

urinary continence after robot-assisted 

radical prostatectomy?. Neurourology and 

Urodynamics. 2019;38(1):158-164. 

11. Yoshida M, Igawa Y, Higashimura S, Suzuki 

M, Sanada H. Effectiveness of a hydrophilic-

coated compact catheter in preventing 

urinary tract infections and improving 

quality of life in female patients managed 

with clean intermittent self-catheterization: 

A prospective multicenter randomized 

parallel comparative trial. Japanese Journal 

Of Wound, Ostomy and Continence 

Management. 2018;22(4):335-44. 

12. Kimori K, Konya C, Matsumoto M. 

Venipuncture-Induced Hematomas Alter 

Skin Barrier Function in the Elderly Patients. 

SAGE Open Nursing. 2018;4:1-8. 

13. Yabunaka K, Nakagami G, Tabata K, 

Sugama J, Matsumoto M, Iuchi T, Kido Y, 

Sanada H. Constipation in the elderly in a 

Japanese long-term medical facility: An 

ultrasonographic investigation. Drug 

Discoveries and Therapeutics. 2018;12(4):

233-8. 

14. Matsumoto M, Tanaka S, Yabunaka K, 

Yoshida M, Miura Y, Tsutaoka T, H, a M, 

Nakagami G, Sugama J, Okada S, Sanada H. 

Ultrasonographic evaluation of functional 

constipation in healthy adults: A report of two 

cases. Drug Discoveries and Therapeutics. 

2018;12(5):304-8. 
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15. 高橋聡明, 村山陵子, 田邊秀憲, 玉井奈緒, 藪中

幸一, 真田弘美. 超音波検査とスケッチ技法を

用いた末梢静脈カテーテル留置時の観察研究. 

看護理工学会誌. 2018;5(1):2-11. 

16. 土紗由美, 松本勝, 須釜淳子. 寝たきり高齢

者におけるスモールチェンジシステム搭載型

エアマットレスの適用可能性の検討. 看護理

工学会誌. 2018;5(2):136-41. 

17. 松本勝，田中志保，藪中幸一，吉田美香子，

蔦岡拓也，半田真弓，仲上豪二朗，三浦由佳，

須釜淳子，岡田晋吾，太田秀樹，真田弘美. 超

音波検査法による直腸貯留便の性状と量の評

価を試みた高齢患者の 3 例. 日本老年医学会

雑誌. 2018; 55(4): 657-62. 
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沿革と組織の概要 

医療品質評価学講座は東京大学大学院医学系研

究科 22 世紀医療センターに設置されている寄付

講座です。当講座は東京大学医学部附属病院心臓

外科・呼吸器外科を協力講座として、2006 年 4

月に発足しました。また、2009年より同大大学院

医学系研究科公共健康医学専攻臨床疫学・経済学

講座が、2010年より同大大学院医学系研究科小児

外科学講座が協力講座として加わりました。2012

年からは臨床疫学・経済学講座に代わり同大大学

院医学系研究科保健社会行動学分野が加わり、現

在では心臓外科および保健社会行動学分野の 2講

座を中心とした様々な部門の支援の下で運営を行

っています。 

医療の目的は、「患者に対してより良いサービ

ス」を提供することであり、良質なサービスを提

供するための医療提供体制の構築や臨床現場の取

り組みにおいて、「医療の質向上」の視点が重要視

されている。Institute of Medicineが 21世紀の

医療改革にむけて、「患者中心主義」を主軸の 1

つとして提示したように、今後の医療においては

患者の価値を中心に考えることがますます重要と

なります。医療品質評価学講座では、「医療の質向

上」というコンセプトを主軸に、臨床現場のスタ
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ッフの方々との連携の下で研究・実践活動を行っ

ています。具体的には、以下のような活動を展開

しています。 

a. 医療・社会に関わる各専門領域において臨床現

場が理解・納得できる指標の同定、継続的に情

報を活用するための基盤構築 

b.「医療の質」を定義・測定・評価するための枠

組みの設定、評価指標の検討 

c. 臨床現場が理解・納得して改善に活用するため

のベンチマーキング、患者の治療後の予後推定

機能の開発（術後の合併症発症率・死亡率等の

フィードバック） 

d. 専門医分野別に測定された治療提供体制や診

療過程、治療成績のデータに基づく、継続的な

医療水準評価 

e. 専門医分野別のアウトカムに対するリスクモ

デルの開発 

f. 臨床データベースを基盤とした共同研究（外科

専門医制度との連携、心臓外科領域における欧

米・アジア諸国との連携、臨床データベースを

活用した多施設臨床研究（各種投薬や手術手技、

医療機器の評価） 

 

研究 

「医療の質の向上」を考える上では，まず各専

門領域における「医療の質」自体を適切に定義し、

評価を行うことが必要とされます。専門家の関わ

りやそれによってもたらされる影響を正しく把握

することが、医療の質において必要とされる要素

です。これは継続的に専門分野別の治療提供体制

（structure）や診療過程（process）、治療成績

（outcome）を測定し、臨床現場が理解・納得し

て改善に活用すること（Plan-Do-Study-Actサイ

クル）により実現されます。このようなパフォー

マンス指標を各領域で明らかにし、全体との比較

の下で改善に取り組む、ベンチマーキング手法に

よって質が向上することは、医療だけでなく製造

業や教育などさまざまな分野で広く実証されてい

ます。しかしながら、最近まで日本には、医療の

質を示す信頼できる客観的な指標がありませんで

した。適切な指標を求めるには臨床現場が理解・

納得できる情報を継続的に収集し、その情報を分

析・活用するデータベース事業を行うことが極め

て重要となります。2010 年 4 月には日本外科学

会と関連する 10 学会の連携のもとで、一般社団

法人 NationalClinicalDatabase（通称 NCD）が

設立されました。2011 年 1 月 1 日の手術・治療

症例から登録が開始され、2018 年 7 月の段階で

約 5240施設が参加しています。初年度（2011年）

の登録症例数は約 120万症例に上り、毎年約 150

万以上の症例の登録を経て現時点で 1000 万以上

の症例が登録されています。2012年からはNCD

データに基づいた外科専門医の認定制度が開始さ

れ、さらに、内科領域との連携も活発化していま

す。専門医制度と連結しながら広範な診療科領域

が連携する医療の質向上の取り組みである NCD

の活動は、国内外でも前例がない非常に先進的な

活動です。 

また、医療の質を考える上で、アウトカム（治

療結果）は不可欠な要素です。ただし医療では、

患者の個々の状態像が異なるため、アウトカムを

考える上では、重症度を考慮した指標を用いるこ

とが重要となります。医療品質評価学講座におい

ては、患者のための最善の医療を長期的に提供す

ることができる体制を構築するため、体系的なデ

ータ収集に基づいたアウトカム分析を行っていま

す。当講座では、設立当時より、心臓外科領域の

国際的な連携の下で、日本全国から詳細なデータ

を蓄積し、これらのデータ分析から、心臓外科手

術におけるリスクの同定が行われ、冠動脈バイパ

ス術・弁膜症手術・胸部大血管手術の 3分野にお

いて精緻なリスクモデルを作成しました

（JapanSCORE）。医療品質評価学講座は NCD

との共同研究を通じて、この臨床ビッグデータを



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.138, Oct. 2019 511 

医療現場で活用する取り組みとして、前述した心

臓外科領域で発展させてきたリスクモデルの開発

や各施設へのレポートの実装などを、消化器外科

領域や、乳癌領域など、各専門領域における医療

水準の把握、診療の質評価の分析を実施し、現場

へフィードバック可能な機能として開発・実装に

取り組んでいます。2016年には、新たに乳腺外科

領域において、これまでの手術リスクモデルと異

なる、治療プロセスの評価を行うプロセス型フィ

ードバックを開始しました。このような医療の質

に関わる情報は、医療提供者が術前カンファレン

スで活用するだけではなく、インフォームドコン

セントなどで利用されることにより、患者にとっ

てもよりよく治療を理解するために有用となって

います。 

今後の展望として、循環器領域における外科・

内科の連携だけでなく、他の外科領域とも広く連

携し、医療の質向上に向けた実践的取り組みのた

めの支援を行っていく予定です。さらに、今後は

治療成績の改善に向けた取り組みの支援とそれら

を支える政策提言を行っていきます。また、デー

タベースに登録された症例データのさらなる活用

を通じて、手術手技・治療法や、投薬、医療機器

の評価などを行う臨床研究も、より積極的に行わ

れる予定です。既に一定の成果を挙げている心臓

外科領域についても、国内だけでなくアジア諸国

の主要施設と共同研究を進め、アジア全体のデー

タベース事業および、医療の質向上を体系的に支

援する活動にも注力しています。今後は国際的な

枠組みの中でも、医療の質向上を体系的に支援す

る活動を行っていく予定です。 
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88. 2019.3. 

19. 宮本 貴庸, 原田 和昌, 宮崎 哲郎, 香坂 俊,

飯田 圭, 谷本 周三, 矢川 真弓子, 松下 健

一, 武井 眞, 松田 淳也, 岩崎 陽一, 長友 祐

司, 細田 徹, 白石 泰之, 山本 剛, 長尾 建, 

高山 守正  入院前投与薬剤は、急性心不全の

来院時呼吸状態と院内死亡率に影響を与える. 

ICUとCCU. 42巻別冊 Page S79-S81. 2018.

12 

20. 白石 泰之, 香坂 俊. 【心不全(第 2 版)上-最新

の基礎・臨床研究の進歩-】 疫学 コホート

研究 日本におけるコホート研究 WET-HF

研究. 日本臨床. 76巻増刊 9 心不全(上) Page

76-82. 2018.12. 

21. 庄司 聡, 香坂 俊. 【これからの心不全診療へ

の最新アプローチ-予防からチーム医療・先進

医療まで】診断 うっ血性心不全の身体所見の

重要性. Medicina. 55 巻 13 号 Page2182-

2185. 2018.12. 

22. 澤野 充明, 香坂 俊, 福田 恵一 Appropriate 

PCI の実施と検証 現代日本における PCI の

質向上のための戦略と課題 KiCS-PCI にお

ける試みと J-PCIフィードバックシステムと

の比較(英語) 日本心血管インターベンショ

ン治療学会抄録集.27 回 Page PD6-5.2018.8 

23. 香坂 俊, 西原 崇創, 永井 利幸, 水野 篤, 田

中 寿一, 山根 崇史 循環器セミナー実況

中継 The Reality of Drug Prescription (第 11

回) 循環器関連薬剤 降圧薬(前編) 降圧薬

ならどれでもいいの?. レジデントノート. 20

巻 15 号 Page2648-2651. 2019.1. 

24. 西原 崇創, 水野 篤, 田中 寿一, 永井 利幸,

山根 崇史, 香坂 俊. 循環器セミナー実況中

継 The Reality of Drug Prescription (第 9

回 )  循環器関連薬剤 抗凝固薬 (前編 ) 

"shared decision making"とは. レジデント

ノート. 20巻 10 号 Page1716-1721. 2018.10 

25. 水野 篤, 西原 崇創, 田中 寿一, 永井 利幸, 

山根 崇史, 香坂 俊 循環器セミナー実況中

継 The Reality of Drug Prescription (第 10

回) 循環器関連薬剤 抗凝固薬(後編) コミ

ュニケーション重視の時代へ. レジデントノ

ート. 20巻 12 号 Page2091-2095. 2018.11. 

26. 新美 望, 池村 修寛, 香坂 俊. 【循環器疾患

におけるディベート】 治す 安定冠動脈疾患

への介入 ベストはどれか?薬物 vs PCI vs 

CABG. Heart View. 22 巻 10 号 Page975-

980. 2018.10. 

27. 池村 修寛,香坂俊. 【診断と治療の ABC[134]

心房細動】 (第 4章)管理・治療 心房細動の

診療・管理と医療経済 最新医学 別冊心房
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細動. Page194-200. 2018.5. 

28. 庄司 聡, 香坂 俊. 【もっともっとフィジカ

ル!-黒帯級の技とパール】循環器系の症候 こ

の心不全,右または左?. Medicina. 55 巻 9 号 

Page1322-1326. 2018.8 

29. 西原 崇創, 永井 利幸, 水野 篤, 田中 寿一,

山根 崇史, 香坂 俊  循環器セミナー実況中

継(第 8 回) 循環器関連薬剤 できること?で

きないこと?抗不整脈薬. レジデントノート. 

20巻 7 号 Page1136-1139. 2018.8. 

30. 香坂俊. 慶應循環器内科カンファレンス(第

68 回) 重症心不全患者の治療を考える 弁

置換か?移植か?アブレーションか?. 月刊レジ

デント. 11巻 4 号 Page120-126. 2018.4 

31. 西原 崇創, 永井 利幸, 水野 篤, 田中 寿一, 

山根 崇史, 香坂 俊. 循環器セミナー実況中

継 The Reality of Drug Prescription(第 7

回) 循環器関連薬剤 よかれと思っていた

のに!?抗不整脈薬(前編). レジデントノート. 

20巻 6 号 Page972-976. 2018.7. 

32. 山根 崇史, 西原 崇創, 田中 寿一, 永井 利

幸, 水野 篤, 香坂 俊. 循環器セミナー実況

中継 The Reality of Drug Prescription(第 6

回) 循環器関連薬剤 脂質異常症治療薬と

抗血小板療法(後編). レジデントノート. 20

巻 3 号 Page434-438. 2018.5. 

33. 西原 崇創, 山根 崇史, 田中 寿一, 永井 利

幸, 水野 篤, 香坂 俊 循環器セミナー実況

中継 The Reality of Drug Prescription(第 5

回) 循環器関連薬剤 脂質異常症治療薬と

抗血小板療法 前編. レジデントノート.20

巻 1 号 Page126-130. 2018.4. 

34. 庄司 聡, 白石 泰之, 香坂 俊. 【徹底理解・

心機能 何をいつ測り、どう活かす?】 診る

病歴と身体所見で診る心機能 時間軸を視野

にいれた心機能評価. Heart View. 22巻 4 号 

Page298-302. 2018.4. 

35. 小前 兵衛, 井上 堯文, 星野 康弘, 安藤 政

彦, 峯岸 祥人, 嶋田 正吾, 木下 修, 山内 治

雄, 縄田 寛, 小野 稔. 同所性心移植の周術

期に反復した縦隔炎の 1 例. 移植. 53 巻 4-5

号 Page311-312. 2018.12. 

36. 武城 千恵, 網谷 英介, 波多野 将, 辻 正樹,

牧 尚孝, 細谷 弓子, 縄田 寛, 木下 修, 小野 

稔, 小室 一成. 心臓移植後の悪性腫瘍の新規

発症についての検討. 移植. 53巻 4-5 号 Page

310-311. 2018.12. 

37. 小前 兵衛, 井上 堯文, 星野 康弘, 安藤 政

彦, 峯岸 祥人, 嶋田 正吾, 木下 修, 山内 治

雄, 縄田 寛, 小野 稔. 活動性感染性心内膜

炎の外科治療の成績. 日本心臓血管外科学会

学術総会抄録集. 49 回 Page [PR29-6]. 2019.

2. 

38. 山内 治雄, 縄田 寛, 木下 修, 嶋田 正吾, 安

藤 政彦, 峯岸 祥人, 小前 兵衛, 星野 康弘, 

木村 光利, 平田 康隆, 大門 雅夫, 武田憲文, 

小野 稔 遺伝性結合組織疾患診察の最

前線 遺伝性結合織疾患に対する David-V 

Reimplantationの中遠隔期予後. 日本心臓血

管外科学会学術総会抄録集 . 49 回  Page 

[SY1-5]. 2019.2. 

39. 縄田 寛, 木下 修, 木村 光利, 嶋田 正吾, 安

藤 政彦, 井戸田 佳史, 小前 兵衛, 星野 康

弘, 秋山 大地, 山内 治雄, 小野 稔. 新たな

時代に入った重症心不全に対する外科治療 

INTERMACS Profile 1 急性重症心不全に対

する治療戦略. 日本心臓血管外科学会学術総

会抄録集. 49 回 Page [SY3-2]. 2019.2 

40. 小前 兵衛, 田中 駿, 井上 堯文, 星野 康弘,

安藤 政彦, 峯岸 祥人, 嶋田 正吾, 木下 修 

山内 治雄, 縄田 寛, 小野 稔. 虚血性心筋症

に対するハートシート(骨格筋芽細胞シート)

移植効果の検討. 日本心臓血管外科学会学術

総会抄録集. 49 回 Page [OP01-4]. 2019.2 

41. 縄田 寛, 木下 修, 木村 光利, 山内 治雄, 嶋

田 正吾, 峯岸 祥人, 波多野 将, 網谷 英介, 

新田 大介, 平田 康隆, 小室 一成, 小野稔. 

Stage D心不全の治療:治療法の最適のターゲ

ットはどこに? 来る DT 時代における植込み

型補助人工心臓の治療ターゲット. 日本心臓

病学会学術集会抄録. 66 回 Page JS4-5.2018.

9. 

42. 小野 稔, 縄田 寛, 木下 修, 木村 光利, 波多

野 将, 網谷 英介, 細谷 弓子, 新田 大介, 小
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室 一成.「植込み型補助人工心臓の適応と管

理」-適応拡大に挑む- 先天性心疾患に対する

植込み型補助人工心臓. 日本心臓病学会学術

集会抄録. 66 回 Page S11-5. 2018.9. 

43. 柏 公一, 黒澤 秀郎, 高橋 舞, 古賀 早也香, 

朝倉 陽香, 長江 祐吾, 谷田 勝志, 久保 仁, 

加賀美 幸江, 根本 真理子, 遠藤 美代子, 天

尾 理恵, 木下 修, 木村 光利, 縄田 寛, 中島 

勧, 小野 稔, 植込型補助人工心臓の機器取り

扱い上のミスを引き起こす要因に関する検討 

植込型補助人工心臓装着患者が引き起こすミ

スを減らすためには?. 体外循環技術. 45巻 4

号 Page375-379. 2018.12 

44. 山内 治雄, 木下 修, 岡村 賢一, 縄田 寛, 瀬

戸 泰之, 小野 稔. 下行大動脈浸潤を伴う進

行食道癌に対する食道、下行大動脈合併切除

の治療経験. 日本血管外科学会雑誌. 27 巻

Suppl. Page P55-7. 2018.6. 

45. 山内 治雄, 木下 修, 縄田 寛, 小野 稔. 大動

脈二尖弁を伴う大動脈弁輪拡張症に対する

David-V Reimplantation 法の工夫. 日本血

管外科学会雑誌. 27 巻 Suppl. Page VS3-5. 

2018.6 
 

【公募科学研究費補助金による研究】 

厚生労働省科学研究費補助金 

1. 地域医療基盤開発推進研究 

研究テーマ：NCDを活用した医療提供体制の構

築に関する研究 

期間：平成30年4月1日～平成31年3月31日 

参加形態：研究代表者 

2. 政策科学総合研究事業（政策科学推進研究事業） 

研究テーマ名：医療経済評価の政策応用に向け

た評価手法およびデータの確立と評価体制の整

備に関する研究 

期間：平成30年4月1日～平成31年3月31日 

参加形態：研究分担者 

3. 難治性疾患等政策研究事業（難治性疾患政策研

究事業） 

研究テーマ名：疾患予後と医療の質の改善を目

的とした多領域横断的な難治性肺高血圧症症例

登録研究 

期間：平成30年4月1日～平成31年3月31日 

参加形態：研究分担者 

4. がん対策推進総合研究事業 

研究テーマ名：がんの医療提供体制および医療

品質の国際比較：高齢者がん医療の質向上に向

けた医療体制の整備 

期間：平成30年4月1日～平成31年3月31日 

参加形態：研究分担者 

5. 政策科学総合研究事業（統計情報総合研究） 

研究テーマ名： 医療行為にかかわる分類の国際

比較とその改善や利用価値の向上に資する研究 

期間：平成30年4月1日～平成31年3月31日 

参加形態：研究分担者 

6. 地域医療基盤開発推進研究事業 

研究テーマ名：外科領域における抜本的なタス

クシフティングの手法についての研究 

期間：平成30年4月1日～平成31年3月31日 

参加形態：研究分担者 
 

日本医療研究開発機構研究費 

1. 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策実用化研

究事業  

研究テーマ名： 循環器病医療の適正化に資する

ための、全国大規模データベースによるエビデ

ンスの創出 

期間：平成30年4月1日～平成31年3月31日 

参加形態：研究分担者 

2. クリニカル・イノベーション・ネットワーク推

進支援事業 

研究テーマ名：産学官連携を加速する肺高血圧

症患者レジストリJapan PH Registryの活用研

究 

期間：平成30年4月1日～平成31年3月31日 

参加形態：研究分担者 

3. 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策実用化研

究事業 

研究テーマ名： 循環器病医療の適正化に資する

ための、全国大規模データベースによるエビデ

ンスの創出 

期間：平成30年4月1日～平成31年3月31日 

参加形態：研究分担者 

4. 臨床研究ICT基盤構築・人工知能実装研究事業 
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研究テーマ：SS-MIX２を基礎とした大規模診療

データの収集と利活用に関する研究 

期間：平成30年4月1日～平成31年3月31日 

参加形態：研究分担者 

5. 免疫アレルギー疾患等実用化研究事業 移植医

療技術開発研究分野 

研究テーマ：臓器移植における交代関連拒絶反

応の新規治療法の開発に関する研究 

期間：平成30年4月1日～平成31年3月31日 

参加形態：研究分担者 

6. 臨床研究ICT基盤構築・人工知能実装研究事業 

研究テーマ：医療の質向上を目的とした臨床デ

ータベースの共通プラットフォームの構築 

期間：平成30年4月1日～平成31年3月31日 

参加形態：研究代表者 

 

科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金） 

1. 基盤研究（Ｂ）（一般） 

研究テーマ名： 冠動脈疾患の診療適格化：循環

器領域でのPrecision Medicineの実践 

期間：平成30年4月1日～平成31年3月31日 

参加形態：研究分担者 

2. 基盤研究（Ｃ） 

研究テーマ名：先天性心臓外科手術の全国的デ

ータベースの解析およびフィードバックシステ

ムの構築 

期間：平成30年4月1日～平成31年3月31日 

参加形態：研究分担者 

3. 基盤研究（Ｃ）（一般） 

研究テーマ名： 心拍動下冠動脈バイパス術の長

期成績：日本心臓血管外科手術データベースを

用いた検討 

期間：平成30年4月1日～平成31年3月31日 

参加形態：研究分担者 

4. 若手研究 

研究テーマ名：医療機器レジストリーを用いた

使用成績調査：全国手術データベースを用いた

CABG周術期の薬剤使用戦略の改善に向けた研

究 

期間：平成30年4月1日～平成31年3月31日 

参加形態：研究代表者 
 

【共同研究・受託研究】 

1. 名称：一般社団法人NationalClinicalDatabase 

研究テーマ：ＮＣＤを用いた医療の質向上と資

源利用の最適化に関する研究 

研究期間：平成29年4月1日～平成34年3月31日 

参加形態：共同研究 

2. ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社メデ

ィカルカンパニー 

研究テーマ：医療品質評価 

研究期間：平成29年10月17日～平成34年3月31日 

参加形態：共同研究 

3. ニプロ株式会社 

研究テーマ：心臓血管外科関連の臨床研究・ヘ

ルスサービスリサーチの手法論開発 

研究期間：平成30年1月17日～平成34年3月31日 

参加形態：共同研究 
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音声病態分析学講座 
 

特任准教授 

徳野慎一. 

特任助教 

中村光晃 

 

ホームページ http://www.univ.tokyo/ 

 

 

沿革と組織の概要 

音声病態分析学講座は、マツダ株式会とＭＫＩ

（三井情報）株式会社の出資により、平成 26 年 9

月に社会連携講座として設置された［設立時の協

力講座：生体管理医学講座 救急医学（矢作直樹 

教授）］。平成 29 年 9 月からはマツダ株式会とＰ

ＳＴ株式会社からの出資により運営されている。

［協力講座：生体管理医学講座 麻酔科学（山田

芳嗣 教授）、救急科学（森村尚登 教授）］。 

本講座は救急医療を必要とする人が適時適切な

救急医療に到達できる、安心安全な社会を構築す

るため、音声病態分析を確立し、日常生活におけ

る疾病の発症以前（未病）状態から疾病発症時ま

での救急医療へのアプローチ等を支援する仕組み

を構築することを目的としている。 

一般に医師は患者の声の質的な変化を聞き分け

病状を推察するが、音声病態分析技術とは患者の

音声からその病態を可視化し、診断・治療・予防

に役立てようとする技術のことである。この技術

を学問体系化し、これまであまり省みられなかっ

た音声という生体情報を用いて病気を見える化し

ようとするのが音声病態分析学である。 

教員構成は、徳野慎一 特任准教授（平成 26 年

9 月着任）、光吉俊二 特任講師（平成 26 年 12 月

～平成 29 年 8 月）、中村光晃 特任助教（平成 29

年 9 月着任）および特任研究員 1 名と客員研究員

2 名である。 

 

教育 

光吉俊二 特任講師が工学部で音声病態分析技

術の概説とその基礎となる音声感情認識技術につ

いて講義を行っている。 

 

研究 

音声には言語成分のような随意的な成分と主と

して自律神経由来の不随意な成分が含まれる。こ

の不随意成分をパターン化し評価することで話者

の感情を認識する音声感情認識技術は既に確立さ

れている。本講座では、この技術をさらに発展さ

せた音声から心の健康度（うつ傾向・躁傾向）を

計測する音声病態分析技術の医学的妥当性の評価

と社会実装に向けた研究を行っている。また、こ

の技術をさらに発展させ他の疾患への応用を試み

ている。 

 音声によるうつ度評価の医学的検証と社会

実装に向けた研究 

1) 健常者と患者の音声比較 

現在のところ、2 週間程度の長期の音声を

取ることで、患者と健常者の声をほぼ識別す

ることが可能となった。今後、さらに症例数

を増やし詳細に検討する。 

2) スマートフォンを用いた音声による健康状
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態のモニタリングに関する研究 

 社会実装研究として、ボランティアによる

長期利用の前向き研究を実施中。 

3) 音声によるストレスチェックの産業衛生現

場への導入 

 社会実装に向けた研究として、実際の産業

衛生の場面での使用に向けた研究を実施中。 

4) 他言語での検証 

 日本語以外の言語での有用性を確認する

ため、外国語の音声データベースや諸外国と

の共同研究を実施中である。 

5) 多施設共同研究によるより詳細な検討 

 技術の堅牢性評価のため、多施設での共同

研究を実施中である。 

 音声病態分析技術のストレス・うつ病以外へ

の応用 

 出資企業であるＰＳＴ株式と共同研究を

実施中である。 

1) 睡眠時無呼吸症候群 

 患者の覚醒時の音声および入眠中のいび

きの解析による、睡眠時無呼吸症候群におけ

る睡眠の質の計測に関する研究を行ってい

る。 

2) その他の疾患への応用 

 現在、精神疾患（大うつ病、双極性障害）、

神経疾患（パーキンソン病）、認知症（含；

アルツハイマー病）、口腔外科疾患（舌癒着

症）などについて、研究を実施中である。 

 自動車の運転が心の健康に及ぼす影響に関

する研究 

 出資企業であるマツダ株式会社と共同研

究を実施中である。 

 

出版物等 

 

1. Omiya Y, Hagiwara N, Takano T, 

Shinohara S, Nakamura M, Higuchi M, 

Mitsuyoshi S, Toda H, Tokuno S, Difference 

in Speech Analysis Results by Coding, 

Advances in Science, Technology and 

Engineering Systems Journal 3(5), 488-491 

(2018.10) 

2. Higuchi M, Shinohara S, Nakamura M, 

Omiya Y, Hagiwara N, Takano T, 

Mitsuyoshi S, Tokuno S, Study on 

Indicators for Depression in the Elderly 

Using Voice and Attribute Information. 

Communications in Computer and 

Information Science, 869, 127-146, (2018.6) 

3. Higuchi M, Shinohara S, Nakamura M, 

Omiya Y, Hagiwara N, Takano T, 

Mitsuyoshi S, Tokuno S, Accuracy 

Evaluation for Mental Health Indicator 

Based on Vocal Analysis in Noisy 

Environments. Journal of Information and 

Communication Engineering (JICE), 4(1), 

217-222, (2018.04) 
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Shinohara S, Mitsuyoshi S, Omiya Y, 
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issue 3, 89-93, 2018 
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沿革と組織の概要 

本講座は、時間的・空間的に分散して取得管理

された電子的な健康・医療データを、携帯電話や

無線 LAN 端末といったモバイル情報機器と、携

帯電話などの情報ネットワークとによって仮想的

に統合できる新しい健康情報空間を構築し、その

実証実験を行うことを使命とする。医療提供者側

に対しては、特に医療機関において診療時間内と

いう限られた時空間でのみではなく、いつでもど

こからでも施設内と同様の情報環境にアクセスで

きる仮想情報空間を提供することを目指し、その

医学的効果を検証する。また患者や保健サービス

利用者には、どこからでも自身の医療・健康情報

を携帯電話や無線 LAN 端末を用いて仮想的に持

ち運びできるような環境を提供する。こうした情

報環境は、救急時などに確かな病歴・処方情報を

医療機関に提示でき、リスクに対して自身を守る

大きな価値を持つものと考えられ、このような実

証研究の延長として将来的には、医療もしくは保

健サービス提供者と、その利用者（患者等）の双

方が、同時に物理的に医療機関にいなければ医療

ができないという時間的・空間的制約を取り除く

将来の診療の在り方そのものへの検討を行うこと

も目指す。モバイル ICTおよび周辺機器環境開発

を軸とし、これを応用し疫学・情報工学・臨床工

学専門家の協力による臨床医学的検証を行う。 

研究 

(1) ICTを利用した２型糖尿病管理システム 

我が国において糖尿病が疑われる人・糖尿病の

可能性を否定できない人は平成 19 年をピークに

減少しているが、依然として約 2,000万人が該当

すると推計される（平成 28 年国民健康・栄養調

査）。治療が必要と考えられる糖尿病患者の約

23％が治療を受けておらず、治療体制整備と医療

資源の効果的利用が課題である。医療 ICT技術を

用いた mHealth は糖尿病患者の血糖コントロー

ルと QOL を改善するが医療者の業務を増大させ

るという問題がある。当講座では、安全性を重視

し半自動応答により医療者の負担を軽減した糖尿

病診療支援システムDialBetics
ダイアルベティックス

を開発し先端的

な mHealth の樹立を目指している。これまでの

研究により、安全性ならびに医学的効果を明らか

にし、利用意向についても調査した。 

平成 30年度は AMED DKD-ICT研究の主施設

として、糖尿病性腎症 2 期の患者を対象とし糖尿

病性腎症の進行抑制を目的とした DialBetics 利

用の臨床研究を開始した。2019年 3 月 20 日現在、

8施設で研究進行中である。 

(2) 2型糖尿病・糖尿病予備群を対象としたスマホ

アプリによる臨床研究 

Apple 社 ResearchKit を用いたスマホアプリ
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GlucoNote（グルコノート）による臨床研究を 27

年度末より開始した。健診データに加えて、従来

の臨床研究では収集することが難しかった、家庭

などで計測した血糖値、血圧、体重、活動量など

のデータと、食事や運動、睡眠など生活習慣に関

する情報を継続的に収集することによって 2型糖

尿病患者・糖尿病予備群の健康状態と日常生活の

関連性をより多角的に検討することができるよう

になる。30年度は課題である継続性を解決するた

めにチャット機能を追加し、利便性評価を行った。 

 

(3) 不整脈のスクリーニングを目的としたスマホ

アプリの開発 

不整脈のスクリーニングを目的としたスマホア

プリ Apple 社 ResearchKit を用いた「Heartily

（ハーティリー）」の開発。約 15,000 名の被検者

を集め、その 1.9%に新規の不整脈を検出。また本

アプリの使用により優位に生活習慣の改善が認め

られ、研究を終了。 

 

(4) 着衣型心拍計による不整脈検出効率に関する

多施設共同前向き観察研究 

一般企業の従業員で心房細動の診断がされてお

らず、高血圧、糖尿病、脳梗塞の既往、心不全な

どの心房細動を有していた場合など脳梗塞発症の

リスクが高い方に対して臨床研究を行った。100

名の被検者に 2 名の新規心房細動を認め、長期の

心電図モニタリングにより心房細動を検出できる

ことを証明した。この結果は、現在論文投稿中で

ある。 

 

(5) 血糖値と呼気アセトン濃度の相関関係の検証 

糖尿病においてシックデイなどに見られるケト

アシドーシスの判断としてケトン体を測定するが、

現状では血液検査や尿検査を行う必要がある。28

年度より、呼気ガスからアセトン濃度を測定でき

るポータブル呼気アセトン測定装置と、血中ケト

ン体等の指標の相関性について検証するための臨

床研究を計画した。これまでに糖尿病患者 120 名

を対象に呼気アセトンを測定、同一対象者での変

動についても検証し 2017 年日本糖尿病学会にて

発表、現在は東京大学 TLOにて特許申請中。 

 

(6) 特定保健指導対象者に対する DialBetics の有

効性の検討 

企業（1 社）における特定保健指導対象者・希

望者に対し、DialBeticsLiteを使用して 6か月間

のクロスオーバー試験を実施した。また、東大病

院としてDialBeticsLiteを用いた企業における特

定保健指導（1 社）および健康増進プログラム（1

社）を実施した。途中経過は日本糖尿病学会にて

発表した。引き続き結果の解析中である。 

 

(7) 健康増進プログラムに関する総合的な分析 

明治安田生命健康保険組合の健康リスク改善研

修の参加者を対象として、研修の効果を調べるた

めに、インタビュー調査と測定データの解析を行

う。本研究の解析項目は、研修開始時と継続プロ

グラム終了時に行った血液検査結果（HbA1c、空

腹時血糖値、HDLコレステロール、LDLコレス

テロール、中性脂肪値）、生活習慣等に関するイン

タビュー調査結果と開始時に測定した腹囲、血圧、

体重。平成 30年度は 35 名を対象にインタビュー

調査と測定データの解析を行った。 

 

(8) ＡＩによる特定保健指導記録データ分析の精

度向上に関する研究。 

NTT アドバンステクノロジ社と過去に実施し

た特定保健指導記録をもとにデータを分析し、今

後 AI によってどのように分析・対応できるかの

研究を行った。 

 

(9) 非侵襲血糖測定技術の生体適用に関する研究 

 現在血糖自己測定（SMBG）はインスリン治療
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において重要であり、1 日 1～7 回指先を穿刺して

指頭血を採取して測定を行い、負担を感じる患者

は少なくない。このたび開発された装置は針を刺

して血液を採取せずとも体に当てるだけで体外か

らグルコースの存在量（血糖値）を把握できる。

実用化に向けて75g 経口ブドウ糖負荷試験を行い

一定時間内での血糖の変動から測定装置の精度の

確認を行う。20～30 代の健康人 38 名を募集、同

意書を取得して負荷試験を行い、解析をしている。

また、東大 TLO に測定機器の特許申請を日本電

信電話株式会社と行っている。 

今後はこれまでの成果を発展させ、AIなどの技

術も取り入れた療養指導の実現に向けて研究活動

に取り組む。 

 

出版物等 

 

英文論文 （原著） 

1)  Makimoto H, Shimizu K, Fujiu K, Lin T, 

Oshima T, Amiya E, Yamagata K, Kojima T, 

Daimon M, Nagatomo R, Waki K, Meyer C, 

Komuro I. Effect of Sympatholytic Therapy 

on Circadian Cardiac Autonomic Activity in 

Non-Diabetic Chronic Kidney Disease. Int 

Heart J. 2018 Nov 28;59(6):1352-1358. doi: 

10.1536/ihj.17-561. Epub 2018 Oct 25. 

2)   Hasumi E, Fujiu K, Kojima T, Kinoshita O, 

Nawata K, Yamauchi H, Ono M, Komuro I. 

Novel extraction technique of retained 

pacemaker and defibrillator lead during 

heart transplantation. PLoSOne. 2018 Sep 

6;13(9):e0203172. doi: 10.1371/journal.pone. 

0203172. eCollection 2018. 

3)  Ota S, Horisaki R, Kawamura Y, Ugawa M, 

Sato I, Hashimoto K, Kamesawa R, 

Setoyama K, Yamaguchi S, Fujiu K, Waki K, 

Noji H.（# These authors equally contributed 

to this work.）Ghost cytometry. Science. 

2018 Jun 15;360(6394):1246-1251. doi: 10. 

1126/science.aan0096 

4)  Kojima T, Fujiu K, Fukuma N, Matsunaga 

H, Oshima T, Matsuda J, Matsubara T, 

Shimizu Y, Oguri G, Hasumi E, Morita H, 

Komuro I. Periprocedural Complications in 

Patients Undergoing Catheter Ablation of 

Atrial Fibrillation Without Discontinuation 

of a Vitamin K Antagonist and Direct Oral 

Anticoagulants. Circ J. 2018 May 25; 

82(6):1552-1557. doi: 10.1253/circj.CJ-17-

1114. Epub 2018 Apr 13. 
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沿革と組織の概要 

 社会連携講座スキンケアサイエンスは、サラヤ

株式会社の協力を得て、平成 29 年 2 月 1 日に開

講された教室である。老化や疾患等の影響により

機能が低下した脆弱な皮膚に対し、生理学的な状

態を評価し、改善する看護技術の開発を目的とし、

看護学研究における生物学的基礎研究に積極的に

取り組んでいる。 

 平成 29 年度構成員は、特任准教授 1、特任講師

1 である。 

 

教育 

学部の講義の一部を老年看護学/創傷看護学分

野とともに担当した。担当した講義は以下のとお

りである。 

「看護学概論 2」（1—2 年次 A セメスター） 

「老年看護学」（3 年次 A2 ターム） 

「老年看護学Ⅱ」（4 年次 S1 ターム） 

「老年看護学実習」（4 年次 S2 ターム） 

大学院の講義の一部を老年看護学/創傷看護学

分野とともに担当した。担当した講義は以下のと

おりである。 

「老年看護学特論Ⅰ」（S1 ターム） 

「創傷看護学特論Ⅰ」（S2 ターム） 

また研究指導として、老年看護学/創傷看護学分

野の大学院生の研究について、演習・実習を通し

て指導協力を行った。 

平成 30 年度の修士論文及び卒業論文の実績は

以下の通りである。 

 

修士論文（1 題）：“Relationship between pressure 

ulcers and dynamic buttock pressure 

distributions during performance in wheelchair 

basketball athletes” 

卒業論文（1 題）：「車いすバスケットボール選手

における深部組織損傷の実態」 

 

研究 

 当研究室では、我々が日常的に直接見て触るこ

とのできる臓器である皮膚から見た、健康を守る

ための看護ケアを中心に研究を行っている。特に、

看護理工学の考えに基づき、臨床上の課題を抽出

し、そのメカニズムを基礎的に検討し、明らかに

なった問題に介入するための機器開発ならびに評

価を行うという一連のトランスレーショナル・リ

サーチに取り組んでいる。 

また、特任准教授は医学系研究科附属グローバ

ルナーシングリサーチセンター ケアイノベーシ
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ョン創成部門 バイオロジカルナーシング分野を

兼任し、看護学研究における分子生物学的アプロ

ーチの方法論の確立と普及に努めている。 

医学系研究科附属グローバルナーシングリサー

チセンターが主催する看護理工学入門セミナーで

は、特に臨床の看護現場で直面する課題に対して、

包括的思考に加えて、分析的思考に基づく生理学

や分子生物学的な手法および臨床での応用につい

て、学内外の多くの看護学研究者、臨床看護師に

教授した。さらに本入門セミナー受講者のうち、

希望者に対して、看護理工学ハンズオンセミナー

を行い、質的スケッチ技法や分子生物学的実験方

法の具体的な手法の実践指導を行った。 

本講座で平成 30 年度に実施された主な研究テ

ーマを以下に挙げる。中でも、創面ブロッティン

グ法を用いた創傷アセスメント技術は、サラヤ株

式会社と共同して取り組んでおり、製品として 1

月に上市された。また、車椅子アスリートの褥瘡

ケアの取り組みを通して、東京 2020 パラリンピ

ックへの貢献も行っている。 

・スキンブロッティング法を用いた低侵襲スキ

ンアセスメント技術の開発 

 皮膚バリア機能の評価 

 脱水症の同定 

 褥瘡発生予測 

・創面ブロッティング法を用いた創傷アセスメ

ント技術の開発と実用化に向けた取り組み 

 褥瘡治癒の予測 

 バイオフィルムの同定 

・スカルプケアサイエンスに関する研究 

 男性型脱毛症の早期発見と予防 

 抗癌剤性脱毛症の頭皮生理機能の変化 

 医療用ウィッグの効果検証 

・車椅子アスリートの褥瘡ケアに関する研究 

 車椅子アスリートの皮膚の実態 

 競技中の体圧変化と皮膚変化の関連 

・皮膚再生医療に関する研究 

 表皮微細構造を再生する足場素材の開発 

また、創傷看護学の分野で世界的な権威である

Curtin University（オーストラリア）の Keryln 

Carville 教授との国際的共同研究として、スキン

テアの予測・予防法の開発に取り組んでいる。 

なお、これらの研究活動のうち、下記のテーマ

について受賞している。 

 

・一般社団法人日本創傷・オストミー・失禁管理

学会平成 29 年度学術論文優秀賞．Nozawa K, 

Tamai N, Minematsu T, Kitamura A, Saegusa 

M, Amaike K, Sanada H. Situation of 

occurrence and morphological characteristics of 

pressure ulcers among inpatients with mental 

illness. J Jpn Soc Wound Ostomy Continence 

Manag. 21(1): 10-24, 2017 Apr.  

 

出版物等 

 

1. Matsumoto M, Ogai K, Aoki M, Urai T, 

Yokogawa M, Tawara M, Kobayashi M, 

Minematsu T, Sanada H, Sugama J. 

Changes in dermal structure and skin 

oxidative stress in overweight and obese 

Japanese males after weight loss: a 

longitudinal observation study. Skin Res 

Technol. 2018 Aug; 24(3):407-416. doi: 10.

1111/srt.12443. 

2. Mugita Y, Minematsu T, Nakagami G, 

Sanada H. Influence of digestive enzymes 

on development of incontinence-associated 

dermatitis: inner tissue damage and skin 

barrier impairment caused by lipidolytic 

enzymes and proteases in rat macerated 

skin. International Wound Journal. 2018 

Aug;15(4):623-632. doi: 10.1111/iwj.12906. 

3. Koyano Y, Nakagami G, Minematsu T, 

Sanada H. Reliability of the skin blotting 

method when used on the elderly. 
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International Wound Journal. 2018 Oct; 

15(5):807-813. doi: 10.1111/iwj.12931. 

4. Ibuki A, Minematsu T, Yoshida M, Iizaka S, 

Matsumoto M, Sugama J, Sanada H. 

Microsatellite polymorphism in the Heme 

oxygenase-1 gene promoter is associated 

with dermal collagen density in Japanese 

obese male subjects. PLoS One. 2018 Jul 

19; 13(7): e0199994. doi: 10.1371/journal.

pone.0199994. eCollection 2018. 

5. Aoki M, Ogai K, Kobayashi M, Minematsu 

T, Nakatani T, Okuwa M, Sanada H, 

Sugama J. Comparison of ceramide kinetics 

in the stratum corneum between dry skin 

and normal skin using animal models with 

fluorescent imaging method. Skin Research 

and Technology. 25(2):158-164,2019. doi: 10.

1111/srt.12625. 

6. Kitamura A, Minematsu T, Nakagami G, 

Sanada H. Assessment of histopathology of 

wounds based on protein distribution 

detected by wound blotting. SAGE Open 

Medicine. 2018; 6: 2050312118812220. doi: 

10.1177/2050312118812220. 

7. Hasegawa Y, Yoshida M, Sato A, Fujimoto 

Y, Minematsu T, Sugama J, Sanada H. 

Temporal muscle thickness as a new 

indicator of nutritional status in elderly 

individuals. Geriatrics & Gerontology 

International. 19: 135-140, 2019. doi: 10.

1111/ggi.13570. 

8. Higuchi S, Yoshida S, Minematsu T, 

Ichinose T. Detection of inflammatory 

cytokines by skin blotting as an objective 

measure of neonatal skin problems. 

Journal of Nursing Science and Engineer-

ing. 6: 33-40, 2019. doi: 10.24462/jnse.6.1_

33 

9. Nakai A, Minematsu T, Tamai N, Sugama 

J, Urai T, Sanada H. Prediction of healing 

in category I pressure ulcers by skin 

blotting with plasminogen activator 

inhibitor 1 alpha interleukin-1 alpha, 

vascular endothelial growth factor C, and 

heat shock protein 90 alpha: A pilot study. 

Journal of Tissue Viability. 2019 May; 

28(2):87-93.doi: 10.1016/j.jtv.2019.02.002. 
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沿革と組織の概要 

糖尿病・生活習慣病予防講座は、日本国民の健

康増進に資するため、医療データベースなどのビ

ッグデータの解析や ICT の活用を通じ、生活習慣

病の予防と重症化予防に関する研究を行うことを

目的に、朝日生命保険相互会社の出資により、東

京大学大学院医学系研究科の社会連携講座として

平成 30 年 4 月に開設された。協力講座は、東京

大学大学院医学系研究科 腎臓・内分泌内科（南

学正臣教授）および糖尿病・代謝内科（山内敏正

教授）である。 

糖尿病を始めとする生活習慣病は、医療費の約

３割、死因の約６割を占めるといわれている。ま

た、2018 年には日本の高齢化率（65 歳以上の高

齢者が総人口に占める割合）は 28.1%にのぼり、

世界のどの国も経験したことのない超高齢社会を

迎えており、生活習慣病を始めとする疾患を原因

として、要介護者が増加している。生活習慣病の

発症・進展・重症化の要因について解析すること

で、糖尿病・生活習慣病、ならびにこれらにより

引き起こされる疾患の発症および重症化の予防、

さらには要介護者の減少につながり、ひいては医

療費の適正化につながると考えられる。 

本講座では、医療データベースなどのビッグデ

ータを多角的に解析し、糖尿病を始めとした生活

習慣病の重症化予測モデルの構築など、生活習慣

病とその重症化の予防に役立つ研究を行う。 

本講座では、朝日生命保険相互会社から 3 名の共

同研究員を受け入れている。 

 

研究 

本講座では以下の研究に取り組んでいる。 

 

(1) 介護に関する研究 

要介護者数は年々増加しており、2018 年現在で

要介護者・要支援者は約650万人とされているが、

介護に至るまでの疾患、要因に関しては不明な点

が多く残されている。介護に至る要因を同定し、

介護予防に役立てるため、厚生労働省から全国の

世帯を対象とした、世帯状況や健康状態に関する

国民生活基礎調査の匿名データの提供を受け、要

介護の予測因子を同定するための解析を行ってい

る。 

 

(2) 小児肥満に関する研究 

肥満は多くの生活習慣病との関係が知られてい

るが、近年、成人期の肥満は小児期の肥満と強く

関連することが報告されており、小児期からの肥



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.138, Oct. 2019 533 

満予防の重要性が注目されるようになった。しか

し、本邦での小児期の肥満とその合併症の実態は、

まだ明らかにされていない。 

小児期の肥満とその合併症の実態を解明するた

め、医学系研究科 公共健康医学専攻臨床疫学・

経済学 康永秀生教授との共同研究で、診療群分

類包括評価（DPC）データベースを用いて、小児

期の入院患者において、肥満の程度と肥満合併症

の頻度の関係について解析を行っている。 

 

(3) 糖尿病とがんに関する研究 

糖尿病患者では、脳血管疾患、心疾患、腎臓病

などのリスクが高まることが知られており、これ

らの疾患の発症リスクは血糖コントロールに依存

することがわかっている。一方、糖尿病患者では、

がんの発症リスクも高まることが知られているが、

血糖コントロールとの関係についてはまだ明らか

にされていない。 

この関係を明らかにするため、企画情報運営部 

大江和彦教授との共同研究により、院内診療情報

データベースを用いて、糖尿病患者における血糖

コントロールとがんの発症について解析を行って

いる。 

 

今後、これらの解析を進めていくとともに、デ

ータベースを用いた新たな課題にも取り組んでい

く予定である。 

 

出版物等 

 

1. Buse JB, Carlson AL, Komatsu M, 

Mosenzon O, Rose L, Liang B, Buchholtz K, 

Horio H, Kadowaki T. Fast-acting insulin 

aspart versus insulin aspart in the setting 

of insulin degludec-treated type 1 diabetes: 

Efficacy and safety from a randomized 

double-blind trial. Diabetes Obes Metab 

2018;20:2885-2893. 

2.  Enooku K, Kondo M, Fujiwara N, Sasako T, 

Shibahara J, Kado A, Okushin K, Fujinaga 

H, Tsutsumi T, Nakagomi R, Minami T, 

Sato M, Nakagawa H, Kondo Y, Asaoka Y, 

Tateishi R, Ueki K, Ikeda H, Yoshida H, 

Moriya K, Yotsuyanagi H, Kadowaki T, 

Fukayama M, Koike K. Hepatic IRS1 and 

ß-catenin expression is associated with 

histological progression and overt diabetes 

emergence in NAFLD patients. J 

Gastroenterol 2018;53:1261-1275. 

3.  Haneda M, Kadowaki T, Ito H, Sasaki K, 

Hiraide S, Ishii M, Matsukawa M, Ueno M. 

Safety and Efficacy of Teneligliptin in 

Patients with Type 2 Diabetes Mellitus and 

Impaired Renal Function: Interim Report 

from Post-marketing Surveillance. 

Diabetes Ther 2018;9:1083-1097. 

4.  Kadowaki T, Haneda M, Ito H, Sasaki K, 

Hiraide S, Matsukawa M, Ueno M. 

Relationship of Eating Patterns and 

Metabolic Parameters, and Teneligliptin 

Treatment: Interim Results from 

Post-marketing Surveillance in Japanese 

Type 2 Diabetes Patients. Adv Ther 2018;

35:817-831. 

5.  Kadowaki T, Sarai N, Hirakawa T, Taki K, 

Iwasaki K, Urushihara H. Persistence of 

oral antidiabetic treatment for type 2 

diabetes characterized by drug class, 

patient characteristics and severity of renal 

impairment: A Japanese database analysis. 

Diabetes Obes Metab 2018;20:2830-2839. 

6. Kadowaki T, Sasaki K, Ishii M, Matsukawa 

M, Ushirogawa Y. Efficacy and Safety of 

Teneligliptin 40 mg in Type 2 Diabetes: A 

Pooled Analysis of Two Phase III Clinical 

Studies. Diabetes Ther 2018;9:623-636. 

7. Kobayashi M, Ohsugi M, Sasako T, 

Awazawa M, Umehara T, Iwane A, 

Kobayashi N, Okazaki Y, Kubota N, Suzuki 

R, Waki H, Horiuchi K, Hamakubo T, 

Kodama T, Aoe S, Tobe K, Kadowaki T, 
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Ueki K. The RNA Methyltransferase 

Complex of WTAP, METTL3, and 

METTL14 Regulates Mitotic Clonal 

Expansion in Adipogenesis. Mol Cell Biol 

2018;38. 

8.  Kubota T, Inoue M, Kubota N, Takamoto I, 

Mineyama T, Iwayama K, Tokuyama K, 

Moroi M, Ueki K, Yamauchi T, Kadowaki T. 

Downregulation of macrophage Irs2 by 

hyperinsulinemia impairs IL-4-indeuced 

M2a-subtype macrophage activation in 

obesity. Nat Commun 2018;9:4863. 

9. Okada-Iwabu M, Iwabu M, Yamauchi T, 

Kadowaki T. Structure and function 

analysis of adiponectin receptors toward 

development of novel antidiabetic agents 

promoting healthy longevity. Endocr J 

2018;65:971-977. 

10.  Suzuki R, Eiki JI, Moritoyo T, Furihata K, 

Wakana A, Ohta Y, Tokita S, Kadowaki T. 

Effect of short-term treatment with 

sitagliptin or glibenclamide on daily 

glucose fluctuation in drug-naïve Japanese 

patients with type 2 diabetes mellitus. 

Diabetes Obes Metab 2018;20:2274-2281. 

11. Taira M, Imamura M, Takahashi A, 

Kamatani Y, Yamauchi T, Araki SI, Tanaka 

N, van Zuydam NR, Ahlqvist E, Toyoda M, 

Umezono T, Kawai K, Imanishi M, Watada 

H, Suzuki D, Maegawa H, Babazono T, 

Kaku K, Kawamori R, Groop LC, McCarthy 

MI, Kadowaki T, Maeda S, Consortium S. A 

variant within the FTO confers 

susceptibility to diabetic nephropathy in 

Japanese patients with type 2 diabetes. 

PLoS One 2018;13:e0208654. 

12. Yamada T, Kamata R, Ishinohachi K, 

Shojima N, Ananiadou S, Nom H, 

Yamauchi T, Kadowaki T. Biosimilar vs 

originator insulins: Systematic review and 

meta-analysis. Diabetes Obes Metab 2018;

20:1787-1792. 

13.  Yamada T, Shojima N, Noma H, Yamauchi 

T, Kadowaki T. Sodium-glucose co-

transporter-2 inhibitors as add-on therapy 

to insulin for type 1 diabetes mellitus: 

Systematic review and meta-analysis of 

randomized controlled trials. Diabetes Obes 

Metab 2018;20:1755-1761. 

14.  Yamada T, Shojima N, Noma H, Yamauchi 

T, Kadowaki T. Weekly Versus Daily 

Dipeptidyl Peptidase 4 Inhibitor Therapy 

for Type 2 Diabetes: Systematic Review and 

Meta-analysis. Diabetes Care 2018;41:e52-

e55. 

15. Yanagida K, Igarashi H, Yasuda D, 

Kobayashi D, Ohto-Nakanishi T, Akahoshi 

N, Sekiba A, Toyoda T, Ishijima T, Nakai Y, 

Shojima N, Kubota N, Abe K, Kadowaki T, 

Ishii S, Shimizu T. The Gα12/13-coupled 

receptor LPA4 limits proper adipose tissue 

expansion and remodeling in diet-induced 

obesity. JCI Insight 2018;3. 

16. Yamamura T, Nozu K, Ueda H, Fujimaru R, 

Hisatomi R, Yoshida Y, Kato H, Nangaku M, 

Miyata T, Sawai T, Minamikawa S, Kaito H, 

Matsuo M, Iijima K. Functional splicing 

analysis in an infantile case of atypical 

hemolytic uremic syndrome caused by 

digenic mutations in C3 and MCP genes. J 

Hum Genet 2018;63:755-759. 

17. Fujisawa M, Kato H, Yoshida Y, Usui T, 

Takata M, Fujimoto M, Wada H, Uchida Y, 

Kokame K, Matsumoto M, Fujimura Y, 

Miyata T, Nangaku M. Clinical 

characteristics and genetic backgrounds of 

Japanese patients with atypical hemolytic 

uremic syndrome. Clin Exp Nephrol 2018;

22:1088-1099. 

18.  Kato H, Nangaku M, Okada H, Kagami S. 

Controversies of the classification of TMA 

and the terminology of aHUS. Clin Exp 

Nephrol 2018;22:979-980. 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.138, Oct. 2019 535 

19. Ota S, Horisaki R, Kawamura Y, Ugawa M, 

Sato I, Hashimoto K, Kamesawa R, 

Setoyama K, Yamaguchi S, Fujiu K, Waki K, 

Noji H. Ghost cytometry. Science 2018;360:

1246-1251. 
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沿革と組織の概要 

認知症先進予防治療学講座は、小林製薬株式会

社の出資により、平成 29 年 7 月に設置された社

会連携講座です。協力講座を神経病理学分野（岩

坪威教授）とし、設置時の教員構成は、橋本唯史

特任准教授、井原涼子特任助教の 2名でスタート

し、小林製薬より伊澤大介博士が共同研究員とし

て参加されました。平成 31 年 1 月には新たに若

林朋子助教が参加され、また小林製薬からは伊澤

研究員に替わり伊藤優太郞研究員が参加されまし

た。 

超高齢化社会を迎えた現代、アルツハイマー病

をはじめとする高齢者認知症の克服は、人類喫緊

の課題ですが、未だ認知症のメカニズムに即した

治療薬はなく、解決の目処は立っていません。認

知症先進予防治療学講座では、認知症の分子レベ

ルの病態解明と臨床評価法の開発を並行して進め

ることにより、認知症の新規予防・治療標的を同

定し、薬剤や機能性食品による認知症の予防・進

行遅延法の確立を目指しています。さらに、本講

座では、認知症の基礎・臨床研究に関する教育を

行い、社会啓発の推進を図ることも目的としてい

ます。 

 

教育 

平成 30年度、認知症先進予防治療学講座では、

神経病理学分野（岩坪威教授）と協力のもと、同

分野に在籍する 2 名の医学系博士課程大学院生、

１名の薬学系博士課程大学院生、１名の医学学系

修士課程大学院生、及び１名のMD研究者育成プ

ログラムに在籍する医学部生に対して研究指導を

行いました。また、東京大学大学院薬学系研究科

「医療薬学特論」においてアルツハイマー病を始

めとする認知症研究の最先端について薬学系大学

院生に講義を行った。 

 

研究 

アルツハイマー病の脳では、広汎な神経細胞死

に加えて、アミロイドタンパク質（以下 A）が

アミロイド線維となって蓄積した、老人斑と呼ば

れる病理学的構造物が出現することが特徴です。

これまでに、アルツハイマー病の発症メカニズム

に関して、Aがその原因であると考える「アミロ

イド仮説」が広く支持されていますが、が神経

細胞死を導く詳細な分子メカニズムは明らかにな

っていません。近年、ヒトでのアミロイド PET

イメージング技術の進歩により、脳内において

病理の進行と症状発現の間に時間的なギャップが

存在することが明らかとなりましたが、A蓄積の

病理過程がどのようなメカニズムで神経細胞死を

招来し、アルツハイマー病の発症に至るのかは未

だ明らかではありません。このため、アルツハイ
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マー病発症の予防法、あるいは進行を遅延する方

法が確立されるには至っていません。そこで、認

知症先進予防治療学講座では、発症メカニズムに

基づいた認知症予防法創出のため、以下の５つの

テーマについて研究を進めています。 

 

① Aの脳内ダイナミクスに関わる分子機構の解

明 

② apolipoprotein E（apoE）がアルツハイマー

病発症に与える影響の解明と apoE を標的と

したアルツハイマー病予防法の開発 

③ 三次元培養を利用した新規アルツハイマー病

モデル実験系の構築と脳内A代謝を標的とし

たアルツハイマー病予防法の開発 

④ アルツハイマー病の臨床・認知機能データの解

析 

⑤ 糖尿病、インスリンシグナルとアルツハイマー

病を繋ぐ分子機構の解明 

 

① Aの脳内ダイナミクスに関わる分子機構の解

明 

アルツハイマー病発症の鍵分子である Aは、

神経細胞に発現する A前駆体タンパク質 

（Aprecursor protein、以下 APP）から、

-secretase、次いで-secretaseによる切断を受け

て「産生」され、細胞外へ「放出」されます。放

出された Aは速やかに「クリアランス」を受け

分解、あるいは脳外へ排出されますが、何らかの

理由でクリアランスを免れた Aは「凝集」を開

始し、アミロイド線維を形成して老人斑として「蓄

積」します。このように「産生」、「放出」、「クリ

アランス」、「凝集」、「蓄積」などの素過程からな

る Aの脳内ダイナミクスがどのような分子機構

によって担われているか明らかにすることは、ア

ルツハイマー病発症機序を解明し、その予防・治

療法を開発する上で肝要です。しかし、脳内の A

濃度はピコモルレベルと極めて微量であるため、

各過程を解析するには鋭敏な測定技術が必要とな

ります。 

そこで私たちは、神経病理学分野と協力して、

Aの脳内ダイナミクスを評価する最新の実験系

を取り入れ、その分子機構の検討に着手しました。

1,000 kDaカットオフの微小透析膜をマウス脳海

馬に埋め込み、脳間質液を回収して、その A濃

度を経時的に測定する in vivo微小透析膜法によ

り、Aの産生とクリアランスを in vivoレベルで

測定することが可能です（Yamamoto K, et al., 

Cell Rep., 2015）。また、予め Aの凝集核を脳内

に接種し、その後に形成される A蓄積を評価す

る in vivo seeding実験系（Hori Y, et al., J. Biol. 

Chem., 2015）も利用可能です。これまでに、こ

れらの実験系を用い、加齢と共に脳内に A蓄積

を呈するアルツハイマー病モデルである APP ト

ランスジェニックマウス（以下 APP tgマウス）

脳を解析し、200 kDa以上の高分子量 Aオリゴ

マーに A蓄積誘導能が存在することを明らかに

しました（Hashimoto T, Soc for Neuroscience 

meeting 2017）。今後さらに、A蓄積や毒性発揮

に関わる A分子種を明らかにすると共に、Aの

脳内ダイナミクスに関与する分子機構の解明を進

めます。 

 

② apolipoprotein E（apoE）がアルツハイマー

病発症に与える影響の解明と apoE を標的と

したアルツハイマー病予防法の開発 

apoE は中枢神経系では主にアストロサイトで

産生され、脳内の脂質輸送を担うタンパク質です。

ヒト APOE遺伝子には2, 3, 4の 3つの遺伝多

型が存在することが知られており、それらがコー

ドする apoE2、apoE3、apoE4の 3種のアイソフ

ォームは apoE2（112Cys, 158Cys）、apoE3

（112Cys, 158Arg）、apoE4（112Arg, 158Arg）

と 112位と 158位のアミノ酸が異なっています。

この中で、本邦では APOE 4のアレル頻度は健
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常人において約 8%であるが、アルツハイマー病

患者では、約 31%と著しく高値を示すことが分か

り、APOE 4は、アルツハイマー病発症の強力な

遺伝的危険因子であると考えられるに至りました。

しかし、これまでに apoE4がどのようなメカニズ

ムによってアルツハイマー病の発症リスクを上昇

させているかは不明であり、apoE を標的とした

アルツハイマー病予防・治療法は存在しませんで

した。 

そこで私たちは、ヒト apoE2、apoE3、apoE4

をそれぞれ発現するノックインマウス（以下apoE 

KIマウス）を APP tgマウスと交配し、ヒト apoE

が Aの脳内ダイナミクス、それぞれの過程にお

いて、どのようにアイソフォーム特異的に作用す

るかを明らかにしようとしています。そして、脳

内で apoE が Aに及ぼす作用を修飾する方法を

開発し、アルツハイマー病発症の予防への応用を

目指します。これまでに、APP tgマウスと比較し

て、ヒト apoE3 KI / APP tgマウス脳では、A斑

が有意に減少することを見出し、さらに本年度、

in vivo seeding実験により、ヒト apoE3は、マ

ウス apoEに比べ、Aの蓄積過程を抑制すること

を見出した。一方、in vivo微小透析膜法を用いて

脳間質液中の A濃度を測定したところ、APP tg

マウスとヒト apoE3 KI / APP tgマウス間に差異

がみられないことを明らかにしました。 

また、私たちは apoEと Aの相互作用に注目し、

bi-molecular complementation assay法によって

apoEと Aの結合を簡便に、かつ特異的に測定す

る実験系を樹立してきました。そこで、本実験系

を利用し、apoEと Aの相互作用に介入すること

により、アルツハイマー病の発症を抑制する新た

なアルツハイマー病予防薬の開発を行うことを計

画しています。 

 

③ 三次元培養を利用した新規アルツハイマー病

モデル実験系の構築と脳内A代謝を標的とし

たアルツハイマー病予防法の開発 

これまで、アルツハイマー病の A病理を解析

するモデル実験系として、APP tgマウスを用いて

A蓄積を評価する in vivo レベルの解析や、in 

vitroで合成 Aの凝集を測定する実験系が用いら

れてきましたが、培養細胞系で Aの凝集・蓄積

を評価可能な実験系はありませんでした。そこで

私たちは、マトリゲルを用いた立体培養系を利用

し、ヒト由来神経幹細胞 ReNcell-VMを神経細胞

に分化させ、三次元培養系を樹立することにしま

した。本年度、本実験系を用い、APPを発現した

ReNcell-VMでは、内因性のタウがリン酸化され、

さらに突起中に集積することを見出しました。さ

らに、本実験系を用い、A産生や、A蓄積を標

的とした認知症治療薬の開発を目指します。 

 

④ アルツハイマー病の臨床・認知機能データの解

析 

私たちは、臨床的には正常であるがバイオマー

カーでアミロイド蓄積が示される、前臨床期アル

ツハイマー病（プレクリニカル AD）に着目し、

Japanese ADNI（J-ADNI）研究によって得られ

たデータの解析を行っています。プレクリニカル

AD に相当する高齢者は、正常高齢者と比して、

MMSE や論理的記憶といった認知機能検査の学

習効果を欠くことを見出しました。米国 ADNI研

究のデータも用いて、認知機能低下に関する国際

比較の検討も進めています。 

 

⑤ 糖尿病、インスリンシグナルとアルツハイマー

病を繋ぐ分子機構の解明 

多くの疫学的研究から、2 型糖尿病がアルツハ

イマー病（AD）の発症リスクを約 2 倍に高める

ことが報告されています。また、糖尿病の中心的

病態であるインスリン抵抗性は、アミロイド蓄積

と相関する可能性が、ヒト剖検脳やイメージング

解析ならびにモデルマウスを用いた研究から示唆
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されています。一方、アルツハイマー患者脳の解

析から、AD 脳ではインスリンシグナルの障害が

生じている可能性が示され、インスリン抵抗性が

両疾患に共通の病態である可能性が考えられてい

ます。これを基にインスリンシグナルの脳におけ

る賦活化が AD治療の新たな標的として模索され

つつある。そこで私たちは、糖尿病などの代謝異

常に伴うインスリンシグナル障害と、遺伝的なイ

ンスリンシグナル抑制それぞれが、アミロイド病

態形成に及ぼす影響とその分子機序を解明するこ

とを目的に研究を進めています。本年度は、APP 

tg マウス（A7 系統）に対し、3 ヶ月齢より高脂

肪食（high-fat diet: HFD）を与えることで糖尿

病様の病態を惹起し、5, 9, 15, 18ヶ月齢において

解析を行いました。その結果、このマウスは体重、

血中インスリンレベル、血糖値の増加と、インス

リン抵抗性を示しました。さらに、腹腔へのイン

スリン投与により脳のインスリン受容体の活性化

を評価した結果、HFD 群においてインスリン受

容体のリン酸化が有意に低下しており、脳のイン

スリン応答性低下も生じていることがわかりまし

た。更にこの時、グルコースクランプ法による血

中へのインスリン持続投与と in vivo 微小透析膜

法による脳間質液の回収を組み合わせることで、

HFD 負荷マウスではインスリンの末梢から脳へ

の移行が低下している可能性を示しました。脳に

おいては、5ヶ月齢では A量に有意な変化は認め

なかったものの、アミロイド蓄積前の 9ヶ月齢で

可溶性、不溶性 AレベルがHFD負荷により亢進

し、高齢の脳においては、HFD 群においてアミ

ロイド蓄積の有意な増加を認めました。9 ヶ月齢

において in vivo 微小透析膜法により脳間質液中

Aの半減期を測定すると、HFD 群で半減期が有

意に延長していた。このことから、Aクリアラン

スの低下に伴い蓄積が亢進したと考えられました

（Wakabayashi T, Mol Neurodegener. 2019）。 
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山名隼人 
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沿革と組織の概要 

ヘルスサービスリサーチ講座は、超高齢社会に

おける持続可能な医療の実現に向けて、臨床医

学・疫学・医療経済等の学際領域であるヘルスサ

ービスリサーチを発展させるとともに、ヘルスサ

ービスリサーチに関わる研究者やアナリストの人

材育成を目的として、株式会社ツムラの出資によ

り社会連携講座として平成 28 年 4 月に開設され

た。協力講座は、臨床疫学・経済学講座（康永秀

生教授）と呼吸器内科学（長瀬隆英教授）である。 

設立時の構成教員は、城 大祐 特任准教授（平

成 28 年 4 月着任）、道端伸明 特任助教（平成 28

年 4 月着任）、笹渕裕介 特任助教（平成 28 年 4

月着任）の 3 名である。平成 29 年の構成教員は、

城と道端の 2 名であったが、平成 30 年 4 月から

助教の山名隼人が加わり、構成教員は、城と道端

と合わせて 3 名となった。 

 

教育 

ヘルスサービスリサーチ講座では、協力講座の

臨床疫学・経済学講座にて行われる公共健康医学

専攻学生の講義や指導のサポートを行った。また、

協力講座の呼吸器内科学の学部学生の系統講義の

一部を担っている。 

・公共健康医学専攻学生の講義（臨床疫学・経済

学演習）のサポート；城、道端、山名 

・公共健康医学専攻学生の指導；城、道端、山名 

・東京大学医学系研究科大学院生（呼吸器内科学、

呼吸器外科学）の指導：城、道端、山名 

・医学部 M4 エレクティブクラークシップ：城、

道端、山名 

・医学部 M2 系統講義：「間質性肺疾患と膠原病

肺」；城 

 

研究 

ヘルスサービスリサーチとは、疾患の疫学や医

療技術の効果等に関する臨床疫学研究から、医療

サービスの構造・プロセス・アウトカム分析、医

療の質評価、医療経済分析、医療サービス資源配

分や財政分析に至るまでを幅広くカバーする学際

的領域である。本講座は大規模データベースを用

いて以下の研究課題に取り組んでいる。 

(1) 呼吸器疾患を中心とした各種疾病の臨床疫

学研究 

(2) 西洋医学・漢方医学を含めた多くの要素技術

に関する効果分析、医療経済分析 

(3) 超高齢化による人口動態変動と医療サービ

ス必要量に関する分析 
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(4) 医療従事者、医療施設・設備等の医療サービ

ス資源の効率的配分に関する分析 

具体的には、以下に示すような研究をおこない

平成 30 年に論文報告した。 

1)  肺がん化学療法患者におけるシスプラチン/

ネダプラチンとカルボプラチン投与による静脈

血栓のリスクの比較 

化学療法が担がん患者の静脈血栓症（VTE）

の危険因子となることはよく知られており、そ

の中でもシスプラチン（CDDP）は最もよく研

究されている。しかしながら、この CDDP が、

カ ルボプ ラ チン (CBDCA) やネダプ ラ チン

（CDGP）と比較して、VTE のより大きな危険

因子であるかどうかについてはよく分かってい

ない。この研究では、VTE の院内発症を呈した

肺がん患者の特徴を解析し、関連する危険因子

の同定、さらに CDDP と CBDCA/CDGP を使

用した際のリスクの比較を行うことを目的とし

た。 

DPC データベースで、2012 年 4 月から 2015

年 3 月までにプラチナ製剤ベースの化学療法を

施行した肺がん患者を抽出した。一般化推定方

程式によるロジスティック回帰を用いて、化学

療法の内容を含む様々な因子と VTE 発症との

関係を解析した。 

235,104 名の患者のうち、675 名（0.29%）

の患者において、プラチナ製剤ベースの化学療

法施行後に VTE を院内発症した。多変量解析

では、年齢・ADL・侵襲的治療が VTE の有意

な危険因子であった。さらに、CDDP ベースの

化学療法は、CBDCA/CDGP ベースのものより

も、VTE の発症頻度が高かった（adjusted odds 

ratio, 1.35; 95% confidence interval, 1.08–

1.68; P<0.01）。 

肺がん患者において、CDDP ベースの化学療

法は、CBDCA/CDGP ベースの化学療法と比べ

て、VTE のより大きな危険因子であると結論付

けた。 

2)  パーキンソン症候群が高齢肺炎患者の転帰に

及ぼす影響についての検討 

肺炎はパーキンソン病の患者さんが入院の原

因で最も多いものである。本研究は、肺炎で入

院した高齢者においてパーキンソニズムが及ぼ

す影響について評価することを目的とした。 

60歳以上の肺炎入院患者について、日本の入

院データベースを用いて後ろ向きコホート研究

を行った。年齢、性別について、パーキンソニ

ズムがある症例とない症例を、１対４でマッチ

ングした。多変量回帰分析により、在院死亡、

在院日数、自宅退院について評価した。 

パーキンソニズムのある症例はない症例と比

較して、有意に低い在院死亡率（オッズ比, 0.81; 

95% 信頼区間, 0.74—0.89）を示した。パーキン

ソニズムのある症例では、在院日数は、8.1％長

かった。パーキンソニズムのある症例は、自宅

退院率が低かった（オッズ比, 0.62; 95% 信頼区

間, 0.58—0.67）。 

パーキンソンニズムは、肺炎の患者において、

在院死亡の独立した危険因子ではなかったが、

在院日数の延長と自宅以外への退院と関連して

い 

3)  プロペンシティスコア法と操作変数法を用い

た、術後 stage II-IIIA非小細胞肺がん患者にお

ける術後補助化学療法としての経口フルオロウ

ラシル療法とシスプラチン＋ナベルビン療法の

比較検討 

術後 stage II-IIA非小細胞肺がん患者におけ

る術後補助化学療法はシスプラチン＋ナベルビ

ン療法が標準治療であったが、近年経口フルオ

ロウラシル療法も代替療法としての報告がみら

れる。両者についてプロペンシティスコア法と

操作変数法を用いて、比較を行った。 

2010 年 7 月から 2015 年 3 月までに術後補助

化学療法を受けた術後 stage II-IIIA 患者を
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DPC データより抽出した。シスプラチン＋ナベ

ルビン群と経口フルオロウラシル群の両群をプ

ロペンシティスコアで調整後、多変量解析にて

無再発生存期間を比較した。未測定の交絡因子

に対応するため操作変数法も併用した。 

シスプラチン＋ナベルビン群が 384例、経口

フルオロウラシル群が 268例であった。若年症

例と N2 陽性症例にてシスプラチン＋ナベルビ

ン療法が実施される割合が多かった。高齢症例

と T3N0症例では経口フルオロウラシル療法が

実施される割合が多かった。プロペンシティス

コア法にて調整した 172 組での検討では、経口

フルオロウラシル群では術後補助化学療法が開

始されるまでの期間がシスプラチン+ナベルビ

ン群と比較して有意に短く、またその無再発生

存期間が有意に延長していた。操作変数法でも

同様の結果を得た。 

DPC データでの検討では、術後 stage II-IIIA

非小細胞肺がん症例において、経口フルオロウ

ラシル療法はシスプラチン＋ナベルビン療法と

比較して無再発生存期間を延長させ、代替レジ

メンとして有用であると考えられた。 

引き続き、大規模データベースを用いた様々

分析を進めている。 
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※都合により、昨年度と同じ内容となっております。  

 

 

沿革と組織の概要 

リピドミクス講座は、株式会社島津製作所と小

野薬品工業株式会社の出資により、平成 23 年 4 月

に設置された社会連携講座です［設立時の協力講

座：生化学・分子生物学講座 細胞情報学教室（清

水孝雄 教授）・国際保健学専攻 生物医化学教室

（北潔 教授）］。 

教員構成は、清水孝雄 特任教授（平成 23 年 10

月着任）、北芳博 特任准教授（平成 23 年 6 月着

任）、徳岡涼美 特任助教（平成 23 年 6 月着任）

の 3 名でスタートし（平成 25 年 12 月に北芳博は

医学系研究科ライフサイエンス研究機器支援室准

教授に異動）、平成 26 年 4 月には、徳舛富由樹 特

任准教授が、平成 30 年 5 月には、小田吉哉 特

任教授が着任しました。この他、客員研究員（ 2 名）、

研究補佐（ 2 名）、大学院生（1 名）により研究活

動等を行いました。 

 

教育 

リピドミクス講座では、以下の学部生講義およ

び大学院生向けの講義等を担当しました。 

・学部講義：「生理活性脂質（清水）」「脂質と生体

膜（北）」 

・医科学修士講義：「プロテオーム・メタボローム

（北）」 

・博士講義（医学共通講義）：「質量分析の原理と

応用（北）」 

 

研究 

リピドミクス講座では、最新の質量分析技術の

開発を通して、脂質代謝を基盤とする生命現象や

疾患メカニズムの解明に取り組んでいます。具体

的には、以下に示すようなテーマについて研究を

行なっています。 

脂質メディエーターの高感度一斉定量解析技術の

開発と応用 

プロスタグランジンやロイコトリエンなどのエ

イコサノイド（アラキドン酸代謝物）に代表され

る脂肪酸系の生理活性脂質、血小板活性化因子

（PAF）に代表されるリゾリン脂質系生理活性脂

質など、多数の脂質メディエーターが疾患や生理

に関わる分子として注目されています。疾患等の

メカニズムの研究において、既知の脂質メディエ

ーター群の包括的定量解析は仮説に基づかない発
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見的手法として有効であると同時に、脂質メディ

エーター群の量的なバランス「定量的脂質メディ

エータープロファイル」が、病態を特徴づけるパ

ラメータとして有用です。私たちはこれまで

LC-MS 法による脂質メディエーターの高感度一

斉定量法を独自に開発してきましたが、さらに高

感度に、より多くの成分を、より短時間で一斉定

量解析することにより、大規模臨床検体解析やハ

イスループットスクリーニングに対応可能な技術

として確立することを目指しています。 

脂質バイオマーカー探索法の開発と応用 

LC-MS 法による未知の生理活性脂質や脂質バ

イオマーカー探索においては、クロマトグラフィ

ー手法による脂質分離と、質量分析計による検出

～同定解析（MSn解析、精密質量分析、等）を高

度に融合させる必要があります。分析装置メーカ

ーとの協働により、脂質のクロマトグラフィー分

離の抱える問題点（多数の分離困難な脂質が存在）

の解決をはかると同時に、LC-MS における検体

間の差分解析および特徴抽出技術の開発、データ

ベースとリンクした測定システムの構築を目指し

ています。 

臨床検体からの脂質解析基盤技術の開発と応用 

血液、尿、便、バイオプシー試料などのヒト臨

床検体を対象としたリピドミクス解析は、動物実

験と比べて個人差によるデータのばらつきが大き

く、試料の採取・保存の条件が必ずしもリピドミ

クス解析に最適化されていないことが問題です。

我々は、リピドミクス解析に供する臨床試料の取

り扱い技術を開発し、実用性の高いリピドミクス

解析手法の創出に取り組んでいます。 

脂質代謝解析法の開発 

シンプルなリピドミクス解析により膨大な脂質

プロファイルデータが得られますが、それだけで

は脂質代謝経路（パスウェイ）の状態を知るには

不十分です。代謝流量（生成・分解の速度）の変

化が必ずしも代謝物の静的な量に反映されないた

めです。この問題を解決するために、安定同位体

を用いたメタボリックラベリング法を細胞や個体

のリピドミクス解析に応用するための技術基盤の

開発に取り組んでいます。 

マウス疾患モデルを用いた脂質バイオマーカー／

脂質メディエーター探索 

生活習慣病を含む各種疾患のマウスモデルの解

析に最新のリピドミクス技術を応用して、脂質バ

イオマーカー探索を行います。各種遺伝子欠損マ

ウス、遺伝子導入マウスを用いた比較解析も併せ

て実施することで、重要な脂質マーカー、脂質メ

ディエーター、および脂質代謝プロファイルの発

見を目指しています。 

新規脂質メディエーター代謝経路の探索 

これまで、脂質メディエーターの代謝は、産生

酵素や分解酵素の研究により主要な経路が明らか

にされていますが、生体内には、組織や細胞種に

特異的な脂質メディエーター代謝経路が存在する

可能性があります。実際、私たちは、遺伝子欠損

マウスの解析から従来の知見とは異なる新たな脂

質メディエーターの産生経路の存在を示唆するデ

ータを得ています。培養細胞や動物モデルに対し、

新たなリピドミクス技術を用いることで、新規脂

質代謝経路の存在とその意義を明らかにします。 

熱帯熱マラリアの脂質プロファイルとエネルギー

リサイクリング機構の解析 

マラリアは毎年 50 万人近くの犠牲者を出す世

界 3 大感染症の一つですが、薬剤耐性という大き

な問題を抱えており、新規薬剤開発が急務です。

我々は、脂質分子プロファイリングと高解像度バ

イオイメージング、生物物理学的解析を組み合わ

せ、生化学的に解明することが困難な寄生虫タン

パク質輸送に関わる膜システムの形成機構と膜物

性、それらに依存する寄生虫タンパク質の分子局

在のバイオロジー、そして様々な環境（ヒトや蚊
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の体内）を行き来する寄生虫のエネルギー再利用

メカニズムを解明します。 
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附 属 病 院 
 

 

 

敷地・建物 

敷地総面積は、113,853 ㎡、建物総面積は、

294,247㎡である。 

 

組 織 

病院長の下に、内科、外科、感覚・運動機能科、

小児・周産・女性科、精神神経科、放射線科の 6

診療部門および薬剤部、看護部、検査部、手術部、

放射線部、救急部、企画情報運営部、事務部（総

務課、管理課、経営戦略課、医事課）等の中央施

設部門、臨床研究支援センター等の臨床研究部門

からなり、常勤職員数は教員 711名、看護師･医療

技術職員 1,797名、事務職員等 215名の計 2,723

名（平成 30年 4月 1日現在）である。 

運営体制は、病院諮問機関としての病院運営審

議会（総長指名 3名、医学系研究科長、医学系研

究科副研究科長、病院長、事務部長、病院長指名

2名、外部有識者2名の計11名から構成）を置き、

病院の運営に対する意見を外部からも取り入れ、

病院運営に反映させている。 

病院執行部は、病院長、副院長、病院長補佐、

事務部長、看護部長、その他病院長が必要と認め

る者で病院運営審議会での承認を得た者により構

成され、病院運営に関する最終的な意思決定を行

っている。また、診療科（部）長は病院長指名と

し、任期 1年を設定し、適宜、病院体制の見直し

が可能となるようにしている。さらに、各診療科

（部）の運営は、診療運営組織（入院診療運営部、

外来診療運営部、中央診療運営部）と運営支援組

織の指導下に入り、各診療科（部）は病院全体の

機能と調和しながら、それぞれの役割を果たして

いる。なお、運営支援組織は、人事部、医療評価・

安全部、教育・研修部、企画経営部、研究支援部

で構成されている。 

平成 30 年度には、救急部を改組し診療部門に

救急科診療部門、救急科、事務部に研究支援課、

ゲノム医学センターを改組し，ゲノム診療部，ゲ

ノム医学研究支援センター（以上いずれも 4月）、

強皮症センター（5月）、骨粗鬆症センター（6月）、

Hip Fracture Board（12月）を設置した。 

また、救命救急センターを救命救急センター・

ERに、検診部を予防医学センターに改称した。 

 

診療実績 

平成 30 年度の入院延患者数は 353,647 名、1

日平均 969名、外来延患者数は 685,156名、1日

平均 2,808名であった。 

平均在院日数は、一般病棟で 12.5日、新入院患

者数は 27,637人であった。 

手術件数 11,124 件、厚生労働省の先進医療承

認件数は 13 件で、高度医療機関としての機能を

果たしている。 

救急患者 16,552 名をはじめ、小児・周産期の

分野においては、分娩件数 1,101件であった。 

臨床検査件数は、8,404,942 件、うち血液学的

検査 1,194,808件、生化学的検査 5,454,903件、

内分泌学的検査 325,885 件、免疫学的検査

579,702件、微生物学的検査 120,097件、生理機

能検査 115,617 件、採血・採液等検査 234,767

件であった。 

放射線検査・治療患者数は 282,520名、うち X

線 CT検査 50,779件、MRI検査 20,087件であっ

た。 

平成 30年度中の死亡患者数は 271名、うち病
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理解剖を行ったものは35件、剖検率は12.92％で、

外部からの受託解剖が 3件あった。 

病院再開発計画 

現在、未来の研究・開発の拠点となる「東京大

学クリニカルリサーチセンター」建築構想に向け

た活動を一層推進している。 

本院の再開発は昭和 56 年以来、将来計画委員

会病院部会を軸として営々と継続されており、そ

の一環として昭和 63 年に中央診療棟 1、平成 6

年に外来診療棟がオープンした。その後、平成 13 

年 7月には本院・分院の組織統合が行われ、同年

9月に入院棟 Aがオープンした。 

さらに、旧中央診療棟において診療を行ってい

た救急部や光学医療診療部、生理学検査、リハビ

リテーション部等の診療体制の充実を図るための

中央診療棟Ⅱ期工事が平成 14年度から計画され、

平成 17年度末に竣工、翌 18年度より順次運用が

開始された。この中央診療棟 2には、旧中央診療

棟に配置されていた部門や手術部、病理部、院内

学級、組織バンク、CPC等の部門が配置されてい

る他、平成 16年より活動を開始した 22世紀医療

センターの拠点となっている。 

22世紀医療センターは、本院をフィールドとし

て新たな臨床医学や医療関連サービスの研究と開

発を行う組織である。本センターは予防医学、疫

学研究、臨床試験、医療安全、機器等をテーマと

する 16講座（寄付講座 12、社会連携講座 3）・1

プロジェクト（平成 29 年 7 月現在）によって構

成されており、すべて企業からの寄附を基礎とし

て設置されており、産学連携の一大拠点となって

いる。 

また、平成 27 年 12 月には、臨床研究棟 A－I

期が完成し、平成 28 年 2 月には、産学連携プロ

ジェクトを推進するための全学の拠点である分子

ライフイノベーション棟が病院地区に竣工した。

これらの新研究棟は、基礎研究や臨床研究を大き

く前進させるための拠点となることが期待されて

いる。 

平成 29 年度には新しい入院棟「入院棟 B」が

オープンし、既存の入院棟 Bにあった病棟の移転

が完了した。入院棟 Aと合わせて診療機能が一段

と強化され、超急性期から予防医学まで、多様な

ニーズを有する個々の患者に最適な医療をシーム

レスに提供することを目指している。 

平成 31 年 3 月には南研究棟のリニューアル工

事が完成した。 
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沿革と組織の概要 

昭和 30 年（1955 年）6 月 15 日、東大病院の

近代化の一環として臨床検査を中央化して熟練技

術者の手により、大量かつ高度の検査を集中的に

しかも迅速精密に行い、総合病院としての医療水

準を向上させる目的で東大病院に臨床検査部が開

設された。 

当初は、一般・細菌・血清・病理組織・生化学

の 5検査室にすぎなかったが、その後設備の充実

に伴って各種の臨床生理、臨床血液、内視鏡など

の諸検査室が逐次開設活動を始めた。昭和 34 年

（1959年）4月より 2部の組織に分けられ細菌・

血清・病理組織・生化学の検体を主として扱う 4

検査室は中央検査部に、Ｘ線診断を含め、患者を

扱うその他の検査室は中央診療部に包括された。

その後、幾多の改変を経て、中央診療部は解消し、

中央検査部（現在の検査部）は検体検査の第 1部

と患者検査（生理検査）の第 2部で構成されるこ

とになった。管理機構としては病院長に直属する

部長（現在は大学院医学系研究科臨床病態検査医

学分野の教授が併任）が全体を統括し、各検査室

では教員はじめ、必要に応じ各領域の専門家の協

力を得てこれを運営している。昭和 50 年（1975

年）10月、検査第 1部の病理組織検査室が病理部

として分離独立した。 

昭和 57年（1982年）7月中央検査部に専用の

汎用コンピュータが導入されて以降、着実にシス

テム化が進み、また、検査機器の発展に伴って作

業内容も年々変わってきており、これらの変化に

対応するため、昭和 58年（1983年）4月一般検

査室は、生化学 2検査室、従来の生化学検査室は

生化学 1検査室に改称するとともに作業の合理化

が図られた。昭和 63年（1988年）1月から新中

央診療棟（現在の中央診療棟 1）に検体検査部門

が移った。昭和 63 年 10月検査部の機構を改め、

新たに検体管理部門、緊急検査室、微量物質分析

検査室が設置された。昭和 63年 11月 1日より各

科共通の外部委託検査の窓口が検査部となり、こ

れらの検査結果も検査部内の検査結果と同様にデ

ータベースに貯えられ、オンライン検索できるよ

うになった。 

また、医療の 24 時間態勢に臨み、平成元年

（1989年）3月から時間外及び休祝日検査体制を

試行し、同年 6 月より宿日直業務が開始された。
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次いで平成 4・5 年度の両年に亘り総合検体検査

システムが導入されることになり検体自動搬送検

査システムが構築稼働し、検査オーダリングと検

査結果報告の迅速化が実現した。また平成 5年 10

月から外来患者の採血を主として検査部技師が担

当し、平成 6年（1994）7月 1日から遺伝子検査

室を開設した。平成 8年（1996年）10月 1日か

ら生理検査総合受付（24）が開設した。平成 8年

（1996 年）各科配属の技師が中央化され、検査

部・輸血部・病理部に所属する臨床検査技師系職

員は技師長のもとに一元化され一体となって運営

されるようになった。平成 10年（1998年）に総

合検体検査搬送システムが更新されることになり、

平成 11年（1999年）10月に同システムは完成し

稼働した。更新に際して一般検査室と採血室にも

搬送システムが導入された。平成 11年（1999年）

4 月より輸血部・検査部の技師による輸血検査の

宿日直業務を開始した。 

平成 13年（2001年）4月、細菌検査室が感染

制御部のもとに移され、検査部・輸血部・病理部・

感染制御部の四部は、それぞれ独立した組織では

あるが、技師人事なども含め、お互いに連携をと

りながら一体となって運営されることになった。

平成 13年 4月に本院と分院が組織的に統合され、

実質的には 7月より分院の職員が加わった。同年

4月消化器内科に技師を 2名派遣し腹部超音波検

査を開始した。同年 9 月 22 日、新入院棟が完成

し、それに伴い各科から検査部への検体搬送は、

中型搬送システムを用いて行われることとなり、

また緊急検査室へはエアーシューターが使われる

こととなった。分院との統合により検体数が増加

した。さらに病棟に常駐して検査を実施するため

病棟検査部門を新設し、平成 14年（2002年）12

月より 2 名の病棟検査技師を配置した。平成 15

年（2003年）4月からは 3名に増員した。国立大

学病院検査部門の人事交流が開始され、平成 14

年度（2002年）は東大と筑波大・山梨大との間で、

平成 15年度（2003年）は東大と筑波大・東京医

科歯科大との間で技師を 1名ずつ 1年間入れ換え

配置し、交流を実施した。平成 15 年 7 月から病

棟採血血管システムが稼動し、検査部で入院患者

の翌日分の採血・採尿管を準備して病棟へ配信す

るサービスを開始した。 

平成 16年（2004年）4月、国立大学の法人化

に伴い、人事院規則から労働基準法に準拠するこ

とになった。公務員は非公務員となり、従来の当

直は夜勤として位置づけられ、教員の講師以上は

裁量労働制になるなど、労働形態が大きく変化し

た。また病院の独立採算制推進により、検査にお

いても従来にも増して検査の適正化、医療経済の

観点からの効率化が求められるようになった。さ

らに平成 16 年度からスタートした研修の必修化

と、特定機能病院における DPC の導入によって

もさまざまな影響が出現している。2005年 4月、

東大病院検査部は創立 50周年を迎えた。1955年

に設立された東大病院検査部が歩んできたこの半

世紀は、そのまま我が国の臨床検査の歴史でもあ

った。東大病院検査部も牽引役となった中央検査

システムの導入は、その後の我が国の医療の発展

に大きな貢献をなし、以後の全国大学病院検査部

門の先駆けとなった。 

2006年 11月、検査部生理検査部門が新しい中

央診療棟 2へ移転した。これまで、旧診療棟に分

散していた生理検査室は、有機的に統合されるこ

ととなった。この長年の念願が達成できるととも

に、以下の拡充・新設がなされた。1) Vascular 

Board支援のための無侵襲血管検査の拡充（頚動

脈・下肢血管エコー、ABPI/CAVI）、2) 腹部エコ

ー検査中央化、3) 生理機能検査の依頼状・結果報

告の電子化、4) 光トポグラフィー、磁気刺激

（CMCT）検査の開始、5) He併用フローボリュ

ム曲線（アイソフロー）検査の開始 

2007 年 1 月、検査部検体検査部門が、ISO 

15189「臨床検査室-品質と能力に関する特定要求
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事項」の認定を受けた。本規格は、臨床検査室の

質の向上と認定のための国際基準を提供する目的

で作成されたもので、国際的に臨床検査室の認定

基準として広く受け入れられているものである。

東大検査部は、本規格の品質マネジメントシステ

ムにより、臨床検査室としてのさらなる質の向上

を目指すとともに、臨床検査のグローバルな標準化

や検査データの共有化に寄与したいと考えており、

現在も本 ISO 規格の更新を継続している。また、

2018年 12月 1日より、検体検査の品質・精度を確

保するための改正医療法が施行されているが、これ

を機に、検査部は、東大病院における診療に供する

検査全体の品質・精度に責任を持つ体制を構築し、

同病院の質の高い医療を支えている。 

診療 

東大病院の中央診療部門の 1つとして、院内の臨

床検査業務を担当している。大きく、検体検査部

門、生理検査部門より構成される。 

検体検査部門は、採血室（検体管理）、システム、

一般、生化学、微量分析、免疫、血液、血栓止血・

血糖、遺伝子、緊急、P1ユニットの検査室により

成る。迅速な検査結果の報告、検体の随時受付、

外来での診察前検査の実施、また外来採血の検査

部での完全実施、遺伝子検査や新しい検査項目の

導入、検査インフォメーションの開始など、多方

面にわたっての質の高い業務拡大を展開している。 

緊急検査室は常時オープンしており、夜間・休

日は宿日直者を配置して対処している。 

生理検査部門は、平成 18年 11月より中央診療

棟２の２階に循環機能、血管エコー、呼吸機能、

神経筋電図、腹部超音波全てが統一して配置され

た。Vascular Boardを支える血管検査が充実して

きている。また、検診部におけるエコー検査も担

当している。 

 

・教育 

教員は、臨床検査医学の講義（系統講義、臨床

統合講義）を担当するほか、M4 のクリニカルク

ラークシップ教育に携わっている。横断的学問と

しての臨床検査医学の基本を伝えるとともに、各

種の先端的検査にも触れる機会を提供し、急速な

発展を続けている臨床検査医学の新しい息吹を伝

えることができるよう工夫している。エレクティ

ブクラークシップなどでは、学生が病院検査部や

研究室に出入りする機会を作っており、好評を得

ている。各部署ごとに勉強会やカンファレンスを

開いており、検査部全体としては症例検討会を適

宣開催し、学会前には予行を行っている。臨床各

科のカンファランスにも出席して研讃を積んでい

る。当検査部では、多くの大学、検査技術学校の

学生の臨地実習を引き受けており、主任技師が中

心となって実習指導を行っている。また時に、諸

外国や JICAから研修実習の依頼があり協力して

いる。 

臨床検査専門医は 19 ある日本専門医機構基本

領域の専門医の一つであるが、私たちの教室では、

全国的に見て、多くの臨床検査専門医を育成して

いる。これらの臨床検査専門医は、院内はもちろ

んのこと、虎の門病院、三井記念病院、がん研究

会有明病院等の検査部門で活躍している。 

 

・研究 

病院検査部と大学院臨床病態検査医学は密な協

力関係の下、臨床検査医学に関連するテーマを中

心として研究を行っている。臨床検査医学は，単

に検査にとどまらず、疾病の原因解明・病態解析・

予防など非常に広い範囲を包含する横断的な学問

分野であり、また、基礎医学と臨床医学の架け橋

という側面も有しているが、この学問的特性を踏

まえた、新しい検査法の開発・改良、各種病態の

解析を行っている。具体的には、以下の研究テー

マが進行中である。 
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 リゾリン脂質性メディエーターの病態生理

学的意義の解明とその測定の臨床検査医学

的応用 

 血小板生物学の構築と臨床検査医学的応用 

 AI、臨床検査関連データマイニング 

 遺伝子検査 

 還元型・酸化型アルブミン測定系の開発研

究：臨床検査への応用 

 超音波による心機能の解析 

 呼吸機能と種々の病態との関連 

 がんにおけるエピジェネティクス異常と診

療への応用 

 脳磁図による視聴覚統合の神経機構の研究 
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はじめに 

手術部では手術の医療面をあつかう手術医学を

とおして周術期の教育、研究、診療活動を行って

いる。 

2001 年 7 月の本院と分院との統合により、手

術部も本院と分院が統合された。この統合と 2001

年 9月の新病棟開設により手術件数が増加したた

め、新中央診療棟 2が完成するまでの措置として、

2001年 10月から新病棟 4階の ICU･HCU処置室

を手術室 15 号室、外来棟 1 階の整形外科外来の

手術室を手術室 16 号室として使用した。手術室

16号室においては、整形外科の外来手術も併せて

行った。 

手術列に関しては 2001年 9月までは定時手術

枠 9.5列/日であったが、2001年 10月からは手術

室 2室の増設に伴い 12列/日とした。2006年 10

月からは新中央診療棟 2の手術部完成により定時

手術枠 14列/日で運用を開始した。その後、2007

年 6月 16列/日、2008年 7月 18列/日、2009年

5月 18.5列（外来手術 0.5列）/ 日、2010年 5月

19.5列（外来手術 0.5列）/ 日、2011年 7月 20.5

列（外来手術 0.5列）/ 日、2013年 5月 21.5列（外

来手術 0.5列）/ 日、2019年 4月 22列と順調に手

術室の使用枠を拡張している。2009年 10月から

は一部を外来手術枠として運用を開始し、2011

年 11月からロボット支援手術も導入し、2014年

5 月からはハイブリッドアンギオ手術室の稼働が

始まった。さらに 2015年 6月からは午後の手術

室の効率的運用を目指して「午後オンコール枠」

の運用を開始した。 

 

診 療 

手術部は、入院患者及び救急患者の手術環境を

提供し、その管理と運用を行なっている。 

総手術件数は、2006年度 8,485件、2007年度

9,550 件、2008 年度 9,921 件、2009 年度 9,944

件、2010 年度 10,397 件、2011 年度 10,170 件、

2012年度 10,752件と増加し、2013年度 11,235

件、2014 年度 11,150 件、2015 年度 10,960 件、

2016年度 11,161件、2017年度 11,014件、2018
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年度 11,124件と上限に達している。 

手術申込および術後の手術情報は、電子カルテ

と連動して、全てコンピユータ管理され、1999

年 5月より、手術申込は各診療科の診療用コンピ

ュータ端末より行うようになった。術後の実施入

力も、2000 年 3 月より手術部内の専用の端末か

ら行っている。手術予定は、1997 年 5 月より翌

日の予定を手術部ホームベージに掲載していたが、

2000年 11月からは翌週の週間手術予定を手術部

のホームベージに掲載するようになった。現在は、

翌週以降の空枠情報をホームページ上に掲載して

外科系全診療科が閲覧可能とし、手術室のさらな

る有効利用に取り組んでいる。 

最近の手術の特徴として、先進的な手術機器を

使用する高難度の先進手術や肝臓、心臓、肺など

の移植手術の施行、腹腔鏡・胸腔鏡下手術や

MIDCAB 手術に代表される低侵襲手術の施行、

重篤な合併症を有する患者の手術の増加がある。

先進的な手術機器を使用する手術では、補助心臓

装置装着や脳神経外科、整形外科、耳鼻科手術領

域へのナビゲーション手術、ロボット支援手術な

どがある。さらに、2014 年 5 月からはハイブリ

ッドアンギオ装置を用いたカテーテルによる心臓

治療が開始された。 

周術期の患者ケアを充実させるため、2014年か

らは、麻酔科術前コンサルト外来にくわえて、手

術部の 3階部分を利用した周術期管理外来を開始

している。 

 

教 育 

高度先進医療を安全で効率的に行うためには、

手術部の看護職員、臨床工学技士をはじめとした

メディカルスタッフへの教育が重要である。また、

感染症の手術においては、院内感染症や職業性感

染を防止するための教育や予防対策の実施を行っ

ている。針刺し事故防止のためには、感染制御部

の指導のもと、診療科と協力して術野に neutral 

zoneを設置するなどの工夫も実行している。 

医学部学生の教育として、M2 学生を対象に外

科系統講義と手術部での手洗い実習を担当してい

る。系統講義では無菌操作、消毒・滅菌法、感染

防止法、外科感染症に加えて、侵襲と生体反応、

周術期の栄養管理についても講義を行っている。

外科系診療科のベットサイド教育が開始される前

に手術前手洗い法、ガウンテクニック、周術期感

染防止法などについての実習指導も行っている。 

1999年 6月より術野の動画を LAN経由で、各

診療科へリアルタイムで配信している。1997年 2

月からは、術中写真、標本写真などの静止画像も

配信可能となり、それらは教育にも役立てている。 

新研修医の教育として、毎年 4 月に無菌操作、

消毒・滅菌法、感染防止法、手術時手洗い法、ガ

ウンテクニック、周術期感染防止法について講義

を行い、手術時手洗い法について指導している。

さらに、先進的な機器が手術部に導入された時に

は、医療機器管理部と協力して、関連診療科の医

師、看護師を対象に講習会を開催し、医療機器管

理部の協力のもと、正しい機器の取扱法を周知徹

底している。 

看護職員の教育は、手術室認定看護師を中心と

して、新規入職者を対象として 3年間のカリキュ

ラムを作成し、手術介助の基本、無菌操作、滅菌

法、消毒法、感染防止法などをマンツーマン方式

で教育している。 

看護学生への教育としては、手術介助の基本な

らびに無菌操作、滅菌法、消毒法、感染防止法、

手術室の建築学、周術期栄養管理などについて講

義を行っている。 

臨床工学技士および臨床工学技士専門学校生に

は各種手術用ME機器、特に体外循環法，手術用

電気メス・レーザー機器、手術室電気安全工学な

どについての講義と実習を支援している。また、

手術用ME機器は，マニュアルを作成し、看護職

員を対象に安全な使用方法を周知徹底している。 



560 東京医学・第 138 巻・令和元年 10 月 

その他の手術部メディカルスタッフの教育とし

ては、手術部で使用される医療材料やこれらの在

庫管理をとおして手術部内の医療経済についての

情報を共有している。さらに医療機器の故障・破

損についても保守点検情報を共有して医療安全を

推進している。 

 

研 究 

「手術医学」に関する次の課題について研究を

行っている。 

(1) 手術部内のリスク管理 

(2) 手術室の効率的運用 

(3) コンピュータによる術中患者監視装置開発 

(4) ロボット支援手術の運用支援 

(5) 手術部における職員の効率配置 

(6) 顕微鏡、内視鏡を用いた手術の支援 

(7) 内視鏡外科用手術機器の保守・管理の効率化 

(8) 術中映像・画像の高度画像処理、共有化 

(9) 標識による手術器具や医療材料の個別管理 

(10) 洗浄・消毒、滅菌法の徹底と周術期感染制御 

(11) 手術室の空調管理、環境工学 

(12) 手術用ME器機の保守・管理 

(13) 周術期の栄養管理 

(14) その他 

 

おわりに 

手術手技および手術を取り巻く技術の急速な進

歩により手術はますます、高度化、複雑化、長時

間化している。それにともない、手術に用いられ

る医療機器や医療材料も急速に進歩している。こ

のような大きな変化のなかで、手術室を安全、か

つ効率的に運用し、手術患者へ提供する医療サー

ビスの質を向上することは、今後の手術部の重要

な役割となっている。 
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沿革と組織の概要 

放射線部は，中央診療施設の一つとして 1964

年（昭和 39 年）8 月に新設された。現在は，放射

線診断部門（画像診断），核医学部門，放射線治療

部門の 3 部門および管理業務を行う診療放射線管

理室からなる。放射線部の構成員のうち，阿部教

授（部長）が平成 28 年 10 月に着任した。そのほ

かの構成員は，佐藤次郎講師（副部長）1 名，桂

正樹助教（医局長）1 名，白木尚技師長以下診療

放射線技師 75 名，放射線管理担当技術専門職員

1 名である。これに放射線科教官や放射線科医師

（大学院生，研修医）が加わり，さらに各診療科

の医師や診療検査部所属の看護師や臨床工学技士

が協力して，各種画像検査・放射線治療・放射線

安全管理等の放射線診療業務に従事している。近

年放射線診療業務は増加傾向にあり，業務の効率

化・人員配置の最適化・新規装置の導入等によっ

て対応を図っている。 

放射線診療の進歩・改善のための技術開発は，

医師や診療放射線技師が協力して行っている。画

像検査や放射線治療の分野はもちろんのこと，近

年では画像管理システムの構築，画像処理や画像

転送システムの開発が重要なテーマとなっている。

放射線オーダーおよび画像診断レポートの電子化

が平成 6 年になされており，これに加えて平成

15 年 5 月からは院内全体で PACS（picture 

archiving and communication system）が稼動し

ている。平成 24 年度より，読影負担軽減と均霑

化を進める試みとして高機能読影システムの試験

的導入を進め，平成 27 年度より次期読影システ

ムの試験的運用を開始している。 

 

診 療 

１）放射線診断部門 

業務内容： 単純 X 線撮影（骨・胸腹部・頭

部・小児・乳腺・骨盤計測），各種造影検査（消

化管・尿路），手術室撮影，救急外来，病室出張

（ポータブル）撮影，歯科口腔撮影，骨塩定量，

CT，MRI，血管造影・interventional radiology

（IVR），画像解析・画像処理（3D 画像作成等） 

大部分は中央診療棟 1 の 1 階にある放射線診断

部門で施行され，一部は中央診療棟 2 の MRI

室・手術室・救急部や 2，3 の診療科でも行われ

ている。いずれの検査においても撮影件数は増加

傾向にあり，特にCTおよびMRIの件数が飛躍的

に増加している。CTは6台のマルチスライスCT

装置（320列×1台，160列×1台，64列 CT×2

台，80列×2台）MRI は 7台（3T MRI×5台，
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1.5T MRI×2台）で検査に対応している。また，

血管撮影は 6 台（ハイブリットアンギオ装置 1

台：手術部を含む）で検査に対応している。 

２）核医学部門 

業務内容： 各種核医学検査（ガンマカメラ・

SPECT・PET），放射性医薬品管理，加速器を用

いたＰＥＴ用核種の製造，標識合成，品質検定，

放射性汚染物管理，アイソトープ内部照射療法 

中央診療棟１地下１階にある核医学部門で非

密封放射性核種を用いた各種医療業務を実施して

いる。核医学検査には，骨・腫瘍・腎・甲状腺シ

ンチグラフィ，心筋 SPECT や脳 SPECT が含ま

れ，トレーサ法を応用した機能画像や統計処理画

像も診療に供されている。近年，悪性腫瘍症例の

FDG-PETを中心として，PET検査の需要が増加

している。小型サイクロトロンで製造したポジト

ロン核種（18F）で標識したトレーサを用いるPET

検査が血流・代謝の評価やレセプターイメージン

グ，脳内アミロイド蓄積量の有無の評価等に利用

されている。また，中央診療棟 2 の開設に伴い，

PET-CT 装置の導入およびサイクロトロンの増設

が行われた。平成 21 年度からは，放射性同位元

素を用いた骨転移除痛療法や悪性リンパ腫に対す

る放射免疫療法が行われている。平成 23 年度に

GMP 基準のホットラボ室が備えられた。 

３）放射線治療部門 

業務内容： 深部放射線治療，ガンマナイフ

治療，密封小線源治療，RI 内用療法 

中央診療棟2 の地下3 階で業務を施行している。

また入院棟 A9 階には RI 内用療法用の専用病室を

完備している。放射線治療部門では，リニアック

3 台，イリジウム小線源治療装置，頭部定位放射線

照射用ガンマナイフ，治療計画専用 CT 撮影装置，

治療計画装置等を用い放射線治療を行っている。

全てのリニアックには位置照合のための CT 撮影機

能が装備されており，精度の高いイメージガイド

下放射線治療が可能となっている。また，平成 26

年 度 にリニアック１台の更新 が 行 わ れ ，

Tomotherapy が導入された。これはヘリカル式強度

変調放射線治療専用装置であり，頭頸部，全身照射，

全身皮膚照射等の高精度放射線治療が実施されて

いる。また，平成 24 年度より医療安全の観点から

導入された治療 RIS は，がん治療の総合管理シ

ステムの構築を目指し運用を進めている。 

平成 30 年 2 月にガンマナイフ装置が更新された。 

４）その他 

診療放射線管理室にて，院内のX線発生装置の

管理・放射性汚染物の管理・放射線教育・健康管

理（ガラスバッジ管理等）を扱っており，医療法・

障害防止法等に沿った管理運営を行っている。 

 

おわりに 

平成 14 年度に画像診断装置がフルデジタル化

され，翌年には病院情報システムを介した画像及

び診断レポート配信によるフィルムレス化が実現

した。中央診療棟 2（平成 18 年竣工）への救急

部・MRI 撮影室，放射線治療部門の移転や最新

機器の導入なども行われた。平成 30 年 1 月の入

院棟 B の稼働開始に際して、ポータブル撮影等の

体制を整えた。 

デジタル技術による診断装置と画像処理，画

像診断・放射線治療技術は高度化が進んでいる。

今後も，放射線部は診断各科に対するサービスの

向上を通じて東大病院の診療レベルの向上に寄与

すべく努力を続けていく。 

 

論文発表は，放射線医学講座の項を参照され

たい。 
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部門統計 （平成３０年度実績） 

項目 入院（人） 外来（人） 合計（人）

一般撮影（単純） 88192 78756 166948

一般撮影（透視） 4208 1172 5380

血管撮影検査 3112 10 3122

Ｘ線ＣＴ検査 15659 35120 50779

ＭＲＩ検査 5172 14915 20087

核医学検査（インビボ） 1642 2421 4063

骨塩定量 485 2965 3450

放射線治療 5231 9833 15064

治療計

画

306 341 647

合計 124007 145533 269540  
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沿革と組織の概要 

薬剤部の 2019年 1月 1日現在の構成員はスタ

ッフ 9 名、薬剤師職員 80 名、薬学系研究科大学

院生 8名、薬学部生 6名である。 

 

診療 

薬剤部は以下の６部門に分類される。 

１）情報・研究部門 

医療従事者からの医薬品に関する質疑に対する

薬品情報の提供、入院患者への薬剤管理指導業務

等の支援を行っている。また、薬事委員会で薬剤

の採用・削除の審議を行うための資料作成、およ

び定期的に「DIニュース」などを作製、刊行して

いる。 

２）調剤部門 

適正使用に基づいた全ての処方せんの鑑査の後

に調剤が行われる。患者に対して窓口、あるいは

個室にて医薬品の適正使用のための情報提供を行

っている。調剤に際しては効率化を目的にコンピ

ュータを導入したオーダリングシステムおよびこ

れらとリンクした自動分包機、注射薬に関しては

自動調剤機、バーコードラベルプリンターが導入

されている。 

３）製剤部門 

注射剤、点眼剤、消毒剤等の無菌製剤ならびに

錠剤、カプセル剤、軟膏剤、坐剤等の一般製剤、

入院患者および在宅療養患者のための中心静脈栄

養（IVH）輸液の調製を行っている。また、抗悪

性腫瘍剤の注射薬の調製を、処方鑑査支援システ

ム（各診療科から提出されたプロトコル、患者情

報、調剤済み処方せんをデータベース化）を利用

した厳重な処方鑑査の上で行っている。さらに、

高度先進医療をサポートするため、必須であるが

市販されていない製剤の開発および患者個別の特

殊製剤の開発、それらの物理的特性試験および含

有量均一性試験、安定性などの品質管理試験を行

い、品質保証された薬剤の安定供給を行っている。 

４）薬務・薬品管理部門 

薬務室は病院採用医薬品（院内、院外採用）の

定期的見直し、薬剤部内の購入物品等の帳票の処

理、薬剤業務の諸統計資料作成、薬事委員会事務

ならびに部内外との連絡調整などの事務的な事項

の処理を行っている。薬品管理室は院内取扱い医

薬品 2,515品目の供給・管理（医薬品管理システ

ム）、外来診療棟において繁用される処置薬の供

給・管理（外来処置薬管理システム）、手術部にお

ける術式毎の麻酔関連の医薬品の供給・管理（手

術部医薬品集中管理システム）及び各病棟・処置
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室における管理医薬品（筋弛緩薬、向精神薬、毒

薬）の管理を行っている。 

５）麻薬管理部門 

麻薬管理者（薬剤部長）の指導・監督の下に、

麻薬について管理、記録、報告、鑑査、指導など

を行い、調剤用薬および注射剤を調剤室、各診療

科にそれぞれ定数配置している。 

６）病棟部門 

以下の業務を通じて、薬剤師の立場から得られ

た情報を医療スタッフ間で共有し、あるいは薬剤

師の専門的立場から情報を提供し、薬物治療への

参画を通してチーム医療に貢献している。 

① ICU 部門に常駐し、急性期患者の薬剤処方支

援、注射薬の無菌調製、在庫管理、スタッフ教

育などを行っている。 

② 血液・腫瘍内科および無菌病棟を対象とした注

射薬の混合調製を病棟のスタッフステーション

で行っている。 

③ すべての病棟に薬剤師を配置しており、処方支

援、診療科のカンファレンスへの参加、服薬指

導、その他の薬学的管理（薬剤の投与量、投与

方法、投与速度、相互作用、重複投与、配合変

化等に関する確認ならびに効果、副作用等に関

する状況把握）など種々の薬剤業務を行ってい

る。個々の患者に有効で安全な薬物療法が行わ

れるように、チーム医療の一員として、医師な

らびにその他の医療スタッフと協働して薬の適

正使用の推進に貢献している。 

④ 病棟在庫薬の調査・管理 

⑤ 院内NSTへの参加により、患者の栄養管理に

貢献している。 

⑥ 緩和ケアチームへの参加により、医療用麻薬な

どの適正使用に貢献している。 

⑦ ICT・AST への参加により、院内ラウンド、

院内での抗菌薬使用状況データの管理、スタッ

フ教育を行っている。 

 

数値データ（2018年度） 

院内採用薬品 2,515品目 

処方せん枚数 or 件数 

外来  374,855 枚 

    （院外 : 319,484 枚） 

    （院内 : 55,371 枚） 

外来化学療法 : 12,224 枚 

入院 : 244,747 枚 

注射 : 184,066 枚 

IVH : 2,666 件 

化学療法 : 10,610 件 

TDM 件数  18,264 件 

薬剤管理指導件数  18,532 件 

 

教育 

医学部附属病院薬剤部では、本学医学部医学科、

医学部健康総合科学科、および薬学部の学生の医

療薬学関連の教育を担当するとともに、独自の薬

剤師卒後研修制度を主宰している（2009年度まで

は一年間、2010年度以降は半年間）。 

医学部医学科学生の教育としては「病因・病理

学」の選択講義を担当し、薬物療法に関する基盤

知識、特に臨床的に重要な薬物動態学的および薬

力学的な考え方を教育している。また 5・6 年次

に医学部臨床実習の一部として、3 日間の臨床薬

剤学実習を実施し、適正な処方設計とそのリスク

マネジメントなど薬物療法を実践するために必須

な知識を教育している。医学部健康総合科学科学

生に対しては、必須講義「薬理学・毒性学」の臨

床薬物動態学を担当している。 

一方、薬学部学生に対しては、2 年次に「医療

薬学」（必修）の講義を通し、臨床現場での薬剤使

用に関して、薬理学、薬物動態学的知識を教育し

ている。薬学系大学院では、協力講座（臨床薬物

動態学講座）として、講義「基礎薬科学特論 IV」

「クリニカルサイエンス特論」「医療薬学特論（偶

数年度開講）」を担当し、医療における薬学の実践
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を教育している。なお、薬学部からは卒業研究、

修士及び博士後期課程の学生を多数受け入れ、活

発な研究活動を進めている。 

病院薬剤部の担う薬剤師教育の重要性は、平成

18 年度より開始した薬学部 6 年制教育への移行

により、ますます高まっている。薬剤部ではこれ

までに入職前の薬剤師に対し独自の薬剤師卒後研

修制度を行なってきた歴史がある。従来の 一年間

の研修期間を半年に短縮しながらも、6 年制の卒

業生に対して同様の制度を継続中である。平成 30

年度には、研修生 6名がこのプログラムを修了し

ている。 

外部に対しては、定期的に「薬薬連携スキルア

ップセミナー」および｢処方と薬の情報研究会｣を

開催し、地域医療を担う薬剤師のレベルアップを

図るなど、薬剤師生涯教育の一端を積極的に担っ

ている。 

 

研究 

各生体要素の分子レベルでの機能と、生命活動

全体において果たしている機能の関係は、単純な

一対一対応では理解できないことが判ってきてお

り、薬物と単一標的分子の関係のみの理解では臨

床効果を評価・予測する上では不十分である。薬

物、標的分子を取り巻く他の多種分子がどのよう

に組み上がって全体を構成し、どこに位置して機

能し、全体としてどのように動作しているのかを

明らかにする必要があり、これはすなわち生命活

動を「システムとして理解」することに対応する。 

薬効標的・副作用と想定される複数候補分子の

中から、最も密接に関連する標的分子を同定する、

あるいは創薬段階の初期において、発現しうる効

果・副作用を包括的に予測するなど、現在では未

だ解決困難な問題点に関して、システム薬理学の

手法を用いて解決することを目指し、以下のよう

な研究を進めている。 

1. 脂質・胆汁酸・尿酸などの生体内輸送を制御す

る分子メカニズムを解明し、それらの統合的理

解に基づく生活習慣病治療法の確立を目指し

た研究 

2. 骨吸収・骨形成に関わるシグナル分子の動的制

御メカニズムを解明し、それらの統合的理解に

基づく骨代謝疾患治療法の確立を目指した研

究 

3. 創薬段階で意図しなかった分子に対する作用

を包括的に考慮した、分子標的抗がん剤の薬

理・毒性発現メカニズムの定量的理解と、臨床

応用・新規創薬手法の確立を目指した研究 

4. 大規模オミクス解析を用いて、薬物の副作用発

現に関わる分子メカニズムを解明し、それらの

定量的な理解に基づく副作用発現の予防・治療

法の確立を目指した研究 

5. 薬物の体内動態に関連する分子機能の精密な

定量化に基づく臨床薬理動態学研究 
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沿革と組織の概要 

リハビリテーション部は昭和 38年（1963年）

にリハビリテーション診療を目的として中央診療

部に運動療法室が開設されたことに由来する。そ

の後 1966 年に水治療法室、作業療法室等を増設

整備してリハビリテーション・センターと改称、

さらに 1970 年からリハビリテーション部と改称

された。1984年に専任部長職（教授）が設置され

たが、正式名称は理学療法部のままであった。リ

ハビリテーションは患者の生命の延長だけでなく

生活の充実を重視するようになった近代の保健医

療サービスの流れに中で誕生した診療部門である。

20世紀半ばに主として米国より導入されたが、わ

が国独自の医療環境によりニーズの急速な拡大に

もかかわらず、普及が遅れた。厚生労働省により

リハビリテーション科が標榜科名として認可され

たのは 1996年のことである。 

本学においてはようやく大学院医学系研究科

外科学専攻感覚運動機能医学講座内にリハビリテ

ーション医学分野が設置された 2001 年度に病院

理学療法部もリハビリテーション部への名称変更

が文部科学省により認められた。しかし、教員の

配置は配慮されないまま今日に至っている。した

がって、大学院のスタッフは教授１名のみで、大

学院生数名が在籍する。 

部の名称変更に伴い、関連職種を統合し、診療

部としての整備が行われた。関連して 2002 年度

から精神科デイホスピタル部門（DH）がリハビ

リテーション部の所属となった。現在のスタッフ

として、医師部門は教授 1名、講師 1名、助教 3

名、特任臨床医 2名である。メディカルスタッフ

については、理学療法士 22 名（うち 2 名は心臓

リハビリテーション専門）、作業療法士 9 名（う

ち 4 名は精神科リハビリテーション関係）、言語

聴覚士 7名（うち 4名は耳鼻咽喉科と顎歯科で診

療）である。さらにアレルギーリウマチ内科に所

属していた鍼灸マッサージ師 4名が所属している。

その他にDHには、看護師、臨床心理士などが活

動している。 

 

診 療 

2006年 11月にリハビリテーション部は旧中央

診療棟 2階から新中央診療棟 6階に移転した。 

リハビリテーション部は中央診療部として活

動し、原則として入院患者を対象としているが、

一部患者については退院後も外来で治療を継続し

たり、経過を追跡したりする。また、紹介外来患

者の診療も行う。東大病院は、1996年度よりリハ
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ビリテーション診療総合承認施設に指定され、保

険診療を行ってきた。2006 年 4 月にリハビリテ

ーション診療に関わる保険診療システムは大きく

変わり、疾患別リハビリテーションの体制となっ

た。この中で東大病院リハビリテーション部は、

脳血管疾患等リハビリテーション料、運動器リハ

ビリテーション料、呼吸器リハビリテーション料

の施設基準認可を受け、更に 2007年 11月には循

環器内科・心臓外科等の協力により心大血管疾患

リハビリテーション料の施設基準認可が追加され、

理学療法および作業療法を行っている。2010年度

にはがん患者リハビリテーションの施設基準も取

得している。 

年間の新患数は入院・外来合わせて約 4,700人

で、入院患者の約 25～30％に相当する 250～300

人程度を常時担当し、リハビリテーション診療を

行っている。外来通院でのリハビリテーション診

療対象は 1 日約 30 人である。入院患者へのサー

ビスのニーズ拡大に対応することを優先するため、

外来通院患者数の比率は減少傾向にある。臨床各

科からの依頼に応じて入院患者の診療を行うのが

主であり、ほぼ全科から依頼がある。診療件数の

多い主な診療科は、整形外科、精神科、循環器内

科、心臓外科、神経内科、脳神経外科、小児科な

どである。 

近年の東大病院の対象患者の特徴は、重症疾患

が多く、安静臥床による運動障害が目立つことで

ある。悪性腫瘍を有する患者も増加し、全体の約

20％に達している。肢体不自由だけでなく、呼

吸・循環など全身の医学的管理と運動量コントロ

ールを必要とする例が大半を占める。訓練開始時

にはリハビリテーション部の訓練室まで来られな

い患者も多く、各セラピストが病棟に出張して訓

練する例が増加している。毎朝、前日の新患患者

のプレゼンテーションを行い、毎週木曜の午前中

に、過去 1週間の入院新患患者の回診を教授以下

の医師により行っている。 

精神疾患のリハビリテーション診療について

は、作業療法士 4名が専門的に担当している。精

神科作業療法室は主として入院患者の治療を分担

している。また、精神科デイホスピタルは精神科

より移籍した医師を中心に、精神科の医師スタッ

フ等と連携して外来でのデイケアを施行している。

デイケアでは主として統合失調症を有する人々が

約 40 名登録されている。彼らはメンバーと呼ば

れ、月曜から金曜まで来院し、さまざまな活動に

参加している。 

鍼灸は東洋の伝統的治療手技であり、東大病院

でも過去数十年来にわたり実施してきた。2005

年 4月からは自由診療として外来診療を行ってい

る。 

 

教 育 

卒前教育はＭ２への系統講義、Ｍ３・４の臨床

実習（クリニカルクラークシップ）等を行ってい

る。系統講義は、リハビリテーション医学総論、

切断と義肢、代表的疾患としての脳血管障害、神

経筋疾患、骨関節疾患、小児疾患、呼吸障害のリ

ハビリテーション医学・医療をテーマとして年間

7 単位行っている。臨床実習は各グループに対し

て水曜から金曜までの 3日間行っている。この必

修の臨床実習に加えて、数名の希望者に対して専

門病床を有する外部機関（国立療養所東京病院、

JR 東京総合病院、東京都リハビリテーション病

院、荏原病院）の協力により、4 週間のエレクテ

ィブ・クリニカルクラークシップを実施している。

さらに、メディカルスタッフの学生教育として、

年間 20 名以上の長期臨床実習生を受け入れ指導

を行っている。 

医師卒後臨床教育としては、全国に先駆けてリ

ハビリテーション部を発足させた当時は他大学か

らの研修希望者を多く受け入れていたが、近年は

私学を中心として他大学にリハビリテーション医

学講座が増えてきたこともあり、入局者は一時減
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少していた。しかし 2012 年度以降、増加傾向に

ある。初期研修は、卒後初期 2年間の臨床研修義

務化に伴い、2 年目のローテート研修医十数名を

受け入れ指導している。後期研修に関しては、

2018年度より新専門医制度が開始となり、従来よ

り連携施設を増やした研修プログラムを設定し、

臨床医として学会専門医の取得を目標とした教育

を行っている。 

2001年度に、大学院にリハビリテーション医学

分野が設置されたことから、正式に大学院生を受

け入れている。2006年にはリハビリテーション医

学に初めて研究室が設置され、大学院生に対する

教育体制を整えている。 

 

研 究 

リハビリテーション部が新中央診療棟２に移

転するとともに、研究室の設置が初めて認められ

たこともあり、リハビリテーション部としての研

究体制は整いつつある。特に今までも利用してい

た動作解析システムが一部更新され、運動器の障

害に対する研究を中心に発展させていく予定であ

る。また、リハビリテーションという多くの分野

にまたがる医学・医療の特長を生かして、病院内

の他診療科、東大の他学部、外部の各種機関との

共同研究を進めている。以下に、2017年現在進行

中の研究を幾つか挙げる。 

1) 三次元動作解析を用いた運動器疾患研究 

2) 感覚障害と運動コントロールの関係に関する

研究 

3) 骨系統疾患のリハビリテーション、長期予後に

関する研究 

4) 先天性四肢形成不全の病態、治療に関する研究 

5) DPC データを用いたリハビリテーション効果

に関する研究 
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概要 

材料管理部は、手術器械を始めとするリユース

品の再生処理（確実な洗浄・消毒・滅菌）を行い、

手術部・外来・病棟に安全かつ安心できる器材を

提供する使命を担っている中央診療部門である。

必要な器材なしには医療の実践は不可能であり、

安全な器材なしには感染制御の土台が崩れ、再生

処理なしには膨大なコストを要する。病院運営の

根幹を担っているという責任感のもとスタッフは

業務にあたっている。 

 

沿革 

昭和 39 年（1964）4 月、現在の材料管理部の

前身といえる組織が設置され、当初は手術部のリ

ネン類のランドリーを主業務としていた。昭和 40

年（1965）6月中央材料部と改称し、病院全体の

診療に必要な器材の消毒・滅菌の再生処理業務及

び補給業務を開始。昭和 50年（1975）12月より

器械セット類の供給業務を開始、昭和 62 年

（1987）12 月に中央診療棟Ⅰの 3 階に移転し、

昭和 63 年（1988）4 月、中央材料部から材料部

に改称、近代的な材料部となり、外科病棟への中

型自動搬送機システム（東京大学で開発）の稼動

を開始した。平成 6年（1994）7月、新外来診療

棟移転・開設と同時に、外来で使用した器械セッ

トについても、中型自動搬送機システムによる供

給・回収システムを確立した。 

職業感染予防策としてのスタンダードプリコー

ションを遵守し、平成 9年（1997）には医療現場

での一次洗浄を廃止した。更に平成 10年（1998）

には 4槽式トンネル型自動洗浄機（ウォッシャー

ディスインフェクター）を導入し洗浄効率が格段

に向上した。 

平成 13年（2001）4月には、組織再編に伴い、

材料部及びその一部門であったME部門が部に昇

格し、医療機器・材料管理部と改組された。（ME

部門は、国立大学附属病院の中で、初めて正式に

認められた。） 

平成 17 年（2005）材料管理部と医療機器管理

部とに分離し、現在に至っている。 

 

業務内容 

自動洗浄機は、4 槽型ウォッシャーディスイン

フェクター2台、2槽型 2台、単槽型 3台、自動

真空超音波洗浄機 1台、ステリライザー2台が稼

動中である。滅菌機は、オートクレーブ 6台（う

ち手術部専用 3 台）、エチレンオキサイドガス滅

菌機 2台、プラズマ滅菌機 1台、過酸化水素滅菌

機 1台、低温蒸気ホルムアルデヒド滅菌機 1台が

設置されている。 

これらの機械をフル稼動し、さらに手洗い洗浄

を加え、手術部での年間 1万件を超える手術で使
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用する鋼製小物をはじめとするリユース品の再生

処理をおこなっている。また、ロボット支援手術

システム導入に対応し、instrumentの再生処理工

程も確立した。 

自動洗浄機の洗浄試験、滅菌器の化学インジケ

ーター・生物学的インジケーター使用により、作

業工程の確実性を担保し、器械のセット組みにあ

たっては、細心の注意を払い正確な作業を心掛け

ている。 

材料管理部における処理負荷は年々増加の一途

をたどり、平成 26年度には洗浄業務の 24時間体

制を導入した。平成 30 年度には、手術部分のコ

ンテナ作成数が 29447点、外来・病棟分の回収コ

ンテナ数が 14332 件におよんだ。また、平成 23

年度から開始した材料管理部職員による手術部回

収廊下における使用器械の再カウントは、平成 26

年度から委託業者スタッフに引き継がれ（平成 30

年度実施実績は 5765 件）器械の紛失・体内遺残

防止等、医療安全に大きく貢献し、手術部看護師

の負担軽減にも役立っている。 

院内の感染対策ラウンドにもスタッフが加わり、

器材の正しい管理に力を尽くしている。 

 

教育 

現在、材料管理部には手術部との兼任で、深柄

部長（准教授）、村越副部長（講師）の計 2 名の

教官が所属し、手術部教官と共に、研修医や学生

に対して手術部での手洗い実習等を担当している。 

 

研究 

安全かつ効率的な作業工程確立に向けて、洗浄

方法の見直しを適宜おこない、残留たんぱく質、

ATP レベル測定等で、その効果を判定している。

また、器材の適正な流通数の見直しを図っている。

これらの実践的な研究成果は、関連学会で報告さ

れている。さらに、外科侵襲と生体反応に関する

基礎研究も手術部・他の診療科・学外施設との共

同のもとおこなっている。 

 

出版物等 
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ホームページ http://pathol.umin.ac.jp/ 

 

 

沿革と組織の概要 

病院病理部と病因病理学専攻人体病理学・病理

診断学分野は、一つのユニットとして機能し、東

大病院の病理診断業務（剖検・病理診断）と、人

体病理学に関する教育、研究にあたっている。 

平成 25 年度より「遠隔病理診断・地域連携推

進センター」を立ち上げた。さらに病理診断科を

開設し、病理外来を開始し、乳がん患者に病理診

断の説明を行っている。 

平成 30 年 2 月に東大病院ががんゲノム医療中

核拠点病院に選定された。8 月より先進医療とし

て「Todai OncoPanel の臨床性能試験」が開始さ

れ、エキスパートパネルの構成員としてがんゲノ

ム医療に貢献している。来年度からは複数のパネ

ル検査が保険収載される見込みである。 

平成 28年度末から日本病理学会による「AI等

の利活用を見据えた病理組織デジタル画像

（P-WSI）の収集基盤整備と病理支援システム開

発」に協力し、人工知能による病理診断補助シス

テムの開発を目指してwhole slide imageを含め

た症例登録を行った。 
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診療（病理診断・病理解剖） 

平成 30年度は、組織 16,947件、細胞診 16,212

件、迅速診断 1,108件、迅速細胞診 393件、院内

病理解剖 35例（病理解剖率 12.9%）、受託病理解

剖 3例であった。 

手術症例については、以下のカンファランスを

行っている（カッコ内は責任スタッフ名）。呼吸

器外科（牛久講師、日向助教）、肝臓・胆膵（山

内助教、田中病院講師）、肝転移（阿部講師）、

婦人科（池村講師、堂本病院講師）、乳腺（池村

講師）、整形外科（牛久准教授、牧瀬助教）。生

検について臨床各科と定期的にカンファランスを

行っている臓器は、腎臓（堂本病院講師、日向助

教）、皮膚（田中病院講師）、血液（牛久綾講師）

である。 

先進医療として実施しているがんパネル検査

においては、解析に用いる病理組織検体の管理や

作製を行い、月 2回開催される臨床病理ゲノムカ

ンファランス（エキスパートパネル）において病

理組織の提示や議論を行い、円滑ながんゲノム診

療の実施に貢献している。 

我々の業務上の責務は、正確な診断を可能な限

り早く臨床に提供することである。また、報告書、

スライドのレビューを全例について行い、精度管

理に努めている。また、バーチャルスライド・ス

キャナーを用い、すべての生検標本をデジタル情

報として保存し、診断時に既往検体として参照で

きるようにしている。 

病理解剖に関しては，全例について毎週月曜日

に臨床・病理所見を検討し、毎月 1回、2症例に

ついて病院 CPCを実施している。 

 

教育 

M2 を対象に系統病理学講義、実習を行ってい

る。クリニカルクラークシップ（CC）はM4を対

象に行っている。エレクティヴ・クラークシップ

では例年 3～6 名程度受け入れているが、本年度

はカリキュラム変更による移行期間のため、受け

入れはなかった。  

卒後臨床研修制度で各研修医に義務付けられ

ている CPCレポートの指導を行った。CPCスラ

イドのダイジェスト版を院内に公開しており、ま

た、臨床研修医が自ら問題を解決して、CPCの内

容を理解できるよう、CPC e-learningコースを作

成している（池村講師）。 

また、研修二年目のプログラムとして、平成 30

年度には 8 名の研修医（延べ 19 ヶ月）を病理部

に受け入れた。 

 

研究 

厚生労働科学研究費「病理デジタル画像・人工

知能技術を用いた、病理画像認識による術中迅

速・ダブルチェック・希少がん等病理診断支援ツ

ールの開発（代表佐々木）」の実施、ならびに「Deep 

Learning 技術を用いた腎生検病理画像の自動分

類による病理診断の効率化と診断補助に関する研

究（代表大江和彦教授）」への協力など、人工知能

を活用した病理診断補助システム開発を進めてい

る。 

AI 搭載ロボットを用いた病理検体の自動切出

しシステムの開発を工学部（光石衛教授）および

産業技術総合研究所（鎮西清行部門長）と共同し

て行っている。 

病理解剖を補助する手段として、オートプシー

補助 CT室に設置した CT装置を用い死後画像を

撮影し、画像所見と病理解剖結果を対比し、病態

理解の向上に役立てるべく検討を行っている（堂

本病院講師・阿部講師）。 

日常の病理診断および臨床各科とのカンファ

ランス等を通して得られる知見をもとに、腫瘍性

疾患の概念整理、病理形態学的解析に取り組んで

いる。 
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沿革と組織の概要 

角膜移植部は角膜移植手術の実施と角膜に関す

る研究の発展、進歩を目的として昭和 51 年に東

大病院中央診療施設内に設置された部である。構

成は部長（教授：相原 一）、副部長（講師：宮

井 尊史）２名からなる。 

 

診 療 

診療は眼科診療科の一部として運営され、特に

角膜移植および角膜疾患に関する診察、治療を重

点的に担当しているが、眼科のスタッフとして眼

科の一般診察も担当している。 

専門外来としては月曜（午後）、水曜（午前）、

木曜（午前）、金曜日（午前）に角膜外来を担当

し、角膜疾患全般の外来診療および角膜移植手術

の適応の決定、術後の管理を行っている。また、

円錐角膜や角膜移植などの角膜の特殊症例に対す

るコンタクトレンズ外来や円錐角膜に対する新し

い治療である角膜クロスリンキングを行う円錐角

膜外来は毎週木曜（午後）に行われている。平成

30 年の角膜移植は 73 件であった。従来の全層角

膜移植に加えて、角膜移植の最も多い適応疾患で

ある水疱性角膜症に対しては、角膜内皮移植を導

入し、良好な結果を得ている。移植提供眼は保存

期間内に可能な限り速やかに移植手術を行う必要

があるため、原則として臨時（救急）手術として

行っている。 

角膜移植部の活動として、附属病院での角膜移

植手術の実施以外に、各地のアイバンクの協力の

もとに提供眼の摘出、医学的検査、移植眼を必要

としている他の医療機関への眼球の再送があげら

れる。患者の希望により一部海外アイバンクの角

膜を使用する角膜移植も実施している。さらに、

現在当移植部では角膜移植手術の安全性と術後成

績を向上させるため、以下の点について重点的に

検討を行っている。 

１）角膜提供者の感染症、特に肝炎ウィルス、梅

毒、その他感染症の判明率の向上、提供者の生

前の病歴については、当該医療機関への問い合

わせを徹底し、また動脈血採血による検査を組

み合わせることによりほぼ 100％の判明率が得

られている。 

２）全層角膜移植術、表層角膜移植術および角膜

内皮移植術などの手術成績の評価を定期的に行

っている。 

３）各種角膜移植術の術後成績に影響を及ぼす因

子の検討を行っている。 

 

教 育 

学生への講義としてクリニカルクラークシップ

で角膜疾患および角膜移植に関する教育を担当し

ている。各地域の眼科医に対して、角膜に対する
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最新の診断、治療法に関する啓蒙活動を行うほか、

大学の研修医、助教、および角膜専門外来を担当

する臨床医に対しては、実践的な角膜診療につい

ての教育を行っている。 

研 究 

角膜移植部では角膜内皮移植の術後成績につい

ての臨床研究、角膜クロスリンキングの術後成績

についての臨床研究、前眼部 OCT を用いた角膜

のバイオメトリーに関する臨床研究をおこなって

おり、また角膜血管新生や遺伝性角膜疾患に対す

る核酸医薬の点眼製剤の開発、遺伝性角膜疾患に

対する遺伝子解析・遺伝子治療の開発なども行わ

れている。 

 

出版物等 
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Arch Clin Exp Ophthalmol. 2018 Dec; 

256(12):2377-2383 

3: Omoto T, Sakisaka T, Toyono T, Yoshida J, 

Shirakawa R, Miyai T, Yamagami S, Usui 

T. Descemet Stripping Automated 

Endothelial Keratoplasty for Failed 

Penetrating Keratoplasty: Influence of the 

Graft-Host Junction on the Graft Survival 

Rate. Cornea. 2018 Apr;37(4):462-465 

4: Ohtomo K, Arita R, Shirakawa R, Usui T, 

Yamashita H, Seto Y, Yamagami S; TS-1 

Multicenter Study Group. Quantitative 

Analysis of Changes to Meibomian Gland 

Morphology Due to S-1 Chemotherapy. 

Trans Vis Sci Technol. 2018 Dec 28; 

7(6):37.doi: 10.1167/tvst.7.6.37. eCollection 

2018 Nov. 
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※都合により、昨年度と同じ内容となっております。  

 

 

沿革と組織の概要 

無菌治療部は1995年6月に院内措置によって設

置され、1996年 5月に文部省（当時）により正式

に東大病院中央診療施設として承認されました。

発足時は入院棟B（旧北病棟）8階に無菌室 8室（8

床）を有する無菌病棟が設置されましたが、その

後入院棟A 5階にやはり 8室（8床）の無菌室を有

する無菌病棟が設備されました。2018年 1月に入

院棟B8階に移転し、造血幹細胞移植を中心とした

医療を行っています。無菌治療部のスタッフの数

は、部長 1、講師 1、助教 2です。 

 

診療 

同種および自家造血幹細胞移植を中心とした診

療を行っています。1995年以降 2017年末まで約

1000例の造血幹細胞移植を行ってきました。尚、

1996年に骨髄移植財団認定施設、1998年に国際

間骨髄移植認定施設、2000年にHLAミスマッチ

骨髄移植認定施設となっています。2017年には自

家造血幹細胞移植が 17 件，同種造血幹細胞移植

（臍帯血移植を含む）が 26 件実施されました。

このうち、小児患者に対する移植は 8件（同種造

血幹細胞移植）でした。成人患者（あるいはドナ

ー）については血液・腫瘍内科が、小児患者（あ

るいはドナー）については小児科（血液腫瘍グル

ープ）が担当科となり、両科・グループが緊密に

無菌治療部スタッフと連携をとりながら診療にあ

たっています。また、末梢血幹細胞採取に関して

は輸血部スタッフと、骨髄採取に関しては手術部

スタッフと、放射線照射には放射線科スタッフと

の連携が重要であり、その他無菌集中治療に関係

する各診療科・診療部との緊密な協力のもとに運

営されています。 

自家・同種造血幹細胞移植 

（骨髄・末梢血幹細胞、臍帯血） 

自家造血幹細胞移植は化学療法後の骨髄回復期

に患者様の末梢血または骨髄から造血幹細胞を採

取凍結し、改めて大量化学療法・放射線療法をし

た後に、造血幹細胞を輸注する治療法です。さら

に、他人の造血幹細胞を大量化学療法・放射線療

法後に移植する同種移植も患者様の病態に応じて

積極的に行っています。もととなる造血幹細胞と

しては血縁者・骨髄バンク・臍帯血などあらゆる

種類のものから患者様の状態とご希望に基づいて
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最適なものを選択し使用します。 

高齢者移植 

同種造血幹細胞移植は、疾患の治癒まで期待で

きる非常に有効な治療法でありますが、大量化学

療法・放射線療法などの治療に関連した副作用、

合併症により、高齢者においてはその適応が制限

されています。しかし近年、骨髄非破壊的同種造

血幹細胞移植（ミニ移植）の確立や、支持療法の

進歩に伴い、高齢者に対する移植適応は拡大して

います。無菌治療部においては、倫理委員会の承

認を得て、55-60 歳以上の高齢者に対する同種造

血幹細胞移植を積極的に行っており、疾患予後の

改善を目指しています。 

 

教育 

無菌治療部のスタッフは、M2 を対象とする血

液内科学系統講義、M3 を対象とするクリニカル

クラークシップといった学生教育においても、血

液・腫瘍内科および小児科・血液腫瘍グループの

メンバーと共同して取り組んでいます。 

 

研究 

新しい造血幹細胞移植法開発を目指した臨床的

および基礎的研究に重点を置いています。造血幹

細胞の生成・維持機構の解明、造血器腫瘍発症機

構の研究を行っています。さらにはリプログラミ

ング技術を用いた造血器腫瘍細胞の iPS細胞化の

研究を行っています。また、特に小児領域では、

乳児白血病、神経芽細胞腫や横紋筋肉腫などの固

形腫瘍の発症機構の研究に注力しています。 

 

出版物等 

 

1. Hiwatari M, Seki M, Akahoshi S, Yoshida 

K, Miyano S, Shiraishi Y, Tanaka H, Chiba 

K, Ogawa S, Takita J. Molecular studies 

reveal MLL-MLLT10/AF10 and ARID5B-

MLL gene fusions displaced in a case of 

infantile acute lymphoblastic leukemia 

with complex karyotype. Oncol Lett. 2017; 

14:2295-2299.  

2. Yanada M, Yano S, Kanamori H, Gotoh M, 

Emi N, Watakabe K, Kurokawa M, 

Nishikawa A, Mori T, Tomita N, Murata M, 

Hashimoto H, Henzan H, Kanda Y, Sawa 

M, Kohno A, Atsuta Y, Ichinohe T, Takami 

A. Autologous hematopoietic cell 

transplantation for acute promyelocytic 

leukemia in second complete remission: 

outcomes before and after the introduction 

of arsenic trioxide. Leuk Lymphoma. 2017; 

58:1061-1067.  

3. Arai Y, Kondo T, Shigematsu A, Tanaka J, 

Ohashi K, Fukuda T, Hidaka M, Kobayashi 

N, Iwato K, Sakura T, Onizuka M, Ozawa 

Y, Eto T, Kurokawa M, Kahata K, Uchida 

N, Atsuta Y, Mizuta S, Kako S. Improved 

prognosis with additional medium-dose 

VP16 to CY/TBI in allogeneic trans-

plantation for high risk ALL in adults. Am 

J Hematol. 2018; 93:47-57. 

4. Uryu K, Nishimura R, Kataoka K, Sato Y, 

Nakazawa A, Suzuki H, Yoshida K, Seki M, 

Hiwatari M, Isobe T, Shiraishi Y, Chiba K, 

Tanaka H, Miyano S, Koh K, Hanada R, 

Oka A, Hayashi Y, Ohira M, Kamijo T, 

Nagase H, Takimoto T, Tajiri T, 

Nakagawara A, Ogawa S, Takita J. 

Identification of the genetic and clinical 

characteristics of neuroblastomas using 

genome-wide analysis. Oncotarget. 2017; 8:

107513-107529.  

5. Watanabe K, Kato M, Ishimaru T, Hiwatari 

M, Suzuki T, Minosaki Y, Takita J, 

Fujishiro J, Oka A. Perioperative manage-
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沿革と組織の概要 

病院検査部に所属していた内視鏡部門は、1996

年 4 月より院内措置として、1997 年 4 月より正

式に光学医療診療部として独立した。消化管内視

鏡検査を中心に年間約 2万件の内視鏡が行われて

いる。専任教員は准教授 1名、助教 1名であるが、

消化器内科、胃食道外科、大腸肛門外科、肝胆膵

外科、呼吸器内科・外科、耳鼻咽喉科、女性外科

等の医師が各分野の内視鏡診断・治療を担当して

いる。 

 

診 療 

上部消化管内視鏡検査、下部消化管内視鏡検査、

気管支鏡検査、喉頭鏡検査、婦人科検査等が行わ

れている（表１）。近年は、各内視鏡分野において

緩やかに検査件数の増加がみられる。特に消化管

内視鏡では、より精度の高い画像強調拡大観察に

よる診断内視鏡、消化管腫瘍に対する内視鏡的粘

膜下層剥離術などの治療内視鏡の件数が増加して

いる。この他に、光学医療診療部では、外来、手

術室、放射線部等、他部門で使用される全ての内

視鏡の洗浄消毒を行っている。2018年度より人間

ドックにおける内視鏡検査は、予防医学センター

へ移行されている。 

 

教 育 

光学医療診療部を使用する各診療科における

学生教育の一部として、内視鏡に関する教育を光

学医療診療部で行っている。卒後教育については、

各診療科の教育プログラムに沿って、内視鏡の研

修が行われている。 

 

研 究 

光学医療診療部を使用する各診療科と共同で、

多岐にわたる研究を行っている。 
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c 表 1. 光学医療診療部検査件数の年次推移 

 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 

上部内視鏡 10682 10556 10963 11376 11840 11740 11874 11944 11490 
11699
（2177）

下部内視鏡 4996 5152 5208 5688 6000 6043 6394 6814 5921 
5530
（109）

気管支鏡 226 255 197 196 169 218 228 362 350 316 

ERCP 959 943 1072 956 912 1035 946 1206 1137 1057 

超音波内視鏡 518 551 630 698 763 766 882 1084 1023 923 

小腸内視鏡 181 181 282 282 375 396 310 86 304 138 

耳鼻咽喉科 75 70 108 83 128 102 105 125 114 92 

婦人科 307 361 378 365 404 327 295 417 430 414 

合計 17944 18069 18838 19644 20591 20627 21034 22038 20769 20169

＊（ ）内件数は予防医学センターにおいて実施 
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沿革と組織の概要 

本部門は本院中央診療施設の一つとして平成

12 年に設置，稼働するようになったもので，東京

大学医学部附属病院としては比較的新しい部門の

一つである。従来，腎不全は各科でそれぞれ対応

してきたが，このような対応は設備・人的資源の

面から非効率的であるため，関係各科の連携を企

図して設立された。 

平成 18 年 12 月より中央診療棟 2 での診療を新

たに開始し，現在の血液浄化療法室では圧コント

ロール可能な個室1 床を含む 12 床を稼働している。

当院の特殊性にフルに対応したシステムを開発し，

血液透析のみならず，血漿交換療法，免疫吸着療

法等の浄化療法を網羅的に実施する過程で，機器

情報・生体情報・会計情報を電子情報として確保

し，当院の院内システムとの情報のリンクを可能

とした。同時に当部門が業務担当している ICU で

の持続的血液濾過透析，血漿交換等の機器情報・

生体情報についても，多方面よりモニターを可能

とするプラットフォームを作製した。更に，機器

統一を図ることで，高度の安全性・透明性・教育

性を確保している。 

診療 

末期腎不全の透析導入，各科に検査・治療目的

で入院した維持血液透析患者の入院透析，ICU の

急性腎障害症例等への持続的血液濾過透析及び血

液透析，神経疾患・自己免疫疾患・固形臓器移植

（肝移植や腎移植など）前後の血漿交換，免疫吸

着療法，血球成分除去療法など多彩な血液浄化療

法を行っている。腹膜透析の導入および維持管理

も腎臓・内分泌内科と連携しながら積極的に行っ

ている。また，担癌患者などの難治性腹水に対す

る腹水濾過濃縮再静注法（CART）を各科と協力

の上で行っている。国際的には AKIN（Acute 

Kidney Injury Network），ADQI（Acute Dialysis 

Quality Initiative）に参加している。 

 

教育 

卒前教育は M2 の系統講義等を行っており，内

容は，急性腎障害及び急性腎不全の病態の理解と

重症度分類や鑑別診断の運用である。急性腎障害

は，我が国で年間約 100万症例が高齢者を中心に

発症していると推定され，慢性腎臓病化しやすい

ため，近年注目を集めている。BSL は血液浄化療

法部としては行っていないが，腎臓・内分泌内科
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での教育における腎不全治療に関しての内容を分

担している。卒後研修教育では，後期研修の希望

者を中心に透析治療の基本的考え方から，日々行

われている持続的血液濾過療法，血漿交換，DFPP，

LCAP，GCAP などの特殊治療における病態の把

握と処方の決め方を実践的に教えており，これら

をアフェレシス療法ポケットマニュアル（第二

版）・CRRT ポケットマニュアルの 2 部構成にマ

ニュアル化した。中国の基幹病院・大学病院から

のニーズに応えるべく中文化も完了した。また，

救急部・集中治療部との合同で臨床研究者育成プ

ログラムに Critical care nephrology コースを推

進している。 

 

研究 

当院の特殊性を生かして，肝移植後に血漿交換

療法を行った症例における予後を決める因子の解

明を移植外科の協力の下に行った。また，救急部・

集中治療部や他施設と連携しながら，ICU におけ

る急性腎障害や CRRT 症例における，バイオマー

カーを中心とした予後予測因子の同定を行ってい

る。更に，ネフローゼ症候群感受性遺伝子に関与

する Genome wide association study 及びその機

能解析，関連解析が進行している。腎代替療法導

入期の因子と長期予後との関連を明らかにするた

めの研究を進めている。Cardio-renal-anemia 

syndrome は進行性腎障害における臨床的なトピ

ックスのひとつであるが，その存在を基礎的に解

明した研究はないため，動物実験モデルでの証明

を行った。基礎研究では，急性腎障害の病態解明，

急性腎障害モデルを用いた再生医療の研究，マウ

ス進行性腎障害モデルの樹立等をおこない，ヒト

型L-FABPを中心とした腎疾患バイオマーカーと

病態の分子生物学的，生理学的研究，疫学研究，

更には尿バイオマーカーによる国際協力を広く行

っている。 
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沿革と組織の概要 

1997 年 4 月に退院支援専門部署として「医療

社会福祉部」が医学部附属病院内に設置され、

2000 年 4 月全国国立大学で初めて正式に認可さ

れました。2005 年 4 月に紹介患者の外来受診の

支援を開始し、部署の名称を「地域医療連携部」

に改めました。 

 

診療 

「受診支援（紹介・前方支援）」地域医療機関か

ら紹介された患者の外来受診を前方連携として支

援しています。受診予約、受診手続き、資料作成・

送付、返書などの諸手続を行っています。現在、

一般初診の外来枠の他、専門外来枠、医師個人枠

の受付も行っています。 

「退院支援（逆紹介・後方連携）」退院が困難な

入院患者の地域への円滑な移行を支援しています。

医療依存度の高い重症、難病の患者が多く、在宅

では往診医や訪問看護の調整、転院では一般床や

ホスピス（緩和ケア病棟）への支援が増加してい

ます。 

「在宅療養支援（在宅支援外来）」外来に通院し

ている患者の在宅療養を支援するために、2003

年 1月より在宅支援外来を開設しています。在宅

サービスの導入や調整、また、在学が困難になっ

た際の転院先や入所先を紹介しています。 

「外来学紹介の機能強化」当院と地域医療機関

の役割分担を明確化し、また、地域医療機関と連

携して高度急性期医療を提供することに取組み、

外来患者の逆紹介率は 80%以上を維持していま

す。  

 

教育 

院外から社会福祉士履修コース学生を受入れ、

教育活動に従事しています。 

 

研究 

・高度急性期病院における退院支援数の適正数の

把握、 

・重症、難病患者の就労支援についての研究、等

に取り組んでいます。 
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沿革と組織の概要 

臨床研究支援センターの前身である臨床試験部

は、平成 13年 4月、従来の「治験管理センター」

（平成 10 年設置）を改組し、治験に加えて、研

究者主導の臨床試験（自主臨床試験）をも支援す

る組織とした。さらに院内の臨床研究が盛んにな

るにつれ、多施設共同研究の事務局の支援、新規

医療技術のエビデンス確立研究、トランスレーシ

ョナルリサーチ等と支援する臨床研究が多様化し

た。その多様化に対応し、支援をより充実させ臨

床研究の円滑な実施を推進する基盤として、平成

22 年 4 月に臨床試験部を改組して臨床研究支援

センターを設立した。 

センター内には、院内での臨床試験の実施を支

援する「サイト管理ユニット（従来の臨床試験部

に相当）」と、多施設共同研究などの研究事務局を

支援する「中央管理ユニット」を設置した。 

サイト管理ユニットには「事務局部門」、「治

験薬・安全性情報管理部門」、「コーディネータ

ー部門」を設置した。中央管理ユニットには、従

来の「コンサルテーション部門」に加えて、「生

物統計部門」と「データ管理部門」、「安全性情

報部門」、「オペレーション部門」、「モニタリ

ング部門」を設置した。 

平成 23 年 7 月には、厚生労働省「早期・探索

的臨床試験拠点（精神・神経疾患領域、医薬品）」

に採択され、平成 24年 5月に first-in-human試

験を含む臨床第 I相試験を実施することが可能な

施設（臨床試験棟、525 ㎡、13 床）と組織（P1

ユニット）を開設した。 

これにより、臨床研究支援センターは、治験と

治験以外の臨床研究を同一組織で支援し、臨床研

究から治験へのシームレスな支援が可能な組織と

なった。 

平成 27 年 4 月に施行された「人を対象とする

医学系研究に関する倫理指針」に準拠した規則・

手順書の改訂を行い、東大病院のガバナンス機能

強化を目的に臨床研究に係る機能の再配置として、

平成 27 年１月に臨床研究ガバナンス部を設立し、

その中に臨床研究支援センターとは独立した部署
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として、監査信頼性保証室を設置した。また各診

療科における臨床研究の品質向上を目指し、平成

27年5月から各診療科員1-2名を臨床研究指導員

として任命し、臨床研究支援センター兼務とする

ことで診療科内の指導・監督体制を強化した。次

に審査支援と申請・実施支援を切り分け透明性を

確保することを目的に、侵襲介入試験（特定臨床

研究）の審査を平成 28 年 4 月より医学部倫理委

員会に移管した（特定臨床研究倫理委員会）。病

院にある IRB は治験・医師主導治験のみを審査

する治験審査委員会（IRB）となり、IRBの事務

局は引き続き臨床研究支援センターが担うことに

なった。これに合わせて治験と特定臨床研究の規

則類を新たに制定した。さらに、病院長のガバナ

ンス体制として、特定臨床研究に関わる部署の人

員で構成される特定臨床研究運営委員会、また外

部より評価をうける特定臨床研究監査委員会を設

置し、利益相反管理体制の強化、臨床研究に関わ

る者の教育受講整備、臨床研究支援センターと医

療評価・安全部との連携による安全性管理体制の

基盤強化等の臨床研究に対する一元管理体制が評

価され、平成 28 年 3 月に臨床研究中核病院の承

認を得た。臨床研究中核病院として日本で第 1 例

目となる患者申出療養対応を実施し、規則改定に

より中央 IRB として一括審査を可能とするなど

継続して臨床研究中核病院としての役割を果たし

ている。 

再生医療等の安全性の確保等に関する法律の施

行に基づき、東大本部に特定認定再生医療等専門

委員会を設置し、臨床研究支援センターがその申

請支援と東大病院案件の事務局機能を担うことと

なった。 

また、臨床研究支援センターが幅広く関与する

機能の強化を目指し、平成 27 年度に、ユニット

外に教育研修部門、研究実施部門、大学病院ネッ

トワーク推進部門を設置した。平成 29 年度は、

サイト管理ユニットの治験薬・安全性情報管理部

門の安全性情報と中央管理ユニットの安全性情報

を統合して新たに安全性情報部門としてユニット

外に設置し、サイト管理ユニットに残る部門は名

称を試験薬管理部門とした。さらにコンサルテー

ション部門もユニット外に移設した。平成 29 年

度には、中央管理ユニット内に薬事戦略部門を新

設した。 

臨床研究支援センターでは、ガバナンス体制及

び機能強化を目指し、一元管理担当、先進医療担

当を新設し、臨床研究ガバナンス部と共同して適

正な研究実施を管理している。 

平成 30 年 4 月から施行された臨床研究法に対

応するため、臨床研究施設事務局を新設し、また、

臨床研究法対応のための総則、規則を制定し、運

用を開始した。 

平成 31年３月現在の構成員は、教員は 7名（教

授１名、准教授１名、助教 3名、特任助教 2名）、

サイト管理ユニット配属の専任職員は 29 名（薬

剤師 11名、看護師 7名、臨床検査技師 3名、臨

床心理士 3 名、学術支援専門職員 3 名、事務員

（派遣）2 名）、中央管理ユニット配属の専任の

職員は 21 名（特任専門員 5 名、特任専門職員 1

名、薬剤師 1名、臨床検査技師 1名、学術支援職

員 3名、医療技術職員 4名、専門業務に従事する

派遣職員 5名、事務員（派遣）1名）、安全性情

報部門は職員 5名（薬剤師 4名(うち 2名は兼務)、

事務員（派遣）1名）、P1ユニット配属の職員は

19名（看護師 9名、臨床検査技師 8名、学術支援

専門職員 1名、事務員（派遣）1名）である。 

 

診療・業務 

臨床研究支援センターは、治験審査委員会の事

務局業務を含め、申請前の相談から、実施の支援、

試験の終了まで幅広い支援業務を行っている。 

＜サイト管理ユニット＞ 

サイト管理ユニットでは、臨床試験部時代の平

成 14 年度より従来からの治験に加えて薬物治療
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に関する介入等研究および未承認薬等の臨床使用

に対する支援を開始した（未承認薬等の臨床使用

に関しては平成 27 年より医学部倫理委員会に移

行し、更に平成 30 年より未承認新規医薬品等評

価委員会に移行。）。これらの質の向上を図るため、

世界的標準である ICH-GCPを準用することとし、

以下の指針、手順書、様式、手引き等を整備し

た。 

１) 自主臨床試験および未承認薬等の臨床使用の

指針（平成 28 年 4 月より特定臨床研究実施

に関する指針） 

２) 自主臨床試験および未承認薬等の臨床使用の

手順書（平成 28 年 4 月より特定臨床研究実

施に関する手順書） 

３) 自主臨床試験の実施計画書作成の手引き（平

成 28 年 4 月より特定臨床研究の実施計画書

作成の手引き） 

４) 自主臨床試験等の説明文書・同意文書作成の

手引き（平成 28 年 4 月より特定臨床研究の

説明文書・同意文書作成の手引き） 

５) 医師主導の治験ならびに自主臨床試験等にお

ける患者の費用負担の取扱要領 

平成 21 年からは、すべての侵襲的介入試験を

支援対象にしている。 

治験についても、申請から承認までの期間を短

縮し、かつ審査内容を充実させるために、委員会

に先立ちプロトコール説明会を行っている。これ

により、情報不足のために治験審査委員会で再審

査となることはほぼ無くなった。 

治験審査委員会事務局業務として、平成 30 年

度治験については、新規申請 27 件、平成 29年度

からの継続申請 81 件、一部変更申請 359 件、重

篤有害事象・安全性情報報告 974 件、終了・中

止・中断報告 20 件、モニタリング・監査結果報

告 94 件であった。介入等研究については、平成

30 年度に施行された臨床研究法における特定臨

床研究を含めて新規申請 15 件、法施行前より実

施している介入等研究の法移行（経過措置）は、

当院が主施設となる研究 19 件、当院が分担施設

となる研究 35 件であった。 

治験の新規申請に先立って行うプロトコール説

明会は平成 30年度にはのべ 25 回、自主臨床試験

の申請前に行うコンサルテーションはのべ 29 回、

ガイダンスは 66 回行った。研究の計画段階から

専門的な助言を行うため、ガイダンスからの相談

を推奨している。 

臨床研究支援センターで試験薬等を管理・調剤

するプロトコール数は、平成 30 年度医薬品治験

91 件、医療機器治験 4 件、製造販売後臨床試験 6

件、自主臨床試験 21 件、未承認薬の臨床使用 4

件、再生医療製品 4 件であった。処方枚数は、治

験・製造販売後臨床試験 1672 件、自主臨床試験

等274件であった。多施設共同試験の中央試験薬

管理も 3試験で担当し 7 回の発送を行った。二重

盲検試験のマスキングを 1 件行った。 

臨床研究コーディネーターは、平成 14 年度か

ら医療機器を含む原則すべての治験・製造販売後

臨床試験を担当している。また、平成 16 年度よ

り医師主導型臨床研究についても一部の業務の支

援を開始した。平成 17 年度には、医師主導型臨

床研究に対し受益者負担によるコーディネーター

支援の制度を整備した。平成 24 年度には、健常

人を対象とした臨床薬理試験の支援を開始した。

平成 29 年度からは、当院が主施設で実施する先

進医療Bの臨床試験について支援を開始した。担

当する年間のべ被験者数は、平成30年度 6122人

（外来 4,344 名+入院 1,778 名）であった。モニ

タリングおよび監査応対のべ件数は、平成 30 年

度 873 件であった。 

患者への啓発活動等の一環としては、患者向け

ホームページの更新、パンフレットの作成・外来

各受付カウンター等への配置を行った。また、こ

れらに被験者募集中の試験を掲載している。 

また、患者相談・臨床倫理センター、がん相談
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支援センター、地域医療連携部、医事課等と連携

を図りながら、当院で実施中の治験や臨床研究に

参加中もしくは参加を希望している患者もしくは

その家族等からの相談対応を行っており、平成 30

年度の相談件数は 244 件であった。 

＜中央管理ユニット＞ 

 中央管理ユニットは、平成 22年度に設立され、

平成 23 年度に開始された厚生労働省の早期・探

索的臨床試験拠点整備事業などを活用して体制整

備を行ってきた。平成 26年 12月に施行された「人

を対象とする医学系研究に関する倫理指針」に準

拠するため、平成 27 年度 5 月より、院内の臨床

研究を、ガイドライン作成を目指す研究等（検証

研究）とそれ以外（探索研究）に分類し、検証研

究については中央管理ユニットで全面的に支援す

ることにした。探索研究については、モニタリン

グとデータ管理を各診療科で実施することになっ

たため、それを中央管理ユニットが管理監督する

QC体制を開始した。平成 30年度までの支援対象

プロジェクトは累計 57 件である。内訳は医師主

導治験 21 件（自施設 13 件）、先進医療 B 9 件な

どである。また他施設支援は 13 件（うち医師主

導治験 8 件）である。主要な成果の一つに小児用

補助人工心臓がある。これは、平成 24 年 2 月に

医師主導治験が開始され、平成 26年 11月に製造

販売承認申請が行われて平成 27年 6月 18 日に承

認を受けた。 

＜安全性情報部門＞ 

 試験が安全に実施されるよう、重篤な有害事象

報告の管理や安全性情報の報告支援などを行って

いる。 

＜PI ユニット＞ 

 P1 ユニットは、平成 24 年 5 月の開設時より、

様々な臨床薬理試験に対応できるようスタッフの

研修、訓練を実施し、手順書・マニュアル類の整

備、院内の各部署との連携体制の構築、健常被験

者の募集に必要な準備を行い、平成 24年 10月か

らユニットでの試験を開始している。また、平成

30年 9月には、1月に新たに開院した入院棟 Bの

12 階フロアに、30床（15床１室、５床３室）の

臨床研究専用病棟として増床移転した。平成 30

年度は、アルツハイマー病のリスクを有する被験

者を対象とした国際共同第Ⅱ/Ⅲ相治験を開始し

た。さらに、アルツハイマー病治療薬の患者対象

第Ⅰ相国際共同治験、アルツハイマー病患者・軽

度認知障害対象の自主臨床観察試験、平成 28年 9

月より開始された健常高齢成人を対象としたアル

ツハイマー病治療薬の第Ⅲ相国際共同治験を引き

続き実施中である。 

＜大学病院臨床試験アライアンス＞ 

平成 18 年 2 月に関東地区６国立大学（東京大

学、新潟大学、群馬大学、筑波大学、東京医科歯

科大学、千葉大学）の治験管理部門により、大学

病院臨床試験アライアンス（UHCT Alliance）を

設立した。平成 19年 2月には信州大学、平成 25

年 2月には山梨大学、そして平成 27年 2月には

東京大学医科学研究所附属病院が加わり 8大学 9

病院となった。 

平成 26年 4月より第 2期の事業として臨床研

究における教育･研修とシーズ開発における連携

を強化する体制を構築するなど、さらなる展開を

図った。 

アライアンスの活動の一環として東京大学が担

当し、臨床研究を支援するための臨床研究支援シ

ステム（UHCT ACReSS）を富士通と共同開発し、

平成 23 年度運用を開始した。当システムは、研

究者によるカスタム化が容易なシステムである。

平成 31 年 3 月現在、281 試験の臨床試験が本シ

ステムを使用して稼働中である。現在、クラウド

化を検討し、アライアンス会員校以外の研究者へ

の利用拡大を進めている。 

また、「系統的臨床研究者・専門家の生涯学習研

修」カリキュラム（CREDITS）を臨床研究支援

センター内の教育・研修部門と共同で平成 27 年
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度より策定した。現在、アライアンス会員校外の

利用拡大を進めている。 

アライアンス会員校のシーズ育成として、平成

27年度より東京大学TR拠点地域ネットワークと

連携した活動を開始した。 

＜国立大学附属病院臨床研究推進会議＞ 

 平成 24年 10月には東京大学が中心となり国立

大学病院臨床試験推進会議（のち国立大学附属病

院臨床研究推進会議に改称）を立ち上げた。事務

局は平成 24 年 7 月の設立準備会よりアライアン

ス事務局（東京大学内）が支援している。 

推進会議は全国の国立大学病院の教育の共通プ

ログラムの一つとして、アライアンスの教育カリ

キュラム（前述）を共有することを検討した。平

成 28 年に国立大学附属病院長会議より各大学へ

情報提供を行った。 

医師主導臨床研究のフィジビリティー調査シス

テムを構築し、国立大学附属病院の臨床研究推進

の支援を開始した。 

医師主導臨床研究契約書の雛形を作成し、国立

大学附属病院長会議より各大学病院に雛形として

提供した。臨床研究法対応の契約書雛形を作成し、

大学病院に提供した。 

各大学が実施したユニークな取り組みを冊子に

まとめ、また、HPに掲載し情報を共有した。 

 

教 育 

平成 25年度より、医学部医学科のM3/M4の全

学生を対象とする臨床実習クリニカルクラークシ

ップが必修化され受け入れを行っている。また、

文部科学省 未来医療人材育成養成拠点事業 医療

イノベーションイニシアティブコース参加の医学

部・薬学部・工学系の学部生・修士・博士課程の

中から希望者に対して 2 日間の実習での受け入れ、

および薬学系大学院および学部生の東大内外から

の受け入れを行った。平成 29 年度より新たに医

学部医学科のM2系統講義「臨床研究」を担当し

ている。また、卒後の初期臨床研修カリキュラム

の一環としては、初期研修医の受け入れを行って

いる。 

平成 27 年度より新規に教育研修部門が設置さ

れ、研究者や学生への臨床研究に関する教育・研

修を実施することとなった。特に、大学病院臨床

試験アライアンス（前述）と共同で臨床研究の人

材育成のために CREDITS「系統的臨床研究者・

専門家の生涯学習研修」カリキュラムを提供して

おり、約 5900名が登録を行っている。 

平成 27年度より臨床研究指導員制度を設置し、

各診療科から推薦された臨床研究指導員は、各科

と兼任で教育・研修部門に所属し、所属科内の臨

床研究に関する情報の一括管理と教育研修等の情

報発信を目的に定期的な研修会を行っている。 

文部科学省より委託を受け全国国公私立大学病

院臨床研究（治験）コーディネーター養成研修を

平成 22 年度から東大病院主催で開催しており、

平成 30年度は 6月に 5 日間の実習を開催し、99

（東大 4名）名が参加した。また、関東甲信越ア

ライアンス 8大学と共同開催の講習会として、臨

床研究者養成講習会（東大のみ全 6 回）、モニタ

リング講習会（全 1 回）、臨床研究レクチャーシ

リーズ（全 6 回）を開催し、それぞれのべ 185（東

大 155 名）名、29（東大 16 名）名、457（東大

140 名）名が参加した。国立研究開発法人日本医

療研究開発機構（AMED）の医療技術実用化総合

促進事業の一環として平成 29 年度より東京大学

医学部附属病院主催で臨床研究・治験従事者研修

会を開催し、平成 30年度は、30名（東大外部の

み）が参加した。 

また平成 28 年度から国内で不足する医療現場

の生物統計家を育成するため国立研究開発法人日

本医療研究開発機構（AMED）により病院内に生

物統計情報学講座が設置され、さらに平成 30 年

度開始の修士コースも学際情報学府に設置される

こととなり、臨床研究支援センターはその実習の
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現場として体制を整えている。 

臨床研究の研究者を対象とした公開セミナー

「臨床試験セミナー」を当センター主催で毎年 3

月に開催しており、企業や大学から約 200名が参

加した。 

 

研 究 

平成 19年 4月に「臨床試験データ管理学講座」

（寄付講座）を生物統計学分野と当センターが親

講座となり開設した。 

 平成 30年度の学会等研究発表は 38 件、うち筆

頭演者は 34 件であった：国際学会 7 件（坂中、

上村、川原、小栗、影山、小出）、日本臨床薬理

学会 3 件（筋野、荒山、仲村）、CRCと臨床試験

のあり方を考える会議 1 件（若林）、日本臨床試

験学会 4 件（上村、川原、高田、田中）、ARO

協議会学術集会 2 件（上村、川原）、日本薬剤疫

学会学術総会 2 件（上村、川原）等であった。 

投稿論文等出版物については、42報（英文論文

32報、和文論文 10報）であった。 
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沿革と組織の概要 

企画情報運営部は、東京大学医学部附属病院が

医療制度のさまざまな変革や大学病院組織の変革

の動きに対して戦略的かつ迅速に対応するととも

に医療情報を最大限活用した運営を行うため、

2002年度まで中央医療情報部、新病院整備企画室

（院内措置）、経営改善企画室（院内措置）、医事

課、管理課などに分散していた病院運営支援部門

を統合し、2003年（平成 15年）4月に新設され

た。前身である中央医療情報部は、1975年、東京

大学医学部附属病院に院内措置として設置された

情報処理部をその前身としている。1983年、文部

省（当時）により正式に東京大学医学部附属病院

の中央診療施設のひとつとして中央医療情報部が

設置された。同時に大学院第一基礎医学として博

士課程の学生の受け入れが可能となりました。初

代教授、中央医療情報部長は日本の医療情報学を

確立した開原成允（故人）であり現在は二代目で

ある。1997年には中央医療情報部に所属していた

教授１と助教授１が大学院重点化に伴い大学院を

本務とするようになり、2003年に前述したように

企画情報運営部となった。 

企画情報運営部では、これまで中央医療情報部

が行ってきたオーダリングシステムを中核とする

病院情報システムの調達、開発、導入、運用を行

っていくことに加えて、電子カルテシステムの導

入などにより診療情報の電子化を進めていきます。

さらに病院全体での戦略的な情報管理・分析を行

い、それにもとづいた運営支援を行うとともに、

中長期計画の立案とその実行支援、企画調整をも

任務としている。 

具体的には 

１) オーダリングシステムと電子カルテシステム

の導入による診療データの電子化管理 

２) 診療データと経営データを含めた病院情報の

一元化をすること 

３) 一元管理された病院情報の活用による病院運

営分析、及びそれに基づいた経営企画案及び

経営戦略案の策定を病院執行部の諮問を受け

て提示すること 

４) 病院執行部が決定した運営方針に基づいた施

設整備計画案、物品の調達案などの策定をす

ること 

５) 診療スタッフが安全で質の高い医療を、ゆと

りをもって実践できる環境づくり、及びその

ために必要な部門間意見調整と運営支援を行
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うこと 

などの業務を行っている。 

以上の業務を円滑に行うため、企画情報運営部

は「医療情報管理部門」と「企画調整部門」の２

つで構成されている。 

■「医療情報管理部門」の職務とスタッフ 

・電子カルテシステムなど病院情報管理システム 

・運用・管理・開発指導・運用監督 

・情報化に関わる院内教育 

・プライバシー保護教育等 

・各種病院情報管理システムの運用に関する日常

管理業務全般 

・各種病院情報管理システムの仕様見直しに関す

る業務 

・経営分析に関する各種資料・データ収集 

・各種病院情報管理システムの運用に関する事務

業務全般 

担当：大江和彦教授（部長、H29年度は途中から

病歴管理部長とパブリックリレーションセンター

長を兼務）、田中勝弥講師（副部長）、河添悦昌講

師、横田慎一郎特任講師(病院）、笠井暁史助教、

土井俊祐助教、北川陽一郎技術専門員、佐藤陽水

技術専門員 

■「企画調整部門」の職務 

関係部署とともに企画経営部に参画し、下記の

業務をおこなう。 

・病院経営情報の分析 

・戦略的管理会計分析 

・病院経営分析手法の研究・教育 

・病院経営シミュレーション実施による将来分析 

・病院将来計画に関する院内意見調整・ヒアリン

グ等 

・調査・統計、整備計画に関する企画事務 

・診療報酬等病院収入及び決算に関する調査・分

析・統計類の作成 

・経営改善案に関する調査、分析、報告書の作成 

担当：新秀直講師（企画経営部副部長、パブリッ

クリレーションセンター副部長兼務）、毛利王海助

教、天羽宏治技術専門員 

 

業 務 

医療情報システム関係では、 2017 年度

（2017/12/28-2018/01/04）にシステム更新を行い、

1994 年来継続して使用し発展的に改良と更新を

続けてきた独自のオーダシステムと電子カルテシ

ス テ ム の 使 用 を 終 了 し 、 富 士 通 社 製

EgMAING-GXシリーズのパッケージシステムに

更新した。全面的なシステム更新でありデータ移

行等で困難な面もあって、更新当初は大きく運用

が混乱したが、数ヶ月かけて収束し稼働した。 

また厚労省医薬品食品局と PMDA との合同事

業である医療情報データベース基盤整備事業

MID-NET の協力機関として事業に参画してきた

が、平成 30 年度から本格運用が開始され、正式

に運用の事業受託を開始した。 

また 2014 年度から稼働している国立大学病院

災害時医療データバックアップシステムは引き続

き当部が主幹世話部門として 2017 年度も継続し

て運用している。2018年度補正予算でシステム更

新が決定し、2019年度中に更新する予定となって

いる。 

2017 年度途中から文科省経営のできる医療人

材育成事業が開始され、当部教員（井田特任講師、

山田助教）が運営委員会に参加して同事業の推進

をサポートしている。 

 

教育･研究・出版物等 

社会医学専攻医療情報学分野を参照ください。 
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教授 

木内貴弘 

准教授 
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特任講師 
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ホームページ http://www.umin.ac.jp/ 

 

※都合により、昨年度と同じ内容となっております。  

 

 

沿革と組織の概要 

昭和の終わり頃には、すべての国立大学病院に

電算機が導入されるようになっていた。当時東大

病院中央医療情報部長だった開原教授らによって、

これらの計算機をネットワークで接続して情報共

有やコミュニケーションに活用することが構想さ

れるようになった。開原教授他関係者の努力によ

って、文部科学省に予算が認められ、大学医療情

報ネットワーク（UMIN=University Medical 

Information Network、後に現在の名称に改称）

が、東京大学医学部附属病院中央医療情報部内に

設置され、平成元年 3月に公式にサービスの運用

が開始した。その開設目的としては、下記が掲げ

られていた（ 6は後に追加） 

1．最新の医学・医療情報の提供 

2．医学・医療上の交流の支援 

3．大学病院共通の作業の共同化 

4．医学研究の情報支援 

5．データ標準化及び諸統計の収集 

6．医学教育及び臨床研修の情報支援 

当初のシステムは、大型汎用機を N1という無

手順のプロトコールで相互接続するものであった。

平成元年 5 月の櫻井恒太郎が新設された UMIN

専任の助教授ポスト（純増）として着任した。 

平成 6年度には、当時普及が始まっていたイン

ターネットによるサービスを開始した。電子メー

ルを中心に利用者･利用件数が次第に増加してき

た。 

平成 8年度には、北海道大学に栄転した櫻井恒

太郎に代わり、木内貴弘が着任し、システムは全

面的にWebベースのものに更新していった。その

後、インターネットの急速な普及の助けもあり、

飛躍的に利用者・利用件数が増加していった。主

要な情報サービスとして、医療・生物学系電子図

書館（ELBIS）のサービスが 1997年より、イン

ターネット医学研究データセンター（INDICE）

が 2000 年より、オンライン臨床研修評価システ

ム（EPOC）が 2004年より、開始されている。 

平成 14 年 4 月には、院内措置により、大学病

院医療情報ネットワーク研究センターとして、中
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央医療情報部から独立した。平成 15 年度には、

文部科学省から正式に予算措置がなされ、大学病

院医療情報ネットワーク研究センターが設置され

た。純増によって教授ポスト 1が認められ、平成

16年 4月 1日付で、木内貴弘が昇任した。 

平成 19 年 4 月には、公共健康医学専攻疫学保

健学講座医療コミュニケーション学分野として、

大学院講座化された（詳細は、医療コミュニケー

ション学分野の項目参照）。 

 

診 療 

本センターは、制度上、東京大学医学部附属病

院の中央診療施設として位置づけられているが、

いわゆる診療活動は実施しておらず、全国の医

学・医療関係者に対してサービスを行っている。

現在、登録利用者数約 47 万名、月間 WWW アク

セス件数1 億 2000 万ページビューに達しており、

世界最大規模のアカデミック医学情報センターに

発展している。そのサービスは、研究・教育・診

療・病院業務等にまたがり、下記のように非常に

多岐に及んでいる。 

○研究 http://www.umin.ac.jp/research 

AC - 学会情報 

ELBIS - 医療・生物学系電子図書館 

FIND - 各種助成等公募情報   

INDICE - インターネット医学研究データセンター 

ROCOLS - 教職員・学生公募情報 

CTR - 臨床試験登録システム 

ICDR - 症例データレポジトリ 

○教育 http://www.umin.ac.jp/education/ 

SUPERCOURSE  - オンライン講義集 

EPOC - オンライン卒後臨床研修評価システム 

Debut - オンライン歯科卒後臨床研修評価システム 

Web-QME - オンライン教育評価システム 

ARIA - オンライン案内・募集情報システム 

○診療 http://www.umin.ac.jp/uhosp/ 

中毒データベース 

医療材料データベース 

看護度分類 

文部科学省文書広報システム 

大学病院に関する統計資料収集システム群 

各種業務担当者・委員会等名簿 

各種官職指定・業務指定 HP及びML 

○総合 

(1)情報提供・検索 

医療・生物学系リンク集 

医療用語集 

医学研究機関・医療機関データベース 

(2)情報提供支援 

一般公開ホームページサービス 

会員制ホームページサービス 

永久保存ホームページサービス 

(3)情報交流支援 

電子メール 

メーリングリスト開設 

電子会議室 

ファイル交換システム 

 

教 育 

大学院・学部教育については、公共健康医学専

攻疫学保健学講座医療コミュニケーション学分野

をご参照願いたい。 

 

研 究 

公共健康医学専攻疫学保健学講座医療コミュニ

ケーション学分野をご参照願いたい。 

 

出版物等 

公共健康医学専攻疫学保健学講座医療コミュニ

ケーション学分野をご参照願いたい。 
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部長 
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臓器移植医療部は、平成 15 年 4 月より、中央

施設の一つとして、活動を開始している。欧米に

おいては、肝臓、腎臓、心臓、肺、膵臓、小腸な

どの移植医療は、一般的な治療法として広く受け

入れらており、年間 20,000 例を越える移植が行

われている。一方、本邦では平成 9 年 10 月臓器

移植法が施行され、国家的プロジェクトとして、

臓器の分配機関、臓器提供施設、臓器移植実施施

設などの体系的な基幹整備の枠組みが構築された。

平成 22 年度の臓器移植法改正後、脳死ドナーか

らの移植数は一定の増加をみたものの、年間 70

例程度の実施に留まっている。今後、臓器提供者

や、移植施設の確保など環境整備及び啓蒙活動が

課題となっている。移植医療では、概して全身状

態不良の臓器不全患者に対し移植手術を行うもの

であり、術後も拒絶反応、感染症、血栓症など様々

な合併症に気を配る必要がある。すなわち、通常

の外科手術に比べ、術後早期に死亡する危険も高

い。 

東大病院では，これまで臓器移植医療に積極的

に関与している。昭和 41年（1966），慢性腎不全

に対する移植としては，本邦初の成功を収めた。

また，平成 8年（1996）１月より，生体肝移植の

実施を開始し，平成 30 年（2018）12 月までに

609 例，また脳死肝移植を 28 例施行している。

その成績も良好であり，全国平均を 10％程上回る

成績を維持している。東大病院は，本邦における

心臓移植実施 10 施設の１つでもあり，他に治療

法のないと診断された末期重症心不全患者の治療

に積極的に取り組んでいる。平成 30 年（2018）

12月現在小児 10例を含む 111例の脳死移植を行

い、10年生存率は約 90%である。さらに平成 26

年 3月には全国で 9番目の肺移植実施施設として

認定され、肺移植適応患者登録を開始し､生体肺移

植 2 例、脳死肺移植を 18 例行った。腎移植につ

いては、生体腎移植 60 例、献腎移植（脳死、心

停止）17例を施行した。このように，臨床成績の

さらなる向上を目指し，国内はもとより国際的に

も通用する積極的な基礎そして臨床研究活動を行

っている。 

我が国の特徴として，心臓以外の臓器移植は，

生体ドナーがほとんどを占めているという状況が

ある。ドナーの受ける肉体的，精神的負担は決し

て軽視できるものではなく，レシピエント，ドナ

ー家族を含めた社会的，精神的サポートは極めて

重要であり，これらなくして臓器移植は成立しえ

ない。臓器移植医療部には，5 名の看護師が専属

のレシピエント移植コーディネーターとして配属

され，脳死臓器移植、生体臓器移植を受けるレシ

ピエント，生体ドナー，そして家族に対する支援

を行っている。また，院内外における移植医療の

啓蒙活動にも積極的に参加してきた。今後も，い

まだ発展途上にある臓器移植医療の一層の拡充を

目指し，機能していく必要がある。これらの一貫

として東大病院臓器移植医療シンポジウムを計

10回開催しており、院内外から多数の参加者を交

え、移植医療の発展に貢献している。 
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組織の沿革 

2006年 11月の東京大学医学部附属病院におけ

る新中央診療棟（中央診療棟 2）開設を機に、2007

年 1月 1日、検診部が中央診療部門の中に組織さ

れた。同年 1月 9日に検診部設立ワーキング・グ

ループ、4月1日に検診部運営委員会が設置され、

6月 4日からの約 1カ月の試験開業（院内向け）

を経て、7 月より一般向けサービスを正式に開始

した。 

検診部設立の理念は以下の 4つであるが、これ

らは現在の予防医学センターにも引き継がれてい

る。(1) 各種検診や予防的介入の有効性・有用性

を科学的に証明する。(2) 膨大な検査データおよ

び健康関連情報を統合し、より質の高い disease 

managementのモデルを開発する。(3) 上記のこ

とを通じて、より質の高い予防医学・健康増進医

学を推進し、もって国民衛生の向上に寄与する。

(4) 上記のことを実践できる人材を養成する。 

正式開業後、検診部の受診者は順調に増加し、

2018年 3月までの 11年間に、1日あたりの受診

者数は 10 人から 12 人へと増加した。2018 年 4

月に「検診部」から「予防医学センター」へと改

組され、同年 9月に入院棟 B15階に移転した。ス

ペースの拡大に伴い、受け入れ受診者枠を大きく

増枠し、同年 10月に 16人、翌 2019年 4月に 20

人へと増枠した。移転によって、一部の放射線検

査を除くほとんどの検査を専有フロア内で実施す

ることが可能となり、受診者にとっての利便性が

大きく増した。 

予防医学センターの管理機構としては、病院長

に直属するセンター長が全体を統括する。検査に

は予防医学センターに加えて、3 つの部（中央検

査部、放射線部、光学医療診療部）、および、7つ

の診療科（消化器内科、乳腺・内分泌外科、女性

外科、眼科・視覚矯正科、神経内科、老年病科、

顎口腔外科・歯科矯正歯科）の支援から成り立っ

ている。 

予防医学センターのスタッフは、医師が 11 名
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（うち 8名が専任、3名が関連寄付講座等に所属）

からなり、専任医師 1名は上部・下部消化管内視

鏡検査に専従している。その他、看護師は 9名が

専任、事務補佐員は 5名が専任、高度医療クラー

ク 1名が兼任である。 

 

診 療 

全員が受診する基本検診の他に、1) 心血管ドッ

ク、2) 脳血管ドック、3) もの忘れ検診、4) 大腸

がん検診、5) 子宮がん検診、6) 乳がん検診、7) 肺

がん検診、8) 腫瘍マーカー検診、9) 胃がんリス

ク検診、10) 口腔歯科検診の オプション検診を提

供している。受診者のニーズに応える形で、オプ

ション検査項目を追加し、充実させてきた経緯が

ある。 

診察、検査結果の判定、総合評価、受診者への

説明は、全て予防医学センター医師が行っている。

一人あたり充分な時間をかけて丁寧な診察・説明

行うこと、異常があった際に速やかに院内東大病

院への紹介を、当人間ドックサービスの大きな特

徴としている。正式には結果報告書として約 3 週

間で受診者に書面で報告するが、結果の解釈や精

密検査の受診相談（無料のコンサルテーション）

にも応じている。 

 

教 育 

2017年度より、医学部 5～6年生に対する臨床

実習として、「検診学実習」を開始した。センター

長による予防医学に関連する講義に続き、受診者

への医師の結果説明の見学を通して、予防医学の

実践に触れる他、接遇についても学ぶ機会となっ

ている。 

 

研 究 

人間ドックサービスの提供のみならず、エビデ

ンスに基づいた科学的検診を推進することも東京

大学医学部附属病院は社会から期待されている。

科学的データに裏付けられた疾患予防の確立は、

予防医学センターの使命の一つである。当センタ

ーは学術面においては、臨床データをもとにした

データベースの構築と疫学研究の推進を目指して

おり、これまでの蓄積データをもとに、様々な横

断的・縦断的解析を行ってきた。また、蓄積され

たデータを生かし、院内各科や他施設との共同研

究も進行中である。 

 

活動実績 

2018年度（2018年 4月 1日～2019年 3月 31

日）の受診者総数は 7152 人（基本検診とオプシ

ョン検診受診者）であった。各検査項目の受診者

数は、基本検診 2,742人、心血管ドック 509人、

脳血管ドック 606人、もの忘れ検診 72人、大腸

がん検診 109 人、子宮がん検診 543 人、乳がん

検診 648 人、肺がん検診 610 人、腫瘍マーカー

検診 1069人、胃がんリスク検診 226人、口腔歯

科検診 15人、上部消化管内視鏡後日実施 3人で

あった。なお、口腔歯科検診は 2018年 8月に中

止した。一方、大腸がん検診は 2018年 9月～2019

年 3 月の休止期間を経て、2019 年 4 月に再開し

ている。 

予防医学センターの最大の役割の一つは、検査

異常が認められた際の臨床への橋渡しである。精

密検査および治療目的で、院内各科あるいは他院

受診の際には、受診者の希望に応じて紹介状を発

行している。迅速に東大病院の各診療科への紹介

が得られることが受診者の満足度に大きく貢献し

ている。2018 年度の紹介状発行数は院内宛てが

867通、院外宛てが 33通であった。 

広報活動も積極的に行っており、2018年度のパ

ンフレットの配布部数は 15,000 部であった。ま

た、ポスターも作製し、院内および東京大学学内

に広く貼付した。また、従来のホームページ（上

記URL）のほかに、当センター独自のホームペー

ジ（https://www.todai-yobouigaku.com/）を作
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成・随時更新し、受診者向けに最新の情報を発信

している。 
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和文論文 

1. 河合 隆(東京医科大学 消化器内視鏡学), 伊

藤 公訓, 青山 伸郎, 村上 和成, 加藤 勝章, 

大泉 晴史, 古田 隆久, 笹島 雅彦, 吉村 理

江, 伊藤 愼芳, 青木 利佳, 岡 政志, 安田 貢, 

山道 信毅, 杉山 敏郎, 胃がんリスク評価に

資する抗体法適正化委員会胃がんリスク評価

に資する抗体法適正化に関する多施設研究

(原著論文 )：日本ヘリコバクター学会誌 

(2187-8005) 19 巻 2 号  Page133-138 

(2018.01) 

2. 望月 暁(品川胃腸肛門内視鏡クリニック), 山

道 信毅, 竹内 千尋, 平野 千賀也, 和田 亮

一, 一瀬 雅夫, 光島 徹 

胃がんリスク診断におけるLタイプワコーH.

ピロリ抗体・J 及びスフィアライト H.ピロリ

抗体・Jの有用性(原著論文) 日本消化器がん

検診学会雑 誌  (1880-7666) 56 巻 2 号 

Page110-119(2018.03) 

3. 権頭 健太(東京大学医学部附属病院 消化器

内科), 高橋 悠, 山道 信毅, 和田 亮一, 光島 

徹 H.ピロリ-ラテックス「生研」の胃癌リス

ク判定における有用性の検討(原著論文) 日

本消化器がん検診学会雑誌 (1880-7666)56

巻 5 号 Page618-624(2018.09) 

 

国内学会 

1. 第 104 回消化器病学会総会 （2018年 4月 19

日 東京） 

山道信毅 

逆流性食道炎有病率の四半世紀の変遷とピロ

リ菌感染との関連 セッション名：パネルデ

ィスカッション 5「GERD診断、治療の最前

線」 

2. 第 95 回日本消化器内視鏡学会 ワークショ

ップ （2018年 5月 10日 品川） 

新美 惠子、三ツ井 崇司、小池 和彦 

胃腫瘍に対する非穿孔式内視鏡的胃壁内反切

除術 NEWSの現状 

3. 第 61 回日本糖尿病学会年次学術集会 （2018

年 5月 東京） 

升田紫、矢作直也、武内謙憲、和田亘弘、呼

延宜人、李恩旭、沢田義一、村山友樹、朴賢

英、會田雄一、西真貴子、泉田欣彦、飯塚陽

子、位高啓史、片岡一則、島野仁、門脇孝 

多価不飽和脂肪酸（PUFA）による SREBP-1

特異的な抑制機序の解明 

4. 第 18 回 EMRESD 研究会（2018 年 7 月 15

日 東京） 
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新美惠子、齋藤格、皆月ちひろ、奥村康弘、

愛甲丞、山下裕玄、山道信毅、藤城光弘、瀬

戸泰之、小池和彦 

NEWSの現状と今後の展開 

5. 第 50 回日本動脈硬化学会総会 （2018 年 7

月 大阪） 

升田紫、矢作直也、武内謙憲、和田亘弘、呼

延宜人、李恩旭、沢田義一、村山友樹、朴賢

英、會田雄一、西真貴子、泉田欣彦、飯塚陽

子、位高啓史、片岡一則、島野仁、門脇孝 

多価不飽和脂肪酸（PUFA）による SREBP-1

特異的な抑制機序の解明 

6. 第 5９回日本人間ドック学会学術大会（2018 

年 8月 30 日～31日、新潟） 

水野由子、小出大介、大門雅夫、山道信毅、

小室一成 人間ドック受診者における脂肪肝

と脂質関連因子および動脈硬化の検討 
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部長・教授 

星 和人 

副部長 

疋田温彦 

特任准教授 

疋田温彦、松本卓巳 

特任教員 

浅輪幸世、古村 眞、矢野文子 

 

ホームページ http://square.umin.ac.jp/t-e/ 

 

 

沿革と組織の概要 

東京大学医学部附属病院において、平成 13 年

10 月に特殊診療部としてティッシュ・エンジニア

リング部が設立され、入院棟 B８階に約 800 ㎡の

完備した研究室が設置された。平成 28 年 3 月に

は、新たに完成した分子ライフイノベーション棟

に移転した。ティッシュ・エンジニアリング部は、

骨・軟骨再生医療寄付講座（アベニューセル・ク

リニック、カネカ、ロート製薬、ニチレイ）、セル

&ティッシュ・エンジニアリング寄付講座（富士

ソフト株式会社）、小児再生医療研究室の 2 つの

寄付講座および 1 つのプロジェクトとから構成さ

れている。各講座には 1 名の特任准教授と 1 名の

特任教員が配置され、多くの大学院生とともに、

トランスレーショナル・リサーチの拠点として機

能すべく研究を行っている。 

現在、国家的プロジェクトとして認識されてい

る再生医療の実現には、企業とのタイアップと技

術移転、開発技術の特許化、GMP レベルでの治療

用材料の生産、安全性の評価研究、治験のための

組織化などが必要とされている。産学官連携が強

く求められるとともにベンチャーカンパニーの設

立・運営も必須とさえ言われており、まさに国レ

ベルでの取り組みが必要と思われる。広くティッ

シュ・エンジニアリング技術あるいは再生医療が

発展することにより、内科、外科を問わず、すべ

ての領域の治療や創薬に大いに寄与することが期

待される。 

 

2001 年 10 月 東京大学医学部附属病院に特殊診

療科としてティッシュ・エンジニアリング部が設立 

2002 年 6 月 HOYA ヘルスケア(株)の寄付によ

り角膜組織再生医療寄付講座が設立 

2002 年 7 月 第一製薬(株)の寄付により血管再生

医療寄付講座が設立 

2002 年 7 月 武田薬品工業(株)の寄付により骨・

軟骨再生医療寄付講座が設立 

2002 年 9 月 麒麟麦酒(株)の寄付により造血再生

医療寄付講座が設立 

2002 年 11 月 持田製薬(株)の寄付により腎臓再

生医療寄付講座が設立 

2002 年 11 月 メニコン(株)の寄付によりメニコ

ン軟骨・骨再生医療寄付講座が設立 

2003 年 3 月 入院棟 B8 階に細胞プロセシング
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センター部研究室開設 

2005 年 6 月 アムニオテック(株)（後、アルブラ

スト(株)に社名変更）の寄付により角膜組織再生

医療寄付講座（アルブラスト）更新 

2005 年 7 月 武田薬品工業(株)の寄付により骨・

軟骨再生医療寄付講座更新 

2005 年 9 月 麒麟麦酒(株)の寄付により造血再生

医療寄付講座更新 

2005 年 11 月 持田製薬(株)の寄付により腎臓再

生医療寄付講座更新 

2005 年 11 月 富士ソフト ABC(株)の寄付によ

り、メニコン軟骨・骨再生医療寄付講座から富士

ソフト ABC 軟骨・骨再生医療寄付講座へ更新 

2007 年 1 月 小児外科学講座が母体となり、小

児再生医療研究室が設立 

2007 年 7 月 日本イーライリリー(株)の寄付によ

り、骨・軟骨再生医療寄付講座更新 

2008 年 11 月 持田製薬(株)の寄付により腎臓再

生医療寄付講座更新 

2012 年 3 月 医療法人善仁会の寄付により先端腎

臓・再生医学寄付講座が設立 

2016 年 4 月 分子ライフイノベーション棟 4 階に

移転し、名称を細胞プロセシング・バンキングセン

ターに変更 

2017 年 11 月 軟骨・骨再生医療寄付講座よりセル

＆ティッシュ・エンジニアリング寄付講座へと名称

変更 

2018 年 7 月 アベニューセル・クリニック、カネ

カ、ロート製薬、ニチレイの 4 社の寄付により、骨・

軟骨再生医療寄付講座更新 

 

研究 

骨・軟骨再生医療寄付講座に関しては、2018 年

7 月から講座の更新に伴い、ヒト脂肪組織由来幹

細胞（ASC）を用いた変形性膝関節症治療法の研

究開発をおこなっている。ヒト ASC の軟骨保護

作用効果をさらに解明するためにマウスの膝関節

痛の評価系を確立していく予定である。高性能な

ヒト間葉系幹細胞を安定して効率よく増殖させる

培地の開発を行っている。その基盤研究として 

(1) 変形性関節症の分子メカニズムの解明と (2) 

関節の恒常性維持と変形性関節症発症における組

織幹細胞の役割の解明を行っている。骨再生への

取り組みとして、骨形成促進効果をもつ奈のシー

トの骨再生治療応用の検討を行っている。現在、

臨床応用を目指して、大動物を用いた検討に取り

組んでいる。 

セル&ティッシュ・エンジニアリング寄付講座

においては、安全性と実用性に優れた再生軟骨、

再生骨の作出・現実的な生産体制と品質管理法の

確立・臨床治験の推進と日常診療への導入を目標

としている。これらを実現するために、間葉系組

織の成人幹細胞に関する細胞生物学研究・軟骨の

組織修復に関する分子生物学研究・軟骨・骨再生

における新規足場素材の開発・再生組織への三次

元形態付与方法の開発・生体内における軟骨・骨

再生組織の動向の評価・軟骨・骨再生組織の臨床

治験と医療導入の研究を行っている。先行して行

われたヒト幹細胞臨床研究「口唇口蓋裂における

鼻変形に対するインプラント型再生軟骨の開発」

で得られた知見を基に、医師主導治験である「イ

ンプラント型自己細胞再生軟骨の安全性及び有効

性を確認する臨床試験」を行った。また、開発し

た再生軟骨を気管狭窄症治療に応用する医師主導

治験を開始した。さらには、脂肪幹細胞の抗炎症

作用、組織修復作用を期待した、新規顎関節症治

療についての臨床研究の準備を進めている。 

小児再生医療研究室においては、気道の組織再

生研究を行っており、臨牀研究の為の基盤技術を

開発している。また、気管軟化症に対するサイト

カイン療法の臨床研究を行うための基礎研究を行

っている。 
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臨床研究 

研究成果として特に注目すべき点は、基盤研究

の結果として、臨床研究が開始されていることで

ある。骨・軟骨再生医療寄付講座では、非荷重部

の骨欠損に対するヒト臨床研究（承認番号＃

1310）、東大病院を中心とした大規模臨床治験を

行った。また、セル&ティッシュ・エンジニアリン

グ寄付講座において、口腔顎顔面外科・矯正歯科

と協力し、医師主導治験である「インプラント型

自己細胞再生軟骨の安全性及び有効性を確認する

臨床試験」を行った。このように、組織工学・再

生医学の医療現場への展開に向けて、順調にトラ

ンスレーショナル・リサーチ活動を進めていると

考えられる。 

 

病院に対する貢献 

ティッシュ・エンジニアリング部は、病院の共

同研究施設として、共焦点レーザー顕微鏡・細胞

解析装置・細胞ソーター等の非常に高価で各研究

室で揃えることの難しい特殊機器を共用として病

院の職員に開放し、若干のコスト負担で使用でき

るようにしている。実際に、この施設を利用して、

様々な診療科が研究を進めている。 
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沿革と組織の概要 

 近年の臨床研究を取り巻く諸問題について適切

かつ機動的に対応し、研究倫理問題・研究不正を

未然に防止し、信頼性の高い臨床研究を推進でき

るよう、臨床研究の管理役を果たす「臨床研究ガ

バナンス部門」が、「臨床研究実施支援部門」と独

立して 2015 年 1 月 1 日付で設置された。臨床研

究ガバナンス部は、高度医療を提供する大学附属

病院が推進する臨床研究の倫理を遵守し研究の信

頼性を確保するために、率先して臨床研究を管理

して推進する体制を構築することを目的としてい

る。 

 臨床研究ガバナンス部は現在、①企画・戦略推

進室、②臨床研究公正推進室、③監査信頼性保証

室の３つの室から構成され、相互連携し、ガバナ

ンス機能の推進、強化に当たる。 

 

 企画・戦略推進室は、（1）東大病院の研究開発

に関する総合戦略案の検討、（2）大型研究事業公

募時の対応本部機能、（3）研究費獲得や知財に関

する窓口相談、（4）臨床研究拠点の財務面におけ

る自立戦略の検討、（5）臨床現場におけるニーズ

や研究シーズ発掘、（6）東大病院の研究活動の調

査とデータベース化、（7）臨床研究に関する外部

機関からの情報収集、（8）東大病院における利益

相反に関する業務、（9）先端医療開発支援管理委

員会にかかる事務局業務、（10）特定臨床研究運

営委員会にかかる事務局業務を行う。 

 臨床研究公正推進室は、（1）臨床研究における

不適正事案への対応、(2) 臨床研究者教育に関す

る業務、（3）研修会開催要領の提供を行う。 

 監査信頼性保証室は、(1) 臨床試験・研究の監

査の実施、(2) 臨床試験・研究の信頼性に関わる

指導と助言、(3) 監査結果および信頼性に関する

定期的状況分析と病院長への報告、本院の信頼性

確保の体制構築に関する提案、(4) 規制当局によ

る適合性調査等への対応支援および結果の一元管

理、(5) 外部監査機関に業務を委託した場合の一

元管理、(6) 本院に対する外部機関による監査結

果の一元管理、(7) 調査および監査の指摘事項へ

の是正措置・予防措置の対応状況の確認、(8) 信

頼性に関わる法規制情報の収集、問題事例等の分

析、教育の提供、(9) 橋渡し拠点間ネットワーク

監査ワーキング事務局に関する業務を行う。 

 

 2019 年 3 月時点の構成員は、部長（専任）1 名、

企画・戦略推進室について、職員 1 名（助教・URA1

名）、監査信頼性保証室について、職員 4 名（特

任専門員、特任専門職員、学術専門職員、医療技

術職員各 1 名）及び派遣職員 3 名（監査専門派遣

1 名、監査補助 1 名、事務 1 名）の 7 名である。

臨床研究公正推進室の職員は配属なく、部長が兼
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任している。 

 

活動状況 

 企画・戦略推進室は、2018 年度に、以下の業務

を実施した。 

1）臨床研究関連組織調整業務：医療法上の臨床

研究中核病院承認維持対応（業務報告、医療監

視）、特定臨床研究運営委員会運営（事務局）、

特定臨床研究監査委員会対応 

2）その他：研究論文発表活動調査、先端医療シ

ーズ開発フォーラム開催協力等 

 

 監査信頼性保証室は、2018 年度に、以下の業務

を実施した。 

1）監査の実施：①東大病院内の医師主導治験に

対して 4件、特定臨床研究試験に対して 3件、

その他の試験に対して 2件の合計 9件の監査を

実施した。②東大病院が主施設の医師主導治験

に対して、1 件の監査を実施した。③他大学病

院から受託の多施設医師主導治験に対して、1

件の監査を実施した。④その他、受託済みでは

あるが、今期は監査計画上実施していない試験

や準備中（実施計画書作成支援、監査手順書・

計画書作成支援している試験）のものが複数あ

る。 

2）各種調査への対応：拠点調査、AMED 実地調

査、中核実地調査等の関係当局による調査に参

加し、信頼性保証体制について説明を行った。 

3）一元管理：監査について、当室が関わってい

ないが東大に対して臨床研究・医師主導治験に

関する監査結果等も当室が情報を収集し、一元

管理を推進している。また、医薬品等の申請後

に実施される規制当局による適合性調査（GCP

実地調査）については、東大病院に対して行わ

れた調査の結果等の一元管理を行っている。 

4）アドバイザリー等：中央管理ユニット、サイ

ト管理ユニット等からの信頼性に関わる種々の

相談を受けアドバイスを行い、アドバイザリー

ログとして記録を室内で管理している。 

5）橋渡し事業：2017 年 6 月に「橋渡し研究戦略

的プログラム：拠点間ネットワーク監査ワーキ

ンググループの取り組み」の事務局として東大

が採択された。10 拠点からの監査担当者等

（1-3 名）から構成される監査ワーキングにつ

き、年 3回の WG全体会合（5 月 18 日、11 月

6 日、3 月 12 日）を開催し、監査担当者教育研

修（3 月 5 日）を実施し、3 つのテーマ、①監

査担当者教育、②監査に関する課題収集と検討、

③監査のあり方について、サブワーキング会議

計 24回を開催した。 

６）その他の活動：①UCHTアライアンス活動と

して、8 大学間で相互ビジットを行い、実施体

制の評価を行った。②国立大学附属病院臨床研

究推進会議の活動として信頼性体制の検討に参

画した。③日本 QA 研究会へ参加した。 
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沿革と組織の概要 

こころの発達診療部は、特別教育研究経費によ

る「こころの発達」臨床教育センターに対応する

診療部門として、2005 年 4 月に、院内措置で開

設された。「こころの発達」臨床教育センターは、

児童精神医学・脳科学を基礎としながら幅広い職

種におけるこころの発達に関する専門家の育成を

目的とした。精神神経科（小児部）での 37 年間

にわたる発達障害の治療教育などの蓄積を踏まえ

つつ、精神神経科、小児科はもちろん教育学研究

科、さらにはこころの発達や発達障害に関わる他

の教育機関・診療機関とも連携して活動を展開し

てきた。こころの発達診療部は、このセンターの

実践的な教育･育成の場であると同時に、こころの

発達に関わる様々な問題を有する患者の診療の場

として機能してきた。 

2009年度で「こころの発達」臨床教育センター

が期間満了を迎えると同時に、2010年度から医学

系研究科脳神経医学専攻統合脳医学講座にこころ

の発達医学分野が開設された。それに伴って、こ

ころの発達診療部は、専門性の高い児童精神医療

及び児童精神医学の発展に資する人材の育成と共

に研究に対応することにも重点を置くこととなっ

た。こころの発達医学分野の教員に加えて、ここ

ろの発達診療部専任の診療要員として特任臨床医

3名、心理職 3名（うち 2名が特定有期雇用）が

配置されている。また、主としてこころの発達診

療部の業務を行う精神保健福祉士 1名（医事課・

地域連携部）が勤務している。 

 

診 療 

こころの発達診療部では、2018年度には常勤・

非常勤を合わせて 8名の医師が診療に携わり、ま

た、常勤・非常勤を合わせて 6名の心理職が診療

を担当してきた。 

診療の対象は、こころの発達に関する多様な問

題であり、その中でも発達障害に比較的に重きを

置いている。ここで言う発達障害とは、自閉症を

中心とする自閉スペクトラム症（ autism 

spectrum disorder: ASD）、注意欠如・多動症

（ attention-deficit/ hyperactivity disorder: 

ADHD）、学習障害（learning disabilities: LD）、

知的能力障害（intellectual disability: ID）、さら

にはチック症やその近縁の児童思春期強迫症

（obsessive-compulsive disorder: OCD）までも

含めたかなり幅広いものである。新来は、一部が

医学生実習に対応している一般外来と、チック/

強迫外来からなる。新来患者数は 278 名であり、

2017年度より約40名増加していた。ASD、ADHD、

チック症をあわせると新来患者の約 2/3を占めて

いた。この３疾患の比重が大きいことは 2017 年

度と変わりなかったが、知的能力障害、不安症/
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強迫症/身体症状症がそれぞれ約 8％認められ、患

者がより多様になっていることがうかがわれた。

年齢別では、小学生年代が 114名、中学生年代が

43名であり、両者を合わせると過半数に達してい

た。幼児は 85名であり、2017年から微増してお

り、早期診断・早期介入へのニーズに対応してい

ることを反映していた。 

再来も一般外来と専門外来（チック/強迫外来）

に分けられる。一般外来では、治療期間を区切っ

て専門的な診断・評価に基づいて治療方針を策定

して実施し、一定の方向性を明らかにして地域の

医療・療育・教育機関につなぐ。専門外来は、専

門的な診療への高いニーズに応えると同時に研究

にも対応する外来となっている。 

児童精神科医による外来では、薬物療法や精神

療法だけでなく、心理教育、学校などの関連機関

との連携を含めて行っている。 

心理職は心理検査に加えて心理相談も担当し

ている。対象の多くは発達障害児・者であり、発

達的観点を重視して一人一人の患者に合わせて行

っている。多くの場合に、心理相談では、(1)発達

の評価、(2)療育指導（患児に対して、教育的手段

を用いて精神機能の障害や行動の異常の改善を図

る）、(3)療育相談（親を中心とする関係者に対し

て、適切な対応法などの相談にのる）及び環境調

整を主治医と相談しつつ行っている。環境調整に

は精神保健福祉士が関与することもある。時に、

強迫や不安などに焦点を当てた認知行動療法が行

われる。 

療育については、早期療育の重要性が高まって

きたことに対応して、3 歳代までの幼児を対象と

した個別療育が、毎週約 10 回で 4 クール実施さ

れた。 

2011年度から開始されたADHD学童の親を対

象とするペアレントトレーニングプログラムは、

小集団で実施し、参加者が、育てにくさを持つ子

どもへの理解を深めて、適切な対応の仕方を学ぶ

ことを目指している。 

これらの他に、精神神経科病棟を使用した発達

障害検査入院も実施している。うつなどの精神症

状を有するもののその基盤にASDやADHDなど

の発達障害の存在が疑われて精査を希望する成人

を対象とする。精密な評価の結果に基づいて、こ

ころの発達診療部の医師・心理職から患者本人に

障害特性及びその対応法への説明を行う。 

また、小児科をはじめとする院内他科とのリエ

ゾン活動にも力を入れている。 

 

教 育 

医学生に対して、小児新患見学または小児新患

ポリクリと ASD 幼児療育実習を行っている。心

理系大学院生に対して、ASD幼児療育研修を行っ

ている。 

2018年度は、初期研修医（小児科重点コース履

修者など）の 1ヶ月間の研修として、新患の予診

とり、再来の陪席、治療教育の見学、地域の児童

精神関連施設の見学などを組み合わせたプログラ

ムを実施した。また、研修医を含む一般精神科医

に対しては、「発達回診」及び「発達障害検査入院

プログラム」の機会を活用して、発達障害の知識

と経験を得られるようにした。 

成人の発達障害への関心の高まりに対応して、

医師や心理職などを対象とする発達障害研修会を

毎年開催しているが、2018年度は、第 59回日本

児童青年精神医学会総会を主催したことに伴い、

そのプログラム内で 2018年 10月に実施し、200

名以上が参加した。 

 

研 究 

これまで精神神経科が発達障害に関わる他の

研究機関・教育機関・診療機関と連携して行って

きた ASD や ADHD の原因究明と効果的発達支

援・治療法の開発を目指す研究に引き続き参加す

ると共に、こころの発達診療部の診療活動の特性
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を生かした研究も進めている。 

 

・臨床評価、治療 

ASD 幼児を対象にする療育の効果を検討し続

けている。特に、早期介入（子どもの療育に加え

て、親支援も含む）の検討を深めている。高機能

ASD 成人に対する集団認知行動療法のプログラ

ムに関する多施設共同の RCT のデータの解析も

行っている。 

また、トゥレット症候群（多様な運動チックと

音声チックを有する慢性のチック症）や児童思春

期 OCD を対象としてチックや強迫症状などを評

価して症状間の関連を検討する研究が進行してい

る。成人後も重症なチックが持続する難治性トゥ

レット症候群について、脳深部刺激治療を実施し

ている脳外科医などと一緒に多施設共同研究も行

っている。さらに、チックに対する包括的行動介

入（Comprehensive Behavioral Intervention for 

Tics: CBIT）の予備的検証も行ってきた。一般の

幼児におけるチック及び関連行動の調査、チック

の客観的な計測も行っている。 

 

・神経心理 

ASD、ADHD、トゥレット症候群を対象とした

神経心理学的研究が行われて、臨床評価との関連

を検討したり、患者の健常同胞と比較したりして

解析を行ってきた。 

 

・遺伝 

遺伝と環境との相互作用にも注目しており、親

の年齢と発達障害との関連について検討している。

また、ASDの多発家系についてエクソンシークエ

ンスによる解析を行ってきた。トゥレット症候群

の遺伝子解析も進めている。 

 

・脳画像 

ASD を主な対象として、MRI による形態画像

研究、NIRS や fMRI による機能画像研究を行っ

ている。ADHD成人及びトゥレット症候群成人を

対象として遅延報酬課題を用いて fMRI計測した

データの解析も行ってきた。 
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沿革と組織の概要 

2008 年度における日本のがんによる死亡者数

は 34 万人を超えており、死因の第 1 位を占めて

います。このような背景により、わが国では 1984

年度から「対がん 10 カ年総合戦略」、1994 年度

には「がん克服新 10 カ年戦略」、2004 年度には

「第 3 次対がん 10 カ年総合戦略」が策定され、

実施されてきました。さらに、2006年 6月に「が

ん対策基本法」が成立、日本のがん対策の基本方

針を定める法律が策定されております。 

これらのがん対策のなかで、緩和ケアは重要な

位置を占めており、がん対策基本法では「自宅や

施設においても、適切な医療や緩和ケアを受ける

ことができる体制の整備を進めること」と、がん

医療における緩和ケアが重要視されていることが

示されています。さらに 2012 年にはがん対策推

進基本計画が見直され、「がんと診断された時から

の緩和ケアの推進」を重点課題とし、癌治療の中

での緩和ケアの位置づけはますます重要なものと

なっております。 

東大病院緩和ケア診療部では、緩和ケアチーム

を中心として、単に身体症状のコントロールだけ

でなく、こころのケアや社会的なサポートも同時

に行い、患者さんのQOL（Quality of life）を総

合的に高めることを目的として活動を行っていま

す。また、医学部生などの教育や緩和医療学研究

の拠点ともなっています。 

2003 年に中央診療部門の一部として発足した

緩和ケア診療部は、2013年度に 10周年を迎えま

した。院内外のがん緩和ケアへのニーズの高まり

に応じて、当診療部の人員も医師、看護師、臨床

心理士ともに順次増員されて参りました。2014

年度からは疼痛医学を専門とする専任の准教授が

部長に就任し、診療、教育、研究すべてにおいて

益々実績を積み上げています。 

 

診 療 

東大病院では、日本緩和医療学会認定指導医を

含む専従医師 2名、専任医師 2名、がん専門看護

師および緩和ケア認定看護師、臨床心理士を中心

に多分野の専門家で構成される緩和ケアチームが

病棟および外来へ赴き、がん治療医のチーム、病

棟および外来の看護師、精神科リエゾンチーム、

リハビリテーション部、地域医療連携部などと連

携して、がん治療を受けている患者さんに緩和ケ

アを提供しています。依頼される内容としては、

疼痛コントロールなど身体症状に関するものが多

い結果となっておりますが、精神症状や臨床心理

の専門家を擁したコンサルテーション・チームと

なっているため、患者さんとご家族に対する全人

的な側面からのサポートを行うことが可能となっ

ております。 

これまで、緩和ケアチームではのべ 5,000件以

上の新規依頼を受けており、2016年度には新規依
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頼数 900 件以上を達成後、2017 年度にもその件

数を増やし、全国立大学中最多の対応件数となっ

ています。緩和ケア外来加算が算定可能となった

2012 年度からは緩和ケア外来も開かれており、

2013年度には「がん治療期の痛み外来」と「がん

性疼痛セカンドオピニオン外来」も新たに開設し

診療しています。「がん治療期の痛み外来」ではが

ん化学療法による神経障害性疼痛患者とがん術後

遷延性疼痛の受診が多く、院内外から患者さんを

受入れています。 

さらに、がん患者の身体的苦痛や気持ちのつら

さにがん診療医や看護師が対応した場合に算定可

能な「がん患者指導管理料 2」とがん薬物療法を

文書を用いて説明した場合に算定可能な「がん患

者指導管理料 3」の院内体制整備を担当し、院内

全体での緩和ケア診療と充実したインフォームド

コンセントの普及に貢献しています。 

 

教 育 

緩和ケア診療部における医師に対する初期研

修は、第 1年次、第 2年次に選択科目として、１

ヶ月、2ヶ月、4ヶ月、8ヶ月間行うことができ、

緩和ケアチームに同行し平日に毎日行われる緩和

ケアのカンファレンスに参加することで緩和ケア

の基礎知識を学ぶことができます。 

１）緩和ケア研修プログラム 

（１か月＊）２ヶ月（選択）研修コース 

・ 全ての研修医を対象とした、緩和ケアの基礎

知識および基礎技術の習得を目的としたプロ

グラム。＊「内科総合」選択の中でのみ 

４ヶ月、８ヶ月（選択）研修コース 

・ 臨床腫瘍医ないしは緩和ケア医を目指す医師

のための基礎知識および基礎技術とコミュニ

ケーション・スキルを身につけるためのプロ

グラム 

2008年度より、緩和医療学会により“認定研修施

設”に認定され、都内または地域の施設から緩和

ケアの研修生を受けいれており、がん拠点病院の

指定要件にもなる「緩和ケア講習会」の開催も年

2 回行っております。また、がんプロフェッショ

ナル基盤養成プランからも緩和ケアの研修を受け

入れております。 

２）教育課程 

研修医配置及び研修内容 

・ 研修医は全て緩和ケアチームに配属されます。

緩和ケアチームの病棟および外来診療にチー

ムの一員として参加し、基本的な緩和ケアの

理論および実践について習得します。 

・ ４ヶ月および８ヶ月コースでは、担当患者の

緩和ケアの診療計画を立て、病棟主治医、病

棟スタッフらと担当患者の緩和ケアについて

議論し、診療計画を実施して行きます。 

・ 週に一度の Research meeting を行い、緩和

ケアにおける介入試験、質問紙調査などを推

進しております。 

研修内容と到達目標 

・ 病棟診療（コンサルテーションでの診療患者

は 1 日約 40-50 名）：消化器がんなどわが国

で頻度の高い疾患について、一般病棟で提供

できる身体症状のコントロール、精神症状の

コントロールの概要を習得。全人的ケア、家

族ケアおよび地域連携についての概要も習得

します。 

・ 症例データベース登録：東大病院において緩

和ケアチームが診療する患者は終末期である

ことが多く、日々状態が変わっていくことも

珍しくありません。このように身体的に精神

的に変化する患者さんに対して、提供された

緩和ケアの内容は、簡潔かつ明瞭にデータベ

ースに入力されなければなりません。 臨床研

究とも直結する緩和ケアのデータ管理の概要

を習得します。 

・ コミュニケーション・スキル：臨床医は患者

を診るすべての過程で頻回に「悪い知らせ」
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を伝えなければなりません。がんの診断、進

行、予後についての正確な情報を患者に伝え

ることは、臨床医にとって非常に困難でスト

レスの多い仕事といえます。臨床医は、「悪い

知らせ」と「患者の希望や期待」とのバラン

スを取らなければならない一方で、治療が上

手く行かなかったときに、患者の喪失感や悲

嘆に対処する必要があります。緩和ケア診療

部では、コミュニケーション・スキルによっ

て患者さんとご家族の心理的援助を行うべく、

サイコオンコロジー学会によって推奨される

コミュニケーション・プロトコールを積極的

に実践しています。 

教育に関する行事 

・ 初期研修医に対する集中講義、以下の講義が

スタッフにより行われます。 

 疼痛コントロール 

 せん妄コントロール 

 ガイドラインの紹介と使用方法 

 緩和ケア薬物療法の基本 

 日本人のスピリチュアル・ケア 

 がん患者の心理社会的サポート 

 キャンサーサバイバーシップ 

臨床研修スケジュール 

・ カンファレンス：月〜金（毎日）9:00-10:00 

・ 病棟診療：月〜金（毎日）カンファレンス終

了後〜依頼患者の診療終了まで。 

指導体制 

・ 病棟診療：指導医 3名（准教授 1名、助教 2

名、診療登録医 1名）、緩和ケア認定看護師 1

名、がん性疼痛認定看護師 1名、薬剤師 2名、

研修医 1-2名、臨床心理士 1名からなる診療

チーム（緩和ケアチーム）を構成し、緩和ケ

アチームで 1日約 50例〜60例の入院患者の

診療に当たります。 

・ カンファレンス：毎日のカンファレンスには

病棟をラウンドする緩和ケアチームのメンバ

ー以外に麻酔科医、精神科医、心療内科医、

麻薬専門薬剤師、リサーチレジデント、東大

大学院医学系研究科の教員が参加し、緩和ケ

アチームの提供する緩和ケアが集学的に議論

され、専門的な見地からの指導が行われます。 

 

研 究 

緩和ケア診療から集積された内容は、簡潔かつ

明瞭にデータ・ベース化され、臨床研究の成果と

して、国内外の専門誌に発表されています。 

以下の研究領域は、緩和ケア診療部で実施され

てきたものです。 

1) 専門緩和ケアチームの評価と質保証 

2) キャンサーサバイバーシップ 

3) 痛みによる脳認知機能の修飾 

4) がん治療による神経系合併症の機序解明 

5) 痛みによる睡眠障害の誘発機序 

6) 神経障害性疼痛の評価 

7) 在宅ケアと地域連携 

8) がん患者を支える診療プランの確立 

9) 緩和ケアにおける臨床研究と質問紙調査 
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1. Osumi M, Sumitani M, Otake Y, Morioka S. 

Fear of movement modulates the feed-

forward motor control of the affected limb 

in complex regional pain syndrome (CRPS): 

a single-case study. 

Medical Hypotheses 2018; 110: 114-9 

2. Yokoshima Y, Sumitani M, Nishizawa D, 

Nagashima M, Ikeda K, Kato R, Hozumi J, 

Abe H, Azuma K, Tsuchida R, Yamada Y, 

Japanese TR-Cancer Pain research Group. 

Gamma-aminobutyric acid transaminase 

genetic polymorphism is a candidate locus 

for responsiveness to opioid analgesics in 

patients with cancer pain: an exploratory 

study. 

Neuropsychopharmacology Reports 2018; 
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38: 175-81 

3. Sumitani M, Nishizawa D, Ikeda K, Abe H, 

Kato R, Ueda H, Yamada Y. Association 

between polymorphisms in the purinergic 

P2Y12 receptor gene and severity of both 

cancer pain and postoperative pain. 

Pain Med 2018; 19: 348-54 

4. Osumi M, Sumitani M, Otake Y, Morioka S. 

A “matched” sensory reference can guide 

goal-directed movements of the affected 

hand in central post-stroke sensory ataxia. 

Exp Brain Res 2018; 236: 1263-72 

5. Nikaido T, Sumitani M, Sekiguchi M, 

Konno S. The Spine pain DETECT 

questionnaire: development and validation 

of a screening tool for neuropathic pain 

caused by spinal disorders. 

PLoS ONE 2018; 13: e0193987 

6. Abe H, Sumitani M, Uchida K, Ikeda T, 

Matsui H, Fushimi K, Yasunaga H, Yamada 

Y. Association between mode of anaesthesia 

and severe maternal morbidity during 

scheduled caesarean delivery: a nationwide 

population-base study in Japan. 

Br J Anaesth 2018; 120: 779-89 

7. Sumitani M, Sakai T, Matsuda Y, Abe H, 

Yamaguchi S, Hosokoawa T, Fukui S. 

Executive summary of the Clinical Guide-

lines of Pharmacotherapy for Neuropathic 

Pain: Second by the Japanese Society of 

Pain Clinicians. 

J Anesth 2018; 32: 463-78 

8. Matsuishi Y, Hoshino H, Shimojo N, 

Enomoto Y, Kido T, Hoshino T, Sumitani M, 

Inoue Y. Verifying the validity and 

reliability of the Japanese version of the 

Face, Legs, Activity, Cry, Consolability 

(FLACC) Behavioral Scale. 

PLoS ONE 2018; 13: e0194094 

9. Otake Y, Yozu A, Fukui T, Sumitani M, 

Haga N. Relationships between toe flexion 

movement and center of pressure position. 

Int J Foot Ankle 2018; 2: 15 

10. Kuwajima K, Sumitani M, Kurano M, Kano 

K, Nishikawa M, Uranbileg B, Tsuchida R, 

Ogata T, Aoki J, Yatomi Y, Yamada Y. 

Lysophosphatidic acid is associated with 

neuropathic pain intensity in humans: an 

exploratory study. 

PLoS ONE 2018; 13: e0207310 

（And, 20 Japanese articles） 
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がん相談支援センター 
 

センター長 

野村幸世 

副センター長 

分田貴子 

相談員 

安田恵美、福田桂子、若尾邦江 

 

ホームページ http://www.h.u-tokyo.ac.jp/patient/depts/gansoudan/ 

 

 

沿革と組織の概要 

我が国のがん対策として、全国どこに居住して

いても適切ながん医療を受けられるように「がん

診療連携拠点病院」の整備が進められています。

東大病院は平成 20 年度より地域がん診療連携拠

点病院に指定され、がん患者さんおよびご家族あ

るいは地域住民のがんに関する相談事を伺い、適

切な部門や施設へ誘導できるよう 「がん相談支援

センター」を開設しました。 

 

サービス 

1. がんになったときに必要な情報の提供  

がんになったら、まずがんについての情報を集

める必要があります。相談支援センターでは各種

のがんに関する情報・冊子 を提供しています。 

また、医師が提示する治療法の中から自分に最

適な治療を選択するためには、医師の説明を正確

に理解する必要があります。難しい医学用語をや

さしく説明し、医師の話を理解する手助けをしま

す。 

 

2. がん療養上の各種相談  

がんになると、どこでどのような治療を受ける

のかという医学的な問題以外にも、医療費、退院

後の過ごし方、介護サービス、仕事・就労など、

療養上の問題が発生してきます。社会的な悩み事

に対する相談支援を行います。 

 

3. セカンドオピニオンの情報提供  

セカンドオピニオンの受け方やセカンドオピニ

オンを行っている施設について情報提供します。 

 

4. がん治療中の外見変化に関する相談  

脱毛や、肌の色素沈着など、がん治療に伴う見

た目の変化に対し、ウィッグやカバーメイクなど

の相談支援を行います。 

 

5. がんに関する一般的な情報の提供と相談  

がんには罹ってはいないが、がんの治療やがん

検診などについて知りたい方のために情報発信・

情報提供を行います 

 

体制 

センター長の医師 1 名、副センター長の医師 1

名、看護師 3 名の体制です。相談は看護師が対応

します。 

電話相談は予約の必要はありませんが、対面相談

は原則として予約が必要です。  



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.138, Oct. 2019 629 

・受付：平日 9 時～16 時（12 時～13 時除く） 

・電話：03-5800-9061  

・相談料：無料 

 

研究 

がん治療に伴う外見変化による QOL（生活の質）

の低下と、そのケアに関する研究を行っています。 

 

出版物等 

 

1. 女性のがんと外見ケア 法研出版 分田貴子  

(2018.9) 

2. 院内美容ボランティアの重要性、第 26 回日本

乳癌学会、分田 貴子、野村 幸世 (2018.5) 

3. 院内外見ボランティアサービスの重要性、第

56 回日本癌治療学会学術集会、分田 貴子、

柘植 美恵、春木 ひかる、三浦 恵美子、安田 

恵美、野村 幸世 (2018.10) 
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臨床ゲノム情報部門 
 

部長・教授 

門脇 孝 

 

 

 

組 織 

ゲノム医学およびその基礎となる臨床疫学調査

といった要請に重点的に対応するため、2003 年に

発足した組織である。本部門は、臨床疫学のデー

タ収集と管理を確立して、近年発展しているゲノ

ム研究の結果を適切かつ効果的に臨床応用に結び

付けるための機能を担っている。さらにゲノム・

疫学統計に関する研修や教育にも貢献している。

本部門は、教授１が置かれ、糖尿病、腎臓病、循

環器、疫学等の専門家が参加して構成されている。 

 

活 動 

日本人集団の 2 型糖尿病の遺伝素因を解明する

ために、理研、バイオバンク・ジャパン、大阪大

学などと協力し、20 万人規模の 2 型糖尿病のゲノ

ムワイド関連解析（GWAS）を実施した（2 型糖

尿病 36,614 例および対照群 155, 150 例）。本研

究で解析対象となった検体はバイオバンク・ジャ

パン、東北大学東北メディカル・メガバンク機構、

岩手医科大学いわて東北メディカル・メガバンク

機構、多目的コホート研究、日本多施設共同コー

ホート研究より提供された。大規模 GWAS の結

果、88 の遺伝子領域がゲノムワイドの有意水準を

もって 2 型糖尿病と関連しており、うち 28 領域

はこれまでに報告のない新規領域であることを報

告した（Nat Genet. 2019,51(3),379-386）。糖尿病

治療薬の標的分子である GLP-1 受容体のミスセ

ンス variant など、2 型糖尿病の危険性を高める

遺伝的 variant を新たに同定した。2 型糖尿病の

遺伝において、日本人集団と欧米人集団に共通す

る、または相違がある分子生物学的パスウェイを

明らかにした。最近の欧米人集団の 2 型糖尿病を

対象とした 90 万人規模の GWAS で、新規に 135

領域が報告されたが、本研究グループが日本人集

団で新規に同定した 28 領域との重なりは 8 領域

のみであった。残り 20 領域は日本人集団におけ

る GWAS においてのみ有意な関連が認められる

領域であることが確認された。本研究成果は 2 型

糖尿病の遺伝要因の理解を深めるとともに、将来

的には糖尿病の発症予測・発症前予防の応用につ

ながることが期待される。本論文は、日本学術会

議 ゲノム関連委員会分科会 2019 年の提言「ゲ

ノム医療・精密医療の多層的・統合的な推進」に

おいて、文献６として引用され、政策提言に関わ

った。 

研究における個人の遺伝情報の結果返却に関す

る倫理的・法的・社会的課題について、AMED の

先導的 ELSI プロジェクトにおいて、インタビュ

ーを受けて報告書の作成に協力した。 

また、理研、バイオバンク・ジャパン、琉球大

学などと協力し、バイオバンク・ジャパンの糖尿

病性腎症の症例を対象とした GWAS にて１領域

を同定し、報告した（PLoS One. 2018, 19, 13(12), 

e0208654）。さらに、理研、バイオバンク・ジャ

パン、大阪大学などと協力し、網膜症や腎症の合

併症がない 2 型糖尿病の症例、網膜症の進行した

2 型糖尿病の症例、および顕性腎症や透析中など

腎症が進行した 2 型糖尿病の症例について、本年
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度までに合計 1,335 症例の全ゲノムシークエンス

を実施しデータの解析を進めた。東京医科歯科大

学、理研、バイオバンク・ジャパン、大阪大学な

どと協力し、罰則付き機械学習等のアルゴリズム

を活用した、糖尿病の発症や重症化の予測手法の

開発に着手した。 

心血管疾患の領域としては、冠動脈狭窄や心筋

梗塞など動脈硬化性疾患に重点をおいている。臨

床的に役立てるために、実臨床において得られる

臨床データベースと遺伝因子のデータを蓄積して

解析することが重要と考えられる。これらのデー

タの活用により、動脈硬化性疾患やその治療効果

についての遺伝因子の詳細が明らかになることが

期待される。 

院内外の複数の科と連携して、生活習慣病の

extreme phenotype を示す症例について、若年発

症成人型糖尿病や脂肪萎縮症などについて遺伝素

因について、次世代シークエンサーを用いたパネ

ル解析を実施し、遺伝や重症化の予測や対応につ

いて明らかにした。 
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ゲノム解析部門 
 

部門長・教授  
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※都合により、昨年度と同じ内容となっております。 

 

 

ゲノム医学センター・ゲノム解析部門は，平成

23 年に，東大病院の共同利用施設として発足し

た。次世代シーケンサーとして，HiSeq 2500  3

台，Pacific Bioscience RS II  1 台，Pacific 

Biosciences Sequel  1 台，Oxford Nanopore 

MinION システム，  MiSeq  1 台，Droplet 

Digital PCR，サンプル処理を自動化するロボッ

ト，さらにゲノムインフォマティクスに必要な計

算サーバを整備し，共同利用施設としての活動を

行っている。特にゲノムインフォマティクスにつ

いては，新領域創成科学研究科の森下真一教授の

研究室との共同研究体制を構築して実施している。 

 

ゲノム解析実績 

院内の共同利用施設として，多くの診療科から

の解析依頼を受託して exome シーケンシング，

全ゲノムシーケンシングを実施している。さらに，

文部科学省の新学術領域研究先進ゲノム支援や，

厚生労働科研費に基づき，学外の研究機関からの

依頼も積極的に受託している。年間 2,000件程度

の解析を行っている。 

 

研究成果 

様々な診療科，研究室との共同研究から，シャ

ルコー・マリー・トゥース病 2A2A，2K，2Z，

脊髄症変性症 42型，巣状糸球体硬化症 9型の臨

床遺伝学的検討，トゥレット症候群の関連遺伝子

候補の発見，大脳病変を伴う脊髄性筋萎縮症の原

因遺伝子 TBCDの発見の報告を行った。また，5

件の症例報告を行った。 
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with survival to adulthood diagnosed by 

whole-exome sequencing. J Neurol Sci. 2017 

Jan 15;372:6-10. 
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ゲノム診療部 
 

部門長・教授  

南学 正臣 

 

※都合により、昨年度と同じ内容となっております。 

 

 

ゲノム医療に関連する広範・多様な要請に対応

するため、既存の臓器・系統別診療体制の枠を越

えた横断的組織として，2003 年に臨床ゲノム診

療部として発足した。2017 年改組によりゲノム

診療部となりより一層，多くの診療科・部門との

連携が図られるようになった。遺伝病・難病部門，

がん部門、とそれぞれの専門性を生かしつつ，領

域にとらわれない連携したゲノム医療の実践に取

り組んでいる。責任者として教授１（併任）が置

かれ、内科、外科、小児科、産婦人科、検査部、

病理部などの医師だけでなく看護部や企画情報運

営部、認定遺伝カウンセラーなどが参加している。

本診療部は、附属病院におけるゲノム医療の中核

をなすとともに、臨床遺伝専門医制度の教育研修

実施としての役割も担っている。 

 

診療 

外来棟 2階内科外来ブースエリアに専用診察室

（200 番診察室）を設けて、遺伝性疾患部門とが

ん部門として、多くの診療科とも協力して、臨床

遺伝専門医と認定遺伝カウンセラーによる遺伝カ

ウンセリング（完全予約制）を行っている。また、

他科からの確定診断のためのゲノム解析などのコ

ンサルトへの対応も行っている。 

検討会（毎月第１月曜日）にて、遺伝カウンセ

リングを行った全例について検討している。 

 

活動 

遺伝医療における遺伝カウンセリングの実施，

確定診断のためのゲノム解析の支援も行っている。

また、心臓外科、循環器内科、小児科、眼科、整

形外科・脊椎外科により開始された横断的なマル

ファン外来との連携で、遺伝カウンセリングの対

応、遺伝子診断及び臨床研究での協力支援を進め

ている。2018 年にがんゲノム医療中核拠点病院

に指定され、がんゲノム医療実装（先進医療 B: 

がん遺伝子パネル検査「Todai OncoPanel」の臨

床性能試験等）のための院内整備並びにがんゲノ

ム医療連携病院との体制整備も行なっている。八

栗遺伝学の診療への応用については，検査部、薬

剤部、関連臨床各科、企画情報運営部との連携に

よって、プロトンポンプ阻害剤、ワーファリン、

イリノテカン、タクロリムスについての薬理遺伝

学的検査を診療システムへ導入し、稼動している。

患者が希望した場合に、遺伝学的検査が実施でき

るよう検査項目の充実並びにリスク低減手術や確

定診断後のフォローアップ体制の構築も進めてい

る。 

 

出版物など 

 

1. Hosoe J, Kadowaki H, Miya F, Aizu K, 

Kawamura T, Miyata I, Satomura K, Ito T, 

Hara K, Tanaka M, Ishiura H, Tsuji S, 

Suzuki K, Takakura M, Boroevich KA, 

Tsunoda T, Yamauchi T, Shojima N, 
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Kadowaki T. Structural Basis and Genotype-

Phenotype Correlations of INSR Mutations 

Causing Severe Insulin Resistance. Diabetes. 

2017 Oct;66(10):2713-2723. 

2. Sato NS, Maekawa R, Ishiura H, Mitsui J, 

Naruse H, Tokushige SI, Sugie K, Tate G, 

Shimizu J, Goto J, Tsuji S, Shiio Y. Partial 

duplication of DHH causes minifascicular 

neuropathy: A novel mutation detection of 

DHH. Ann Clin Transl Neurol. 2017 May 

22;4(6):415-421. 

3. Yamashita T, Mitsui J, Shimozawa N, 

Takashima S, Umemura H, Sato K, 

Takemoto M, Hishikawa N, Ohta Y, 

Matsukawa T, Ishiura H, Yoshimura J, Doi 

K, Morishita S, Tsuji S, Abe K. Ataxic form 

of autosomal recessive PEX10-related 

peroxisome biogenesis disorders with a novel 

compound heterozygous gene mutation and 

characteristic clinical phenotype. J Neurol 

Sci. 2017 Apr 15;375:424-429. 

4. Harigaya Y, Matsukawa T, Fujita Y, 

Mizushima K, Ishiura H, Mitsui J, Morishita 

S, Shoji M, Ikeda Y, Tsuji S. Novel GBE1 

mutation in a Japanese family with adult 

polyglucosan body disease. Neurol Genet. 

2017 Feb 24;3(2):e138. 

5. Matsukawa T, Koshi KM, Mitsui J, Bannai 

T, Kawabe M, Ishiura H, Terao Y, Shimizu J, 

Murayama K, Yoshimura J, Doi K, 

Morishita S, Tsuji S, Goto J. Slowly 

progressive d-bifunctional protein deficiency 

with survival to adulthood diagnosed by 

whole-exome sequencing. J Neurol Sci. 2017 

Jan 15;372:6-10. 
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医工連携部 
 

 

ホームページ http://plaza.umin.ac.jp/~ikourenk/ 
 

 

医工連携部紹介 

先端生命科学を応用した新規技術開発が 21 世

紀における重要課題となっている。次世代新医療

技術開発に向けて、臨床の現場である東京大学医

学部附属病院で、医学と工学を横断的に融合した

新しい研究教育を行うことを目的として医工連携

部が設立された。病院診療科と東京大学の工学系

研究者とで共同提案されたプロジェクトであるこ

と、研究室の設備・運営費用は使用者負担とする

ことという基本事項に基づいて公募されたプロジ

ェクトが、医工連携研究室で活発な活動を続けて

いる。 

 

参加ユニット 

医学部附属病院 

循環器内科、糖尿病・代謝内科、大腸肛門外科、

血管外科、肝胆膵・人工臓器移植外科、心臓外科、

呼吸器外科、脳神経外科、泌尿器科・男性科、整

形外科・脊椎外科、顎口腔外科・歯科矯正歯科、

放射線科、ティッシュ・エンジニアリング部、臨

床疫学研究システム学講座、骨・軟骨再生医療講

座、軟骨・骨再生医療講座、免疫細胞治療学（メ

ディネット）講座、関節機能再建学講座 

工学系・薬学系研究科 

工学系研究科（化学システム工学専攻、機械工学

専攻、機械工学専攻流体工学研究室、精密工学専

攻医用精密工学研究室、システム量子工学専攻、

原子力国際専攻、化学生命工学、マテリアル工学

専攻）、医療福祉工学開発評価研究センター、情報

理工学系研究科（知能機械情報学専攻）、新領域創

成科学研究科（バイオメカニクス分野）、薬学系研

究科薬品代謝化学教室、医学系研究科疾患生命工

学センター（再生医療工学部門、臨床医工学部門）、

原子力工学研究施設、先端科学研究センター、生

産技術研究所 

 

沿革と組織の概要 

2002 年 6 月 東京大学医学部附属病院の特殊診

療部として医工連携部の設立が病院運営会議

で承認される。 

2002 年 9 月 病院の関連する診療科の中から選

定された委員で医工連携部運営委員会が組織

され、医工連携部への参加の基本原則（前記）

が決定される。 

2002 年 10 月 医工連携プロジェクトの公募開始。

18 件の応募があり、審査の結果承認される。

プロジェクトの代表からなる医工連携部利用

者連絡会議が組織され、管理研究棟の地下と

１階のスペース 554.4㎡に研究室の配置を決

める。 

2003 年 5 月 医工連携部工事完成。工事費用は

参加グループが分担する。 

2003 年 5 月 22 日 第一回医工連携研究会開催。

研究活動開始。 

2004 年 9 月 3日 第二回医工連携研究会開催。 

2005 年 9 月 13日 第三回医工連携研究会開催。 

2006 年 12 月 21日 第四回医工連携研究会開催。

（第三回先端医療開発研究クラスター、第二

回疾患生命工学センター、第二回 22 世紀医

療センターとの合同シンポジウム） 
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2007 年 12 月 13日 第五回医工連携研究会開催。 

2009 年 12 月 3日 第六回医工連携研究会開催。 

2011 年 2 月 2日 第七回医工連携研究会開催。 

2011 年 12 月 17日 第八回医工連携研究会開催。

（第七回 22 世紀医療センター、第四回 ティ

ッシュ・エンジニアリング部シンポジウムと

の合同シンポジウム） 

2013 年 1 月 25日 東京大学先端医療シーズ開発

フォーラム 2013｛東京大学先端医療開発部門

（22 世紀医療センター、医工連携部、ティッ

シュ・エンジニアリング部、臨床研究支援セ

ンター、臨床研究ガバナンス部、トランスレ

ーショナル・リサーチセンター、ゲノム医学

センター、早期・探索開発推進室／TR戦略・

推進室）による共同主催）。 

2014 年 1 月 24日 東京大学先端医療開発フォー

ラム 2014（同・共同主催）。 

2015 年 1 月 22日 東京大学医学部附属病院先端

医療シーズ開発フォーラム 2015（同・共同主

催）。 

2016 年 2 月 2 日 東京大学医学部附属病院先端

医療シーズ開発フォーラム 2016（同・共同主

催）。 

2017 年 2 月 2 日 東京大学医学部附属病院先端

医療シーズ開発フォーラム 2017（同・共同主

催）。 

2018 年 2 月 1 日 東京大学医学部附属病院先端

医療シーズ開発フォーラム 2018（同・共同主

催）。 

2019 年 2 月 18日 東京大学医学部附属病院先端

医療シーズ開発フォーラム 2019（同・共同主

催）。 

 

研究ユニット 

・高精度定位放射線がん治療システムの開発 

医学部附属病院放射線医学教室  

原子力専攻、原子力国際専攻 

工学系研究科化学システム工学専攻  

 高精度定位 X 線がん治療システム、先進小型電

子ライナックがん診断治療システムの開発。 

 独自に開発を進めてきた放射線治療中の治療部

位の可視化技術の臨床応用と、追尾型放射線治療

のための腫瘍動体予測システムの開発を目的とす

る。治療部位の可視化には、体内の臓器の動きを

反映した４次元コーンビーム CT 再構成アルゴリ

ズムを開発する。また、この可視化のために治療

中に撮影される２次元投影像をオンラインで取得

し、治療計画用や位置合わせ用に撮影されている

CT 画像を事前情報として臓器や腫瘍位置の確認

するシステム開発を行う。投影像の取得や解析に

よるタイムラグは、MSSA 法（Multi-channel 

Singular Spectrum Analysis）によって動きの予

測を実施する。加えて、予測を利用した腫瘍の異

常挙動を事前に検知するシステムにより、通常の

放射線治療よりも安全な照射が可能である。動画

予測については腫瘍の変形をも予測するという先

進的な研究であり、動画予測を改良することで、

より正常組織被曝量が低減できる高精度の追尾型

放射線治療の構築を目標とする。 

 

・脳神経外科手術用微細ロボティックシステムの

開発 

医学部附属病院 脳神経外科 

大学院工学系研究科 機械工学専攻 光石研究室 

 脳神経外科手術を対象として、微細ロボティッ

クシステムの研究開発を行う。ロボットによる微

細血管の吻合や顕微鏡画像処理による手術タスク

自動認識を研究する。 

 

・体外超音波砕石装置の開発 

医学部泌尿器科学講座 

工学部機械工学専攻流体工学研究室 

 腎臓結石の非侵襲な破砕を目指し，強力集束超

音波（HIFU）によって発生するキャビテーショ
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ン気泡を利用した新たな結石破砕手法を開発する。 

 

・診療プロセスのリスク低減支援システムの開発 

工学部化学システム工学 

予防医学センター 

 ゲノム情報を含む生物学的情報と臨床情報の統

合に関する研究・教育。循環器疾患に関するデー

タベースの構築と活用、テーラーメード医療の確

立。プロテオミクスによる薬剤ターゲットの選定

と創薬。代謝疾患、循環器疾患の転写制御の解明

と転写因子をターゲットとした創薬。医療データ

ベースを活用した医療安全モニタリング。医療情

報システムの評価手法の開発。臨床／疫学研究に

おける方法論の検討・開発。 

 

・高精度骨強度 3次元定量診断システムの開発 

医学部整形外科 

情報理工学系研究科知能機械情報学教室  

有限要素法を用いた骨の非侵襲的強度評価方法の

開発。関節リウマチ 患者にテリパラチドを新規に

投与し、投与効果を骨代謝マーカー、骨密度、CT

（computed tomography）を用いた有限要素解析

による予測骨折荷重を使用し、経時的・定量的に

評価。結果をもとに腰椎骨密度、予測骨折荷重を

上昇する因子を検討し、薬剤効果を効果的に反映

するかを検討。 

 

・難治性癌に対する中性子捕捉療法・免疫療法の

開発 

医学研究科臓器病態外科学心臓外科/呼吸器外科 

医学部附属病院放射線科 

工学系研究科原子力国際専攻 

免疫細胞療治療学（メディネット）講座 

難治性癌に対する集学的治療として病院併設

型加速器を用いた中性子捕捉療法を確立すること

および免疫細胞療法との併用効果の増強をめざす。

このために、中性子捕捉剤であるボロンおよびガ

ドリニウム化合物を腫瘍選択的に送達するドラッ

グデリバリーシステムの構築を進めている。 

 

・新しい生体分子シグナルの高感度検出法と画像

化の開発とその臨床応用 

薬学系研究科薬品代謝化学教室 

医学部附属病院循環器内科 

 化学に基づいた生体物質の可視化プローブの開

発。螢光プローブや MRI 造影剤を用いた動脈硬

化巣や虚血部位の画像化ならびに体外診断 

 

・肝癒着動物モデルを用いた腹膜癒着防止材料の

開発 

医学部肝胆膵外科・人工臓器移植外科 

生産技術研究所 

医学系研究科疾患生命工学センター 

工学系研究科化学システム工学専攻 

工学系研究科バイオエンジニアリンング専攻 

 肝癌に対する肝切除は再発時の治療として再手

術の機会が多い。再手術においては、肝臓と他の

臓器や腹膜との癒着は、剥離に多大な時間を要す

る上に、術中リスクを向上させる。このため初回

手術時に癒着を回避することは大きな課題である。

このために癒着防止材の開発、材料の適用法及び

これを検証するモデルの開発が強く望まれる。と

ころが肝癒着モデルは確立したものがなく、また

これを防止する材料は未だ開発されていないのが

現状である。我々医学部肝胆膵・人工臓器移植外

科と疾患生命工学センター医療材料機器・工学部

門の共同研究チームは、従来よく用いられている

腹膜切除盲腸擦過モデルでなく、肝切除による新

しい癒着モデルの開発と、これを防止する材料の

適用法及び開発に取り組んでいる。 

 

・ナノバイオテクノロジーと発生工学の融合によ

る生活習慣病の新規治療法の開発 

医学系研究科循環器内科 
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医学系研究科糖尿病代謝内科 

疾患生命工学センター 

 生活習慣病の病因・病態の分子メカニズムを解

明し、それを標的分子とした治療に応用すること

を目標としている。この目的のため本拠点では、

ナノ粒子を用いた遺伝子導入の系を用いる医工連

携を行う。新規生活習慣病モデル動物作製技術の

開発と遺伝子治療への応用。脂肪組織由来液性因

子（アディポカイン）がメタボリックシンドロー

ム（代謝症候群）の病態形成に及ぼす影響とその

メカニズムの解明。サルコペニアの分子メカニズ

ムの解明。 

 

・細胞増殖・分化を促進する Scaffold とメカニカ

ルストレスを利用した骨・軟骨再生法の開発 

医学部整形外科学教室 

医学系研究科関節機能再建学講座 

工学系研究科マテリアル工学専攻/バイオエンジ

ニアリング専攻 

医学部附属疾患生命工学センター再生医療工学部

門 

医学部顎口腔外科学教室 

 生体親和性に優れた MPC のナノ表面処理によ

る、長寿命型人工関節の創製。骨・軟骨・血管再

生に適合した生体親和性材料の創製。物理的刺激

を用いた再生骨・軟骨組織の生体外再構築 

 

・再生医療のための人工ウイルスによる遺伝子導

入法の開発に関する研究 

工学系研究科マテリアル工学専攻 

医学系研究科骨・軟骨再生医療寄付講座 

医学部整形外科学教室 

医学部顎口腔外科学教室 

大学院医学系研究科附属疾患生命工学センタ

ー臨床医工学部門 

医学部附属病院ティッシュ・エンジニアリング

部 

 非ウイルス性遺伝子導入法の開発。非ウィルス

性 siRNA 導入法の開発。安全性と実用性に優れ

た再生軟骨、再生骨の作出。現実的な生産体制と

品質管理法の確立。臨床治験の推進と日常診療へ

の導入。骨・軟骨分化を簡便・正確・非侵襲的に

検出するシステムの開発。骨・軟骨分化に必要十

分なシグナルの決定。血管新生をともなう骨誘導

法の開発。骨・軟骨細胞シート培養法の開発。骨・

軟骨誘導薬のスクリーニング 

 

・高分子ミセル型ナノ・パーティクルを用いた新

しい血管疾患治療システムの開発 

医学部附属病院血管外科 

工学系研究科マテリアル工学専攻 

 当研究室では、循環器・血管疾患の遺伝子治療

を実現するための安全かつ効率的な非ウイルス型

遺伝子ベクター（高分子ナノミセル）の研究開発

を行っている。ブロック共重合体の自己会合によ

り形成される高分子ナノミセルは、凝縮された遺

伝子（プラスミド DNA）を保持する内核が生体

適合性のポリエチレングリコール（PEG）外殻に

より覆われた構造を有しており、表層にはパイロ

ット分子を装着することが可能である。この天然

のウイルスの構造を模倣した高分子ナノミセルは、

生体内で内包遺伝子を DNA 分解酵素などから保

護し、タンパク質や細胞と非特異的な相互作用を

せず、パイロット分子を介して標的細胞に選択的

に取り込まれることにより、標的細胞への効率的

な遺伝子導入が実現できるものと期待される。

我々は、このような高分子ナノミセルを利用して、

動脈壁や筋組織への遺伝子導入を行っている。 

 

・生体分子の可視化プローブの開発と応用 

医学系研究科内科学専攻循環器内科学分野 

薬学系研究科薬品代謝化学教室 

 生体分子の可視化プローブの開発と、応用する

ためのモデル作成のための基礎的な研究を広範囲



640 東京医学・第 138 巻・令和元年 10 月 

に行なっている。可視化プローブは、開発に成功

している in vivo での癌病変検出用蛍光プローブ

のさらなる改善、応用を目指している。さらに in 

vivo の治療手段としての non-coding RNA及び脂

肪幹細胞の、疾患治療メカニズム解明のための標

識プローブの開発を目指している。現在、その基

礎研究として、各治療手段を適応するための疾患

モデルの研究を勢力的に進めている。具体的には、

non-coding RNA の治療対象として糖尿病性腎症、

肝臓線維化、動脈硬化モデルでのエピジェネティ

クス異常を、脂肪幹細胞の治療対象として動脈硬

化モデルの病態解析を中心に研究を進めている。

活性酸素、NO 検出プローブを用いた腎障害、血

管障害進展機序における酸化ストレス、NO の役

割の解明を目指した研究 

 

研究業績（2018 年） 

 

1. Murahashi Y, Yano F, Kobayashi H, Makii Y, 

Iba K, Yamashita T, Tanaka S, and Saito T*. 

Intra-articular administration of IκBα 

kinase inhibitor suppresses mouse knee 

osteoarthritis via downregulation of the 

NF-κB/HIF-2α axis. Sci Rep. 2018;8:164-75. 

2. Makii Y, Asaka M, Setogawa S, Fujiki S, 

Hosaka Y, Yano F, Oka H, Tanaka S, Fukui 

N, Yanagihara D, and Saito T. Alteration of 

gait parameters in a mouse model of 

surgically-induced knee osteoarthritis. J 

Orthop Surg (Hong Kong). 2018; 26: 

2309499018768017. 

3. Goto H, Nishio M, To Y, Oishi T, Miyachi Y, 

Maehama T, Nishina H, Akiyama H, Mak 

TW, Makii Y, Saito T, Yasoda A, Tsumaki N, 

and Suzuki A. Loss of Mob1a/b in mice 

results in chondrodysplasia due to 

YAP1/TAZ-TEADs-dependent repression of 

SOX9. Development. 2018;145(6). (in press)  

4. Oichi T, Taniguchi Y, Soma K, Chang SH, 

Yano F, Tanaka S, and Saito T. A Mouse 

Intervertebral Disc Degeneration Model by 

Surgically-Induced Instability. Spine (Phila 

Pa 1976). 2018; 43: E557-564. 

5. Matsumoto T, Maenohara Y, Chang SH, 

Hirose J, Takuo J, Ito K, Tanaka S: Lateral 

collapse of the tarsal navicular in patients 

with rheumatoid arthritis: implications for 

pes planovarus deformity. Mod Rheumatol. 

2018; 28(5):800-807.  

6. Matsumoto T, Gross C, Parekh SG: 

Short-term radiographic outcome after 

distal chevron osteotomy for hallux valgus 

using intramedullary plates with an 

amended algorithm for the surgical 

management of hallux valgus. Foot Ankle 

Spec. 2018; 12(1):25-33. 

7. Taii T, Matsumoto T*, Tanaka S, 

Nakamura I, Ito K, Juji T: Wrist 

arthrodesis in rheumatoid arthritis using 

an LCP metaphyseal locking plate versus 

an AO wrist fusion plate Int J Rheumatol. 

2018; 4719634. 

8. Hosoi I, Kobayashi E, Chang SH, 

Matsumoto T, An Q, Anzai E, Ohta Y, 

Sakuma I: Development of intraoperative 

plantar pressure measuring system 

considering weight bearing axis. Int J 

Comput Assist Radiol Surg. 2018; 14(2):

385-395. 

9. Chang SH, Matsumoto T, Okajima K, Naito 

M, Hirose J, Tanaka S: Heterotopic 

Ossification of the Peroneus Longus Tendon 

in the Retromalleolar Portion with the 

Peroneus Quartus Muscle: A Case Report. 

Case Rep Orthop. 2018;7978369. 

10. Matsumoto T, Chang SH, Takeda R, 

Tanaka S, Juji T: Bilateral stress fractures 

of the talus associated with adult-aquired 

flatfoot deformities. Case Rep Orthop. 

2018:5376384. 

11. Maenohara Y, Matsumoto T*, Chang SH, 

Hirose J, Tanaka S: Guideposts for 
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Inserting Intercuneiform Joint Arthrodesis 

Screws: Analysis Using Multiplanar 

Reconstructed Computed Tomography. Foot 

Ankle Spec. 2018 Nov 28 [Epub ahead of 

print]. 

12. Kida S, Nakamoto T, Nakano M, Nawa K, 

Haga A, Kotoku J, Yamashita H, 

Nakagawa K. Cone Beam Computed 

Tomography Image Quality Improvement 

Using a Deep Convolutional Neural 

Network. Cureus. 2018; 10 (4), e2548. 

13. Aoki S, Yamashita H, Haga A, Ota T, 

Takahashi W, Ozaki S, Nawa K, Imae T, 

Abe O, Nakagawa K. Stereotactic body 

radiotherapy for centrally-located lung 

tumors with 56 Gy in seven fractions: A 

retrospective study. Oncology Letters. 2018; 

16, 4498-4506. 

14. Amano Y, Qi P, Nakagawa Y, Kirita K, Ohta 

S, Ito T. Prevention of peritoneal adhesions 

by ferric ion-crosslinked hydrogels of 

hyaluronic acid modified with iminodiacetic 

acid. ACS Biomaterials Science and 

Engineering. 2018; 4(9), 3405-3412. 

15. Oba S, Ayuzawa N, Nishimoto M, 

Kawarazaki W, Ueda K, Hirohama D, 

Kawakami-Mori F, Shimosawa T, Marumo 

T, Fujita T. Aberrant DNA methylation of 

Tgfb1 in diabetic kidney mesangial cells. 

Sci Rep. 2018;8(1):16338. 

16. Suhara M, Miura Y, Cabral H, Akagi D, 

Anraku Y, Kishimura A, Sano M, Miyazaki 

T, Nakamura N, Nishiyama A, Kataoka K, 

Koyama H, Hoshina K. Targeting ability of 

self-assembled nanomedicines in rat acute 

limb ischemia model is affected by size. J 

Control Release. 2018;286:394-401. 

17. Tanaka T, Moro T, Takatori Y, Oshima H, 

Ito H, Sugita N, Mitsuishi M, Tanaka S. 

Evaluation of the three-dimensional bony 

coverage before and after rotational 

acetabular osteotomy. Int Orthop. 2018; 

42(11): 2527-2534.  

18. Kyomoto M, Shoyama Y, Saiga K, Moro T, 

Ishihara K: Reducing fretting-initiated 

crevice corrosion in hip simulator tests 

using a zirconia-toughened alumina 

femoral head. J Biomed Mater Res B Appl 

Biomater. 2018; 106B: 2815-2826. 

19. Enooku K, Kondo M, Fujiwara N, Sasako T, 

Shibahara J, Kado A, Okushin K, Fujinaga 

H, Tsutsumi T, Nakagomi R, Minami T, 

Sato M, Nakagawa H, Kondo Y, Asaoka Y, 

Tateishi R, Ueki K, Ikeda H, Yoshida H, 

Moriya K, Yotsuyanagi H, Kadowaki T, 

Fukayama M, Koike K. Hepatic IRS1 and 

ss-catenin expression is associated with 

histological progression and overt diabetes 

emergence in NAFLD patients. J 

Gastroenterol. 2018; 53(12): 1261-1275. 

20. Kobayashi M, Ohsugi M, Sasako T, 

Awazawa M, Umehara T, Iwane A, 

Kobayashi N, Okazaki Y, Kubota N, Suzuki 

R, Waki H, Horiuchi K, Hamakubo T, 

Kodama T, Aoe S, Tobe K, Kadowaki T, 

Ueki K. The RNA Methyltransferase 

Complex of WTAP, METTL3, and 

METTL14 Regulates Mitotic Clonal 

Expansion in Adipogenesis. Mol Cell Biol. 

2018; 38(16): e00116-18. 

21. Kubota T, Inoue M, Kubota N, Takamoto I, 

Mineyama T, Iwayama K, Tokuyama K, 

Moroi M, Ueki K, Yamauchi T, Kadowaki T. 

Downregulation of macrophage Irs2 by 

hyperinsulinemia impairs IL-4-indeuced 

M2a-subtype macrophage activation in 

obesity. Nat Commun. 2018; 9(1):4863. 
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災害医療マネジメント部 
 

教授 

森村 尚登 

講師 

軍神 正隆、問田 千晶 

 

ホームページ http://www.h.u-tokyo.ac.jp/patient/depts/dmm/index.html 

 

 

沿革と組織の概要 

平成 23 年の東日本大震災を受けて、東京大学

医学部附属病院は大災害時に医療を提供できるだ

けでなく、災害医療全般を鳥瞰できる学問領域が

必要であるという観点から「災害医療マネジメン

ト学」の確立を目指すこととなった。平成 24年 3

月、パブリックコメントにて、「災害医療マネジメ

ント部」の創設を発表した。 

平成 24 年 7 月、中尾博之准教授が災害医療マ

ネジメント部に初代部長として着任し、院内災害

対策委員会委員長を任ぜられた。その後、平成 27

年 1月に危機管理担当副病院長の岩中督教授が第

2代部長として着任。平成 27年 4月、危機管理担

当副院長の南学正臣教授が第 3代部長として着任。

平成 29年 4月に森村尚登教授が第 4代部長とし

て着任した。 

当部は中央診療部門に属し、当院内、学内外を

活動範囲としている。 

災害医療マネジメント学を確立するために、①

災害医療計画を立て、災害医療従事者を教育指導

できるリーダーの育成、②東大病院として災害医

療をリードできる体制としての関係機関とのパイ

プづくり、③災害時の組織づくりのもととなる体

制の開発を目指している。 

診療 

平成 24 年より東大病院総合防災訓練を災害対

策委員会として計画・立案し、定期開催行ってい

る。平成 27 年度には防火防災会議を設置し、外

来棟と研究棟の火災初動訓練、緊急地震速報発動

非常放送訓練、病院災害対策本部立ち上げ訓練、

院内被災情報入力報告訓練、トリアージエリア設

営訓練、救護エリア設営訓練、自主登院訓練を開

催した。また、東京消防庁と東京大学本部と合同

の東京大学構内多数傷病者トリアージ救護訓練を

初開催、平成 27 年度より政府総合防災訓練・大

規模地震時医療活動訓練に毎年参加している。 

 

教育 

学内外の教育活動として、英国 ALSG 

（ Advanced Life Support Group）公認の

MIMMS（Major Incident Medical Management 

and Support）コースを定期開催し、災害時にも

機能できる医療人のリーダーシップ育成に寄与し

ている。その他、日本集団災害医学会MCLSコー

ス、日本救急医学会 JATEC コース等の開催協力

を行っている。 

 

研究 

諸関係機関との日常的な連携が災害時にも活用

できるという立場から、諸関係機関との連携会議
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を通じて機関間の連携方法を模索している。これ

は、異職種間の災害時における組織形成に役立て

られるものと考えている。 

そのほかにも外部研究グループを主催し、災害

時の救急医療体制の確立に関して協力を行ってい

る。 

 

出版物等 

 

1. 森村尚登: “2015 年パリ同時多発テロ事件に

おける救急医療対応の実際” 日本外傷学会雑

誌 31; 1: 56-62. 2017 

2. 森村尚登: “パリ同時多発テロ事件における医

療対応の実際” 日本臨床外科学会雑誌 77; 

306. 2016 

3. 森村尚登, 問田千晶, 安部猛, 竹内一郎, 服部

潤, 服部響子, 高橋耕平, 本多英喜, 内山宗人, 

松田潔, 中川儀英, 浅利靖: “地域災害医療計

画策定のための新たな災害医療需給均衡指標

（災害医療リスクリソース比）の導入 ” 

Japanese Journal of Disaster Medicine 21; 

1: 10-17. 2016 

4. 問田千晶, 六車崇, 中村京太, 春成伸之, 松崎

昇一, 松本順, 土井智喜, 森村尚登: “災害医

療と集中治療 災害時の事業継続計画を含め

た小児集中治療体制の課題” 日本集中治療医

学会雑誌 22; 3. 2016 

5. 服部潤, 服部響子, 問田千晶, 竹内一郎, 高橋

耕平, 安部猛, 松田潔, 中川儀英, 森村尚登, 

浅利靖: “災害医療リスクリソース比（RRR）

を用いた首都直下地震で想定される熱傷患者

の検討 ” Japanese Journal of Disaster 

Medicine 20; 3: 561. 2016 

6. 高橋耕平, 森村尚登, 問田千晶, 安部猛, 浅利

靖, 竹内一郎, 服部潤, 服部響子, 本多英喜, 

内山宗人, 松田潔, 中川儀英: “クラッシュ症

候群に対する災害拠点病院ごとの災害医療リ

スクリソース比の検討” Japanese Journal of 

Disaster Medicine 20; 3: 561. 2016 

7. 服部響子, 服部潤, 竹内一郎, 問田千晶, 安部

猛, 高橋耕平, 内山宗人, 本多英喜, 松田潔, 

中川儀英, 浅利靖, 森村尚登: “これからの災

害医学 災害時における周産期医療需要均衡

(リスクリソース比)に関する検討” Japanese 

Journal of Disaster Medicine 20; 3: 461. 

2016 

8. 森村尚登, 問田千晶, 高橋耕平, 内山宗人, 本

多英喜, 服部響子, 服部潤, 竹内一郎, 安部猛, 

松田潔, 中川儀英, 浅利靖: “これからの災害

医学 被災地域内災害拠点病院の医療需給均

衡の定量化指標（RRR）に基づく支援必要量

の算出と支援優先度の類型化 ” Japanese 

Journal of Disaster Medicine 20; 3: 460. 

2016 

9. 森村尚登: “パリ同時多発テロ事件におけるパ

リ公立病院連合（APHP）とSAMUの対応” 日

本臨床救急医学会雑誌 19; 2: 205. 2016 
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国際診療部 
 

部長・准教授 

田村純人 

 

ホームページ http://www.h.u-tokyo.ac.jp/patient/depts/imc/index.html 

 http://www.h.u-tokyo.ac.jp/english/ 

 

 

沿革と組織の概要 

東京大学のグローバル化は重要な課題であり、

東大病院が国際的な拠点病院として相応しいさら

なる発展を遂げるために国際診療部は開設されま

した。現在は、専任部長（准教授）と、専任副部

長（講師）、特任専門職員２名の計４名で活動を行

っております。 

 

今後の課題と活動 

東大病院では、多くの高度な手術や先端的な治

療を実施しています。これらの医療技術を海外の

患者に積極的に提供する体制を整えることが国際

診療部の重要な役割の一つです。国際診療部を中

心として、多言語への対応・医療文書の翻訳や経

済面での課題について対応し、今まで以上に診療

科が海外からの患者に対して高度医療の提供に専

念できる環境を整えることを目指します。 

また、患者の受け入れのみならず、臨床教育面

でのグローバル化を実現することも重要です。海

外からの招聘医師や高度医療修練を目的として訪

れる医師らが、当院にて国籍などの背景に依らず

手術・インターベンションの施行やデモンストレ

ーション、あるいは、技術の習得を日本人医師ら

と同様にできるような体制を整備し、併せて当院

で活動する若手医師や参加型臨床実習を行ってい

る本学学生医師らと交流する環境を実現したいと

考えます。現在は、外国医師等が行う臨床修練等

に係る医師法第十七条等の特例等に関する法律に

よる外国医師等臨床修練制度の積極的な活用と、

臨床教授等受入環境の整備を行っております。 

最後に、東京大学のグローバル化の一環として

は医師のみならず、メディカルスタッフを含む幅

広い病院職員の国際的な対応能力を向上させてい

くことも求められます。様々な国際交流の実践を

通じて人材養成を図り、当院が国際的に認められ

るさらなる発展を遂げることができるよう尽力し

ていきます。  
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病態栄養治療部 
 

部長 

窪田 直人 (准教授) 

副部長 

伊地知 秀明 (講師) 

関根 里恵 

 

ホームページ http://www.h.u-tokyo.ac.jp/patient/depts/eiyoukanri/index.html 

 

 

沿革と組織の概要 

1922 年院内にて外来売店や病棟販売店にて牛

乳、パン、サイダー及びアイスクリームを販売し

ていた。1925年より病院と財団「好仁会」の請負

契約による患者給食が開始された。1936年には、

全国に先駆けて「特別治療食」（乳幼児、糖尿病、

腎臓病）の対応（個別に医師が食品構成を指示）

を実施。1950年国立病院の完全給食制度が発表さ

れ給与栄養量が統一され、当時の患者食の栄養量

は、2400kcal/日であった。1952 年財団へ入院患

者給食の外部委託を正式に実施した。 

1957 年患者食の質向上を目指すことを目的に

第 1回全国国立大学病院栄養士主任会議が東京大

学にて開催された。 

1958 年完全給食が廃止され基準給食の実施と

ともに栄養士の配置が必要条件となり、給食掛に

併任掛長と栄養士 1 名が配置された。1962 年東

京大学が中心となって活動をおこなった全国国立

大学病院栄養士主任会議からの要望が実現し、栄

養士法の一部改正による管理栄養士制度が創設さ

れた。1972年加算承認を目指し入院および外来患

者への栄養指導が積極的に実施され、1978年医療

食加算、栄養食事指導加算が新設された。1988

年病院食の「早い、冷たい、まずい」を拂拭する

ための温冷配膳車による適時配膳が開始された。 

1991 年かねてより全国国立大学病院管理栄養

士職員からの念願であった給食掛から栄養管理室

へと名称変更が実現。同時に本院と分院の栄養部

門を統合し組織が一本化され、掛長ポストに管理

栄養士の栄養管理室長が就任し、本院管理栄養士

5名、分院管理栄養士 3名体制となった。 

1994 年健康保険法の一部改正により基準給食

の承認制度が廃止され、入院時食事療養の届出制

度が創設される。さらに、入院栄養食事指導料が

新設された。 

1998 年外来棟玄関脇フリースペースにて東京

都糖尿病協会が開催する糖尿病週間の行事の一環

として、栄養管理室主催の第 1回食事療法展が実

施された。初年度は、来場者数 3,527名/週であっ

た。 

2001 年分院の本院への統合に伴い管理栄養士

8名の体制となった。2004年栄養管理室が医療サ

ービス課より分離。2005年食費自己負担制の導入

により病院食の患者負担が発生。同年、管理栄養

士（有期雇用）が 1名増員された。 

2006年栄養管理実施加算が新設され、全患者の

栄養管理を実施するということとなった。業務増

加に伴い管理栄養士が 1名（有期雇用）増員。同

年、チーム医療の導入として全科型ＮＳＴとした

院内活動を開始。病棟ごとに医師、管理栄養士、

看護師のＮＳＴ担当を配置し必要に応じて他職種

（薬剤師、検査技師、理学療法士等）も加わり週

1回病棟ミーティングを実施。2010年栄養サポー

トチーム加算新設により栄養サポートチーム委員

会が新設された。それまでのＮＳＴディレクター

が委員となり院内のＮＳＴ活動の中心的立場とし

て活躍。栄養サポートチーム加算算定のための専

従者として管理栄養士（常勤）1 名の増員が認め
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られた。2011年検診部にて人間ドック受診者を対

象とした栄養指導サービス開始にともない管理栄

養士（有期雇用）1名増員。2012年栄養管理実施

加算が廃止となり入院基本料に包括化され医師、

管理栄養士、看護師による栄養管理体制の整備が

おこなわれた。 

2013 年組織が改変され栄養管理室から病態栄

養治療部となった。医師（中央診療運営部長 教

授）が兼任の部長として就任、栄養管理室長は、

副病態栄養治療部長となり、給食管理やＮＳＴ活

動の整備と機能強化について請け負うこととなっ

た。2014 年専任の部長（准教授）と講師と 2 名

の医師を迎え、NST 活動とともに栄養管理・教

育・研究体制が整備され、戦略的人員配置によっ

て 5名の管理栄養士（常勤）が新たに配属となっ

た。また、P1 ユニット開設に伴う治験食提供業務

の増大に対し 2015年 3 月に管理栄養士 1名（特

定有期）が増員となった。 

2016年 10 月ニュークックチルシステム導入に

向けた準備を開始。2017 年 6 月厨房機能を入院

棟 A1 階（主厨房）・地下 3 階（洗浄、調乳）へ移

転し、患者食提供を開始。仮設厨房の制約に合わ

せた専用献立に変更し運用。2018 年 1 月新厨房

へ移転し 2 月よりニュークックチルシステムを開

始し、献立も変更した。小児医療センターの拡張

のため 2018 年 4 月入院棟 A1 階に新調乳室が開

設された。同年 4 月より患者給食の自己負担額が

360 円から 460 円に変更。6 月より入院患者を対

象に「給食新聞」を開始、10 月より特別メニュー

（選択食）を再開した。2019 年 3 月には特別病

室を対象とした「グラン食」を新設した。 

 

診療 

糖尿病・慢性腎臓病・脂質異常症・肥満症など

の代謝疾患や胃癌術後食・肝胆膵疾患食・心臓疾

患食など周術期の栄養指導や母親教室などを積極

的に実施している。 

2016 年度の実績では、入院栄養指導 2,574 件/

年（うち 288件非加算）、外来栄養指導 5,628件/

年（うち 213件非加算）を実施。集団栄養指導で

は、外来糖尿病教室 152件/年、ベストウエイト教

室では、139件/年、母親教室 142名であった。 

2012 年度診療報酬改定により糖尿病透析予防

指導管理料が新設された。東大病院では、2012

年 7 月より医師・管理栄養士・看護師による透析

予防チームを結成し、外来で糖尿病透析予防指導

管理料の算定は週 1回実施し、管理栄養士と看護

師は、同室で指導をおこなっている。2013 年 11

月より週 2回に指導枠を増設。2016年度は、131

件/年であった。 

2014年 4 月よりNST加算算定を開始し、初年

度の算定件数は 1261 件であり、2015 年度は、

1529件と増加した。 

2014年 11 月、栄養管理手順書を改訂し多職種

による二段階の栄養スクリーニングを導入、栄養

障害低リスク群の患者を院内の統一基準にて多職

種でモニターする体制を構築。2 次スクリーニン

グ後に栄養障害高リスク群と判定された患者は、

病棟NSTの対象となる。2015年 4 月より 1 次ス

クリーニングに「小児用」「妊婦用」を追加した。

2017 年 1 月システム改定により給食管理システ

ム（ニュートリメイト Ver.9.0）と栄養指導システ

ム Ver9.0が更新された。入院棟 A・B 各フロアー

に臨床業務用の移動端末が設置され病棟業務の効

率性を向上した。2018年度より高度肥満症の外科

治療（スリーブ状胃切除術）の導入に伴い、術後

食として「スリーブ食」を新設した。2018年の診

療報酬改定により NST 加算の専従要件が緩和さ

れたのに伴いNST回診回数を 2018年 7 月より 2

回/週に増やした。2018年度NST加算は 1,040件

であり、8,554名の栄養介入をおこなった。2019

年 1 月てんかんセンターとの協議により「ケトン

食」を新設した。 

 

教育 

管理栄養士の臨地実習生の受け入れを実施。養

成校 8大学より 2018年度は 47名/年の受け入れ

をおこなった。 

受け入れ大学：お茶の水女子大学、東京家政大

学、大妻女子大学、女子栄養大学、実践女子大学、

日本女子大学、和洋女子大学 

2011 年度よりＮＳＴ研修生の受け入れを開始。

年間で 4～5期（5日/週/期）と実施。参加者は、

管理栄養士、薬剤師、看護師、検査技師、理学療

法士などで学会認定資格取得や栄養サポートチー

ム加算の専従または専任の資格を取得することを
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目的とした研修生を対象に実施している。2018

年度は、17名/年（管理栄養士 4名、薬剤師 7名、

看護師 5 名、言語聴覚士 1 名）であった。2017

年度よりクリニカルクラークシップ M4医学生実

習を開始。2 日間の実習に 2018 年度は 115 名が

参加した。 

院内にNST活動を普及するため、NST 研修医

セミナー（2018年度より栄養療法ベーシックシリ

ーズと改称）、病態栄養セミナーを開催している。

また、症例検討の場として NST カンファ、チー

ム医療合同カンファを開催し、病棟NST、多職種

チームとの連携を図っている。2015年度は、栄養

管理手順の基本的事項の学習を目的に全職員を対

象に「栄養管理 e-ラーニング」を開始した。10

月、「病態栄養治療部マニュアル 2015-2016 年度

版」発刊。2016年 12 月東京大学医科学研究所附

属病院栄養管理室と交換研修を開始。同月、「病態

栄養治療部ポケットマニュアル 2016-2017 年度

版」発刊。2018年 3 月、「病態栄養治療部マニュ

アル 2017-2019年度版」発刊。2018年 12 月「厨

房改修記録集」発刊。2019 年 3 月「栄養指導媒

体集 2018-2022年」発刊。 

 

研究 

・研究課題「ICGR15 以上の肝硬変合併肝癌患者

および肝移植レシピエントにおける分岐鎖アミ

ノ酸製剤の周術期投与の単独試験による周術期

栄養状態改善の検討」（肝胆膵外科との共同研

究） 

・研究課題「膵頭十二指腸切除術患者における在

宅経腸栄養導入による退院後合併症率改善を検

討する探索研究」（肝胆膵外科との共同研究） 

・研究課題「膵癌化学療法患者における栄養状態

の動向についての実態調査」 

・研究課題「栄養指導における診療録等のデータ

ベースを利用した後ろ向き研究」 

・研究課題「肥満症に対する効果的な治療戦略と

健康障害の改善に資する減量数値目標を見出す

ための介入研究」（SLIM-TARGET 研究）（千葉

大学を主研究施設とする多施設共同研究） 

 

出版物等：平成 30 年度実績 
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連」第33回日本糖尿病・肥満動物学会年次学

術集会,2019.3 

50. 窪田哲也：「血管内皮細胞を介した肥満症・
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Scientific Sessions: Orlando, USA,2018.6 
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Tetsuya Kubota, Mariko Inoue, Naoto 

Kubota, Iseki Takamoto, Kohjiro Ueki, 

Toshimasa Yamauchi, Takashi Kadowaki：

「Impairment of M2a-Subtype Macrophage 

Activation by Il-4-Irs2 Pathway in Obesity」 

2. The American Diabetes Association's 78th 

Scientific Sessions: Orlando, USA, 2018.6 
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130-135、2018.07 

16. 伊地知秀明：Q.30担がん患者で注意すべきポ

イントは？。「サルコペニア 30 のポイント.

フジメディカル出版.ｐ161-165、2018.07 

17. 関根里恵：【病棟管理栄養士のための臨床検査

ファーストガイド-項目別&疾患別 検査値の

意味と読み方のポイント】 (Part 3)疾患別 検

査値の意味と読み方のポイント その他 摂食

障害(解説/特集)。臨床栄養 (0485-1412)133

巻 4号 633-638、2018.09 

18. 長谷川陽子：肝移植。臨床栄養 .133巻 4号.

ｐ544-547、2018.09 

19. 関根里恵：心身医学で知っておきたい栄養学

の基礎(第 3 回) 栄養管理のリスクマネジメ

ント(解説)。心身医学 .58巻 8号.ｐ747-753. 

2018.12 

20. 伊地知秀明：【病棟管理栄養士のための臨床検

査ファーストガイド】検査値の意味と読み方

のポイント 血液性化学検査など 膵機能検

査。臨床栄養 133(4)423-427、2018.09 

21. 桜井 賛孝、窪田 直人、門脇 孝：癌における

インスリン受容体気質の役割と PI3キナーゼ

阻害剤によるがん治療。内分泌・糖尿病・代

謝内科第 4号 Page318-322、2018.10 

22. 窪田 直人、門脇 孝：チアゾリジン薬と発が

んリスク。医薬ジャーナル Vol.55.No.1.2019 

1 月号 Page99-102、2019.01 

23. 窪田 直人：高齢者の食事療法。さかえ: 月刊

糖尿病ライフ 59巻 2号 Page34-39、2019.02 

24. 窪田 哲也、窪田 直人、門脇 孝：TLR4は飽

和脂肪酸に対する受容体ではないが、マクロ

ファージの代謝をリプログラミングすること

によって脂質誘導性の炎症を惹起させる

Cardio-Renal Diabetes Vol. 7 No.4 Page1-5 

2019.03 

25. 関根里恵、冨樫仁美：肝疾患の患者さんのた

めのお手軽レシピ Vol.10 行楽レシピ。肝

疾患患者さんのための情報サイト、2019.03 
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分子病態医科学部門 
 

教授 

宮崎 徹 

准教授 

新井 郷子 

助教 

前原 奈都美 

特任准教授 

安東 英明（寄付講座「新世代創薬開発」） 

特任助教 

鈴木 里沙（寄付講座「新世代創薬開発」） 

 

ホームページ http://tmlab.m.u-tokyo.ac.jp/ 

 

 

研究方針と研究内容 

本研究室は、種々の疾患の発症増悪のメカニズ

ムの探究と、それに関連する生命現象の生理的な

解明を主眼とし研究を行う。遺伝子ノックアウト

やトランスジェニックマウスの手法を用いた生体

における遺伝子操作の豊富な技術的背景に基づき、

各々の対象疾患に対して、可能な限り vivoでの解

析を行う。したがって、最終的には、研究成果を

新しい治療法の開発、検討にも結び付けて行く方

針である。未知の病態や生理現象の探究解明に挑

むという立場から、研究分野や戦略、技術におい

て、ある特定の領域に限定することはせず、多く

の研究室とコラボレーションしながら幅広く研究

を行う。これは、基礎医学、臨床医学、および工

学の総合科学をめざす疾患生命工学センターの趣

旨に準ずるものである。また、研究対象とする分

子は、なるべく自分たちでクローニングした新し

い遺伝子、蛋白質とし、既知の現象の detailの探

究ではなく、novel insightsの発見を主眼とする。

現在は主に下記に示すプロジェクトを中心に研究

を行う。 

 

様々な現代病のマスタースイッチ AIM 

（apoptosis inhibitor of macrophage） 

生活習慣や食環境などが急速に変化している

現代社会において、肥満、糖尿病、動脈硬化を中

心としたメタボリックシンドローム・生活習慣病

を始め、脂肪肝から NASH や肝癌を引き起こす

肝臓病、肥満に伴う自己免疫疾患、慢性腎不全、

アルツハイマー病など、多彩な疾患がクローズア

ップされている。我々は、こうした一見多様な現

代的疾患群の底流を結ぶ共通した病態メカニズム、

そして、それを統一的に制御する分子群‐マスタ

ースイッチ－が存在するのではないかという仮説

を立てた。そして近年の研究によって、我々が以

前 発 見 し た AIM （ apoptosis inhibitor of 

macrophage）がその重要な一つであることが明

らかになってきた。AIMはマクロファージが産生

し、血中に存在する分子であるが、脂肪細胞に取

り込まれ脂肪滴を分解することによって、肥満進
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行を抑制する。しかし、肥満下でこの効果が過度

に作用すると、逆に脂肪組織に慢性炎症を惹起し、

インスリン抵抗性、ひいては 2 型糖尿病や動脈硬

化の増悪を招く。また、AIM は血中で IgM と結

合しており、そのことが肥満下で様々な自己抗体

の産生を促し、肥満に伴う自己免疫疾患の原因と

なっている。逆に、AIM が低いと、肝疾患や癌、

腎臓病の増悪を招くことも明らかになりつつある。

したがって、血中の AIM 濃度によって、様々な

疾患を発症するリスクが振り分けられる可能性が

高く、AIM制御の診断・治療的応用への期待は大

きい。この様に、主に疾患モデルマウスを用いて、

種々の疾患の病態に対する AIM の関与を詳細に

解明する一方、ヒト検体の解析による AIM コホ

ート研究、さらには AIM 創薬に向けて研究を進

めている。 

 

教育および研究室としての活動 

医学生物学の研究には、アイデア、戦略、実験

技術の 3つが不可欠であると考える。したがって、

学生の間に出来る限り広範囲な技術を習得し、ポ

スドクの期間に研究のアイデア、戦略を養ってい

くことを教育の目標としている。また、教授（宮

崎）の長期に渡る海外での研究歴によって培われ

た幅広い交友関係を基に、海外の第一線の研究者

によるセミナーシリーズを定期的に組織し、若手

研究者が英語でディスカッションできる場をなる

べく多く作るなど、インターナショナルな研究環

境を築いている。平成 18年に研究室を開設以来、

以下のような活動を継続している。 

 

寄付講座「新世代創薬開発」講座 

本講座は、AIMタンパク質ならびに関連物質の

臨床応用を目指し、その創薬を目的とした開発研

究を行うために、平成 29 年 4 月に設立された研

究講座である。AIMタンパク質の産生と精製の効

率化による、GMP レベルによる大量生産に耐え

うる新規製造法の開発、また、AIMの構造解析を

基盤とした AIM 活性化剤のハイスループットス

クリーニング法の開発を行い、それを用いた AIM

を活性化する薬剤を探索している。 

 

合同ミーティング 

奥出雲にて島根大学とのサイエンスセミナー

を開催した（平成 29年 8 月）。本セミナーは、お

互いの研究成果について情報を交換し、また、多

角的に議論することでさらなる発展を模索するこ

とを目的としており、今回で 3 回目の開催となっ

た。 

両大学の教員、大学院生、研究員によるワーク

ショップにおいて、非常に充実した内容の濃い発

表と活発な質疑応答が行われた。また、夕食や懇

親会などを通して、他では経験できない幅広い交

流ができ、今後の研究にも生かせる有意義な会と

なった。今後も継続的に同様のミーティングを開

催する予定である。 

 

本研究室主催セミナー 

演題：Regulation of autoimmune diseases by 

AIM and CoroninⅠ 

Jean Pieters 教授をお招きし、セミナーを開催

した（平成 30年 6 月）。Pieters 教授が長年取り

組まれている CoroninⅠに関する研究について、

最新のデータとともにご紹介いただいた。 

 

本研究室主催シンポジウム 

原 発 性 胆 汁 胆 管 炎 （ Primary biliary 

cholangitis; PBC）に関するシンポジウムの開催

に伴い、長年 PBC研究をリードされてきた Eric 

Gershwin 教授（カリフォルニア大学）をはじめ、

専門家の先生方をお招きし、ご講演いただいた（平

成 31年 2 月）。普段なかなかお目にかかれない先

生方の発表を拝聴し、また討論できたことは、今

後の研究につながる貴重な機会となった。 
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DBELS（Disease Biology Excellent Lecture 

Series） 

医学・生物学は、臨床・基礎それぞれにおいて

過去めざましい発展を遂げてきた。我々医学に携

わる者が目指す次のステップは、臨床・基礎の双

方がこれまで築いてきた研究成果、研究戦略、ア

イデアそしてテクノロジーを十分に融合させ、病

気の根本的な原因となるメカニズムを明らかにし、

それによって対症療法にとどまらない新しい、革

新的な治療法を開発してゆくことにあると考える。

そうした先進的な視点から、研修医・若手の医局

員の先生方、さらに学生の方々を対象としたレク

チャー・シリーズを開催している。分子メカニズ

ムから個体としての疾患まで見通すような研究を

行う、国内・外の一線の研究者を招待し講演をし

ていただいている。 

 

第 1 回： Towards Development of Novel 

Therapy for Atherosclerosis by AIM 

(Apoptosis Inhibitor of Macrophages)

／宮崎徹（東京大学大学院医学系研究科

疾患生命工学センター分子病態医科学 

教授） 

第 2 回： 細胞老化と疾患 ―Sir2/Sirt1 と Nampt/

PBEF/visfatinの代謝・老化制御におけ

る役割／今井眞一郎（ワシントン大学医

学部助教授） 

第 3 回： 初期発生過程における細胞分化運命決

定機構／丹羽仁史（理化学研究所 発

生・再生総合研究センター） 

第 4 回： Studies of the Cellular Topology of 

Prion protein: A novel view for its 

physiological function／遊佐精一（チ

ューリッヒ大学・神経病理部門） 

第 5 回： AKT の活性化と発ガンの分子機構／野

口昌幸（北海道大学 遺伝子病制御研究

所 教授） 

第 6 回： マウスミュータジェネシスプロジェク

トと遺伝性難病モデル／山村研一（熊本

大学 発生医学研究センター 教授） 

第 7 回： タンパク質間相互作用を標的とした新

しい in silico 創薬方法論の開発／田沼

靖一（東京理科大学薬学部 教授） 

第 8 回： Genetic Pathways to Systemic Auto-

immunity／Edward K.Wakeland（テ

キサス大学教授 教授） 

第 9 回： Deciphering the Signaling Pathways 

Regulating Host Immunity against 

Mycobacterial Infections: Main-

taining the Balance ／ Jean Pieters

（University of Basel 教授） 

第 10 回： Klotho 蛋白が制御する新たな生体応答

システム／鍋島陽一（京都大学大学院医

学系研究科 教授） 

第 11 回： ゲノムに刻む抗体記憶／本庶佑（京都大

学大学院医学系研究科 教授 総合科

学技術会議議員） 

第 12 回： 心筋梗塞後の心繊維化進行と予後に影

響をおよぼす新しい病態メカニズム 

"A novel role for the SFRP2 on myo-

cardial infarction-associated fibrosis 

acting as a procollagen C-proteinase 

enhancer"／Thomas N. Sato（コーネ

ル大学 教授） 

第 13 回： Wnt 分子とその制御因子による心筋の

発生分化制御 “Regulation of cardiac 

myogenesis by Wnts and Wnt 

inhibitors" ／塩島 一朗（千葉大学大

学院医学研究院 心血管病態解析学講

座 准教授） 

第 14 回： The European Conditional Mouse 

Mutagenesis Program (EUCOMM)／

Dr. Roland Friedel (Technical Univer-

sity Munich, GSF-National Research 
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Center for Environment and Health, 

The Max-Planck-Institute of Psy-

chiatry) 

第 15 回： ライフサイエンス分野における知財戦

略の現状と将来～iPS 知財支援プロジ

ェクトを含めて～／秋元浩（日本製薬工

業協会 知的財産顧問 知財支援プロ

ジェクトリーダー・東京大学大学院工学

系研究科 客員教授） 

 

DBELSスペシャルセミナー 

第 1 回： In vivo RNAiの新技術／タンデム型ク

ローニングと安定型株構築技術につい

てのセミナー（インビトロジェン社） 

第 2 回： NanoSPECT/CTによる新しい in vivo

イメージング技術を用いた Disease 

Biology／Victor Tchiprout（Bioscan 

Inc.） 

 

DBELS JUNIOR  

平成 21 年 4 月より開催している若手研究者に

よる疾患生命科学セミナーシリーズである。臨床

で忙しい研修医や若手の病院スタッフにとっては

自分たちと同じ年頃の研究者がどのような疾患研

究をしているのか知る機会になり、さらなる研究

意欲を高めるのに役立つ。一方、講演者にとって

は、疾患を研究する上で臨床の現場の最前線で働

いている医師のフィードバックを得られるよいチ

ャンスとなる。 

第１回： 血小板活性化因子（PAF）生合成酵素と

肺サーファクタント脂質生合成酵素 - 

炎症性メディエーターと呼吸必須因子 

／進藤英雄（東京大学大学院医学系研究

科 分子細胞生物学専攻 生化学分子生

物学（細胞情報研究部門）助教） 

 

DBELS-EXTRA 

DBELSの extra-versionとして平成 19年から

開始した、医学研究のために必要な実験技術のレ

クチャーシリーズであり、主に大学院生、若手研

究者を対象として行っている。分子生物学、細胞

生物学、遺伝学、免疫学など各分野を専門として

いる企業や大学、研究所のエキスパートによる、

最新の技術を含めた実験技術の講義・解説である。 

第 1 回： 効率の良いクローニングから蛋白質発

現について 

第 2 回： 様々なプロテオミクスアプローチと最

近の技術 

第 3 回： RNAiの原理から実験手法まで 

第 4 回： 細胞の蛍光免疫染色 

第 5 回： タンパク質の相互作用解析」 

第 6 回： miRNA の機能と網羅的プロファイリ

ング 

第 7 回： In situ Hybridization法：データの評

価について 

第 8 回： 蛍光顕微鏡、共焦点顕微鏡を用いた細胞

イメージング解析 

第 9 回： 細胞観察による In Vivo Imagingの可

能性 

第 10 回： Molecular Imaging Today 

 

DBELS WORKSHOP 

DBELS WORKSHOPは、DBELSの趣旨に賛

同してくださる高名な先生方と、若手研究者・学

生を中心とした一般参加者が環境のよいリゾート

地に集まり、ゆっくりとした雰囲気の中、最上の

サイエンスの話を聞き、普段なかなか接すること

の出来ないと有名な先生方とこれからのサイエン

スを担う若手が直接接する機会を作る、という目

的で行うものである。第一回は平成 19 年 7 月に

雲仙・普賢岳で行い盛況のうちに終了した。今後

も随時企画する予定である。 

 



658 東京医学・第 138 巻・令和元年 10 月 

Music and Science 

分子病態医科学部門発足記念行事として世界

的に有名なピアニスト Krystian Zimerman氏を

お迎えして、氏の独奏演奏会と宮崎との音楽と科

学に関する討論会を開催した（平成 18年 6 月）。 

 

客員教授 

平成 19 年（2～4 月）は University of Texas 

Southwestern Medical Center at Dallas の

Edward K. Wakeland 教授（遺伝学・免疫学）、

平成 20年（3～5 月）はHarvard Medical School

の Diane Mathis 教授（免疫学）、Christophe 

Benoist 教授（免疫学）、平成 30 年（6 月）には

University of Baselの Jean Pieters 教授（生化

学・免疫学）に当研究室に在籍いただき、研究・

教育・講演等、活発に活動いただいた。 

 

主な出版物 

 

1. Koyama N, Yamazaki T, Kanetsuki Y, 

Hirota J, Asai T, Mitsumoto Y, Mizuno M, 

Shima T, Kanbara Y, Arai S, Miyazaki T, 

Okanoue T. Activation of apoptosis 

inhibitor of macrophage is a sensitive 

diagnostic marker for NASH-associated 

hepatocellular carcinoma. J Gastroenterol. 

53:770-779, 2018. 

2. Hiramoto E, Tsutsumi A, Suzuki R, 

Matsuoka S, Arai S, Kikkawa M, Miyazaki 

T. The IgM pentamer is an asymmetric 

pentagon with an open groove that binds 

the AIM protein. Sci Adv. 4:eaau1199, 2018. 

3. Sugisawa R, Komatsu G, Hiramoto E, 

Takeda N, Yamamura KI, Arai S, Miyazaki 

T. Independent modes of disease repair by 

AIM protein distinguished in AIM-felinized 

mice. Sci Rep. 3: 13157, 2018. 

4. Komatsu G, Nonomura T, Sasaki M, Ishida 

Y, Arai S, Miyazaki T. AIM-deficient mouse 

fed a high-trans fat, high-cholesterol diet: a 

new animal model for nonalcoholic fatty 

liver disease. Exp Anim. 68:147-158, 2018. 

5. Arai S, Miyazaki T. A scavenging system 

against internal pathogens promoted by the 

circulating protein apoptosis inhibitor of 

macrophage (AIM). Semin Immunopathol. 

40:567-575, 2018. 

6. Miyazaki, T. Homage to Mechnikov - the 

phagocytic system: past and present. Semin 

Immunopathol. 40:519-521, 2018. 

7. Takano T, Bareke E, Takeda N, Aoudjit L, 

Baldwin C, Pisano P, Matsuda J, El 

Andalousi J, Muhtadie L, Bernard C, 

Majewski J, Miyazaki T, Yamamura KI, 

Gupta IR. Recessive mutation in CD2AP 

causes focal segmental glomerulosclerosis 

in humans and mice. Kidney Int. 95:57-61, 

2018. 

8. 新井 郷子, 宮崎 徹 IgM による血中タンパ

ク質AIMの活性制御と疾患とのかかわり, 生

体の科学, 70:148-154, 2019. 
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構造生理学部門 
 

教授 

河西春郎 

講師 

柳下 祥 

助教 

根岸真紀子 

 

ホームページ http://www.bm2.m.u-tokyo.ac.jp/ 

 

 

沿革と組織の概要 

疾患生命工学センターは平成 15年に設立され、

疾患生命科学部門（Ⅱ）の初代の教授には、自然

科学研究機構生理学研究所の河西が選出され平成

16 年 7 月に兼任となった。河西は平成 17 年 10

月より東大医学部の専任となった。平成 18 年 1

月に高橋倫子を特任講師に、平成 20 年 1 月に松

崎政紀を准教授に採用した。平成 20 年 4 月より

部門名を構造生理学部門に改変した。平成 22年 9

月に松崎准教授は自然科学研究機構基礎生物学研

究所の教授となって転出した。高橋は平成 29年 9

月には高橋が北里大学教授に転出した。平成 30

年 5月には柳下祥を講師として採用した。本講座

は機能生物学専攻の協力講座として大学院に属し

ている。また、平成 29年 10月から河西は東京大

学国際高等研究所ニューロインテリジェンス研究

拠点の主任研究員を務めており、教室全体として

運営に協力している。 

平成３１年３月の当部門のメンバーは、河西春

郎教授、柳下祥講師、根岸真紀子助教、石井一彦

助教、山口健二特任研究員、Hasan UCAR 特任

研究員、飯野祐介（博士課程D4）、田尻美緒（D2）、

澤田健（D2）、守本祐一（D2）、久米秀明（D1）、

常宏宇（修士課程 M1）、岡崎斉（研修医）、西尾

萌波（学部M0)、研究支援員として大野春香、倉

林亜里沙、坂田由紀、浅海政康、米本理江、槐由

美子の 20名である。 

 

教 育 

平成 30 度は学生に対して、植物性生理学総論

（河西）、情動と条件反射（河西）を担当し、学生

実習の内分泌を担当した（柳下）。フリークオータ

ー、でM0の学生を一人指導した。医学修士授業

でヒト機能（河西）、シナプス生物学（柳下、根岸）

を担当した。 

 

研 究 

我々は 2光子励起法を機軸的な方法に用い、分

子生物学的な方法、電気生理学的な方法と動物行

動実験を組み合わせて、脳の機能と疾患の研究を

している。河西研究室では、1996 年より 2 光子

励起法を用いた研究を開始し、この顕微鏡法を開

拓しつつ、研究を進めてきた。2 光子励起法では

フェムト秒レーザーを光源に用いたレーザー顕微

鏡法で、生体組織のやや深部を最も少ない侵襲で

顕微観察できる手法である。これまで観察できな

かった組織内の生理的現象が観察できるので、既

に、多くの成果を生んでいる。研究の流れは大き
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く、シナプス後部スパインシナプスに関するもの

と、シナプス前部開口放出に関するものがある。

最近の流れとしては、この両方を単一シナプスで

調べたり、その学習依存性の結合を利用して回路

を明らかにしていこうとする新しい方向がある。 

 

１）シナプス後部スパインに関する研究 

大脳において多くの興奮性シナプスは樹状突

起スパインにできる。スパインは多形で、その大

きさがシナプス結合を決める要因であり

（Matsuzai,,Kasai, Nat Neurosci 2001）結合が

増強するときにはスパインは増大するが、この際、

刺激したスパインだけが増大して、隣のスパイン

には広がらない（Matsuzaki,,Kasai, Nature 

2004）。これがスパインを記憶素子と考える主要

な理由である。このスパイン増大の局在は、隣の

スパインと 1μm以内で隣接していることを考え

ると余り当たり前のことではない。このことは、

スパイン増大の反対の収縮現象が広がることがわ

かったときに鮮明となった（Hayama,,Kasai, 

Nature Neurosci 2013）。スパイン収縮はアクチ

ン繊維を切断する cofilin の活性化によっておき、

この cofilin が通常の細胞内の側方拡散で広がる

ために、スパイン収縮は広がることが推定された。

一方、スパイン増大の原因は cofilinの脱活性化に

あると考えられており、増大が広がらないのはリ

ン酸化 cofilin がストレス繊維様構造を作ってア

クチンゲルの流失を阻止いているからである。こ

の様な頭部増大は線条体の有棘投射細胞（中型有

棘細胞）でも起きていることを腹側線条体（側坐

核）で見出した。この頭部増大はグルタミン酸入

力に遅れて１秒の時間枠でドーパミン入力がある

ことが必須で、これが報酬学習の時間枠を説明す

る（Yagishita,,Kasai, Science 2014）。 

一方、スパインの運動性は学習刺激による頭部

増大や収縮だけでなく、日のオーダーでゆっくり

とした揺らぎ運動をしていることが幼若海馬スラ

イス培養標本わかった（Yasumatu,,Kasai, J. 

Neurosci. 2008）。この揺らぎは、スパインの体積

分布を決める最大因子で、スパインの大きさ（分

布）が学習や脳部位によって大きな影響を受けな

いことを説明する。統合失調症モデル動物である

CNBKO 動物でスパインの体積分布を調べた所、

野生型とわずかにしか違わなかった（Okazaki,,

Kasai, Neurosci. Rep. 2018, 文献 1）。CNBKO

では活動依存的スパイン収縮が起きないので、ス

パインの体積分布が活動依存的可塑性にだけ依存

していた場合には、巨大スパインだけになると考

えられたが、揺らぎはこの矛盾をよく説明した。 

スパインシナプスは一日で数%生成消滅するこ

とが知られているが、これはスパイン揺らぎによ

り、スパインが消滅することで起きると考えられ

る。記憶の長期記憶はこの揺らぎの影響を強く受

けることは必至であり、また、自閉症スペクトラ

ムの死後脳で観察されるスパインの形態異常はこ

の揺らぎの異常が大きな因子と考えられる。実際、

X染色体遺伝性の自閉症である脆弱性X症候群の

モデルマウス（FMRPKO）においては、スパイ

ンの生成消滅が亢進しており、これが活動依存的

可塑性を阻害しても影響を受けないことが示され

ている（Nagaoka,,Kasai, Sci. Rep. 2016）。 

これまでの研究では、個体動物で測定しやすい

スパインの生成消滅を測定したが、本年度の研究

においては、体積揺らぎを個体成熟動物大脳皮質

で直接測定し定式化した（Ishii,,Kasai, eNeuro 

2018, 文献 3）。個体動物では生成消滅が幼若海馬

の 1/4程度であるので、揺らぎが少ないことが予

想されたが、実測すると幼若海馬と変わらないレ

ベルの揺らぎが観察された。しかし、生成消滅は

少ない。そこで定量化を進めると、揺らぎを標準

偏差で定量化すると、幼若海馬ではスペイン体積

が小さくなるのに比例的に標準偏差が減少するの

に対して、大脳皮質では、比例的以上に減少する

ことがわかった。定量化解析すると、幼若海馬で
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は標準偏差が体積比例であったが、成熟大脳では、

体積の 2/3乗に比例することがわかった。よって、

直径が小さなスパインの揺らぎは幼若海馬に比し

て成熟大脳で著しくしく少なく、これが大脳で生

成消滅が少ないことをよく説明した。この様なス

パイン面積と揺らぎの関係は、FMRPKO でも同

じで、野生型と比べて、わずかにこの比例係数が

大きいことで、FMRPKO の体積異常や生成消滅

の増大が説明された。この様なスパイン安定性の

形態依存性がどの様に成ずるのかは今後の課題で

ある。 

 

２）シナプス前終末の機能を可視化するために、

開口放出タンパク SNAREs間の FRETを蛍光寿

命画像で測定する系を構築している（Takahashi,, 

Kasai, Nat. Commun. 2015）。このシナプス前部

の技術と、シナプス後部スパインの機能測定技術

を組み合わせてシナプスの前部後部の機能を単一

シナプスで読み出す試みを始めた。 

 

出版物等 
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沿革と組織の概要 

平成 15年 4月 1日に発足した医学系研究科附

属疾患生命工学センターの研究部門の一つとして

設立されました。疾患生命工学センターは医学系

研究科と工学系研究科が相互乗り入れした初めて

の新しい組織ですが，当該研究部門は，その中で

も工学サイドから基礎医学，臨床医学へアプロー

チするという観点から，疾患生命工学の新しい分

野を切り拓こうとするものです。平成 28 年より

臨床研究棟 8Fに移動しております。 

 

教 育 

東教授は医学系研究科大学院および工学系研

究科機械工学専攻およびバイオエンジニアリング

専 攻 に お い て Overview of Bioimaging ，

Overview of Mechano-Bioengineering, Bio-

engineering exercise for social implementation

などの講義を担当している。医学系研究科におい

て，医用機器工学に関連する講義を行っている。

研究成果に関しては積極的な学会発表，論文報告

を行えるよう指導体制を整えている。 

伊藤准教授は，工学系研究科・化学システム工

学専攻およびバイオエンジニアリング専攻におい

ては，生体システム工学，分離工学Ⅰ，バイオテ

クノロジーⅡ，Basic Biolgy，Overview of 

Chemical Bioengineeringを，それぞれ講義して

いる。医学系研究科において，医用材料の講義を

担当している。 

 

研 究 

東研究室では臨床応用を目指した医療機器に

関する基盤技術の研究開発を進めている。特に，

生体と相互作用が大きくかつ侵襲性の低い超音波

を用いた新規なイメージングシステムや，超音波

を用いた低侵襲治療，薬剤とのコンビネーション

デバイスの開発を行っている。 

１．超音波イメージング 

超音波 CT（Computed Tomography） 

乳癌の極早期発見を目指した超音波 CT検診・

診断の臨床試験装置を開発している。超音波 CT

は低侵襲かつ、生体と相互作用の多い（取得可能

な情報量が多い）超音波を撮像手段として用いて

いる。情報量が多さに比例して演算負荷が大きい。

並列コンピューティングを活用した高精度な画像

再構成アルゴリズムや，新規なバイオロジカルな

情報を抽出するアプリケーション技術の開発を行

っている。 

２．超音波治療 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.138, Oct. 2019 663 

１）低侵襲治療機器・システムの開発 

頭蓋内超音波照射システムの開発を行ってお

り、神経細胞に機械刺激を加え、活動電位や動き

の誘発を目指した研究を行っている。更に低侵襲

治療の高精度化を目指して，治療モニタリング手

法の開発も行っている。 

２）超音波薬剤送達システム 

超音波の治療応用として，超音波ドラッグデリ

バリーの開発も行っている。特に脳血管関門の薬

剤透過性の亢進を，超音波とマイクロバブルの併

用により実現を目指している。 

 

伊藤研究室は，医用ハイドロゲルと医用微粒子

の開発，及びこれらの再生医療・ドラッグデリバ

リー・低侵襲治療への応用を目指している。 

１．医用ハイドロゲル開発 

 アルギン酸・ヒアルロン酸・キトサン・デキス

トラン・カルボキシメチルセルロース・ゼラチン

等の多糖類やタンパク質，樹状ポリエステルや樹

状グリセロールを出発物質に，イオン架橋，シッ

フ塩基形成，クリック反応などを用いた，生体内

で安全にゲル化する in situ 架橋生体ゲルの開発

を行っている。 

２．医用微粒子の開発 

 ナノサイズの蛍光ナノ粒子や，PLGA・PEG・

アルブミンなどを用いたマイクロサイズの微粒子

開発を行っている。 

３．再生医療・DDS・低侵襲治療への応用 

 in situ 架橋ハイドロゲルを用いた腹膜播種や

中皮腫のDDS・腹膜癒着防止材・止血材・膵液瘻

防止材・食道狭窄防止材料・膵島再生や骨再生の

足場材料への応用に関する研究を，附属病院と連

携しながら進めている。 

微粒子を用いた，人工酸素運搬体，肝硬変治

療・強皮症治療に関する研究を，研究附属病院と

連携しながら進めている。 

 

出版物等 
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沿革と組織の概要 

疾患生命工学センター臨床医工学部門は平成

15年 4月 1日に発足し、片岡一則教授が着任しま

した。当部門は、本学の医工連携の懸け橋となる

べく、工学系研究科、医学系研究科、医学部附属

病院、ティッシュエンジニアリング部、医工連携

部との積極的な人的、学問的交流を図りながら、

医工学の研究と教育に取り組んでいます。また、

博士課程教育リーディングプログラムをはじめと

した大学院教育、学部教育を通じて、医工学（メ

ディカルバイオエンジニアリング）に深い造詣を

持った医師、歯科医師、薬剤師、獣医師、生命科

学研究者や工学技術者、工学研究者の育成に貢献

することも大きな目標としています。 

平成 28 年 3 月まで当部門を主宰した片岡一則

教授は工学系研究科も兼担し、ナノバイオテクノ

ロジーを基軸とした薬剤・核酸送達システム

（Drug Delivery System－DDS）やイメージング

法の開発と実用化を推進しました。 

平成 28年 11月に鄭雄一教授が着任し、骨格系

組織（骨・軟骨）に焦点をあてて、細胞運命決定

機構の解明とシグナル因子を用いた分化・増殖制

御方法の開発に取り組んでいます。また、生体内

足場素材として使用するための要求特性を満足す

る新規バイオマテリアルを開発し、上記シグナル

因子と組み合わせることで、局所細胞の分化・増

殖を直接制御する新たな骨・軟骨組織工学・再生

医学の実現を目指しています。鄭教授は工学系研

究科バイオエンジニアリング専攻も兼務するほか、

東京大学センターオブイノベーション（COI）「自

分で守る健康社会拠点」の副機構長も務めている

ことから、当部門は、研究成果の社会実装・社会

還元を念頭においたオープンイノベーションプラ

ットフォームの構築と産学連携研究も推進してい

ます。 

 

教育 

再生医療や医療機器に代表される先端医療シス

テムは世界的に重要な成長分野で、医学生物学と

工学がともに重要な役割を果たす融合領域です。

従来の医工連携は共同研究が主体であり、学理体

系や教育体制の整備は遅れていました。このため

に臨床ニーズと技術シーズの間にミスマッチが生

じることがしばしばありました。医工学の学理体

系と教育体制の整備が遅れた原因は、医学生物学

と工学という二つの大きく異なる学問領域の融合
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を行う際に、一貫して流れる基本原理を見出すこ

とが困難であったためと考えられます。 

そこで、当部門では、医学生物学と工学の分野

横断的研究を通じて、医と工のインターフェース

で学理を探求し、一人の人間の中で医工が融合し

た人材（医のわかる工、工のわかる医）を生み出

すことを目指しています。医学・生物学・工学と

いう広汎かつ異なる分野からやって来る学生や大

学院生が、各々の専門性をベースにして融合領域

を学習・研究し、生体の基本原理の解明から先端

医療システムの開発に取り組む環境を提供します。

また、東京大学センターオブイノベーション

（COI）「自分で守る健康社会拠点」と協力し、産・

官・学・民の全てのステークホルダーが一同に会

して研究開発の初期から対等に参加するオープン

イノベーションプラットフォームを、実践的な人

材育成の場としても利用します。 

 

研究 

「骨軟骨の細胞運命決定機構の理解に基づいた

細胞分化・増殖制御方法の開発」と「生体内足場

素材として使用するための要求特性を満足する新

規バイオマテリアルの開発」を研究基盤としてい

ます。これらの知見を組み合わせることで、局所

細胞の分化・増殖を直接制御する新たな骨軟骨組

織工学・再生医学の実現を目指します。以下の４

つのプロジェクトを中心に研究を行っています： 

 

① 細胞運命決定機構におけるエピゲノムダイナ

ミクス、遺伝子制御ネットワークの理解 

細胞運命の決定と細胞の分化・成熟によって器

官形成は進行します。遺伝子の転写が一連の過程

の根幹にあるといっても過言ではありません。遺

伝子の発現時期と量が厳密に制御され、必要な遺

伝子が必要な時期に必要な量転写されることで、

細胞の活動・性質が決められます。このとき、エ

ピゲノムは遺伝子発現のメインスイッチとして、

塩基配列依存性にゲノムへ結合する転写因子は発

現量を調節するボリュームとして働くと考えられ

ます。 

そこで、当部門では、エピゲノム動態と転写因

子のゲノム標的に着目することで、遺伝子転写機

構の観点から、骨格（骨・軟骨）発生過程におけ

る細胞運命決定・分化・成熟のメカニズムを明ら

かにし、骨格組織再生・修復療法につなげる基礎

的知見を集積することを目指しています。このと

き、「生体内・細胞内で実際に起こっていることを

あるがままに、網羅的・俯瞰的に観察」し、取得

したデータに基づいて前向きに仮説を構築し、検

証することを主眼としています。この方針のもと、

次世代シーケンサーを駆使して、遺伝子発現とエ

ピゲノム状態・転写因子結合領域に関するゲノム

ワイドデータを取得し、バイオインフォマティク

ス的手法により解析することで仮説を構築します。

そして、この仮説を種々の分子生物学的・マウス

遺伝学的アプローチにより検証することで、骨や

軟骨を形成する細胞（骨芽細胞、軟骨細胞）の表

現型や運命決定を規定するゲノム制御の全景

（regulatory landscape）の解明に取り組んでい

ます。これにより、多能性幹細胞の未分化状態と

分化を規定する転写因子ネットワークや（Stem 

Cells 31:2667, 2013）、骨芽細胞や軟骨細胞を特徴

づけるエピゲノム動態や分化に関わるマスター転

写因子の作動様式、さらにはそれらが構築する遺

伝子制御ネットワークの一端を明らかにしていま

す（Cell Reports 12:229, 2015; Developmental 

Cell 37:238, 2016; Development 143:3012, 2016; 

Trends in Genetics 32:774, 2016）。本研究を通じ

て骨軟骨の細胞運命決定機構が正しく理解できれ

ば、その機構を操作することで骨や軟骨の再生や

修復を促す手法の開発につながります。 

 

② 多能性幹細胞を用いた組織発生モデリングシ

ステムの開発 
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組織の発生や維持のメカニズムを研究する際は、

生体で実際に働いている細胞を用いて、生理的な

状態で解析を行うことが理想的です。そのため、

モデル動物の組織、あるいはモデル動物から採取

した細胞を解析することが一般的です。しかしな

がら生体から採取できる細胞の数には限界があり、

特に骨格系の発生や再生を研究する上での技術的

な制約となっております。この点において、あら

ゆる組織に分化できる能力と無限の増殖能をもつ

多能性幹細胞（胚性幹細胞－ES 細胞、人工多能

性幹細胞－iPS 細胞）は有望な研究ツールと考え

られます。多能性幹細胞を用いて、正常な発生過

程と生体内での代謝をインビトロでモデリングす

ることができれば、上記の制約を解決できる可能

性があります。また、多能性幹細胞を用いた組織

誘導においては、全て既知の成分を用いて、目的

としない組織への分化を抑え、さらに経済的かつ

安定な低分子化合物を用いた方法が理想的です。 

以上から、当部門では、細胞の培養に組成が不

明なものを用いることなく、低分子化合物のみを

誘導因子として用いることにより、マウスやヒト

の多能性幹細胞から、正常な発生過程を模倣しな

がら骨芽細胞を作製する方法を開発しています

（Stem Cell Reports 2:751, 2014）。さらに、骨芽

細胞・骨細胞・破骨細胞という骨の形成と維持を

制御する細胞が三次元的に機能する骨様組織を、

多能性幹細胞を用いて培養皿上・試験管内で作製

し、骨代謝をモデリング・イメージングする方法

の開発にも取り組んでいます（Science Advances 

3:e1602875, 2017）。これらの研究をベースに、

ヒト多能性幹細胞を活用しながら、ヒトの骨発生

や骨代謝機構を試験管内や培養皿上で再現したり、

イメージングにより可視化することができれば、

骨粗鬆症をはじめとした種々の骨疾患の治療薬開

発や骨再生医療のみならず、骨格組織に生じる疾

患の理解や形成と維持のメカニズムの理解に貢献

することが期待されます。 

また、幹細胞を用いることなく、線維芽細胞等

の成体細胞から直接骨芽細胞や軟骨細胞を作製す

るダイレクトリプログラミング法の開発にも取り

組んでいます（ Arthritis & Rheumatology 

50:3561, 2004; FASEB Journal 21:1777, 2007）。 

 

③ 骨・軟骨形成を誘導する生理活性物質の同定と

その骨・軟骨修復への応用 

骨・軟骨形成は様々なシグナル経路や転写因子

によって制御されています。その中でも特に重要

な経路や因子を操作することで、骨や軟骨の形

成・再生を誘導したり、変性を抑制することがで

きると考えられます。この観点から、当部門では、

マウス遺伝学的手法や分子生物学的手法を駆使し

ながら、骨形成性シグナルや軟骨形成性シグナル

の作用とその作動機序を明らかにし、その知見を

基に骨・軟骨形成を誘導する生理活性物質の同

定・応用に取り組んでいます。 

骨形成性シグナルとしては、ヘッジホッグ

（Hedgehog－Hh）シグナルによる骨芽細胞の運

命決定機構（Development 131:1309, 2004； 

Journal of Biological Chemistry 282:17860, 

2012; Journal of Biological Chemistry 288:9924, 

2013）と、骨芽細胞の分化と成熟に関わる転写制

御機構（Developmental Cell 14:689, 2008; PLOS 

ONE, 2014）に焦点をあてて研究を進めています。

これら基礎的知見に基づいて、Hh シグナルを活

性化する低分子 SAG を用いた骨折 治療

（ Biochemical and Biophysical Research 

Communications 479:772, 2016）や、SAGを搭

載したリン酸カルシウム人工骨による骨再生療法

（Biomaterials 34:5530, 2013）の開発を進めて

います。また、生物学的知見を工学的アプローチ

と組み合わせて、高分子ナノミセルを核酸キャリ

アとして用いたプラスミド送達による骨再生療法

（Molecular Therapy 15:1655, 2007）やmRNA

送達による軟骨変性の進行抑制治療（Scientific 
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Reports 6:18743, 2016）にも取り組んでいます。 

骨・軟骨分化をハイスループットに検出する細

胞センサー（ Biochemical and Biophysical 

Research Communications 376:375, 2008; 

Journal of Bone and Mineral Metabolism 

28:627, 2010）を用いた化合物ライブラリーのス

クリーニングにより、骨形成や軟骨形成を誘導す

る新しい低分子化合物の同定を進めています

（ Biochemical and Biophysical Research 

Communications 357:854, 2007; Annals of 

Rheumatic Diseases 72:748, 2013）。 

 

④ 高機能・高生体適合性バイオマテリアルと組織

再生シグナルの知見に基づいた、組織再生を誘

導するインプラントデバイスの開発 

高齢化社会を迎えた現代において、種々の疾患

によって生じた運動器における組織欠損の治療は

健康寿命の延伸につながる重要な課題の一つです。

低侵襲であり、かつ機能的にも審美的にも罹患前

と同等の状態を取り戻す再建法の開発は、高齢化

社会における喫緊の課題の一つといえます。組織

欠損に対する治療法としては、患者自身の健常部

位から採取した組織の移植による再建（自家組織

移植）がこれまでに広く行われてきましたが、組

織採取部位への侵襲による術後疼痛や審美障害が

しばしば問題となっております。一方、生体材料

を用いた再建は組織採取に伴う侵襲を回避できま

すが、自家組織移植に比較して組織を誘導する能

力（組織誘導能）では劣ることが問題点として挙

げられます。 

近年の幹細胞生物学の進歩により、組織・器官・

臓器の形成や再生に関わるシグナルネットワーク

は急速に解明されつつあり、シグナル因子を標的

細胞に送達する方法も開発が進んでいます。上記

①や③で述べたように、当部門でも精力的にこの

点について取り組んでいます。また、三次元プリ

ンター等の登場で、足場素材の三次元形状制御技

術が急速に発展しています。当部門でも、生体材

料の形状を制御することで、従来の組織修復用生

体材料が抱える問題点を解決するべく、研究を行

っています。三次元プリンターを用いて作製する

オーダーメイドリン酸カルシウム人工骨

（CT-bone）を開発し、東京大学医学部附属病院

口腔顎顔面外科とともに臨床応用に取り組んでい

ます（Journal of Artificial Organs 9:234, 2006; 

Journal of Artificial Organs 12:200, 2009; 

Regenerative Therapy 5:1, 2016）。また、射出成

型技術により、外形 1 mmのテトラポッド形状に

成型されたリン酸カルシウム微小人工骨や、レー

ザー焼結法で作製したテーラーメイドチタンメッ

シュケージを開発し、その骨再生医療への応用に

取り組んでいます（Acta Biomaterialia 8:2340, 

2012; Biomaterials 35:3229, 2014）。 

しかし、これらの要素単独では臨床的組織再生

を実現するには不十分であり、両者を統合するイ

ンターフェースとなるユニットの開発が不可欠で

す。この統合インターフェースの候補としては、

シグナル因子を保持して足場素材への空間的配置

を可能にし、かつ、望みの時間に分解してシグナ

ル因子を標的細胞に最適タイミングで届けること

ができる高機能ハイドロゲルユニットが考えられ

ます。しかし、従来のハイドロゲルは構造の不均

一性が高く、統合インターフェースとしての要求

特性を満たしていません。 

そこで当部門では、工学系研究科バイオエンジ

ニアリング専攻の酒井崇匡准教授と共同で、これ

までに蓄積してきた新たなハイドロゲルの設計・

製造方法に基づき、上記の要求特性を満たす高機

能ハイドロゲルユニットの開発に取り組んでいま

す（Macromolecules 41:5379, 2008; Science 

343:873, 2014; Advanced Materials 27:7407, 

2015; Nature Biomedical Engineering 1:44, 

2017）。この高機能ハイドロゲルユニットを用い

てシグナル因子と足場素材を統合することで、組
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織修復における足場であると同時に生理活性物質

のキャリアとして働き、組織再生を誘導するイン

プラントデバイスの開発につながるものと思われ

ます。一連の研究を通じて、局所細胞の分化・増

殖を時空間制御し、効率的な再生誘導を行う「四

次元足場システム」の創製を目指します。このよ

うな材料は、他臓器での再生はもちろん、様々な

疾患の予防・診断・治療においても汎用性のある、

「生体における組織形成の時空間制御」の基盤科

学技術となることが期待されます。 
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研究室の概要 

健康環境医工学部門は疾患生命工学センターの

一部門であり、2016 年 10 月に医学部１号館 3 階

から臨床研究等 A に研究室を移動した。2018 年

度は教授１名、准教授１名、助教１名、特任助教

１名、特任研究員 1 名、客員研究員１名、大学院

博士課程学生 2 名、大学院修士課程学生２名、卒

論研修生３名など合わせて 14 名の人員で研究を

行った。 

本部門は、社会医学専攻に所属しているが、村

上は分子細胞生物学専攻も兼務している。また、

国際保健学専攻及び公共健康医学の協力講座でも

あり、関係の教育・研究に携わっている。 

 

研究内容 

健康環境医工学部門は、2017 年度４月より村上

が教授として就任し、「脂質生物学」を柱とした新

たな研究体制をスタートさせた。一方、准教授の

大迫は引き続き「環境毒性学」を柱とした従来の

研究を継続している。研究内容が異なるため、こ

こでは村上・大迫それぞれのグループの研究進捗

状況について報告する。 

1. 脂質生物学【村上グループ】 

 本グループのメインテーマは、「脂質による健康

環境整備機構の解明」である。脂質は生体におけ

る最大のエネルギー源であり、細胞膜を構成する

主要成分であり、シグナル分子としても働く。ま

た脂質は食品から摂取される環境栄養因子である

と同時に、適宜代謝を受けて時空間的に生体応答

を制御する組織環境調節因子でもある。本部門で

は、脂質ならびにその代謝産物が関与する脂質ネ

ットワークにフォーカスを当て、脂質代謝に関わ

る酵素や受容体の遺伝子改変マウスの解析に脂質

の網羅的分析（リピドミクス）を展開することで、

代謝・免疫疾患等の現代社会で問題となっている

疾患の分子病態を解明する。これを基盤に、

Quality of Life（QOL）のための Quality of Lipids

（QOL）の研究を推進し、脂質代謝の変容が関わ

る疾患の診断・予防・治療に向けた理論基盤の構

築を目指す。 

2. 環境毒性学【大迫グループ】 

 本グループは社会医学的立ち位置から、環境に

纏わる多岐テーマを長期に研究しており、本年度

は以下 2 つの研究に注力した。 
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1) エピジェネティック分子疫学研究：前世紀後半

から尿道下裂等の男児外陰部異常症が世界的に増

加しており、その原因として環境化学物質の関与

が示唆されている。尿道下裂患者の外科手術時に

採取される包皮や血液サンプルを用いて化学物質

曝露レベル、遺伝子発現、DNA メチル化等の調

査を行っている。 

2) 内分泌攪乱物質アドバースエフェクトの検証： 

いわゆる環境ホルモンの毒性発現メカニズム研究

は、数十年にわたり行われているものの、実際の

生活で曝露されるレベルで悪影響が出るとされる

数多くの報告には再現性の疑われるものが多い。

本グループでは、厚生労働省も規制に躊躇してい

るビスフェノール A（BPA）に関して、多面的に

生体影響の検証を行っている。 

 

研究成果 

1. 脂質による健康環境整備機構の解明 

本グループは、脂質代謝のボトルネック酵素で

あるホスホリパーゼA2 (PLA2) 分子群ならびにそ

の下流の脂質代謝酵素・受容体の欠損マウスを網

羅的に展開・解析するとともに、これにリピドミ

クスを応用することで、健康維持や疾患と関わる

新しい脂質パスウェイを同定することを研究の中

核としている。 

1) 代謝疾患 

分泌性酵素 sPLA2-IID は脂肪組織の M2 マクロ

ファージに構成的に発現しており、全身性および

マクロファージ特異的欠損マウスは肥満・インス

リン抵抗性増悪の表現型を示した。sPLA2-IID は

脂肪組織において高度不飽和脂肪酸を供給し、

M1 マクロファージ誘導を抑制するとともに、白

色脂肪細胞のベージュ化を促進することが判明し

た。本成果は、熱産生に関わる Thermogenic 

sPLA2 の初めての発見である（投稿中）。 

細胞内酵素 PNPLA7（リゾホスホリパーゼ）の

欠損マウスは肝臓変性・筋力減退・脂肪萎縮・短

寿命などの表現型を示すことを発見した。メタボ

ローム解析の結果、PNPLA7欠損マウスの肝臓で

はリゾホスファチジルコリン（LPC）からグリセ

ロホスホコリン（GPC）を介して内因性コリンを

取り出すことができず、このためコリンのメチル

基がメチオニンに転送されず、メチオニン回路を

通じたメチル基代謝フラックスが乱れるため、メ

チオニン欠乏症に類似した表現型を呈することが

判明した。本研究で発見した PC 分解経路は、リ

ン脂質を構成単位まで分解して再利用する「リン

脂質リサイクル経路」と呼ぶことができ、既存概

念であった脂質メディエーターの産生、細胞膜リ

ン脂質の脂肪酸リモデリング（Lands経路）と並

ぶ PLA2 ファミリーの新機能を提示するものであ

る（投稿準備中）。 

3) 皮膚疾患 

これまでの研究で、表皮に分布する sPLA2-IIF

が特殊なリゾリン脂質を動員して表皮肥厚疾患の

増悪に関わること（Yamamoto et al, J Exp Med 

2015）、iPLA2 ファミリーの新規酵素 PNPLA1（ヒ

ト魚鱗癬の原因遺伝子）が皮膚バリアに必須の脂

質成分であるアシルセラミドの合成酵素として機

能すること（Hirabayashi et al, Nat Commun 

2017）を報告した。今年度は、PLA2 関連の欠損

マウスのうち皮膚バリア機能に乱れが生じている

系統の表現型スクリーニング、ならびに皮膚の遺

伝子プロファイリングから新たに浮上した複数の

PLA2（sPLA2-III, cPLA2δ, cPLA2ε）について、

各種皮膚疾患（ヒト、マウス）における発現を調

べるとともに、欠損マウスを用いて各酵素の皮膚

における機能解析を進めている。 

3) 免疫アレルギー疾患 

これまでの研究で、アレルギーの中心的役割を

担うマスト細胞の分化や機能を修飾してアレルギ

ー応答に影響を及ぼす新規脂質経路の探索を行っ

てきた（Taketomi et al, Nat Immunol 2013; 

Shimanaka et al, Nat Med 2017）。今年度はアレ
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ルギー応答に変容をきたす新たな欠損マウス３系

統について、その作用機序の解明を進めている。 

また、韓国グループとの共同研究により、昨年

度までに脂質栄養状態をセンスする Srt1-LKB1-

AMPK経路がマスト細胞の FcRI シグナルを負

に制御してアレルギーを抑えることを報告したが

（Li et al, Sci Rep 2017）、今年度はこれをさらに

展開し、本経路を活性化する新規低分子化合物に

ついて報告するとともに（Li et al, Biochem 

Pharmacol 2018）、本経路の調節に関わる核内受

容体 NR4A1 を同定した（Jin et al, Allergy 2019）。 

 

2. 環境因子による毒性発現機構の解明 

1) エピジェネティック分子疫学研究 

これまで、名古屋市立大学や福島県立医科大学

との共同研究で尿道下裂（HS）と包茎（PM）患

者 1～2歳児の外科手術時に採取される包皮サン

プルを用い、曝露レベルと遺伝子発現や DNA メ

チル化との関連性を調査してきた。HS で多環芳

香族類化学物質の曝露マーカー（CYP1s）の発現

が高く、アンドロゲン受容体（AR）が低いこと、

SRD5A2 遺伝子のメチル化が尿道下裂患者内で

曝露マーカー発現レベルと相関している事など報

告した（Ohsako et al, AECT, 2017）。さらに、ゲ

ノムワイドメチル化解析法である MSD-AFLP を

用いて HS 患者と PM 患者の包皮と血液 DNA を

比較したところ、HS包皮で平滑筋を構成するア

クトミオシンの一種Myosin-11遺伝子、血液DNA

では SGCD1 遺伝子のメチル化レベルが高いこと

が解った（Aiba et al., in revision）。 

2) 内分泌攪乱物質アドバースエフェクトの検証 

BPA はいわゆる環境ホルモンの代表例であり、

動物実験では脆弱な胎児期の曝露により、生殖機

能や中枢神経系への悪影響が無数に報告されてい

る。中枢神経系・高次脳機能では、DNA メチル

化も含め低用量影響が報告されている。しかし、

使用規制の世界協調は不十分で、世界生産量は依

然増加し続けている。問題の本質には、生活環境

に相当する低レベル曝露実験の報告が、信頼性再

現性のあるものであるかの検証が不十分であるこ

とが挙げられる。我々もこれまで、C57B6/J妊娠

マウスへの低用量 BPA投与実験を行ってきた。

連続投与（200 μg/kg/day）による、産仔の大脳海

馬のメチル化を MSD-AFLP でゲノムワイドに対

照群と比較したが、検出可能な全 43,840 CpG で

有意な変動を示すものは全く無かった（Aiba et 

al., Genes Environ 2018）。さらに、低用量連続

投与（0, 2, 20, 200 μg/kg/day）の海馬サンプルを

用いて、タイリングアレイによる DNA メチル化、

マイクロアレイによる mRNA発現を行ったが、

BPA による明らかな影響と断定でき、かつ統計学

的に有意に変動する遺伝子は検出できなかった

（投稿準備中）。 

 

教育 

本研究部門は、脂質生物学を基盤としたライフ

サイエンスに加え、臨床医学、工学を環境科学に

融合させて、環境因子の健康影響とそのメカニズ

ムの解明についての研究・教育を行った. 

 

（１）大学院教育 

講義と実習及び修士及び博士課程学生の研究指

導を行ってきた。 

・医科学修士専攻  健康環境医工学各論 

（２）学部教育 

M0 生化学講義において脂質を担当するととも

に、４名のフリークオーター学生を指導した。 
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沿革と組織の概要 

本部門の前身である医学部附属動物実験施設は

1971年 4月に開設された。そして、1972年 4月

の施設建設と同時に管理者として専任教員が着任

した。建物は 1973 年 3 月に竣工し、4 月より施

設運営が開始された。2001 年 4 月には医学系研

究科附属へ移行し、2003 年 4 月には医学系研究

科附属疾患生命工学センター発足に伴い、研究基

盤部門の一つとして改組され動物資源研究領域と

なった。さらに 2008 年度に動物資源学部門と改

称され、従来の動物実験の支援を主たる業務とす

る動物資源研究領域の業務を兼務することになっ

た。 

動物資源学部門は研究部門であり、遺伝子操作

動物の解析により脳機能・神経発生の分子基盤を

明らかにすること、種々のコンディショナルノッ

クアウト動物を作製し疾患モデル動物を樹立する

こと、哺乳動物の発生工学における技術開発を行

うこと等を目標としている。 

動物資源研究領域は研究基盤部門であり、動物

実験施設の管理・運営を主な業務としている。6

名の教員の他、技術職員 5名、事務主任 1名、学

術支援専門職員 1名、技術補佐員 2名、事務補佐

員 4名より構成されている。さらに、動物飼育の

一部、空調管理、器材洗浄を外部委託しており、

外部契約職員 15 名前後が施設内で就労している。

動物資源研究領域事務室は医学系研究科動物実験

委員会事務局を兼務しているため、教員は医学系

研究科内の動物実験計画書に対する助言も行って

いる。 

動物実験施設で飼育中の実験動物は、イヌ、ブ

タ、ウサギ、ラット、マウス、マーモセットであ

る。また、2018 年度末時点での利用登録者数は

945人である。 

動物実験施設は建物と設備の老朽化が著しかっ

たため改修工事が行われた（2008 年 9 月工事終

了）。また、同時に医学部教育研究棟 9階Ⅱ期の

SPF マウス飼育施設を整備し、運用を開始した。

生命科学実験棟（旧動物実験施設）の工事終了に

伴い、2009 年 3 月からコンベンショナル動物の

導入が始まり、本格的な使用再開となった。さら

に、生命科学実験棟の 6 階の整備が終了し、

2012 年 6 月から全学に向けてのマウス発生工学

および SPFマウス飼育のサービスを開始した。 

 

教育 

医学科のM0に対して「実験動物資源学」の授

業を担当している。動物実験を行うために必要な
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知識の習得を目的とし、動物福祉と法規制、動物

実験の洗練、動物育種と実験動物種、実験動物の

微生物統御と動物由来感染症等について講義を行

っている。さらに、発生工学を用いた医科学研究、

疾患モデル動物の作製法等についての概説も行っ

ている。 

また、医学系研究科動物実験委員会が主催して

いる動物実験講習会の講師を担当している。内容

は「法律及び規則等の遵守に関する事項」「動物実

験等の実施及び実験動物の取扱いに関する事項」

「実験動物の飼養保管に関する事項」「安全確保及

び環境保全に関する事項」「実験動物学総論」等か

ら成る。2018年度は 7回開催し、440名の動物実

験従事者が受講した。 

 

研究 

本部門では、脳機能、エネルギー代謝等の分子

基盤を個体レベルで明らかにするため、種々の遺

伝子操作動物を作製、解析しており主要な研究内

容は以下の通りである。 

 

１）マーモセットの自家移植法の開発 

本部門では、従来行われていたマーモセットの

子宮内移植よりも体外培養時間が短縮できる受精

卵の卵管内移植法を確立した。この技術を基に、

自家移植法の開発を行っている。自家移植法は、

採卵した受精卵を再び採卵個体自身の卵管内へ戻

す手法である。自家移植法では、採卵、ゲノム編

集、移植に要する時間は約５分であり、従来法と

比較し胚発生率や妊娠率の大幅な向上が期待でき

る。 

 

２）代謝型グルタミン酸受容体１型スプライスバ

リアントの解析 

代謝型受容体１型（mGluR1）は, , の三種の

スプライスバリアントが知られているが、

mGluR1の発現様式は不明であった。そこで、

mGluR1にエピトープタグを付加したノックイ

ンマウスを CRISPR/Cas9システムを用いて作製

した。その結果、mGluR1タンパク質はマウス小

脳では検出できず、mGluR1は発現が無いかもし

くは非常に少ないことが明らかとなった。また、

mGluR1の細胞内C末端領域に存在するHomer

結合部位に変異を導入したmGluR1a-P/E-レスキ

ューマウスを作製・解析した。その結果、この動

物は小脳失調を示さず、シナプスでの mGluR1

の局在も大きくは変化しなかった。一方で、電顕

によるシナプスでの mGluR1 スプライスバリア

ントの局在解析により、mGluR1はmGluR1aが

存在しない時、mGluR1に特徴的なシナプス周辺

部への集積が減少することがわかった。 

 

３）22q11.2欠失症候群モデルマウスの解析 

22q11.2欠失症候群（22q11.2DS）は、ヒト 22

番染色体長腕 11.2 領域のヘテロ接合性欠失を原

因とする優性遺伝疾患である。大部分のヒト患者

（85%）では、3 Mb領域（LCR22A-LCR22D）

が欠失している。頻度は少ないが（10%未満）1.5 

Mb領域や 1.4 Mb領域といった 3 Mb領域の部分

的欠失を持つ患者もいる。ヒト患者は、先天性心

疾患、口蓋形成異常、免疫不全、腎臓の奇形、精

神疾患といった多様な臨床症状を示すことが知ら

れている。精神疾患の中でも統合失調症の発症リ

スクは、単一の遺伝的リスク因子の中で最も高い

（約30倍）。そのため、22q11.2DSの病態解明は、

統合失調症の発症メカニズムを解明する糸口にな

ると考えられている。また、22q11.2 患者で認め

られる欠失領域は、マウス 16qA13領域にシンテ

ニーを保って保存されている。我々は、22q11.2

患者で最も多くみられる 3 Mb欠失と相同な領域

の欠失をマウス染色体 16qA13領域に導入し、新

たな 22q11.2DSモデル Del(3Mb)/+マウスを作製

した。このDel(3Mb)/+マウスはプレパルス抑制実

験での異常、自発活動量の減少等の表現型を示し、
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現在統合失調症のモデルマウスとしての妥当性を

検討中である。 
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教授 
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沿革と組織の概要 

本教室の沿革は、2003年の疾患生命工学センタ

ーの発足に伴い、1967年に設立された放射線基礎

医学講座と 1992 年に設立された放射線研究施設

の 2つの教室が母体となって新たな組織となった

ことに由来する。当初は、医学系研究科における

放射線同位元素を使用する研究支援を主たる業務

とする研究基盤部門放射線研究領域の組織のみで

あったが、2008年度に研究部門として疾患生命工

学センター放射線分子医学部門が併設されたため、

同じ構成員が２つの組織の役割を担うこととなっ

ている。 

放射線分子医学部門は、放射線医学と分子生物

学を融合する研究を行うことによって、放射線の

より有効な医学応用を、最先端の生命科学を駆使

した分子レベルの研究から探索することを目標と

している。 

研究基盤部門放射線研究領域は、医学系研究科

における放射性同位元素研究施設の管理・運営を

主要な業務としている。管理に携わる教員として

の室長と放射線取扱主任者は、医学部と病院の 2

つの研究施設とも本教室より選任されている。管

理体制および施設の使用状況については、医学部

では変化はないが、病院の研究施設は、臨床研究

棟新設に伴い、2015年度途中から閉鎖された状態

が続いている。 

 

教 育 

医学科における放射線基礎医学の科目を担当

している。M1の講義においては、放射線の物理・

化学から始まり、放射線生物学の基礎的な部分の

理解を目的としている。また、安全な放射性同位

元素の取扱いを習得することを目的とした実習を

2日にわたって行なっている。 

M2 における放射線基礎医学は、臨床の現場に

おいて放射線を安全に使用するために必要な知識

を習得することを目的としている。この背景には、

医療において様々な放射線を利用した診断・治療

技術が導入されているにもかかわらず、それらの

人体影響に関する知識の不足から問題が発生して

いる事実がある。このような通常の医療における

被ばくの問題に加えて、この講義では予期しない

被ばく時における緊急的な医療対応についても教

育を行なっている。これはまれな事象ではあって

も、事故や災害などで大規模な被ばくがおきた場

合を想定して、医療に携わる人間が誰でも知って

おくべき事を教育することによって被害を最小限

に抑えることを目的とするものである。このよう
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な教育はこれまでに例のないものであったが、福

島原発事故によって、その重要性が広く認識され

るようになった。 

健康総合科学科の 3年では、放射線の測定に関

する実習を担当している。 

大学院では、放射線による DNA 損傷応答と修

復に関する分子生物学に重点を置いた教育を行な

っている。 

これらの学生に対する教育に加えて、放射性同

位元素の安全管理において、新規利用者に対する

教育訓練と継続者に対する教育訓練を、医学部と

病院において頻繁に行なっている。 

 

研 究 

DNA 二本鎖切断に対する細胞応答の機序を中

心として研究が行われている。多様な DNA 損傷

の中でも、DNA 二本鎖切断は、適切に修復され

ない場合には、重篤な影響をもたらす。このよう

な状況を回避するために、細胞は少なくとも 4つ

の情報伝達を行う経路を有している。非相同末端

結合、微小相同末端結合、単鎖アニーリングの 3

つの経路による修復はエラーを生じやすいのに対

して、相同組換えは、新たに複製された DNA を

鋳型として修復するために、原則的にはエラーを

生じない修復である。この相同組換えがはたらか

ないと、がんが発生しやすくなることが知られて

いる。そのよく知られている例として、遺伝性乳

がん・卵巣がんのがん抑制因子である BRCA1と

BRCA2は、DNA二本鎖に対する細胞応答を媒介

し、相同組換えを促進する。 

本研究室では、がんの病態に大きく寄与するゲ

ノム不安定性における相同組換え修復の意義を主

な研究対象としてきた。がんにおける相同組換え

修復に関わる遺伝子の異常は低頻度であるために、

近年はエピジェネティックな機序によるこの機構

の異常に焦点をあてている。その中でも、正常で

は減数分裂においてのみ発現する他は、がんで発

現する分子であるがん精巣抗原の、体細胞におけ

る役割の解明を進めている。 

シナプトネマ複合体を構成する分子である

SYCP3 のがんにおける発現を調べたところ、副

腎腫瘍、肝がん、胃がん、腎がんなど、由来臓器

を問わず発現していることが明らかとなり、がん

精巣抗原であることが確認された。この分子の非

発現細胞をメチル化阻害剤で処理すると、その発

現が誘導されることから、がんにおけるメチル化

異常によって、本来発現するべきではない体細胞

において発現することが明らかとなった。 

SYCP3 の体細胞における発現の、細胞機能へ

の影響を検討した結果、SYCP3 発現によって、

細胞の放射線やシスプラチンに対する感受性が亢

進するとともに、染色体の異数性が促進されるこ

とが判明した。このような表現型は、相同組換え

修復の異常によるものと合致するために、SYCP3

と細胞内において共局在する分子を蛍光免疫によ

ってスクリーニングしたところ、遺伝性乳がん・

卵巣がんで変異することで知られているがん抑制

分子 BRCA2と共局在することが発見された。ま

た、これらはタンパク質複合体を形成することも

確認された。そして、SYCP3 が BRCA2 に結合

した場合には、BRCA2が Rad51と結合すること

によって果たす相同組換え修復が抑制されること

が明らかとなった。 

BRCA1 や BRCA2 の変異を有するがんにおい

ては、PARP阻害剤に対する感受性が著しく亢進

するために、これらのがんにおいては PARP阻害

剤の臨床試験が国際的に活発に行われている。た

だし、問題点としては、BRCA1あるいは BRCA2

の変異を有するがんは少ないために、この薬剤の

適応となる症例は限定されることである。本研究

によって、SYCP3 が発現することによって、こ

れらの変異を有しないがんの中でもPARP阻害剤

が有効となるものが存在する可能性が示唆され、

この成果はがん治療の新しい方法を提案するもの
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として注目されている。 

シナプトネマ複合体を構成する別の分子であ

る SYCE2 は、体細胞において様々なレベルで発

現がみられる。その体細胞における機能解析を行

った結果、SYCE2 は、ヘテロクロマチンタンパ

ク質として知られている HP1をヘテロクロマチ

ンのヒストン修飾であるヒストンH3の 9番目の

リジン残基のトリメチル化であるH3K9me3から

遮断することによって、ATM依存性のDNA二本

鎖切断修復を促進することが明らかになった。こ

のことは、SYCE2 が体細胞においては核内微小

環境と DNA 損傷応答とが連携する機構に関わる

ことを示唆するものである。 

相同組換えの早期過程においては、Rad51が中

心的な役割を果たすが、それに加えて、Rad51と

構造が類似している 5 種類の Rad51 パラログ、

Rad54、Rad54B、Rad52も相同組換えに関わる。

これら Rad51パラログと Rad54は、Rad51に依

存する相同組換えを補助することが知られている

が、Rad54Bのこの経路への関与は強くない。こ

の事実より、Rad54Bは、他の相同組換えに関わ

る因子とは異なる機能を有することが仮説として

導かれた。 

Rad54B の発現レベルは、DNA 損傷後におい

ても、また Rad54Bのノックアウト細胞において

も、p53と逆相関することが発見された。タンパ

ク質相互作用の解析によって、Rad54B は、p53

のプロテアソーム依存性のタンパク質分解を担う

E3 ubiquitin ligaseであるMDM2/MDMXに直

接結合して、p53を抑制することが判明した。さ

らに、Rad54Bの過剰発現は、p53による細胞周

期のチェックポイントを抑制することによってゲ

ノム不安定性を促進することも判明した。このよ

うな結果を臨床的に支持する所見として、大腸が

んにおいてはRad54Bの高発現レベルは予後不良

と相関することが明らかとなっている。また、他

の種類のがんにおいても、その発現亢進は病態の

進展に関わることが判明している。 

Rad52 の酵母の相同組換えにおける役割は確

立しているが、哺乳動物における役割ははっきり

していない。ヒト正常上皮細胞におけるその機能

解析を行った結果、RNAとDNAがDNA二本鎖

切断部位で形成する R-loop のプロセッシングに

関わることが明らかとなった。このことは、Rad52

が転写に関係した相同組換えに重要な役割を果た

すことを示唆するものであり、転写領域における

DNA 修復の理解を深めることに大きく貢献する

ものである。 

このように、相同組換えの分子機序の研究は、

ゲノム不安定性における新たな原理を確立するこ

とによって、がん治療における重要な方法を開発

することに貢献するものである。放射線や多くの

抗がん剤は、DNA 二重鎖切断によって抗腫瘍効

果を発揮する。ところが、通常はそれに対して修

復機構がはたらくために、必ずしも DNA 切断が

細胞死に至るわけではない。このようながん細胞

における修復機構の詳細が解明されれば、それを

標的とすることによって、現在のがん治療をより

有効性の高いものにすることも可能である。この

ような視野から、本研究を今後も展開していきた

い。 
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沿革と組織の概要 

本部門は、2003 年の疾患生命工学センターの設

立に伴い、疾患生命工学センター研究基盤部門の

一つとして、医工情報研究領域が発足したことに

始まる。その後、2017 年度に同センター内に研究

部門として疾患生命工学センター医工情報学部門

が併設されたため、同じ構成員が２つの組織の役

割を担っている。 

医工情報学部門は、医学と工学、情報学にまた

がる境界領域において、医療情報の解析と２次利

用による医学知の創出、診断・診療支援、医療情

報システムへの応用、などの研究を通じて、臨床

医学へのフィードバックを行い、医療と社会へ貢

献することを目指している。また医療情報学分野

の教育を担当しており、医科学修士課程ならびに

医学博士課程ならびに公共健康医学専攻の大学院

教育を担当している。 

研究基盤部門 医工情報研究領域は、医学部・

医学系研究科情報化推進室の担当として、医学研

究支援情報システム（MERCS: Medical Research 

infrastructure with Computer System）の維持

管理業務を行っている。具体的には、(1) 医学研

究支援情報ネットワーク基盤の維持管理ならびに

CERT インシデントへの対応、(2) 医学研究支援

ソフトウエアサービスの提供と管理、(3) 医学部

メールサービスの運用管理、(4) UT-Net 接続用グ

ローバル IP アドレスの割り当てと DNS サービス

の運用管理、(5) 医学部 Web サーバーの運用管理

と、医学系研究科、医学図書館、事務部、倫理委

員会、医科学修士課程、疾患生命工学センターな

どの Web サイトの保守管理、(6) 医学図書館にお

ける学生実習端末の提供、などである。 

 

教 育 

2018 年度は、医療情報学分野の教育担当として、

医科学修士課程での講義１コマ（「医学知識の記述

と処理」）、公共健康医学専攻（専門職修士課程）

における医療情報システム学講義 2 コマ（「医用

自然言語処理と医学知識記述」、「医療における用

語と概念のハンドリング〜ICD11 とその周辺

〜」）、GCL 情報理工学特別講義 III 1 コマ(人工

知能が浸透する社会について考える：第 10 回「医

療と AI」)といった内容の講義を担当した。  

当部門では、医学博士課程ならびに医科学修士

課程の学生を受け入れており、関連教室である医

療情報学分野の教員とも連携し、教育する体制を

とっている。2018 年度は医学博士課程 1 名、医

科学修士課程４名、ならびに MD 研究者育成プロ

グラムを通じて受け入れている学部学生１名が在

籍している。 

また、M3 Elective Clerkship では６名の学生

の実習教育を担当した。 

 

研 究 

当部門の主要な研究領域は、1) 医学医療におけ

る知識表現手法と知識処理、2) 自然言語処理や機
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械学習技術を用いた診療情報の解析と医学知の創

出、3) これらを用いた診療・診断支援システムの

開発、4) 医療情報の標準化、などである。これら

についての代表的なテーマを以下に挙げる。 

 

1) 医療知識基盤の開発研究 

医療における電子化の進展に伴い、大量の診療

情報が電子的に蓄積されている。これを用いて、

類似症例検索や診断支援、新たな医学知の創出な

どに２次的に活用する需要が高まっている。計算

機がこれを行うためには、機械学習や知識推論な

どの情報・知識処理技術と共に、臨床医学分野に

おける用語・概念を体系的に整理し、相互の意味

関係を記述した知識データベース（オントロジー）

が必要である。そこで、これまで厚労省受託研究

により、解剖、疾患、異常状態の分野で上記オン

トロジーの開発を行ってきた。例えば疾患分野で

は、約 6,000 疾患の規模で、疾患概念を異常状態

の因果連鎖として記述したオントロジーの開発を

行ってきている。2015 年からは、AMED 受託研

究で開始された医用人工知能基盤開発研究に参画

しており、上記のオントロジーを発展させ、慢性

疾患の異常状態と実患者の臨床情報を自動マッピ

ングすることで、患者の病態遷移の把握や臨床支

援アプリケーションへ応用する研究を行っている。 

 

2) 総合診療医の診断支援システムの開発研究 

地域医療では専門医や高度医療機関との連携

は困難であり、僻地医療現場の医師には総合的な

診療能力とともに、一定の専門的知識が求められ

てきた。しかしこれを個々の医師の知識と経験に

のみ依存することは難しく、システムとして診療

支援を行う必要が指摘されている。本研究ではこ

のような問題に対し、僻地で診療に従事していて

もベテランの総合診療医の経験と知識、さらに専

門医が考慮すべき情報を参照できる総合診療医向

けの診療支援システムの開発を進めている。本研

究は２０１７年１月からの AMED 受託研究にて

開始された。これまで内科学会の症例報告（約 2

万）から抽出された、実際に患者に起こった病態

の連鎖を記述した疾患想起知識データベースを基

として、入力された症状・所見から鑑別疾患の候

補リストをその導出理由とともに提示するシステ

ムを開発している。また、継続的な知識の更新に

向け、症例報告文章から自然言語処理を用いてこ

れらの知識を自動抽出する研究にも取り組んでい

る。また今後社会実装に向けても取り組みを進め

て行く計画である。 

 

3) 深層学習を用いた心電図波形の解析 

現在診療現場で用いられる心電図計は主にル

ールベースの手法による自動解析機能によって、

波形データと共に自動付与所見が出力される。し

かし所見によっては感度が不十分、あるいは偽陽

性が多いといった問題が存在し、精度向上が課題

となっている。そこで、当部門では深層学習を用

いた心電図波形の自動診断研究に取り組んでいる。

これまで標準１２誘導心電図波形を対象とし、深

層学習を用いて非常に高い精度で正常異常判定を

行う手法を開発している。これは既存の心電図計

の出力した異常所見を教師データとして機械学習

で再現を行ったものであるが、今後、心臓超音波

検査で判明した患者病態を機械学習の教師データ

とすることで、専門家に近い高い精度で特定の異

常所見の有無判定を行う手法へと発展させて行く

予定である。 

 

これらの研究の他にも、機械学習を活用した死

亡票データからの原死因確定支援手法の開発、診

療ガイドラインに基づいた高血圧患者に対する処

方薬選択支援システムの開発研究、2018 年 6 月

にリリースされた国際疾病分類体系 ICD の第 11

版改定 (ICD-11) の国内適用化に向けての研究、

などを推進している。 
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またその他、AMED 課題評価委員、科学技術振

興機構 研究開発戦略センター特任フェロー、厚労

省 ICD 専 門 委 員 会 委 員 、国際標 準 化 機 構

ISO/TC215 WG3、ISO/TC215/SC1、WHO ICD11

国内内科 TAG 検討委員会などの社会活動を行っ

ている。 

 

出版物等 

 

1. Ma X, Shinohara E, Han H, Ishii M, Imai T, 

Ohe K. Extracting Information on Lifestyle 

Issues from Clinical Narratives in EHR. 医

療情報学 37(6), pp.313-321, 2018. 

2. 田代 尚己, 今井 健. 分散表現と文字情報を

用いた自由入力病名の表記揺れ解消. 第 6 回

医療情報学会・人工知能学会 AIM合同研究会 

(神奈川), 医療情報学会・人工知能学会 AIM

合同研究会資料 SIG-AIMED-006-03, 2018. 

3. 青木美和 , 横田慎一郎 , 篠原恵美子, 今井 

健, 大江和彦. 看護実践用語標準マスターを

基にした形態素解析用辞書を用いた看護記録

の 分 析 に 関 す る 検 討 . 医 療 情 報 学

38(Suppl.):506-7, 2018. 

4. 今井 健. ICD-11 の機能からみた我が国への

適用 に つ い て . 医 療 情 報 学 38(Suppl.): 

216-218, 2018. 

5. 滝澤雅美, 小川俊夫, 今井 健, 小松雅代, 及

川恵美子, 阿部幸喜, 中山佳保里, 森桂, 田嶼

尚子, 今村知明. 詳細不明コードから見た

ICD-11 への構造変更に関する一考察. 医療

情報学 38 (Suppl.):796-798, 2018. 

6. 青木美和 , 横田慎一郎 , 篠原恵美子, 今井 

健, 大江和彦. 看護実践用語標準マスターを

基にした形態素解析用辞書の検討. 第19回日

本医療情報学会看護学術大会論文集. 2018: 

127-130. 

7. 土井俊祐, 横田慎一郎, 今井 健, 大江和彦.

病院情報システムによる検知方法を軸とした

インシデント報告分類の試み. 第22回日本医

療 情 報 学 会春季学 術 大 会抄録集 . 2018: 

118-119. 

8. 谷垣龍哉, 今井 健, 大江和彦, 吉野鉄大, 渡

辺賢治. 非漢方専門医に向けた漢方製剤の処

方選択支援モデルの研究. 第 5 回医療情報学

会・人工知能学会 AIM合同研究会 (神奈川), 

医療情報学会・人工知能学会 AIM合同研究会

資料 SIG-AIMED-005-04, 2018. 

9. 古林せなみ, 今井 健, 石原三四郎, 藤生克

仁, 大江和彦. 深層学習を用いた心電図波形

の正常異常判定に関する研究. 第 5 回医療情

報学会・人工知能学会 AIM合同研究会 (神奈

川), 医療情報学会・人工知能学会 AIM 合同

研究会資料 SIG-AIMED-005-05, 2018. 
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医学教育学部門 
 

教授 

江頭正人 

講師 

孫 大輔 

 

※都合により、昨年度と同じ内容となっております。  

 

 

沿革と組織の概要 

2000年（平成 12年）に発足した医学教育国際

協力研究センターは，大学直轄の附置センターの

一つとして全学的に機能しつつ，医学系研究科と

様々な関わりを持ってきた。2013年 4月からは，

医学系研究科の附属教育研究施設として「医学教

育国際研究センター」に名称を改め，移管される

に至った。内部組織は，医学教育国際協力研究部

門，医学教育国際協力事業企画調整・情報部門の

2つに分かれていたが、それぞれ医学教育学部門，

医学教育国際協力学部門に改称された。 

医学教育学部門は，東京大学医学部，さらに我

が国全体の医学教育の向上というミッションを持

つ。具体的には以下の通りである。 

(1) 医学教育の研究と学内外への発信：医学教

育・医療者教育は，それぞれの国や地域の保

健医療ニーズに応じて変革を続けていく必

要がある。しかし，各国・各地域では文化や

社会システムが異なるため，変革に関しては

最新の知見を実際に応用する経験が重要と

なる。実践的な研究活動を行うと共に，その

研究成果を発信して，本分野の中核的研究拠

点となることを目指す。 

(2) 本学の卒前・卒後教育の支援：医学部や附属

病院での教育を支援することで，上述した内

容の国内での有用性を示し，全国医学部の改

革につなげる。 

活動 

医学教育学に関連した分野の研究を推進する部

門である。国際的に急速に発展してきている医学

教育学に関して，理論を構築していく研究を展開

すると共に，教育実践活動も重視している。 

学内では教務委員会や教育改革に関するワーキ

ンググループ，クリニカル・クラークシップなど

において医学部における教育に関して委員として

活動を行っている。また PBL チュートリアルや

臨床導入実習などの教育も行っている。共用試験

OSCE においては，運営を担当している。また，

医療面接教育に不可欠な模擬患者を育成するため

に，東京医科歯科大学とのコンソーシアムである

「つつじの会」を運営，管理している。 
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医学教育国際協力学部門 
 

講師 

大西弘高 

 

ホームページ https://www.icme.m.u-tokyo.ac.jp/ 

 

 

沿革 

2000年（平成 12年）に発足した医学教育国際

協力研究センターは、大学直轄の附置センターの

一つとして全学的に機能しつつ、医学系研究科と

様々な関わりを持ってきた。2013年 4月からは、

医学系研究科の附属教育研究施設として「医学教

育国際研究センター」に名称を改め、移管される

に至った。医学教育国際研究センターは，医学教

育学部門、医学教育国際協力学部門の二つで構成

されている． 

 

組織の概要 

医学教育国際協力学部門は、医療者教育に関連

した領域における国際協力と、国際保健・地域医

療・総合診療といった政策と実際の臨床をつなぐ

領域における実践やその研究を包括して取り扱う

部門である。具体的には以下の通りである。 

(1) 医療者教育分野における国際協力：アジアを

中心とした国々における国際協力事業への参画を

通じ、保健・医療領域の教育や政策がどうあるべ

きかを探る。国際協力機構のプロジェクトに専門

家として現地業務を行うなど、実践的な取り組み

を行いつつ、評価手法、政策提言、関係者の調整

といった経験を積むと共に、その研究成果を発信

して、本分野の中核的研究拠点となることを目指

す。 

(2) 学習者評価に関する研究：プログラムの修了

認定を行う際、学習者評価をどのような手法で行

い、どのように意思決定するかは非常に重要な事

項である。学習者評価に関する概念自体にも様々

な変化がみられる。研究としては、業務基盤型評

価手法の開発、信頼性や妥当性の検証、合否判定

基準設定の方法の改善などが挙げられる。 

(3) 保健政策と臨床とをつなぐ領域における実践

やその研究：地域包括ケアの担い手をどう育てて

いくかに関連したプロジェクトが進行中である。 

 

教育 

国際保健学専攻及び公共健康医学専攻の協力講座

として大学院教育に携わっている。 

 

国際協力 

2018年は，JICAが実施している「モンゴル国一

次及び二次レベル医療施設従事者のための卒後研

修強化プロジェクト」に教員が、専門家として以

下の協力を行った。 

①モンゴルの研修医評価制度構築に関する提言 

②モンゴルの指導医に対する研修評価法の指導 

③研修医評価ツール・カリキュラム評価マニュア

ル作成支援など 

2018年の実施・契約期間：1月 29日～2月 1日、

6月 15日～8月 1日 
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出版物等 

 

≪原著≫ 

1. 大西弘高．わが国の総合診療はどうあるべき

か：内科、プライマリケア、プライマリ・ヘル

ス・ケア、家庭医療を含めた歴史的変遷に基

づいた考察．医療職の能力開発 6(1), 43-55, 

2018 

2. 玉井杏奈、大西弘高、野口麻衣子、土屋瑠見

子、弘田義人、山中崇、飯島勝矢．地域医療学

実習における多職種模擬カンファレンスカリ

キュラムの開発とその改変プロセス．医療職

の能力開発 6(1), 31-42, 2018 

3. 大西弘高．学習者評価の信頼性とは．医療職

の能力開発 5(2), 78-82, 2018 

4. 野村理、大西弘高．価値に基づく診療（Values-

based Practice）ワークショップ．医療職の能

力開発 5(2), 72-77, 2018 

 

≪書籍≫ 

1. 大西弘高．①病院総合医―専門分化する医療

の隙間から、地域包括ケアの担い手へ、②ポ

ートフォリオ勉強会．大西弘高、藤沼康樹編．

ジェネラリスト教育コンソーシアム vol.11 

病院総合医教育の最先端．カイ書林．2018．

①ppV-XI、②pp102-104 
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グローバルナーシングリサーチセンター 
 

センター長・教授 

真田弘美 

副センター長・教授 

上別府圭子、山本則子 

特任准教授 

大江真琴 

特任助教 

髙橋真実、戸部浩美 

特任研究員 

目麻里子、浦井珠恵、大川洋平、戸部浩美、Zhang Fengying 

 

ホームページ http://gnrc.m.u-tokyo.ac.jp/ 

 

 

沿革と組織の概要 

少子超高齢社会をむかえ「治す医療」から「支え

る医療」への大転換が求められている。健康寿命

の延伸のためには、生活の困難性を緩和し、国民

が自律的に暮らすことのできる"ケア"社会を実現

することが課題である。我が国は、世界でも未体

験の人口構造となっており、この"ケア"社会実現

のためには、"ケア"の中核を担う看護学が新たな

分野を学問として築くことが必須といえる。 

 一方で、従来看護学が沿ってきた対象別分野は、

臨床実践者養成のための構造となっており、「支え

る医療」を学問として構築するための構造にはな

っていないのが現状である。従って、この "ケア"

を体系化するためには、異分野融合型イノベーテ

ィブ看護学研究の推進が必要であり、特に、ケア

イノベーションを先導できる若手看護学研究者育

成を目指す異分野融合研究・教育環境の醸成"が必

須である。  

 そのためには看護学を基盤に置き、生体工学、

分子生物学、人間工学、哲学、教育心理学、情報

工学や政策科学など、これまで領域を超えて必ず

しも十分に協働がなされてこなかった分野との融

合とその異分野融合研究を推進するための人材育

成が求められている。すなわち、若いうちから異

分野融合研究を行い、基盤的な研究から実用化・

制度化を見据えた長い視野での研究を実行できる

体制の盤石化と産官学連携が重要となっている。  

 また、世界に類を見ない少子超高齢社会を経験

する我が国において、日本の看護学の発展は国際

的に看護学を先導するモデルとなる。それには看

護システムの開発が必須であり、これらの研究成

果を実装できるグローバルリーダーを育成する必

要がある。 

 以上の背景から、2017 年 4 月に東京大学大学

院医学系研究科附属施設として、看護系として日

本初のグローバルナーシングリサーチセンターを

設立するに至り、下記３つの実現を目指している。 

１．異分野融合によるイノベーティブ看護学研究

分野の確立  

２．学問を志向する若手研究者と共に最先端研究
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の実施、及び、グローバルへの発信  

３．学問体系・教育体系の開発と新分野の基盤確

立  

 

イノベーティブ看護学研究分野の確立 

1. ケアイノベーション創生部門 

「各個人の健康障害による日常生活不利を緩和す

るケアプロダクトを開発・普及」を行うことを目

的とし、ロボティクスナーシング、バイオロジカ

ルナーシング、ビジュアライズドナーシング、ク

リニカルナーシングテクノロジー、リバーストラ

ンスレーショナルリサーチの 5 分野において研究

を遂行した。 

2. 看護システム開発部門 

「文化・社会的存在に対する看護実践の解明と質

の高い実践を支える日本発の看護理論の構築並び

に政策提言」を行うこと目的に、ヘルスクオリテ

ィ・アウトカムリサーチやケアクオリティ・マネ

ジメントの 2 分野において研究を遂行した。 

3. 成果 

外国人研究者との共同研究の開始 3件、特許申請

2 件、外国語査読付き論文 20 件、共同研究/受諾

研究の開始 1件であった。 

 

イノベーティブ看護学研究分野の実施 

1. 外国人特任教授/研究員招聘 

研究員3名（Sarah Hope Kagan 氏：Lucy Walker 

Honorary Term Professor of Gerontological 

Nursing, University of Pennsylvania、Margaret 

Ingrid Wallhagen 氏：Professor, Director, John 

A. Hartford Center of Gerontological Nursing 

Excellence, Physiological Nursing, School of 

Nursing, The University of California, San 

Francisco、Sally Thorne 氏：Associate Dean, 

Faculty of Applied Science, The University of 

British Columbia）を招聘し、後述のポスドクセ

ミナーを担当した。Patricia A. Grady氏（Former 

Director of the National Institute of Nursing 

Research）を招聘し、特別講演を行った。 

2. ポスドクプログラム 

課題となる研究内容に注力しながら、その成果を

英語論文、国際学会等にて、世界に発信する。セ

ミナーは 5単位/年必修となっており、外国人講師

による英語のセミナーを含め、グローバルリーダ

ーとなって明日の看護学研究を牽引するに相応し

い知識、スキル、国際力を身につける内容を網羅

した。ポスドクセミナーは、How to write a 

research paper in English（必修）、Leadership in 

Nursing Research（必修）、質的研究法のセミナ

ー（必修）、ヘルスクオリティ・アウトカムリサー

チセミナー（必修）、看護理工学入門セミナー（必

修）、看護理工学ハンズオンセミナー（選択）の必

修 5単位、選択 5単位を開講した。特任研究員 5

名がポスドクプログラムを受講し、修了した。 

3. 学外の若手研究者の育成 

ポスドクセミナーは学外に公開し、のべ 366名が

受講した。20名の研究者に対し、研究コンサルテ

ーション、技術指導、実験室提供を行った。 

 サマープログラムを開催し、13 の国と地域から

48名が受講した。 

 

イノベーティブ看護学研究分野の基盤確立 

1. グローバルナーシングリサーチセンター基金 

昨年度若手研究者の育成を目的に開設したグロー

バルナーシングリサーチセンター基金を継続した。 

2. 海外の大学視察 

オーストラリアで QSランキングの高い大学（ウ

ェスタンシドニー大学、クイーンズランド大学、

アデレード大学、ディーキン大学、モナーシュ大

学）を訪問し、その取り組みを視察した。 
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医学図書館 
 

館 長  

康永 秀生 

 

ホームページ https://www.lib.m.u-tokyo.ac.jp/ 

 

 

医学図書館は、本研究科・学部における教育・

研究のための総合施設として、1961年 11月に開

館した。2007 年度には耐震改修工事が行われ、

2008 年 7 月 14 日にリニューアルオープンした。

これを機に内装も一新し、明るく心地よい空間を

創出すると共に、次々に新規サービスを開始し、

国内有数の医学専門図書館としてのさらなる発展

を目指して努力を続けている。 

当館は、本学関係者はもとより、学外者も簡単

な手続きで入館することができる。館内は全面開

架方式を採用しており、資料を自由に利用するこ

とができる。 

本研究科・学部の学生・教職員および附属病院

の教職員に対しては、当館で所蔵していない資料

について、Web上で学内外への文献複写・図書借

用の申し込みができる MyOPAC 文献取寄サービ

スを実施している。さらに、他大学図書館等から

の当館所蔵資料の提供依頼に対しても迅速な対応

に努めている。 

近年、図書館をとりまく環境は激変し、図書館

の機能が大幅に拡大している。中でも図書館情報

の電子化によるサービスの進展は著しい。 

医学図書館では、この電子化された医学情報を

医学研究・教育に迅速に資するため、医学情報支

援機能を充実させて非来館型利用サービスを全学

的に提供し、図書館に足を運ばなくても多数の情

報が研究室等の端末から入手できるようにしてい

る。 

現在、Web上でサービスしている主なものには、

MEDLINE、EBM Reviews、CINAHL、医中誌

Ｗeb等の二次情報、UpToDate、今日の診療等の

臨床医学情報ツール、Journals@Ovid Full Text

等の電子ジャーナルコレクションがあり、

Harrison’s Principles of Internal Medicineなど

主要医学書については電子ブックでも提供してい

る。また、和雑誌特集記事索引および 1979 年以

降に本研究科に提出された学位論文論題データベ

ースを当館で作成し、Web上から検索が可能にな

っている。 

利用者向けの講習会にも力を入れ、学生・教職員

向けの医中誌Web、PubMedなどの医学系文献検索

講習会をはじめ、英語論文執筆に取り組む若手研究

者向けのセミナー、看護師向けの看護部文献検索講

習会などを行っている。 

館内にはUTokyo WiFiを敷設し、持ち込み PC

によるインターネットの利用を可能としており、

情報検索用端末、情報検索・ドキュメント作成用

端末、プレゼンテーション資料作成用端末等を備

えている。 

また、当館では、東西の古医学書や旧教員所蔵

文庫・関係資料、解剖図巻子本、本学医学部創設

期の文書・資料など様々な貴重資料を所蔵してい

る。これらは医学図書館史料室で保存し整理作業

を進めるともに、「医学図書館デジタル史料室」

（ https://www.lib.m.u-tokyo.ac.jp/digital/index.

html）で目録や画像を公開し、貴重な資料を広く
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利用に供することができるよう努めている。 

2011年度以降、各種端末を更新・増設し、図書

館 1 階に限った無人での利用を午後 11 時半まで

認める特別利用サービスの開始、グループ学習室

の設置など、学生の学習環境充実を図ってきた。 

また、地震対策の一助として、1 階閲覧室の書

架上段 2 段に落下対策を施している。 

現在の医学図書館における資料数、利用実績を

以下に示す。 

 

 

 

蔵書数 （平成 31年 4月 1日） 

 和  文 欧  文 計（冊） 備  考 

単行本 

雑誌（製本） 

56,015 

55,902 

60,960 

101,797 

116,975 

157,699 

教室所蔵分も含む 

同  上 

合計 111,917 162,757 274,674 同  上 

 

 

受入冊数 （平成 30年度） 

 和  文 欧  文 計（冊） 備  考 

単行本 

雑誌（製本） 

1,304 

 794 

123 

41 

1,427 

835 

 

 

合計 2,098 164 2,262  

 

 

受入雑誌種類数 （平成 31年 4月 1日現在） 

 和  文 欧  文 計（種類数） 備  考 

購入 

寄贈・交換 

198 

379 

19 

20 

217 

399 

 

 

合計 577 39 616  

 

利用状況 （平成 30年度） 

１． 開館日数 

２． 利用者総数 

３． 一日平均利用者数 

４． 貸出総冊数 

５． 一日平均貸出冊数 

６．特別利用入館者総数 

275日 

80,903 人 

294 人／日 

16,281 冊 

59 冊／日 

1,724 人 
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医学系研究科・医学部 国際交流室 
 

教授 

瀬戸泰之 

講師 

Joseph Green、名西恵子、松宮陽輔 

 

ホームページ http://koryu.m.u-tokyo.ac.jp/ 

 

 

医学部国際交流室は医学部長の直轄組織として、

国際交流委員会の決定事項に従って、1）国際教育

交流、2）国際学術・研究交流、3）国際保健医療協

力の大きな三本の機能・活動を果たしてきた。以

下例年通り、各項目にそって平成 30 年度の活動

状況を報告する。 

 

1．国際教育交流 

(1)留学生の教育・研究上の相談 

医学系研究科に在籍する平成 30 年度の留学生

総数は 150人(37ヶ国)であった。それ以外にも各

教官が個人的に指導している学生も多数存在する。

海外から留学・研修を肴望する者からの問い合わ

せは依然として多く、対応回数は延ベ、平成 30年

度約 30件であった。留学生、留学希望者からは、

留学上の相談や学位取得に関する相談、奨学金に

関する相談などがあった。卒前の臨床研修の希望

も大変多く、特に 1～3 カ月間の短期の研修（こ

れを海外では Electiveと呼ぶことが多い）を本学

で希望する者も依然として多い。諸々の事情で受

け入れが困難なこともあるが、国際交流室が介在

した範囲で受け入れが可能との回答を得られて本

学で実習した学生は平成 30 年度は 15 名中国 4、

ドイツ 2、アメリカ 2、シンガポール 2、台湾 2、

スウェーデン 1、イギリス 1、韓国 1）であった。

それ以外にも各教官が個人的に observer として

受け入れている学生も多数存在する。東大の学生

が毎年 25 人以上海外で受け入れてもらっている

ことを考えると、短期研修希望者の受け入れ条件

の整備は今後の検討課題となっている。 

海外からの問い合わせに対処するため、平成 29

年、国際交流室のホ－ム・ペ－ジを刷新し、本学

学生の留学支援、本学留学生の支援、および本学

に留学したい海外の学生の支援に役立てている。 

また、恒例となった春の留学生懇親会をカポ・

ペリカーノで開催した。医学部長以下教職員・学

生の出席数は、平成 30年度は約 70名であった。 

 

(2)東京大学医学部学生および医学系研究科学生

の海外短期実習および海外留学に関する相談 

卒前、卒後に海外に研修に出たいという学生か

らの相談は年間約 40件あった。情報提供、指導、

推薦状の作成などを行った。東京大学医学部学生

による 1～3 カ月間の臨床研修に関しては、ペン

シルバニア大学、ジョンズホプキンス大学、ミシ

ガン大学、ハワイ大学、ミュンヘン大学、イエテ

ボリ大学、台湾大学、シンガポール大学、シカゴ

大学と部局協定を結んでおり、平成 30 年度はこ

れらの大学に各 1-3名を 1-3か月間派遣した。ま

た、平成 30年度の新たな試みとして、IRCNと共

同で、4 名の学生を平成 31 年度 4 月に 1-2 か月

間のハーバード大学での研究実習に派遣する選考
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を実施した。 

学部間交流協定を締結していない大学や病院そ

の他の医療施設においても、1～2カ月間の臨床研

修を行った学生もおり、平成 30年度は、合計で約

40 人月が海外で臨床実習あるいは研究実習を行

った。 

 

2．教育・研究活動 

講師の Joseph Greenは「健康アウトカム測定

法の開発および検証 I」と「健康アウトカム測定

法の開発および検証 II」と「国際疫学特論 I」と

「国際疫学特論 II」を担当した。講師の松宮陽輔

は医学英語 I ＆II を担当した。また、大学院学

生・学部学生・職員を対象に英語口頭発表トレー

ニングを担当した。講師の名西恵子は“Basic tools 

for Population/ Public Health Research”を担当

した。Greenおよび名西は国際保健学専攻講師を

兼任しており、研究活動を行った。 

 

発表論文 
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MD 研究者育成プログラム室 
 

教授 （室長） 

尾藤晴彦 

助教 

菅谷佑樹、高橋恵生 

 

ホームページ http://www.ut-mdres.umin.jp/ 

 

 

沿革と組織の概要 

東京大学医学部では、医学部出身の基礎医学研

究者の減少に歯止めをかけ、次代の基礎医学研究

者を積極的に育成する公的なカリキュラムとして、

平成 20年度にMD研究者育成プログラム室が設

置された。初代室長の岡部繁男教授（平成 20～22

年度）、前室長の吉川雅英教授（平成 23～26年度）

によりプログラムの基礎が築かれ、現室長の尾藤

晴彦教授（平成 27年度～）、助教 2名、事務員 2

名で、医学部生が最先端の基礎研究を自ら実践す

るための様々な支援を提供している。また、平成

23～27年度まで名古屋大学、京都大学、大阪大学

と連携して全国基礎医学研究者養成プロジェクト

が実施され、大学間リトリートや海外留学支援な

どのプログラム内容が飛躍的に充実した。 

 

MD研究者育成プログラムの初代履修生は 6名

であったが、現在は 3年生～6年生までの 4学年

で 90 名以上が履修しており、毎年数多くの 6 年

生が英語で研究成果をまとめた修了論文を提出し

ている。また、在学中に海外の一流学会で受賞す

る学生や、国際学術雑誌に筆頭著者で掲載される

学生もいる。 

 

教育 

基礎医学研究に興味をもつ学生に対して、入学

直後より 6年間にわたって様々なプログラムを提

供している。3 年次以降は実際に基礎医学の研究

現場に参加してもらい、最先端の基礎研究を自ら

実践してもらうことを強く推奨している。 

まずは入学後、早い段階で研究に興味をもって

もらい、実際に研究室に通う動機付けとするため

に、1年生､2年生を対象にした最先端医学研究の

セミナー、Medical Biology入門を開講している。

毎回、異なる講師が様々な分野の最先端の基礎研

究や臨床研究を医学研究初心者に紹介し、学生が

この講義を聞いて興味をもった研究室を訪れるな

ど研究開始のきっかけとなっている。また、早い

うちから英語で科学に携わる習慣をつけるために

Molecular Biology of the Cellを英語で読む輪読

ゼミを行っている。 

3 年生からは、専門分野の教員や上級生の指導

を受けて最新論文を自分で発表する基礎医学ゼミ

や、英語で科学をする習慣を身につけるための外

国人講師による科学コミュニケーションのゼミ

（Medical Research Communications）に参加し、

研究の基礎をトレーニングする。これと並行して、

実際に自分で研究室にコンタクトをとり、見学や

面談を通じて所属研究室を決定する。 

所属研究室が決定した学生は、その研究室の指

導のもと研究を遂行し、卒業までに修了論文とし

てまとめることが推奨されている。修了論文は審
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査会で医学部基礎医学系研究室の教室主任らによ

る厳正な審査を経て修了の可否を判定される。合

格者はその年の医学部大学院入学筆記試験が免除

される。また、特に優れた研究発表には学部長賞

を授与している。 

 

その他の支援 

海外短期留学、学会発表支援 

長期の休みを利用して海外の研究室で研究をし

たり、国内外の国際学会で発表したりするための

経済的支援を行っており、夏季休暇やエレクティ

ブクラークシップの期間を利用して 1か月から 2

か月の留学をしている。平成 30 年度は 6 名の学

生が研究や学会発表のために渡航した。また、東

京大学医学部の卒業生である大坪修氏の寄付によ

り平成 20 年度から開始された大坪修鉄門フェロ

ーシップでは、毎年、海外の医療機関での実習を

経済的に支援しており、平成 30 年度は 9 名がフ

ェローシップの支援を受けて海外の大学病院での

実習を行った。 

 

東京大学 MD 研究者育成プログラムリトリ

ート 

平成 31年 2月 16日、17日に全学年合同でリ

トリート形式の研究発表会・留学報告会を開催し

た。MD研究者育成プログラムの履修生に加え、

MD研究者育成プログラムを履修していた研修医

や MD をもつ基礎系大学院生、教員など、46 名

が参加した。研究ポスターは英語で作製としたも

のの非常に活発に議論され、時間が足りないとい

う意見が多く聞かれた。情報交換会では、研究活

動をしている学生同士の情報交換や、先輩にキャ

リアパスに関する相談をするなど、多くの参加者

が基礎研究の道に進むことに対する具体的なビジ

ョンを描く機会となった。 

 

他大学との交流 

全国研究医養成コース学生リトリート 

全国基礎医学研究者養成プロジェクトでは、連

携大学である名古屋大学、京都大学、大阪大学と

協力して全国から 20 大学以上の参加がある研究

発表会（全国リトリート）を約 2年に１回の頻度

で開催している。2017年度生命科学系学会合同年

次大会（ConBio2017）と同時期に開催された平

成 29年 12月 9日、10日の全国リトリートでは

90 名以上の参加があった。このリトリートでは、

ConBio2017 からフォーラム枠を頂き、現在、第

一線で活躍するMD研究者 4名の講演があった。 

また、上記の全国リトリートとは別に平成 22

年より千葉大学、群馬大学、山梨大学の研究医養

成コースの学生との合同の研究発表交流会を行っ

ており、平成 30年度は 8月 16日、17日に金沢

大学の主幹で、金沢で開催された。現在では当初

の 4校だけでなく、北海道大学、東北大学、金沢

大学、順天堂大学、横浜市立大学の参加があり、

学生だけでなく教員同士の情報交換の場としても

有用な機会となっている。 

 

実績 (平成 30 年度) 

履修生数 : 99名 (内訳：3, 4年生 : 49、5, 6年生 : 

50) 

教養学部生対象講義 

Medical Biology入門 : 13回 

Molecular Biology of the Cell輪読ゼミ :12回 

医学部生対象少人数ゼミ 

基礎医学ゼミ : 2 回 

Medical Research Communications :44回 

研究発表会 : 2回 

海外留学者・学会発表者数 : 15名 

修了認定:7名 (うち学部長賞 : 1名) 
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健康と医学の博物館 
 

館長 

大江和彦 

助教 

北出篤史 

 

ホームページ http://mhm.m.u-tokyo.ac.jp/ 

 

 

沿革と概要 

東京大学医学部・医学部附属病院は、安政 5年

（1858年）の神田お玉ケ池種痘所の設立に起源を

発し、平成 20年に創立 150周年を迎えた。「健康

と医学の博物館」は、東京大学医学部・医学部附

属病院の創立150周年記念事業の一環で計画され

たものであるが、平成 23年 1月 20日に開館した。

創立150周年を迎えるにあたって掲げられた記念

事業のテーマの一つには「社会に開かれた医学・

医療の展開」があり、健康と医学の博物館は、そ

の一つの柱となる企画である。 

本博物館の目的は、（1）一般への健康・医学情

報の提供、（2）医学生や医療社会福祉系学校の学

生等の教育、（3）史料と器械・技術を通じた医学・

医療史の研究、（4）貴重な医学史料と器械等の保

存と調査、である。 

展示の特徴は、常設展示室で東京大学医学部・

医学部附属病院に関連した業績を紹介し、近代か

ら現代にわたるわが国の医学の発展における貢献

を紹介すると共に、企画展示に大きなスペースを

割き、一般に医学・医療の最新の進歩の理解を促

すための企画展を展開するということにある。常

設展および企画展の企画および監修については、

医学系研究科内の各教室の協力を受けており、さ

らに本学内の教室等、総合研究博物館、外部の専

門家、関連企業、博物館等の協力によって展示が

成立している。なお、企画展については、今後、

年に数回の入れ替えを行う予定としている。 

開館当初の常設展では、明治初期の医学書や医

療器具、石原式色盲検査表、本学で開発された胃

カメラなどを展示した。第 1回企画展では、東京

大学医学部・医学部附属病院の起源に因み、「感染

症への挑戦」と題し、様々な病原体、天然痘に対

する予防接種（種痘）の歴史、本学および本学出

身者が明治時代以降に行ってきた感染症に関する

研究、近年取り上げられる機会が多い感染症に関

する知識を紹介した。その後、第 2回「血管のひ

みつ」、第 3回「見えないがんをみる」、第 4回「わ

たしたちの脳」、第 5 回「健康長寿を支える身体

の医学」、特別展「史料で見る東大医学部・附属病

院の 155年」、第 6回「糖尿病の真実」、第 7回「こ

どもの成長と発達」、第 8 回「死の真相を知る医

学-法医学-」、第 9回「大腸のふしぎ」、第 10回「見

えざるウイルスの世界」、第 11回「縁の下で身体

を支える腎臓」を開催した。 

2017 年度の開館日数は 123 日、入場者数は

9,553名で、開館からの入場者総数は 127,131名

となった。 

なお、2017年 8月 21日から移転のため休館し

ており、2019 年 4 月以降の再開館を目指して、

作業を進めている。 

 



698 東京医学・第 138 巻・令和元年 10 月 

運営の概要 

開館時間は 10時～17時（12時～13時お昼休

み）。休館日は毎週月曜日、年末年始（ただし、月

曜が祝日の場合は開館）。入館料は無料。 
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研究倫理支援室 
 

教授 （室長） 

矢冨裕 

教授 （副室長） 

赤林朗 

講師  

上竹勇三郎 

 

ホームページ http://www.m.u-tokyo.ac.jp/ethics/ethcom/gakugai2/index.html 

http://www.u-tokyo-ohrs.jp/ 

研究倫理審査申請システムトップページ：https://u-tokyo.bvits.com/esct/ 

 

 

沿革と組織の概要 

医学系研究科・医学部研究倫理支援室（以下当

室）は、研究倫理水準の向上を期すべく、2009

年（平成 21年）10月に新設された。 

当室は、医学系研究科・医学部・附属病院にお

いて行われる研究における被験者の健康、権利、

尊厳を守ることを第一義的な目的としており、そ

の上で、研究者が倫理的に適切な研究を円滑に実

施できるよう研究倫理支援サービスを提供してい

る。委員会事務局の運営を主業務とし、研究倫理

セミナーの企画・運営、支援業務を通じた研究者

への倫理教育、研究倫理支援職を志す人材の育成

を行っている。 

 

業務 

・倫理委員会運営業務全般 

・東京大学臨床研究審査委員会の審査意見業務の運

営業務全般 

・治験を除く、全ての医学部、病院で行われる研究

に関連する審査書類の事前スクリーニング、多岐

にわたる内容の問い合わせ 

・委員会委員・他部局・他大学との様々な事項の調整 

・東大病院で初めて行われる医療行為、未承認医薬

品・医療機器等の臨床使用の検討を行う、新規診

療等検討委員会の運営業務全般 

・臓器移植マニュアルの整備（肝臓・腎臓・心臓・

改正臓器移植法関連他） 

 

■委員会関連審査・検討案件数（2018年度） 

・医学部倫理委員会（非介入等研究、介入等研

究、ヒトゲノム・遺伝子解析研究） 

新規 382件、変更件数 1012件、SAE報告等

89件、認定臨床研究審査委員会 43件、新規

診療等関連 83件 
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委員会審査案件はここ数年各種包括申請を導入

しているにも関わらず、増加の一途をたどってい

る。また、委員会事務局の運営は煩雑化、多様化

の様相を呈しており、研究倫理支援サービスの提

供においても難渋するケースが増加している。 

申請はオンラインシステムを導入しており、申

請者の利便性および業務の効率化を図っている。 

 

教育・研修 

医学系研究科・医学部 研究倫理セミナーを附属

病院臨床研究ガバナンス部と共催している。研究

に携わるすべての研究者、大学院生等を対象に広

義の研究倫理につき概説している。 

2018 年度も毎月開催し合計 2,864 名が出席し

た。 

また、研究倫理支援サービスを通じての研究者

教育、事務局スタッフの育成を行っている。 

さらに、各教室に選任されている倫理指導員と

の連携を図ることにより、研究倫理水準の向上を

目指している。 

 

研究 

現状、当室は実務部門である。研究については、

連携講座である医療倫理学講座の内容をご参照さ

れたい。 
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臨床実習・教育支援室 
 

教授 （室長） 

山岨達也 

助教 

堀田晶子 

 

ホームページ https://igaku-kyoiku.m.u-tokyo.ac.jp/training.html 

 

 

沿革と組織の概要 

臨床実習・教育支援室は、医学生の教育、特に

5・6年次の臨床実習であるクリニカルクラークシ

ップ（Clinical Clerkship: CC）を支援・推進するた

めに、平成 27年 4月に設立された。平成 25年 2

月より臨床実習が見学型の BSL（Bedside learning）

から参加型実習である CC に変更され、それに伴

い設置されたクリニカルクラークシップサポート

センターが前身である。CCの円滑な運営に加え、

診療科の教員や学生から適宜意見を聴取すること

により、実習カリキュラムや評価法の改良にも努

めている。また、チューター、医学部教務係や学

生支援室などと連携を取り、個々の学生へのサポ

ートも行っている。平成 30 年 1 月より本格的に

ICT（「UTAS臨床実習支援システム」）が稼働し、

大幅に学務及び関連事務作業の効率化がはかられ

た。現在、室長 1名、助教 1名、学術支援専門職

員等 3名で日常業務を行っている。 

 

業務 

医学部 4年次の 1月から開始される CCに先立

ち、4 年次学生へ説明会を行い、学生の希望調査

に基づいて実習スケジュールの編成を行っている。

OSCE、CBTに合格し、Student Doctor資格を得た

学生を対象として、CC開始直前に、医学部長、附

属病院院長・看護部長、教務委員長のご列席のも

と、Student Doctor任命式を執り行っている。 

実習に際しては、学生、各診療科、外部協力施

設に対して、実習を行う上で必要な連絡・手続き

を案内し、実習が円滑に実施されるよう支援して

いる。また実習中に生じた問題や検討事項に対し

て、必要に応じて適宜対応している。特に、実習

に際して個別にサポートを必要とする学生に対し

ては、教務係、チューター、学生支援室などと連

携をとりながら、必要な対応を行っている。ICT稼

働により、平成 30 年 1 月より実習評価がリアル

タイム化され、学生は早ければ実習終了日に評価

の確認が可能となった。 

また、年に 2回、実習を担当している診療科（部）

の実習責任者である CC支援部員を対象とし、CC

支援部会を開催している。この会では、実習終了

時のアンケートにて学生から寄せられた意見を診

療科にフィードバックするとともに、実習その他

について情報共有・意見交換を行い、臨床実習の

更なる改善に取り組んでいる。一方、医学教育検

討委員会において学生医学教育ワーキンググルー

プとも定期的に話し合いの場を持つことで、現状

について学生の生の意見を聞き、可能な限り実習

の場に反映するよう努めている。 

教育 

 医学教育国際研究センターと合同で医学科 4年



702 東京医学・第 138 巻・令和元年 10 月 

の「臨床導入実習」および医学科進学内定 2年の

「チュートリアル PBL」を担当し、医療面接、身

体診察，プロフェッショナリズムの教育を主とし

て行っている。また、CCにおける個別指導・相談

も担当している。 

 

研究 

 現在，学生の生活状況と成績・卒業時アウトカ

ムとの関連に関する研究を実施中であり，途中成

果を 2018 年度の国内外の医学教育関連学会にて

発表した。2019年度も引き続き発表を予定してい

る。 
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利益相反アドバイザリー室 
 

教授（利益相反アドバイザリー機関委員長） 

岡 明 

教授（利益相反アドバイザリー機関副委員長） 

斉藤 延人 

教授（利益相反アドバイザリー機関副委員長） 

小山 博史 

室長 

明谷 早映子 

 

 

 

沿革と組織の概要 

医学系研究科・医学部附属病院利益相反アドバ

イザリー室（以下当室）は、医学部の利益相反ア

ドバイザリー機関の事務部門として、2016 年（平

成 28 年）4 月に新設された。 

東京大学では、全学の利益相反委員会の下に、

各部局に担当部署として利益相反アドバイザリー

機関を設置して、職員に対して適切な利益相反マ

ネジメントを行うことになっている。医学部では

医学部利益相反防止規則を定め利益相反アドバイ

ザリー機関を設置し、医学部および医学部附属病

院で行われる臨床研究などの利益相反マネジメン

トを行っている。 

医学部で行われる研究では、その成果を社会に

還元し国民の健康に役立てるためにも、産学連携

活動を推進することが求められている。その一方

で、人を対象とする臨床研究では研究の対象者の

権利保護が不可欠であり、また、研究の結果は国

民の健康に影響を与える可能性があり研究の公正

性の担保も特に求められる。この様に医学部にお

ける研究活動においては、利益相反関係は不可避

であり、その適切なマネジメントと利益相反状態

の開示が求められている。 

わが国では日本医学会等による臨床研究におけ

る利益相反マネジメントのガイドラインが公開さ

れるなど判断の基準が少しずつ明示されてきてお

り、医学部利益相反アドバイザリー室ではこうし

たガイドラインなどを基準として利益相反管理を

行っている。 

 

業務 

 医学部利益相反アドバイザリー機関では、臨床

研究にかかる利益相反管理を行っている。 

対象 

・医学部倫理委員会（疫学・観察等研究、特定

臨床研究、ヒトゲノム・遺伝子解析研究）で審

査を行う臨床研究 

・医学部附属病院ＩＲＢで審査される臨床試験 

・医学部附属病院から提出される再生医療提供

計画 

・医学部附属病院が単施設/主任施設として実

施する臨床研究（ただし、審査は、東京大学認

定臨床研究審査委員会が行う） 

 臨床研究法が適用される課題の利益相反自己

申告にかかる事務確認 

 日本医療研究開発機構（AMED）および厚生
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労働科学研究費の利益相反管理にかかる審査

資料の作成 

 教職員に係る利益相反自己申告書の提出業務 

 医学部および医学部附属病院の委員会委員の

利益相反管理 

 

2018 年度は、利益相反アドバイザリー機関委員

会は外部委員を含む 6 名の委員で構成され、12

回の委員会を開催した。 

 

教育・研修 

医学系研究科・医学部で行われている研究倫理

セミナーで、臨床研究における利益相反マネジメ

ント部分を担当し、研修を行っている。 

 

その他 

 2018 年 7 月、研究倫理審査申請システムを改

修し、従前は紙媒体で各研究者から提出されてい

た利益相反自己申告書について、電子的にシステ

ム上で提出する運用を開始した。 

 2019 年 3 月末までに、について、臨床研究法

が適用される研究課題（侵襲・介入のある研究課

題の一部）について、臨床研究法に対応するため

の移行措置を完了した。また、2018 年中に、臨床

研究法が適用される研究課題について、利益相反

審査の手順書を策定した。なお、人を対象とする

医学系研究に関する倫理指針が適用される課題に

ついては、利益相反自己申告書の電子化等に対応

し、同年中に手順書を改訂した。 

2018 年 4 月から 2019 年 3 月までの間に利益相反

アドバイザリー機関委員会が審議または確認した

臨床研究課題（観察、介入、IRB、再生医療、臨

床研究法）は、新規申請・変更申請あわせて、計

1790 件である。 
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第 2742 回 集会 

日時：平成 30 年 4 月 3 日(火) 14：55～16：10 

場所：医学部 3 号館 S101 号室 

演者：Prof. Edward Chan Ko Ling 

香港理工大学応用社会学教授 

東京大学大学院医学系研究科附属グローバ

ルナーシングリサーチセンター特任教授 

演題：Reporting and Measurement of Family 

Violence 

共催：附属グローバルナーシングリサーチセンター 

 

第 2743 回 集会 

日時：平成 30 年 4 月 16 日(月) 17：30～19：00 

場所：医学部 3 号館 1 階  N101 号室 

演者：Dr. Marie Bountrogianni 

Dean of The G. Raymond Chang School of 

Continuing Education, Ryerson University, 

Toronto, Canada 

Dr. Shafi Bhuiyan 

Distinguished Visiting Professor &  

Co-founder/program lead ITMD Bridging 

Program, Ryerson University 

演題：A New Innovation of Bridge Training 

Program 

  ：Internationally Trained Medical Doctors 

(ITMD) Post Graduate Training Program 

at Ryerson University 

共催：保健社会行動学分野 

 

第 2747 回 集会 

日時：平成 30 年 6 月 22 日（金）17：30～19：00 

場所：附属病院入院棟 A 15 階 大会議室 

演者：Prof. Keith E. Cook 

Department of Biomedical Engineering, 

Carnegie Mellon University 

演題：Permanent Respiratory Support Using 

Artificial Lungs 

共催：呼吸器外科・医療安全管理学講座 

 

第 2748 回 集会 

日時：平成 30 年 6 月 18 日（月）18：00～19：00 

場所：附属病院中央診療等Ⅱ 7 階  

病理部内カンファレンス室 

演者：Daniela Massi, MD, PhD 

Professor of Anatomic Pathology, 

University of Florence 

Director, Division of Histopathology and 

Molecular Diagnostics, Careggi University 

Hospital, Florence, Italy 

演題：Melanocytic Tumors in the new WHO 

Classification of Skin Tumors (4th edition) 

  ：Evolving concepts and diagnostic criteria 

共催：人体病理学・病理診断学分野 

 

第 2749 回 集会 

日時：平成 30 年 6 月 7 日(木) 17：00～18：00 

場所：医学部教育研究棟 13 階 第 5 セミナー室 

演者：Rosemary J. Akhurst PhD 

Helen Diller Family Comprehensive 

Cancer Center, University of California at 

San Francisco 

演題：Targeting the TGFβ signaling pathway for 

oncology 

共催：分子病理学教室 

 

第 2750 回 集会 

日時：平成 30 年 6 月 7 日(木) 17：00～18：30 

場所：医学部教育研究棟 2 階 第 1&2 セミナー室 

演者：Dr. Jadej Thammatacharee 

Deputy Secretary-General, national Health 
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Security Office (NHSO), Thailand 

演題：Universal Health Coverage in Thailand 

共催：公衆衛生学教室・健康医療政策学分野 

 

第 2751 回 集会 

日時：平成 30 年 7 月 24 日(火) 18：00～19：00 

場所：附属病院入院棟B 6 階 カンファレンスルーム 

演者：Hilary Critchley, M.D. 

Head, Deanery of Clinical Sciences, 

Edinburgh Medical School 

Professor of Reproductive Medicine,  

MRC Centre for Reproductive Health, 

University of Edinburgh, United Kingdom 

演題：The enigmatic endometrium: physiology 

and role in abnormal uterine bleeding 

共催：産婦人科学教室 

 

第 2752 回 集会 

日時：平成 30 年 8 月 1 日(水) 18：00～19：00 

場所：附属病院入院棟 B 6 階 会議室 

演者：Dr. Rudi Campo 

Life Expert Centre, European Academy of 

Gynaecological Surgery, Leuven, Belgium 

演題：Ambulatory Hysteroscopy: A New Era has 

started 

共催：産婦人科学教室 

 

第 2753 回 集会 

日時：平成 30 年 9 月 21 日(金) 18：00～19：00 

場所：附属病院入院棟B 6 階 カンファレンスルーム 

演者：Prof. Evdokia Dimitriadis, PhD, 

NHMRC Senior Research Fellow 

Head, Embryo Implantation Laboratory, 

Deputy Head, Centre for Reproductive 

Health Hudson Institute of Medical 

Research 

Prof. Dept of Molecular Translational 

Sciences, Monash University 

演題：Developing new treatments for 

preeclampsia – what are the options. 

共催：産婦人科学教室 

 

第 2754 回 集会 

日時：平成 30 年 10 月 22 日(月) 16：30～18：00 

場所：医学部 1 号館 1 階 講堂 

演者：Professor Emeritus, Töres Theorell 

Stress Research Institute, Stockholm 

University 

演題：Long-term perspectives on research in 

psychosocial work environment and health 

共催：精神保健学分野、日本産業ストレス学会、 

日本産業衛生学会編集委員会 

 

第 2755 回 集会 

日時：平成 30 年 12 月 12 日(水) 17：30～18：30 

場所：医学部教育研究棟 13 階 第 5 セミナー室 

演者：アーサー・カプラン教授 

ニューヨーク大学ランゴーン医療センター 

医療倫理部門 

演題：臓器移植の倫理における静かな革命 

共催：医療倫理学 

 

第 2756 回 集会 

日時：平成 30 年 11 月 30 日(金) 16：30～17：30 

場所：医学部教育研究棟 鉄門記念講堂 

演者：Professor Juleen R. Zierath 

Karolinska Institutet, Stockholm, Sweden 

演題：Molecular transducers and the adaptive 

response to exercise in type 2 diabetes 

共催：糖尿病・代謝内科 

 

第 2757 回 集会 

日時：平成 30 年 12 月 18 日(火) 13：30～15：00 

場所：医学部 3 号館 1 階 S102 室 

演者：Professor Sek Ying Chair 

The Nethersole School of Nursing,  

The Chinese University of Hong Kong 

演題：Mutual Benefit: Coaching Post-graduate 

Student’s Research Development 

共催：附属グローバルナーシングリサーチセンター 
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第 2758 回集会 

日時：平成 31 年 1 月 16 日(水) 17：30～18：30 

場所：医学部 2 号館 1 階 小講堂 

演者：Professor Sandro Galea, MD, MPH, DrPH 

Dean and Robert A. Knox Professor at 

Boston University School of Public Health 

演題：Precision Medicine and Population Health 

共催：公衆衛生学、健康医療政策学 

 

第 2759 回集会 

日時：平成 31 年 1 月 18 日(金) 17：00～19：00 

場所：附属病院入院病棟 B 1 階 会議室 1 

演者：Mauricio Simões Abrão 

Endometriosis Division, Ob/Gyn 

Department, Sao Paulo University 

演題：Deep Endometriosis: Paradigms for an old 

disease 

演者：Chii-Ruey Tzeng 

Center for Reproductive Medicine, Taipei 

Medical University Hospital, Taipei, 

Taiwan 

演題：Infertility treatment in patients with 

endometriosis 

演者：Edgardo Somigliana 

Dept. of Clinical Sciences and Community 

Health, Università degli Studi di Milano, 

Milan, Italy 

演題：Risk of conservative management in women 

with endometriomas undergoing IVF 

演者：Tin Chiu Li 

Department of Obstetrics ＆ Gynaecology, 

The Chinese University of Hong Kong, 

Hong Kong, China 

演題：Fertility preservation during  

gynaecological operation 

共催：産婦人科学教室 

 

第 263 回特別学術講演会 

(第 2760 回集会) 

日時：平成 31 年 3 月 22 日（金）14：00～16：00 

場所：医学部 2 号館 3 階 大講堂 

演者：深山 正久先生 

病因病理学専攻病理学講座 

人体病理学・病理診断学分野 

演題：東大で病理学について考えたこと 

病気と死に学び病者に燈火を 

主催：東京医学会 

 

第 2761 回集会 

日時：平成 31 年 3 月 22 日(金) 13：30～15：00 

場所：医学部教育研究棟 13 階 第 6 セミナー室 

演者：Dr. Patricia A. Grady 

Director Emeritus of The National 

Institute of Nursing Research (NINR) 

演題：Future Outlook in Nursing Research  

共催：附属グローバルナーシングリサーチセンター 

 

第 264 回特別学術講演会 

(第 2762 回集会) 

日時：平成 31 年 3 月 13 日（水）15：00～16：30 

場所：医学部教育研究棟 鉄門記念講堂 

演者：徳永 勝士先生 

国際保健学専攻人類遺伝学分野 

演題：ゲノム多様性を探る旅 

主催：東京医学会 

 

第 265 回特別学術講演会 

(第 2763 回集会) 

日時：平成 31 年 3 月 25 日（月）15：00～17：00 

場所：医学部教育研究棟 鉄門記念講堂 

演者：安原 洋先生 

侵襲代謝・手術医学講座手術部担当 

演題：手術医療と手術医学 

主催：東京医学会 
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